
四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

第 三冊

矢ノ塚遺跡

1987.10 

香川県教育委 員会

日本道路公団

四国横断自動車道建設に伴う

埋蔵文化財発掘調査報告

第 三冊

矢ノ塚遺跡

1987.10 

香川県教育委 員会

日本道路公団



巻頭図版 l

(1) X -8 (S)・X-9区全景 (北から)

(2) 竪穴住居周辺 (西から)

巻頭図版 l

(1) X -8 (S)・X-9区全景 (北から)

(2) 竪穴住居周辺 (西から)



巻頭図版 2

(1) 弥生土器(中期)

(2) 朝鮮系無文土器(? ) 

巻頭図版 2

(1) 弥生土器(中期)

(2) 朝鮮系無文土器(? ) 



巻頭図版3

(1)祭杷遺物

(2) 分銅形土製品

巻頭図版3

(1)祭杷遺物

(2) 分銅形土製品



巻頭図版4

胎土 I

胎土II

胎土III

胎土IV(朝鮮系無文土器?) 

巻頭図版4

胎土 I

胎土II

胎土III

胎土IV(朝鮮系無文土器?) 



伊j 仁ヨ

1 .本書は四国横断自動車道建設に伴う 埋蔵文化財発掘調査報告書第三冊である。

2.本書に収録したのは.1984年から1985年にかけて調査を実施した 香川県善通寺市吉原町・

碑殿町に所在する矢ノ塚遺跡である。

3.調査は，日本道路公団高松建設局の委託を受けて 香川県教育委員会事務局文化行政課調査

三係(善通寺連絡事務所)が実施した。

4.発掘調査は昭和59年度を藤好史郎，昭和60年度を薦田耕作，今井和彦が担当した。

5.調査に要する経費は 日本道路公団が負担した。

6.調査にあたっては，下記の機関の指導や援助を得た。記して謝意を表したい。

日本道路公団高松建設局 同・善通寺工事事務所 香川県土木部横断道対策室 善通寺市横

断道対策室共同企業体地元自治会地元対策協議会

7. 出土品の整理は，善通寺連絡事務所職員が担当した。

8.本書の作成に当つては，文化行政課職員をはじめ，調査に参加した調査員の助言を受けなが

ら，以下のように分担執筆した。また編集・校正作業は真鍋昌宏・横困層子が担当した。

1 -1. IV -1 -(2)……………………渡部明夫(調査三係文化財専門員)

その他...・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・..……薦田耕作(前調査三係主任技師・現豊中中学校教諭)

9.本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

(1) 挿図の縮尺は，掲載の図内にスケールで示した。

(2) 方位は，国土座標第IV座標系の北を表わす。

(3) 水平基準線の数値は，海抜高を示している。

10.本書に用いている遺構記号は次の通りである。

伊j 仁ヨ

1 .本書は四国横断自動車道建設に伴う 埋蔵文化財発掘調査報告書第三冊である。

2.本書に収録したのは.1984年から1985年にかけて調査を実施した 香川県善通寺市吉原町・

碑殿町に所在する矢ノ塚遺跡である。

3.調査は，日本道路公団高松建設局の委託を受けて 香川県教育委員会事務局文化行政課調査

三係(善通寺連絡事務所)が実施した。

4.発掘調査は昭和59年度を藤好史郎，昭和60年度を薦田耕作，今井和彦が担当した。

5.調査に要する経費は 日本道路公団が負担した。

6.調査にあたっては，下記の機関の指導や援助を得た。記して謝意を表したい。

日本道路公団高松建設局 同・善通寺工事事務所 香川県土木部横断道対策室 善通寺市横

断道対策室共同企業体地元自治会地元対策協議会

7. 出土品の整理は，善通寺連絡事務所職員が担当した。

8.本書の作成に当つては，文化行政課職員をはじめ，調査に参加した調査員の助言を受けなが

ら，以下のように分担執筆した。また編集・校正作業は真鍋昌宏・横困層子が担当した。

1 -1. IV -1 -(2)……………………渡部明夫(調査三係文化財専門員)

その他...・H ・.....・H ・.....・ H ・.....・ H ・..……薦田耕作(前調査三係主任技師・現豊中中学校教諭)

9.本書の遺構・遺物挿図の指示は以下のとおりである。

(1) 挿図の縮尺は，掲載の図内にスケールで示した。

(2) 方位は，国土座標第IV座標系の北を表わす。

(3) 水平基準線の数値は，海抜高を示している。

10.本書に用いている遺構記号は次の通りである。



SD 溝SA 柵列

SE 井戸

SB 建物

SK 土坑 SX その他の遺構

11.調査組織は下記の通りである。

昭和59年度

総括課長遠藤啓 (~11. 25) 

磯田文雄 (11. 26~) 

主幹林 茂

松本豊胤

課長補佐中村 仁

庶務 係 長下河芳樹 (~5. 31) 

宮谷昌之 (6. 1~) 

主任主事酒井幸子

主 事前田 和 也

昭和60年度

総括課 長

教育次長
課長事務取扱

磯田文雄 (~12. 20) 

樫原悠(12. 21~) 

主 幹松本豊胤

課長補佐片山 桑

庶務 係 長 宮谷昌之

主任主事前田和也

主任主事酒井幸子(~ 5. 31) 

主 事松下由美子 (6. 1~) 

昭和61年度

総括 課 長 贋瀬和孝

王 幹松本 豊 胤

課長補佐片山 尭

庶務 係 長 富谷昌之

主任主事前田和也

王 事松下由美子

調査善通寺連絡事務所

所 長石塚徳治(~ 4 . 30) 

入江 久(5. 1~) 

係 長伊沢肇一

主任技師藤好史郎

調査善通寺連絡事務所

所 長入江 久

係 長 伊 沢 肇 一

技 師薦田耕作

嘱 託今井和彦

整理善通寺連絡事務所

所 長入江 久

係 長伊沢肇一

主任技師薦田耕作
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I はじめに

1.調査の経緯

四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査事業は昭和57年度に始まり，今年度で 6年目を迎

えた。今年度 (62年度)は，用地未買収のため残されていた観音寺市枠田八丁遺跡の480m'も 6月

に発掘調査を終了し，これで24遺跡・ 211，500m'の発掘をすべて終了した。これに伴い，今年度は

報告書作成のための整理作業が主体となり， 7遺跡・ 2冊の報告書を刊行した昨年度に続き， 9 

遺跡・ 4冊の刊行を予定しているほか，次年度にまたがる整理作業も実施している。報告書作成

のための整理作業は今年度がピークで，順調に進めば，来年度以降には 5遺跡の報告と総括編を

残すのみとなる。また 各遺跡の報告書とは別に，一般啓蒙用として，昭和60・61年度に『語り

かける埋蔵文化財 いにしえの讃岐 I・II.Iを刊行しており，今年度も 3冊目を刊行する予定

である。

今年度で終了した発掘調査は，昭和58年 2月から 3月にかけて，多度郡条里の検出を目的とし

て善通寺インター予定地付近で開始された。発掘調査実施前には，調査予定遺跡は， 17遺跡・ 60，

900m'とみられていたが 57年度の発掘で善通寺市金蔵寺下所遺跡が新たに発見され，かなりの

増加が予想された。翌58年度には調査の基地として善通寺市原田町に「香川県埋蔵文化財発掘調

査善通寺連絡事務所」を設置し，金蔵寺下所遺跡以下の発掘調査を本格的に実施するとともに，

横断道予定路線内の事前調査を実施した。その結果，新たな遺跡の発見が相次ぎ，最終的には24

遺跡・ 211，500m'の発掘調査を実施するに至った。各年度ごとの発掘調査にかかわる遺跡数・面

積・人員・経費は第 1- 1表のとおりである。

第 1-1表 四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財調査事業(発掘調査のみ)

遣と遺跡数
面積 人 員 発掘調査費

備 考
(m') 職 員 嘱 託 (千円)

57 1 1，300 2 1 8，600 

58 7 19，200 
8 4 

141. 000 
(うち，係長 1，庶務1) (うち，所長 1) 

59 16 57，900 
9 5 

245，644 
(向上) (向上)

60 14 78，500 
10 7 

312，500 
(向上) (同上)

15 7 
人員の内，職員 2は報

61 6 54，120 
(向上) (向上)

262，027 告書作成。報告書作成
の経費は含まず。

報告書作成の経費は
62 1 480 7 。 1，920 含まず。人員は報告

書作成の人数。

合計 24 211，500 971，691 
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6年に及ぶ発掘調査によって.第 1-2表に示すように縄文時代から江戸時代に至る遺跡が発

掘された。

縄文時代の遺跡をみると，善通寺市永井遺跡では縄文時代後期の河川跡から，ドングリ・トチ

などの堅果類の保存・加工処理場が発見されたほか，縄文晩期の打製石斧を大量に出土した別の

河川跡では，川底に14本の杭が打ち込まれていた。

観音寺市ーの谷遺跡群では県下で初めて弥生時代前期の堅穴住居跡が 2棟検出され，善通寺市

矢ノ塚遺跡・西碑殿遺跡で弥生時代中期の集落跡を 善通寺市稲木遺跡C地区・観音寺市ーの谷

遺跡群で弥生時代終末頃の集落跡を検出した。このうち，矢ノ塚遺跡と西碑殿遺跡の掘立柱建物

跡が方形の柱穴掘り方をもち，ーの谷遺跡群で舶載と思われる鏡片や平形銅剣片が出土したこと

などは注目される。

古墳時代では，高瀬町大門遺跡・観音寺市杵田八丁遺跡で 6世紀末頃のカマド付竪穴住居跡を

特色とする集落跡が検出され，瀬戸大橋架橋に伴って発掘調査された坂出市下川津遺跡の例と共

に，県内ではこれまで不明であった古墳時代後期の集落跡として重要である。

古代になると，善通寺市金蔵寺下所遺跡で奈良時代と考えられる30棟以上の掘立柱建物跡や条

里の推定方位と一致する溝が検出されると共に，自然河川から斎串・人形・馬形・舟形などの木

製祭器・わらじなどが出土した。また，善通寺市稲木遺跡B地区では，飛鳥・白鳳時代の掘立柱

建物跡32棟，平安時代前期と考えられる掘立柱建物跡 4棟が検出され 丸亀平野の条里や，古代

集落，あるいは官街の解明に貴重な資料を提供することとなった。また，善通寺市稲木遺跡C地

区から 5枚の「承和昌宝」を納めた土師質聾が出土し，胞衣査と考えられていることや，善通寺

市中村遺跡の平安時代中期頃の溝から， I貞」字をもっ銅印が出土したことも特筆される成果で

あった。

古代末から中世では，多くの遺跡で掘立柱建物跡が検出されており，畿内の和泉産と考えられ

る瓦器や東播系須恵質土器・輸入磁器・中世陶器などが出土した。また 善通寺市上ー坊遺跡や

観音寺市ーの谷遺跡群で近世の遺跡に本格的な発掘調査のメスが入れられたことも注目される O

四国横断自動車道建設に伴う発掘調査で注目されるのは 初めて沖積平野の本格的な発掘がな

された点である。発掘調査前には60，900m2と予想されていた遺跡面積が，最終的には211，500m2

となった事実が示すように，これまでほとんど不明であった平野部の遺跡，特に集落跡が大規模

に発掘調査された。これによって，平野部に多くの遺跡が存在する事実が確認されると共に，採

集土器と墳墓などの少ない資料から想定されていた香川の先人達の暮らしが，豊かでより具体的

なイメージを持ち始めてきた。

今回報告する善通寺市矢ノ塚遺跡は四国横断自動車道建設に伴う発掘調査によって新たに発見

されたものである。技師薦田耕作を中心とし，主任技師藤好史郎，嘱託今井和彦らによって，昭

和59年10月8日から昭和60年 8月30日まで，延べ4，800余人の発掘作業員を動員して 11，800m2を
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発掘し，弥生時代から中世に及ぶ遺構を検出した。主体は弥生時代中期の集落跡である。

整理作業は主任技師薦田耕作を中心に，整理作業員-11名で61年度に開始し，年度末までにほぼ

終了したが，石器の原稿が今年度に残ったため，文化財専門員渡部明夫がこれを担当し，主任技

師真鍋昌宏の編集によって， 刊行の運びとなった。

第 l図整理作業風景

つd
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第 1-2表 四国横断自動車道建設に伴う発掘調査の概要

Nn (旧遺遺跡跡名名) 所在 地 面積(m') 調 査 期間 時 代 遺 溝 主 な 出 土 品 備 考

1 金蔵寺議 普通寺市金蔵下寺所町 17，0ω 58. 4. 1~60. 2.28 奈良弥・生中平世時安代時代 護包含:寝層室，麓自然鱗河川 粉主 人須以形上恵奈器馬良，形土時代師器万)。形，瓦わ容ら船じ木形製(奈品曲良物時(斎な代串ど)。。， 

弥生時代 韓議?童9

承弥和生土昌器宝'5土器師， 須恵器，鏡片 2，
2 稲木遺C地跡区 善通寺市稲木町 4，0∞ 59. 4. I~Oo 3.30 

車妻露誌 ，埋斐

飛品協t翼掘土拡立立柱柱4建建物物跡跡342 (内倉庫6)

土器師，須恵器，鉄製鋤先

3 稲木鵠区 普通寺市稲木町 17，1∞ 59. 9.17ヘイ60.2.28 

平安時代

4 稲木穂区 善通寺市稲木町ー 300 58. 6.29~59. 2.14 弥告壁代 溝溝 縄文晩期土器，弥生土器，磨製石庖丁

5 永井遺跡 言田通町田寺下・榎所市西田中村，下町吉 33，300 60. 5. 7へ-61.12.24 事監 譜自立然柱河土拡建川物跡土掘立1拡2柱，審物.跡土拡3 
縄許I(文式以土}器 {彦崎K1. KII式 I 黒土B

上鳥縄.耳形文飾木時2製代，打品)製l石，斧竪果多数類多.杭数14， 

-品 縄文平・Z安弥E時生代時代
銅印「貞」

第四うI埋国と1横蔵冊略文称断(化以)自財下6動2発車，道掘横3建調断.査道3設1報報刊に伴行告告6 中村遺跡 普通寺市中村E岡 9，0∞ 59. 7. 3~59. 9.17 立，2柱土建拡物跡15，溝.土拡

7 轡 B2) 善通寺市中村町乾 2，1∞ 60. 9. 2~60.11.20 弥是壁代 土湧拡水池，状自遺然構河川自然河川 弥生前期土器 横断道報告 I

8 上(吉ー原坊B遺l跡) 普通寺市吉里坊 2，800 60.11.13~61. 1.24 Jki 掘井立戸柱2建，物土I2広4棟，溝井戸1土拡溝 近世陶磁器 横断道報告 I

弥生時代

里経監程I調事 締費i17L，X駐柱建物辺
弥鳥生形土土器製品，須l恵，器分銅形剣形土土製製品品4.1お帯 横断道報告III

9 矢ノ塚遺跡 碑普殿通寺町市矢吉ノ塚原町 11，8∞ 59.10. 8へ-60.8.30 
奈草壁代 溝上， 井戸 2，土

10 西碑殿遺跡 善通寺市碑殿町 5，200 60. 2. 4~60. 4.30 奈弥生S近F世時代 車事欝 弥一生字一土石器経須恵京焼器風陶器(椀以 1 
61. 7 .28~61. 8.11 上，経塚)

11 深尾石棺群 三重郡三野町大深見尾 5∞ 59. 9.11~59.10.23 
路線内には存在せず

12 道免窯跡 道三豊免郡丸三尾野町大見 1∞ 59. 9.11~59.10.23 
飛鳥・白鳳時代 (灰原) 須恵器亦・高杯・査・聾 績断道報告11

13 北条遺跡 三瀬豊北郡条高瀬町上局 100 60. 5. 9 路線内には存在せず

第 1-2表 四国横断自動車道建設に伴う発掘調査の概要

Nn (1日遺遺跡跡名名) 所在 地 面積(ぽ) 調 査 期間 時 代 遺 溝 主 な 出 土 品 備 考

1 金蔵寺下遺所跡 普通寺市金蔵下寺所町 17，0∞ 58. 4. 1へ-60.2.28 奈良弥・生中平世時安代時代 包護含:審層査麓自然擁河川 30以上
5以上
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弥生時代
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平安時代
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5 永井遺跡 躍田町す下裏所西目村事吉 33，300 60. 5. 7へ-61.12.24 襲撃 藷自然立柱河土建拡川物物跡土掘立1拡2柱，審物，跡土拡3 
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上鳥縄.耳形文飾木時2製代，打品)製l石，斧竪果多数類多，杭数14， 

-品 縄文平・E安弥E時生代時代
銅印「貞」
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7 警官B2) 善通寺市中村町乾 2，1∞ 60. 9. 2-60.11.20 弥主壁代 土湧拡水池，状白、系構河ill自然河川 弥生前期土器 横断道報告 I

8 上(吉一原坊B遺1跡) 普通寺市吉里坊 2，8∞ 60.11.13-61. 1. 24 Jki 掘井立戸柱2建.物土拡24棟，溝.井戸1，土拡，溝 近世陶磁器 横断道報告 I

弥生剛t
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弥鳥生形土土器製品，須l恵，器分銅形貴l形土土製製品品4.1お帯 横断道報告III

9 矢ノ塚遺跡 碑普殿通寺町市矢吉ノ塚原町 11，8∞ 59.10. 8へ-60.8.30 奈時代
溝上， 井戸 2，土

10 西碑殿遺跡 善通寺市碑殿町 5，200 60. 2. 4-60. 4.30 
奈謹代 毒草欝 弥一生字一土石器経，須，恵京焼器風陶器(椀以 1 

61. 7.28-61. 8.11 上，経塚)

11 深尾石棺群 三重郡三野町大深見尾 5∞ 59. 9.11-59.10.23 路線内には存在せず

12 道免窯跡 三道豊免郡丸三尾野町大見 1∞ 59. 9.11-59.10.23 飛鳥・白鳳時代 (灰原) 須恵器亦・高杯・費・斐 横断道報告11

13 北条遺跡 三顔豊立郡条高瀬町上高 100 60. 5. 9 路線内には存在せず



Nn (1日遺遺跡跡名名) 所在 地 面積(m') 調 査 期間 時 代 遺 溝 主 な 出 土 口c口z 備 考

利跡(利生I寺生・I、寺I区跡遺) 議意書瀬町上勝 弥近生中世時世代
土拡5

弥中生・後近期世土土器器， 横断道報告II
14 3.200 60. 5.22~60. 7.18 竪掘穴立l柱住建物居跡跡 1. ピット

1 .井戸 1.土拡4

古墳時代

竪f務穴拡1住b6居跡d若明盈井樹駈戸立1柱往建書轟物物9院跡113! 

須鉄恵浮器，土師器，中世土器，輔の羽口， 横断道報告II

15 跡大(利門田遺生区跡寺)遺 三間豊字郡砂高古瀬町上勝 5.500 60. 7.22~61. 1.28 中世

近世

16 利生寺古墳 三間字豊郡砂高古瀬町上勝 700 60.12. 2~61. 3.17 古墳時代 横穴式石室1 須恵器.耳環 横断道報告II

三間豊矢郡ノ高岡瀬町上勝
古墳中世時代 掘竪穴立柱住建居跡物跡16， 溝6

八稜鏡 1 横断道報告II
17 (土 2.600 61. 1. 28~61. 2.27 

18 四ツ塚古墳 三豊郡豊中町笠笠岡岡 1.000 59. 4.16~59. 5.14 古墳時代 横穴式石室 l 須恵器，耳環 横断道報告IV(予定)

19 財団古墳 ニ豊郡豊中上町高野 1.0∞ 58. 9.26~58.1 1. 30 
古墳時代 横穴式石室 1 須恵器，耳環，鉄斧，鉄釘 横断道報告IV(予定)

ιn 20 延命遺跡 三野豊大郡地豊・八中反町地上高 18.000 58.1 1. 28~60. 5.15 弥告喜代 溝掘立柱建物.土拡，土壌墓，塚，
土師器，須恵器，瓦器，青磁

61. 9. 1~61. 9.30 
井戸 3.櫛

21 群ー条里の(谷刈)遺田跡郡 観中音田井寺市町古，川本大町町， 36.100 60. 5.15~61.12.25 古墳弥時生代剛~吃近世 掘竪穴立住柱建居跡物34 土拡 溝
32.土拡，土壊墓，溝

詰生鏡土器(前・近期1!t後期).平形銅剣片，
片，中 土器

22 石田遺跡 観音寺市池ノ尻石町田 17.200 60. 5. 1~61. 1.11 25F 掘土掘立位立柱柱建建物物跡跡137. 土拡， 溝
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竪横溝穴穴，住式掘居石立跡室柱建1l 物跡5

弥瓦生器土器，須恵器，玉類.馬具，武器.

杵跡跡)田(八中姫丁遺遺 観音寺市枠土井田之町内 61. 4. 3~62. 1.27 古墳時代 横竪穴穴住式居石跡室71.掘溝立.柱土建壌物基跡21 須恵器，土師器，耳環
24 14.000 62. 6. 5~62. 6.17 越州窯青磁

中世 掘立柱建物跡47

58. 2. 8~62. 1.27 24遺跡
62. 6. 5~62. 6.17 

合 計 211，500 
のを(調含多査度む郡。期)条聞里は5の7発年掘度
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2.調査の経過

矢ノ塚遺跡は善通寺市吉原町矢ノ塚・碑殿町矢ノ塚に所在し天霧山の南東裾野に営まれてい

る O 標高は19~28m を計り，西から東に向けて下る傾斜地形を呈している。

市道十五丁・三井之江線をはさんで西へ約100m，東へ約200m，南北約60mの範囲に調査区は

収まる。市道をはさんで西側の地区は，南北の丘陵がせまった非常に限定された地形であり，東

側の地区は天霧山からの谷筋と南の二反地川の間の狭い台地上に立地する。

調査対象面積は11，800ばであるが，三度にわたる予備調査により面積が確定された。横断道の

予備調査は，ほぼ全線にわたり路線にそって，その両側に幅約 2mのトレンチを設定し，重機に

より掘り下げるということを原則として実施した。

土地買収との関係で予備調査は三度に分けざるをえなかった。 1回目の予備調査は，市道十五

了・三井之江線以東で当該地のほぼ中央に東西の方向にある農道より南の地区を対象とし，昭和

59年 8 月 17 日 ~20日に実施した。その結果A~H トレンチで弥生時代から中世におよぶ遺物包含

層を検出し， F~H トレンチで柱穴・溝等の遺構を検出した。遺構の時期は鎌倉時代~室町時代

と推定された。この成果をもとに検討した結果，本調査を必要とする面積2，300m'を確定した。調

査推行上，この地区を S地区と仮称した。

S地区の本調査は昭和59年10月16日より開始されたものであるが，平行して残りの地区の予備

調査が実施された。 2 回目の予備調査は昭和59年 11月 27 日 ~11月 29日にかけて，市道より東側を

対象とした。その結果 4~7 トレンチで中世と思われる柱穴が検出された。また 7 トレンチ以西

では弥生時代中期後半から後期と思われる溝・柱穴などの遺構が検出され，多量の土器片も出土

した。 2回目の予備調査では 3トレンチ以東のみが本調査の対象外となり， 6，660ぱが本調査対

象面積として確定された。この地区をN地区と仮称した。

市道十五丁・三井之江線以西については.昭和60年 1月24・25日に 3回目の予備調査として実

施した。 A~E トレンチを設定し，その結果各トレンチからは弥生時代中期後半頃の多量の土器

が出土した。またA.B卜レンチでは柱穴・溝・住居祉の可能性が高い遺構などを検出した。 D

卜レンチ西方， Eトレンチ， cトレンチ南方では旧谷筋と考えられる流路が確認された。以との

成果を検討し，本調査対象面積2，840rがを確定した O この地区をW地区と仮称した。

S地区の本調査は.約20名の作業員により実施された。予備調査で遺跡の範囲が広がっていく

ことが確認されたのでW地区の調査を開始するにあたっては，調査員 l名，作業員約30名を増員

した。 s:t也区の調査終了後，作業員を 2班に分けそれぞれW地区・ W地区の調査を行なった。

グリッド設定にあたっては， 20x20mを一調査区とし東西にアルファベッドを南北にアラビア

数字をつけて調査区の記号とした。調査グリッドの呼称、は北西隅の記号A~l ， C~3 のように

なる o 1 グリッドが用水路・農道などで分断された場合には，その位置関係でW~8 (N)， W 

8 (S)あるいは F~ 3 (E)， F ~ 3 (W)のように呼称した。また予備調査の順序との関係で

7~ 
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A列を調査区のほぽ中央じ置いた。従ってA列より西は Zからアルファベッドを逆戻りしてグ

リッドの記号とした。なおグリッドの主軸は，国土地理院の第四座標系により真北から振り出し

ている。

検出した遺構の番号については， S地区は SD001， S E002のように呼称した。 N地区は SB8 

5001， S D85006としW地区は SD85101，SB85104のように呼称した。

以下，日誌によって調査の動きを略述したい。

(10月) 昭和59年度

16日 S地区の坑打ちをし調査グリッドを設定

する。

18日 本日より作業院の就労開始。謁査区内の

草刈りをする。

22日 重機により表土除去作業。

24日 H-4区より掘り下げを開始。円形の

ピットがみられる。

25日 H-4区.遺構面の精査。地山層が磯混

りの部分が多く遺構検出にとまどる。

(11月)

2日 H-4・5区.遺構の発掘。 H-5区の

ピットより「皇栄通宝H祥符通宝Jの北

栄銭2枚と石錘 1点が出土。

6日 H-4・5区，遺構の発掘。 H-4区の

ピットより銅製のヤスリ状の遺物を検出。

8日 H-4・5区の全景写真撮影(東北・西

より)

12日 1 -3・4区，遺構面の精査。重機によ

りG列の表土除去作業。

28日 G-5区，遺構の発掘。井戸状の遺構を

検出。 (SE001とする)

30日 G-5区， S E 001より土師質の小皿

(へラ切り)と杯(静止糸切り)が出土。

(12月)

3日 G-5区， S E001より赤漆の木製椀が

出土。

12日 F-4・5・6区， G-6区遺構商の精

査開始。

19日 F-5・6区，遺構の発掘。 2基めの井

戸SE002も掘り下げを開始する。

26日 F列・ G列の全景写真撮影。

27日 G-5・6，1 -3・4区， H-3区，

白線を入れたのち全景写真撮影。 N地区

の草刈り。本日で昭和59年の作業終了。

-11一

明日より年末・年始の休業。

(1月)

7日 本日より昭和60年の現場作業開始。 S地

区のセクションベルトの壁けずり。 N地

区に杭打ちをし，調査グリッドを設定す

る。

10月 重機により N地区の西辺から表土除去作

業を開始する。

11月 S地区，土層実測，写真撮影。

N地区， Y・Z-6・7区の表土除去作

業。 2x 2間で円形の柱穴を持つもの

と，規模は不明であるが方形の柱穴を持

つものがある。

17日 G-5区， S E001の掘り下げ。 F-5

区， S E002完掘り写真撮影の後，実測

開始。 S地区の平面実測開始。

18日 YZ 6・7区，遺構面の精査開始。黒

色の包含層からは弥生土器だけではな

く，奈良時代の須恵器も出土している。

31日 S地区平面実測終了。レベル測量開始。

( 2月)

5日 W地区に杭打ちをし，調査グリッドを設

定。

7日 W地区， X・Y-9区より重機により表

土除去作業を開始する。

13日 Z.A-6・7区，遺構面の精査。

X-9区より遺構面の精査開始。中世包

含層より石帯 l点、出土。下層の黒褐色土

層からは多量の弥生土器と少量の須恵器

が出土する。

18日 Z.A-8区精査開始。現場事務所で公

団・企業体との打ち合わせ。①W地区は

基より 15mの範囲 (X.Y -9区南辺)

で部分的に引き渡しをする。②N地区，

市道より東へ30mの範囲を四月上旬に終

A列を調査区のほぽ中央じ置いた。従ってA列より西は Zからアルファベッドを逆戻りしてグ
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22日 重機により表土除去作業。

24日 H-4区より掘り下げを開始。円形の

ピットがみられる。

25日 H-4区.遺構面の精査。地山層が磯混

りの部分が多く遺構検出にとまどる。

(11月)

2日 H-4・5区.遺構の発掘。 H-5区の

ピットより「皇栄通宝H祥符通宝Jの北

栄銭2枚と石錘 1点が出土。

6日 H-4・5区，遺構の発掘。 H-4区の

ピットより銅製のヤスリ状の遺物を検出。

8日 H-4・5区の全景写真撮影(東北・西

より)

12日 1 -3・4区，遺構面の精査。重機によ

りG列の表土除去作業。

28日 G-5区，遺構の発掘。井戸状の遺構を

検出。 (SE001とする)

30日 G-5区， S E 001より土師質の小皿

(へラ切り)と杯(静止糸切り)が出土。

(12月)

3日 G-5区， S E001より赤漆の木製椀が

出土。

12日 F-4・5・6区， G-6区遺構商の精

査開始。

19日 F-5・6区，遺構の発掘。 2基めの井
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26日 F列・ G列の全景写真撮影。
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白線を入れたのち全景写真撮影。 N地区
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-11一

明日より年末・年始の休業。

(1月)

7日 本日より昭和60年の現場作業開始。 S地

区のセクションベルトの壁けずり。 N地

区に杭打ちをし，調査グリッドを設定す

る。

10月 重機により N地区の西辺から表土除去作

業を開始する。

11月 S地区，土層実測，写真撮影。

N地区， Y・Z-6・7区の表土除去作

業。 2x 2間で円形の柱穴を持つもの

と，規模は不明であるが方形の柱穴を持

つものがある。

17日 G-5区， S E001の掘り下げ。 F-5

区， S E002完掘り写真撮影の後，実測

開始。 S地区の平面実測開始。

18日 YZ 6・7区，遺構面の精査開始。黒

色の包含層からは弥生土器だけではな

く，奈良時代の須恵器も出土している。

31日 S地区平面実測終了。レベル測量開始。

( 2月)

5日 W地区に杭打ちをし，調査グリッドを設

定。

7日 W地区， X・Y-9区より重機により表

土除去作業を開始する。

13日 Z.A-6・7区，遺構面の精査。

X-9区より遺構面の精査開始。中世包

含層より石帯 l点、出土。下層の黒褐色土

層からは多量の弥生土器と少量の須恵器

が出土する。

18日 Z.A-8区精査開始。現場事務所で公

団・企業体との打ち合わせ。①W地区は

基より 15mの範囲 (X.Y -9区南辺)

で部分的に引き渡しをする。②N地区，

市道より東へ30mの範囲を四月上旬に終



える。③S地区の引き渡しを20日にする。

などを確認。

22臼 Y-9区で南北に流れを持つ溝を SD85 

101と呼称する。弥生時代中期中葉を中

心とした土器が多量に出土している。

25日 X・Y-9区南辺部の全景写真撮影をす

る。

26日 Z'A-8区，遺構の発掘を開始する。

( 3月)

48 X'Y-9区南辺部，引き渡しに備えて

再精査，土層図版の確認などを行なう。

5日 X'Y-9区南辺部，埋め戻しの後，調

査区との聞に土止めの柵をつくるoY-9 

区. S D85101よりほぼ完形の高杯形土

器，菱形土器が出土する。時期は弥生時

代中期中葉頃。

13日 Aー 7(E)区，土坑・溝を完掘し，全

景写真撮影。 W-8 (N). X-8 (N) 

区，重機で表土除去作業。

16日 Y・Z-6・7区，遺構の発掘開始。 X

'Y-9区の全景写真撮影。 X-9区の

ピットより瓦質土器椀，判読不明の銅銭

が出土。

25日 X・Y-9区平面実測終了。 Y-8区全

景写真撮影。 X-8 (N)区全景写真撮

影。 X-8 (N) 区は下層にも遺構面が

ある。

(4月) 昭和60年度

5日 X-8 (S)区，遺構面の精査。黒色の

溝をはさんで 1x 3聞の規模の方形のプ

ランを持つピットの並びがある。 y.Z

-7区，遺構の発掘。

8日 Y・Z一7区で検出された 1x 4聞の規

模の建物遺構は (SB85001)は，弥生時

代中期後半の包含層に切られているため

に，現時点で弥生時代中期後半，あるい

はそれ以前の時期が考えられる。

10日 Y・Z-6・7区，全県写真撮影。

18日 X-8 (S) ・X-9区，整備後，全景

写真撮影。

22日 Z ・A-6区.遺構の発掘を開始。 X-

8 (S)区，平面実測。 W-9区，遺構

薗の精査を開始する。

24日 X-8 (S)区.S D85101よりミニチュ

ヮ“
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ア土器 2点，鳥形土製品 1点がまとまっ

て出土する。

25日 Z'A-6区. S D85019の下層より須

恵器片が出土する。従って SD85019は

弥生土器を多量に出土するが，歴史時代

の溝である。

30日 X-8 (N)区，下層遺構の発掘。 1x 

2聞の規模で土坑をともなう建物 (SB 

85103)を検出。弥生時代中期の遺構で

あると思われる。

( 5月)

8日 W-9区.遺構の発掘。谷筋部分で地山

が半円形を皇しながら落ちこむ周辺に

は，落ちと同心円状にまわる溝SD8512 

O.一直線上に並ぶ円形のピット列など

がある。

13日 A・B-5・6区，全景写真撮影。

16日 W-9区，整備後，全景写真撮影。

23日 C-5・6区，遺構面の精査。細い溝状

遺構，ピットが多い。出土遺物はほとん

どが弥生時代中期の土器である。 V-9

区，遺構の発掘。

27日 C-5・6区，遺構面の精査。 V-9

区，遺構面の精査。南辺で円形にめぐる

j棒状遺構 (SD855123)がある。

30日 C-5区，竪穴住居 (SB85000) を検

出。床面まで削平をうけている。 4x 4 

mの隅丸形状をなす周溝. 5つの柱穴，

土坑により構成されている。

( 6月)

7日 B-5・6区，全景写真撮影。 V-9

区，遺構の発掘。 W-9区，平面実測。

10日 C-5・6区，全景写真撮影。 V-9

区，全景写真撮影。 W-9区レベル測量。

11日 D-4・5区，遺構面の精査開始。南北

方向で，上層が黒色土，下層が暗灰褐色

土の埋土の溝 (SD85036) が認められ

る。おおむね，この溝が境界となりこれ

より東側は中世の遺構だけが検出される。

U-9区，遺構面の精査開始。

20日 D-5区，遺構の発掘。 1x 2間の規模

の建物 (SB85007) は柱穴の深さが l

mを越えるものもあり深い。
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業員による発掘作業はほぼ終了。

26日 E-4区の精査を開始する。

(7月)

2日 V-g区南壁から南に向けて 5x15mの

広さで調査区を拡張する。 SD85123. 

S D85124は谷筋に合流する。

9日 D-4・5区，全景写真撮影。 B・C-

5区北辺(作業用道路部分)の遺構論の

精査を開始する。

10日 C-5区. S B85000. の周辺を取り囲

む溝は，つながって直径約12mのほぼ正

円形の溝 (SD85031) になることが確

認された。それより北側で方形のプラン

を持つピットが多数検出されている。

11日 C-5区，方形のプランを持つ柱穴(1

x 2聞の規模. S B85004)は SD85031 

によって切られている。 SD85031に弥

生時代中期後半の遺物が出土しているた

め. S B85004はそれ以前の掘立柱建物

であると言える。

12日 E-4区.巨擦を多数ともなう遺構 (S

X85005) を検出。 SD85036から東へ向

かつて流れを持つ溝 (SD85037)は.D

. E列の境界付近で円形にふくらむ。そ

こには，流れに直交する方向で人頭大の

河原石が置かれている。

。。
旬

i

18日 8 -5 区~E-4 区，整備後全景写真撮

影。

25日 E-4区. S D85037より 2個の円孔を

もつ，土製の模造品が出土。

26日 E-3・4区，全景写真撮影。 F-4区

遺構面の精査開始。

31日 F-3・4 (W)区，全景写真撮影。

( 8月)

14日 F-3・4(E). G-3・4区，整備後

全景写真撮影。

20日 E-3・4区. S D85037から以前に出

土した土製の模造品の先端が出土。接合

すると，銅剣に類似した土製品となる。

23日 G-2. H-3区，整備後全景写真撮影。

27日 G-2・3区平面・土層実測。ベルコ

ン，発電機などを整えるo 本日で作業員

による発掘作業を終える。

( 9月)

2日 公団，企業体の立ち会いで，矢ノ塚遺跡

の引き渡しをする。
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II 立地と環境

l 地理的環境

香川県のほぽ中央部に位置する丸亀平野は土器川・金倉川・弘田川がっくりだした沖積平野で

あり，香川県最大の耕地面積をもっている。地味は肥沃であり，昔から米どころとして知られた

地域である。

善通寺市は丸亀平野の西部に位置する。南に大麻山，西に五岳山と天霧山を控え，東と北に平

野が聞けている。大麻山は標高616.3mを計り，近傍では第一の高山である。南北に長く嶺を引

き，北部から東北部にかけて広くなだらかな裾野を号|いている。この裾野は，古来から人が住む

のに適し，早くから集落が聞けていた。また天霧山は，室町時代から戦国時代にかけて「天霧城」

のあったことで知られている。標高360.4mを計り東から西にかけて突出して横たわっている。

この南東裾野に矢ノ塚遺跡( 7 )，西碑殿遺跡( 8 )が営まれている。大麻山と天霧山の聞に

はさまれて東から香色山 (154m)，筆ノ山 (296m)，我拝師山 (481m)，中山 (439m)，火上山

(409m)の五つの円錐状の山々が並んでいる。これを五岳といい，あたかも五枚の扉風をたてか

けたようにそびえでいる。

これらの山岳地帯を除く平野部は いずれも河成沖積層の土壌で 下層土が灰褐色のマンガン

結核をもち，表層70"-'80cmは強粘土質砂醸層で形成されている。最近の永井遺跡( 1 )などの

発掘調査では，これらの土層より縄文時代の後晩期の土器が多く検出されている。このことよ

り，現在の善通寺平野は縄文時代の後晩期に形成された可能性が強いと言える。

2 歴史的環境

旧石器時代

善通寺市の旧石器時代を裏づける遺物の出土は最近まで皆無であったが，四国横断自動車道建

設にともなう発掘調査で数点の旧石器時代の遺物が出土した。 58"-'59年度にかけて行なわれた金

蔵寺下所遺跡の調査ではナイフ形石器 1点 スクレイパー数点が出土した。地上に掘り込まれた

平面プランが不整形の縄文時代晩期の土坑状の遺構より検出されたものである。また59"-'60年度

にかけて調査が行なわれた矢ノ塚遺跡ではナイフ形石器 1点，縦長剥片 1点が弥生時代中期の溝

より出土した。いずーれも流れ込みによる遺物の出土で，調査区内で遺構の検出にはいたらなかっ

たが，周辺地域に旧石器時代の遺構が存在する可能性を示した。

縄文時代

旧石器時代同様，善通寺市の縄文時代については最近まで不明な部分が多かった。四国横断自

動車道関連調査で縄文時代の後期から晩期にかけての土器がかなり出土している。五条遺跡(2 

)では縄文時代後期の土器片が数点出土した。金蔵寺下所遺跡では地山直上の包含層，平面プ
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ランが不整形な土坑より縄文時代晩期の土器片が数点出土している。また稲木遺跡( 4 )では

溝状遺構の最下層より縄文時代晩期の土器が数点出土している。

また60~61年度にかけて調査が実施された永井遺跡では 縄文時代の自然河川を数本検出して

いる。そのうちの 1本からは，川底に打ち込まれた杭列が確認されている。縄文時代の後期から

晩期にかけての土器が大量に出土したほか，木の実などの植物遺体，寵状の編み物，土偶，石皿

などの遺物が検出された。

永井遺跡の西側で隣接する中村遺跡(32 )からは石棒が 1点，乾遺跡( 5 )からは包含層よ

り縄文時代晩期の土器が数点，それぞれ出土している。

弥生時代

弥生時代になると，遺物・遺構の報告例は多くなる。多度津町の三井遺跡( 3 )，善通寺市五

条遺跡，甲山遺跡( 6 )で弥生時代前期の土器が出土している。また丸亀市の中の池遺跡では

集落を画すると思われる環濠より 稲木遺跡では溝状遺構より弥生時代前期の土器が多数，検出

された。乾遺跡においては弥生時代前期の湧水池状遺構より完形の査形土器，木製鍬の未製品 4

点が出土し，遺跡近辺での人間活動が想像される。

弥生時代中期の遺跡としては，旧練兵場遺跡( 9 )，彼ノ宗遺跡(1日練兵場遺跡彼ノ宗地区・

10)がある。彼ノ宗遺跡は旧練兵場遺跡の西端にあたる場所で，壷棺墓，弥生時代中期から終末

期にかけての竪穴住居，土坑などを多数検出している。遺物を豊富で，各種土器，石器類，祭杷

遺物などが出土している。弥生時代中期以降の主要集落の発生・発達を知る上で貴重な資料と言

える。

彼ノ宗遺跡が平野部に営まれた遺跡であるのに対して，矢ノ塚遺跡，西碑殿遺跡は天霧山の裾

野の傾斜地上に営まれた遺跡である。現地形で両遺跡は大池により分断されているが，検出され

た遺構・遺物の類似性により，同ーの集落を形成していたと考えられる。矢ノ塚遺跡で検出され

た遺構は竪穴住居 1棟，掘立柱建物12棟蕎状遺構，土坑などである。掘立柱建物の柱穴の掘り

方が方形を呈するということは注目される。同様の掘立柱建物が西碑殿遺跡においても検出され

ている。矢ノ塚遺跡で検出された土器は，弥生時代中期後半を中心にして，中期前半から後期前

半頃までの様相を持つ。その他，分銅形土製品，ミニチュア土器，鳥形土製品，銅剣形土製品な

どの祭最E遺物および石庖丁，石鍬などの石器類が多く出土した。

彼ノ宗遺跡が弥生時代中期から古墳時代後期まで連綿と集落が営まれた場所であるのに対し

て，矢ノ塚遺跡・西碑殿遺跡では，弥生時代中期後半に主要集落が出現した後，奈良時代まで，

集落が営まれていない。この違いは両者の立地条件の違いによるものなのか，両者の聞に有機的

な相互作用があったのか，想像の域を出るものではなし〉。いずれにせよ弥生時代中期のほぼ同時

期に出現した二つの集落の資料 およびその後の帰趨の違いは善通寺市の弥生時代を解明してい

く上で興味深い資料になろう。
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弥生時代後期で注目されるのは，稲木遺跡C地区(11 )と仙遊遺跡(旧練兵場遺跡仙遊地区・

12)である。稲木遺跡C地区では竪穴住居，土壌墓，査棺墓の他に河原石を用いた集石墓と思わ

れる遺構 7基を検出している。仙遊遺跡は旧練兵場遺跡の中に含まれ，彼ノ宗遺跡の東約300m

に位置する。人面の線刻が施された組合石棺が検出されている。

いずれも社会の集団化を予感させる遺跡で，弥生時代後期にはいると善通寺市周辺の弥生文化

が大きな広がりを見せたことがうかがえる。

善通寺市周辺の弥生時代を特色づけるものとして，青銅器の出土がある。陣山遺跡では平形銅

剣三口，瓦谷遺跡(14 )では平形銅剣二口，中細形銅剣五口，中細形銅鉾一口，我拝師山遺跡

(16~18) では平形銅剣五口，銅鉾一口などである。この銅鉾は大阪府茨木市の東奈良遺跡出土

の鋳型で作られたことが判明している。大阪で作られた銅鉾が香川にわたってきている事実，あ

るいは，平形銅剣と銅鉾のほぽ限られた地域からの出土は青銅器研究の上で極めて注目すべきこ

とである。また我拝師山遺跡の銅剣・銅鉾出土地点、は矢ノ塚遺跡から南東約 1kmに位置する。

古墳時代

善通寺市内には，およそ400基以上の古墳を数えることができる。その中で特徴的なことは大

麻山の北東部山麓にある椀貸塚古墳から火上山山麓の大窪古墳まで積石塚(経塚古墳，丸山 1・

2号古墳，野田院古墳(23 ))が多く存在することであろう。中でも大麻山中腹，標高400mの高

所には前方後円墳としては四国でも最高所に位置する野田院古墳があり，ここからは善通寺市内

をはるかに見下ろすことができる。

市内の前方後円墳で注目されるのは，磨白山から北原に至る約2.5kmの聞に 6基もの前方後円

墳が集中し，しかもほぼ東西一直線上に並ぶということである。東から遠藤塚(19 ).鶴ケ峰

(20・21).北向八幡(22 ).王墓山(24 ).菊塚(26 ).北原(27 )の前方後円墳がそれであ

る。同一系譜上の首長墓群とも考えられている。その他 古墳時代後期には宮が尾古墳に代表さ

れるような線刻画で装飾された古墳が計八基確認されているなどの様々な点で興味はっきない。

このうち野田院古墳，遠藤塚古墳(磨臼山古墳に丸山古墳，鶴ケ峰4号古墳，王墓山古墳，宮

が尾古墳は昭和59年11月29日に有岡古墳群として国史跡に指定された。

歴史時代

律令時代の行政区分では，善通寺市は東の「那珂郡」と西の「多度郡」に分かれていたと考え

られ，郡境は金倉川と推定されている。金蔵寺下所遺跡は，この郡境付近に位置する。現在の周

辺の地名から推定すると.r那珂郡jの喜徳郷，金倉郷.r多度郡」の良田郷のいずれかにあった

ものと考えられる。検出された遺構は柱穴の掘り方が方形を呈する掘立柱建物20数棟と溝状遺構

などで，奈良時代を中心とした時期が与えられている。この建物群の存在する南側で自然河川が

検出され，斎串，木製模造品・赤色顔料を塗布した土器などが出土した。これらの遺物は建物群
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の性格を考えるうえで興味深い。

金蔵寺下所遺跡で検出された建物群とほぼ同時期とされる建物群が稲木遺跡B地区(31 ).矢

ノ塚遺跡，西碑殿遺跡、でも確認されている。当時の文化，政治，交通に重要な役割を果たした南

海道があったとされる近辺での遺跡であるため，古代の善通寺市を知る上での手がかりとなろ

う。

現在，善通寺市を含めて丸亀平野には N30.Wの主軸方位をもっ方画地割が残っており，この

'地割が奈良時代施行の条里制の痕跡であると考えられてきた。横断道の各遺跡では奈良時代，平

安時代，中世，近世の建物遺構・溝状遺構が多数検出されている。平安時代以後のそれらの主軸

方位はほとんどがN30・Wとなる。奈良時代にはじまった条里制は平安時代以降には善通寺市で

徐々に広まっていったことを裏づけるものである。

〔参考文献〕

「善通寺市史第一巻」

「新編香川叢書考古編J

「中の池遺跡発掘調査概要」

「彼ノ宗遺跡発掘調査報告書J

善通寺市 1977年 7月

香川県教育委員会 1983年 3月

丸亀市教育委員会 1982年 3月

善通寺市教育委員会 1985年 3月

「四国横断自動車道建設にともなう埋蔵文化財実績報告」

香川県教育委員会 1984----1986年 3月
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111 土層序と遺構

1 .土層序について

矢ノ塚遺跡における基本土層は上層より I層耕作土.II層床土.III層中世後半の遺物包含層，

IV層鎌倉・平安・奈良時代遺物包含層.V層奈良時代・弥生時代中・後期遺物包含層.VI層弥生

時代中期遺物包含層.VII層無遺物層(地山)となる。

基本土層の全てが確認できる場所は .W地区のY列から U列にかけての谷筋部分である。おそ

らくこの基本土層は矢ノ塚遺跡のほぽ全域を覆っていたものであるが，後世の地下げ・整地など

の人為的活動にともない度重なる削平を受けたものと考えられる。 A.B-5E北辺では，床土

直下が地山となるが，検出されるピット・溝などの遺構の埋土にはV・VI層の土が確認されるこ

となどが，そのことを裏づける。

また E列を境界として，それより東では弥生時代の遺構・遺物は全く確認されない。したがっ

てE列より東の基本土層と西の基本土層は異なる。 E列より東の基本土層は I→II→III→IV→V

→VII層となる。その全てが確認できる場所は G. H列の谷筋部分である。

以下，各層の広がり，出土遺物，遺構との関係などについて略述したい。

l層耕作土

当該地は周辺地域も含めて水田地帯である。したがって調査区の全域にわたり確認される。耕

作土上面での標高は西辺で27.5m.東辺で18.8mを計る。

11層 床土

水田化にともない耕作土同様，調査区全域で確認される。場所によっては 2'"'-'3層に分層され

る所もあるが，おおむね赤灰色土層の単一層である。

111層 中世遺物包含層

灰色系の土層である。 W-g区南壁では 4層に. G-2区北壁では 8層に分層される。おそら

く中世~近世にかけての水田面であった可能性が強い。層厚・層数は一定ではないが，調査区全

域で確認される。土釜，土釜の脚・土鍋・土師器の皿・小皿などが出土する。出土する遺物の時

期は中世後半に集中する。

IV層 奈良・平安・鎌倉時代遺物包含層

黒褐色系の粘性の強い土層である。 U列から A列にかけては黒褐色土層の単一層であり，層厚

は10'"'-'40cmになる。 B列より東でこの層が確認される場所は. D. E列の境界付近と G.H列の

谷筋部分である。また S地区のG列を中心とした場所にも堆積している。須恵器，土師器の椀・

杯・皿・黒色土器・瓦質土器・瓦器などが出土する。またX-g区においては，この層より石帯
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が 1点出土している。

G'H列の谷筋では 5層に分層される。この部分では，須恵器片がわずかに出土するだけで，

遺物はほとんど含まない。 S地区のG列付近でも遺物は含まない。

この上面が中世の遺構面となる。溝・掘立柱建物・土坑などが掘りこまれている。これらの遺

構には灰色系の埋土のものと黒褐色系の埋土を持つものとがある。黒褐色系の埋土は遺構面の土

層の色調と著しく類似するため S地区G列付近では，遺構の検出は困難を極めた。

V層 奈良時代・弥生時代中・後期遺物包含層

有機質を多量に含んだ黒色粘質土層の単一層である。層厚は20~60cmの聞に収まる。確認され

る範囲は.IV層とほぼ同じであるが. s地区では認められず.A' B列の境付近の狭い範囲で認

められる。

出土する遺物は奈良時代を中心とした須恵器が少量と弥生時代中期後半から後期中葉頃の土器

が多く出土する。出土遺物の時期より V層が堆積していた期間は長いと言える。検出される遺構

には，同じ黒色粘質土の埋土の溝であるが遺物の出土状況より弥生時代に比定したものと奈良時

代に比定したものがある。

すなわち .V層が堆積する途中で弥生時代の遺構が掘削され，堆積の終わり近くか，堆積後に

奈良時代の遺構が掘りこまれたと解釈できる。いずれにせよ V層は奈良時代・弥生時代の遺構面

となっている。掘削された遺構は，奈良時代の掘立柱建物・溝，弥生時代の溝である。

G'H列の谷筋にも，黒色粘質土層の厚い堆積が確認されるが，調査区内の調査では遺物は一

点も検出されなかった。

VI層 弥生時代中期遺物包含層

暗灰褐色粘質土層がベースとなり，色調では濃淡がついたり，土質では砂がかったり，小醸を

含むなどで伺層かに分層される。 W-g区南壁では 4層となる o E列以東で.VI層は堆積してい

ない。それより西側では，層厚の違いがあるが，ほぼ全域に堆積している。 C'D-5・6区，

X-8 (S)区などのように土層にはVI層が認められないが 遺構の埋土中に確認される場所も

ある。これは堆積していたが，後に削平をうけたことをものがたるものである。

全く削平を受けずに堆積の状態がそのまま確認されると思われる場所がX~U列にかけての谷

筋部分である。最大層厚が 1mをこえる所もある。 VI層全体からは 弥生時代中期中葉の土器を

中心として弥生時代中期前半から後半にかけての遺物が多く出土した。 W-g区の谷筋部分で上

・中・下層の 3層に分けてとり上げた遺物を検討したが，その上下で明確な時期差は認められな

かった。

VI層を埋土にもつ遺構は，掘立柱建物，竪穴住居，溝状遺構，土坑などがある。いずれも弥生

時代中期後半を中心とした遺構である。 W-8 (N)区東壁の土層には，この時期の掘立柱建物

の柱穴が認められたが，柱穴の埋土と遺構面のベースになっているVI層が，似かよっているため

-22-

が 1点出土している。

G'H列の谷筋では 5層に分層される。この部分では，須恵器片がわずかに出土するだけで，

遺物はほとんど含まない。 S地区のG列付近でも遺物は含まない。

この上面が中世の遺構面となる。溝・掘立柱建物・土坑などが掘りこまれている。これらの遺

構には灰色系の埋土のものと黒褐色系の埋土を持つものとがある。黒褐色系の埋土は遺構面の土

層の色調と著しく類似するため S地区G列付近では，遺構の検出は困難を極めた。

V層 奈良時代・弥生時代中・後期遺物包含層

有機質を多量に含んだ黒色粘質土層の単一層である。層厚は20~60cmの聞に収まる。確認され

る範囲は.IV層とほぼ同じであるが. s地区では認められず.A' B列の境付近の狭い範囲で認

められる。

出土する遺物は奈良時代を中心とした須恵器が少量と弥生時代中期後半から後期中葉頃の土器

が多く出土する。出土遺物の時期より V層が堆積していた期間は長いと言える。検出される遺構

には，同じ黒色粘質土の埋土の溝であるが遺物の出土状況より弥生時代に比定したものと奈良時

代に比定したものがある。

すなわち .V層が堆積する途中で弥生時代の遺構が掘削され，堆積の終わり近くか，堆積後に

奈良時代の遺構が掘りこまれたと解釈できる。いずれにせよ V層は奈良時代・弥生時代の遺構面

となっている。掘削された遺構は，奈良時代の掘立柱建物・溝，弥生時代の溝である。

G'H列の谷筋にも，黒色粘質土層の厚い堆積が確認されるが，調査区内の調査では遺物は一

点も検出されなかった。

VI層 弥生時代中期遺物包含層

暗灰褐色粘質土層がベースとなり，色調では濃淡がついたり，土質では砂がかったり，小醸を

含むなどで伺層かに分層される。 W-g区南壁では 4層となる o E列以東で.VI層は堆積してい

ない。それより西側では，層厚の違いがあるが，ほぼ全域に堆積している。 C'D-5・6区，

X-8 (S)区などのように土層にはVI層が認められないが 遺構の埋土中に確認される場所も

ある。これは堆積していたが，後に削平をうけたことをものがたるものである。

全く削平を受けずに堆積の状態がそのまま確認されると思われる場所がX~U列にかけての谷

筋部分である。最大層厚が 1mをこえる所もある。 VI層全体からは 弥生時代中期中葉の土器を

中心として弥生時代中期前半から後半にかけての遺物が多く出土した。 W-g区の谷筋部分で上

・中・下層の 3層に分けてとり上げた遺物を検討したが，その上下で明確な時期差は認められな

かった。

VI層を埋土にもつ遺構は，掘立柱建物，竪穴住居，溝状遺構，土坑などがある。いずれも弥生

時代中期後半を中心とした遺構である。 W-8 (N)区東壁の土層には，この時期の掘立柱建物

の柱穴が認められたが，柱穴の埋土と遺構面のベースになっているVI層が，似かよっているため

-22-



に，土層でも明確な線引きができなかった。

したがってVI層は，弥生時代中期の遺構面ということは言えるが，分層されるどの面が遺構面

になるかは断言できない。

VII層無遺物層(地山)

地山層は場所によって異なる。 W地区では黄緑色粘質(硬)土層. Z""E列の西辺までは黄緑

色粘質土層が地山層となる。 E列より西側では地山層に離が多く含まれる。淡黄茶褐色離混土

層，黄茶褐色土層が地山層となる。
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よそ空 建 物 遺 構 j蕎 状 遺 構 土坑 井 戸 その他

SB85101 SB85004 SD85101 SD85015 SK85104 SX85001 

85103 85005 85102 85016 85002 85002 

85104 85006 85112 85018 85004 

弥 85001 85007 85113 85020 85005 

85002 85015 85114 85023 

85003 85000(竪穴) 85120 85024 

生
85121 85025 

85122 85028 

85123 85029 

85124 85030 
時

85125 85031 

85126 85032 

85127 85033 
イ℃ 85010 85035 

85011 85036 

85012 85037 

85013 85038 

85014 85039 

SB85102 SB85111 SD85105 SD85019 
奈 85105 85112 85008 
良

85106 85008 . 
平

85107 85009 

安
85108 85010 

時
85109 85011 

1~ 
85110 85013 

85014 

SB85113 SB85026 SD85103 SD010 SK85101 SE001 SX85006 

8511.4 85027 85109 011 85102 002 

85115 85028 85001 012 85103 

85116 85029 85003 013 85001 

中
85117 001 85004 014 85003 

85118 002 85006 015(石列) 001 

85016 003 85007 016 

85017 004 85051 017 

85018 005 85052 018 

85019 006 85053 019 

85020 007 85054 020 

85021 008 001 021 

85022 009 002 022 

85023 010 003 023 
85024 004 024 

世 85025 005 025 

006 026 

007 027 

008 028 

009 029 

第2表時代別遺構一覧表

A
佳つ臼
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等高線と遺栂配置図 (U-EJIJ) 

第8園弥生附tの遺構配置図 (U-E列)
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第7図 等高線と遺稿配置図 (U-E予11)
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第8図弥生附tの遺織配置図 (U-E列)
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2 遺構について

矢ノ塚遺跡で検出した遺構は，竪穴住居，掘立柱建物，溝状遺構，土坑，井戸などである。これ

らは地表下約30~80仰で確認できる。各遺構の時期は大別して弥生時代，奈良・平安時代，中世

の3時期となる。

各時期で遺構の掘削面は異なる。従って遺構面は最低 3枚あるということが言える。土層序の

稿で記述したように，各時期において遺構面のベースとなる土層と遺構の埋土は極めて似かよっ

ている。従って遺構面毎にその時期の遺構を検出することは困難であった。また，後世の地下げ

などにより遺構面が削平されている場所が多かった。これらの理由により，遺構の検出は地山面

で行なった。

以下，各時代ごとに検出された遺構について略述したい。

(1) 弥生時代の遺構

①竪穴住居

S 885000 

C-5区北西隅で検出した。後世の地下げにより掘り方と床面の一部が削平された状態で検出

した。 5つの柱穴と焼土をもっ土坑 周溝からなる。これらの埋土はほぼ単一で暗灰褐色粘質土

である。規模は，東西約 4m，南北約 4mで周溝は隅丸方形状をなしている。削平をうけたため，

周溝の幅は10cm，深さは 5cm程度しか残されていなかった。柱穴の大きさは30~50cm程度でサイ

コロの五つの目状に位置する。東の 2つの柱穴の聞に60X80cmの土坑があり，埋土の最上層の約

3cm幅に限り焼土が確認できた。

さらに周溝とほぼ同心円状に直径約12mの比較的大きな規模の溝 (SD85031)がまわる。 SD

85031も削平をうけていると思われるが，検出面での最大幅は約 1m，深さは約40cmを計る。柱穴

からは良好な残りの遺物は出土しなかったが， S D85031からは弥生時代中期後半の土器が出土

している。したがって SB85000は弥生時代中期後半の時期が与えられる。

調査区内で検出した竪穴住居は SB85000 1棟だけであった。しかし S B85000以外の場所で

S D85031と同規模，あるいはそれよりも小規模の細溝が明らかに人為的に円形，もしくは円形

になると思われる所が数ヶ所あった。その内側で柱穴，周溝などは確認できなかったが，竪穴住

居が削平された場所と思われる。

②掘立柱建物遺構

検出した掘立柱建物遺構は11棟である。調査区外に柱穴をもつために全容は不明であるが，掘

立柱建物になる可能性が強いものを含めると 12棟になる。

これらの建物遺構の共通した特色として 柱穴の掘り方が方形もしくは方形に近い形状をなす

ということがあげられる。また柱穴の埋土は，暗灰褐色粘質土をベースとしており，黒色粘土は

全く混らない。その他，柱聞の長さ，柱穴の規模，主軸方位などに関しては，明確な共通性は見

円
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全く混らない。その他，柱聞の長さ，柱穴の規模，主軸方位などに関しては，明確な共通性は見
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第11図 5885000 平・断面図

られない。柱痕はほとんどの建物遺構で検出されなかった。発掘の途中で柱痕として検出したも

のも後に断面土層で確認すると，そうでないものが多かった。

各建物遺構について記述する前に，一覧表の見方について説明する。掘立柱建物遺構について

は，全ての時期を通じて北西隅にあたる柱穴を⑪とした。それを基準として時計廻りの方向で順

次③，⑮，@…と記号をつけた。柱穴の規模は方形のものは縦×横を，円形のものは直径を計り，

マイナス値は，検出面からの深さである。⑪と③の柱間長を①，③と⑫の柱間長を②とし，順次

時計廻りの方向で番号をふった。主軸方位は真北を規準として 真北から長軸が何度振っている

かを表した。 N76.0ロ Eは長軸が真北より 76.0' 東に振っていることを表現している。建物の規

模・柱間長・柱穴規模の数字は全てcmである。
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30-



遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①204 ②172 ③204 (¥)68 ③84 ⑬76X (80) 
71.5) (-81.5) (-76.5 

1 x 3問

5885101 ④280 ⑤212 ⑥176 @ゆ(250.2) ⑮6(4-X6952.1) 
6176X92 N76.0"E (-68.2) 

280X580 

⑦184 ⑧280 ②7(2X80 ③6(8-X5888 . 
-87.5) (-58.1) 

1 x 2間 ①248 ②222 ③234 。72 ③52 ⑬42x44
(-34.8) (-64.0) ー 50.7)

5885103 N66.5"E 

234 x470 ④232 ⑤238 ⑥234 @88x92 ⑬52x56 6158x58 
70.5) (-87.1) (-67.9) 

1 x 2間 ①276 ②304 ③322 09(6一X7102 ③106x120 ⑬8( 0×90 
5.2) (-63.5) (-80.3) 

5885104 N62.5"E 

322 x580 -④310 ⑤272 ⑥324 @76x106 ⑫80x86 61100x106 
(-55.6) (-42.7) (-53.1) 

①156 ②160 ③164 。74 ③6(4-X3906 ) ⑬7(2 -50) (-40) 

1 x 4間 ④188 ⑤334 ⑥198 。6(2-22) ⑫5(0 -62) 
6156x58 

28) 
5885001 N42.5"E 

334x668 ⑦166 ⑧162 ⑨144 ③46 ⑤44x46 ⑤46x48 
(-22) (-37) 27) 

⑩334 

①212 ②186 ③206 。72x80 ③6(0-×568 ⑬6(0X80 
(-13.3) (-53.1) (-54.3) 

1 x 4問 ④228 ⑤280 ⑥228 。80x92 ⑮84 61108 
一72.8) (-25) (-36.1) 

5885002 N42.0・E

280 x836 ⑦216 ⑧180 ⑨(208) ⑤76x88 @72x88 ⑦84x84 
(-35.3) (-33.1) (-24.3) 

⑩(280) @72x1l2 
(-59.3) 

第3表建物遺構一覧表(1)
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位
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6156x58 
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334x668 ⑦166 ⑧162 ⑨144 ③46 ⑤44x46 ⑤46x48 
(-22) (-37) 27) 

⑩334 

①212 ②186 ③206 。72x80 ③6(0-×568 ⑬6(0X80 
(-13.3) (-53.1) (-54.3) 

1 x 4問 ④228 ⑤280 ⑥228 。80x92 ⑮84 61108 
一72.8) (-25) (-36.1) 

5885002 N42.0・E

280 x836 ⑦216 ⑧180 ⑨(208) ⑤76x88 @72x88 ⑦84x84 
(-35.3) (-33.1) (-24.3) 

⑩(280) @72x1l2 
(-59.3) 

第3表建物遺構一覧表(1)
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 ノ~、， 規 模 主軸方位

1 x 2間 ①220 ②220 ③282 。74x80 ③76x84 ⑬86x86 
(-88.8) (-88.6) ー 70.4)

SB85003 N63.0"E 

282 X440 ④220 ⑤220 ⑥282 。88x 116 ⑬76 x 108 6>80X 82 
8.0) (-92) 69.7) 

1 x 2問
①280 ②284 ③280 。76x84 ③80x88 ⑬100 x 100 

(-86.4) (-65.5) (-62.9) 

SB85004 N65.O'E 

280x560 ④276 ⑤284 ⑥280 。88x96 ③88x 116 6>80 
65.3) (-75.7) (-80.9) 

1 x 2問
①168 ②192 ③284 ([y60X64 ③56x56 ⑬56x72 

17) 28.5) ( -19.7) 

SB85005 N25.0"E 

284 x 360 ④188 ⑤172 ⑥284 。64x64 ⑧56 x56 6>68 
60) 30.6) (-65.5) 

1 x 2問
①288 ②332 ③340 

08(0-374) ③8(0-41.7) ⑬8(4 -357) 

SB85006 N35.0"E 

340x 620 ④328 ⑤296 ⑥340 @68x84 ⑬60X 72 6>92 
(-25.5) (-43.1) (-39.4) 

1 x 2問 ①308 ②294 ③370 ([Y88 x 112 ③110 ⑮74 x 102 
一118) ( -46.5) ( -107) 

SB85007 N40.0"E 

370 x602 ④292 ⑤310 ⑥372 。90x92 ⑫112 6>80 x 106 
(-89.7) (-90.4) (-26.9) 

1 x 1聞 ①270 ②248 ③270 。78 @52x84 ⑬44x56 
(-73.1) (-75.3) ( -45.3) 

SB85015 N41.5"W 

248 x 270 ④250 。38x42
( -31.1) 

第4表建物遺構一覧表(2)
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 ノ~、， 規 模 主軸方位
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S 885101 

X-8 (8) 区

で検出した。各柱

穴の掘り方の形状

は，ほぽ隅丸方形

4犬をなしている。

楕円形状の柱痕が

③~⑤の平面で確

認されたが，断面

土層で見る限り，

掘り方の底近くま

で柱痕と思われる

土層が続くのは，

@だけであった。

③ t @，⑮，②は

二段掘りの様相を

呈している。柱穴

からは，ほとんど遺物は出

土しておらず，弥生土器の

破片が数点出土したのにと

どまる。

S 885103 

X -8 (N)区で検出し

た。柱穴の掘り方の形状

は，方形状のもの，円形状

のもの，不整形なものと統

一性がない。⑫，@が二段

掘りの様相を呈している

が，掘り下げの途中で柱痕

は確認できなかった。。の

柱穴がw-8 (N)区の東

壁土層で確認されたが，掘

り方の上方は明確な線引き
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はできなかった。

土層図の10，11層

は土層序のVI層に

あたるが， VI層の

上面まで掘り方の

線がのびるのか途

中で切れるのかの

判断はつかない。

また，建物遺構

内の西側にかた

よって， 80 x 95cm 

の大きさの土坑

(S K85104) が

検出された。位置

関係より建物にと

もなう遺構の可能

性が強い。土坑か

らは安山岩質の大

石数個にともない

高杯の脚を中心と

して壷・聾の破片

が出土した。ま

た，柱穴⑮， 8か

ら壷・聾・高杯の

1/8程度の破片が

L =25.50m _ _ ...，)，---------r-一一/三二一一一一一τ一

l赤灰色土層(床土)

2灰褐色土層

3淡灰褐色土層

4.灰褐色土層(黒土を含む)

5黒色粘土層 9.褐色混黒色粘土層

6黄禍小磯;毘黒色粘土層 10事L暗灰褐色土層

7.黒色土層 11乳暗灰褐色粘質土層

8黄褐色小磯i昆黒色粘土層 12事LB音灰褐色粘砂質土層

第14図 X-8 (N)東壁土層図

L =25.90m一一

第15図 S 885104 平・断面図

出土している。これらの土器は弥生時代中期中葉の様相を呈している。

S 885104 

V-9区で検出した。 SB85103と同様， 1 x 2聞の規模を持つが梁間322cm，桁行580cmと大き

い。柱穴の掘り方は，方形状をなし， 1辺が 1mをこえるもの (0，③， 8，@)が多い。柱穴⑪

からは，コンテナ約 l杯分の土器片が出土した。他の柱穴からも各器種の土器が多く出土してい

る。査・聾ともに口縁端部に凹線文を持つもので，弥生時代中期後半頃の土器である。

S 885001 

l-7区で検出した。 1x 4聞の規模を持つ。梁聞の長さは SB85104よりさらに長く 334cmを
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計る。柱穴の掘り方の形

状は，円形とも方形とも

言えないものが多く不ぞ

ろいである。柱穴⑮が，

土層で確認されたが，黒

色粘土層 (V層)より下

の面から掘削されてい

る。遺物は，弥生土器の

破片が数点出土しただけ

である。

S B 85002 

B-6区で検出した。

〆φ

o 2 
'--_---'-__  -'1 m 

d 

第16図 S B 85001 平・断面図
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桁行が836cmを計り，横に長い建物である。建物遺構のほぼ中央を横切って，現地形で40cm程の段

差がある。そのために，柱穴@~@は削平を受け，検出面からの深さは極端に浅い。柱穴の掘り

L =23.00m一一

第17図 S 885002 平・断面図

方の形状は，方形のもの，円形のもの，不整形のものがあり，統一性がない。@，@，@， G，

(8，⑤，⑮からは安山岩質系の石が検出された。特に(8，⑤の石は大きいもので，底面に密着し

て置かれていたために，柱を支える目的で置かれた可能性もある。また@からは数多くの石が検
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出された。これは柱

を支えるよりも，無

作為に放り込んだ様

相を呈していた。

S 885003 

C-5区で検出さ

れた。柱穴の掘り方

の形状は，ほぽ方形 i 

である。柱穴⑮が S ヤ¥1
D85031と切り合って

検出された。土層図

に見られるとおり S

D85031が⑮を切っ

ている。このことよ

りSB85003は竪穴住

居 SB85000より先行

する建物と言える。

また柱穴@では近接

して検出された SB8 

5004. S B 85005の2

棟の建物の柱穴との

L =21. 70m一一

第18図 S 885003 平・断面図

切り合い関係が解る。

S B 85003が最も古

く. S B85005が新し

い。また柱穴⑮が S

B 85004の柱穴にも

なっている。桁行の

柱聞の長さは220cmで

一定である。遺物の

出土は少なく，弥生

土器の破片が数点出土したのにとどまる。

S 885004 

S B85003と接して検出された。柱穴⑮が.S D85031に切られている。平面での埋土の違いは，

第四国 S 885004 平・断面図
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いずれも暗灰褐色土をベースとし

ているが. S D85031がやや黒み

がかつており，柱穴⑮はそれより

も黒みが少ないことで見分けられ

る。柱穴@でSB85003・SB850 

05との切り合いが解る。したがっ

て竪穴住居と近辺の掘立柱建物と

の前後関係は，古い順に SB8500 

3→S B85004→S B85000・SB8 

5005となる。また柱穴③がSB85 

003の柱穴⑮と共有するのでSB8 

5004はSB85003を建て替えたも

のと考えられる。梁聞の長さは28

0仰でSB85003とほぼ同じである

が，桁行の柱間長がいずれも約280cmとなり. S B85003より約60cm長しユ。柱穴からは，少量の弥

生土器片が出土しただけである。

L =21.70m -

o 2 
1 ， l円、

S 885005 

近接しで検出した。 SB85003・SB85004と比較すると柱穴の規模が60cm前後とやや小型化す

る。柱穴の埋土の色も 他の 2棟が暗灰褐色を呈し，ほぽ同色に見えるのに対し，やや黒味が

かつており，明確

に区別できる。 S

D85031と切り合

いはないが，埋土

の色が似かよって

し当るところから S

B85000と同時期

に機能した建物で

ある可能性も残る。

少量の弥生土器片

が出土しただけで

ある。

S 885006 

D-4区で検出

L =21.10mー

第20図 S 885005 平・断面図
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第21図 S 885006 平・断面図
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した。

柱穴の

掘り方

の形状

は，方

形のも

の，方

形状の

もの，

円形状

のもの

と統一

性がな

い。柱

穴@の

位置が，

北東方

L =20.70m一一
2 

11  1m 

第22図 S 885007 平・断面図

向に60佃程度ずれているために，桁行と梁聞がその位置で直角に交わらない。遺物はほとんど出

土していない。

S 885007 

D-5区で検出した。 SB85007以外の掘立柱建物は全て S D85036より西で検出されたもの

であったが.S B85007だけがそれより東で検出された。柱穴③，⑮が中世の細溝によって切られ

ているが，他の柱穴と比較して浅い。他の 4つの柱穴は，。が検出面から118cmを計るなど極めて

深いものになっている。遺物は少量の弥生土器片が出土しただけである。

S 885015 

B-5区で検出した。削平などを受けた可能性が高く，柱穴の掘り方の形状，大きさ，深さな

どにほとんど統一性がない。 1x 1間の規模であることが他の建物遺構と異なる。弥生土器の破

片が数点出土しただけである。

以上，記述した11棟の掘立柱建物以外に，遺構配置図に見られるように. S B85006の北側に，

3つの方形状のピットが並ぶ。いずれも掘り方は方形を呈しており，規模，埋土等より掘立柱建

物遺構になる可能性の高いピットの並びである。調査区外に柱穴を持つために遺構の全容は明ら

かでないが，おそらく 1x 2聞の規模になると思われる。

③溝状遺構
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これ検出した溝状遺構は多い。

立地などによその形状，らは，

。
2つに分けることができる。

SD S D85102， S D85101， 

り，

①， 

85124などのように等高線に直交

する方向で高所から低地に向け

て蛇行しながら主流をもつもの。

SD S D85031， S D85123， ②， 

85036などのように等高線に平行
o 2 
1 1 1円1

L =23.00m-一するか，全く無関係の位置で主流

の 2つである。①をもつもの，

平・断面図5 B 85015 第23図

は，ほぽ自然の流れと考えてよい

が，土器などの出土状態、より，人

間活動と不可分の関係にあったと
一一一

一← 2ニー一一ー一一L =24.70m 4-~ ..... 

ごでこ9:
思われるので溝状遺構として扱っ

た。②は，建物遺構，集落の立地

7黄縄色小礁混乳黒褐色土層 l
8.乳暗灰褐醐質土層 f 5085101 

9黄褐色小型軽混黄緑色土層(地山)

1.耕作土
2.赤灰色土層(床土)

3.淡灰黄褐色土層
4暗灰褐色土層

5黒色粘土層

6.黄褐色小磯;昆黒色粘土層

などに合わせて人工的に掘削され

た溝状遺構である。
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(5)北壁土層図X-8 第24図(S)， y-W-8 (N)， X-8 

8・9区にかけて検出した。総延長は約50mにわたる。 J 
(N) 区から北西方向に向かつて流れを持ち L=23.60m W-8 

X-8 (S)， Y-8区で大きく蛇行し，南北方向の流

l 
Jm 

。S D8510 y-g区南辺で谷筋に合流する。れとなる。

ぬ
も
ト
ー

JU 

1の断面の形状は場所により変化する。土層図に見ら

(S)区北壁では，幅約 3m，深X-8 れるように，

y-g区中央付さ約30cmの幅の広い浅い流れである。

近では，幅約1.5m，深さ約40cmとなり，ゆるやかなU

字形状を呈する。

それに小埋土は，暗灰褐色粘質土がベースとなり，

離が混ったり，砂がかったり，濃淡がついて何層かに

土器出土状態5 D85101 第25図
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(S) 区東壁では 4層に分層される。X-8 2層となる。

なか出土した土器は多い。弥生時代中期の前半から後半にかけての各種土器が出土している。

( S)区の比較的限定された範囲で， ミニチュX-8 その{也，でも中期中葉以前のものが多い。

また図に見られるような

l =24.95m 

ー/で1q 4 二3三
、c.".o.c-よ一一一5一一一4コ三

ア土器 2点，分銅形土製品 2点，鳥形土製品 1点などが出土している。

状態で完形に近い土器も出土している。

S 085102 

X-8・9区にかけて総延長約35mにわたって
1 担臨L土
2.赤縄色土層{床土)
3.灰赤褐色土層
4.淡灰褐色土層
5.黒色粘土層

o 
1m 

6.黄褐色小磯j.毘黒色粘土層
(5085102) 

7黄縁色粘質土層(地山)

(S) 区の北辺では削平を受けX-8 検出した。

たと考えられ，一部検出できなかった。同区でS

D85101を切っている。 X-8 (N)区から蛇行し
(S)南援土層図X-8 第26図

ながら X-g区に至るがX-g区中央付近で中世

の溝状遺構 (SD85103)によって切られている。それより南は，ほぽまっすぐな流れとなり谷筋

に合流したことが予測できる。

断面形は土層図に見られるように， (S) 区南壁付近では浅くゆるやかな形状を呈してX-8 

X-g区中央付近では幅約 1m，深さが約70cmのV字形を呈する。いる。

埋土は黒色粘土層のほぼ単一土層であるがSD85101と同様に小擦が混じるなどで分層される

場所もある。弥生時代中期後半から後期前半の土器が多く出土した。

S 085120 (その周辺)

W-g区で検出した。幅約50cm，深さ約20cmで断面形はゆるやかなU字形を呈する。埋土は暗

灰褐色粘質土の単一層である。弥生時代中期後半の様相を呈する土器が出土した。 SD85120は，
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平・断面図5 D85120周辺
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第27図

(S) 区東壁では 4層に分層される。X-8 2層となる。

なか出土した土器は多い。弥生時代中期の前半から後半にかけての各種土器が出土している。

( S)区の比較的限定された範囲で， ミニチュX-8 その{也，でも中期中葉以前のものが多い。
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(S) 区の北辺では削平を受けX-8 検出した。

たと考えられ，一部検出できなかった。同区でS

D85101を切っている。 X-8 (N)区から蛇行し
(S)南援土層図X-8 第26図

ながら X-g区に至るがX-g区中央付近で中世

の溝状遺構 (SD85103)によって切られている。それより南は，ほぽまっすぐな流れとなり谷筋

に合流したことが予測できる。

断面形は土層図に見られるように， (S) 区南壁付近では浅くゆるやかな形状を呈してX-8 

X-g区中央付近では幅約 1m，深さが約70cmのV字形を呈する。いる。

埋土は黒色粘土層のほぼ単一土層であるがSD85101と同様に小擦が混じるなどで分層される

場所もある。弥生時代中期後半から後期前半の土器が多く出土した。

S 085120 (その周辺)

W-g区で検出した。幅約50cm，深さ約20cmで断面形はゆるやかなU字形を呈する。埋土は暗
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わずかに gmにわたって検出しただけであるが，直径約13mの規模の正円形の一部の様相を呈

し，明らかに人為的に掘削されたものと思われる。その内側に SD85120と同心円状に直径約 4

mの円形状の地山の落ちこみが検出された。地山は北から南に向かつて下がっていくために，円

形状の落ちは北側で約30cmの掘り方を持ち，そこから平坦面が約 3m続くが，南側は徐々に浅く

なり掘り方は消滅する。この落ちの埋土は SD85120とほぼ同一である。

発掘の途中では，暗灰褐色粘質土の上面で精査をくり返したが この落ちの南半の掘り方は検

出できなかった。谷筋に向けて土層観察用のベルトを残し掘り下げを進めたが，断面土層でも，

落ちの南側の掘り方は確認できなかった。落ちの内側では数個のピットが検出された。これら

は，いずれも暗灰褐色粘土の上面から検出されたものであり，平坦面まで掘り下げて，その面で

検出されたものではない。またこの落ちのすぐ北側では一直線上に並ぶ 7個の円形ピットが検出

された。ピットから遺物は検出されなかったが，埋土は SD85120などとほぼ同一で、ある。また S

D85120，円形の落ちと同様に谷筋部分の地山も円形状にえぐれている。谷筋部分は，どの場所も

弥生時代中期の土器が多く出土したが，特にこの部分に土器が集中して出土した。

落ちと SD85120の位置関係が SD85000とSD85031の位置関係に酷似している。落ちが明ら

かに正円形を呈している。などから竪穴住居の可能性も考えられる。しかし，平坦面で柱穴，ピッ

トが検出されなかった。すぐ北側で柵列状遺構と思われるピットの並びがある。谷筋との位置関

係が悪い。谷筋部分の地山も円形状にえぐれている。などの竪穴住居を否定する根拠も上げられ

る。

S D85120とその周辺の遺構については，明らかに人為的なものであるという以外は，その性

格について現段階では不明とせざるをえない。

S 085123 (その周辺)
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V-9区で，総延長約12mにわたって検出した。幅約80叩，深さ約30仰で断面形はU字形を呈

する。暗灰褐色粘質土の単一層で，弥生時代中期後半の土器が出土した。そのうち復原してほぽ

完形となる聾が2点出土している。 SD85120と同様に，谷筋近くで直径約 9mで正円形状に掘

削された溝である。西端は自然河川 SD85124に合流し，南端は谷筋に合流する。V-I0区の南壁土

層に溝状の掘り方が確認されないことより.S D85123は谷筋部分で消滅する溝状遺構である。

溝の内側には. S D85120周辺の落ちなどの遺構は検出されず地山がゆるやかな傾斜で谷筋

に向かつて落ちていく。不規則に位置する円形状のピットが10個検出されただけである。

ここでも SD85123の内側で，谷筋部分の地山が円形状にえぐりこんでいる。 SD85120周辺と同
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U字形を呈する細溝である。総

延長約13mにわたって検出した。

埋土は黒色粘土層の単一層であ

る。弥生時代後期前半の様相を

呈する土器片が多く出土してい

る。そのうち復原して完形とな

る壷も 1点出土している。歴史時代の溝 (SD85019)によって切られているために全容は明らか

えるが，やはり現段階では，その

性格は不明とせざるをえない。

S 085018 

Z-6・7区で検出した。幅

約70佃，深さ約30cm.断面形は
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でなく，その性格も不明とせざるをえない。

S 085010-S 085016. S 085020. S 085023 

A.B列の境界付近で. 9条を越える溝状遺構を検出した。おおむね西から東に向けて流れを

持つ溝状遺構である。西側は強く削平を受けたために 徐々に浅く細くなり遺構は消滅してい

る。東側も地山の約40cmの段差があり，その部分で遺構は消滅している。したがって最も長い溝

状遺構 (SD85013)でも総延長は.15m程度しか検出できなかった。

幅は30"-'120叩，深さは15"-'30仰の間に収まる。断面形は，ゆるやかなV字形を呈するものが多

い。埋土は暗灰褐色粘質土の単一層で弥生時代中期後半の土器が多く出土した。特に土器の出土

が多かったのは SD85010とSD85013である。

これらの溝状遺構は検出した範囲で，等高線に直交するもの(S D 85010"-'016. 023)と等高線

に平行するもの(S D 85020. 023) に分けられる。削平を受け全容が明らかでないために，自然

か人工かについてはこれだけでは断定できない。
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る。東側も地山の約40cmの段差があり，その部分で遺構は消滅している。したがって最も長い溝

状遺構 (SD85013)でも総延長は.15m程度しか検出できなかった。
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しかし，掘り方の断面形が一

定している。これより西側で同

規模の掘削された細溝が検出さ

れていることなどから，何らか

の目的で掘削された溝状遺構で

ある可能性が強いと言える。

人工の溝であるとしたら，溝

が湾曲している部分は注目され

る。 SD85012とSD85013の西

側の消滅している部分を結ぶ

と，直径約10mのほぼ円形とな

る。 SD85031とSB85000の関

係からすれば，この場所にも竪

穴住居があった可能性も考えら

れる。また SD 85020，023の湾曲

部分もその可能性が考えられる。

S D 85024， S D 85025 

S D 85030"'" S D 85033 

S D 85035 ， S D 85038 

B ・C・D-5・6区にかけ

て検出した比較的規模の小さい

細溝である。幅は 20~120cm ，

深さは 15~70cmの聞に収まる。

埋土は暗灰褐色粘質土の単一

層で，各溝状遺構の切り合いは

認められない。弥生時代中期後

半の土器が出土した。 A.B列

境界付近の溝状遺構も含めて

A~D列にかけては，弥生時代

中期後半の時期には，多数の溝

状遺構が縦横に走っていたこと
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がうかがえる。多くの溝状遺構は 削平をうけ全容が明確でないためにその目的・機能などにつ

いて断言できない。
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S D85o.31を中心として，それより西側で検出された溝状遺構に関しては，他の遺構との関係

で，その機能について 1つの仮説がたてられる。竪穴住居 (SB850o.o.)を中心として，竪穴住居

を囲む溝 (SD85o.31)→竪穴住居からの排水溝 (SD85o.3o.)→つなぎの排水溝 (SD85o.32，S 

D85o.35)→環濠 (SD85o.36)→環濠からの排水溝 (SD85o.37) となる。

S D85o.36が他の溝状遺構と比較して大きな規模を持つ。 SD85o.37を最後として SD850.36よ

り東で弥生時代の遺構は全く検出されない。などが根拠となる。

仮説通りであるとすれば， A列から O列にかけて検出された溝状遺構は，いずれも竪穴住居と

深いかかわりを持ち掘削されたものと言える。 C列と D列の境界付近でSD85o.35が直径約 gm

の規模で円形状に検出された。検出面での最大幅は8o.cm，深さは約3o.cmを計る。断面形はU字形

を呈するーその内側からは，ピットが数個確認されたが，竪穴住居と断定できなかった。しかし，

S D85o.35周辺は竪穴住居が削平

された可能性が強い場所と思おれ

る。

S D85036 

D-4・5区で総延長約35mに

わたって検出した。等高線にほぼ

平行に，南北方向で主流を持ヲ。

幅約3.8m，深さは削平をうけた

可能性が高れが，最深部で5o.cmに

なる。 A列から D列にかけて検出

した他の溝と比べて規模が大き

い。また他の溝が暗灰褐色粘質土

の単一層であるのに対して S'D85

、 o
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0.36は上層の黒色粘質土と下層の暗灰褐色粘質土に分けることができる。上層からは弥生時代中

期後半から後期前半の土器が多量に出土した。下層からの土器の出土は少なく，弥生時代中期後

半の土器が出土した。

おおむねSD85o.36を境界としセそれより東で弥生時代の遺構・遺物が検出されない。 SD85o. 

36は溝の規模などを考え合わせて弥生時代の集落を画する環濠であった可能性が高い。

S D85037 

D-4区北辺でSD85o.36から分流し， E-4区で主流をもっ。総延長約2o.mにわたって検出

した。 E-4区北側で直径約 5mの円形状のふくらみを持つ。さらに東へ流れをもち E-4区中

央付近で消滅する。溝の幅・深さは場所により一定でないが，断面形はゆるやかなV字形を呈す

る所が多い。
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埋土は土層図に見られるように，上層の黒色粘質土(8， 9) と下層の暗灰褐色砂小醸土層に

分かれる。暗灰褐色砂小醸土層は，上層の黒色粘質土の流れによって切られたために， E-4区

においては，ほとんど検出されなかった。

S D85037が円形にふくらむ場所には 人頭大の数個の河原石が流れに直交する方向でー列に

並んで検出された。そのすぐ西側で銅剣形土製品 1点，ミニチュア土器 2点，分銅形土製品 1点

が検出された。それら以外に弥生時代中期後半の土器が多く出土している。環濠から集落の外へ

向けて，排水溝的な機能をもった遺構であると考えられ

る。

④土坑

S K85104 

X-8 (S)区の掘立柱建物 (SB85103)の内側で検

出した。 84X98cmのやや不整形な方形状を呈している。

深さは63cmを計り掘り方は播鉢状をなす。埋土は暗灰褐

色粘質土の単一層である。

高杯の脚部の他，弥生時代中期中葉の土器が出土し

た。それ以外に砂岩，安山岩の大きい離も合わせて検出

された。 SB85103の柱穴との位置関係より，それにと

もなう土坑であると考えられる。

S K85002 

E-4区で検出した。 265X95cmの楕円形状を呈する

b 
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αη 
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第35図 S X85005 平・断面図

土坑である。上面が削平されている可能性が強く，検出面からの深さは18cm程度である。埋土は

暗灰褐色粘質土の単一層である。土坑の東隅で人頭大の大きさの砂岩が 2個，地山に密着した状

態で検出された。遺物はそれ以上に土器片が数点出土しただけである。

⑤その他の遺構

S X85005 

E-4区で検出した。安山岩質系の巨離が多く検出された土坑状の遺構である。遺構の南端の

掘り方から約 4mにわたって巨離が確認される。それより東側は，幅約 1m，深さ約40cmで断面

形がゆるやかなV字形を呈する溝状の遺構となる。 E-4区中央付近でSD85037に合流する。

検出面の上面では離が数個確認されていただけであるが，埋土の黒色粘質土を掘り下げていく

と，礁の広がりは増していった。幅約 2m，長さ 4mの範囲で醸は確認されたが，置いた様相を

呈していた。

離をはずすと掘り方は二段掘りとなり，その西側は，狭いテラス状の平坦面が認められる。東
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側は溝状の遺構の様相を呈し，離が上面から認められなかった部分の溝状の遺構へと連続してい

る。掘り方の南東隅では.60X70cmの大きさの方形状の凹みが認められた。凹みは溝状の部分の

底から，さらに約40cmの深さを持ち，垂直あるいは，内側にえぐりこむように掘削されていた。

その底からは数個の離が地山に密着した状態で検出された。

他に類例を見ないために，遺構の性格については言及できない。しかし，掘り方の状況から明

らかに人為的に掘削された遺構であるということは言える。

出土した遺物は多く，弥生時代中期後半の査・聾・鉢・高杯などが醸と掘り方の間に集中して

検出された。醸の聞からはほとんど土器は出土しなかった。また遺構を性格づける遺物も出土し

なかった。

(2)奈良・平安時代の遺構

①掘立柱建物遺構

この時期の掘立柱建物遺構は15棟検出した。調査区外に柱穴をもち全容は明らかでないが，掘

立柱建物遺構になる可能性を持つものを含めると 16棟となる。

これらの掘立柱建物遺構の柱穴の掘り方は隅丸方形あるいは，隅丸方形に近い形状を呈してい

る。弥生時代中期後半の掘立柱建物と比較すると，柱穴の形状，規模には，ほとんど違いは認め

られない。また，柱穴から出土する遺物も弥生時代中期後半の土器だけに限定され，共通してい

る。

2時期を区分する根拠は，埋土の違いである。弥生時代中期後半のものは，暗灰褐色粘質土か

ら掘削されているために，埋土中に黒色粘質土を含まない。奈良・平安時代のものは，黒色粘質

土から掘削されているために埋土中に黒色粘質土を含む。

15棟の掘立柱建物遺構の明確な時期については言及できない。柱穴からは時期決定ができるよ

うな良好な残りの遺物は出土せずに，検出される遺物が弥生土器片だけに眠られるからである。

掘り込み面となる黒色粘質土層には古墳時代の須恵器が含まれる。従ってこれらの掘立柱建物遺

構の時期は古墳時代以降と言える。通常，律令制時代の掘立柱建物遺構については，柱穴が方形

の掘り方を持つものを官街的な機能をもっ建物として理解してきた。 W地区で，掘立柱建物が検

出された近辺の包含層より緑柚陶器 1点，石帯 1点が検出されている。これらの遺物は，平安時

代前半墳の時期が与えられている。以上より.15棟の掘立柱建物遺構については，おおまかな時

期区分ではあるが奈良時代から平安時代前半噴の時期が与えられる。

巧

t
aaτ 

側は溝状の遺構の様相を呈し，離が上面から認められなかった部分の溝状の遺構へと連続してい

る。掘り方の南東隅では.60X70cmの大きさの方形状の凹みが認められた。凹みは溝状の部分の

底から，さらに約40cmの深さを持ち，垂直あるいは，内側にえぐりこむように掘削されていた。

その底からは数個の離が地山に密着した状態で検出された。

他に類例を見ないために，遺構の性格については言及できない。しかし，掘り方の状況から明

らかに人為的に掘削された遺構であるということは言える。

出土した遺物は多く，弥生時代中期後半の査・聾・鉢・高杯などが醸と掘り方の間に集中して

検出された。醸の聞からはほとんど土器は出土しなかった。また遺構を性格づける遺物も出土し

なかった。

(2)奈良・平安時代の遺構

①掘立柱建物遺構

この時期の掘立柱建物遺構は15棟検出した。調査区外に柱穴をもち全容は明らかでないが，掘

立柱建物遺構になる可能性を持つものを含めると 16棟となる。

これらの掘立柱建物遺構の柱穴の掘り方は隅丸方形あるいは，隅丸方形に近い形状を呈してい

る。弥生時代中期後半の掘立柱建物と比較すると，柱穴の形状，規模には，ほとんど違いは認め

られない。また，柱穴から出土する遺物も弥生時代中期後半の土器だけに限定され，共通してい

る。

2時期を区分する根拠は，埋土の違いである。弥生時代中期後半のものは，暗灰褐色粘質土か

ら掘削されているために，埋土中に黒色粘質土を含まない。奈良・平安時代のものは，黒色粘質

土から掘削されているために埋土中に黒色粘質土を含む。

15棟の掘立柱建物遺構の明確な時期については言及できない。柱穴からは時期決定ができるよ

うな良好な残りの遺物は出土せずに，検出される遺物が弥生土器片だけに眠られるからである。

掘り込み面となる黒色粘質土層には古墳時代の須恵器が含まれる。従ってこれらの掘立柱建物遺

構の時期は古墳時代以降と言える。通常，律令制時代の掘立柱建物遺構については，柱穴が方形

の掘り方を持つものを官街的な機能をもっ建物として理解してきた。 W地区で，掘立柱建物が検

出された近辺の包含層より緑柚陶器 1点，石帯 1点が検出されている。これらの遺物は，平安時

代前半墳の時期が与えられている。以上より.15棟の掘立柱建物遺構については，おおまかな時

期区分ではあるが奈良時代から平安時代前半噴の時期が与えられる。

巧

t
aaτ 



遺構番号 建物規模 柱 問 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①176 ②188 ③180 。54X56 ③50X52 ⑮76x86 
-52.9) (-33.4) (-59) 

1 x 4間 ④154 ⑤262 ⑥164 。5(8-X6672.2) ⑧6(8-396)G6(8-63〉

SB85102 N35.5"E 

262x700 ⑦178 ⑧192 ⑨164 050x54 ⑤66 @62x65 
45.1) (-60.9) (-65) 

⑩264 
@6(2 47.1) 

1 x 2間 ①308 ②296 ③282 <0)84 x 104 ③72x82 ⑬62， 

78.5) (-67.2) (-49.9) 

SB85105 N65.0・E

282 x604 ④284 ⑤320 ⑥282 。80x80 ⑫72 x86 (Y94 x 100 
-6.8) (-22.5) (-59) 

1 x 2問
①(222) ②220 ③302 ③66x72 ⑬60 。56x88

36.7) (-30) -61.9) 

SB85106 N59.0・w
302x444 ④222 ⑤220 ⑥(302) ⑮6(6-×478G5( 6X58 

4.9) (-30.3) 

1 x 2問 ①232 ②256 ③214 。54x80 ③60x70 ⑮56x96
-49.6) (-40.1) (-51.6) 

SB85107 N65.0"E 

214 x488 ④244 ⑤244 ⑥214 @58X60 ⑬56x76 (y64x72 
( -50.1) (-60.8) (-42.5) 

1 x 2間 ①292 ②320 ③324 。70x72 ③78x88 ⑬88 
(-39.2) (-49.2) (-9.2) 

SB85108 N46.0"E 

324 x612 ④288 ⑤326 ⑥324 。8(8-X390 ⑫100×106G8(2×98 。.2) 一ー34) ー28.2)

1 x 2間 ①210 ②264 ③236 <0)64 ③60x96 ⑬56x64 
(-45) -53) -61.3) 

SB85109 N80.0"E 

236 X474 ④248 ⑤226 ⑥236 @60x64 ⑬56x58 (y70 
一36.2) (-44.1) (-48.9) 

第5表建物遺構一覧表(3)
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遺構番号 建物規模 柱 問 長 柱 穴 規 模 主軸方位
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1 x 2問 ①232 ②256 ③214 。54x80 ③60x70 ⑮56x96
-49.6) (-40.1) (-51.6) 

SB85107 N65.0"E 

214 x488 ④244 ⑤244 ⑥214 @58X60 ⑬56x76 (y64x72 
( -50.1) (-60.8) (-42.5) 

1 x 2間 ①292 ②320 ③324 。70x72 ③78x88 ⑬88 
(-39.2) (-49.2) (-9.2) 

SB85108 N46.0"E 

324 x612 ④288 ⑤326 ⑥324 。8(8-X390 ⑫100×106G8(2×98 。.2) 一ー34) ー28.2)

1 x 2間 ①210 ②264 ③236 <0)64 ③60x96 ⑬56x64 
(-45) -53) -61.3) 

SB85109 N80.0"E 

236 X474 ④248 ⑤226 ⑥236 @60x64 ⑬56x58 (y70 
一36.2) (-44.1) (-48.9) 

第5表建物遺構一覧表(3)
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遺構番号 建物規模 柱 問 長 柱 穴 規 模 主軸方位

1 x 2問 ①250 ②222 ③306 080 ③62 x72 ⑬70 
(-59.6) (-51.2) ( -47.2) 

5B85110 N75.O"E 

306x472 ④234 ⑤236 ⑥308 。56x70 ⑬62 x74 。72x82
(.-41.4) ( -39.1) ( -10.4) 

①164 ②176 ③164 084x92 ③84 x88 ⑬72x80 
(-11) 27.8) ( -28.5) 

④348 ⑤352 ⑥164 。84x84 ⑬84 x 100 1Y84 x88 
47.3) (-75.2) (-48.5) 

3 x 2間 ⑦176 ⑧164 ⑨352 ①84 x88 ⑤72x72 ①80x88 
43) (-45.1) (-39.9) 

5B85111 N28.0'W 

504 x 676 ⑩348 ⑪164 ⑫176 ⑧88x92 ③72x76 ③88x88 
56) (-55.1) (-69.2) 

⑬164 ⑬348 ⑮348 

⑬352 ⑫352 

1 x 2間 ①200 ②200 ③252 064x80 @60x68 ⑬60x72 
69.5) (-62.9) 一54.6)

5B85112 N62.0.E 

252 x430 ④196 ⑤204 ⑥252 。56x64 ⑬60x60 1Y76 x80 
(-37.2) (-29.2) (-37.9) 

梁間 ①276 ②412 ③256 Q6(4 12) ③6(8 ー 21)
⑬56x64 

( -18) 
1問 412 

5B85008 N41.0.W 
桁行 。56x64

不明 (-41) 

第6表建物遺構一覧表(4)
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第6表建物遺構一覧表(4)
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遺構番号 建物規模 柱 問 長 柱 穴 規 模 主軸方位

1 x 2間 ①228 ②248 ③300 <[j)68X72 ③5(6-X3698 ) ⑬76x84 
-35) 44) 

5885009 N37.0"E 

300 x476 ④248 ⑤228 ⑥300 。72x76 ⑬72x72 672X76 
(-29) (-41) (-34) 

1 x 2間 ④208 ⑤194 ⑥250 。56x56
08(4 ー 19)

⑬36x48 
(-25) (-25) 

5885010 N30.0"E 

250x (402) 660x64 
22) 

1 x 2間 ①280 ②224 ③180 。56x60 ③((6一0)x(.756))⑬72x92 
(-45.6) (-58.5) (-20) 

5885011 N85.也"W

280 x408 ④280 ⑤180 ⑥228 。76x92 ⑬6(8-×4(72)) @56X60 
(-46.9) (-46.9) (-28) 

1 x 3間
①(260) ②180 ③172 。(60) ③56

⑬6(4 -28.3) -13.7) (-20 

5885013 N20.0・E

(260) X522 ④168 。8(4-33.3) ⑫4t4 25.9) 

1 x 2間 ①250 ②230 ③338 <[j)64 x80 ③5(6X66 ⑬6(8X486 2 
(-45.5) (-45.7) (-46.6) 

5885014 N28.0・E

338 x480 ④230 ⑤250 ⑥338 。74x88 @60X60 682X96 
(-58.9) ー 10.7) (-48.3) 

第7表建物遺構一覧表(5)
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第36図 S 885102 平・断面図

S 885102 

X-8 (S) ・9区で検出した。柱穴の掘り方の形状は方形のもの，方形状のもの，円形状の

ものがある。この時期の建物遺構は 1x 2聞のものが多いが. S B85102は桁行が4聞の規模(700

cm)をもち，大きい建物遺構である。柱穴⑬が. S B85105の柱穴@によって切られている。埋土

は黒灰色土でその中に同色系でやや黒みが強い柱痕があるために柱痕の検出は困難で，全ての柱

穴で柱痕は確認できなかった。これは他の建物遺構でも同様である。検出された柱痕はいずれも

円形で大きさは16~26cmを計る。埋土から離が検出されたのは⑫，⑮，⑤である。⑮，⑤の擦は

床面に密着していた。

S 885105 

X'W-8 (S)区で検出した。柱穴は，隅丸方形状をなす。 0.8は規模が大きく，長辺は1

04・100cmを計る。③は二段掘りになっており下段の掘り方は直径約46cmの円形を呈している。

また③は SB85106の柱穴⑮を切っている。柱痕は③以外は平面で確認できず.0.8の断面土層

で確認された。いずれも直径約20cmの円形状を呈するものと考えられる。

S 885106 

W-g (S) 区で検出した。柱穴⑪が調査区外に位置するため，調査できなかった。調査区内

の柱穴の位置で建物の規模は 1x 2間になると言える。柱穴はいずれも隅丸方形状を呈する。柱

穴③だけで柱痕が確認された。
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第37図 S 885105 平・断面図

S 885107 

W-g区で検出した。他の建物遺構と比較

して梁聞の長さが214cmと短いために，建物

遺構全体は細長い形状となる。柱穴の掘り方，

は隅丸方形状を呈している。柱穴⑮は掘り方

の形状より 2つの柱穴を合わせて掘ったもの

である。埋土は黒灰色粘質土で平面で切り合

いは認められなかった。⑮.@は一直線上に

並ばないが，他の柱穴より 1x 2聞の規模の

建物遺構である可能性が強い。

S 885108 

W-8 (S)区の SB85107のすぐ北側で

検出した。柱穴⑮はその半分が調査区外とな

るために全部は検出できなかった。柱穴の掘

L =26.00m-

第38図 S 885106 平・断面図

り方はいずれも隅丸方形をなす。他の建物遺構と比較して 検出面からの深さが浅くなっている

ことより，柱穴の上面部分は，かなり削平されたものと推察される。柱痕は0.@.8において

確認された。いずれも円形を呈するもので，大きさはそれぞれ直径.16cm. 42cm.. 24cmを計る。
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L ==26.00m ;-

L ==26.00mー

第39図 S 885107 平・断面図

第40図 S 885108 平・断面図

S 885109 

W ・V-g区で検出した。柱穴の形状は，隅丸方形状のもの，円形状のものなどがあり一定で

ない。柱穴は柱痕を結ぶと梁間，桁行ともに一直線上に並ばない.しかし，③，@，⑮.8で柱痕

が確認されていることより建物遺構の可能性は強いと言える。柱痕の規模は直径で，いずれも約

20cmを計る。
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ない。柱穴は柱痕を結ぶと梁間，桁行ともに一直線上に並ばない.しかし，③，@，⑮.8で柱痕

が確認されていることより建物遺構の可能性は強いと言える。柱痕の規模は直径で，いずれも約
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S 885110 

S B85109のすぐ北側で検

出された。南側の約%が SB

85109と重なり合う。柱穴の

掘り方は隅丸方形状をなして

いる。柱穴は等間隔で一直線

上に位置する。柱穴@以外か

らは，柱痕は確認できなかっ

T.  "..。

S 885111 

V-9区南半で検出した。

3 x 2間 (504cmx 676cm)の

規模を持つ総柱状の建物であ

る。調査区内で検出した15棟

の掘立柱建物で総柱状をなすものは， SB85111， 1棟だけである。柱穴の掘り方は，いずれも隅

丸方形を呈している。梁間(3間)の 1間幅は164，176cmと比較的短い。桁行(2間)の 1間幅

は， 348， 352cmで長い。

柱穴③，⑮，⑧でSB85112の柱穴に切られている。柱痕は@，@，③，⑧だけで確認された。

第41図 S 885109 平・断面図
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第42図 S 885110 平・断面図
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第43図 S 885111 平・断面図

る。

⑤，⑧，⑧のものは円形で、直径20~28cmを計る。。の柱痕は，長円形状を呈し長径は約50cmを計

S B85111の一覧表の記号は，やはり北西隅の柱穴@を基準とする。時計廻りに順次記号をつ

け，@からは東へ向かつて順番に③，⑧となる。柱間長も同様に⑩まで記号がつく。@一⑧を⑪

とし東へ⑫，⑬となる。③一③を⑭とし時計廻りに⑮~⑫までとなる。

S B 85112 

V-g区で検出した。柱穴の掘り方は，いずれも隅丸方形状をなす。建物の大半がSB 85111と

重なり合う位置にあり，柱穴③~@で S B85111を切っている。柱痕が確認されたのは柱穴⑪だ

けである。直径約20cmで円形を呈している。柱穴③，⑮， 8で醸が検出された。③，⑤では掘り方

の底に密着する位置で検出された。
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第44図 S 885112 平・断面図

S B 85008 

Y-6区で検出した。調査区外にも柱穴を持つために建物遺構の全容は明らかではない。柱穴

の掘り方は隅丸方形を呈している。 Y.Z-6区では 3棟の掘立柱建物遺構を検出したが，検出

面からの深さは他の遺構と比較して極端に浅い。したがってこの場所はかなり削平されていると

言える。

検出した全ての柱穴では柱

痕が確認される。いずれも円

形で直径約20cmである。東側

の柱痕を結ぶ長さは約280

cm，西側は252cmとなり，柱

間長は一定でない。埋土は黒

灰色系の土に黄色系の土が混

じる。柱痕は黒灰色土であ

る。柱穴0，③，⑬では柱痕

があった位置で地山の円形の

凹みが認められる。

S B 85009 

Y.Z-6区で検出した。

L =25.50m一

02  

'm 

第45図 S 885008 平・断面図
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柱穴の掘り方の形状は隅丸方形

を呈する。(9，③，⑮，⑮で柱

痕が確認された。直径はそれぞ

れ12，20， 15， 18cmを計る。ま

た@では掘り方の底に密着して

離が検出された。柱間長は①22

8cm②248cmとなり一定していな

い。柱穴の埋土については SB

85008と同様である。

S 885010 

Y・l-6区で検出された。

調査区外に柱穴をもつために建

物遺構の全容は明らかでない。

柱穴の掘り方は隅丸方形を呈す

るものと楕円形状のものとがあ

る。検出された全ての柱穴で柱

痕は確認されている。柱問長は

④208cm，⑤194cm，⑥250cmと

なり一定していない。柱穴の埋

土は SB85008と同様である。

W地区で検出した掘立柱建物

遺構は，柱痕が確認できたもの

L =25.20m-
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が少なかったが， S B85008~0 

10については，ほとんどの柱穴

で柱痕が確認された。埋土，柱穴の掘り方には，ほぽ統一性がみられるが，柱間長(心々間距離)

L =25.40m-

o 2 
1 1 1 m  

定していない。

についてはほとんど一定でなく建物聞の統一性はみられない。同じ建物についても l聞の幅がー
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S 885011 

Z ・A-6区で検出した。柱穴の掘り方は隅丸方形状を呈する。柱穴③，⑮が中世の溝 (SD8 

5001)によって，⑫が中世の細溝によって切られている。柱穴@では掘り方の底に密着した離を

検出した。その下側では地山の浅い凹みが確認された。柱穴の埋土は黒灰色に白黄色が混じる土

である。

S B85111の北側に隣接して，方形の掘り方を持つピットが 2個検出されている。掘り方の底
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に密着していずれからも擦が確

認された。どちらも柱穴であっ

たと思われる。調査区外の北側

に向かつて遺構がのびているた

めに断定できないが掘立柱建物

遺構であった可能性は高い。

S 885013 

A-6区で検出した。調査区

直近の西側で現在の用水路があ

るために，東側半分の調査しか

できなかった。建物遺構の全容
L =24.00m-

0 2  

m 

は明らかではないが， 1 x 3聞

の規模をもっと思われる。柱穴、

の掘り方の形状は円形状をなし

ている。柱穴⑮は直径約16cmの

柱痕が確認された。柱穴@は掘

り方が二段掘りを呈し，礁が検

出された。

S 885014 

A.B-5・6区で検出した。

柱穴の掘り方は隅丸方形を呈す

る。柱穴⑬，⑫で直径約22cmの

柱痕を確認した。また③からは

礁が検出された。⑮は検出面か

らの深さが10.7cmを計り，他の柱穴と比べると極端に浅い。柱穴の埋土は黒灰色に白黄色が混じ

L =24.0Gm一一
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第49図 S 885013 平・断面図

る土である。

②溝状遺構

S 085105 

X-9，Y-8・9区で検出した。ほぽ東西方向で主流をもち X-g区東辺で中世の溝 (SD8 

5103) によって切られている。総延長約20m にわたって検出した。幅100~160cm ，検出面からの

深さは20~35cmを計る。断面形は，ゆるやかなV字形を呈している。

埋土は 3層に分かれ，上層より暗灰色粘質土層，黒褐色土層，黒褐色砂質土層(下層部は小醸

を多く含む)となる。土器の出土は少ない。奈良時代から平安時代前半にかけての土師器の椀・
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杯・須恵器の杯の底部の破

片が出土している。

S D85105はすぐ東側を

市道が通っているためにY

-8区の東壁で調査は終

わっている。市道(幅約15

m) をはさんで東側 (Z. 

A-8区)でも溝状遺構

(S D85008) が検出され

ている。埋土，出土土器，

溝の方向性などから， SD 

85008はSD85105の延長と

なる溝状遺構の可能性が強

L =23.00m一一

第50図 S 885014 平・断面図

しミ。
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Z.A-8区で検出した。東西方向性肺持つ溝 1恥 ¥こJF' I 
2灰禍色土居

3.晴灰色粕質土眉 m 
4鳳褐色土層 1， 町 内 円 山

であるが，中世の溝 (SD85004)によって切られてい
5.鳳禍色砂質土居 r .，H，"O;.l.&.lU 

6. 1/ (5より小様を多〈含む))るために全容は明らかでない。総延長も 10m程度しか

検出できなかった。

土層図から判断して

推定幅160cm，深さは
‘ーーーー・・

約65cmを計る。断面形 L =24.80m 

はV字形を呈する。埋

土は，ほぽ水平に堆積

し3層に分層される。

上層より黒灰褐色砂質

土層，黒褐色粒混黒褐

色砂質土層，黒褐色砂

質土層となる。

出土した土器は，土

師器の聾・椀・杯，須

1.耕作土
2.春灰色土層(床土)
3.灰禍色土居
4.赤灰色土周
5.~貴灰褐色土層
6.晴構色砂質土居
7.晴灰禍色砂慣土層
8.晴禍色砂貧土層

{褐色粒を含む)
9.暗灰禍色砂賀土居

7黄緑色(硬)土層(地山)

第51図 Y-8東壁土層図

-ーー『ー-ーー

10.暗褐色粒iA晴禍色砂質土居 17.鳳灰禍色砂質土居 l 
11. 1/ (禍色粒がやや少ないjI 18禍色粒混黒褐色砂賀土層 15085008
12.9層より粒子が多い 19黒禍色砂賀土層 j 

13.11.と同じ | 

14.晴灰褐色土居 f 5085004 
(褐色粒が大きい)

15. 1/ 

(補色粧が少ない}
16.灰褐色粕質土層

第52図 l-8西壁土層図

恵、器の杯の底部・鉢，黒色土器椀の口縁部などで量も多かった。これらの遺物は，おおむね平安

時代前半の時期が与えられる。
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S D85008はZ.Aの中央付近で
=:3~ 

S D85004によって完全に切られて L=257Ebm~『」 E- i-
『ー園南ト、、 5 ~ー-..J

いるために，それより東側での溝の ¥ 6 j。
規模，流れる方向などは不明とせざ ;:12L眉(床土 5..~土層 lmmm m 

康福色砂置土居 6. " ('J、磁を含む)1___四日

るをえないが，ある程度の推察はつ 4.鳳灰色砂白土層 ' 

く。 SD85004と同一方向で主流を 第53図 l-6北壁土眉図

持ち，西側では市道をはさんでSD85105につながっていく可能性が強いといえる。

S 085019 

Z-6・7区で総延長約20mにわたって検出した。幅約 2m，検出面からの深さは約50cmを計

る。南北方向で主流をもち断面形はU字形を呈する。北側は調査区外となり南側は現在の農道が

あるために調査できなかった。埋土は黒色粘質土層の単一層といえるが，下層部分に小離が多く

含まれることにより， 2層に分層される。検出される遺物は，圧倒的に弥生時代中期後半の土器

片が多かった。それ以外に古墳時代後期から奈良時代の須恵器が出土している。溝の時期につい

ては奈良時代の須恵器の時期をとるのが妥当であろう。

B-5・6区では南北方向で等高線に平行して地山の約40叩の段差がある。これは現在の水田

に認められる段差と一致する。水田の整地の際に削平された場所である。この段差の上方に黒色

粘質土の堆積が認められた。この延長上のすぐ北側で水田の地下げにともなう調査が実施され

た。それによるとこの段差の延長上は溝状遺構となる。溝の規模・埋土・出土遺物は，ほとんど

S D85019に類似する。この段差より東側では奈良・平安時代の遺構は全く検出されなかった。

したがって SD85019と同規模の溝状遺構が掘削されていて，それを境界にして西側では奈良・

平安時代の遺構が広がっていたと言える。

(3)中世の遺構

中世の遺構として検出したものには，掘立柱建物遺構・溝状遺構・土坑・井戸などがある。こ

れらの遺構については中世というおおまかな時期区分を与えたが，遺物の出土状況，遺構の検出

状況より中世前半と中世後半に 2分される。依然としておおまかな時期決定ではあるが，中世前

半の遺構については，黒色土器・瓦器・瓦質土器が検出されるか，それらが検出される遺構と同

質の埋土をもつものである。中世後半の遺構はそれらがほとんど検出されず他の中世遺物が検出

されるものである。

①掘立柱建物遺構

矢ノ;塚遺跡で検出した中世の掘立柱建物遺構は27棟を数える。 W地区， N地区においては，発

掘中に全ての建物遺構を確認できた。しかし， S地区においては，検出されたピットが多く，発

掘中に全ての建物遺構を検出するのは困難であった。 S地区で検出した建物遺構は，後に図面上

で柱穴の並びを考えたものである。したがって SBOOl~ S BOI0については，建物遺構の可能性
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る。南北方向で主流をもち断面形はU字形を呈する。北側は調査区外となり南側は現在の農道が

あるために調査できなかった。埋土は黒色粘質土層の単一層といえるが，下層部分に小離が多く

含まれることにより， 2層に分層される。検出される遺物は，圧倒的に弥生時代中期後半の土器

片が多かった。それ以外に古墳時代後期から奈良時代の須恵器が出土している。溝の時期につい

ては奈良時代の須恵器の時期をとるのが妥当であろう。

B-5・6区では南北方向で等高線に平行して地山の約40叩の段差がある。これは現在の水田

に認められる段差と一致する。水田の整地の際に削平された場所である。この段差の上方に黒色

粘質土の堆積が認められた。この延長上のすぐ北側で水田の地下げにともなう調査が実施され

た。それによるとこの段差の延長上は溝状遺構となる。溝の規模・埋土・出土遺物は，ほとんど

S D85019に類似する。この段差より東側では奈良・平安時代の遺構は全く検出されなかった。

したがって SD85019と同規模の溝状遺構が掘削されていて，それを境界にして西側では奈良・

平安時代の遺構が広がっていたと言える。

(3)中世の遺構

中世の遺構として検出したものには，掘立柱建物遺構・溝状遺構・土坑・井戸などがある。こ

れらの遺構については中世というおおまかな時期区分を与えたが，遺物の出土状況，遺構の検出

状況より中世前半と中世後半に 2分される。依然としておおまかな時期決定ではあるが，中世前

半の遺構については，黒色土器・瓦器・瓦質土器が検出されるか，それらが検出される遺構と同

質の埋土をもつものである。中世後半の遺構はそれらがほとんど検出されず他の中世遺物が検出

されるものである。

①掘立柱建物遺構

矢ノ;塚遺跡で検出した中世の掘立柱建物遺構は27棟を数える。 W地区， N地区においては，発

掘中に全ての建物遺構を確認できた。しかし， S地区においては，検出されたピットが多く，発

掘中に全ての建物遺構を検出するのは困難であった。 S地区で検出した建物遺構は，後に図面上

で柱穴の並びを考えたものである。したがって SBOOl~ S BOI0については，建物遺構の可能性
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方f立

①216 ②174 ③204 。26 ③24 ⑬20X36 
( -31.4) (-26) (-32.6) 

21 (( 北東) ) × 2 間

SB85113 ④198 ⑤392 ⑥196 。36 ⑬28 。30
N75.O'E ( -22.9) ( -31) ( -29.8) 

390X402 
⑦204 (832 

( -31.4) 

①192 ②174 ③180 。28 ③28 ⑬26 
(-49.1) ( -15.9) ( -15.3) 

2 X 2問

SB85114 ④174 ⑤172 ⑥172 。26 ⑬26 。28
N74.0"E ( -9.2) ( -8.5) ( -7.4) 

354 X 366 

⑦178 ⑧176 ⑤28 ③22 
( -14.8) ( -15.3) 

①198 ②216 ③418 。36 ③42 ⑬32 
( -40.8) (-29.9) (-29.3) 

2 × 2l (( 西東) ) 問

SB85115 ④214 ⑤200 ⑥216 。28X36 ⑮36 834 N77.0"E (-21.2) ( -35) ( -27.9) 

414 X 418 
⑦202 ⑤34 

( -31.3) 

1 X 2間 ①208 ②248 ③280 。32 ③44 x52 @52x56 
(-9.9) 51.8) (-40) 

SB85116 N25.0'E 

280X460 ④228 ⑤228 ⑥280 。48 ⑬44 844 
( -23.3) (-22.9) (-32) 

①160 ②188 ③192 。44X56 ③50X52 @36X40 
40) ( -36.9) (-26.2) 

1 X 3間

SB85117 ④284 ⑤192 ⑥176 。36 ⑬44 。38x44
N69.0"E ( -14) ( -17.8) (-11.7) 

284 X 540 

⑦170 ⑧284 (840 x58 ⑤52 
24.8) ( -24.8) 

1 X 3問 ①148 ②144 ③152 。76 ③48 ⑬52 
(-19) ( -20.4) ( -20.2) 

SB85118 N60.0'E 

(322) x (458) ④162 ⑤322 。52x60 ⑧64 
( -25.2) ( -19.3) 

第 8表建物遺構一覧表(6)
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方f立

①216 ②174 ③204 。26 ③24 ⑬20X36 
( -31.4) (-26) (-32.6) 

21 (( 北東) ) × 2 間

SB85113 ④198 ⑤392 ⑥196 。36 ⑬28 。30
N75.O'E ( -22.9) ( -31) ( -29.8) 

390X402 
⑦204 (832 

( -31.4) 

①192 ②174 ③180 。28 ③28 ⑬26 
(-49.1) ( -15.9) ( -15.3) 

2 X 2問

SB85114 ④174 ⑤172 ⑥172 。26 ⑬26 。28
N74.0"E ( -9.2) ( -8.5) ( -7.4) 

354 X 366 

⑦178 ⑧176 ⑤28 ③22 
( -14.8) ( -15.3) 

①198 ②216 ③418 。36 ③42 ⑬32 
( -40.8) (-29.9) (-29.3) 

2 × 2l (( 西東) ) 問

SB85115 ④214 ⑤200 ⑥216 。28X36 ⑮36 834 N77.0"E (-21.2) ( -35) ( -27.9) 

414 X 418 
⑦202 ⑤34 

( -31.3) 

1 X 2間 ①208 ②248 ③280 。32 ③44 x52 @52x56 
(-9.9) 51.8) (-40) 

SB85116 N25.0'E 

280X460 ④228 ⑤228 ⑥280 。48 ⑬44 844 
( -23.3) (-22.9) (-32) 

①160 ②188 ③192 。44X56 ③50X52 @36X40 
40) ( -36.9) (-26.2) 

1 X 3間

SB85117 ④284 ⑤192 ⑥176 。36 ⑬44 。38x44
N69.0"E ( -14) ( -17.8) (-11.7) 

284 X 540 

⑦170 ⑧284 (840 x58 ⑤52 
24.8) ( -24.8) 

1 X 3問 ①148 ②144 ③152 。76 ③48 ⑬52 
(-19) ( -20.4) ( -20.2) 

SB85118 N60.0'E 

(322) x (458) ④162 ⑤322 。52x60 ⑧64 
( -25.2) ( -19.3) 

第 8表建物遺構一覧表(6)

唱

E
A

n
b
 



遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①206 ②204 ③168 。38X42
③2(8 20) ⑬24 

(-19) (-9) 

2 x 2間

SB85016 ④174 ⑤204 ⑥206 。36 ⑬50 6)44 N64SE ( -18) (-25) (-11) 

344 x 410 

⑦184 ⑧160 @4(0 20) ⑤38 
( -16) 

①180 ②192 ③180 。34 e 4(2 11) ⑬4(8 ← 33) (-23) 

2 x 2問

SB85017 ④184 ⑤180 ⑥196 。44X44 ⑬52X52 。4(4ー 17) N25.0'W (-22) (-37) 

364 x372 
⑦192 ⑧172 (D48 x 52 @44x52 

( -26) (-38) 

①(260) ②228 ③176 ③36 ⑬32 。20

23 (( 西東) ) × 2 問
( -33.5) ( -35.2) (-32.1) 

④98 ⑤92 ⑥228 ⑬20 6140 ⑤48 SB85018 (-8.6) (-41) ( -50.4) N64SE 

366x (488) 
⑦262 ⑧176 ⑨(190) ⑤34 ①28 

(-41.8) (-8.9) 

①240 ②152 ③224 。2(418.3) 
③68 @20x24 

( -16) (一11.8)
2 x 2問

SB85019 ④240 ⑤152 ⑥156 。2(8-32.5) ⑬4(4ー 38)
6136 N25.0'W ( -26.4) 

304 x456 

⑦212 ⑧244 GE4(8 24) ③2(0 13.5) 

①182 ②188 ③218 。18
③2(6 -256) 

⑬20 
( -28) ( -24.5) 

1 x 3問

SB85020 ④308 ⑤216 ⑥164 。22 ⑧24 6126 N69.0'E (-33) ( -21.8) (-20.6) 

308 x 588 
⑦230 ⑧310 

⑤2(2 -23) 
⑤20 

(-31.8) 

1 x 2間
①126 ②146 ③186 。24x24 ③20x20 ⑬28x30 

21.6) ( -25.4) ( -30.9) 

SB85023 N63.0'E 

186 x 272 ④160 ⑤230 。38x38 ⑬16x 16 。18x18 
( -22.5) (-16.6) ( -21.8) 

第9表建物遺構一覧表(7)

-62-

遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①206 ②204 ③168 。38X42
③2(8 20) ⑬24 

(-19) (-9) 

2 x 2間

SB85016 ④174 ⑤204 ⑥206 。36 ⑬50 6)44 N64SE ( -18) (-25) (-11) 

344 x 410 

⑦184 ⑧160 @4(0 20) ⑤38 
( -16) 

①180 ②192 ③180 。34 e 4(2 11) ⑬4(8 ← 33) (-23) 

2 x 2問

SB85017 ④184 ⑤180 ⑥196 。44X44 ⑬52X52 。4(4ー 17) N25.0'W (-22) (-37) 

364 x372 
⑦192 ⑧172 (D48 x 52 @44x52 

( -26) (-38) 

①(260) ②228 ③176 ③36 ⑬32 。20

23 (( 西東) ) × 2 問
( -33.5) ( -35.2) (-32.1) 

④98 ⑤92 ⑥228 ⑬20 6140 ⑤48 SB85018 (-8.6) (-41) ( -50.4) N64SE 

366x (488) 
⑦262 ⑧176 ⑨(190) ⑤34 ①28 

(-41.8) (-8.9) 

①240 ②152 ③224 。2(418.3) 
③68 @20x24 

( -16) (一11.8)
2 x 2問

SB85019 ④240 ⑤152 ⑥156 。2(8-32.5) ⑬4(4ー 38)
6136 N25.0'W ( -26.4) 

304 x456 

⑦212 ⑧244 GE4(8 24) ③2(0 13.5) 

①182 ②188 ③218 。18
③2(6 -256) 

⑬20 
( -28) ( -24.5) 

1 x 3問

SB85020 ④308 ⑤216 ⑥164 。22 ⑧24 6126 N69.0'E (-33) ( -21.8) (-20.6) 

308 x 588 
⑦230 ⑧310 

⑤2(2 -23) 
⑤20 

(-31.8) 

1 x 2間
①126 ②146 ③186 。24x24 ③20x20 ⑬28x30 

21.6) ( -25.4) ( -30.9) 

SB85023 N63.0'E 

186 x 272 ④160 ⑤230 。38x38 ⑬16x 16 。18x18 
( -22.5) (-16.6) ( -21.8) 

第9表建物遺構一覧表(7)
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①266 ②318 ③190 。34 ③30 ⑬32X36 
(-51. 7) (-60.5) (-40.2) 

2 X 2間 ④188 ⑤318 ⑥266 @22X22 ⑫52X62 Ei42 
5885024 

(-15.9) ー 55.5) (-37.0) N69.0・E

378x584 ⑦186 ⑧190 ⑨266 
②2(8 -67) 

③32 ⑤28 
(-38.2) 一28.5)

⑬318 ⑪190 ⑫188 

①254 ②306 ③184 。34 ③28 ⑬38

21 (( 西東lX2 間
(-30.9) (-15.1) (-42.2) 

④200 ⑤300 ⑥260 @24 ⑮26 Ei36x42 
5885025 (-12.4) ー 19.8) (-9.8) 

N64.0.E 

384 x560 
⑦384 ⑤24X24 

(-23.2) 

①390 ②236 ③240 。28X38 ③40
⑮3(4 -31.7) 

1 X 32 (( 西東) ) 間
(-34.6) (-32) 

.④392 ⑤234 ⑥132 @36X36 ⑬38X48 Ei40x48 
5885026 (-21. 7) (-29.9) (-31.6) 

N21.5.W 

392 x476 
⑦108 ②38 

(-22.2) 

①132 ②210 ③234 。28 ③26 
⑮3(2 -357) (-32) ( -9.0 

2 X 2問

5885027 ④226 ⑤166 ⑥176 @32 ⑧38 Ei26X30 N25.0.W 
(-30.1) (-34.1) (-16.2) 

342 x460 
⑦222 ⑧238 Q;)32X32 ⑤28X28 

(-37.9) (-50.5) 

①74 ②178 ③126 。2(4ー 27.9)
③48 ⑬28 

(-47.5) (-23.7) 

④286 ⑤130 ⑥134 。2(022.9) 
⑫26 Ei24 

32((北南lXハ宅a 

(-26.7) ( -31.8) 

⑦82 ⑧234 ⑨144 ⑤18 ③20 ②24 5885028 (-43.6) (-42.9) (-50.1) N24.0・w

378 x632 
⑩162 ⑪254 ⑫78 

⑧3L2 -34.7) 
③48 

⑧3(2 -347) (-30) 

⑬138 QY24・
(-43.7) 

①224 ②168 ③154 。34 ③26X28 ⑬24X26 
(-19.9) (-12.2) (-11.8) 

2 × 21 (( 北南)) 問 ④132 ⑤216 ⑥156 @28X30 ⑮30 Ei38 
5885029 

8.9) ( -11.8) (-19.9) N70.0・E

286 X 392 ⑦120 ⑧164 ⑨160 Q;)24 ⑤32 
(-4.3) (-10.3) 

⑩212 ⑪124 

第10表建物遺構一覧表(8)

内

dpo 

遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①266 ②318 ③190 。34 ③30 ⑬32X36 
(-51. 7) (-60.5) (-40.2) 

2 X 2間 ④188 ⑤318 ⑥266 @22X22 ⑫52X62 Ei42 
5885024 

(-15.9) ー 55.5) (-37.0) N69.0・E

378x584 ⑦186 ⑧190 ⑨266 
②2(8 -67) 

③32 ⑤28 
(-38.2) 一28.5)

⑬318 ⑪190 ⑫188 

①254 ②306 ③184 。34 ③28 ⑬38

21 (( 西東lX2 間
(-30.9) (-15.1) (-42.2) 

④200 ⑤300 ⑥260 @24 ⑮26 Ei36x42 
5885025 (-12.4) ー 19.8) (-9.8) 

N64.0.E 

384 x560 
⑦384 ⑤24X24 

(-23.2) 

①390 ②236 ③240 。28X38 ③40
⑮3(4 -31.7) 

1 X 32 (( 西東) ) 間
(-34.6) (-32) 

.④392 ⑤234 ⑥132 @36X36 ⑬38X48 Ei40x48 
5885026 (-21. 7) (-29.9) (-31.6) 

N21.5.W 

392 x476 
⑦108 ②38 

(-22.2) 

①132 ②210 ③234 。28 ③26 
⑮3(2 -357) (-32) ( -9.0 

2 X 2問

5885027 ④226 ⑤166 ⑥176 @32 ⑧38 Ei26X30 N25.0.W 
(-30.1) (-34.1) (-16.2) 

342 x460 
⑦222 ⑧238 Q;)32X32 ⑤28X28 

(-37.9) (-50.5) 

①74 ②178 ③126 。2(4ー 27.9)
③48 ⑬28 

(-47.5) (-23.7) 

④286 ⑤130 ⑥134 。2(022.9) 
⑫26 Ei24 

32((北南lXハ宅a 

(-26.7) ( -31.8) 

⑦82 ⑧234 ⑨144 ⑤18 ③20 ②24 5885028 (-43.6) (-42.9) (-50.1) N24.0・w

378 x632 
⑩162 ⑪254 ⑫78 

⑧3L2 -34.7) 
③48 

⑧3(2 -347) (-30) 

⑬138 QY24・
(-43.7) 

①224 ②168 ③154 。34 ③26X28 ⑬24X26 
(-19.9) (-12.2) (-11.8) 

2 × 21 (( 北南)) 問 ④132 ⑤216 ⑥156 @28X30 ⑮30 Ei38 
5885029 

8.9) ( -11.8) (-19.9) N70.0・E

286 X 392 ⑦120 ⑧164 ⑨160 Q;)24 ⑤32 
(-4.3) (-10.3) 

⑩212 ⑪124 

第10表建物遺構一覧表(8)

内

dpo 



遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①144 ②100 ③132 。36x42 ③32x38 ⑬26x34 
-13) -16) (-27) 

④130 ⑤234 ⑥192 
@2(0 ー 16)

⑮14x18 。16x26

ii夏jx4間
(-18) (-13) 

⑦114 ⑧112 ⑨120 ②26x30 @22 ⑨22x22 S8001 32) (一21) 33) N70.0"E 

426x51O 
⑬164 ⑪178 ⑫68 ⑥22x24 ③32 ②16x20 

-28) (-21) (-8) 

⑬160 @2(0 -6) 

①156 ②216 ③162 。40x42 @30X30 ⑬24x28 
-19) 18) 34) 

1 x 3間

S8002 
@502 ⑤138 ⑥164 。30x34 ⑫28x38 ③18x28 N71.0・E(-34) 11) (-19) 

502x534 
⑦232 ⑧502 ⑤36 ③24x32 

(-43) 一35)

①262 ②166 ③196 。32x36 ③24x28 ⑬22x22 
-11) -37) (-34) 

1 x 3問

S8003 ④280 ⑤196 ⑥230 @32x34 ⑮28x44 6l24x28 N60.0"E (-22) 一15) 24) 
280x424 

⑦198 ⑧280 ~24 ③24x32 
(-27) (-35) 

1 x 2閑 ①148 ②222 ③320 。14 ③18 ⑬24x26 
(一15) (-13) (-20) 

S8004 N69.5・E
320x370 ④216 ⑤154 ⑥320 。20x18 ⑫22x26 6l22x22 

5) (-13) (-16) 

①186 ②198 ③174 。28x52 ③28x38 ⑬32x30 
35) 33) (-58) 

2 x 3問 ④208 ⑤206 ⑥186 @60x68 ⑬30x32 。30x44
-52) (-35) (-36) 

S8005 N66.5"E 

414 x458 ⑦176 ⑧196 ⑨214 ~32X34 ③40x46 ⑦24x26 
(-56) 61) 一24)

⑩200 @24x24 
(-48) 

2 x 1間 ①400 ②216 ③206 。24x26 ③26x28 @36x36 
(-60) (-52) (-51) 

S8006 N22.0"W 

422 x400 ④400 ⑤128 ⑥296 @38 ⑧22x26 6l36X40 
(-43) -41) (-35) 

第11表建物遺構一覧表(紛
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①144 ②100 ③132 。36x42 ③32x38 ⑬26x34 
-13) -16) (-27) 

④130 ⑤234 ⑥192 
@2(0 ー 16)

⑮14x18 。16x26

ii夏jx4間
(-18) (-13) 

⑦114 ⑧112 ⑨120 ②26x30 @22 ⑨22x22 S8001 32) (一21) 33) N70.0"E 

426x51O 
⑬164 ⑪178 ⑫68 ⑥22x24 ③32 ②16x20 

-28) (-21) (-8) 

⑬160 @2(0 -6) 

①156 ②216 ③162 。40x42 @30X30 ⑬24x28 
-19) 18) 34) 

1 x 3間

S8002 
@502 ⑤138 ⑥164 。30x34 ⑫28x38 ③18x28 N71.0・E(-34) 11) (-19) 

502x534 
⑦232 ⑧502 ⑤36 ③24x32 

(-43) 一35)

①262 ②166 ③196 。32x36 ③24x28 ⑬22x22 
-11) -37) (-34) 

1 x 3問

S8003 ④280 ⑤196 ⑥230 @32x34 ⑮28x44 6l24x28 N60.0"E (-22) 一15) 24) 
280x424 

⑦198 ⑧280 ~24 ③24x32 
(-27) (-35) 

1 x 2閑 ①148 ②222 ③320 。14 ③18 ⑬24x26 
(一15) (-13) (-20) 

S8004 N69.5・E
320x370 ④216 ⑤154 ⑥320 。20x18 ⑫22x26 6l22x22 

5) (-13) (-16) 

①186 ②198 ③174 。28x52 ③28x38 ⑬32x30 
35) 33) (-58) 

2 x 3問 ④208 ⑤206 ⑥186 @60x68 ⑬30x32 。30x44
-52) (-35) (-36) 

S8005 N66.5"E 

414 x458 ⑦176 ⑧196 ⑨214 ~32X34 ③40x46 ⑦24x26 
(-56) 61) 一24)

⑩200 @24x24 
(-48) 

2 x 1間 ①400 ②216 ③206 。24x26 ③26x28 @36x36 
(-60) (-52) (-51) 

S8006 N22.0"W 

422 x400 ④400 ⑤128 ⑥296 @38 ⑧22x26 6l36X40 
(-43) -41) (-35) 
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遺構番号 建物規模 柱 間 長 柱 穴 規 模 主軸方位

①212 ②220 ③196 。2(8-28) ③24X28 ⑬30 
62) (-27) 

23 (( 西東jX3 間 ④166 ⑤138 ⑥124 。28x32 ⑬3(8ーX544 6124X28 
-39) 5) -37) 

5E007 N66.5'E 
⑦168 ⑧220 ⑨240 ②38. ③24X26 ⑦32x38 

428x628 (-48) 24) 43) 

⑩206 ⑪222 @32X40 ③28x30 
(-28) 34) 

①416 ②212 ③128 。2(8-31) ③42x44 ⑬18X28 

2 x 2l (( 北南)) 間
48) (-9) 

④148 ⑤268 ⑥142 。26x36 ⑬30x42 6122 x 36 58008 -33) (-40) -35) N65SE 

340 x416 
⑦198 ⑤20 

(-53) 

①140 ②286 ③82 。24x26 ③22x24 ⑬22x26 
(-62) 33) (-30) 

23 (( 西東jX3 問 ④248 ⑤98 ⑥154 @20x20 ⑫22x24 。24x36
-26) -28) -48) 

58009 N63.0'E 
⑦108 ⑧200 ⑨200 ⑤28x30 @16X20 ⑤28x36 

500 x 508 -9) (-12) (-31) 

⑩228 ⑪272 ⑧20x24 ③32x36 
(-17) -42) 

①264 ②272 ③330 。20x26
③2(2 -22) ⑬2(6 -39) 

2l (( 西東)) 〈V 23 (( 北南) ) 
-10) 

58010 閑
④182 ⑤190 ⑥164 @16X20 

⑫2(2 ー 10)
6118x20 N59.0'E (-18) (-8) 

330x536 ⑦140 ⑧190 ②18x22 ⑤14x16 
( -15) (-8) 

1 x 2間 ①180 ②196 ③222 。44x54 ③56 ⑬64x70
-30.4) (-16.0) ー 28.0)

5885021 N57.0'E 

222 x 376 ④200 ⑤178 ⑥220 。74 ⑫62x64 6158x64 
38.2) (-25.0) (-4.3) 

1 x 2間 ①260 ②252 ③268 。56 ③56 ⑬48x52
-27.7) ー 20.8) (-20.9) 

5885022 N77.0'E 

268 x512 ④244 ⑤264 ⑥268 。48x52 ⑫64 6140x52 
-10.3) ー 24) -39) 

第12表 建物遺構一覧表。。
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が強いというもので確実に建物があったとい

うものではない。

S 885113 

X-g区で検出した。 2x 2聞の規模の建

物遺構である。南側の中央に位置する柱穴は

検出されなかった。対応する位置の柱問長は

ほぼ一定である。柱穴⑬からは弥生土器の破

片と思われるものが多く出土した。それに混

じって須恵器の小片が 2点出土した。また柱

穴⑮からは須恵器の破片が 1点だけ出土して

いる。建物遺構の明確な時期については不明

とせざるをえない。

S 885114 

S B85113のすぐ南側で検出した 2x 2聞

の規模の建物遺構である。柱穴の直径は22~

28cmの聞に収まりほぼ一定である。また対応

する位置の柱間長もほぼ一定である。柱穴

⑮. 8. c8には柱根が遺存していた。遺存状

況が悪かったために取り上げることはできな

かった。出土土器は極めて少なく⑬から土師

器の小片が 1点と⑤から弥生土器の小片が 1

点出土しただけである。

S 885115 

X-g区で検出した。 2x 2聞の規模の建

物遺構である。対応する位置の柱問長はほぽ

一定である。東側の中央にあたる柱穴は検出

できなかった。柱穴⑮は弥生時代の溝 (SD 

G 

、o 2 
l e 1m 

一一一一--0

L =24.00m一

第54図 S 885113 平・断面図

~鋭

。

L =24.00mー

0 2  

円、

務謬務務家~
第55図 S 885114 平・断面図

85102)の埋土中に掘りこまれたものである。⑫は SD85103と切り合い関係にあるが，埋土が似

ているために前後は不明である。 SD85103の掘り方の底で検出した。③から回転へラ切りの土

師器の小皿片 1点が検出されている。それ以外に⑫からは弥生土器の小片 1点，⑮からは弥生土

器片に混じって須恵器の小片が 1点出土している。

S B85113~S B85115の主軸方位は，それぞれN150 W. N160 W. N130 Wとなる。おそら

く同時期にあった建物であろう。遺物の出土が少量であるために建物遺構の明確な時期について
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は言及できないが，周辺の包含層より黒

色土器，瓦質土器が出土することより中

世前半の可能性が強い。

S 885116 

W-g区東辺で検出した。 1x 2聞の

規模の建物である。対応する位置の柱間

長は，ほぽ一定である。柱穴の埋土か

ら，中世の建物遺構としたが，主軸方

位，柱穴の掘り方の形状などは他の建物

遺構と異なる。特に主軸方位について

は，他の建物遺構がN150 ~30o Wの聞

に集中するのに対して SB851l6だけは

N650 Wとなる。柱穴から遺物が 1点も

出土しなかったために，明確な時期は不

明とせざるをえない。

S 885117 

S B85116のすぐ西側で確認された。

1 x 3聞の規模をもっ。対応する位置の

柱間長は一定であるが，柱穴の形状は一

定でない。他の建物遺構の柱穴と比較し

て大きい。柱穴⑮の掘り方は二段掘りと

なっている。⑫から弥生土器の小片が 2

点出土しただけである。明確な時期は不

明とせざるをえない。

S 885118 

Y-8区北辺で検出した。調査区直近

の北側に農道があるため，建物遺構の全

容は明らかにできなかった。埋土より中

世の建物遺構としたが，柱穴の規模，形

状などは他の建物遺構と著しく異なる。

。l

L =24.40m_ 

第56図 S 885115 平・断面図

。|

L =25.00m-

第57図 S 885116 平・断面図

柱穴③の掘り方は二段掘りとなっている。柱穴から遺物が 1点も出土しなかったために，明確な

時期は不明とせざるをえない。

S 885016 
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S 885016 
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l l1m  

L =25.50m ~ 

第58図 S 885117 平・断面図

Y-7区で検出した。 2x 2聞の

規模を持つ。対応する位置の柱間長

はほぼ一定である。柱穴⑪の掘り方

が隅丸方形状を呈する。③. @. 

⑮. 8.⑤で醸が検出された。遺物

は1点も出土していない。

S 885017 

Y・Z-7区で検出した。 2x 2 

聞の規模をもち対応する位置の柱間

長は一定である。柱穴の掘り方は，

円形のものと隅丸方形状のものがあ

o 2 
11  l円、

L =26.60m一一

第59図 S 885118 平・断面図

り大きい。柱穴@・⑤で直径約25cmの柱根が確認された。③からは離が検出された。遺物は@か

ら弥生土器片が l点出土しただけで，それ以外からは出土しなかった。

S 885018 

Z ・A-8区で検出した。 2x 2聞の規模を持ち，対応する位置の牲間長はほぼ一定である。

柱穴③が検出されなかった。⑮.8聞には二つの柱穴が確認されているが.@だけになる可能性

もある。出土遺物は少量であるが，柱穴⑮からは，土師器の杯と思われる破片が 1点.8からは，

復原しでほぼ完形となるへラ切りの小皿 1点，弥生土器片 1点，土師器の杯の底部片 1点，土師

-68-

。

o 2 
l l1m  

L =25.50m ~ 

第58図 S 885117 平・断面図

Y-7区で検出した。 2x 2聞の

規模を持つ。対応する位置の柱間長

はほぼ一定である。柱穴⑪の掘り方

が隅丸方形状を呈する。③. @. 

⑮. 8.⑤で醸が検出された。遺物

は1点も出土していない。

S 885017 

Y・Z-7区で検出した。 2x 2 

聞の規模をもち対応する位置の柱間

長は一定である。柱穴の掘り方は，

円形のものと隅丸方形状のものがあ

o 2 
11  l円、

L =26.60m一一

第59図 S 885118 平・断面図

り大きい。柱穴@・⑤で直径約25cmの柱根が確認された。③からは離が検出された。遺物は@か

ら弥生土器片が l点出土しただけで，それ以外からは出土しなかった。

S 885018 

Z ・A-8区で検出した。 2x 2聞の規模を持ち，対応する位置の牲間長はほぼ一定である。

柱穴③が検出されなかった。⑮.8聞には二つの柱穴が確認されているが.@だけになる可能性

もある。出土遺物は少量であるが，柱穴⑮からは，土師器の杯と思われる破片が 1点.8からは，

復原しでほぼ完形となるへラ切りの小皿 1点，弥生土器片 1点，土師器の杯の底部片 1点，土師

-68-



器片 1点が検出されている。

柱穴⑤，①の間で細い溝状遺構

(S D85006)が検出されている。西

から東へ向かい⑤の北側で、直角に曲

がり南へ向かつて SB85018より約1

Omの位章で消滅する。 SD85006の

主軸方位がSB85018と同ーである

ため. S B85018にともなう溝状遺

構であると考えられる。

S 885019 

S B85018の東側で近接して検出

した。 2x 2聞の規模を持つ。対応

する位置の柱間長はほぼ一定である。

柱穴③，⑮，⑤の掘り方は楕円形状

を呈している。 SB85019の西側の

柱穴の並びと重なり，ほぽ同一方位

で細い溝状遺構 (SD85007)があ

る。 SB85019にともなう溝状遺構

であろう。柱穴からは 1点も遺物は

出土しなかった。

S B 85016~ S B 85019の主軸方位

は，それぞれ.N25S W. N25。

W. N25S W. N250 Wとなる。

比較的近い範囲で検出され，しかも

ほぼ同一方位を持つことから，これ

らの建物遺構は同時期にあった可能

f生が5怠い。 SB85016. 017. 019は，

多後修復-
。1

・v-----.，.手。一一一一?

!. @ 

L =25.00m一一

第60図 S 885016 平・断面図

Q 

L =25.00m一一

初~
第61図 S 885017 平・断面図

遺物が出土しなかったり，出土した遺物からは時期は不明であった。 SB85018の⑮.8の土器は

小片でトあるために断定はできないが 中世前半の時期が考えられる。したがって SB 85016~ S 

B85019は中世前半の時期が比定される。

S 885020 

A-7区で検出した。 1x 3聞の規模をもっ。対応する位置の柱間長は，ほぽ一定である。柱

穴の形状は正円形状で直径18~26cm とほぼ一定している。柱穴③からは，定形のへラ切りの小皿
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遺物が出土しなかったり，出土した遺物からは時期は不明であった。 SB85018の⑮.8の土器は

小片でトあるために断定はできないが 中世前半の時期が考えられる。したがって SB 85016~ S 

B85019は中世前半の時期が比定される。

S 885020 

A-7区で検出した。 1x 3聞の規模をもっ。対応する位置の柱間長は，ほぽ一定である。柱

穴の形状は正円形状で直径18~26cm とほぼ一定している。柱穴③からは，定形のへラ切りの小皿
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が 1点出土している。主軸方位は

N210 Wを示し. S B85016~ S 

B85019とはやや異なるが，出土

遺物より中世前半の時期が与えら

れる。

S 885023 

F -4 (W)区で検出した。 1

x 2聞の規模の小さい建物遺構で

ある。柱穴⑫の位置がかなり北側

へずれているが，対応する位置の

柱間長はほぼ一定である。柱穴か

ら土器は l点も出土しなかった。

遺構の明確な時期は不明とせざる

をえない。

S 885024 

F-3 (E) 区で検出した。 2

x 2聞の規模をもち，中央にも柱

穴があるために総柱状をなしてい

る。対応する位置の柱間長はほぼ

一定である。遺物は柱穴⑪から焼

土が少量と土師器の小片 2点が出

土している。⑬からは土師器の小

皿の底部片 1点などの土師器片数

点にまじって，ほとんど炭化して

いる木片が数点出土している。@

からは，瓦質土器椀の底部片 1

点，土師器皿の底部片 1点のほか 第63図 S885019 平・断面図

に多くの焼土が出土した。@からは鉢状の瓦質土器片 1点が出土した。@からは多くの焼土が検

出された。

S B85024のすぐ南側でSB85024と同じ主軸方位を持つ溝状遺構SD85052がある。 SB85024 

と同時に存在したと考えられる溝状遺構である。 SD85052の埋土中からも多くの焼土が出土し

た。焼土以外に炭化した木片なども検出されている。柱穴8.⑤.S D85052から出土した焼土は

ほとんどが淡い種色を呈する。幅2.5~3.5cm程度で一方の面が平坦なものが多い。平坦な面以外

③ 
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第64図 S 885020 平・断面図

の面には，角材に押しつけた痕と思われる直角になっている面や丸い竹状のものに押しつけた痕

と思われる響曲した面などが遺存している。これらの焼土は，建物の壁土の可能性が考えられる。

また. S B85024から東の方向に向かつて約50cmず、れた位置でほぽ同じ主軸方位をもっ SB850 

25が確認されている。建物の規模は，ほとんど SB85024と同じである。 SB85025の柱穴からは，

焼土は全く確認されなかった。

以下は推測となるが. S B85024およびその周囲の遺構からの遺物の出土状況より SB85024は

焼失した建物の可能性が強い。その廃材を SD85052などに棄て，新たに SB85025を構築したの

ではないかと考えられる。

S 885025 

S B85024が立て替えられた建物遺構であると

思われる。 2x 2聞の規模をもち，ほぽSB8502 

4と同じ大きさとなる。柱穴0.⑤の中央に位置

する柱穴は検出されなかった。対応する位置の柱

間長は，ほぽ一定である。柱間長の①，②を SB

85024と比較すると. S B85024は266.318cmでS

B85025は254.306cmとなる。②の方が①よりも

長く，ほぽ同じ長さをもっという建物の構造から

もSB85025はSB85024を建て替えた可能性が考

えられる。

遺物は柱穴⑫から土師器の小皿片 2点，瓦質土
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i
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(0)1 

o 2 
1 1 1m 

第65図 S 885023 平・断面図
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器片 1点，白磁片 1点が出土して

いる。 SB 85024. 025の時期につ

いては，その周辺のピット・包含

層より黒色土器片も検出されるこ

とから，中世前半と思われる。

S 885026 

F-3 (E) 区北辺で検出し

た。 1x 2聞の規模をもち，対応

する位置の柱間長はほぼ一定であ

る。柱穴([0.8聞に円形のピット

を検出しているが. S B 85026に

ともなわない可能性もある。柱穴

からは，遺物は 1点も検出されな

かった。明確な時期は不明といわ

ざるをえない。

S 885027 

F.G-3区で検:出した。

2 x 2聞の規模を持つが，柱

穴⑬，⑮から東に向かつて約

120cmの位置に，直径15cm程

度の小さな柱穴が検出されて

いる。この部分は軒状に張り

出していたと考えられる。対

応する位置の柱間長はほぼ一

定である。柱穴⑮から土師器

と思われる土器片が 1点，⑮

から糸切りの土師器小皿の底

部片 1点を含む土師器片数点

第69図 S 885026 平・断面図が出土している。

建物の西側直近に細い溝状遺構 (SD85053)がある。 SB85027とほぼ同ーの主軸方位をもっ
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。l

r
j
d
F
 o 2 

111m  

第68図 S 885025 平・断面図

。1

ことより SB85027にともなう細溝と考えられる。 SD85053は前述の SD85052をF列と G列の

境界付近で切っている。

S 885028 
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G-3区で検出した。建物の規模

は，梁聞の北側が 3問，南側が 2

間，桁行 4間となる。対応する位置

の柱間長は一定でない。また柱穴の

大きさも最小径のもの18cm，最大径

のもの48cmと差が大きい。すぐ西側

に並走する SD85054とほぼ同ーの

方位でピットが一直線上に並び，直

交する方向にも一直線上にピットの

並びが認められるために建物遺構と

した。

遺物は，柱穴⑤より焼土と土師器

の小片 2点，⑮より瓦質土器椀の破

片数点と土師器の小片数点が出土し

ている。西側の柱穴の並びは SD85 

054と重なり並走するため， S D850 

54はSB85028fこともなうものと考

えられる。

建物の明確な時期については断定

できないが，中世前半を考える。

S 885029 

G-3区南東隅で検出した。 2x 

2聞の規模で建物の中にも柱穴をも

つために総柱状を呈している。対応

する位置の柱間長はほぼ一定である。

0，③の聞に位置する柱穴は検出で

きなかった。

柱穴⑤から瓦質土器片 1点，⑤か

らは土師器の小片 1点が検出されて

いる。建物の明確な時期については

不明とせざるをえない。

F'G列の比較的近い範囲で 7棟

の掘立柱建物遺構を検出した。各遺

L =18.90m一一

第70図 S 885027 平・断面図

L=18.90m 

第71図 S 885028 平・断面図
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G-3区で検出した。建物の規模

は，梁聞の北側が 3問，南側が 2
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構の主軸方位について注目する

と， N200 Wに近いもの (SB85 

024， 026， 029)， N250 wに近い

もの (SB 85023， 025， 027， 028) 

に分けられる。これらの前後関係

は溝状遺構の切り合い， S B8502 

4と025の関係などから， N200 W 

のもの→N250 Wのものとなろ

う。出土遺物から判断してこれら

の前後関係は，比較的短い期間の

ものであると考えられる。

S 8001 

F-5区北東隅で検出した。梁

聞の東が 2間，西が 3間，桁行 4

聞の規模をもっ。対応する位置の

柱間長は一定でない。柱穴の掘り

方も円形状のもの，方形状のもの

があり一定でない。柱穴⑪からは

土師器の小皿片が 3点出土してお

りへラ切りのものと糸切りのもの

が共伴している。③からは糸切り

の土師器の小皿片 2点と土釜の脚

片 1点が出土している。⑨から

は，土師器の小片が数点出土して

いる。

建物の南北の主軸方位に平行し

て 2本の細溝 (SD022， 023)が

あり， S B001にともなう溝状遺

構と考えられる。建物の時期につ

L =18.90m一一

物多物放努謬

第72図 S 885029 平・断面図

。l

L =19.30m - I 

第73図 S 8001 平・断面図

いては，出土遺物のやや後出性より中世後半の時期が比定される。

S 8002 

S B001のすぐ北側で検出された。 1x 3聞の規模をもっ。対応する位置の柱間長は一定でな

い。梁間の長さは502cmを計り聞に柱穴がないために極めて長いといえる。柱穴⑮から土師器の
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小片 1点，土釜の脚片 2点が

出土している。⑤からは土師

器片数点が出土している。

柱穴@が SB 003の柱穴②

と同ーになっている。また S

BOOlとSB002の主軸方位が

同一であるため SB003はS

B002を建て替えた可能性も

ある。柱穴からの出土遺物よ

りSB002は中世後半の時期

が比定される。

S 8003 

建物遺構のほぼ全体がSB

002と重なる位置で検出され

た。 1x 3聞の規模をもち，

対応する位置の柱間長はほぼ

一定である。西軸方位

がN300 Wを示し. S 

B 002より 9。西へ

(01 

L =19.30m 一一

〆、

o 2 
1m 

第74図 S 8002 平・断面図

〕

一一?

振っている。柱穴⑤が

S B002と共有するた

め. S B 002を建て替

えた可能性もある。遺

物の出土は少なく柱穴

③から土師器の小片 l

点，⑤から土師器と思

われる小片 1点が出土

しただけである。出土

L =19.30m 一一

遺物から建物の時期は
第75図 S 8003 平・断面図

断定できないが. S B 

002との関係より中世後半の時期が比定される。

S 8004 

G-5区北西隅で検出された。 1x 2聞の規模をもち，対応する位置の柱間長はほぼ一定であ
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る。柱穴からは，遺物が全く検出されな

かったために，建物の明確な時期について

は，不明とせざるをえない。主軸方位はN

20S Wとなり SB001. 002とほぼ同ーと

なる。

S 8005 

G-5区北辺で検出した。 2x 3聞の規

模をもち，対応する位置の柱間長は，ほぽ

一定である。柱穴@の掘り方は二段掘りを

呈し，柱根が遺存していた。柱穴の掘り方

の形状が円形で検出されないもの ((9.

8.⑤，⑤)が多かった。柱穴@-8.8

一⑨の並びは幅約30cm. 深さ 3~5cmの細

溝と重なる。これらの細溝は SB

005にともなうものと思われる。

柱穴@からは. S B 85024で検

出されたものと同様の焼土が出土

している。それに混じって須恵器

の小片 1点，土師器の小片 2点も

出土している。⑤からは用途不明

の鉄製品が，⑨からは，糸切りの

土師器の小皿片 1点が出土してい

る。検出された遺物より，建物の

後遂mm
。|

ダ
0 2  

m 
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第76図 S 8004 平・断面図

。

明確な時期は不明とせざるをえな l =18.60m 

し〉。

S 8006 

G-5区で SB005のすぐ南側

で検出した。 1x 2聞の規模をも

第77図 S 8005 平・断面図

ち，対応する位置の柱間長は一定ではない。建物の南半分の位置で東西方向に建物とほぼ同ーの

主軸方位をもっ溝状遺構を 2本 (SD015. 017)検出している。 SD015は掘り方の底に密着して

大きな離の並びが認められる。それは特に SB006の@一⑮の聞に集中している。 SB006にとも

なうものと考えられる。柱穴から遺物は全く出土しなかったために SB005の時期は不明とせざ

るをえない。
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S 8007 

G-5区北東隅で. S B 005と重な

る位置で検出した。梁間の西側が 2

間，東側が 3間，桁行3聞の規模をも

っ。桁行の対応する位置の柱間長は一

定であるが，梁間の柱間長は一定では

ない。柱穴③がSB009の柱穴⑪と同

ーとなる。近接する位置で検出された

S B005・006とSB007は，ほぽ同ー

の主軸方位であるが SB 007はそれよ

りさらに約 4。西側へ振っている。そ

のことより SB009はSB007を建て替

えたものである可能性が強い。

柱穴⑮からは焼土と土師器の小皿の

小片 1点が.@からは土師器の小片数

点が出土している。出土

遺物より建物の時期は中

世後半が比定される。

S 8008 

G-4区南東隅で検出

した。 2x 2聞の規模を

持つ。対応する位置の柱

間長はほぼ一定であると

いえるが，柱穴(9.③聞

の間に位置する柱穴は検

出できなかった。柱穴

③，⑮の掘り方が二段掘 L =18.60m 

りになっている。⑬，

⑫，⑮.8の掘り方の形

トマ.1¥-ーイ

一一一ιι
L=18.60m 

第78図 S 8006 平・断面図

(01 

状は楕円形を呈してい 第79図 S8007 平・断面図

る。柱穴から遺物は 1点

も出土しなかったため，建物の時期は不明とせざるをえない。
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S 8009 

G.H-5区で検出した。梁間の

西側が 2間，東側が 3間，桁行 3聞

の規模をもっ。対応する位置の柱間

長は一定ではない。柱穴⑪が， S B 

007の柱穴と同ーとなる。周辺の建

物遺構との関係より SB007を建て

替えた可能性が強い。⑨の掘り方は

二段掘りを呈している。 SB009の

東側の柱穴の並びに平行して細い溝

状遺構SD004が検出されている。

建物にともなう溝状遺構であると思

われる。③から須恵器の小片が 1点

出土しただけで，他の柱穴から遺物

は出土しなかった。建物の

明確な時期については，不

明とせざるをえない。

S 8010 

H ・1-4区で検出した。

梁聞の西側が 2間，東側が

1間，桁行の北側が 2間，

南側が 3聞の規模をもっ。

対応する位置の柱間長は一

定ではない。建物の西側の

柱穴の並びに平行して溝状

遺構 (SD008) が検出さ

れている。 SB 010にとも

なう溝状遺構の可能性が強

い。柱穴⑪から土師器の小

片 2点が検出されているだけで，他の柱穴からは遺物は出土していない。したがって建物遺構の

明確な時期は不明とせざるをえない。

S地区においては， 10棟の掘立柱建物遺構を検出した。これらの主軸方位に注目すると N200

W (S B001， 002， 004)， N240 W (S B005， 006， 007， 008) N290 W (S B003， 009， 010) 

L =18.60m 一一

第80図 S 8008 平・断面図
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の3つに分けることができる。 F

.G-4区での主軸方位をもとに

した前後関係，各建物聞の建て替

えの関係などから推察すると .N

20" W→N24" W→N29" Wの順

となる。

調査区内で検出した掘立柱建物

遺構で，全く時期が不明なものが

2棟ある。柱穴の形状，規模など

から中世以前の可能性が強いとい

えるが，ここで記述しておきた

し当。

L =18.50m一一

ムーートーすL一九

第82図 S 8010 平・断面図

S 885021 

B-6区で検出した。 1x 2聞

の規模をもっ。対応する位置の柱間長は，ほぽ一定である。柱穴の掘り方は円形状のものと隅丸

方形状のものがある。柱穴の埋土は，奈良時代のもの弥生時代のものと異なり，茶灰色土であっ

た。柱穴からは遺物は 1点も出土していない。

S 885022 

E-4区南辺で検出した。

1 x 2聞の規模をもっ。対

応する位置の柱間長は，ほ

ぼ一定である。柱穴の掘り

方は円形を呈するものと隅

丸方形状を呈するものがあ

る。柱穴@は，抜き取り跡

と思われるものが残る。埋

土は黒灰色系の粘質土でや

はり，奈良時代・弥生時代

の建物遺構の埋土と異なる。

遺物は 1点も出土しなかっ

マ，
れ」。

。|

。O 
L =23.00m ~ 02  

m 

第83図 S 885021 平・断面図
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L =19.90m一 一

第84図 S 885022 平・断面図

②溝状遺構

S D85103 

X-8・9区にわたって検出した。等高線に直交する方向で南北に主流を持ち， X-9区北東

隅でほぽ直角に屈曲し西に向かう。屈曲部より約10m西で再度直角に屈曲し，南北方向で主流を

もち X-g区南辺で谷筋に合流する。 X-8 (S)区北辺で削平のため消滅している。図示でき

なかったが埋土より X-8 (N)区から続いていたものであることは明らかであり，この部分を

含めて，総延長約50mにわたって検出した。

断面形の形状，幅，深さなどは一定でなく場所によって異なる。土層図の位置 (X-8(N)区

南壁)では幅約4.4m，深さが最深部で約35cmを計る。断面形は，ゆるやかなV字形を呈してい

る。谷筋近くでは幅約 2m，検出面からの深さが約20cm断面形はU字形に近い形状となる。

S D85103はX-g区でほぼ直角に 2度の屈曲を示す。また主軸方位が建物遺構の主軸方位と

同ーとなる場合もあ

る。しかし，部分的

に蛇行している。極

めて浅い部分があ

る。埋土が北側と南

側で著しく異なる，

などの遺構の検出状

況より自然の流れと

考えるのが妥当であ

」一一一一一一一」 m 
15.黒禍色土層

16貧褐色小磯混黒色粘土眉

17. 1/ 乳晴灰褐色土層

18黒色粘質土膚

19乳晴灰禍色粘質土居

第85図 X-8 (N)南壁土層図

司-
0
8
 

L =19.90m一 一

第84図 S 885022 平・断面図

②溝状遺構

S D85103 

X-8・9区にわたって検出した。等高線に直交する方向で南北に主流を持ち， X-9区北東

隅でほぽ直角に屈曲し西に向かう。屈曲部より約10m西で再度直角に屈曲し，南北方向で主流を

もち X-g区南辺で谷筋に合流する。 X-8 (S)区北辺で削平のため消滅している。図示でき

なかったが埋土より X-8 (N)区から続いていたものであることは明らかであり，この部分を

含めて，総延長約50mにわたって検出した。

断面形の形状，幅，深さなどは一定でなく場所によって異なる。土層図の位置 (X-8(N)区

南壁)では幅約4.4m，深さが最深部で約35cmを計る。断面形は，ゆるやかなV字形を呈してい

る。谷筋近くでは幅約 2m，検出面からの深さが約20cm断面形はU字形に近い形状となる。

S D85103はX-g区でほぼ直角に 2度の屈曲を示す。また主軸方位が建物遺構の主軸方位と

同ーとなる場合もあ

る。しかし，部分的

に蛇行している。極

めて浅い部分があ

る。埋土が北側と南

側で著しく異なる，

などの遺構の検出状

況より自然の流れと

考えるのが妥当であ

」一一一一一一一」 m 
15.黒禍色土層

16貧褐色小磯混黒色粘土眉

17. 1/ 乳晴灰褐色土層

18黒色粘質土膚

19乳晴灰禍色粘質土居

第85図 X-8 (N)南壁土層図

司-
0
8
 



る。

埋土の違いについてであるが， X -8 (N)区では暗灰色系の砂醸土層が多く堆積しているが，

X-9区の谷筋に近い部分では黒褐色系の粘質土層となる。

遺物は，弥生土器から中世遺物まで広範囲の時期の遺物が出土した。完形に近いへラ切りの土

師器の皿が 2点出土していることより中世前半の時期が比定される。

S 085109 

Y-8・9区で検出した。 Y-8区東壁の位置で幅

約 2m，深さ約30cmを計る。断面形はゆるやかなV字

形を呈する。東西方向で主流をもち西側はY-9区北

辺で消滅する。総延長約15mにわたって検出した。埋

土は黒灰褐色土層をベースにして上層は小醸を含み，

下層は砂質となり小礁を含む。

遺物は，土師器の小片などが数点出土 [γただけである。 SD85109の東側直近は市道が通って
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いるために，調査はY-8区の東壁の部分までしかできなかった。幅約15mの市道をはさんで東

側 (Z・A-8区)でも溝状遺構 (SD85004)が検出されている。方向がほぼ一致し，埋土も似

ているために SD85109はSD85004と同ーの溝であった可能性もある。 SD85004からは瓦器，

瓦質土器などが出土しているために SD85004は中世前半の時期が比定される。 SD85109はSD

85004と同ーの溝であるとすると中世前半の時期と言える。

S 085001 

Z.A-6・7・8区で総延長約40mにわたって検

出した。等高線にほぼ王子行して，南北方向で主軸をも

つ。 Z.A-6区北壁の部分では，幅約1.2m，深さ約

40cmを計る。断面形は，ゆるやかなV字形を呈する。

埋土は灰褐色砂質土層で上層より下層の方がやや暗い

色となる。中世遺物包含層が掘りこみ面となる。出土

遺物は，土釜の脚，土師器の杯などである。掘削面，

出土遺物より中世後半の時期が比定される。

S 085004 

Z ・A-8区で東西方向に主流をもっ溝状遺構である。総延長約13mにわたって検出した。そ
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の中央部での規模は，幅約 4m，深さ約1.2mを計る。断面形は西端がV字形を呈するが，東へい

くに従って底が広く平坦になる。埋土は黒灰褐色の粘質土層をベースにして，黒色粒が混じった

り，砂がかかったりして分層される。ややレンズ状となる層もあるが，ほぽ平行に堆積している。

遺物は瓦器，瓦質土器の椀，土師器の杯，外面に蓮弁文を有する青磁椀などが出土している。中

内
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世前半の時期が比定される。

前述した SD85109とのつながりについて

は，方向性，埋土からその可能性は強いとい

える。しかし，市道をはさんで溝の規模に大

きな差が認められる。そのことと合わせて，

S D85004のような比較的大きな規模の溝が

掘削された目的については，検出した範囲が

限られたために不明とせざるをえない。

S 085006 

Z.A-8区で総延長約10mにわたって検
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9. " 
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11. 1眉と類似(硬質，褐色粒大)

12.晴灰褐色砂賓土居
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規乱土

出した。幅約60cm，深さ約10佃を計る小規模 L=24.80m 

な溝である。埋土は茶褐色土層の単一層で，

土師器の杯・椀などが出土した。 SB 85018の

中央部でほぽ直角に近い角度で屈曲し， SB 

85018から南に向かつて流れをもっ。位置関

係より SB85018にともなう溝状遺構と考えられる。

S 085007 

l 』 l円、
1.制作土 4.茶侮色土居……50850ω
2.灰補色砂賀土層 5.明灰色砂質土居(褐色粧を含む)1

f508田013.晴備色砂慣土層 6.明灰色砂賀土眉 l 
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Z.A-8区で総延長約10mにわたって検出した。幅約30cm，深さ約10佃，断面形がU字形を

呈する。埋土は茶褐色土層の単一層で土師器の土鍋片などが少量出土している。 SB 85019の西

側の柱穴の並びと重なって，それとほぼ同ーの主軸方位をもっ。 SB85019との位置関係より，そ

れにともなう溝状遺構と考えられる。

S 085051 

F -4 (W)区で検出した。幅約30cm，深さ約15cm，断面形はゆるやかなU字形を呈する規模

の小さい溝状遺構である。 F-4 (W)区の南壁から，南北方向で主軸を持ち， F -4 (W)区北

辺で消滅する。総延長約 9mにわたって検出した。 SB85023の主軸方位に平行してその東側直

近に位置する。位置関係より SB85023にともなう溝状遺構であると考えられる。

S 085052 

F-3 (E) 区で総延長約10mにわたって検出した。東西方向で主軸をもち， G -3区西辺で

消滅する。幅約30cm，深さ約30仰の規模をもち，断面形はU字形を呈する。埋土は黒灰褐色土の

単一層であるが，部分的に，炭化物を多く含み，黒紫色粘質土が広がっている場所もある。遺物

は，土師器の杯などの土師器片，瓦質土器片が多く出土した。それ以外に壁土の焼けたものと思

われる焼土も多く出土した。焼土の様相は， S B85024の柱穴から出土した焼土と同様に一面に

平坦な面があり，もう一面に竹や角材に押しつけたと思われる痕が遺存するものが数点あった。
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呈する。埋土は茶褐色土層の単一層で土師器の土鍋片などが少量出土している。 SB 85019の西

側の柱穴の並びと重なって，それとほぼ同ーの主軸方位をもっ。 SB85019との位置関係より，そ

れにともなう溝状遺構と考えられる。
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F -4 (W)区で検出した。幅約30cm，深さ約15cm，断面形はゆるやかなU字形を呈する規模

の小さい溝状遺構である。 F-4 (W)区の南壁から，南北方向で主軸を持ち， F -4 (W)区北

辺で消滅する。総延長約 9mにわたって検出した。 SB85023の主軸方位に平行してその東側直

近に位置する。位置関係より SB85023にともなう溝状遺構であると考えられる。

S 085052 

F-3 (E) 区で総延長約10mにわたって検出した。東西方向で主軸をもち， G -3区西辺で

消滅する。幅約30cm，深さ約30仰の規模をもち，断面形はU字形を呈する。埋土は黒灰褐色土の

単一層であるが，部分的に，炭化物を多く含み，黒紫色粘質土が広がっている場所もある。遺物

は，土師器の杯などの土師器片，瓦質土器片が多く出土した。それ以外に壁土の焼けたものと思

われる焼土も多く出土した。焼土の様相は， S B85024の柱穴から出土した焼土と同様に一面に

平坦な面があり，もう一面に竹や角材に押しつけたと思われる痕が遺存するものが数点あった。
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S B85024の壁が焼けおちて S D85052に廃棄したものと思われる。

S D85052は， S B85024の主軸方位に平行して南側直近に位置する。位置関係，出土遺物より

S B85024にともなう溝状遺構の可能性が強い。

S D85053・85054

F-3 (E) 区から G-3 ・ 4 区にかけて検出した。幅は 15~30cm 深さは 15~ 5 cmの間にお

さまる。 F.G列の境界付近でSD85052に切られているために， S D85053とSD85054のつな

がりは明確ではないが，埋土，溝の規模，方向性より一本の溝状遺構と判断できる。南北に主流

を持ち約30mにわたって検出した。 G列 4・5区の境界付近で，ほぽ90度に 2度屈曲し南に向か

う。 G-4区の検出面では溝の深さは極めて浅くなり，南壁にむかつてほぼ消滅しているといっ

てよい。

出土遺物は，須恵器・瓦質土器，土師器の小片などが多く出土している。その他焼土も少し検

出されている。出土遺物より中世前半の時期が比定される。

また， S D 85053， 85054はSB 85027， 85028の西側直近で，それらとほぼ同じ主軸方位で並走

していることより，建物遺構にともなう溝状遺構であると考えられる。

S D001"" S D012 

H • 1 -4・5区を中心として12本の溝状遺構を検出した。これらの溝状遺構の深さは 5~10 

cmの聞に収まる。幅は20~30cm程度のものが最も多い。埋土は，灰褐色砂質土のほぼ単一層で，

部分的に小醸を含んだり黒みが増したりする場所もある。

これらの中で比較的大きな規模をもつものが， S D001~003である。いずれも，幅約 1 m，深

さは約10cmを計る。 H列と G列の境界付近でこれらの溝は合流する。合流地点より西側にむかつ

て比較的大きな礁が，掘り方の底面に密着して並んでいる。 SD001はG-5区でSD015と合流

するが，この醸の並びは SD015では，いっそう顕著となる。

出土遺物は，土師器の土釜，土釜の脚，土鍋，すり鉢などの破片が多い。それ以外に土師器の

小皿片，須恵器の小片なども出土している。出土遺物より，これらの溝状遺構の時期は中世後半

が比定される。

これらの溝状遺構の主軸方位はN20' ~27' W，あるいはそれに直交する方位をもっ。これは

近辺で検出されている建物遺構の主軸方位とほぼ同一である。削平されている部分が多いため

に，溝状遺構のつながりなどの全容は不明とせざるをえないが，建物遺構と深いつながりを持つ

溝状遺構であると考えられる。遺物遺構の直近で検出されたものは， S D004， S D008である。

S D 013"" S D 019 

G-4・5区では 7本の溝状遺構を検出した。 G-4・5区は 遺構が最も密集した場所であ

り，溝状遺構以外に掘立柱建物遺構 6棟，井戸 1基，土坑，多数のピットなどが検出されている。

これらの遺構は互いに深いつながりがあるものと考えられる。とくに建物遺構と溝状遺構のつな
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がりは深く，検出した建物遺構のほとんどは，その主軸方位にそって，溝状遺構をともなっている。

S D013----S D019もSDOOl----S D012と同様に掘り方は浅く，検出面からの深さは 5----20佃の

聞に収まるものが多い。主軸方位はN22.----25. W.それに直交する方向に集中する。埋土も S

DOOl----S D012と同様に灰褐色砂質土をベースにしている。出土遺物は，土師器の土釜，土鍋が

多い。それ以外に土師器の小皿，杯片，須恵器の小片が少量出土している。出土遺物より中世後

半の時期が比定される。

G-5区西辺で井戸 (SEOOl)を検出している。 SEOOlを中心に黒灰褐色砂質土の幅約 3m

の帯状の堆積が南北方向を主軸にして認められた。掘り下げていくと二本の溝状遺構 (SD013. 

S D016) となった。黒灰褐色砂質土の帯状の堆積は SEOOlより約 5m南で，ほぽ直角に屈曲し

東へ向かう。この部分での黒灰褐色土の上面での広がりは 約 5mにもおよぶ。掘り下げていく

と三本の溝状遺構 (SD015. SD017. SD018) となった。

このうちの SD015. SD018は掘り方の底面に密着して，比較的大きい礁の並びが認められ

た。 SD015は東側でSDOOUこつながっていく。礁の並びに関しては.S D015の醸が集中する場

所で. S B006の南側の柱穴の並びと重なりをもつために 建物遺構と密接な関係がある並びと

も考えられる。しかし SDOOl. S D018の醸が集中する部分で建物遺構が検出されていないため

に断定はできない。

G-5区を中心とした，遺構の密集地の検出状況は集落(S B 004----S B 009) をとり囲む西，
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南に溝状遺構が存在し，それらは井戸 (SEOOl)と密接な関係にある，といえる。

S 0020'" S 0028 

F-5区を中心に検出した。溝状遺構の検出状況規模埋土 出土遺構については， S DOO 

1~ S D019とほぼ同様といえる。

F-5区でも 3棟の掘立柱建物遺構を検出しているが， 9本の溝状遺構は，やはり建物と密接

なつながりがあると考えられる。建物遺構との位置関係より 個別の建物遺構にともなう溝 (S

D022， 023， 025) と建物遺構全体(集落)をとり囲む溝 (SD020，029)にその機能を分けるこ

とができる。

また， F-5区西辺で井戸 (SE002)を検出している。 SD029は，集落の北側を囲み， F-5

区北西隅で約900 南に向かつて屈曲し S E002に合流している。したがって G-5区でも同様

だが，集落を閏む溝状遺構は，井戸とも密接な関係にあったといえる。

③土坑

S K 85101. S K 85102 

Y-9区北西隅で検出し

た。 SK85101がSK85102 

を切っている。両方とも出

土した遺物が，小片である

ために，中世の土坑という

以外は，明確な時期につい

ては不明とせざるをえない。

S K85101は楕円形状を呈

し長軸154cm，短軸は98cm，

検出面からの深さは32cmを

計る。掘り方の底の部分に

54X 30cm大の方形状の浅い

凹みが認められた。埋土は
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2.淡灰色土居

3. 1/ ( 2よりも粘質)

第91図 S K8510い 85102 平・断面図

3層に分層され平行に堆積している。土器の小片以外に遺物が出土しなかったために，土坑の性

格については不明とせざるをえない。

S K85102は不整形な五角形状を呈する。 SK85101に一部を切られているために，全体の形状は

不明である。 SK85101と同様に掘り方の底で浅い凹みが確認される。埋土は灰黄色粘質土の単一

層である。土器の小片以外に遺物を検出しなかったために土坑の性格は不明とせざるをえない。

S K85003 

F-4 (E)区で検出した。掘り方の形状は楕円形を呈する。長軸150cm，短軸108cm，深さ約6
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Ocmを計る。淡灰褐色砂

質土の単一層で，埋土中

から数個の人頭大の安山

岩が検出された。醸以外

の遺物は，中世土器と思

われる小片が数点出土し

たのにとどまる。中世の

遺構という以外には，明

確な時期については不明

である。また.土坑の性

格も不明とせざるをえな

し当。

ミ

メ
。 l 

Jm 

L=19.36m 

~ 

S K001 

G-5区で検出した。

二つの楕円形状を呈する

土坑が切り合っている。

S K001は一方の土坑を切っている。埋土がほぼ同ーであるために，

第92図 S K85003 平・断面図

kc-上面で切り合い関係をつかむのは困難であった。長軸約160叩，短軸

約120cmを計る。約20cm下がった位置で，約60X60cm大の隅丸方形状

を呈する掘りこみが確認され，掘り方は二段掘りとなっている。二段

目の掘り込み面から底までは約32cmを計る。掘り方の底は平坦となっ 日一

土している。

ている。埋土は灰褐色砂質土の単一層で土師器の土釜片，土鍋片が出
第93図 SKOOl 

平・断面図

S K001はSB005の内側の中央やや北側の位置で検出された。 SB005との位置関係より. S 

B005にともなう土坑である可能性が強い。

④井戸

S E 001 

G-5区西辺で検出された。断面形がV字形を呈する素掘りの井戸である。掘り方の上面での

形状は隅丸方形状を呈し縦横ともに約280cmを計り ほぼ正方形となっている。深さは検出面

から 160cmを言十る。

埋土はレンズ状に堆積し. 4層に分層される。上層より灰褐色(茶褐色混)砂質土→灰褐色砂

質土→暗褐色粘質土→黒灰色粘土となる。上層の 3層からは 土師器の土釜・土鍋・小皿片が出

土し，須恵器片も少量出土した。第 4層の黒灰色粘土層の上面で土師器の完形の杯・小皿が 1点
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が，この面で検出され

ている。さらに黒灰色

粘土のほぼ中間の位置

で赤漆が施された木製

の椀が 1点出土してい

る。出土遺物より SE

001は中世後半の時期

が比定される。

S E 002 

F-5区西辺で検出

した。掘り方の上面は

楕円形状を呈する。長

軸約270cm，短軸約220

cmを計る。長軸の主軸

方位は N280 Wとな

り，近辺で検出されて

いる建物遺構の主軸方

位とほぼ同じである。

南地の断面形は二段

掘りの様相を呈している。

検出面から約50cm下がった

位置で平坦面があり，北側

に片寄って長軸約130cm，

短軸約85cmの楕円形状の二

段目の落ちが確認された。

二段目の掘り方の上面から

底まで、は約80cmを計る。底

面の形状も楕円形を呈し平

坦となっている。東西の断

面形は， S E 001と同様に

V字形を呈している。

埋土はほぼ平行に堆積

し， 9層に分層される。第

十手三hJ

o 
，m 

L=19.00m_ー

ζ二±ごてLC二万
3 

4 

1.灰褐色(茶褐色混入)砂質土

2灰褐色砂質土

3.晴偶色(灰繍色混入)粘質土

4.黒灰色粘土

第94図 S EOOl 平・断面図

山パ
ι十

第95図 S E002 平・断面図
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3層までの堆積状況は SE001の堆積とほぼ同一であるが 4層からの状況がやや異なる。掘り

方の上方部分に砂礁層の堆積が確認される。また.暗灰色系の粘土層の聞に木の枝などの植物を

多く含む薄い粘土層が確認された。最下層はグライ化した小砂醸層となる。遺物はほとんど検出

されず， 4層から土師器の小皿の小片が 1点出土しただけである。

S E001とSE002の検出された位置であるが，ほぽ共通性が認められる。いずれも掘立柱建物

遺構が集中して検出された西側に位置する。また建物群をとり囲むように存在する溝状遺構が井

戸に合流する，という点である。

⑤その他の遺構

S X85006 

E-4区南東隅で検出した。掘

り方の上面の形状は楕円形を呈す

る。長軸約19Ocm，短軸約160叩を

計る。掘り方は上方が横方向に開

くが， U字形を呈している。検出

面からの深さは，約100cmを計

る。検出面での上面の状況は河原

石，安山岩質系の擦が無作為に放

りこまれたような状況であった。

上層より離を除去していくと，ほ

ぽ中間の位置で杭状を呈した木片

が 3点検出された。木片が検出さ

れた位置が境界となり，それより

下層ではさらに大きな醸が検出さ

れた。

埋土は，ほぽ平行に堆積し， 5 

層に分層される。上層より，黄褐

l.黄禍色土居

2.灰色粘土層

3.賀補色粘土層

4.育灰色粘土居

5.灰黄色粘砂質土居

1 
Jm 

6.賞補色花削岩パイラン土

第96図 S X85006 平・断面図

色土→灰色粘質土→黄褐色粘質土→青灰色粘質土→黄色混灰色粘砂質土層となる。遺物は木片の

他に 1層の醸の聞から土師器の椀の破片，土師器の小片，須恵器片が数点出土している。 3........5

層からは須恵器の杯の底部片 土師器の椀の底部片，土師器片などが出土している。出土遺物よ

り中世前半の時期が与えられる。

遺構の性格については，掘り方の形状より井戸であった可能性も考えられる。上面から底面に

わたって連続して検出された醸は，井戸を廃棄する際に放りこんで埋めたものとも考えられる。

井戸であるとすると，建物遺構が検出された西側に位置するという点では SE001， 002と共通す
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る。しかし，建物遺構が集中して検出された位置からかなり離れている。井戸に連続する溝状遺勉

構が検出されていない。などの点でSEOOl， 002の状況と異なる。したがって SX85006の性格に

ついては，やはり不明とせざるをえない。

⑥まとめ

以上，中世の遺構について記述してきた。各遺構の時期については，中世前半と中世後半の 2

時期に区分した。この時期区分の根拠は必ずしも明確なものではない。前述したように黒色土器

・瓦器・瓦質土器が検出されるか，それらが検出される遺構と同質の埋土をもっ遺構を中世前半

とした。それらが，ほとんど検出されず，他の中世遺物が検出されるものを中世後半とした。調

査区全域で土師器の小皿が出土した場所は多い。その出土状況を見る限りへラ切り→糸切りの順

は，時期決定をする根拠とはならない。ピット，土坑，井戸などから両者が共伴している例が多

くみられるからである。

調査区内で検出された中世の遺構の広がりは場所的に 2箇所に区分される。調査区中央の B・

C ・D列(東西幅60m)では全く中世の遺構は検出されなかった。この部分をはさんで，東側と

西側で中世の遺構が検出されている。西側は特にX・Y ・Z列に集中し，東側は F・G列に集中

する。

X.y・Z列と F・G列の遺構・包含層の出土遺物には違いが認められる。土師器の小皿・椀

・杯などの出土状況は，ほぽ同じであるが， X・Y・Z列では黒色土器，瓦器，瓦質土器の含ま

れる割合が高い。 F・G列では黒色土器・瓦器は 1点も含まれず 瓦質土器がわずかに含まれる

だけである。瓦質土器が含まれる状況は X-9区などではピットよりほぼ完形の瓦質土器椀が検

出される例もある。それに対してF・G列では他の中世遺物に混じって，瓦質土器の破片がわず

かに含まれる程度である。また， F・G列の中でも北側にあたる F・G-4区では柱穴，溝など

から比較的多くの瓦質土器が検出されるが，南側のF・G-5区では，柱穴，溝からは，ほとん

ど検出されていない。また， 2箇所の出土遺物の違いで， F.G-5区では圧倒的に土釜・土鍋

が多く検出されている。柱穴からの出土遺物の大半が土釜・土鍋である。これに対してX ・y.

Z列では土釜・土鍋も検出されるが，中世遺物に占める割合は F・G-5区に比較してはるかに

少ないといえる。また F・G-4区は F・G-5区と比較した時 土釜・土鍋の占める割合が

少ない。

以上の遺物の検出状況より X・Y・Z列を中心とした範囲は中世前半 F・G-5区を中心と

した範囲は中世後半の時期が比定される。 F.G-4区を中心とした範囲の遺構についてである

が， F.G-5区との聞には前述したように遺物の出土状況の差が認められる。この差は瓦質土

器の含まれる割合が多いか少ないかの違いである。中世前半と後半を区切る基準に従って F. 

G-4区で検出された遺構については，中世前半とした。しかし，検出された遺構の位置を考慮

した時， F. G列で検出された遺構は一つの遺構群と考えられる。この遺構群は一つの集落でそ
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第97図建物遺構の主軸方位

の集落の成立，機能した時期は 14世紀前半~15世紀代と幅があると考えたい。

以上の時期を基準として，次に中世の遺構の主軸方位と時期について若干の考察をのべる。掘

立柱建物遺構についてのみ主軸方位を検討した。溝状遺構については， F.G-4区に集中し，

削平を多く受けているために，主軸方位の検討からはずした。

建物遺構の主軸方位は長軸の方向で出したために N30. W. N60. Eという 2種類の表記と

なっている。この 2つの表記はN30.Wとそれに直交する方位ということで同ーのものである。

まとめるにあたっては，全て北から何度西にふっているかという表記にした。

建物遺構の主軸方位は， 4つのグループに分けることができる。:t2. を誤差として， N15. 

Wのもの 3棟 (SB85113， 85114， 85115)， N20. Wのもの 9棟 (SB 85116， 85020， 85024， 85 

026， 85029， 001， 002， 004， 006)， N25' Wのもの12棟 (SB85016， 85017， 85018， 85019， 85 

023， 85025， 85027， 85028， 005， 007， 008， 009)， N30. Wのもの 3棟 (SB85118 ， 003， 01 

0)， N65. Wのもの 1棟となる。 N65ロ Wのものを除いて 4つのグループについて考えたい。

これらの建物遺構の主軸方位の違いは，時期差を反映しているのかどうかを見るためにX・Y

・Z列と F.G列に分けて主軸方位をみたい。 x.y・Z列ではN15ロ Wのもの 3棟， N20' W 

のもの 2棟， N25' Wのもの 4棟， N30' Wのもの 1棟となる。 F.G列ではN15'Wのもの 0，

N20' Wのもの 7棟， N25' Wのもの 8棟， N30' Wのもの 2棟となる。 x.y・Z列の中世前

半の時期と F・G列の中世前半の時期の主軸方位の違いは数字を見る限りないといえる。わずか

に両者の違いはX・Y・Z列にN15'Wの主軸方位をもつものがあることである。したがって主

軸方位の違いは時期差を反映しているものとはいえない。

しかし，一つの集落の中では，古いもの程北から西に振る角度は少ないということがいえる。

F・G-4区では，溝状遺構との関係，建て替えなどを考慮した時N20'W→N25' Wとなる。

また F.G-5区ではN20'W→N24' W→N30ロ Wとなる。これを基準にした時X・Y・Z列

の遺構も N15'W→N20' W→N25' W→N30' Wの順番が考えられる。
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建物遺構の主軸方位が，新しいものから古いものへと変化することが，何を意味するかについ

ては断定はできない。しかし建物遺構の主軸方位は，周辺の地形(道・溝・畦畔)によってある

程度限定されると考えられる。そうすると中世の時期に N150W~N300 Wの主軸をもっ地形が

周辺にあったものと考えられる。丸亀・善通寺平野には古代の条里制の痕が遺存し，その主軸方

位は N300Wと言われてきた。おそらく平野の西辺部にあるこの地域にも，中世にはいる頃に

は，条里制も普及していたと考えられる。 N300Wを絶対的なものだとすると，最大で150の差

がある建物遺構の存在をどう解釈するかについては，今後の課題となろう。
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IV 遺物について

矢ノ塚遺跡から出土した遺物は コンテナ (28.e入)数で400箱をこえる。出土した遺物は，弥

生土器，土師器，須恵器，黒色土器，緑粕陶器，瓦器，瓦質土器，磁器，陶器，染付などの土器類

と土器類以外に，石器，鉄製品，銅製品，銅銭，柱痕，獣骨，石帯などである。なかでも弥生土器

が大半を占める。

弥生土器の種類は，壷・聾・鉢・高杯に分けられる。それ以外にミニチュア土器・分銅形土製

品・銅剣形土製品・鳥形土製品などが出土している。これらの土器は弥生時代中期前半~後期中

葉の時期のものである。なかでも中期後半の時期のものが最も多い。

土師器は椀・杯・皿・聾・小皿・土釜・土鍋・播鉢・鉢などが出土している。時期的には平安

時代前半のものから中世後半までの広い時期に及ぶ。

須恵器は椀・杯・皿・杯蓋などで古墳時代後期から平安時代前半のものが出土している。

黒色土器，緑軸陶器，瓦器，瓦質土器は，ほとんどが椀である。平安時代前半から中世前半の

時期に及ぶ。

磁器は青磁・白磁が数点 陶器染付も数点が出土しただけである。

石器は，石鯨・石斧・石庖丁・スクレイパーなどが，弥生時代の遺構・包含層より多数出土し

ている。

以下弥生時代の遺物から順次，記述していきたい。

1 .弥生時代の遺物

(1) 弥生土器

弥生土器は中期前半から後期中葉頃までの土器が出土している。後期の土器は量的には少な

い。中期の土器については，各器種ごとに形態，回線文の有無などでタイプ分けした。

形態の違いは査，高杯に顕著に認められる。壷はA~Hの 8 種類に，高杯はA~Dの 4 種類に

細別した。細別した各器種を凹線文の有無などに基づいて 1~4 に区別した。

1は，四線文が全く認められないもの。

2は，回線文が認められずに，口縁端部に凹線文以外の文様が施されているもの。

3は，口縁端部だけに凹線文が施されているもの。

4は，頚部に回線文が施されているもの。以上の 4つが基準となる。

さらに. 3については(1) 凹線文と他の文様が組み合わされているもの。 (2) 回線文が明瞭な

もの。 (3) 凹線文が不明瞭なもの。に細分化した。したがって，査A3一(2)とは，壷Aという形態

で，口縁端部に明瞭な回線文が施されているものをさしている。

聾1は，回線文が全く認められない聾ということであるが，口縁端部の形態の違いで，さらに 3
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つに細分化した。 a.口縁部が短く頚部との屈曲部から口縁端部に向かつて細《なるもの。 b.

頚部との屈曲部から口縁端部にかけては，ほぽ一定の厚さのもの。口縁端部をわずかに上方に拡

張しているものもあるが，口縁端部を丸くおさめているもの。 C. 口縁端部を上方に拡張してい

るもの。下方に拡張しているもの。口縁端部に平坦面を造り，強いヨコナデを施しているために

浅い凹みが認められるもの。となる。

これらの弥生土器の胎土・色調については 4つに区分した。 1.乳灰色を呈し砂粒を含む度合

いが少なく細かい。 11.茶褐色，赤褐色，黄褐色を呈し砂粒を含む度合いが少なく細かい。 III.淡

黄茶色，赤黄茶色を呈し 1皿以上の砂粒を多く含み粗い。 IV. 1 -----III以外の胎土・色調のもの・

朱色，灰色，黒色を呈するものがある。これらの区分は観察表の胎土の欄に記した。

また観察表の残存度については 口縁部の位置でのものである。口径・器高の数字に( )が

ついているものは，残りが少ないために正確ではないということを示している。

①壷(弥生時代中期)

壷A

長い頚部から口縁部が，水平または水平より下方に開くもの。大きさ，施文には，かなりの幅

がある。

査A1 (1-----7)，口縁部付近に凹線文が全くみられず，口縁端部に凹線文以外の文様も施され

ていないものである。小さいものが多く，最大口径をもつもの(6)でも 16.1cmである。口縁端部は

上下にやや拡張しており端面は平坦になっているものが多い。調整についてであるが，ヨコナデ

という用語をここでは，回転運動を利用してつけたナデと定義した。そうすると査A1にはヨコ

ナデは全く認められない。口縁部内外面から頭部内外面の上半部の位置にはヨコナデとは違う，

回転運動を利用せずにつけた横方向のナデが認められる。頚部上半部にハケ自が認められるもの

(1・ 3・7)もあるがナデ消されているためにハケ目の全容はよみとりにくい。

体部から底部にかけての器形は土器全体が残るものがなかったために不明とせざるをえない

が，おそらく球形に近い器形になると思われる。

口縁部内面には文様が施されていないものもあるが，手のこんだ文様を施しているもの(5・

6・7)もある。文様の種類は斜線文，斜格子文，櫛描直線文である。櫛描直線文は，査A2にな

ると同じ位置に列点文が見られるものが多い。

この櫛描直線文の施文の仕方を，最も残りのよい 6でみると，口縁部内面に円形状に施されて

いる。施文全体を器面におしつけて一度も離さずに連続して描きあげたものと考えられるが，各

所で線が曲がっているために，回転運動を利用して描いたものではないことが解る。残りは少な

いが 5・7についても同様のことがいえる。

口縁部内面の文様以外に頚部には，刻目文(4)，断面三角形状の突帯(2)がみられる。また 4は，

確認できる範囲で口縁部に 2つの穿孔をもっ。

一94-

つに細分化した。 a.口縁部が短く頚部との屈曲部から口縁端部に向かつて細《なるもの。 b.

頚部との屈曲部から口縁端部にかけては，ほぽ一定の厚さのもの。口縁端部をわずかに上方に拡

張しているものもあるが，口縁端部を丸くおさめているもの。 C. 口縁端部を上方に拡張してい

るもの。下方に拡張しているもの。口縁端部に平坦面を造り，強いヨコナデを施しているために

浅い凹みが認められるもの。となる。

これらの弥生土器の胎土・色調については 4つに区分した。 1.乳灰色を呈し砂粒を含む度合

いが少なく細かい。 11.茶褐色，赤褐色，黄褐色を呈し砂粒を含む度合いが少なく細かい。 III.淡

黄茶色，赤黄茶色を呈し 1皿以上の砂粒を多く含み粗い。 IV. 1 -----III以外の胎土・色調のもの・

朱色，灰色，黒色を呈するものがある。これらの区分は観察表の胎土の欄に記した。

また観察表の残存度については 口縁部の位置でのものである。口径・器高の数字に( )が

ついているものは，残りが少ないために正確ではないということを示している。

①壷(弥生時代中期)

壷A

長い頚部から口縁部が，水平または水平より下方に開くもの。大きさ，施文には，かなりの幅

がある。

査A1 (1-----7)，口縁部付近に凹線文が全くみられず，口縁端部に凹線文以外の文様も施され

ていないものである。小さいものが多く，最大口径をもつもの(6)でも 16.1cmである。口縁端部は

上下にやや拡張しており端面は平坦になっているものが多い。調整についてであるが，ヨコナデ

という用語をここでは，回転運動を利用してつけたナデと定義した。そうすると査A1にはヨコ

ナデは全く認められない。口縁部内外面から頭部内外面の上半部の位置にはヨコナデとは違う，

回転運動を利用せずにつけた横方向のナデが認められる。頚部上半部にハケ自が認められるもの

(1・ 3・7)もあるがナデ消されているためにハケ目の全容はよみとりにくい。

体部から底部にかけての器形は土器全体が残るものがなかったために不明とせざるをえない

が，おそらく球形に近い器形になると思われる。

口縁部内面には文様が施されていないものもあるが，手のこんだ文様を施しているもの(5・

6・7)もある。文様の種類は斜線文，斜格子文，櫛描直線文である。櫛描直線文は，査A2にな

ると同じ位置に列点文が見られるものが多い。

この櫛描直線文の施文の仕方を，最も残りのよい 6でみると，口縁部内面に円形状に施されて

いる。施文全体を器面におしつけて一度も離さずに連続して描きあげたものと考えられるが，各

所で線が曲がっているために，回転運動を利用して描いたものではないことが解る。残りは少な

いが 5・7についても同様のことがいえる。

口縁部内面の文様以外に頚部には，刻目文(4)，断面三角形状の突帯(2)がみられる。また 4は，

確認できる範囲で口縁部に 2つの穿孔をもっ。

一94-



査A2 (8 ~25) ，口縁部付近に回線文がみられずに，口縁端部に回線文以外の文様が施されて

いる。大きさは最小口径のもの (18)が13.0cm，最大口径のもの(8・9)は25.8cmを計りやや差

がある。口縁端部は，壷Alと比較すると下方に拡張されているものが多い。また壷Alではみら

れなかったヨコナデが認められるもの (10・15・16・18・21・22・24・25) も多い。これは査A2

の重要な特色となる。

口縁端部に施された文様の種類は斜格子文，刻目文，刻目突帯文，斜線文，棒状浮文である。

斜格子文，斜線文は口縁部内面の斜格子文から連続して施されているものが多い。幅の広い二重

線で描かれているものが多いが 細い一本線で描かれているもの (12) もある。刻目文は右上が

り，左下がりで施されているものが多いが左上がり，右下がりのもの (20) もある。また比較的

大きい土器の中で口縁端面が広いものは刻目文を二段施しているもの(9・10) もある。その場

合，上段は右上がり左下がり，下段は左上がり右下がりとなっている。 17は，他の土器と異なり

口縁端部を丸くおさめている。その部分に， 3本 1組の棒状浮文を，一定間隔に施していると思

われる。口縁部内面も 3個 l組の円形浮文と 4個 1組の小円孔文だけで飾られている点で他の土

器とは異なる。 21は比較的狭い口縁端面であるにもかかわらず 1条の刻目突帯文を施している。

口縁部内面から口縁端部上方にかけて合計4条の刻目突帯文を施し突帯と突帯の聞に波状文を，

突帯の最下方には列点文を施すという手のこんだ施文がなされている。 17と同様に施文の方法で

21は他に例が見られないものである。

口縁部内面の文様には，斜格子文，列点文，刻目突帯文，波状文，円形浮文，小円孔文がある。

列点文には箆によるものが多く，それ以外に貝殻によるもの (16) もある。刻目突帯文には，断

面三角形状の小さなもの (21)と，幅の広い大きなもの (22)がある。いずれも波状文とともに用

いられているという点で共通している。しかし，口縁部内面に突帯をもつものは稀で，多くは，

斜格子文と列点文の組み合わせの文様が施されている。

頚部に施されたものとしては，断面三角形の突帯，指頭圧痕突帯文，刻目文，押圧文がある。

これらの文様は突帯が 1~3 条のもの，刻目文が 2 段のものがあるが，共通することは，最も下

方に位置するものが，頚部と体部の境界にあるということである。押圧文が施されている位置も

これと同じである。

調整については，頚部外面上半部はハケ目が施されているものがほとんどである。頚部内面上

半部は，へラミガキが認められるもの (12)，ハケ目が認められるもの(8 )があるが，ほとんど

は，指ナデ，ナデで仕上げられている。体部から底部にかけて遺存するものがなかったために，

全体の器形・調整については不明とせざるをえない。

査Aa一(1) (26~34) ，口縁端部に回線文と凹線文以外の文様が合わせて施されているものであ

る。口縁端部に凹線文が認められる以外は，口縁部付近に施される文様は， 26・32を例外として

ほとんど査A2と変化がない。口縁端部に施される文様は，刻目文，棒状浮文，円形浮文である。
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頚部に施されたものとしては，断面三角形の突帯，指頭圧痕突帯文，刻目文，押圧文がある。

これらの文様は突帯が 1~3 条のもの，刻目文が 2 段のものがあるが，共通することは，最も下
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そのうち刻目文と回線文の組み合せが最も多い。

口縁部内面の文様は，査A2と同じく斜格子文と列点文の組み合せのもの (28・29・30・31・3

3)がよくみられる。 30の列点文は，押圧文とする方が適当かもしれない。列点文以外には， 34に

みられるような斜格子文と簾状文の組み合わせのものもある。頭部には，断面三角形状の突帯，

刻目文が認められる。これらが施される位置は壷A2と同じで，頚部と体部の境界である。

査A3一(1)の調整は，口縁端部より内外面ともに約 3cm以内でヨコナデがほとんどの土器に施

されているという特色がある。これは，口縁端部が回線文により飾られることと密接な関係にあ

ると考えられる。

また頚部外面には，縦方向の，頚部内面には横方向のへラミガキが認められるもの (28・29・3

4)がある。査A2にも頚部内面にへラミガキが施されている例があったがその外面はハケ目が施

されていた。頚部の内外面ともにへラミガキが施されているという点で査A2とは異なる。

壷A3一(2)(35-----78) 口縁端部に回線文だけが施され，しかもそれが明瞭なものである。査A

3一(2)とA3一(3)の区別は必ずしも明確ではない。出土した土器の中には，磨滅が著しいために凹

線文が不明瞭なものがある。これらの土器は，本来はAs一(2)であるにもかかわらず， A3一(3)に

分類したものがある。

大きさは，口径が10cm前後のもの， 15叩前後のもの， 20cmをこえるものに分けることができる。

10佃前後のものの口縁部の内面は，ほとんど文様は認められない。 15佃前後のものは，円形浮文，

竹管文，波状文，列点文，斜線文，斜格子文，簾状文などが施されている。特に口縁部内面に円形

浮文が施されている土器がふえるのは壷A3一(2)の特徴である。 20仰をこえるものには，斜格子

文，斜線文，列点文，櫛描直線文，簾状文，波状文，半円形連弧文などがある。これらは，査A

l-----A3一(1)の口縁部内面の文様とほとんど変わらない。半円形連弧文 (71・73)だけが壷A3一(2)

ではじめてみられる文様である。しかし，それが施されている71・73の施文には他の土器の文様

と比較して稚拙さが認められる。それ以外に62・78の施文にも稚拙さが認められる。

頭部の文様は，断面三角形の突帯，刻目突帯文，押圧文などがある。刻目突帯文をもつもの (6

6) は，凹線文で壷A3一(2)に分類したが，器形より判断して，後期初頭の壷であろう。頚部に文

様が施される例は査A3一(2)では少なくなる。口縁部内面の文様も含めて，壷A3一(2)では， 10-----1 

5cm前後の比較的小さな口径をもつもので，全く加飾が認められないものが多くなる。

調整については，口縁部付近のヨコナデの範囲が広くなっている。口縁端部から 3仰をこえる

範囲でヨコナデが施されているものがほとんどで， 5叩をこえるもの (55・56) もある。ほとん

どの土器の頚部外面には縦方向のハケ目が施され，その上からさらにナデを施している。頭部内

面は，指ナデで仕上げている場合が多い。

それより下半部が遺存するものは， 54・55だけである。 54の最大腹径は体部中央部で，体部は，

そろばんの玉状を呈している。 55は，最大腹径が体部上半部で肩の張った球形状を呈している。
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口縁端部が垂直のもの (54) と内反するもの (55)の別があるが，他の例からして時期の前後を

決める根拠とはならない。体部から頚部，頚部から口縁部の境となる屈曲部が明瞭であるという

点で55の方に後出性が認められる。頚部以下の調整については，両者にほとんど差が認められな

い。体部外面上半はハケ目が施され，最大腹径以下はへラミガキが施されている。体部内面はハ

ケ自と指ナデの痕が遺存する。体部外面の最大腹径の位置に施されたへラミガキが54は横方向，

55は縦方向に施されているという点だけが異なる。

査Aa一(3)(79"-'116) 口縁端部に凹線文，あるいは，凹線文に近いヨコナデが施されている

が，凹線文の起伏が不明瞭なものである。先に述べたように，査Aa一(3)には，回線文があったが

磨滅のため遺存状況が悪いものも含まれている。

大きさは，口径が10"-'12cm前後に集中する。口径が15仰を越えるもの (107・109・110・111)2 

Ocmを越えるもの (112) は極端に少なくなる。それにともなって，今まで口縁部の内面に認めら

れた文様のほとんどがみられなくなる。箆・櫛・半裁竹管などで描かれた直線，曲線状の文様に

変わって，円形浮文，棒状浮文.U字状浮文などの浮文が施されている例が多くなる。それ以外

に査Aa-(2)でみられた半円形連弧文 (110)や列点文(109)などもある。円形浮文についてであ

るが竹管文と併用されて施されているもの (89・104・108)がある。その場合，口縁部に向かつ

て竹管文が外側で円形浮文が内側となる。これは壷Aa-(2)(51)でも同じである。交互に大きさ

の違うものを配する例 (107).数個を 1組に配する例 (89) などがある。 U字状浮文，棒状浮文

は，ほとんど単独で施される場合が多い。

頚部外面に施された文様には，刻目文，押圧文，員殻文，断面三角形の突帯などがある。これ

らが施される位置は，頚部と体部の境界である。

調整については，口縁部付近のヨコナデの範囲が壷Aa一(2)と同様に広く，頚部内外面の上半

部にまでおよんでいるものも多い。頚部外面は，ハケ目が，内面は指ナデが施されているものが

多い。体部から底部にかけた器形が解るものが 3点 (114・115・116)ある。体部中央部で最大腹

径をもち，ほぽ球形状となる。体部外面上半部には，ハケ目が施され，下半部には縦方向のへラ

ミガキが施されている。体部内面はハケ目の上からナデが施されている。おそらく口径10"-'12cm 

前後に集中するものは 同様の器形・調整であると思われる。

査A4(117) 頚部に回線文が施されているものである。 117の 1点だけである。長い頚部に 4

条の回線文が施されている。一本の回線の幅が明確でないために，強いヨコナデを施したために

生じた起伏とも考えられる。同様のものが口縁端部にも認められる。強いヨコナデを施したため

に. 2条めの凹線文のようにもみえる。頚部上半部に円孔をもっ。口縁部内面はヨコナデ，頚部

内面は指ナデが施されている。

壷 B

長い頚部から口縁部が斜め上方向に聞くもの。大きさは 口径20cmをこえる大きいものが多
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い。口縁端部を上下両方に拡張させ平坦面を造り出し，そこに数多い (4""'-'5条)回線文を施し

ている。

壷B1 (118) 118の 1点だけである。頚部から口縁部先端にかけて先細りになっている。口縁

端部は，ほぽ平坦面となっている。口縁端部付近には，横方向のナデの痕が，一部認められるが，

磨滅が著しいために，ヨコナデかどうかの判断はつかない。頚部と体部の境に背の高い断面が三

角形状の刻目突帯をもっ。体部上半部には， 6条の櫛描直線文が施されている。 1例だけなので

壷B1の一般的な特徴は不明である。胎土は 4""'-'7皿の砂粒を多く含み粗く，色調は樟色を呈し

ている。これは矢ノ塚遺跡においては，後期の土器に多く見られるものである。突帯の背の高さ

などと合わせて，後期の壷の可能性が高い。

査B3一(1)(119""'-'132) 口径で20cmを越える大きいものが多い。そのうち30cmを越えるものも

多い。 120・121はそれぞれ，口径13.0，10.0仰を計り比較的小型のものである。頚部の長さから

壷Bよりも査Cである可能性が高い。

口縁部内面には，全く文様は施されていない。口縁端部の文様は，凹線文以外に，刻目文，円

形浮文，棒状浮文， U字状浮文がある。頚部には，刻目文，断面三角形の突帯が施されている。

口縁端部を，上下両方に強く拡張し，回線文を施している。ヨコナデの範囲も広く，口縁部内

外面から頚部内外面にまでおよんでいるものも多い。頚部外面にはハケ目が施されている例が一

般的である。頚部内面はハケ目 (119)，へラミガキ(123)，指ナデなどにより調整が施されてい

る。ほとんどがハケ目の上からナデ調整を施したものと思われる。へラミガキが施されている12

3は器形も他の土器と異なる。口縁端部の上方への拡張はなく，口縁部を「く」字状に下方へ折り

曲げて端面を造り出している。口縁端部の収め方については126も特異である。下方への拡張は

ほとんどなく上方へだけ強く拡張する。上方へ拡張させた部分の上方でさらに平坦面を造り出

し，その部分にヨコナデを施している。頚部以下に関しては遺存するものがなかったために，器

形・調整については不明とせざるをえない。

壷B3-(2) (133""'-'152) 壷B3一(1)と同様に比較的大型のものが多いが，口径30cmを越えるも

のはない。したがって B3一(1)よりやや小型化するといえる。 137・138は査Cに139・140は査D

になる可能性が強い。頚部外面には，刻目文，ハケ原体の押圧文がみられる。それらは頚部と体

部の境に施されている。口縁部内面には文様は全く施されていない。

調整は，磨滅のため不明のものもあるが，ほとんどの土器の頚部外面にはハケ目が施されてい

ると思われる。 150は，ハケ目，へラミガキの両方が遺存している。 145は，縦方向のへラミガキ

が施されている。頚部外面にへラミガキが認められる両者は，口縁部および頚部上半の内面には

強いヨコナデが施され，回線状の起伏が遺存しているという共通点をもっ。

口縁部内外面あるいは頚部上半内外面までヨコナデが施されているものもある。頭部内面は，

ハケ目とナデにより調整されている。ハケ目が遺存するものは， 136・144・152である。いずれも
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横方向のハケ目であるが，特に136は，ハケ目が平行になるように，丁寧に施されている。頚部以

下は壷B3一(1)と同様に不明とせざるをえない。

査B3 -(3) (153~ 157) 口縁端部は，上下に拡張されているが. B3-(1)・(2)のようには顕著

でない。端面が狭くなることにともない，凹線も 3条までとなる。磨滅が著しいために，調整不

明のものが多いが，基本的な調整は壷B3一(1)・(2)と同様だと思われる。 156の頭部には，刻日文

が施されている。

153・154は，口径7. 8cm. 9. 4cmを計り小さい。 154は口縁部内面に円形浮文が施されることより

査Aとなる可能性もある。しかし，査A.Bの回線文が不明瞭となる時期の両者の違いは，器形

に関しては，ほとんどないといえる。査A・Bの区別はなくなり，口縁端部に回線文がほとんど

みられなく口径が10cm前後の小型のもの(153・154)か，口縁端部に浅い回線文が残る口径が20

cm前後のものかに大別される。口径20cm前後のものは「ハ」字状に口縁部が聞くが，口縁部内面

には全く文様は施されない。 (155・157)

壷C

短い頚部から口縁部が斜め上方向に「ハ」字状に聞くもの。口縁部が聞く角度は.45。方向の

ものが多いが.450 から直立の問で，やや立ちかげんに聞くものもある。大きさは，口径10cm前

後のものから30cmを越えるものもあり，差は大きい。

査C1 (158~ 166) 口径で最小のもの11.2cm(164) .最大のもの20.2cm(166)と比較的大小の

差が少ない。口縁端部の収め方は，丸くおさめているもの (158・159) と平坦面を造り出してい

るものにわかれる。平坦面を造り出しているもののなかには，口縁端部を拡張させているもの (1

61・162・163・166) が多いが 拡張の度合いは少ない。口縁部付近の調整は166がヨコナデが施

されている以外は，全てナデにより仕上げられている。 166のヨコナデの範囲も口縁部内外面と

も2cm程度で比較的狭い。

体部外面上半から頭部にかけては，縦方向のハケ目が認められるもの (158・165・166)もある

が，多くは磨滅が著しいために不明である。 166は，頭部内面にも横方向のハケ日が遺存する。

文様に関しては，頚部に指頭圧痕突帯文，断面が三角形状の突帯が貼り付けられている程度で

手のこんだ施文は行なわれていなしユ。 159は，体部の上半から頚部にかけて，櫛描直線文が施され

ている。頚部上半の直線文は屈曲が激しく平行には施されていない。口縁端部の収め方や，体部

上半部の立ち上がりが外脅気味であるということと合わせて. 159は特異な例といえる。

体部中央以外に関しては，遺存するものがないために，調整，全体の器形については不明とせ

ざるをえない。

査C2 (167~ 182) 口径が20cmを越える大型のものが多い。それにともない器壁も厚く作られ

ている。比較的薄いものは. 172・173・175・176であるが. 175・176は口径が他のものよりも小

さい。 172・173は頚部が他よりも短くやや器形で差が認められる。後述する査Dに近い器形であ
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るが，頚部の屈曲が査Dと異なるために，査Cとした。

口縁端部は上下両方に拡張され，広い平坦な端面が造り出されている。そこに施された文様

は，斜格子文，斜線文，押圧文，刻目文などがある。 177・178は口縁端部の拡張が比較的少ない

もので，ともに斜線文が施されている。線が細く密に施されており，先端の鋭利な細い工具が用

いられたことが解る。 173は細いハケの原体を押しつけて施されたものと思われる。頚部に施さ

れた文様のほとんどは指頭圧痕突帯文である。それ以外に刻目文が施されているもの (175)があ

る。 175の刻目文は爪により施されている。査C2の頚部まで遺存するもので，頚部に文様が施さ

れていないものは177だけである。 177は口縁端部の拡張，口縁部の立ち上がりが査 C2では特異

な例といえる。

口縁部の調整には，ヨコナデのものとナデのものとがある。一つの土器でも口縁部外面がヨコ

ナデ，内面がナデというもの (170・174・181)もある。体部外面上半から頭部外面には縦方向の

ハケ目が施されているものが多しユ。その内面には横方向のハケ目が遺存するもの (177・178・18

2)と縦方向のハケ目が遺存するもの (168・173)とがある。ほとんどは，ナデにより消されている

と思われる。頚部内面にへラミガキが認められるものは171・181でともに横方向に施されている。

体部が遺存するものは.173だけである。前述したように173は壷C2の一般的な形態を持つ土

器でないために，査C2の体部以下の器形については，不明とせざるをえない。

173は，体部中央で最大腹径をもっと思われる。そうすると，体部から底部にかけての器形は横

に長い楕円形状を呈する。体部最大腹径の位置に刺突による列点文がある。それより上半部はハ

ケ日，下半部はへラミガキを施している。内面は全体に縦方向のハケ目を施した上から，横方向

のへラミガキを間隔をあけて施している。

査C3一(1)(183"-'188) 口径が20仰をこえる比較的大型のもので器壁が厚いものが多い。口縁

端部を上下方に拡張させ，そこに回線文を施している。口縁端部の収め方で.184は上方を垂直方

向に拡張し直立する端面を造り出しているという点で他と異なる。回線文以外の文様は刻目文と

棒状浮文である。 184だけに棒状浮文が施されている。頚部には，ほとんどが指頭圧痕突帯文が施

されている。

調整は.口縁端部内外面には全てヨコナデが施されている。磨滅のため調整不明のものが多い

が. 183の頚部内面にわずかに横方向のハケ目が認められることより，査C2と同様の調整が施さ

れていると思われる。 188は口頭部内面に横方向のへラミガキが認められる。

査C3一(2)(189"-'233) 査C2・C3一(1)と比較して，小型化したものが多くなる。口径14"-'18

cmに集中し.20cmを越える大型で器壁が厚いものは極端に少なくなる。

頚部には指頭圧痕突帯文，刻目突帯文，刻目文，押圧文などが施されている。しかし，突帯は

薄く幅の狭いものとなり明瞭でなくなる傾向をもっ。査C3一(2)全体で，頭部に文様をもっ例の

方が少なく，全く加飾されていないものが多くなる。
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口縁端部の拡張は，器壁が薄くなるということと関連して上下両方への拡張はいっそう顕著となる，

頚部に文様がないものの方が文様があるものと比べて口縁端部の拡張がより強いといえる。

口頚部は内外面ともにヨコナデにより調整されている。ハケ目は口頭部には認められず，頚部と体

部の境界より下半で施されている。体部から底部にかけての器形の全てが遺存するものはないが，比

較的残りのよい218より体部以下の調整・器形はある程度，想像できる。器形については，査C3-(3)の

段階では.234よりその全容が解る。それから類推すると，最大腹径は，体部中央よりやや上に位置す

るものと思われる。それより底部にかけての器形は.234程には細長くはならず，やや球形状におさま

ると想像できる。

218の調整は，体部の最大腹径の位置に刻目文が施されている。体部外面の上半にはハケ目が遺存す

る。ハケ自の上から縦方向のへラミガキが施されているが，これは底部まで続くものと思われる。体部

内面は，上半部にハケ目が施され，中央部には縦方向のへラミガキが認められる。中央部より下半部に

かけてはへラ削りの痕が遺存する。この218にみられる器形・調整が，壷C3一(2)に一般的だと思われ

る。

231は，他の土器と比較した時，口径21.2cmを計り大きい。口縁部も長く，口縁端部を上方に拡張

し，直立した端面をもっということで特異な例といえる。

査C3一(3)(234~248) 口径で20cmを越えるものは全くみられなくなり 最大のもの (234)で17.

3cmを計る。頚部の文様は，刻目文，指頭圧痕突帯文があるが，加飾のないものの方が多い。

口頚部は内外面ともにヨコナデが施され，基本的な調整は査C3-(2)と同様と思われる。体部から底

部にかけての器形は.234にみられるように，体部中央より上半で最大腹径をもち，やや肩の張った，

上下に長い楕円形状を呈する。体部外面下半には縦方向のヘラミガキ 内面下半にはへラ削りが認め

られ，先の218と同様の調整になっていると思われる。

口縁端部は，全体としては上下両方向に拡張されている。しかし247にみられるように頚部に全く加

飾がないもので，口縁端部の拡張がさほど顕著でない例もある。 235も同様に口縁端部の拡張があまり

顕著ではないが，体部と頚部の屈曲部，口縁部の立ち上がりが内管気味という点で特異な例である。

壷D

体部から口頭部が鋭角的に屈曲し「く」字形に開くもの。口径で大きいものと小さいものの差が大き

し当。

査D1 (249~252) 口径30cmを越える大型のものが多い。口縁端部は上下両方にやや拡張してい

る。平坦な面を造り出し そこにヨコナデを施している。口縁部内外面もヨコナデにより調整されてい

る。体部外面上半には縦方向の，内面上半には横方向のハケ目が認められる例 (251・252)がある。

頭部と体部のくびれ部分には，いずれも指頭圧痕突帯文が施されている。 252は体部上半に刻目文が

認められる。体部下半から底部にかけては遺存するものがなかったために不明であるが，体部中央部

で最大腹径をもち，横に長い橋円形状を呈する器形になるものと思われる。
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壷D2 (253-----258) 口縁端部の拡張は，壷D1と同程度である。口縁部内外面は，ヨコナデが施さ

れ，体部外面上半部には縦方向のハケ目が認められるという一般的な調整手法である。口撮端部の文

様は刻目文に限られる。頚部の突帯は，指頭圧痕突帯文と刻目突帯文がある。体部以下については不明

であるが，査D1と同様だと思われる。

壷D3一(1)(259-----2臼) 口縁端部が上下に拡張される。比較的数少ない回線と刻目文がそこに施さ

れている。頚部のくびれ部分には指頭圧痕突帯文，刻目突帯文が施されているが，突帯か官忍められない

ものもある。

口縁部内外面にはヨコナデが施されているが，それが体部の上半にまでおよんでいるものも多い。

体部上半はハケ目が認められるもの (259)がある。体部内面は，横方向のへラミガキ (259)，縦方向

のへラミガキ (260)が認められるものがあるが，一般的な調整手法とはやや異なる。体部以下につい

ては遺存するものがないために不明とせざるをえない。

査D3一(2)(265-----279) 口縁端部の拡張が著しく，口径30cm前後の大型のものが多い。口縁端部に

施される凹線文の数も 3-----5条となり査D3一(1)よりも増える。口縁部のヨコナデは，ほとんどが体部

の上半にまでおよんでいる。頚部には指頭圧痕突帯文，刻目突帯文か施されているが，それがないもの

の方が多し亙。

体部外面上半には縦方向のハケ目が認められるもの (268・272)があり，内面には横方向のへラミガ

キが認められるものがある。体部以下については不明とせざるをえないが，査D1などと同様に体部中

央で最大腹径をもち横に長い楕円形を呈する器形になるものと思われる。

査D3一(3)(280-----292) 口径が15cm以下の小型のものがみられるようになる。 286・287は口頚部の

屈曲より査Cである可能性が強い。全体の器形・調整については，小型であるが288-----290より推察で

きる。

器形については，体部中央で最大腹径をもち，横に長い楕円形の体部をもつが，全体は上下に圧縮さ

れた六角形状を呈する。口径と最大腹径の差が小さいもの (288・289)と大きいもの (290)に分けら

れる。体部上半から口縁部しか遺存しないものでも，頚部のくびれ部分からの体部の聞き方で，どちら

の器形になるかの予想は容易である。

288-----290の調整は，体部外面にはへラミガキ，体部内面はハケ目の上からナデ調整を施している。磨

滅が著しいために細かい調整については不明である。 290の体部外面上半のへラミガキは，おそらく特

異な例で一般的には，縦方向のハケ目が施されている場合が多いと思われる。

口縁部内外面にはヨコナデが施され査D3一(2)と同様に内面では体部上半にまでヨコナデがおよ

んでいる。頚部に突帯が施される例もあるが，数は少ない。

壷E

頚部から口縁部が内管気味に立ち上がるものである。なかには，最初は外轡するが途中で屈曲し，屈

曲部より外轡気味に立ち上がるものもある。口径は10-----13cm程度のものが多く，大型のものは極めて
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少ない。

壷E1 (293~325) 全体の器形は293・310で解る。体部中央で最大腹形をもち.293は縦に細長い楕

円形状を呈する。 310はそれよりも丸味を帯びる。 293の底部は，体部と比べると厚くなっている。 310

の底部は欠損しているため不明であるが 293より薄いものであると思われる。口縁部の調整は.293は

ナデ¥310はヨコナデが施されていることより.293の器形が前出するものであろう。この器形は，壷E

1だけに限らず¥壷E全体の一般的な器形であると思われる。

口縁部の調整についてはナデのものとヨコナデのものがあるが，ヨコナデが施されているものがほ

とんどである。ナデが施されているものは.293・296・300・323である。口縁部が屈曲しているもの，

口縁部外面に突待があるものはこの中にはない。口縁端部に刻目文が施されている (300・323)だけで

ある。したがって口縁部に全く加飾がないものはナデが施されている場合が多いといえる。ヨコナデ

が施されているものの中でも 突帯が 1条のものと 2条以上施されているものでヨコナデの範囲が違

う。突帯 1条のものは口縁部上半の内外面約 2cm以内に限られるが. 2条以上のものは，口縁部の下半

にまでヨコナデがおよんでいる場合が多い。

口縁部の貼り付け突帯は，断面が三角形状を呈し，その上から刻白文が施されているものと施され

ていないものがある。 2条以上施されている場合は，全て刻白文が施されている。それ以外の文様とし

ては，口縁部外面に棒状浮文をもつもの (297).頭部に指頭圧痕突帯文をもつもの (323)があるが，

これらは特異な例である。また317は刻目突帯文の下方より，櫛捕直線文，波状文が施されているが一

般的な施文ではない。

ヨコナデ以外の調整については，体部外面上半から口縁部にかけては縦方向のハケ目が施されてい

る。体部最大腹径の位置には293・310ともにハケ原体の押圧文が 2段に施されている。それ以下はへ

ラミガキにより仕上げられている。体部内面には縦方向のハケ目が全面に施されているが，口縁部内

面には横方向のハケ目が認められるもの (293・314) もある。 293の体部上半にはタタキ目と思われる

圧痕が遺存する点で他のものと異なる。

口縁端部は内反する傾きをもつものと，水平なものとの別はあるが，やや拡張させ平坦面を造り出

しているという点で共通している。

壷E2 (326~328) 査Elと比較して口縁端部はやや拡張され，口径は比較的大きいものが多い。端

面には斜格子文，円形浮文が施されている。 326~328の口縁部外面には 4 条の貼り付け突帯が施され

ている。おそらく数条の突帯が施されるものと思われる。

口縁部外面のヨコナデの範囲は広く 口縁部全面に施されている。 328は口縁部外面下半にハケ目が

内面にはヘラミガキが認められる。 327は口縁部が外笥するという点で一般的な壷Eとは違った器形で

ある。

壷E3 (329~336) 口縁端部が上下に拡張され. 1~2 条の凹線文が施されているものである。回

線文と併用して口縁端部の下端には，刻目文をもつもの (329~331) がある。
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形態上の特徴は，口縁部外面に 1条の断面三角形の突帯(刻目文があるものとない，ものがある)をも

つか，口縁部が外饗し途中で屈曲して内管しながら立ち上がるものかのどちらかに限られるというこ

とである。口縁部の内外面はヨコナデによって仕上げられている。

壷E4 (337~341) 内轡する口縁部外面に数少ない凹線文が施されているものである。回線文は浅

い不明瞭なものが多くヨコナデによる起伏と思えるようなもの (339・341)もある。口縁部内外面はヨ

コナデにより仕上げられている。頚部外面にはハケ目が遺存するもの (341)がある。 337は頭部外面に

指頭圧痕突帯文が認められるが査E4では特異な例といえる。

壷F

体部と頚部のくびれ部分から長い口縁部が直立あるいは 直立からやや外轡する方向で立ち上がる

もの。体部以下が遺存する例はないが，そろばんの玉状を呈するものよりやや丸味を帯びる器形となる

と思われる。口径は10cm以下のものも多く，1Ocm前後に集中し，大小の差はないといえる。

壷F1 (342~350) 口縁端部はわずかに上下両方に拡張し，端面を平坦に造っている。そこにヨコ

ナデが施されているが，ヨコナデは口縁部上方の内外面におよんでいる。磨滅が著しく調整が不明な

ものが多いが，頚部外面にハケ目が残るもの (345・350)がある。 348の口頭部外面には，縦方向のへ

ラミガキが認められるが，口縁端部の収め方が他と異なり先細りとなっている。おそらく後期の土器

になる可能性が高いと思われる。

体部と頭部の境に列点文 ハケ原体による押圧文 断面三角形の突帯などが施されている。 347の口

縁部上方には刻目文の施されたU字状浮文が認められるが他に例はない。

壷F3 -(3) (351~354) 口縁端部に凹線文が施されているものである。口縁端部がほとんど拡張さ

れていないために，施される回線文は 1条だけである。口縁端部の凹線文と合わせて口縁部外面最上

方にも 1条の凹線文が施されている。

351・354はハケ原体の押圧文が頚部に施されている。 351・353・354の口頭部外面にはハケ目が認め

られる。

査F4 (355~366) 口頚部の外面に幅の広い回線文が数条施されているものである。 360の例を除く

と回線文の条数は 4 条~12条の聞におさまる。 360は口縁部の上半に 2 条の凹線文しか施されていな

い。凹線文は太く明瞭なもの (364~366) とヨコナデによる起伏と思われるような不明瞭なもの (359

・ 361 ・ 363) とがある。口縁端部を拡張させてそこにも凹線文を施しているもの (357 ・ 361~363 ・ 36

5j もある。口縁端部を拡張させ，円形浮文を施す例 (358) もある。 366はやや横方向に開く口縁部内

面に円形浮文を施しているものである。口頭部の内外面は おおむねヨコナデにより調整されている。

体部以下については，不明とせざるをえない。

壷G

外脅する頚部から屈曲し，口縁部が垂直に立ち上がるもの。第 1~3 の手法にあるものはなく，全て

第 4手法の査である。
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壷G4 (367~372) 口径で最小のもの (367)8.2cm 最大のもの (368)18.2cmで差が認められる。

口縁部外面に 2~7条の凹線文が施されているが，太く明瞭なもの (368~371) と浅く不明瞭なもの

(367・372)とがある。口縁端部の収め方も丸く収めているもの (367・371).平坦面を造り出してい

るもの (369・372).拡張しているもの (368・37 0)に分けられる。口縁端部を拡張しているもの

は，そこにも回線文が施されている。また口縁端部を丸く収めているものは，口縁部外面の凹線文も不

明瞭である。口縁部内面にはヨコナデが施されている。

体部以下の器形は367にみられるように，球形状になるものが一般的だと思われる。体部外面上半部

は縦方向のハケ目が施され 中央部以下はへラミガキによって仕上げられるという壷にみられる一般

的な調整手法が施されている。体部内面には指ナデの痕しか遺存しないが，おそらくハケ自の上から

指ナデを施したためにハケ自が認められないものであろう。

壷H

いわゆる無頚査である。体部から連続して口縁部が内反するものと 体部から屈曲し口縁部が内反

しながら立ち上がるものの二つの器形がある。口縁部に円孔をもっ例が多い。体部以下は，査Dとほぼ

同様の器形になると思われる。

壷H1 (373~377) 口縁部外面に刻目突帯文，断面三角形の突帯が施されているものが多い。口縁

端部をわずかに拡張させて，ヨコナデを施しているが，口縁部にヨコナデが及ぶ範囲は狭い。体部内面

の調整はへラ削りが認められるもの (374).ハケ自が認められるもの (377)がある。 375の体部外面に

はハケ原体による押圧文，ハケ自が認められる。

査H3一(3)(378・379) 口縁端部に田線文が施されているが，凹線文は 2条で不明瞭である。いず

れも口縁部外面に断面三角形の突帯が 1条施されている。磨滅のため調整は不明な部分が多いが，ヨ

コナデの範囲は査H1より広がるものと思われる。 379の内面には横方向のへラミガキが認められる。

査H4 (380~390) 口縁部外面に回線文が施されたものである。回線文の数が少ないもの (2~3 

条)は不明瞭な回線文が数の多いもの(4条以上)は明瞭な凹線文が施されている。口縁端部は拡張

され，そこに凹線文が施されている例もある。ヨコナデは口縁部内外面にとどまらず，体部外面上半ま

でおよんでいるものもある。

口縁部外面の凹線文以外に多くの文様が施されている。口縁端部には波状文，刻白文，鋸歯文が認め

られる。口縁部外面には鋸歯文が，体部上半には波状文，刻目文，押圧文，櫛描直線文，鋸歯文，菱形

文などが施されている。特に鋸歯文 (387・390)については他の壷には認められなかった文様で壷H特

有の文様ということがいえる。

体部以下の調整は380にみられるように，体部外面上半に縦方向のハケ自，下半にはへラミガキ，体

部内面には横方向のハケ目が施されており，一般的な調整手法である。
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②壷(弥生時代後期)

弥生時代中期の査と比較した時，矢ノ塚遺跡の弥生時代後期の査の特色で最も顕著なものは胎

土である。胎土の多くは凹となる。すなわち色調は淡黄茶色・赤黄茶色を呈し胎土には l皿程度

の砂粒を多く含む。胎土だけから判断しでも弥生時代中期と後期の壷を選別することはある程度

可能である。

また弥生時代後期の査は体部から頚部，頚部から口縁部の屈曲部が比較的明瞭であるために体

部，頚部，口縁部の区別が明快である。弥生時代中期の査A~Hのように，形態による分類の必

要はない。体部との屈曲部から頚部が直立あるいは直立よりやや内傾する方向で立ち上がる。頚

部との屈曲部から口縁部は水平に近い方向で開く。頚部が長いものと短いもの・口縁部が長いも

のと短いものの区別はあるが，同ーの形態をもつものと考えてよい。この形態は弥生時代中期の

査との関係でいえば壷A ・B.Cの流れを受け継いだものといえる。 400・403などの例は壷A3

( 3 )の分類の中に含めてもよい要素を持っている。ここで弥生時代中期の査D~Hは後期の

査にどう受け継がれ，反映していくかということが問題点となろう。検討課題として上げておき

fこしミ。

体部以下の器形については.391・393・397・400・401・402などによりその全容が解る。それ

ぞれによると，最大腹径が体部中央よりやや上半に位置し肩の張った上下に長い楕円形状を呈す

るもの (393・397・401・402).体部中央で最大口径をもち丸味を帯びた器形のもの (400).体部
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の砂粒を多く含む。胎土だけから判断しでも弥生時代中期と後期の壷を選別することはある程度

可能である。

また弥生時代後期の査は体部から頚部，頚部から口縁部の屈曲部が比較的明瞭であるために体

部，頚部，口縁部の区別が明快である。弥生時代中期の査A~Hのように，形態による分類の必

要はない。体部との屈曲部から頚部が直立あるいは直立よりやや内傾する方向で立ち上がる。頚

部との屈曲部から口縁部は水平に近い方向で開く。頚部が長いものと短いもの・口縁部が長いも

のと短いものの区別はあるが，同ーの形態をもつものと考えてよい。この形態は弥生時代中期の

査との関係でいえば壷A ・B.Cの流れを受け継いだものといえる。 400・403などの例は壷A3

( 3 )の分類の中に含めてもよい要素を持っている。ここで弥生時代中期の査D~Hは後期の

査にどう受け継がれ，反映していくかということが問題点となろう。検討課題として上げておき

fこしミ。

体部以下の器形については.391・393・397・400・401・402などによりその全容が解る。それ

ぞれによると，最大腹径が体部中央よりやや上半に位置し肩の張った上下に長い楕円形状を呈す

るもの (393・397・401・402).体部中央で最大口径をもち丸味を帯びた器形のもの (400).体部
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が球形状を呈し底部がせまくほとんど丸底に近い器形を呈するもの (391)に分けられる。これら

は，口縁端部の拡張，回線文の有無などより球形状を呈するものが後出するものと思われる。

弥生時代中期の査と同様に口縁端部に凹線文が施されているものがあるが，回線文は不明瞭な

ものが多い。その中には 口縁端部をほとんど拡張せずに回線文を施しているもの (393・400・4

06・407)などがある。また口縁端部を拡張するが回線文は施していないもの (398・401・404)

もある。口縁部内外面にはヨコナデが施されているが，その範囲はせまい。また頚部から体部上

半外面にはハケ目が施されているものが多い。 393は ハケ目が体部外面下半にまでいっぱいに

施されている。また体部内面は全面に縦方向のへラ削りの痕が認められる。他の土器が磨滅して

いるものが多く， 393の例が後期の査に一般化できるものかどうかは断定できない。

弥生時代中期の査に多く見られた文様は弥生時代後期になるとほとんどなくなると言ってよ

い。口縁端部に刻目文があるもの (393・397・405)，口縁部内面に円形浮文，竹管文があるもの

(400・403)頚部に刻目文があるもの (391)，以上の例だけである。 403の口縁部内面に施された

竹管文は，先の割れた竹を使用したものである。また口縁端部の刻目文も太く，雑に施されてい

る。弥生時代中期にみられた土器を飾りたてるという意識はしだいになくなっていったと思われ

る。
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(葺 AhA2) 

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

l 包含層 V-9 IV 1/4 14.0 外面ハケ目

2 5 D85037 E-4 II 1/4 10.7 
内外面ナデ
外面頚部 まがり部分に貼り付け凸帯

3 5 D85101 Y-9 1/4 10.2 頚部外面ノ、ヶ目

4 5 D85036 D-5 IV 1/4 3.25 頚部外面刻目文

5 5 D85127 V-9 1/8 12.4 
口縁部斜格子文・櫛描直線文 4条
口縁部外面ナデ

6 包含層 W-8 IV 1/4 16.1 口縁部櫛描直線文 4条と斜線文

7 5 D85101 Y-9 1/8 11.0 
口縁部内面斜格子文・櫛描直線文8条
頚部外面ハケ目

8 5 D85101 W-8(N) 1/4 25.8 
口縁端部斜格子文，ロ縁部内面斜格子文・列点文
頭部凸帯3条，内外面ノ、ヶ目

9 5 D85101 X-8 (5) 1/8 25.8 
口縁部内外面ナデ

口縁端部刻目文

10 5 D85101 W-8 1/8 22.5 
口縁端部より外面 2cmヨコナデ，内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文

11 5 D85101 X-8 (5) II 1/4 20.8 
口縁端部斜格子文，口縁部内外面ナデ
頚部外面ハケ目

口縁端部斜格子文，頭部外面 6条/αnのハケ目
12 包含層 V-9 II 1/4 20.8 類部指頭圧痕凸帯文，口縁部内外面 ナデ

頚部内蘭へラミガキ

口縁端部刻白文，頚部外面 7条/cmのハケ目
13 包含層 X-8 II 1/8 19.6 口縁部内外面 ナデ，頚部貼り付け凸帯2条

口縁部内面 円形浮文 3個

14 5 D85101 X-8 I 1/8 18.2 
口縁部内外面 ナデ，内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文，頚部

口縁端部 口縁端部より外面 2cmヨコナデ
15 包含層 W-8 II 1/4 15.0 内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文，頚部外面 9条/cmのハケ目

16 包含層 W-9 8/8 22.6 
口縁端部斜格子文，頚部 6条/cmのハケ目
貼り付け凸帯の上に刻目文，内面 ヨコナデ

口縁端部，棒状浮文 3本/1組
17 包含層 V-9 1/4 13.8 口縁部内面 円形浮文 3個/1組，円子L4個/1組(貫通)

頭部凸帯2条，円子L(貫通).頚部外面ノ、ヶ白

口縁端部斜格子文，口縁端部 口縁端部より外面2.5cm
18 包含層 V-9 IV 3/4 13.0 ヨコナデ，内面磨滅のため不明，頚部外面 8条/cmのハ

ケ目・押圧文，頚部 円子L(貫通) 4個

口縁端部斜線文，口縁部門孔(賓通) 4個/1組
19 5 D85101 y-g 1/2 15.8 口縁部内面列点文，頚部円子L(貫通).口縁部外面ナ

デ，内面磨滅のため不明，頚部刻目文

ロ縁端部刻目文
20 包含層 y-g 1/8 17.0 口縁部外商 ハケ目11条/αn ナデ，内面磨滅のため調整

不明・斜格子文

第13表土器観察表(1)
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(葺 AhA2) 

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

l 包含層 V-9 IV 1/4 14.0 外面ハケ目

2 5 D85037 E-4 II 1/4 10.7 
内外面ナデ
外面頚部 まがり部分に貼り付け凸帯

3 5 D85101 Y-9 1/4 10.2 頚部外面ノ、ヶ目

4 5 D85036 D-5 IV 1/4 3.25 頚部外面刻目文

5 5 D85127 V-9 1/8 12.4 
口縁部斜格子文・櫛描直線文 4条
口縁部外面ナデ

6 包含層 W-8 IV 1/4 16.1 口縁部櫛描直線文 4条と斜線文

7 5 D85101 Y-9 1/8 11.0 
口縁部内面斜格子文・櫛描直線文8条
頚部外面ハケ目

8 5 D85101 W-8(N) 1/4 25.8 
口縁端部斜格子文，ロ縁部内面斜格子文・列点文
頭部凸帯3条，内外面ノ、ヶ目

9 5 D85101 X-8 (5) 1/8 25.8 
口縁部内外面ナデ

口縁端部刻目文

10 5 D85101 W-8 1/8 22.5 
口縁端部より外面 2cmヨコナデ，内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文

11 5 D85101 X-8 (5) II 1/4 20.8 
口縁端部斜格子文，口縁部内外面ナデ
頚部外面ハケ目

口縁端部斜格子文，頭部外面 6条/αnのハケ目
12 包含層 V-9 II 1/4 20.8 類部指頭圧痕凸帯文，口縁部内外面 ナデ

頚部内蘭へラミガキ

口縁端部刻白文，頚部外面 7条/cmのハケ目
13 包含層 X-8 II 1/8 19.6 口縁部内外面 ナデ，頚部貼り付け凸帯2条

口縁部内面 円形浮文 3個

14 5 D85101 X-8 I 1/8 18.2 
口縁部内外面 ナデ，内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文，頚部

口縁端部 口縁端部より外面 2cmヨコナデ
15 包含層 W-8 II 1/4 15.0 内面磨滅のため不明

口縁端部刻目文，頚部外面 9条/cmのハケ目

16 包含層 W-9 8/8 22.6 
口縁端部斜格子文，頚部 6条/cmのハケ目
貼り付け凸帯の上に刻目文，内面 ヨコナデ

口縁端部，棒状浮文 3本/1組
17 包含層 V-9 1/4 13.8 口縁部内面 円形浮文 3個/1組，円子L4個/1組(貫通)

頭部凸帯2条，円子L(貫通).頚部外面ノ、ヶ白

口縁端部斜格子文，口縁端部 口縁端部より外面2.5cm
18 包含層 V-9 IV 3/4 13.0 ヨコナデ，内面磨滅のため不明，頚部外面 8条/cmのハ

ケ目・押圧文，頚部 円子L(貫通) 4個

口縁端部斜線文，口縁部門孔(賓通) 4個/1組
19 5 D85101 y-g 1/2 15.8 口縁部内面列点文，頚部円子L(貫通).口縁部外面ナ

デ，内面磨滅のため不明，頚部刻目文

ロ縁端部刻目文
20 包含層 y-g 1/8 17.0 口縁部外商 ハケ目11条/αn ナデ，内面磨滅のため調整

不明・斜格子文
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(壷 A，一(1)・ (2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

21 包含層 W~9 1/8 22.6 
口縁端部刻目凸帯文 1条・ヨコナデ

日縁部内面 波状文・列点文・ ~J 目凸帯文 4 条

22 包含層 W~9 II 1/8 23.3 
口縁端部斜格子文・口縁端部より内外面 1cmヨコナデ
口縁部内面 波状文・刻目凸帯文 1条

23 S D85101 X~ 8 (S) 1/8 17.4 
口縁部外商 ナデ，内面磨滅のため調整不明

口縁端部刻目文，口縁部内面斜格子文・列点文

24 S D85101 X~ 8 (S) II 1/8 20.8 
口縁端部 口縁端部より外面 2cmヨコナデ，斜格子文

口縁部内面斜格子文・列点文

25 S D85101 W~8 1/8 21.2 
口縁部内外商 ヨコナデ
口縁端部斜格子文，口縁部内面斜格子文・列点文

口縁端部凹線 3条・棒状浮文 4本/1組
26 S D85036 D~5 II 8/8 12.8 口縁部内面 円形浮文 3個/1組

頚部上半部門孔2個/1組

27 S D85106 X~9 IV 1/8 19.0 
口縁端部凹線 3条・刻目文
口縁部内面斜格子文，口縁部外面長方形の刻目文

28 S D85101 W~8 (N) I 1/2 26.4 
口縁部内外面 口縁文条部列棒よ点状り外文浮面4.7cm，内面5.2cmヨコナ
デ 端内面部に斜格線子 ・
ロ縁 凹 3 ・ 文 3本・頚部外面にへラ
ミガキ・刻目文

29 S D85101 X~ 8 (S) 1/4 21.6 
ロ縁端部 口縁端部子凹線文より外条列面2.5叩ヨコナデ，内面 磨滅
のため調内整面不明斜格， [l'J~3 ・刻文目文頚
ロ縁部 ・ 点 ， 部 内 外 面 へ ラ ミ ガ
キ・凸帯 3条

口縁端部 回線 3条・刻目文

30 S D85010 A~6 I 1/8 22.0 口縁部 口縁部より外面2.5cmヨコナデ，内面斜格子

文・小円子L・簾状文

口縁端部より外面 2cmヨコナデ，内面 磨滅のため調整

31 S D85010 A~6 II 1/2 17.0 (30.9) 不明，口縁端部凹線 3条・刻目文
口縁部内面 斜格子文・列点文

32 S D85102 X~9 I 1/4 10.6 口縁端部凹線 1条・棒状浮文

33 包含層 W~8 I 1/8 17.8 
口縁端部凹線 3 条・ ~J目文・円形浮文
口縁部内面斜格子文・列点文

口縁端部より内外面 3cmヨコナデ，凹線 3 条・ ~U目文
34 包含層 W~9 1/2 21.6 頚部外面縦・内面横のへラミガキ・刻目文

口縁部内面斜格子文・簾状文

35 S D85121 W~9 IV 1/8 9.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，頭部外面ハケ目

口縁端部凹線2条

36 S P ~ 36 V~9 II 1/8 9.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，外面ノ、ヶ回11条/cm
口縁端部凹線2条

37 S B85014 A.B~5・6 II 1/8 (19.9) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線 2条

38 
S B85104 

V~9 II 1/8 13.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

⑮ 口縁端部外面ハケ日 4条/0.5cmタテ方向，凹線 2条

39 S D85036 D~4 II 1/8 11.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

口縁端部凹線2条

40 包含層 U~9 II 1/4 11.6 
口縁部より外面1.8cm，内面2.2cmにヨコナデ
頚部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

第14表土器観察表(2)
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(壷 A，一(1)・ (2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

21 包含層 W~9 1/8 22.6 
口縁端部刻目凸帯文 1条・ヨコナデ

日縁部内面 波状文・列点文・ ~J 目凸帯文 4 条

22 包含層 W~9 II 1/8 23.3 
口縁端部斜格子文・口縁端部より内外面 1cmヨコナデ
口縁部内面 波状文・刻目凸帯文 1条

23 S D85101 X~ 8 (S) 1/8 17.4 
口縁部外商 ナデ，内面磨滅のため調整不明

口縁端部刻目文，口縁部内面斜格子文・列点文

24 S D85101 X~ 8 (S) II 1/8 20.8 
口縁端部 口縁端部より外面 2cmヨコナデ，斜格子文

口縁部内面斜格子文・列点文

25 S D85101 W~8 1/8 21.2 
口縁部内外商 ヨコナデ
口縁端部斜格子文，口縁部内面斜格子文・列点文

口縁端部凹線 3条・棒状浮文 4本/1組
26 S D85036 D~5 II 8/8 12.8 口縁部内面 円形浮文 3個/1組

頚部上半部門孔2個/1組

27 S D85106 X~9 IV 1/8 19.0 
口縁端部凹線 3条・刻目文
口縁部内面斜格子文，口縁部外面長方形の刻目文

28 S D85101 W~8 (N) I 1/2 26.4 
口縁部内外面 口縁文条部列棒よ点状り外文浮面4.7cm，内面5.2cmヨコナ
デ 端内面部に斜格線子 ・
ロ縁 凹 3 ・ 文 3本・頚部外面にへラ
ミガキ・刻目文

29 S D85101 X~ 8 (S) 1/4 21.6 
ロ縁端部 口縁端部子凹線文より外条列面2.5叩ヨコナデ，内面 磨滅
のため調内整面不明斜格， [l'J~3 ・刻文目文頚
ロ縁部 ・ 点 ， 部 内 外 面 へ ラ ミ ガ
キ・凸帯 3条

口縁端部 回線 3条・刻目文

30 S D85010 A~6 I 1/8 22.0 口縁部 口縁部より外面2.5cmヨコナデ，内面斜格子

文・小円子L・簾状文

口縁端部より外面 2cmヨコナデ，内面 磨滅のため調整

31 S D85010 A~6 II 1/2 17.0 (30.9) 不明，口縁端部凹線 3条・刻目文
口縁部内面 斜格子文・列点文

32 S D85102 X~9 I 1/4 10.6 口縁端部凹線 1条・棒状浮文

33 包含層 W~8 I 1/8 17.8 
口縁端部凹線 3 条・ ~J目文・円形浮文
口縁部内面斜格子文・列点文

口縁端部より内外面 3cmヨコナデ，凹線 3 条・ ~U目文
34 包含層 W~9 1/2 21.6 頚部外面縦・内面横のへラミガキ・刻目文

口縁部内面斜格子文・簾状文

35 S D85121 W~9 IV 1/8 9.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，頭部外面ハケ目

口縁端部凹線2条

36 S P ~ 36 V~9 II 1/8 9.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，外面ノ、ヶ回11条/cm
口縁端部凹線2条

37 S B85014 A.B~5・6 II 1/8 (19.9) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線 2条

38 
S B85104 

V~9 II 1/8 13.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

⑮ 口縁端部外面ハケ日 4条/0.5cmタテ方向，凹線 2条

39 S D85036 D~4 II 1/8 11.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

口縁端部凹線2条

40 包含層 U~9 II 1/4 11.6 
口縁部より外面1.8cm，内面2.2cmにヨコナデ
頚部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

第14表土器観察表(2)
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(畳 A，一(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

41 包含層 W-9 IV 1/2 10.6 
口縁部より内面2.9cmにヨコナデ，外面磨滅のため不明
口縁端部回線3条

42 S D85101 W-8 II 1/8 12.2 
口縁部より外面2.6cmにヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁端部凹線2条，口縁部内面円形浮文

43 包含層 W-8 II 1/4 10.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 1条

口縁端部内外面 3cmにヨコナデ，口縁部外商 6条/cm
44 包含層 X-8 II 1/8 10.8 のハケ目

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 9~10条/cmのハケ
45 S D85037 E-4 II 1/8 12.7 目，口縁端部回線3条，頚部外函貼り付け凸帯2条，

口縁部内面 円形浮文，円孔

46 S D85032 C-5 II 1/8 11.1 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 11条/αnのハケ目，
47 S D85035 C'D-5 II 1/4 11.4 貼り付け凸帯 1条

口縁端部回線3条，口縁部内面円形浮文2個

48 S D85032 C-5 II 1/8 8.6 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

49 S X85005 E-4 II 1/8 10.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条

口縁部内面 弓形の浮文

50 S X85005 E-4 II 1/8 12.6 
口頚部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
口縁部内面波状文

口頭部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条，頚部内
51 S D85121 W-9 I 3/4 15.1 面 円孔4個，口縁部内面円形浮文・竹管文，頚部外

面貼り付け凸帯2条

52 S X85005 E-4 IV 1/4 9.7 
磨滅のためナデ調整不明，頚部外面 ハケ目
口縁端部凹線2条，口縁部内面 円形浮文

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部 5条/佃のハケ目，口縁

53 包含層 W-9 3/4 22.8 端部凹線2条
頚部外面貼り付け凸帯2条，口縁部内面斜格子文

ほ』ま
口頭部内外面 ヨコナデ，体部内面ノ、ヶ目

54 包含層 16トレンチ II 
完形

12.0 20.9 体部外面中央から下半へラミガキ，口縁端部回線
3条

口縁部より外面2ロs，内面5.2α1にヨコナデ，体部上半か
55 包含層 X-8 II 1/4 10.0 (25.0) ら頚部外面ノ、ヶ目，体部内面ノ、ヶ目，体部中央から

下半へラミガキ，口縁端部回線3条

口縁端部より外面5.1cm，内面3.5cmにヨコナデ，頚部外
56 包含層 I 1/4 16.0 面ハケ目，口縁端部凹線2条，口縁部内面列点文，

頚部外商刻白文

57 S X85002 A-6 1/8 16.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

58 S B85015 B-5 IV 1/8 18.6 
口縁部外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口縁部内面斜格子文，列点文

59 包含層 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
口縁部内面斜格子文

60 S D85036 D-5 I 1/8 15.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁部内面斜格子文，簾状文

」一
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

41 包含層 W-9 IV 1/2 10.6 
口縁部より内面2.9cmにヨコナデ，外面磨滅のため不明
口縁端部回線3条

42 S D85101 W-8 II 1/8 12.2 
口縁部より外面2.6cmにヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁端部凹線2条，口縁部内面円形浮文

43 包含層 W-8 II 1/4 10.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 1条

口縁端部内外面 3cmにヨコナデ，口縁部外商 6条/cm
44 包含層 X-8 II 1/8 10.8 のハケ目

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 9~10条/cmのハケ
45 S D85037 E-4 II 1/8 12.7 目，口縁端部回線3条，頚部外函貼り付け凸帯2条，

口縁部内面 円形浮文，円孔

46 S D85032 C-5 II 1/8 11.1 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 11条/αnのハケ目，
47 S D85035 C'D-5 II 1/4 11.4 貼り付け凸帯 1条

口縁端部回線3条，口縁部内面円形浮文2個

48 S D85032 C-5 II 1/8 8.6 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

49 S X85005 E-4 II 1/8 10.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条

口縁部内面 弓形の浮文

50 S X85005 E-4 II 1/8 12.6 
口頚部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
口縁部内面波状文

口頭部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条，頚部内
51 S D85121 W-9 I 3/4 15.1 面 円孔4個，口縁部内面円形浮文・竹管文，頚部外

面貼り付け凸帯2条

52 S X85005 E-4 IV 1/4 9.7 
磨滅のためナデ調整不明，頚部外面 ハケ目
口縁端部凹線2条，口縁部内面 円形浮文

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部 5条/佃のハケ目，口縁

53 包含層 W-9 3/4 22.8 端部凹線2条
頚部外面貼り付け凸帯2条，口縁部内面斜格子文

ほ』ま
口頭部内外面 ヨコナデ，体部内面ノ、ヶ目

54 包含層 16トレンチ II 
完形

12.0 20.9 体部外面中央から下半へラミガキ，口縁端部回線
3条

口縁部より外面2ロs，内面5.2α1にヨコナデ，体部上半か
55 包含層 X-8 II 1/4 10.0 (25.0) ら頚部外面ノ、ヶ目，体部内面ノ、ヶ目，体部中央から

下半へラミガキ，口縁端部回線3条

口縁端部より外面5.1cm，内面3.5cmにヨコナデ，頚部外
56 包含層 I 1/4 16.0 面ハケ目，口縁端部凹線2条，口縁部内面列点文，

頚部外商刻白文

57 S X85002 A-6 1/8 16.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

58 S B85015 B-5 IV 1/8 18.6 
口縁部外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口縁部内面斜格子文，列点文

59 包含層 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
口縁部内面斜格子文

60 S D85036 D-5 I 1/8 15.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁部内面斜格子文，簾状文
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(壷A，ー(2)・(3))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

61 包含層 W-9 IV 1/2 14.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面刻目文，口縁部内面斜線文

62 包含層 W-8 1/8 16.0 
口縁端部より外面 3cmにヨコナデ，口縁端部 凹線2条
口縁部内面櫛描直線文，斜線文

63 5 D85036 D-4 II 1/4 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条，口縁部内面円形浮文

64 5 D85121 W-9 IV 1/4 13.4 
日縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，口縁部内面円形浮文

65 5 D85037 E-4 II 1/8 12.8 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
口縁部内面 円形浮文

66 5 D85036 D-4 III 3/4 18.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部内面ナデ，頚部 10条/
C加のハケ目

口縁端部凹線4条，頚部外面刻目凸帯文 l条

67 5 D85016 B-5 II 1/8 25.3 
口縁端部凹線5条
口縁部内面斜線文，ハケ原体による押圧文

68 包含層 U-9 II 1/8 20.2 
口縁部外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁内面斜格子文，斜線文

69 5 D85036 D-5 1/8 22.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
ロ縁部内面斜格子文，櫛描直線文

70 5 D85101 x-8 (5) I 1/8 (23.4) 口縁部内外商 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口縁部内面斜格子文，列点文

71 5 D85036 D-4 II 1/8 17.7 
口縁部内外面ナデ，口縁部凹線5条
口縁部内面半円連弧文

72 包含層 II 1/4 25.0 
口縁端部より 2cm以内ヨコナデ，内外面ハケ目
口縁端部凹線3条，頚部門孔

73 包含層 W-9 II 1/8 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面ノ、ヶ目

23.4 口縁端部回線2条，口縁部内面 半円連弧文・櫛描直
線文

74 5 D85032 C-5 II 1/8 26.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
口縁部内面斜格子文

75 5 B85104 V-9 1/8 23.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
ロ縁部内面斜格子文

76 5 D85125 V-9 II 1/8 (26.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条(強いヨコナデか)

77 5 D85101 Y-9 1/8 (22.6) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線3条

78 5 D85101 W-8(N) II 1/8 24.4 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
ロ縁部内面波状文・簾状文

79 包含層 W-8 II 1/8 8.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

80 5 X85005 E-4 IV 1/8 10.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

第16表土器観察表(4)
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実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

61 包含層 W-9 IV 1/2 14.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面刻目文，口縁部内面斜線文

62 包含層 W-8 1/8 16.0 
口縁端部より外面 3cmにヨコナデ，口縁端部 凹線2条
口縁部内面櫛描直線文，斜線文

63 5 D85036 D-4 II 1/4 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条，口縁部内面円形浮文

64 5 D85121 W-9 IV 1/4 13.4 
日縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，口縁部内面円形浮文

65 5 D85037 E-4 II 1/8 12.8 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
口縁部内面 円形浮文

66 5 D85036 D-4 III 3/4 18.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部内面ナデ，頚部 10条/
C加のハケ目

口縁端部凹線4条，頚部外面刻目凸帯文 l条

67 5 D85016 B-5 II 1/8 25.3 
口縁端部凹線5条
口縁部内面斜線文，ハケ原体による押圧文

68 包含層 U-9 II 1/8 20.2 
口縁部外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁内面斜格子文，斜線文

69 5 D85036 D-5 1/8 22.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
ロ縁部内面斜格子文，櫛描直線文

70 5 D85101 x-8 (5) I 1/8 (23.4) 口縁部内外商 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口縁部内面斜格子文，列点文

71 5 D85036 D-4 II 1/8 17.7 
口縁部内外面ナデ，口縁部凹線5条
口縁部内面半円連弧文

72 包含層 II 1/4 25.0 
口縁端部より 2cm以内ヨコナデ，内外面ハケ目
口縁端部凹線3条，頚部門孔

73 包含層 W-9 II 1/8 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面ノ、ヶ目

23.4 口縁端部回線2条，口縁部内面 半円連弧文・櫛描直
線文

74 5 D85032 C-5 II 1/8 26.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条
口縁部内面斜格子文

75 5 B85104 V-9 1/8 23.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
ロ縁部内面斜格子文

76 5 D85125 V-9 II 1/8 (26.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条(強いヨコナデか)

77 5 D85101 Y-9 1/8 (22.6) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線3条

78 5 D85101 W-8(N) II 1/8 24.4 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
ロ縁部内面波状文・簾状文

79 包含層 W-8 II 1/8 8.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

80 5 X85005 E-4 IV 1/8 10.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

第16表土器観察表(4)
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実番測図号 遺構番号 グリッド 飴土 残存度 口径 器高 備 考

81 S X85005 E-4 1/8 9.6 口縁端部 凹線，磨滅のため凹線の数，調整不明

頚部外面刻目文

82 S B85014 A'B-5・6 IV 1/4 11.0 口縁端部 凹線，磨滅のため凹線の数，調整不明

83 S X85005 E-5 II 1/8 12.3 磨滅のため調整不明

口縁端部回線

口縁部より外面 4cm，内面3.5cmにヨコナデ
84 S X85005 E-5 III 1/8 10.8 体部外面ハケ日，頚部外面刻白文，口縁部内面棒

状浮文

85 S D85037 E-4 II 1/4 9.3 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

86 S D85032 C-5 IV 1/2 8.7 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線2条

口縁部内面 円形浮文

87 S X85005 E-4 IV 1/4 11.6 
口頭部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため謁整不明

口縁端部凹線，口縁部内面円形浮文，頚部門孔

口縁端部から外商 lcmにヨコナデ，頚部外面 8条/cmの
88 S D85127 V-9 W 1/4 10.6 ハケ目

内面磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条

89 S D85120 W-9 IV 3/4 8.6 口縁部内面 円形浮文・竹管文，頚部 円子L4個，外商
員占り付け凸帯2条

90 包含層 U-9 II 1/4 10.5 口縁部より外面2.9cm，内面1.9cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条，頚部外面刻目文

口縁部より外面3.4cm，内面1.7cmにヨコナデ，頚部外面
91 S X85005 E-4 II 1/4 9.9 ハケ目

口縁端部凹線，頚部外面ハケ原体による押圧文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため不明，口縁端
92 包含層 E-4 IV 1/4 10.8 部 凹線2条

口縁部内面棒状浮文，頚部外面刻目文

93 S X85005 E-4 II 1/8 11.1 口縁部より外面2.2叩，内面 2cmにヨコナデ
頚部外面ハケ目，口縁端部凹線2条

口頚部内外面 ヨコナデ，頚部外面 8条/cmのタテ方向
94 S D85037 E-4 II 3/4 10.4 のハケ目

口縁端部凹線2条

95 S D85120 W-9 II 1/8 11.2 頚部外面ハケ目，口縁部内外面ハケ目
口縁端部凹線3条

96 S D85036 X-8 IV 1/8 8.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部に回線

97 S D85123 V-9 II 1/8 9.8 
口縁端部より外面2.5cm，内面2.9cmにヨコナデ

口縁端部凹線2条，頚部外面刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ，外面 8条/αnのタァ方向のハ

98 S D85037 E-4 W 1/8 9.8 ケ目

口縁端部凹線2条

99 S D85120 W-9 II 1/8 11.6 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線2条

100 包含層 V-9 II 1/2 10.9 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

第17表土器観 察表(5)
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実番測図号 遺構番号 グリッド 飴土 残存度 口径 器高 備 考

81 S X85005 E-4 1/8 9.6 口縁端部 凹線，磨滅のため凹線の数，調整不明

頚部外面刻目文

82 S B85014 A'B-5・6 IV 1/4 11.0 口縁端部 凹線，磨滅のため凹線の数，調整不明

83 S X85005 E-5 II 1/8 12.3 磨滅のため調整不明

口縁端部回線

口縁部より外面 4cm，内面3.5cmにヨコナデ
84 S X85005 E-5 III 1/8 10.8 体部外面ハケ日，頚部外面刻白文，口縁部内面棒

状浮文

85 S D85037 E-4 II 1/4 9.3 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

86 S D85032 C-5 IV 1/2 8.7 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線2条

口縁部内面 円形浮文

87 S X85005 E-4 IV 1/4 11.6 
口頭部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため謁整不明

口縁端部凹線，口縁部内面円形浮文，頚部門孔

口縁端部から外商 lcmにヨコナデ，頚部外面 8条/cmの
88 S D85127 V-9 W 1/4 10.6 ハケ目

内面磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線3条

89 S D85120 W-9 IV 3/4 8.6 口縁部内面 円形浮文・竹管文，頚部 円子L4個，外商
員占り付け凸帯2条

90 包含層 U-9 II 1/4 10.5 口縁部より外面2.9cm，内面1.9cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条，頚部外面刻目文

口縁部より外面3.4cm，内面1.7cmにヨコナデ，頚部外面
91 S X85005 E-4 II 1/4 9.9 ハケ目

口縁端部凹線，頚部外面ハケ原体による押圧文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため不明，口縁端
92 包含層 E-4 IV 1/4 10.8 部 凹線2条

口縁部内面棒状浮文，頚部外面刻目文

93 S X85005 E-4 II 1/8 11.1 口縁部より外面2.2叩，内面 2cmにヨコナデ
頚部外面ハケ目，口縁端部凹線2条

口頚部内外面 ヨコナデ，頚部外面 8条/cmのタテ方向
94 S D85037 E-4 II 3/4 10.4 のハケ目

口縁端部凹線2条

95 S D85120 W-9 II 1/8 11.2 頚部外面ハケ目，口縁部内外面ハケ目
口縁端部凹線3条

96 S D85036 X-8 IV 1/8 8.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部に回線

97 S D85123 V-9 II 1/8 9.8 
口縁端部より外面2.5cm，内面2.9cmにヨコナデ

口縁端部凹線2条，頚部外面刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ，外面 8条/αnのタァ方向のハ

98 S D85037 E-4 W 1/8 9.8 ケ目

口縁端部凹線2条

99 S D85120 W-9 II 1/8 11.6 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線2条

100 包含層 V-9 II 1/2 10.9 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

第17表土器観 察表(5)
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(葺 A3一(3). B，. B3一(1))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

口縁部より外面2.8cmにヨコナデ，頚部外面 ハケ目
101 S D85101 X-8 II 1/8 12.4 内面磨滅のため不明，口縁端部凹線2条

頚部外面列点文

102 S D85125 V-9 I 1/8 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁内面板ナデ

口縁外面 6条/cmのハケ自の上をヨコ方向のナデ

103 S B85014 A'B-5・6 II 1/8 12.2 
磨滅のため調整不明

口縁端部回線2条

104 S X85005 E-4 II 1/8 14.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線2条

口縁部内面 円形浮文・竹管文

105 包 含層 III 1/4 14.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条

頚部 円子L，口縁部内面 円形浮文・竹管文

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部と体部上半部 6条/cmの
106 S D85036 D-4 II 1/4 11.2 ハケ目

頚部のくびれ部分刻目文，口縁端部凹線2条

107 S D85010 A-6 II 1/8 15.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

口縁部内面 円形浮文

108 S D85121 W-9 IV 1/4 12.4 
口縁端部凹線 2条，頚部円孔

口縁部内面 円形浮文・竹管文

口縁部内外面・頚部外面 ヨコナデ，頚部外面 10条/cm
109 包含層 W-8 1/8 16.4 のハケ目，貝殻痕，口縁端部凹線2条，口縁部内面列

点文・円孔個数不明

110 包含層 U-9 II 1/8 15.4 口縁端部回線3条，口縁部内面半円形状連弧文
円孔

111 S D85101 X-8 II 1/4 19.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

112 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 (22.4) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線3条

113 S X85005 E-4 II 1/4 10.8 口縁部より外面4.4cm.内面4.2cmにヨコナデ
体部外商ハケ目，口縁端部凹線

口頚部内外面 ヨコナデ，体部内面 11条/cmのハケ目
114 包含層 X-8 II 1/2 9.6 20.0 体部下半部斜め方向のへラミガキ

ロ縁端部凹線2条

115 包含層 II 1/2 9.0 08.5) 
頚部・体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線 3条
口縁部内面 U字状浮文，円形浮文

116 S D85036 D-4 II 3/4 11.7 
条口縁/，cm体部の部内ハ外ケ面目，ヨ頚コ部ナ外デ面，か頚ら部体部指上ナ半デ 6体条部Ic内m面のハケ6 
目，条 下縁部半 タテ方字向のへラミガキ，口縁端部 凹線
3~，口 内面 U 状浮文 1個
口縁部内面から頚部外面 ヨコナデ，口縁端部 凹線2

117 S P -65 C-5 II 1/8 12.2 条(強いヨコナデか)

頚部外面凹線4条・円孔

118 S D85010 A-6 III 1/4 23.0 
磨滅のため調整不明，体部上半櫛描直線文

頚部外面刻目凸帯文

口縁部より外面2.6cm.内面1.8cmにヨコナデ
119 包含層 II 1/4 28.8 頚部内外商ハケ目，頚部外面刻白文

口縁端部 凹線3条・刻目文

口頚部内外面 ヨコナデ
120 包含層 V-9 II 1/4 13.0 口縁端部凹線4条，棒状浮文 3本/1組

頚部外面凸帯 1条

第18表土器観察表(6)
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

口縁部より外面2.8cmにヨコナデ，頚部外面 ハケ目
101 S D85101 X-8 II 1/8 12.4 内面磨滅のため不明，口縁端部凹線2条

頚部外面列点文

102 S D85125 V-9 I 1/8 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁内面板ナデ

口縁外面 6条/cmのハケ自の上をヨコ方向のナデ

103 S B85014 A'B-5・6 II 1/8 12.2 
磨滅のため調整不明

口縁端部回線2条

104 S X85005 E-4 II 1/8 14.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線2条

口縁部内面 円形浮文・竹管文

105 包 含層 III 1/4 14.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条

頚部 円子L，口縁部内面 円形浮文・竹管文

口縁部内外面 ヨコナデ，頚部と体部上半部 6条/cmの
106 S D85036 D-4 II 1/4 11.2 ハケ目

頚部のくびれ部分刻目文，口縁端部凹線2条

107 S D85010 A-6 II 1/8 15.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

口縁部内面 円形浮文

108 S D85121 W-9 IV 1/4 12.4 
口縁端部凹線 2条，頚部円孔

口縁部内面 円形浮文・竹管文

口縁部内外面・頚部外面 ヨコナデ，頚部外面 10条/cm
109 包含層 W-8 1/8 16.4 のハケ目，貝殻痕，口縁端部凹線2条，口縁部内面列

点文・円孔個数不明

110 包含層 U-9 II 1/8 15.4 口縁端部回線3条，口縁部内面半円形状連弧文
円孔

111 S D85101 X-8 II 1/4 19.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

112 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 (22.4) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線3条

113 S X85005 E-4 II 1/4 10.8 口縁部より外面4.4cm.内面4.2cmにヨコナデ
体部外商ハケ目，口縁端部凹線

口頚部内外面 ヨコナデ，体部内面 11条/cmのハケ目
114 包含層 X-8 II 1/2 9.6 20.0 体部下半部斜め方向のへラミガキ

ロ縁端部凹線2条

115 包含層 II 1/2 9.0 08.5) 
頚部・体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線 3条
口縁部内面 U字状浮文，円形浮文

116 S D85036 D-4 II 3/4 11.7 
条口縁/，cm体部の部内ハ外ケ面目，ヨ頚コ部ナ外デ面，か頚ら部体部指上ナ半デ 6体条部Ic内m面のハケ6 
目，条 下縁部半 タテ方字向のへラミガキ，口縁端部 凹線
3~，口 内面 U 状浮文 1個
口縁部内面から頚部外面 ヨコナデ，口縁端部 凹線2

117 S P -65 C-5 II 1/8 12.2 条(強いヨコナデか)

頚部外面凹線4条・円孔

118 S D85010 A-6 III 1/4 23.0 
磨滅のため調整不明，体部上半櫛描直線文

頚部外面刻目凸帯文

口縁部より外面2.6cm.内面1.8cmにヨコナデ
119 包含層 II 1/4 28.8 頚部内外商ハケ目，頚部外面刻白文

口縁端部 凹線3条・刻目文

口頚部内外面 ヨコナデ
120 包含層 V-9 II 1/4 13.0 口縁端部凹線4条，棒状浮文 3本/1組

頚部外面凸帯 1条
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

121 包含層 E-4 II 1/2 10.0 口縁端部より内面1.3cm，外面頚部までヨコナデ

口縁端部凹線3条，円形浮文

122 S D85019 Z -6・7 II 1/8 
口縁部より外面5.9cm，内面7.3cmにヨコナデ

27.2 口縁端部 凹線5条・円形浮文・棒状浮文

類部外面刻目文

123 S D85101 X-8 I 1/8 
口頚部外面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目

19.8 口頚部内面 へラミガキ

口縁端部凹線 3条・刻目文，頚部外面凸帯 2条

124 S D85101 X-8 I 1/4 25.2 磨滅のため調整不明，口縁端部 回線 4条・刻白文

頚部外国刻目文

125 S P -68 C-5 I 1/8 27.2 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線 3条・ U字状浮文

126 S D85104 X-9 II 1/8 29.2 
口縁端部外面2.6cm，内面頚部までヨコナデ

頚 部 外 面 ハ ケ 自 ， 口 縁 端 部 凹 線4条・刻巨文

127 S D85036 D-4 II 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線4条，円形浮文

128 包含層 X-9 II 1/8 33.4 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線 4条， U字状浮文 2本/1組

129 S D85102 X-9 III 1/8 30.0 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線5条・刻目文

130 包含層 V-10 I 1/8 31.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 7条/cmのハケ目

口縁端部回線4条，棒状浮文

131 S D85036 D-5 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条，刻目文

132 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (33.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部 凹線 5条・円形浮文 4個/1組

133 S D85102 X-9 II 1/8 21.6 
口縁端部から頚部 ヨコナデ，頚部外面 6条/cmのハケ

目，頚部内面指頭圧痕，口縁端部凹線4条，頚部外

面押圧文

134 S D85121 W-9 1/8 28.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線4条，頚部外面刻目文

135 S B85104 V-9 IV 1/8 (29.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線5条

136 S D85036 D-4 II 1/8 28.8 
口縁端部より外面9.2cm，内面 6cmにヨコナデ

頚部内面ノ、ヶ目，頚部外面刻目文

137 包含層 V-9 II 1/4 10.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 6~7条のハケ目
口縁端部凹線3条

138 S D85025 C-6 1/8 (14.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線2条

139 S D85010 A-6 II 1/8 14.4 口縁端部回線3条

頚部外面刻目文

140 S D85011 A-6 II 1/8 16.4 
口縁端部凹線3条，口縁端部下端刻日文

頚部外面刻目文
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

121 包含層 E-4 II 1/2 10.0 口縁端部より内面1.3cm，外面頚部までヨコナデ

口縁端部凹線3条，円形浮文

122 S D85019 Z -6・7 II 1/8 
口縁部より外面5.9cm，内面7.3cmにヨコナデ

27.2 口縁端部 凹線5条・円形浮文・棒状浮文

類部外面刻目文

123 S D85101 X-8 I 1/8 
口頚部外面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目

19.8 口頚部内面 へラミガキ

口縁端部凹線 3条・刻目文，頚部外面凸帯 2条

124 S D85101 X-8 I 1/4 25.2 磨滅のため調整不明，口縁端部 回線 4条・刻白文

頚部外国刻目文

125 S P -68 C-5 I 1/8 27.2 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線 3条・ U字状浮文

126 S D85104 X-9 II 1/8 29.2 
口縁端部外面2.6cm，内面頚部までヨコナデ

頚 部 外 面 ハ ケ 自 ， 口 縁 端 部 凹 線4条・刻巨文

127 S D85036 D-4 II 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線4条，円形浮文

128 包含層 X-9 II 1/8 33.4 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線 4条， U字状浮文 2本/1組

129 S D85102 X-9 III 1/8 30.0 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線5条・刻目文

130 包含層 V-10 I 1/8 31.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 7条/cmのハケ目

口縁端部回線4条，棒状浮文

131 S D85036 D-5 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条，刻目文

132 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (33.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部 凹線 5条・円形浮文 4個/1組

133 S D85102 X-9 II 1/8 21.6 
口縁端部から頚部 ヨコナデ，頚部外面 6条/cmのハケ

目，頚部内面指頭圧痕，口縁端部凹線4条，頚部外

面押圧文

134 S D85121 W-9 1/8 28.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線4条，頚部外面刻目文

135 S B85104 V-9 IV 1/8 (29.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線5条

136 S D85036 D-4 II 1/8 28.8 
口縁端部より外面9.2cm，内面 6cmにヨコナデ

頚部内面ノ、ヶ目，頚部外面刻目文

137 包含層 V-9 II 1/4 10.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 6~7条のハケ目
口縁端部凹線3条

138 S D85025 C-6 1/8 (14.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線2条

139 S D85010 A-6 II 1/8 14.4 口縁端部回線3条

頚部外面刻目文

140 S D85011 A-6 II 1/8 16.4 
口縁端部凹線3条，口縁端部下端刻日文

頚部外面刻目文
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(壷 B，ー(2)・(3)，C1) 

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

141 S D85037 E-4 IV 1/8 18.6 
磨滅のため調整不明，頚部外面 ハケ目 5条/cmタテ方向
口縁端部回線3条

142 S D85010 A-6 II 1/4 21.0 
口縁部より外面5.4cm.内面にヨコナデ
頚部外商ハケ目，口縁端部凹線3条

143 S D85102 X-9 1/8 23.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線5条

144 包含層 W-8 II 1/4 22.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条
頚部内面 7条/cmのハケ目・指頭圧痕，外面刺突文

145 S D85121 W-9 II 1/4 22.0 
ロ縁部より外面3.5cm.内面6.7cmにヨコナデ
頚部外面へラミガキ・刻目文，口縁端部凹線5条

146 S D85036 D-5 II 1/8 27.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部凹線4条

147 S D85036 D-4 III 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線6条

148 S D85036 D-5 III 1/8 24.4 庫署滅のため調整不明
口縁端部凹線4条

149 S D85101 A-7 II 1/4 20.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目文11条

口縁部より外面6.2cm.内面6.7cmにヨコナデ
150 S D85013 A'B-6 II 1/4 22.0 頚部外面 ハケ目・へラミガキ・刻目文

口縁端部凹線5条

151 包含層 II 1/2 22.8 
口縁部内面・口頚部外面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁端部回線4条，頚部ノ、ヶ原体による押圧文

口縁部より外商3.9cm.内面にヨコナデ
152 包含層 W-8(N) II 1/4 22.8 頚部外面 刻目文，内外面ともにハケ目，口縁端部に凹

線 3条

153 S D85102 X-g IV 1/4 7.8 口縁部内外面 ヨコナデ

154 包含層 E-4 II 3/4 9.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部回線 1条
口縁部内面 円形浮文 2個

155 包含層 X-8 III 1/2 19.6 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線 3条

156 包含層 C-5 III 1/8 27.6 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目文

157 包含層 E-4 IV 1/8 25.0 
磨滅のため調整不明
口縁端部に凹線3条

頚部から体部上半部にかけて 5条/cmのハケ目，口縁部内
158 包含層 W-9 IV 3/4 16.8 外面ナデ，体部上半ノ、ヶ目の上をナデ，内面指ナ

デの上を横斜方向のナデ

159 包含層 V-10 II 1/4 16.8 
磨滅のため調整不明

外面櫛描文12本単位?

160 S D85101 Y-9 I 8/8 13.8 磨滅のため調整不明
口縁部外面ナデ
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(壷 B，ー(2)・(3)，C1) 

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

141 S D85037 E-4 IV 1/8 18.6 
磨滅のため調整不明，頚部外面 ハケ目 5条/cmタテ方向
口縁端部回線3条

142 S D85010 A-6 II 1/4 21.0 
口縁部より外面5.4cm.内面にヨコナデ
頚部外商ハケ目，口縁端部凹線3条

143 S D85102 X-9 1/8 23.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線5条

144 包含層 W-8 II 1/4 22.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条
頚部内面 7条/cmのハケ目・指頭圧痕，外面刺突文

145 S D85121 W-9 II 1/4 22.0 
ロ縁部より外面3.5cm.内面6.7cmにヨコナデ
頚部外面へラミガキ・刻目文，口縁端部凹線5条

146 S D85036 D-5 II 1/8 27.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部凹線4条

147 S D85036 D-4 III 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線6条

148 S D85036 D-5 III 1/8 24.4 庫署滅のため調整不明
口縁端部凹線4条

149 S D85101 A-7 II 1/4 20.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目文11条

口縁部より外面6.2cm.内面6.7cmにヨコナデ
150 S D85013 A'B-6 II 1/4 22.0 頚部外面 ハケ目・へラミガキ・刻目文

口縁端部凹線5条

151 包含層 II 1/2 22.8 
口縁部内面・口頚部外面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁端部回線4条，頚部ノ、ヶ原体による押圧文

口縁部より外商3.9cm.内面にヨコナデ
152 包含層 W-8(N) II 1/4 22.8 頚部外面 刻目文，内外面ともにハケ目，口縁端部に凹

線 3条

153 S D85102 X-g IV 1/4 7.8 口縁部内外面 ヨコナデ

154 包含層 E-4 II 3/4 9.4 
磨滅のため調整不明，口縁端部回線 1条
口縁部内面 円形浮文 2個

155 包含層 X-8 III 1/2 19.6 磨滅のため調整不明
口縁端部凹線 3条

156 包含層 C-5 III 1/8 27.6 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目文

157 包含層 E-4 IV 1/8 25.0 
磨滅のため調整不明
口縁端部に凹線3条

頚部から体部上半部にかけて 5条/cmのハケ目，口縁部内
158 包含層 W-9 IV 3/4 16.8 外面ナデ，体部上半ノ、ヶ目の上をナデ，内面指ナ

デの上を横斜方向のナデ

159 包含層 V-10 II 1/4 16.8 
磨滅のため調整不明

外面櫛描文12本単位?

160 S D85101 Y-9 I 8/8 13.8 磨滅のため調整不明
口縁部外面ナデ
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(壷 Cj，C，) 

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

番可

161 包含層 W-8 1/8 16.8 磨滅のため調整不明

162 S K85104 x-8 (N) 1/8 11.8 磨滅のため調整不明

163 S 085102 X-9 I 1/4 14.0 磨滅のため調整不明

IV 1/8 11.2 
磨滅のため調整不明

164 包含層 W-8 
頚部に貼り付け凸帯

II 8/8 11.5 
頚部外面ハケ目，指頭圧痕凸帯文

165 包含層
口縁部内外面ナデ

口縁部内外面 ハケ目，口縁部より外面2.1cm，内面2.2
166 S 085101 Y-9 IV 1/4 20.2 cmにヨコナデ

頚部指頭圧痕凸帯文

X-8 (S) IV 1/4 21.8 
口縁端部斜格子文

167 S 085101 
頚部指頭圧痕凸帯文

W-8(N) 1/8 22.8 
休部内面ハケ目，口縁部内外面ナデ

168 S 085101 
口縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

II 1/4 24.6 
口縁部より外面2.8αnにヨコナデ，頚部外面 ノ、ヶ目

169 S B85111 V-9 
口縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

体部外面ノ、ヶ目 3条/αn，口縁部外面 ヨコナデ，内面

170 包含層 W-9 1/2 25.4 ナデ
ロ縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

IV 1/4 26.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面へフミガキ

171 S 085101 Y-9 
頚部外面ハケ目，口縁端部斜格子文・刻目文

X-8 (N) 1/8 (25.4) 
磨滅のため調整不明，口縁端部刻目文

172 S K85104 
頚部指頭圧痕凸帯文

173 包含層 W-9 1/8 26.3 芸ガ口縁員キ部ゐ，守口内縁琴外端宝面子部費ヨノ面コ、列ヶナfのデE文原シ体体Jにf部Fよ上ノVる半J押F部部圧の文7j条.FE/頭咽ロ部とZ14品指条Z頭/c主圧m痕の主守ハ凸
帯文

II 1/8 20.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ

174 包含層 V-9 
口縁端部刻目文，頭部指頭圧痕凸帯文

1/4 15.8 
磨滅のため調整不明

175 包含層 W-8 
口縁端部刻目文，頚部爪圧文

I 1/8 16.4 
磨滅のため調整不明

176 S 085036 0-5 
日縁端部刻白文，類部指頭圧痕凸帯文

IV 1/8 18.2 
口縁部外面ナデ，内面横方向の4条/cmのハケ目

177 包含層 V-9 
口縁端部斜格子文

1/8 (19.0) 
口縁部内外面ナデ，内面端部から 1cmの範囲ハケ目

178 S 085124 V-9 
9条/αn，口縁端部斜線文

包含層 II 1/2 21. 7 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部刻目文

179 W-9 
頚部外面 6条/cmのハケ目，指頭圧痕凸帯文

II 1/8 27.4 
口縁部内外商 ヨコナデ

180 S 085124 V-9 
口縁端部刻白文
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(壷 Cj，C，) 

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

番可

161 包含層 W-8 1/8 16.8 磨滅のため調整不明

162 S K85104 x-8 (N) 1/8 11.8 磨滅のため調整不明

163 S 085102 X-9 I 1/4 14.0 磨滅のため調整不明

IV 1/8 11.2 
磨滅のため調整不明

164 包含層 W-8 
頚部に貼り付け凸帯

II 8/8 11.5 
頚部外面ハケ目，指頭圧痕凸帯文

165 包含層
口縁部内外面ナデ

口縁部内外面 ハケ目，口縁部より外面2.1cm，内面2.2
166 S 085101 Y-9 IV 1/4 20.2 cmにヨコナデ

頚部指頭圧痕凸帯文

X-8 (S) IV 1/4 21.8 
口縁端部斜格子文

167 S 085101 
頚部指頭圧痕凸帯文

W-8(N) 1/8 22.8 
休部内面ハケ目，口縁部内外面ナデ

168 S 085101 
口縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

II 1/4 24.6 
口縁部より外面2.8αnにヨコナデ，頚部外面 ノ、ヶ目

169 S B85111 V-9 
口縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

体部外面ノ、ヶ目 3条/αn，口縁部外面 ヨコナデ，内面

170 包含層 W-9 1/2 25.4 ナデ
ロ縁端部斜格子文，頚部指頭圧痕凸帯文

IV 1/4 26.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面へフミガキ

171 S 085101 Y-9 
頚部外面ハケ目，口縁端部斜格子文・刻目文

X-8 (N) 1/8 (25.4) 
磨滅のため調整不明，口縁端部刻目文

172 S K85104 
頚部指頭圧痕凸帯文

173 包含層 W-9 1/8 26.3 芸ガ口縁員キ部ゐ，守口内縁琴外端宝面子部費ヨノ面コ、列ヶナfのデE文原シ体体Jにf部Fよ上ノVる半J押F部部圧の文7j条.FE/頭咽ロ部とZ14品指条Z頭/c主圧m痕の主守ハ凸
帯文

II 1/8 20.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ

174 包含層 V-9 
口縁端部刻目文，頭部指頭圧痕凸帯文

1/4 15.8 
磨滅のため調整不明

175 包含層 W-8 
口縁端部刻目文，頚部爪圧文

I 1/8 16.4 
磨滅のため調整不明

176 S 085036 0-5 
日縁端部刻白文，類部指頭圧痕凸帯文

IV 1/8 18.2 
口縁部外面ナデ，内面横方向の4条/cmのハケ目

177 包含層 V-9 
口縁端部斜格子文

1/8 (19.0) 
口縁部内外面ナデ，内面端部から 1cmの範囲ハケ目

178 S 085124 V-9 
9条/αn，口縁端部斜線文

包含層 II 1/2 21. 7 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部刻目文

179 W-9 
頚部外面 6条/cmのハケ目，指頭圧痕凸帯文

II 1/8 27.4 
口縁部内外商 ヨコナデ

180 S 085124 V-9 
口縁端部刻白文
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(壷 C" C，一(1)・(2))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ
181 包含層 W-9 II 1/8 26.5 頚部外面 7条/佃のハケ目

口縁部内面へラミガキ，口縁端部斜格子文と刻目文

口縁部より外面2.9cm，内面4.7cmにヨコナデ
182 包含層 II 1/8 24.3 頚部内外面ノ、ヶ目，口縁端部刻目文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

183 S K85104 X-8 (N) 1/4 21.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条・刻目文
頚部外面指頭圧痕凸帯文

184 S B85015 B-5 II 1/8 20.1 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部棒状浮文3本/1組・凹線3条

185 S X85004 B-6 1/4 22.6 
磨滅のため調整不明，頚部外面指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線4条・刻目文

186 S 085036 0-5 I 1/8 27.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条・刻目文

187 包含層 Y-9 3/4 (25.6) 
磨滅のため調整不明，頚部外頭指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線2条・刻目文

口縁部・頚部内面へフミガキ
188 S 085101 W-8(N) 1/8 23.6 口縁端部回線 3 条・ ~J目文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

189 S X85001 A-6 IV 1/4 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

190 S 085101 Y-9 II 1/4 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条，頚部刻目文

191 S 085101 X-8 1/4 11.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

192 S 085120 W-9 II 1/8 12.4 
口縁部より外面2.4αn，内面2.7αnにヨコナデ
口縁端部凹線2条

193 包含層 II 1/4 17.7 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

194 S 085037 E-4 1/4 17.0 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

195 S 085013 A.B-6 1/8 13.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

196 S 085010 A-6 II 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

197 S X85005 E-4 II 1/8 16.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線3条

198 包含層 V-9 IV 1/2 15.8 
口縁部内外商 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

199 S 085031 B・C-5・6 II 1/8 17.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

200 S 085031 B・C-5・6 II 1/8 17.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部凹線2~3条

第22表土器観 察表側
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(壷 C" C，一(1)・(2))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ
181 包含層 W-9 II 1/8 26.5 頚部外面 7条/佃のハケ目

口縁部内面へラミガキ，口縁端部斜格子文と刻目文

口縁部より外面2.9cm，内面4.7cmにヨコナデ
182 包含層 II 1/8 24.3 頚部内外面ノ、ヶ目，口縁端部刻目文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

183 S K85104 X-8 (N) 1/4 21.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条・刻目文
頚部外面指頭圧痕凸帯文

184 S B85015 B-5 II 1/8 20.1 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部棒状浮文3本/1組・凹線3条

185 S X85004 B-6 1/4 22.6 
磨滅のため調整不明，頚部外面指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線4条・刻目文

186 S 085036 0-5 I 1/8 27.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条・刻目文

187 包含層 Y-9 3/4 (25.6) 
磨滅のため調整不明，頚部外頭指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線2条・刻目文

口縁部・頚部内面へフミガキ
188 S 085101 W-8(N) 1/8 23.6 口縁端部回線 3 条・ ~J目文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

189 S X85001 A-6 IV 1/4 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

190 S 085101 Y-9 II 1/4 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条，頚部刻目文

191 S 085101 X-8 1/4 11.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

192 S 085120 W-9 II 1/8 12.4 
口縁部より外面2.4αn，内面2.7αnにヨコナデ
口縁端部凹線2条

193 包含層 II 1/4 17.7 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

194 S 085037 E-4 1/4 17.0 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

195 S 085013 A.B-6 1/8 13.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

196 S 085010 A-6 II 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

197 S X85005 E-4 II 1/8 16.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線3条

198 包含層 V-9 IV 1/2 15.8 
口縁部内外商 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

199 S 085031 B・C-5・6 II 1/8 17.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

200 S 085031 B・C-5・6 II 1/8 17.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部凹線2~3条

第22表土器観 察表側
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(壷 C3-(2)) 

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

201 S D85032 C-5 II 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

202 S D85036 D-5 II 1/8 18.0 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

203 包含層 V-9 I 3/4 
口縁部より外面3.1cmにヨコナデ，内面磨滅のため調整

9.8 不明
体部外面 ，、ヶ目，口縁端部凹線2条

204 S D85102 X-9 I 1/8 15.4 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線 3条

205 S D85102 X-9 II 1/8 15.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線4条

206 S D85032 C-5 II 1/2 14.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
頚部外面から体部 8条/cmのタテ方向のハケ自
口縁端部凹線3条

207 S D85019 Z -6・7 II 1/4 13.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

208 S D85036 D-4 I 1/2 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

209 S P -12 V-9 II 1/2 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面板ナデか
口縁端部凹線2条

210 S P -23 X-9 II 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目 5条/cm
口縁端部凹線 3条

211 S D85013 A.B-6 II 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

212 S D85121 W-9 II 1/4 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

213 S D85120 W-9 IV 1/8 9.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

214 包含層 U-9 I 3/4 16.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 6条/cmのハケ目
口縁端部回線 3条，頚部押圧文

215 S D85019 Z -6・7 II 1/8 23.8 
磨滅のため調整不明，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部凹線3条

216 包含層 V-9 III 1/2 21.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部内面上半ハケ目，口縁端部凹線4条

217 S D85036 D-5 I 1/8 21.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線3条

218 S D85037 
口ケ頭目部，体内部外内面面 ヨコナデ，頚部外面上半 5条/0.8cmのハ

E-4 IV 3/4 14.6 5条/0.8叩のハケ目，体部外面へラミ
ガ部キ，中央中央部刻 へフミガキ，部へラミガキの下 へラ削り
体 目文，口縁端凹線3条

219 S D85018 Z -6・7 II 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

220 包含層 W-8 1/8 14.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部回線2条

第23表土器観察表 (11)
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(壷 C3-(2)) 

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

201 S D85032 C-5 II 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

202 S D85036 D-5 II 1/8 18.0 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条

203 包含層 V-9 I 3/4 
口縁部より外面3.1cmにヨコナデ，内面磨滅のため調整

9.8 不明
体部外面 ，、ヶ目，口縁端部凹線2条

204 S D85102 X-9 I 1/8 15.4 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線 3条

205 S D85102 X-9 II 1/8 15.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線4条

206 S D85032 C-5 II 1/2 14.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
頚部外面から体部 8条/cmのタテ方向のハケ自
口縁端部凹線3条

207 S D85019 Z -6・7 II 1/4 13.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

208 S D85036 D-4 I 1/2 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

209 S P -12 V-9 II 1/2 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面板ナデか
口縁端部凹線2条

210 S P -23 X-9 II 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目 5条/cm
口縁端部凹線 3条

211 S D85013 A.B-6 II 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

212 S D85121 W-9 II 1/4 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線4条

213 S D85120 W-9 IV 1/8 9.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

214 包含層 U-9 I 3/4 16.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 6条/cmのハケ目
口縁端部回線 3条，頚部押圧文

215 S D85019 Z -6・7 II 1/8 23.8 
磨滅のため調整不明，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部凹線3条

216 包含層 V-9 III 1/2 21.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部内面上半ハケ目，口縁端部凹線4条

217 S D85036 D-5 I 1/8 21.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面指頭圧痕凸帯文
口縁端部凹線3条

218 S D85037 
口ケ頭目部，体内部外内面面 ヨコナデ，頚部外面上半 5条/0.8cmのハ

E-4 IV 3/4 14.6 5条/0.8叩のハケ目，体部外面へラミ
ガ部キ，中央中央部刻 へフミガキ，部へラミガキの下 へラ削り
体 目文，口縁端凹線3条

219 S D85018 Z -6・7 II 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

220 包含層 W-8 1/8 14.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部回線2条

第23表土器観察表 (11)
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(壷 C3ー (2)・(3))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

221 包含層 1/4 13.8 
口縁部より外面3.4cm，内面3.9cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条，頚部刻目文

222 S D85101 W-8 (N) II 1/4 12.2 
口縁部より外面3.1cmにヨコナデ，体部外面 ハケ目
頚部ハケ原体の押圧文，口縁端部凹線3条

223 包含層 W-8 1/8 14.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線 1条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

224 S D85102 X-9 IV 1/4 14.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面 指頭圧痕凸帯文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

225 包含層 W-8 1/4 13.8 体部外面上半へラミガキ，口縁端部凹線2条，頚部
外面指頭圧痕凸帯文

口縁部より外面1.5cm，内面3.4cmにヨコナデ
226 S D85101 Y-9 II 1/8 13.6 体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

頚部外面刻目凸帯文

227 S D85031 B'C-5・6 1/8 (12.6) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
頚部外面刻目文

228 S X85004 B-6 IV 1/4 17.4 磨滅のため謂整不明，口縁端部 回線3条
頚部外面刻目文

229 S D85036 D-5 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ目
口縁端部回線2条，頚部外面刻目凸帯文

230 S D85025 C-6 I 1/4 15.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 3条
頚部は削りだしによる凸帯か，刻目文

231 S D85016 B-5 II 1/8 21.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

232 包含層 IV 1/4 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻白文

233 S D85124 V-9 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

234 S D85036 D-5 IV 8/8 17.3 
頚部内面 5条/cmのノケ目，体部外面下半 へラミガキ
体部内面下半へラ削り，口縁端部凹線3条

235 包含層 Y-9 3/4 12.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 8条/cmのノケ日
口縁端部回線2条(強いヨコナデか)

236 S D85124 V-9 III 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

237 S D85125 V-9 II 1/4 14.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

238 S D85012 A-6 1/8 14.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条，頚部外面刻白文

239 S X85002 A-6 IV 1/4 14.2 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面刻目文

240 S D85124 V-9 IV 1/8 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 5条/仰のハケ目
口縁端部 凹線2条(強いヨコナデか)

第24表土器観察表(12)
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(壷 C3ー (2)・(3))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

221 包含層 1/4 13.8 
口縁部より外面3.4cm，内面3.9cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条，頚部刻目文

222 S D85101 W-8 (N) II 1/4 12.2 
口縁部より外面3.1cmにヨコナデ，体部外面 ハケ目
頚部ハケ原体の押圧文，口縁端部凹線3条

223 包含層 W-8 1/8 14.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線 1条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

224 S D85102 X-9 IV 1/4 14.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面 指頭圧痕凸帯文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

225 包含層 W-8 1/4 13.8 体部外面上半へラミガキ，口縁端部凹線2条，頚部
外面指頭圧痕凸帯文

口縁部より外面1.5cm，内面3.4cmにヨコナデ
226 S D85101 Y-9 II 1/8 13.6 体部外面ノ、ヶ目，口縁端部凹線3条

頚部外面刻目凸帯文

227 S D85031 B'C-5・6 1/8 (12.6) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
頚部外面刻目文

228 S X85004 B-6 IV 1/4 17.4 磨滅のため謂整不明，口縁端部 回線3条
頚部外面刻目文

229 S D85036 D-5 1/8 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ目
口縁端部回線2条，頚部外面刻目凸帯文

230 S D85025 C-6 I 1/4 15.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 3条
頚部は削りだしによる凸帯か，刻目文

231 S D85016 B-5 II 1/8 21.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

232 包含層 IV 1/4 15.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻白文

233 S D85124 V-9 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

234 S D85036 D-5 IV 8/8 17.3 
頚部内面 5条/cmのノケ目，体部外面下半 へラミガキ
体部内面下半へラ削り，口縁端部凹線3条

235 包含層 Y-9 3/4 12.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 8条/cmのノケ日
口縁端部回線2条(強いヨコナデか)

236 S D85124 V-9 III 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

237 S D85125 V-9 II 1/4 14.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

238 S D85012 A-6 1/8 14.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条，頚部外面刻白文

239 S X85002 A-6 IV 1/4 14.2 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
頚部外面刻目文

240 S D85124 V-9 IV 1/8 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 5条/仰のハケ目
口縁端部 凹線2条(強いヨコナデか)

第24表土器観察表(12)
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(壷C，ー(3).0" 0.. 0，ー(2))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

241 S 085124 V-9 II 1/8 13.6 
磨滅のため調整不明
ロ縁端部回線3条

242 S 085102 X-9 II 1/8 11.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

243 
S B85104 V-9 III 1/8 

口縁部外国 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明。 14.6 
口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

244 SP-B U-9 II 1/8 13.0 体部外面 7条/αnと9条/αnのノ、ヶ目
口縁端部回線2条

245 包含層 U-9 II 1/8 15.4 
口縁部より外面3.1佃，内面3.3cmにヨコナデ
口縁端部凹線3条

246 S 085102 X-9 IV 1/4 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

247 S 085101 X-8 I 1/4 13.8 
口縁部より外面3.1α1.内面4.3α1にヨコナデ
類部・体部外面ハケ目，口縁端部回線3条

248 S 085102 X-9 IV 1/8 16.0 
ロ縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部 回線3条(うち 1条は磨滅のため不明瞭)

249 S B85011 A-6 1/8 34.0 
磨滅のため調整不明
頚部外面指頭圧痕凸帯文

250 S 085032 C-5 1/8 34.1 
磨滅のため調整不明
頚部外面指頭圧痕凸帯文

251 包含層 W-8 I 1/4 37.2 
ロ縁部内外商 ヨコナデ，体部内面 7条/1.5cmのハケ百
頭部外面指頭圧痕凸帯文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 6条/仰のハケ
252 包含層 W-c-9 I 1/4 23.4 目，体部内面上半へラミガキ，体部外面上半刻目文，

頚部外面刻j目凸帯文

253 包 含層 V-9 IV 1/8 20.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 8条/αnのハケ目
口縁端部刻目文

254 S 085101 W-8 1/8 (26.3) 
口縁部内外面ナデ，頭部外面刻目凸帯文
口縁端部刻目文

255 S 085122 W-9 1/8 23.0 
磨滅のため調整不明，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部刻目文

256 包含膚 W-9 IV 1/8 30.6 
磨滅のため調整不明，体部上半 6条/cmのハケ目
口縁端部刻目文

257 
S B85103 X-8(N) II 1/8 

口縁部内外面 ヨコナデ，類部外面指頭圧痕凸帯文
⑫ 

17.0 
口縁端部刻回文

258 包 含層 V-10 1/8 33.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
頚部外面指頭庄痕凸帯文，口縁端部刻白文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/l.lcmのハケ
259 包 含層 V-9 IV 1/2 18.4 目

体部内面へラミガキ，口縁端部回線2条，刻目文

260 S 085101 X-8 (S) 1/8 27.0 
体部内面へラミガキ，体部上半列点文
頭部外面刻呂凸帯文，ロ縁端部回線1条，刻回文

第25表土器観察表ω
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(壷C，ー(3).0" 0.. 0，ー(2))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

241 S 085124 V-9 II 1/8 13.6 
磨滅のため調整不明
ロ縁端部回線3条

242 S 085102 X-9 II 1/8 11.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

243 
S B85104 V-9 III 1/8 

口縁部外国 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明。 14.6 
口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

244 SP-B U-9 II 1/8 13.0 体部外面 7条/αnと9条/αnのノ、ヶ目
口縁端部回線2条

245 包含層 U-9 II 1/8 15.4 
口縁部より外面3.1佃，内面3.3cmにヨコナデ
口縁端部凹線3条

246 S 085102 X-9 IV 1/4 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

247 S 085101 X-8 I 1/4 13.8 
口縁部より外面3.1α1.内面4.3α1にヨコナデ
類部・体部外面ハケ目，口縁端部回線3条

248 S 085102 X-9 IV 1/8 16.0 
ロ縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部 回線3条(うち 1条は磨滅のため不明瞭)

249 S B85011 A-6 1/8 34.0 
磨滅のため調整不明
頚部外面指頭圧痕凸帯文

250 S 085032 C-5 1/8 34.1 
磨滅のため調整不明
頚部外面指頭圧痕凸帯文

251 包含層 W-8 I 1/4 37.2 
ロ縁部内外商 ヨコナデ，体部内面 7条/1.5cmのハケ百
頭部外面指頭圧痕凸帯文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 6条/仰のハケ
252 包含層 W-c-9 I 1/4 23.4 目，体部内面上半へラミガキ，体部外面上半刻目文，

頚部外面刻j目凸帯文

253 包 含層 V-9 IV 1/8 20.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 8条/αnのハケ目
口縁端部刻目文

254 S 085101 W-8 1/8 (26.3) 
口縁部内外面ナデ，頭部外面刻目凸帯文
口縁端部刻目文

255 S 085122 W-9 1/8 23.0 
磨滅のため調整不明，頚部外面刻目凸帯文
口縁端部刻目文

256 包含膚 W-9 IV 1/8 30.6 
磨滅のため調整不明，体部上半 6条/cmのハケ目
口縁端部刻目文

257 
S B85103 X-8(N) II 1/8 

口縁部内外面 ヨコナデ，類部外面指頭圧痕凸帯文
⑫ 

17.0 
口縁端部刻回文

258 包 含層 V-10 1/8 33.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
頚部外面指頭庄痕凸帯文，口縁端部刻白文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/l.lcmのハケ
259 包 含層 V-9 IV 1/2 18.4 目

体部内面へラミガキ，口縁端部回線2条，刻目文

260 S 085101 X-8 (S) 1/8 27.0 
体部内面へラミガキ，体部上半列点文
頭部外面刻呂凸帯文，ロ縁端部回線1条，刻回文

第25表土器観察表ω
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(壷 0，一(1)・ (2)・(3))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

261 包含層 A-6 1/8 27.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

262 S D85037 E-4 1/8 31.9 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，棒状浮文

263 S D85010 A-6 1/8 34.0 
口縁頚部凹線2条，刻白文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

264 包含層 W-8 1/4 38.0 
口縁端部凹線2条，刻日文
頚部外面刻目凸帯文

265 包含層 A-7 II 1/8 27.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ目
口縁端部回線4~5条，頚部外面刻目文

266 包含層 X-9 I 1/8 (33.6) 
口縁部内外商 ヨコナデ，体部外面上半 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

267 包含層 W-8 I 1/8 35.9 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

268 S D85102 X-8 (S) IV 1/8 (17.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条
頚部外商貼り付付凸帯，刻目文(7)

269 S D85102 X-8 (S) IV 1/8 25.8 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線3条

270 S B85107 W-9 IV 1/8 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線4条

271 S B85104 V-9 IV 1/8 28.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線3条

272 S X85004 B-6 IV 1/8 23.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ自
口縁端部凹線2条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

273 S D85037 E-4 II 1/4 27.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内函へラミガキ
口縁端部回線3条

274 S D85010 A-6 I 1/8 22.6 ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

275 S P -1 E-5 11 1/8 28.7 口縁部より外面2.8cm.内面2.6佃にヨコナデ
口縁端部凹線5条

276 S D85011 A-6 11 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面刻目凸帯文

277 S D85016 B-5 II 1/8 31.2 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線3条

278 包含層 A-6 II 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

279 S D85101 X-8 (S) 1/8 34.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目凸帯文

280 S P -2 B-5 11 1/8 <19.0) 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条

第26表土器観察表側
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(壷 0，一(1)・ (2)・(3))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

261 包含層 A-6 1/8 27.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

262 S D85037 E-4 1/8 31.9 
磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，棒状浮文

263 S D85010 A-6 1/8 34.0 
口縁頚部凹線2条，刻白文

頚部外面指頭圧痕凸帯文

264 包含層 W-8 1/4 38.0 
口縁端部凹線2条，刻日文
頚部外面刻目凸帯文

265 包含層 A-7 II 1/8 27.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ目
口縁端部回線4~5条，頚部外面刻目文

266 包含層 X-9 I 1/8 (33.6) 
口縁部内外商 ヨコナデ，体部外面上半 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

267 包含層 W-8 I 1/8 35.9 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面指頭圧痕凸帯文

268 S D85102 X-8 (S) IV 1/8 (17.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条
頚部外商貼り付付凸帯，刻目文(7)

269 S D85102 X-8 (S) IV 1/8 25.8 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線3条

270 S B85107 W-9 IV 1/8 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線4条

271 S B85104 V-9 IV 1/8 28.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線3条

272 S X85004 B-6 IV 1/8 23.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ自
口縁端部凹線2条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

273 S D85037 E-4 II 1/4 27.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内函へラミガキ
口縁端部回線3条

274 S D85010 A-6 I 1/8 22.6 ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

275 S P -1 E-5 11 1/8 28.7 口縁部より外面2.8cm.内面2.6佃にヨコナデ
口縁端部凹線5条

276 S D85011 A-6 11 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
頚部外面刻目凸帯文

277 S D85016 B-5 II 1/8 31.2 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線3条

278 包含層 A-6 II 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
頚部外面刻目凸帯文

279 S D85101 X-8 (S) 1/8 34.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条，頚部外面刻目凸帯文

280 S P -2 B-5 11 1/8 <19.0) 
磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条
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(壷 D3ー (3)，E，) 

番実視u号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

281 S B85014 A'B-5'6 IV 1/8 (20.6) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 1条(強いヨコナデ)

282 S 085037 E-4 II 1/8 22.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 2条

口縁部より外面2.5cmにヨコナデ

283 S 085101 X-8 (S) 1/8 29.8 内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条，頚部外面刻目凸帯文

284 包含層 X-9 IV 1/4 29.7 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

285 S 085018 Z -6・7 IV 1/8 15.8 
磨滅のため調整不明

ロ縁端部凹線2条

286 S 085124 V-9 II 1/8 (14.4) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条

287 S 085036 D-4 II 1/4 12.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条(不明瞭)

口縁端部 ヨコナデ，体部下半へフミガキ

288 S 085032 C-5 III 1/2 13.5 9.0 全体的に磨滅のため調整不明瞭，体部中央 押圧文，口

縁部 2子L

289 S 085036 0-4 IV 1/8 14.0 
体部内面8~7条/cmのハケ日，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面指ナデ

290 S 085036 0-4 IV 1/4 13.0 体部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条，口縁部門孔

磨滅のため調整不明

291 S 085102 X-9 IV 1/8 13.4 ロ縁端部凹線2条(強いヨコナデか)
頚部外面指頭圧痕凸帯文，体部上半直線文 3条

292 S D85037 E-4 1/8 29.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，体i郊外面ハケ目

口縁端部凹線3条(不明瞭)

293 包含層 W-9 I 8/8 10.0 9口ケミ~縁ガ目10，キ部条体，外/c体部面m部の内ノ面中1、0央ヶ条5目/~c，押m1タの圧1条タハ文/キcケmの目頚ハの部ケ上内目面を，ナ体3デ~部:6下条体半/部cm上への半ノラ、

294 S P -21 X-9 IV 1/8 (17 .2) 磨滅のため調整不明

295 包含層 V-9 II 1/4 10.8 
磨滅のため調整不明
頚部外面 6条/cmのハケ目

296 S B85013 A'B-6 IV 1/8 10.3 ロ縁部内外面 ナデ

297 S 085121 W-9 IV 1/4 9.0 
磨滅のため調整不明

口縁部棒状浮文

298 S 085037 E-4 1/8 9.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
外面 11条/cmのタテ方向のハケ目

299 S 085037 E-4 1/4 9.5 
磨滅のため調整不明
頚部外面ノ、ヶ目

300 S 085010 A-6 I 1/4 12.0 
口縁部内外面ナデ

口縁端部刻目文
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番実視u号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

281 S B85014 A'B-5'6 IV 1/8 (20.6) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 1条(強いヨコナデ)

282 S 085037 E-4 II 1/8 22.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 2条

口縁部より外面2.5cmにヨコナデ

283 S 085101 X-8 (S) 1/8 29.8 内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条，頚部外面刻目凸帯文

284 包含層 X-9 IV 1/4 29.7 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条，頚部外面指頭圧痕凸帯文

285 S 085018 Z -6・7 IV 1/8 15.8 
磨滅のため調整不明

ロ縁端部凹線2条

286 S 085124 V-9 II 1/8 (14.4) 
磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条

287 S 085036 D-4 II 1/4 12.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条(不明瞭)

口縁端部 ヨコナデ，体部下半へフミガキ

288 S 085032 C-5 III 1/2 13.5 9.0 全体的に磨滅のため調整不明瞭，体部中央 押圧文，口

縁部 2子L

289 S 085036 0-4 IV 1/8 14.0 
体部内面8~7条/cmのハケ日，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面指ナデ

290 S 085036 0-4 IV 1/4 13.0 体部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条，口縁部門孔

磨滅のため調整不明

291 S 085102 X-9 IV 1/8 13.4 ロ縁端部凹線2条(強いヨコナデか)
頚部外面指頭圧痕凸帯文，体部上半直線文 3条

292 S D85037 E-4 1/8 29.5 
口縁部内外面 ヨコナデ，体i郊外面ハケ目

口縁端部凹線3条(不明瞭)

293 包含層 W-9 I 8/8 10.0 9口ケミ~縁ガ目10，キ部条体，外/c体部面m部の内ノ面中1、0央ヶ条5目/~c，押m1タの圧1条タハ文/キcケmの目頚ハの部ケ上内目面を，ナ体3デ~部:6下条体半/部cm上への半ノラ、

294 S P -21 X-9 IV 1/8 (17 .2) 磨滅のため調整不明

295 包含層 V-9 II 1/4 10.8 
磨滅のため調整不明
頚部外面 6条/cmのハケ目

296 S B85013 A'B-6 IV 1/8 10.3 ロ縁部内外面 ナデ

297 S 085121 W-9 IV 1/4 9.0 
磨滅のため調整不明

口縁部棒状浮文

298 S 085037 E-4 1/8 9.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
外面 11条/cmのタテ方向のハケ目

299 S 085037 E-4 1/4 9.5 
磨滅のため調整不明
頚部外面ノ、ヶ目

300 S 085010 A-6 I 1/4 12.0 
口縁部内外面ナデ

口縁端部刻目文
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(壷 E，)

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

301 包含層 W-9 I 1/4 12.9 
口縁部内外面 ヨコナデ
頭部外面ノ、ヶ目10条/1.45α1

302 S 085101 X-8 11 1/4 12.4 
口縁部より外面1.6cm，内面3.6cmにヨコナデ
頭部外面へラミガキ

303 S 085013 A.B-6 11 1/8 12.3 
口縁部より外面3.3cm，内面1.6cmにヨコナデ
頭部ノ、ヶ目

304 S 085013 A.B-6 II 1/8 8.4 口縁内外面 ヨコナデ

305 包含膚 W-8 8/8 12.3 
磨滅のため調整不明
口縁部外面断面三角形の凸帯

306 包含層 1/2 11.9 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面断面三角形の凸帯

307 
S B85103 X-8 (N) I 1/8 

口縁部内外商 ヨコナデ
⑫ 13.0 

ロ縁部外面断面三角形の凸帯

308 S 085127 V-9 1/8 (11.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面 断面三角形の凸帯

309 包含層 V-9 IV 1/8 13.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面断面三角形の凸稽

ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 10条/cmのハケ目
310 包含膚 V-1O I 1/2 8.0 体部内薗 10条/1.7αnのハケ目，体部下半へラミガキ，

体部中央押圧文，口縁部外面刻目凸帯文2条

311 S 085036 0-5 I 1/8 12.0 
磨滅のため調整不明
口縁部外面刻目凸帯文

312 包含層 W-8 I 1/8 11. 7 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁部外面刻自凸帯文2条

313 S P -21 X-9 1/4 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁部外面刻目凸帯文

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面 4条/0.5cmのハケ
314 包 含層 W-9 1/2 12.2 目，内面 6条/cmの斜め方向のハケ目

口縁部外面刻目凸帯文 2条

315 包 含層 X-8 II 1/2 12.8 ロ縁部内外面 ヨコナデ，頭部外面ハケ目
口縁部外面刻自凸帯文2条

316 S P -23 V-9 I 8/8 11.8 口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面刻自凸帯文

317 S 085102 X-9 I 1/4 12.4 
口縁端部刻白文，ロ縁部外面刻呂凸帯文2条
頭部櫛描直線文，波状文

318 S 085102 Y-9 11 1/2 12.4 
磨滅のため調整不明
ロ縁部外面刻目凸帯文4条

319 S 085127 V-9 1/8 13.6 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 6条/cmのハケ目
口縁部外面刻目凸帯文

320 S 085101 Y-9 IV 1/4 13.6 
磨滅のため調整不明
頭部外面刻目凸帯文5条，色調朱色

第28表土器観察表制
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番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

301 包含層 W-9 I 1/4 12.9 
口縁部内外面 ヨコナデ
頭部外面ノ、ヶ目10条/1.45α1

302 S 085101 X-8 11 1/4 12.4 
口縁部より外面1.6cm，内面3.6cmにヨコナデ
頭部外面へラミガキ

303 S 085013 A.B-6 11 1/8 12.3 
口縁部より外面3.3cm，内面1.6cmにヨコナデ
頭部ノ、ヶ目

304 S 085013 A.B-6 II 1/8 8.4 口縁内外面 ヨコナデ

305 包含膚 W-8 8/8 12.3 
磨滅のため調整不明
口縁部外面断面三角形の凸帯

306 包含層 1/2 11.9 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面断面三角形の凸帯

307 
S B85103 X-8 (N) I 1/8 

口縁部内外商 ヨコナデ
⑫ 13.0 

ロ縁部外面断面三角形の凸帯

308 S 085127 V-9 1/8 (11.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面 断面三角形の凸帯

309 包含層 V-9 IV 1/8 13.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面断面三角形の凸稽

ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部上半 10条/cmのハケ目
310 包含膚 V-1O I 1/2 8.0 体部内薗 10条/1.7αnのハケ目，体部下半へラミガキ，

体部中央押圧文，口縁部外面刻目凸帯文2条

311 S 085036 0-5 I 1/8 12.0 
磨滅のため調整不明
口縁部外面刻目凸帯文

312 包含層 W-8 I 1/8 11. 7 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁部外面刻自凸帯文2条

313 S P -21 X-9 1/4 12.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁部外面刻目凸帯文

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面 4条/0.5cmのハケ
314 包 含層 W-9 1/2 12.2 目，内面 6条/cmの斜め方向のハケ目

口縁部外面刻目凸帯文 2条

315 包 含層 X-8 II 1/2 12.8 ロ縁部内外面 ヨコナデ，頭部外面ハケ目
口縁部外面刻自凸帯文2条

316 S P -23 V-9 I 8/8 11.8 口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面刻自凸帯文

317 S 085102 X-9 I 1/4 12.4 
口縁端部刻白文，ロ縁部外面刻呂凸帯文2条
頭部櫛描直線文，波状文

318 S 085102 Y-9 11 1/2 12.4 
磨滅のため調整不明
ロ縁部外面刻目凸帯文4条

319 S 085127 V-9 1/8 13.6 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 6条/cmのハケ目
口縁部外面刻目凸帯文

320 S 085101 Y-9 IV 1/4 13.6 
磨滅のため調整不明
頭部外面刻目凸帯文5条，色調朱色

第28表土器観察表制
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(壷 E"E2・E..E.) 

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

321 S 085101 W-8(N) 1/4 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部刻目文，頭部外面刻目凸帯文4条

322 S 085101 X-8 1/4 14.4 
口縁部より外面1.3cm，内面1.5cmにヨコナデ
口縁部外面刻自凸帯文2条

323 包含層 11 1/4 19.0 
口縁部内外面ナデ，口縁端部刻目文
頭部外面指頭圧痕凸帯文

口縁部から凸帯まで ヨコナデ
324 S 085102 X-8 11 1/8 15.2 頭部外面 6条/ロnのハケ目

口縁端部刻目文，口縁部外面淘j目凸帯文3条

325 S 085101 Y-9 1/8 14.8 
体部外面ハケ自
口縁部刻目凸帯文，口縁端部 ~J目文

ロ縁部内外面 ヨコ方向のナデ
326 包含層 W-9 1/8 19.4 口縁端部斜格子文と円形浮文

外面刻目凸帯文4条，棒状浮文，櫛描直線文

口縁部内面 ヨコナデ，口頭部外面 ヨコナデ
327 S 085101 X-8 (S) 11 1/4 26.2 口縁端部斜格子文，口縁部外面断面三角形の凸帯6

条

328 S 085101 X-8 1/8 18.8 
口縁部より外面面1.5α1，内面2.3cmにヨコナデ，頭部外面
ノ、ヶ目，内 へラミガキ，口縁端部円形浮文，口縁
部外面刻目凸帯文4条

磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線 1条(強いヨコナ
329 S 085024 C-6 1/8 (14.0) デか)，刻目文

口縁部外面断面三角形の凸帯

330 S 085016 B-5 1/8 14.4 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線1条，刻目文，口縁部外面刻目凸帯文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
331 包含層 X-8 I 1/4 11.8 頭部外面 6条/cmのハケ目，口縁端部凶線2条，刻目

文，口縁部外面断面三角形の凸帯

332 S 085101 X-8 (S) I 3/4 12.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条，口縁部外面刻目凸帯文

333 包含層 V-9 11 1/4 11.6 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

334 包含層 U-9 W 1/8 12.0 
口縁部より外面3.8αn，内面2.1cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条

335 包含層 U-9 1/4 11.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

336 S 085101 W-8 I 1/4 11.8 
口縁部より外面3.9cm，内面4.1仰にヨコナデ
口縁端部回線2条，ロ縁部外面刻目凸帯文

337 包含層 X-8 1/8 10.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面回線2条，頭部外面指頭圧痕凸帯文

338 包含層 U-9 1/2 10.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁部外面回線2条

339 包含膚 W-8 11 1/8 10.6 
磨滅のため調整不明，口縁部凹線2条
口縁部外商回線2条

340 包含層 V-9 11 1/4 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外商凹線2条

第29表 土 器観察衰間
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実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

321 S 085101 W-8(N) 1/4 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁端部刻目文，頭部外面刻目凸帯文4条

322 S 085101 X-8 1/4 14.4 
口縁部より外面1.3cm，内面1.5cmにヨコナデ
口縁部外面刻自凸帯文2条

323 包含層 11 1/4 19.0 
口縁部内外面ナデ，口縁端部刻目文
頭部外面指頭圧痕凸帯文

口縁部から凸帯まで ヨコナデ
324 S 085102 X-8 11 1/8 15.2 頭部外面 6条/ロnのハケ目

口縁端部刻目文，口縁部外面淘j目凸帯文3条

325 S 085101 Y-9 1/8 14.8 
体部外面ハケ自
口縁部刻目凸帯文，口縁端部 ~J目文

ロ縁部内外面 ヨコ方向のナデ
326 包含層 W-9 1/8 19.4 口縁端部斜格子文と円形浮文

外面刻目凸帯文4条，棒状浮文，櫛描直線文

口縁部内面 ヨコナデ，口頭部外面 ヨコナデ
327 S 085101 X-8 (S) 11 1/4 26.2 口縁端部斜格子文，口縁部外面断面三角形の凸帯6

条

328 S 085101 X-8 1/8 18.8 
口縁部より外面面1.5α1，内面2.3cmにヨコナデ，頭部外面
ノ、ヶ目，内 へラミガキ，口縁端部円形浮文，口縁
部外面刻目凸帯文4条

磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線 1条(強いヨコナ
329 S 085024 C-6 1/8 (14.0) デか)，刻目文

口縁部外面断面三角形の凸帯

330 S 085016 B-5 1/8 14.4 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線1条，刻目文，口縁部外面刻目凸帯文

口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
331 包含層 X-8 I 1/4 11.8 頭部外面 6条/cmのハケ目，口縁端部凶線2条，刻目

文，口縁部外面断面三角形の凸帯

332 S 085101 X-8 (S) I 3/4 12.3 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条，口縁部外面刻目凸帯文

333 包含層 V-9 11 1/4 11.6 
口頭部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

334 包含層 U-9 W 1/8 12.0 
口縁部より外面3.8αn，内面2.1cmにヨコナデ
口縁端部凹線2条

335 包含層 U-9 1/4 11.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

336 S 085101 W-8 I 1/4 11.8 
口縁部より外面3.9cm，内面4.1仰にヨコナデ
口縁端部回線2条，ロ縁部外面刻目凸帯文

337 包含層 X-8 1/8 10.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面回線2条，頭部外面指頭圧痕凸帯文

338 包含層 U-9 1/2 10.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
ロ縁部外面回線2条

339 包含膚 W-8 11 1/8 10.6 
磨滅のため調整不明，口縁部凹線2条
口縁部外商回線2条

340 包含層 V-9 11 1/4 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外商凹線2条
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(壷 E..F" F3一(3)，F，) 

実番演j号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

341 包含層 X-9 11 1/4 10.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 5~6条/cmのハケ目
口縁部外面凹線2条

342 包含層 V-9 血 8/8 7.4 口縁部内外面 ヨコナデ

343 5085036 0-4 11 1/2 9.6 
口縁部強いヨコナデ
頭部 斜め方向の指ナデの上をヨコナデ

344 5085032 C-5 11 1/8 8.6 
磨滅のため謁整不明
口縁部外面凹線1条

345 5 X85005 E-4 11 1/4 8.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
頭部外面 ハケ目，ハケ原体による押圧文

346 包含層 V-9 IV 1/4 10.4 磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明
347 5085102 X-9 (5) IV 1/4 9.8 口縁部外面 U字浮文の上に刻目文

頭部外商断面一角形の凸帯

348 5085036 0-5 3/4 7.8 
外面へラミガキ，内面へラ削り
磨滅のため調整不明瞭

349 包含層 11 3/4 8.3 口縁部内外面 ヨコナデ

350 包含層 V-1O 11 1/4 12.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部 13条/1.6佃のハケ目
頚部ノ、ヶ原体による押圧文

351 5 X85005 E-4 11 1/4 7.4 
頚部ハケ目，ハケ原体による押圧文
口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線 1条

352 5085102 X-9 11 1/4 10.6 
口縁端部から頚部外面にかけて約6.5αnのヨコナデ
内面磨滅のため調整不明

353 5085036 0-4 11 1/8 8.3 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面 8条/cmのハケ目
口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線 1条

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面ノ、ヶ目
354 5085037 E-4 11 1/8 6.4 口縁端部凹線 1条，頚部屈曲部ハケ原体による押圧

文，口縁部外面回線1条

355 5085036 0-4 11 1/2 9.4 
口縁部内面 ヨコナデ，頚部ハケ目
口縁部外面回線6条

356 5085028 C-6 IV 1/4 7.0 
内面磨滅のため調整不明
口縁部外面 凹線5条(沈線状の細い線が明瞭に残る)

357 5 B85104 V-9 IV 1/4 11.0 
磨滅のため調整不明，口縁部外商 回線5条
口縁端部凹線 1条

358 5085031 B・C-5・6 11 1/8 10.6 
内面ヨコナデ，外面凹線4条
口縁端部円形浮文 2個

359 5 B85104 V-9 11 1/8 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面 凹線4条(ヨコナデによる起伏か)

360 5085031 B・C-5・6 IV 1/4 11.0 
磨滅のため調整不明
口縁部外面回線2条
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341 包含層 X-9 11 1/4 10.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面 5~6条/cmのハケ目
口縁部外面凹線2条

342 包含層 V-9 血 8/8 7.4 口縁部内外面 ヨコナデ

343 5085036 0-4 11 1/2 9.6 
口縁部強いヨコナデ
頭部 斜め方向の指ナデの上をヨコナデ

344 5085032 C-5 11 1/8 8.6 
磨滅のため謁整不明
口縁部外面凹線1条

345 5 X85005 E-4 11 1/4 8.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
頭部外面 ハケ目，ハケ原体による押圧文

346 包含層 V-9 IV 1/4 10.4 磨滅のため調整不明

磨滅のため調整不明
347 5085102 X-9 (5) IV 1/4 9.8 口縁部外面 U字浮文の上に刻目文

頭部外商断面一角形の凸帯

348 5085036 0-5 3/4 7.8 
外面へラミガキ，内面へラ削り
磨滅のため調整不明瞭

349 包含層 11 3/4 8.3 口縁部内外面 ヨコナデ

350 包含層 V-1O 11 1/4 12.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，頚部 13条/1.6佃のハケ目
頚部ノ、ヶ原体による押圧文

351 5 X85005 E-4 11 1/4 7.4 
頚部ハケ目，ハケ原体による押圧文
口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線 1条

352 5085102 X-9 11 1/4 10.6 
口縁端部から頚部外面にかけて約6.5αnのヨコナデ
内面磨滅のため調整不明

353 5085036 0-4 11 1/8 8.3 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面 8条/cmのハケ目
口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線 1条

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面ノ、ヶ目
354 5085037 E-4 11 1/8 6.4 口縁端部凹線 1条，頚部屈曲部ハケ原体による押圧

文，口縁部外面回線1条

355 5085036 0-4 11 1/2 9.4 
口縁部内面 ヨコナデ，頚部ハケ目
口縁部外面回線6条

356 5085028 C-6 IV 1/4 7.0 
内面磨滅のため調整不明
口縁部外面 凹線5条(沈線状の細い線が明瞭に残る)

357 5 B85104 V-9 IV 1/4 11.0 
磨滅のため調整不明，口縁部外商 回線5条
口縁端部凹線 1条

358 5085031 B・C-5・6 11 1/8 10.6 
内面ヨコナデ，外面凹線4条
口縁端部円形浮文 2個

359 5 B85104 V-9 11 1/8 11.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁部外面 凹線4条(ヨコナデによる起伏か)

360 5085031 B・C-5・6 IV 1/4 11.0 
磨滅のため調整不明
口縁部外面回線2条
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(壷 F.，G‘， Hlt Hs一(3)，凡)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

361 
S B85104 V-9 IV 1/8 11.4 

外面磨滅のため調整不明。 口縁部外面 回線4条(ヨコナデによる起伏か)

362 S B85104 V-9 IV 1/4 12.0 
口縁部内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線 1条，口縁部外面凹線3条

内面 ヨコナデ

363 S X85005 E-4 II 1/8 13.2 口縁端部 凹線3条(ヨコナデによる起伏か)

ロ縁部外面凹線4条

364 S D85036 D-4 I 1/4 20.5 
口縁部内面 ヨコナデ，体部内面ハケ目
口縁部外面凹線10条，頚部刺突文

365 S D85037 E-4 II 1/8 13.3 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口頚部外面凹線12条

頚部内面指頭痕，磨滅のため調整不明

366 包含層 W-9 II 口縁部内面円形浮文2個，頚部円孔2個
頚部外面凹線5条

口縁部内面 ヨコナデ

367 包含層 II 3/4 8.2 体部外薗上半ノ、ヶ目，中央へラミガキ

口縁部外面回線3条

368 SP-D D-4 I 1/8 08.2) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁部外面回線5条

369 包含層 1/4 13.8 
口頚部内面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁部外面凹線7条

370 包含層 11 1/8 16.0 
口縁端部から口縁部内面 ヨコナデ
口縁部凹線3条

371 S D85124 V-9 IV 1/8 11.2 
口縁部内面 ヨコナデ
口縁部外面凹線4条

372 S B85107 W-9 II 1/4 8.9 
口縁部内面 ヨコナデ
口縁部外面凹線2条

373 S D85127 V-9 皿 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部刻目文
口縁部外面刻目凸帯文4条，櫛描直線文

374 包含層 W-8 1/8 9.6 
磨滅のため調整不明，口縁部内面へラ削り
口縁部外面貼り付け凸帯

口縁部内外面 ナデ，体部上半 6条/cmのハケ白，口縁
375 S D85102 X-9 IV 1/8 10.2 部 円孔2個，口縁部外面刻目凸帯文 3条，凸帯の下

部(体部上半)ハケ原体による押圧文

376 S D85012 A-6 II 1/8 17.4 
磨滅のため調整不明
ロ縁部外面刻巨凸帯文2条，円孔

377 S D85123 V-9 II 1/8 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部内面ハケ目

378 包含層 IV 1/8 12.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
口縁部外面鮎り付け凸帯1条

379 S D85036 D-4 IV 1/8 10.2 
体部内面横方向のへラミガキ，磨滅のため謂整不明
口縁端部凹線2条，口縁部外面貼り付げ凸帯

口縁部内外面 ヨコナデ，ハケ自，体部外面上半ハケ
380 S X85005 E-4 11 1/4 11.0 目，下半へラミガキ，口縁部外面回線3条，体部中

央ハケ原体による押圧文

第31表土器観察表側
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(壷 F.，G‘， Hlt Hs一(3)，凡)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

361 
S B85104 V-9 IV 1/8 11.4 

外面磨滅のため調整不明。 口縁部外面 回線4条(ヨコナデによる起伏か)

362 S B85104 V-9 IV 1/4 12.0 
口縁部内面磨滅のため調整不明
口縁端部回線 1条，口縁部外面凹線3条

内面 ヨコナデ

363 S X85005 E-4 II 1/8 13.2 口縁端部 凹線3条(ヨコナデによる起伏か)

ロ縁部外面凹線4条

364 S D85036 D-4 I 1/4 20.5 
口縁部内面 ヨコナデ，体部内面ハケ目
口縁部外面凹線10条，頚部刺突文

365 S D85037 E-4 II 1/8 13.3 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
口頚部外面凹線12条

頚部内面指頭痕，磨滅のため調整不明

366 包含層 W-9 II 口縁部内面円形浮文2個，頚部円孔2個
頚部外面凹線5条

口縁部内面 ヨコナデ

367 包含層 II 3/4 8.2 体部外薗上半ノ、ヶ目，中央へラミガキ

口縁部外面回線3条

368 SP-D D-4 I 1/8 08.2) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
口縁部外面回線5条

369 包含層 1/4 13.8 
口頚部内面 ヨコナデ，頚部外面ハケ目
口縁部外面凹線7条

370 包含層 11 1/8 16.0 
口縁端部から口縁部内面 ヨコナデ
口縁部凹線3条

371 S D85124 V-9 IV 1/8 11.2 
口縁部内面 ヨコナデ
口縁部外面凹線4条

372 S B85107 W-9 II 1/4 8.9 
口縁部内面 ヨコナデ
口縁部外面凹線2条

373 S D85127 V-9 皿 1/8 15.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部刻目文
口縁部外面刻目凸帯文4条，櫛描直線文

374 包含層 W-8 1/8 9.6 
磨滅のため調整不明，口縁部内面へラ削り
口縁部外面貼り付け凸帯

口縁部内外面 ナデ，体部上半 6条/cmのハケ白，口縁
375 S D85102 X-9 IV 1/8 10.2 部 円孔2個，口縁部外面刻目凸帯文 3条，凸帯の下

部(体部上半)ハケ原体による押圧文

376 S D85012 A-6 II 1/8 17.4 
磨滅のため調整不明
ロ縁部外面刻巨凸帯文2条，円孔

377 S D85123 V-9 II 1/8 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部内面ハケ目

378 包含層 IV 1/8 12.0 
磨滅のため調整不明，口縁端部 凹線2条
口縁部外面鮎り付け凸帯1条

379 S D85036 D-4 IV 1/8 10.2 
体部内面横方向のへラミガキ，磨滅のため謂整不明
口縁端部凹線2条，口縁部外面貼り付げ凸帯

口縁部内外面 ヨコナデ，ハケ自，体部外面上半ハケ
380 S X85005 E-4 11 1/4 11.0 目，下半へラミガキ，口縁部外面回線3条，体部中

央ハケ原体による押圧文

第31表土器観察表側
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(葺 H..聾(後期)) 

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

381 包含層 W-9 3/4 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面凹線3条

口縁部に円子L

382 S 085106 X-9 IV 1/8 12.2 
磨滅のため調整不明
口縁部外商に凹線3条(ヨコナデによる起伏か)

383 S 085101 W-8 1/4 10.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面凹線5条

体部外面ハケ原体による押圧文，ハケ目

384 包含層 11 1/8 
磨滅のため調整不明，口縁端部 刻白文，鋸歯文

口縁部外面凹線 7条

口頚部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条，波状文，

385 包含層 11 1/8 26.0 口縁部円子L.口縁部外面回線7条，体部外面上半ハ
ケ原体による押圧文，波状文，櫛描直線文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 5条/cmのハケ

386 S B85104 V-9 IV 1/4 18.2 目，口縁端部波状文，口縁部外面回線5条

体部外面上半波状文

387 包含層 E-4 11 1/8 (18.0) 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線3条，鋸歯文

口縁部外面凹線4条，鋸歯文

388 包含層 11 磨滅のため調整不明，外面に菱形文

389 包含層 11 1/4 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面に凹線6条，円孔

口縁端部，頚部，体部上半刻目文

390 包含層 11 外面に凹線，貼り付け凸帯，鋸歯文

391 S 085018 Z -6・7 III 1/4 17目4
磨滅のため調整不明，口縁端部 頚部外面に刻目文
丸底に近い

392 包含層 IV 1/4 10.0 磨滅のため調整不明，色調は朱色

393 包含層 III 8/8 16.0 31.4 
ほぽ完形，ロ縁端部凹線2条
頭部から体部外面 5条/cmのハケ目，体部内面へラ削り

394 S 085102 X-9 11 1/8 29.8 口縁端部凹線3条，口縁部内外函 ヨコナデ

395 S 085036 0-4 III 2/4 15.8 頚部外面ノ、ヶ目，磨滅のため調整不明瞭

口縁部内外面 ヨコナデ

396 S 085036 0-4 11 1/8 15.2 頚部外面 7条/cmの縦方向のハケ目

頚部内面 7条/cmの横方向のハケ目

397 S 085036 0-5 III 8/8 23.2 49.8 
ほぼ完形，口縁端部凹線2条，刻l巨文
磨滅のため調整不明

398 S 085036 0-4 IV 3/4 16.0 磨滅のため調整不明，頚部外面ノ、ヶ目

399 S 085036 0-4 IV 1/2 14.1 口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面ノ、ヶ目

口縁端部に凹線2条，磨滅のため調整不明

400 S 085036 0-4 III 3/4 10.8 頭部外面縦方向のへラミガキか

口縁部内面円形浮文

第32表土器観察表側
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(葺 H..聾(後期)) 

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

381 包含層 W-9 3/4 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面凹線3条

口縁部に円子L

382 S 085106 X-9 IV 1/8 12.2 
磨滅のため調整不明
口縁部外商に凹線3条(ヨコナデによる起伏か)

383 S 085101 W-8 1/4 10.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面凹線5条

体部外面ハケ原体による押圧文，ハケ目

384 包含層 11 1/8 
磨滅のため調整不明，口縁端部 刻白文，鋸歯文

口縁部外面凹線 7条

口頚部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条，波状文，

385 包含層 11 1/8 26.0 口縁部円子L.口縁部外面回線7条，体部外面上半ハ
ケ原体による押圧文，波状文，櫛描直線文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 5条/cmのハケ

386 S B85104 V-9 IV 1/4 18.2 目，口縁端部波状文，口縁部外面回線5条

体部外面上半波状文

387 包含層 E-4 11 1/8 (18.0) 
磨滅のため調整不明，口縁端部 回線3条，鋸歯文

口縁部外面凹線4条，鋸歯文

388 包含層 11 磨滅のため調整不明，外面に菱形文

389 包含層 11 1/4 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁部外面に凹線6条，円孔

口縁端部，頚部，体部上半刻目文

390 包含層 11 外面に凹線，貼り付け凸帯，鋸歯文

391 S 085018 Z -6・7 III 1/4 17目4
磨滅のため調整不明，口縁端部 頚部外面に刻目文
丸底に近い

392 包含層 IV 1/4 10.0 磨滅のため調整不明，色調は朱色

393 包含層 III 8/8 16.0 31.4 
ほぽ完形，ロ縁端部凹線2条
頭部から体部外面 5条/cmのハケ目，体部内面へラ削り

394 S 085102 X-9 11 1/8 29.8 口縁端部凹線3条，口縁部内外函 ヨコナデ

395 S 085036 0-4 III 2/4 15.8 頚部外面ノ、ヶ目，磨滅のため調整不明瞭

口縁部内外面 ヨコナデ

396 S 085036 0-4 11 1/8 15.2 頚部外面 7条/cmの縦方向のハケ目

頚部内面 7条/cmの横方向のハケ目

397 S 085036 0-5 III 8/8 23.2 49.8 
ほぼ完形，口縁端部凹線2条，刻l巨文
磨滅のため調整不明

398 S 085036 0-4 IV 3/4 16.0 磨滅のため調整不明，頚部外面ノ、ヶ目

399 S 085036 0-4 IV 1/2 14.1 口縁部内外面 ヨコナデ，頚部外面ノ、ヶ目

口縁端部に凹線2条，磨滅のため調整不明

400 S 085036 0-4 III 3/4 10.8 頭部外面縦方向のへラミガキか

口縁部内面円形浮文

第32表土器観察表側

148-



(壷(後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

401 包含層 0-5 III 1/8 (21. 2) (35.0) 口縁部外面 ヨコナデ

磨滅のため調整不明

402 S 085036 0-5 III ほぽ 28.0 66.8 
口縁端部に凹線 3条

完形 磨滅のため調整不明

403 S 085036 0-4 III 1/4 14.9 
頚部外面から体部外面上半 ハケ目
口縁部磨滅のため調整不明

404 S 085036 0-4 III 8/8 20.8 磨滅のため調整不明
体部外面上半ハケ自

405 S 085036 0-5 III 2/4 17.5 口縁部磨滅のため調整不明
頚部外面 9条/cmのハケ目

406 S 085036 0-5 II 1/8 21.2 
口縁端部凹線3条，口縁部内面ハケ目
磨滅のため調整不明瞭

407 S 085036 0-5 II 1/8 25.9 口縁端部凹線3条
口縁部内面9条/cm，外面 7条/cmのハケ目

第33表土器観察表(21)

③聾(弥生時代中期)

聾については窒1と聾3だけである。すなわち口縁端部に凹線文がないものと回線文があるもの

である。聾1は口縁端部の収め方で(a)，(b)， (c)に分類した。窒3は回線文が施されるものの手法で

(l)~(3)に分類した。

聾1-(a) (408~422) 口縁端部に凹線文がないもので口縁部が短く頭部との屈曲部から口緑

端部に向かつて細くなる器形のもの。口緑端部は丸く収めている。

口縁部内外面の調整は，ヨコナデが施されているものとナデが施されているもの (408・409・

412・413・416・417・420) とがある。ヨコナデが施されている場合でも，口縁端部から内外面 1

cm程度でその範囲は狭い。体部以下の器形は体部が頚部の屈曲部に向けてほとんど直立方向で立

ち上がる。体部上半でわずかに内聾する程度のものがある。すなわち，窒1一(b)，(c)，聾3などに

みられる，いわゆる IPちじく型」をした器形のものより体部上半の肩の張りが少ないものであ

る。この器形になると思われるものは408・412・415・416・420である。それ以外のものは，頚部

の屈曲部から体部が「ハ」字状に聞くいわゆる「いちじく型」になるものと思われる。

体部内面上半には横方向のへラミガキが施されている。 416は，ヘラミガキが口縁部の内面に

まで及んでいる点で特異といえる。また体部外面上半には縦方向のハケ目が施される例が多い。

420の体部外面上半には斜め方向のへラミガキが認められるが，特異な例といえる。体部下半に

149-

(壷(後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

401 包含層 0-5 III 1/8 (21. 2) (35.0) 口縁部外面 ヨコナデ

磨滅のため調整不明

402 S 085036 0-5 III ほぽ 28.0 66.8 
口縁端部に凹線 3条

完形 磨滅のため調整不明

403 S 085036 0-4 III 1/4 14.9 
頚部外面から体部外面上半 ハケ目
口縁部磨滅のため調整不明

404 S 085036 0-4 III 8/8 20.8 磨滅のため調整不明
体部外面上半ハケ自

405 S 085036 0-5 III 2/4 17.5 口縁部磨滅のため調整不明
頚部外面 9条/cmのハケ目

406 S 085036 0-5 II 1/8 21.2 
口縁端部凹線3条，口縁部内面ハケ目
磨滅のため調整不明瞭

407 S 085036 0-5 II 1/8 25.9 口縁端部凹線3条
口縁部内面9条/cm，外面 7条/cmのハケ目

第33表土器観察表(21)

③聾(弥生時代中期)

聾については窒1と聾3だけである。すなわち口縁端部に凹線文がないものと回線文があるもの

である。聾1は口縁端部の収め方で(a)，(b)， (c)に分類した。窒3は回線文が施されるものの手法で

(l)~(3)に分類した。

聾1-(a) (408~422) 口縁端部に凹線文がないもので口縁部が短く頭部との屈曲部から口緑

端部に向かつて細くなる器形のもの。口緑端部は丸く収めている。

口縁部内外面の調整は，ヨコナデが施されているものとナデが施されているもの (408・409・

412・413・416・417・420) とがある。ヨコナデが施されている場合でも，口縁端部から内外面 1

cm程度でその範囲は狭い。体部以下の器形は体部が頚部の屈曲部に向けてほとんど直立方向で立

ち上がる。体部上半でわずかに内聾する程度のものがある。すなわち，窒1一(b)，(c)，聾3などに

みられる，いわゆる IPちじく型」をした器形のものより体部上半の肩の張りが少ないものであ

る。この器形になると思われるものは408・412・415・416・420である。それ以外のものは，頚部

の屈曲部から体部が「ハ」字状に聞くいわゆる「いちじく型」になるものと思われる。

体部内面上半には横方向のへラミガキが施されている。 416は，ヘラミガキが口縁部の内面に

まで及んでいる点で特異といえる。また体部外面上半には縦方向のハケ目が施される例が多い。

420の体部外面上半には斜め方向のへラミガキが認められるが，特異な例といえる。体部下半に

149-



ついては遺存するものがなかったために不明とせざるをえないが，調整については聾1一(b)・(c)

と同様になると思われる。文様については 体部外面に刺突文が施されているもの (412、・ 416)

カまある。

聾1一(b)(423"-'471) 口縁端部には回線文がなく頚部との屈曲部から口縁端部にかけて一定

の厚さのもの。口縁端部をわずかに上方に拡張しているものもあるが，平坦面は造られずに端部

を丸く収めているものである。

口縁部内外面の調整は，全てヨコナデが施されている。ヨコナデは口縁部内外面の全面にわ

たって施されており，しばしば体部上半内外面にまでおよんでいるものもある。

ほぽ完形に近いもの (468・469)が 2点出土している。いずれも，同様の器形・調整である。

頚部との屈曲部から体部上半は，わずかに「ハ」字状に開くが極端でないために肩の張りはほと

んどない。体部中央よりやや上半で最大腹径をもち 底部にかけて徐々に細くなっていく。いわ

ゆる「いちじく型Jの器形であるが細身のものである。

体部中央外面で468はハケ原体の押圧文.469は列点文が2列，それぞれ施されている。それよ

り上半は，縦方向のハケ目が，下半は縦方向のへラミガキが底部にまでいっぱいに施されてい

る。体部内面はいずれも横方向のへラミガキが施されている。底部下半部まではおよんでなく下

半部はナデにより仕上げられている。これは聾1に見られる一般的な調整であると思われる。

聾1-(c) (472"-'523) 口縁端部を上方に拡張しているもの，下方に拡張しているもの，上下両

方に拡張しているものなどがある。口縁端部に平坦面を造り出しヨコナデを施している。ヨコナ

デが強い場合には，浅い凹みが認められるものもある。

口縁部内外面には全てヨコナデが施されている。ヨコナデが，体部内外面の上半にまでおよん

でいるものが多い。

口縁部から底部までが全て残るもの (515)が 1点ある。口縁端部に浅い凹みが認められるが，

口縁端部の拡張は著しくない。聾1一(b)と比較した時，頚部の屈曲部から「ハj字状に開く度合い

が強い。そのために，肩部がややふくらみをもった「いちじく型Jの器形となっている。体部外

面中央よりやや上方で最大腹径をもち，その位置に員殻による押圧文が施されている。それより

下半には縦方向のへラミガキが底部にまでいっぱいに施されている。体部内面の下半にも縦方向

のへラミガキが認められる。内面のへラミガキが底部にまでいっぱいに施されているという点で

聾1一(b)の例と異なる。体部上半の内外面は磨滅のため調整不明であるが，他の例からすると聾1

一(b)にみられた調整と同様である。

聾3一(1)(524・525) 口縁端部を上下両方に拡張させ，凹線文と刻目文をそこに施しているも

の。口縁端部の拡張は聾3一(2)・(3)と比べて少ない。例が少ないために一般化はできないが口縁

端部に施される凹線文は数が少ない。 524は2条.525は 1条である。

口縁部内外面にはヨコナデが施されている。いずれもヨコナデは 体部外面上半にまでおよん
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でいる。 525の体部内面にはへラミガキが認められる。

聾3-(2) (526----627) 口縁端部を上下両方に拡張させ広い端面を造り出し，そこに 2----4条の

凹線文を施している。聾s一(1)と同様に口縁部内外面は，ヨコナデにより調整され，ヨコナデの範

囲は体部内外面上半にまでおよんでいる。

口縁部から底部にかけて遺存する例 (622・623)がある。聾1一(c)よりもさらに肩の張った「い

ちじく型jを呈する器形で 622の底部は上げ底になっている。出土した窒の底部は上げ底となっ

ているものがかなり多かったために，これは聾3一(2)の特徴といえる。

調整については，体部外面 t半には縦方向のハケ目，中央から下半にかけては縦方向のへラミ

ガキが遺存する例が多い。これは聾l-(b)・(c)にみられた調整手法と同様である。しかし体部内

面上半には，ハケ目，ナデが認められる場合が多く，横方向のへラミガキが施される例が多かっ

た聾1一(b)・(c)とは異なる。おそらくハケ目を施したのちにナデにより仕上げたものと思われる

が，この部分に指頭圧痕が残る例が多い。器壁を押さえしめた様子がうかがえる。また体部内面

の中央から下半にかげでは縦方向のへラ削りが認められる。聾1一(b)・(c)には全くみられなかっ

た調整上の特徴である。聾3一(2)の器壁は聾l-(b)・(c)と比較した時，かなり薄い。体部内面上半

の押さえしめや.下半のへラ削りは器壁を薄くして煮沸効果を高めるという目的で施されたもの

と思われる。

体部外面，最大腹径の位置には，ハケ原体や貝殻による押圧文が施されている。 563の頚部には

刻目突帯文が.613の頚部には刻目文が施されているが. 2点に限られるので聾3-(2)では特異な

例といえる。

聾3一(3)(635----687) 口縁端部を上下両方に拡張させ 2----3条の凹線文を施したものである。

しかし聾3一(2)と比較すると，口縁端部の拡張は顕著ではなく，凹線文は不明瞭になっている。聾

3一(3)に分類したものには磨滅が著しいものが多かったために，本来は聾3一(2)に分類されるもの

も含まれていると思われる。

不明瞭な凹線文は.(1)幅は広いが極めて浅いもの.(2)沈線状の細い線だけが認められるもの，

(3)ヨコナデによる起伏で凹線とは認められないもの.(4)明瞭な回線文が磨滅により不明瞭となっ

たもの，に分けられる。口縁端部を全く拡張せずに凹線文が施されるものやそれとは逆に，口縁

端部を拡張してもいわゆる回線文を施さないものがある。これは，聾3一(3)では，口縁端部を凹線

文により加飾するという意識が薄れていったことを示している。

口縁部内外面はヨコナデにより調整されている。ヨコナデの範囲は，頚部の屈曲部から体部に

かけて約 2cmの範囲にまでおよんでいるものも多い。体部外面上半には，縦方向のハケ目，体部

内面上半にはハケ目かナデが施されているという点で聾s一(2)と同様の調整である。体部中央以

下が遺存する例がないために断定はできないが，それ以下についても聾3一(2)と同様の器形・調

整をもつものと思われる。
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④聾(弥生時代後期)

弥生時代後期の聾の胎土は前述したように胎土IIIのものが多い。 IIIと同じくらいの比率で胎土

IIのものもみられる。後期の窒にみられる胎土IIは，色調が赤褐色，茶褐色を呈する点では中期

の土器と同じであるが土質で違いが認められる。胎土中に黒雲母が多く含まれ，全体的には精織

となるoIIIとあわせて後期の土器に特徴的な胎土であるため IIとは区別して別に胎土Vとする

方が妥当であろう。

口縁端部の形態については， (1)上下に拡張させ平坦面を造り出しているもの， (2)拡張せずに平

坦面を造り出しているもの (3)丸く収めているもの，に分類できる。(1)については凹線文が施さ

れているものと，ヨコナデは施されているが回線文は認められないものとがある。回線文が認め

られる場合でも聾3-(3)と同様に不明瞭なものである。

口縁部は体部から屈曲し斜め上方向に外反する。弥生時代中期の窒にもみられた一般的な器形

であるが，頚部の屈曲部分が中期の聾のように鋭角的でないものが多いという点で異なってい

る。すなわち頭部が湾曲しながら屈曲するものが多いということである。

体部以下の器形については(a)744に見られるように「いちじく型」の原形をとどめているもの。

(b)体部下半が細くならずに上下に長い楕円形状を呈するもの (748)0(c)土師器の丸底査のように

小型のもの (696・699)に分けられる。口縁端部の形態との関係で言えば，(1)と(a)，(2)と(b)，(3)と

(c)という組み合わせになる。この組み合わせは絶対的なものでなく例外を含むが，おおむねそう

いう組み合わせが成立するということはいえる。

調整について特徴的なものは，体部内面にみられるへラ削りである。聾3-(2)では体部内面下

半にのみ限られたへラ削りは後期の聾では体部内面の全面に認められるものが多い。 726・732な

どにみられるように口縁端部が拡張され「いちじく型」の器形を呈すると思われる聾には，体部

内面上半部に指頭圧痕文が広く遺存する。これは聾3-(2)にみられた例と全く同じである。指頭

圧痕の範囲が体部内面上半の一部に限られるのにともなってへラ削りの範囲が広がっている。中

期の聾と比較した時体部の器壁は厚いが，器壁を薄くするという目的で施されたものと思われ

る。

口縁部内外面はヨコナデが施されているものとナデが施されているものがある。口縁部内面に

もハケ目が施されているものも しばしば認められる O 体部内面上半にはハケ目が施されてい

る。下半部にはへラミガキが施されているもの (689) とハケ日が施されているもの (748) とが

ある。 689は器形より，やや前出性が認められる。体部外面は全面にわたりハケ目が施されている

ものが一般的だと思われる。また699・745の体部外面にはタタキ目が遺存する。後期の聾の中で

も特異な例ではあるが，やや後出性を感じさせる。
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(.，-(a)・(同)

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

408 5085101 X-8 I 1/8 16.8 
口縁部外面ナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ノ、ヶ目

409 5 K85104 X-8 (N) II 1/8 17.2 口縁部内外面ナデ

410 5085101 Y-9 I 1/8 (16.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，体部内面へラミガキ

411 5085124 V-9 IV 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面へラミガキ

412 包含層 W-9 II 1/2 16.0 
口縁部内外面 ナデ，磨滅のため調整不明瞭
体部外面上半刺突文

413 5085101 X-8 I 1/8 (14.9) 
口縁部内外面ナデ
体部内面へラミガキ

414 包含層 V-9 I 1/8 16.4 ロ縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

415 5085124 V-9 1/8 15.0 磨滅のため調整不明

416 5085101 X-8 1/8 17.0 
口縁部外薗 ナデ，口縁部から体部内面へラミガキ
体部外面利突文

417 5085124 V-9 IV 1/8 11.0 口縁部内外面ナデ，体部外面ハケ目

418 包含層 V-10 1/4 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

419 5085101 X-8 (5) 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

420 5085124 V-9 II 1/4 22.4 
口縁部内外面ナデ
体部内外面へラミガキ

421 5 P -10 X-8(N) 1/8 20.0 体部内面へラミガキ，磨滅のため調整不明

422 5085124 V-9 1/8 (20.0) 体部内面 へラミガキ，磨滅のため調整不明

423 5 P -49 V-9 IV 1/8 (16.2) ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

424 包含層 X-8 IV 1/4 16.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ハケ目

425 5 P -28 X-9 IV 1/8 (15.2) 
磨滅のため調整不明
体部外面 6条/cmのハケ目

426 5085101 X-8 I 1/4 16.0 磨滅のため調整不明

427 5085101 Y-9 1 1/4 17.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
体部内面へラミガキ
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(.，-(a)・(同)

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

408 5085101 X-8 I 1/8 16.8 
口縁部外面ナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ノ、ヶ目

409 5 K85104 X-8 (N) II 1/8 17.2 口縁部内外面ナデ

410 5085101 Y-9 I 1/8 (16.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，体部内面へラミガキ

411 5085124 V-9 IV 1/8 14.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面へラミガキ

412 包含層 W-9 II 1/2 16.0 
口縁部内外面 ナデ，磨滅のため調整不明瞭
体部外面上半刺突文

413 5085101 X-8 I 1/8 (14.9) 
口縁部内外面ナデ
体部内面へラミガキ

414 包含層 V-9 I 1/8 16.4 ロ縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

415 5085124 V-9 1/8 15.0 磨滅のため調整不明

416 5085101 X-8 1/8 17.0 
口縁部外薗 ナデ，口縁部から体部内面へラミガキ
体部外面利突文

417 5085124 V-9 IV 1/8 11.0 口縁部内外面ナデ，体部外面ハケ目

418 包含層 V-10 1/4 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

419 5085101 X-8 (5) 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

420 5085124 V-9 II 1/4 22.4 
口縁部内外面ナデ
体部内外面へラミガキ

421 5 P -10 X-8(N) 1/8 20.0 体部内面へラミガキ，磨滅のため調整不明

422 5085124 V-9 1/8 (20.0) 体部内面 へラミガキ，磨滅のため調整不明

423 5 P -49 V-9 IV 1/8 (16.2) ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

424 包含層 X-8 IV 1/4 16.2 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面ハケ目

425 5 P -28 X-9 IV 1/8 (15.2) 
磨滅のため調整不明
体部外面 6条/cmのハケ目

426 5085101 X-8 I 1/4 16.0 磨滅のため調整不明

427 5085101 Y-9 1 1/4 17.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
体部内面へラミガキ
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

428 5 D85101 W-8 1/8 (18.2) 磨滅のため調整不明，体部外面ハケ目

429 5 D85102 X-8 (5) IV 1/8 15.0 磨滅のため調整不明

430 5 D85101 X-8 IV 1/4 14.8 磨滅のため調整不明

431 5 D85101 Y-9 1/8 14.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目

432 5 X85004 B-6 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

433 5 X85004 B-6 IV 1/8 16.0 磨滅のため調整不明

434 包含層 IV 1/8 13.8 磨滅のため調整不明

口縁部内外面磨滅のため調整不明
435 包含層 W-9 1/8 20.6 体部外面上半ハケ目，中央列点文

下半へラミガキ

436 5 D85124 V-9 1/8 (29.4) 口縁部内外面 ヨコナデ

437 包含層 V-9 I 1/8 26.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cmのハケ目，内面 へラミガキ

438 包含層 W-8 I 1/8 22.4 体部外面ノ、ヶ目，磨滅のため調整不明

439 包含層 V-9 I 1/8 18.3 
口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面 9条/cmのハケ目，内面へラミガキ

440 包含層 V-9 I 1/2 16.0 体部外面 4条/cmのハケ目
磨滅のため調整不明

441 5 D85012 A-6 II 1/8 12.6 口縁部内外面 ヨコナデ

442 包含層 W-9 1/4 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 13条/1.5cmのハケ目，内面 へラミガキ

443 包含層 V-9 II 1/8 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 10条/cmのハケ目

444 5 D85101 X-8 1/8 (13.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目，内面へラミガキ

445 5 D85101 W-8 1/8 (17.0) 口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明瞭

446 5 D85102 X-8(5) IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

447 5 D85124 V-9 1/8 (12.6) 口縁部内外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

428 5 D85101 W-8 1/8 (18.2) 磨滅のため調整不明，体部外面ハケ目

429 5 D85102 X-8 (5) IV 1/8 15.0 磨滅のため調整不明

430 5 D85101 X-8 IV 1/4 14.8 磨滅のため調整不明

431 5 D85101 Y-9 1/8 14.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目

432 5 X85004 B-6 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

433 5 X85004 B-6 IV 1/8 16.0 磨滅のため調整不明

434 包含層 IV 1/8 13.8 磨滅のため調整不明

口縁部内外面磨滅のため調整不明
435 包含層 W-9 1/8 20.6 体部外面上半ハケ目，中央列点文

下半へラミガキ

436 5 D85124 V-9 1/8 (29.4) 口縁部内外面 ヨコナデ

437 包含層 V-9 I 1/8 26.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cmのハケ目，内面 へラミガキ

438 包含層 W-8 I 1/8 22.4 体部外面ノ、ヶ目，磨滅のため調整不明

439 包含層 V-9 I 1/8 18.3 
口縁部内外面 ヨコナデ

体部外面 9条/cmのハケ目，内面へラミガキ

440 包含層 V-9 I 1/2 16.0 体部外面 4条/cmのハケ目
磨滅のため調整不明

441 5 D85012 A-6 II 1/8 12.6 口縁部内外面 ヨコナデ

442 包含層 W-9 1/4 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 13条/1.5cmのハケ目，内面 へラミガキ

443 包含層 V-9 II 1/8 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 10条/cmのハケ目

444 5 D85101 X-8 1/8 (13.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目，内面へラミガキ

445 5 D85101 W-8 1/8 (17.0) 口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明瞭

446 5 D85102 X-8(5) IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

447 5 D85124 V-9 1/8 (12.6) 口縁部内外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明
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(ヨ!，一(b))

実測図 遺構番号 グリッド 飴土 残存度 口径 器高 備 考
番号

1/8 13.2 
口縁部内外面 ヨコナデ

448 S 085102 X-9 I 
体部内面へラミガキ

11 1/4 18.8 
口縁部内外商ナデ

449 包含膚 W-9 
体部外面ナデ，内面へラミガキ

1/8 (16.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

450 S 085124 V-9 IV 
体部外面 6条/011のハケ目，内面へラミガキ

II 1/8 19.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ

451 S 085101 X-8(S) 
磨滅のため調整不明

452 S 085101 X-8 I 1/8 (14.2) 磨滅のため調聾不明

1/2 18.5 
口縁部内外面 ヨコナデ

453 包含層 W-9 
体部内外面ハケ目

1/8 (17.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

454 S 085101 W-8 
体部内面へラミガキ

455 包含膚 Y-9 1/8 (18.0) 磨滅のため調整不明

IV 1/4 18.7 
口縁部内外面 ヨコナデ

456 包含膚 W-9 
体部外面 5条/仰のハケ目，内面へラミガキ

IV 1/8 18.4 
ロ縁部外商 ヨコナデ

457 包含膚 W-8 
庫署滅のため調整不明

458 包含層 W-8 W 1/8 20.4 磨滅のため調繋不明

1/2 18.4 
口縁部磨滅のため調整不明

459 包含膚 W-9 I 
体部外面 8条/011のハケ目

1/8 18.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

460 S 085124 V-9 IV 体部外面 12条/1.5011のハケ目，内面へラミガキ

1/8 22.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ

461 包含膚 X-8 
体部内面へラミガキ

1/8 (20.0) 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

462 包含膚 V-9 IV 
体部外面 8条/αEのハケ目

463 S B851l2 V-9 IV 1/8 23.8 口縁部内外面 ヨコナデ

464 S 085124 V-9 IV 1/8 (22.2) 口縁部内外面 ヨコナデ

X-8 (N) 1/8 (23.2) ロ縁部内外面 ヨコナデ
465 S K85104 IV 

体部外面 7~8条/舗のハケ目，内面へラミガキ

1/4 23.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

466 S 085124 V-9 
体部内面へラミガキ

1/8 24.9 
口縁部内外商 ヨコナデ

467 包含層 W-8 
体部外面 5条/0.6crnのハケ目

第36表土器観察表制
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実測図 遺構番号 グリッド 飴土 残存度 口径 器高 備 考
番号

1/8 13.2 
口縁部内外面 ヨコナデ

448 S 085102 X-9 I 
体部内面へラミガキ

11 1/4 18.8 
口縁部内外商ナデ

449 包含膚 W-9 
体部外面ナデ，内面へラミガキ

1/8 (16.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

450 S 085124 V-9 IV 
体部外面 6条/011のハケ目，内面へラミガキ

II 1/8 19.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ

451 S 085101 X-8(S) 
磨滅のため調整不明

452 S 085101 X-8 I 1/8 (14.2) 磨滅のため調聾不明

1/2 18.5 
口縁部内外面 ヨコナデ

453 包含層 W-9 
体部内外面ハケ目

1/8 (17.8) 
口縁部内外面 ヨコナデ

454 S 085101 W-8 
体部内面へラミガキ

455 包含膚 Y-9 1/8 (18.0) 磨滅のため調整不明

IV 1/4 18.7 
口縁部内外面 ヨコナデ

456 包含膚 W-9 
体部外面 5条/仰のハケ目，内面へラミガキ

IV 1/8 18.4 
ロ縁部外商 ヨコナデ

457 包含膚 W-8 
庫署滅のため調整不明

458 包含層 W-8 W 1/8 20.4 磨滅のため調繋不明

1/2 18.4 
口縁部磨滅のため調整不明

459 包含膚 W-9 I 
体部外面 8条/011のハケ目

1/8 18.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

460 S 085124 V-9 IV 体部外面 12条/1.5011のハケ目，内面へラミガキ

1/8 22.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ

461 包含膚 X-8 
体部内面へラミガキ

1/8 (20.0) 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明

462 包含膚 V-9 IV 
体部外面 8条/αEのハケ目

463 S B851l2 V-9 IV 1/8 23.8 口縁部内外面 ヨコナデ

464 S 085124 V-9 IV 1/8 (22.2) 口縁部内外面 ヨコナデ

X-8 (N) 1/8 (23.2) ロ縁部内外面 ヨコナデ
465 S K85104 IV 

体部外面 7~8条/舗のハケ目，内面へラミガキ

1/4 23.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

466 S 085124 V-9 
体部内面へラミガキ

1/8 24.9 
口縁部内外商 ヨコナデ

467 包含層 W-8 
体部外面 5条/0.6crnのハケ目

第36表土器観察表制
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(.，一(b)・(c))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

完ほ形ほ'
ロ縁部内外面 ヨコナデ.体部外面上半ハケ目，中央

S D85101 Y-9 I 14.9 24.9 刻目文.体部下半へラミガキ，体部内面上半~中央へ
ラミガキ，下半ナデ

I 469 ほほ'
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 7条/仰のハケ

包 含膚 W-9 I 
完形

16.0 27.2 目，体部中央列点文，下半へラミガキ
体部内面へラミガキ，下半ナデ

470 S D85101 Y-9 1/8 18.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外商ハケ自

471 S D85101 Y-9 1/8 (20.7) 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ自，内面ナデ

472 S B85113 X-9 I 1/4 14.0 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目，内面へラミガキ

473 S K85104 X-8(N) I 1/8 (15.4) 口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

474 包 含層 11 1/4 17.0 口縁部内外函 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

475 S D85101 X-8 (S) 11 1/4 13.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

476 包含層 V-9 1/8 ts.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 5条/crnのハケ目，内面 ナデ

477 S D85124 V-9 W 1/& (18.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

478 S D85010 A-6 11 1/4 14.0 口縁部内外面 ヨコナデ

479 S D85014 A-6 回 1/8 18.0 磨滅のため調整不明

480 S X85004 B-6 1/4 16.8 腐滅のため調整不明

481 S B85112 V-9 IV 1/8 15.5 口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

482 包含層 V-9 IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

483 S D85101 X-8 1/8 14.5 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外函ハケ目

484 S D85037 E-4 I 1/8 16.2 磨滅のため調整不明

485 S P -60 V-9 IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

486 S D85037 E-4 1/8 18.8 口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

487 S D85101 X-8 I 1/8 21.4 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

第37表土器観察表四
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実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

完ほ形ほ'
ロ縁部内外面 ヨコナデ.体部外面上半ハケ目，中央

S D85101 Y-9 I 14.9 24.9 刻目文.体部下半へラミガキ，体部内面上半~中央へ
ラミガキ，下半ナデ

I 469 ほほ'
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面上半 7条/仰のハケ

包 含膚 W-9 I 
完形

16.0 27.2 目，体部中央列点文，下半へラミガキ
体部内面へラミガキ，下半ナデ

470 S D85101 Y-9 1/8 18.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外商ハケ自

471 S D85101 Y-9 1/8 (20.7) 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ハケ自，内面ナデ

472 S B85113 X-9 I 1/4 14.0 口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面ノ、ヶ目，内面へラミガキ

473 S K85104 X-8(N) I 1/8 (15.4) 口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

474 包 含層 11 1/4 17.0 口縁部内外函 ヨコナデ
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

475 S D85101 X-8 (S) 11 1/4 13.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

476 包含層 V-9 1/8 ts.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 5条/crnのハケ目，内面 ナデ

477 S D85124 V-9 W 1/& (18.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

478 S D85010 A-6 11 1/4 14.0 口縁部内外面 ヨコナデ

479 S D85014 A-6 回 1/8 18.0 磨滅のため調整不明

480 S X85004 B-6 1/4 16.8 腐滅のため調整不明

481 S B85112 V-9 IV 1/8 15.5 口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

482 包含層 V-9 IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

483 S D85101 X-8 1/8 14.5 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外函ハケ目

484 S D85037 E-4 I 1/8 16.2 磨滅のため調整不明

485 S P -60 V-9 IV 1/8 16.4 磨滅のため調整不明

486 S D85037 E-4 1/8 18.8 口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

487 S D85101 X-8 I 1/8 21.4 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

第37表土器観察表四
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(聾11一(c))

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器商 備 考

番号

1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

488 S P -22 V-9 IV 
体部内外面ナデ

489 S X85004 B-6 IV 1/8 22.6 磨滅のため調整不明

490 S 085101 Y-9 IV 1/8 22.6 磨滅のため調整不明

X-8(N) 1/4 21.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

491 S K85104 
体部内面 5条/anのハケ目

1/8 26.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

492 包 含層 X-8 
体部外面 12条/1.7anのハケ目

1/4 19.3 
口縁部内外面 ヨコナデ

493 S 085037 E-4 
体部外面 9条/anのハケ目，へラミガキ

1/4 28.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

494 包含層 V-9 IV 体部外面 9条/舗のハケ目，内面へラミガキ

1/4 21.1 
口縁部内外面 ヨコナデ

495 包含層 W-9 I 
体部外薗 10条/anのハケ自，内面へラミガキ

496 S 085025 C-6 IV 1/8 (21.6) 磨滅のため調整不明

497 S X85004 B-6 IV 1/8 24.1 口縁部内外面 ヨコナデ

I 1/8 24.0 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

498 S 085101 X-8 
体部外面上半人ケ原体の押圧文

I 1/8 22.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

499 S 085101 X-8 
体部内外面ハケ自

1/8 26.8 口縁部内外面 ヨコナデ
500 包含膚 W-8 

体部内面へラミガキ

1/4 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

501 包含層 I 
体部磨滅のため調整不明

1/8 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

502 SPー不明 W-9 
体部磨滅のため謁整不明

1/8 26.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

503 S 085130 C-5 I 
体部内面へラミガキ

1/4 15.0 口縁部内外面 ヨコナデ504 S 085121 W-9 11 
体部内面へラミガキ

1/8 29.2 ロ縁部内外面 ヨコナデ505 包 含層 V-9 11 
体部外面 10条/1.5佃のハケ目，内面へラミガキ

1/8 (11.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

506 包 含層 Y'Z-7 
体部内面へラミガキ

1/8 31.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

507 S 085124 V-9 I 
体部外商ハケ目，内面へラミガキ

第38表土器観察表目。
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(聾11一(c))

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器商 備 考

番号

1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

488 S P -22 V-9 IV 
体部内外面ナデ

489 S X85004 B-6 IV 1/8 22.6 磨滅のため調整不明

490 S 085101 Y-9 IV 1/8 22.6 磨滅のため調整不明

X-8(N) 1/4 21.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

491 S K85104 
体部内面 5条/anのハケ目

1/8 26.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

492 包 含層 X-8 
体部外面 12条/1.7anのハケ目

1/4 19.3 
口縁部内外面 ヨコナデ

493 S 085037 E-4 
体部外面 9条/anのハケ目，へラミガキ

1/4 28.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

494 包含層 V-9 IV 体部外面 9条/舗のハケ目，内面へラミガキ

1/4 21.1 
口縁部内外面 ヨコナデ

495 包含層 W-9 I 
体部外薗 10条/anのハケ自，内面へラミガキ

496 S 085025 C-6 IV 1/8 (21.6) 磨滅のため調整不明

497 S X85004 B-6 IV 1/8 24.1 口縁部内外面 ヨコナデ

I 1/8 24.0 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

498 S 085101 X-8 
体部外面上半人ケ原体の押圧文

I 1/8 22.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

499 S 085101 X-8 
体部内外面ハケ自

1/8 26.8 口縁部内外面 ヨコナデ
500 包含膚 W-8 

体部内面へラミガキ

1/4 17.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

501 包含層 I 
体部磨滅のため調整不明

1/8 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

502 SPー不明 W-9 
体部磨滅のため謁整不明

1/8 26.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

503 S 085130 C-5 I 
体部内面へラミガキ

1/4 15.0 口縁部内外面 ヨコナデ504 S 085121 W-9 11 
体部内面へラミガキ

1/8 29.2 ロ縁部内外面 ヨコナデ505 包 含層 V-9 11 
体部外面 10条/1.5佃のハケ目，内面へラミガキ

1/8 (11.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明

506 包 含層 Y'Z-7 
体部内面へラミガキ

1/8 31.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

507 S 085124 V-9 I 
体部外商ハケ目，内面へラミガキ

第38表土器観察表目。
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(劃一(C)，..ー(1)・(2))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

508 5085102 X-8 IV 1/8 (17.2) 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

509 5085102 X-8 IV 1/8 30.6 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

510 5085101 X-8 (5) 1/4 18.8 磨滅のため調整不明，体部外面にハケ目

、
511 5 K85104 X-8(N) 1/8 30.0 磨滅のため調整不明

512 包 含膚 W-9 IV 1/8 17.8 磨滅のため調整不明

513 包含層 W-9 W 1/2 17.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cmのハケ自，内面へラミガキ

514 5085101 X-8 I 1/8 16.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面上半ハケ目，中央に刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面磨滅のため
515 包含層 W-9 1/4 16.4 29.2 調整不明，体部外面中央貝殻による押圧文，下半へ

ラミガキ，体部内面下半へラミガキ

516 5 B85014 A'B-5・6 IV 1/8 (21.2) 磨滅のため調整不明

517 5 P -18 A-6 1/8 19.4 磨滅のため調整不明

518 包含層 W-9 IV 1/2 19.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

519 5085037 E-4 I 1/8 21.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 3条/cmのハケ呂

520 5085102 X-8 (5) IV 1/8 (22.6) 口縁部内面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

521 5085101 X-8 1/4 23.0 磨滅のため調整不明

522 5085037 E-4 1/8 21.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面 4条/仰のハケ目

523 包含層 X-9 1/8 22.8 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

524 5085101 Y-9 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条，刻目文

525 5085101 X-8 (5) 1/8 24.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面へラミガキ
口縁端部凹線1条，刻目文

526 包含層 C-5 II 1/4 17.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

527 5085013 A.B-6 II 1/4 12.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部回線2条
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実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

508 5085102 X-8 IV 1/8 (17.2) 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

509 5085102 X-8 IV 1/8 30.6 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

510 5085101 X-8 (5) 1/4 18.8 磨滅のため調整不明，体部外面にハケ目

、
511 5 K85104 X-8(N) 1/8 30.0 磨滅のため調整不明

512 包 含膚 W-9 IV 1/8 17.8 磨滅のため調整不明

513 包含層 W-9 W 1/2 17.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cmのハケ自，内面へラミガキ

514 5085101 X-8 I 1/8 16.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面上半ハケ目，中央に刻目文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面磨滅のため
515 包含層 W-9 1/4 16.4 29.2 調整不明，体部外面中央貝殻による押圧文，下半へ

ラミガキ，体部内面下半へラミガキ

516 5 B85014 A'B-5・6 IV 1/8 (21.2) 磨滅のため調整不明

517 5 P -18 A-6 1/8 19.4 磨滅のため調整不明

518 包含層 W-9 IV 1/2 19.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部磨滅のため調整不明

519 5085037 E-4 I 1/8 21.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 3条/cmのハケ呂

520 5085102 X-8 (5) IV 1/8 (22.6) 口縁部内面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

521 5085101 X-8 1/4 23.0 磨滅のため調整不明

522 5085037 E-4 1/8 21.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面 4条/仰のハケ目

523 包含層 X-9 1/8 22.8 
口縁部外面 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

524 5085101 Y-9 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条，刻目文

525 5085101 X-8 (5) 1/8 24.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面へラミガキ
口縁端部凹線1条，刻目文

526 包含層 C-5 II 1/4 17.2 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

527 5085013 A.B-6 II 1/4 12.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部回線2条
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番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

528 包含層 W-8 I 1/4 19.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
体部外面 7条/cm，内面 4条/cmのハケ目

529 S D85028 C-6 II 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

体部外面 9条/αn，内面 9条/αnのハケ自

530 S D85121 W-9 IV 1/8 20.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条

体部内外面ハケ目

531 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (15.2) 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

532 
S B85104 V-9 II 1/8 23.4 口縁部内外商 ヨコナデ，口縁端部回線2条

⑫ 

533 S D85031 B・C-5・6 II 1/8 16.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

534 S D85122 W-9 1/8 24.6 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

535 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 9条/cmのハケ目
口縁端部凹線3条

536 
S B85104 V-9 II 1/8 25.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条@ 

537 S D85125 V-9 1/8 (25.0) 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線4条

538 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 19.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条

539 S D85102 x-8 (S) W 1/8 24.0 
口縁端部回線2条

磨滅のため調整不明

540 S D85031 B・C-5・6 II 1/8 18.8 口縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部凹線2条

541 S D85031 B.C-5・6 IV 1/8 (18.8) 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

542 包含層 II 1/8 24.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
体部磨滅のため調整不明

543 包 含層 II 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
体部磨滅のため調整不明

544 S D85124 V-9 IV 1/8 (25.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 4条/cmのハケ目
口縁端部凹線3条

545 S D85011 A-6 II 1/8 (20.4) 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

546 包含層 U-9 II 1/8 27.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部回線3条

547 
S B85104 V-9 II 1/8 19.8 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条Q 
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番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

528 包含層 W-8 I 1/4 19.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
体部外面 7条/cm，内面 4条/cmのハケ目

529 S D85028 C-6 II 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

体部外面 9条/αn，内面 9条/αnのハケ自

530 S D85121 W-9 IV 1/8 20.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線4条

体部内外面ハケ目

531 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (15.2) 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

532 
S B85104 V-9 II 1/8 23.4 口縁部内外商 ヨコナデ，口縁端部回線2条

⑫ 

533 S D85031 B・C-5・6 II 1/8 16.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

534 S D85122 W-9 1/8 24.6 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

535 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 17.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 9条/cmのハケ目
口縁端部凹線3条

536 
S B85104 V-9 II 1/8 25.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条@ 

537 S D85125 V-9 1/8 (25.0) 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線4条

538 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 19.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条

539 S D85102 x-8 (S) W 1/8 24.0 
口縁端部回線2条

磨滅のため調整不明

540 S D85031 B・C-5・6 II 1/8 18.8 口縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部凹線2条

541 S D85031 B.C-5・6 IV 1/8 (18.8) 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

542 包含層 II 1/8 24.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条
体部磨滅のため調整不明

543 包 含層 II 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
体部磨滅のため調整不明

544 S D85124 V-9 IV 1/8 (25.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 4条/cmのハケ目
口縁端部凹線3条

545 S D85011 A-6 II 1/8 (20.4) 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

546 包含層 U-9 II 1/8 27.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部回線3条

547 
S B85104 V-9 II 1/8 19.8 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条Q 
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

548 S 085037 E-4 1/8 21.3 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

549 S 085010 A-6 11 1/8 19.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線2条，体部外面ハケ原体による押圧文

ロ縁部内外面 ヨコナデ
550 S 085036 0-5 11 1/4 17.6 体部外面 9条/舗のハケ目，内面ナデ

口縁端部凹線3条

551 S 085036 0-4 11 1/4 21.8 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ
552 S 085013 A.B-6 11 1/8 20.8 体部外商ハケ目，内面ナデ

口縁端部凹線3条

553 S 085010 A-6 11 1/8 21.6 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条

554 S X85004 B-6 III 1/8 22.8 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ
555 S 085031 B・C-5・6 11 1/8 23.0 体部外面 9条/舗のハケ目，内面ナデ

ロ縁端部凹線3条

556 S 085037 E-4 11 1/8 22.3 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 10条/00のハケ目
ロ縁端部回線4条

557 S X85001 A-6 11 1/4 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

558 S 085011 A-6 11 1/8 (22.4) ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

559 S 085102 X-8 III 1/8 23.0 
口縁端部回線3条
磨滅のため調整不明

560 S 085102 X-9 1/8 21.8 
ロ縁端部回線3条
磨滅のため調整不明

561 S 085036 0-4 IV 1/8 23.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 3条/αnのハケ目
口縁端部凹線3条

562 S 085035 C.0-5 11 1/8 21.0 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

563 S 085101 W-8 1/8 26.4 
口縁端部凹線3条，頚部刻目凸帯文
磨滅のため調整不明

564 S 085036 0-4 11 1/8 20.7 
ロ縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

565 S 085010 A-6 11 1/8 22.2 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

566 S 085037 E-4 1/8 24.9 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条

567 包含層 11 1/4 17.7 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
体部外面刻目文
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

548 S 085037 E-4 1/8 21.3 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

549 S 085010 A-6 11 1/8 19.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線2条，体部外面ハケ原体による押圧文

ロ縁部内外面 ヨコナデ
550 S 085036 0-5 11 1/4 17.6 体部外面 9条/舗のハケ目，内面ナデ

口縁端部凹線3条

551 S 085036 0-4 11 1/4 21.8 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ
552 S 085013 A.B-6 11 1/8 20.8 体部外商ハケ目，内面ナデ

口縁端部凹線3条

553 S 085010 A-6 11 1/8 21.6 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条

554 S X85004 B-6 III 1/8 22.8 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ
555 S 085031 B・C-5・6 11 1/8 23.0 体部外面 9条/舗のハケ目，内面ナデ

ロ縁端部凹線3条

556 S 085037 E-4 11 1/8 22.3 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 10条/00のハケ目
ロ縁端部回線4条

557 S X85001 A-6 11 1/4 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

558 S 085011 A-6 11 1/8 (22.4) ロ縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線2条

559 S 085102 X-8 III 1/8 23.0 
口縁端部回線3条
磨滅のため調整不明

560 S 085102 X-9 1/8 21.8 
ロ縁端部回線3条
磨滅のため調整不明

561 S 085036 0-4 IV 1/8 23.2 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 3条/αnのハケ目
口縁端部凹線3条

562 S 085035 C.0-5 11 1/8 21.0 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

563 S 085101 W-8 1/8 26.4 
口縁端部凹線3条，頚部刻目凸帯文
磨滅のため調整不明

564 S 085036 0-4 11 1/8 20.7 
ロ縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

565 S 085010 A-6 11 1/8 22.2 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条

566 S 085037 E-4 1/8 24.9 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条

567 包含層 11 1/4 17.7 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
体部外面刻目文
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実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径: 器高 備 考

568 S D85037 E-4 IV 1/8 27.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 7条/cmのハケ目
口縁端部凹線2条

569 S X85004 B-6 IV 1/8 27.7 口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

570 包含層 C-5 11 1/8 18.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

571 S D85023 B-5 11 1/8 (16.2) 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 1条

口縁部内外面 ヨコナデ
572 S D85025 C-6 11 1/8 (19.2) 体部外面 11条/cmのハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ
573 S D85036 D-4 11 1/4 21.8 体部外面ハケ目，内面ナデ

口縁端部回線 3条

574 S D85010 A-6 11 1/4 19.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 3条

575 S D85010 A-6 11 118 16.6 口縁端部凹線3条

磨滅のため調整不明

576 S D85101 Y-9 1/8 21.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 ハケ目
口縁端部凹線2条

577 包含層 11 1/8 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

578 S D85025 C-6 IV 1/8 (21.8) 口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

579 S D85036 D-4 11 1/4 16.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線3条

580 S D85037 E-4 118 24.5 
口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

581 S D85124 V-9 11 1/8 (17 .8) 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 10条/cmのハケ目
口縁端部凹線 2条

582 S D85033 C-5 IV 1/4 17.7 口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 3条

口縁部内外面 ヨコナデ
583 S D85025 C-6 11 118 (24.4) 体部内外面 7条/cmのハケ目

口縁端部凹線2条

584 S D85102 X-8 11 1/8 (16.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

585 S P -2 B-5 11 1/2 27.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

586 包含層 11 1/8 17.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

587 S D85037 E-4 I 1/4 25.6 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線 3条
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実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径: 器高 備 考

568 S D85037 E-4 IV 1/8 27.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 7条/cmのハケ目
口縁端部凹線2条

569 S X85004 B-6 IV 1/8 27.7 口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

570 包含層 C-5 11 1/8 18.8 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

571 S D85023 B-5 11 1/8 (16.2) 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 1条

口縁部内外面 ヨコナデ
572 S D85025 C-6 11 1/8 (19.2) 体部外面 11条/cmのハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ
573 S D85036 D-4 11 1/4 21.8 体部外面ハケ目，内面ナデ

口縁端部回線 3条

574 S D85010 A-6 11 1/4 19.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 3条

575 S D85010 A-6 11 118 16.6 口縁端部凹線3条

磨滅のため調整不明

576 S D85101 Y-9 1/8 21.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 ハケ目
口縁端部凹線2条

577 包含層 11 1/8 15.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

578 S D85025 C-6 IV 1/8 (21.8) 口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

579 S D85036 D-4 11 1/4 16.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線3条

580 S D85037 E-4 118 24.5 
口縁端部凹線2条

磨滅のため調整不明

581 S D85124 V-9 11 1/8 (17 .8) 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内面 10条/cmのハケ目
口縁端部凹線 2条

582 S D85033 C-5 IV 1/4 17.7 口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 3条

口縁部内外面 ヨコナデ
583 S D85025 C-6 11 118 (24.4) 体部内外面 7条/cmのハケ目

口縁端部凹線2条

584 S D85102 X-8 11 1/8 (16.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

585 S P -2 B-5 11 1/2 27.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線2条

586 包含層 11 1/8 17.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線2条

587 S D85037 E-4 I 1/4 25.6 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ
口縁端部凹線 3条
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番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

588 5085120 W-9 II 1/8 21.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

589 包含層 X-8 II 1/8 (21.0) 体部外面 6条/cmのハケ目，内面 ナデ
口縁端部凹線3条

590 5085010 A-6 II 1/8 27.2 
口縁端部回線3条

磨滅のため謁整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

591 5085036 0-5 II 1/4 16.4 体部外面 5~6条/cmのハケ自，内面 ナデ

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

592 5085036 0-4 II 1/4 16.7 体部外面 7条/cmのノケ目
口縁端部回線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

593 5085036 0-4 II 1/8 16.0 体部外面 5条/cmのハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

594 5085101 Y-9 I 1/8 16.8 体部内外面ハケ白
口縁端部回線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

595 5085036 0-5 II 1/8 17.2 体部外面 9条/αnのハケ目，内面 7条/佃のハケ目

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

596 5085036 0-5 II 1/8 15.3 体部内外薗 7条/仰のハケ目
口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

597 5085036 0-5 II 1/4 17.5 体口縁部内外面 11条/仰のハケ目
端部回線3条

598 5085101 X-8 (5) 1/8 17.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

599 5085036 0-5 II 1/8 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ自

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

600 5 B85107 W-9 IV 1/8 18.4 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線2条

601 5 B85104 V-9 II .1/8 20.1 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

602 5 P -38 V-9 IV 1/8 08.8) 体部外面 7条/cmのハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線3条

603 
5 B85104 

V-9 IV 1/8 21.0 
口縁部内外面 ヨコナデ。 口縁端部回線3条

604 5085120 W-9 II 1/8 18.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条

605 5085031 B・C-5・6 II 1/8 30.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

606 
5 B85104 

V-9 IV 1/8 19.8 
口縁部内外面 ヨコナデ。 口縁端部回線2条

607 5085037 E-4 II 1/8 12.9 
口縁端部回線3条

磨滅のため調整不明
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(聾s一(2))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

588 5085120 W-9 II 1/8 21.8 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

589 包含層 X-8 II 1/8 (21.0) 体部外面 6条/cmのハケ目，内面 ナデ
口縁端部凹線3条

590 5085010 A-6 II 1/8 27.2 
口縁端部回線3条

磨滅のため謁整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

591 5085036 0-5 II 1/4 16.4 体部外面 5~6条/cmのハケ自，内面 ナデ

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

592 5085036 0-4 II 1/4 16.7 体部外面 7条/cmのノケ目
口縁端部回線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

593 5085036 0-4 II 1/8 16.0 体部外面 5条/cmのハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

594 5085101 Y-9 I 1/8 16.8 体部内外面ハケ白
口縁端部回線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

595 5085036 0-5 II 1/8 17.2 体部外面 9条/αnのハケ目，内面 7条/佃のハケ目

口縁端部凹線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

596 5085036 0-5 II 1/8 15.3 体部内外薗 7条/仰のハケ目
口縁端部回線3条

口縁部内外面 ヨコナデ

597 5085036 0-5 II 1/4 17.5 体口縁部内外面 11条/仰のハケ目
端部回線3条

598 5085101 X-8 (5) 1/8 17.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線2条

599 5085036 0-5 II 1/8 17.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 6条/cmのハケ自

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

600 5 B85107 W-9 IV 1/8 18.4 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線2条

601 5 B85104 V-9 II .1/8 20.1 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

602 5 P -38 V-9 IV 1/8 08.8) 体部外面 7条/cmのハケ目，内面ナデ
口縁端部凹線3条

603 
5 B85104 

V-9 IV 1/8 21.0 
口縁部内外面 ヨコナデ。 口縁端部回線3条

604 5085120 W-9 II 1/8 18.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

口縁端部凹線3条

605 5085031 B・C-5・6 II 1/8 30.0 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条

606 
5 B85104 

V-9 IV 1/8 19.8 
口縁部内外面 ヨコナデ。 口縁端部回線2条

607 5085037 E-4 II 1/8 12.9 
口縁端部回線3条

磨滅のため調整不明
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(型~3 一 (2))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

608 包含層 II 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

口縁端部凹線 3条

609 S D85035 C.D-5 II 1/8 13.8 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

610 S D85010 A-6 II 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ

口縁端部回線2条

611 S D85037 E-4 II 1/8 16.9 口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

612 S D85015 8-5 IV 1/8 16.0 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

613 S D85010 A-6 II 1/2 32.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ハケ目
頚部外面刺突文，ロ縁端部凹線5条

614 S D85010 A-6 IV 1/8 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ハケ目
口縁端部凶線 2条

615 S D85102 X-9 1/8 14.8 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

616 S D85036 D-4 II 1/4 14.8 
日縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 5条/cmのハケ目

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

617 S D85036 D-5 I 3/4 13.9 体部外面 5条/cmのハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線2条

618 S D85123 V-9 II 8/8 17.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目

体部内面下半へラ削り，口縁端部回線3条

619 包含層 II 1/2 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条，体部外面刻白文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面上半ハケ目

620 S D85121 W-9 II 1/8 17.2 体部外面下半へラミガキ，体部外面貝殻の押圧文，
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目

621 S D85032 C-5 II 3/4 17.5 体部外面中央刻目文，下半へラミガキ
口縁端部凹線 3条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部中央内外面ハケ目，体

622 S D85010 A-6 II 1/2 17.0 (30.9) 部外面下半ヘラミガキ.体部内面下半へラ削り
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ナデ，口縁

623 S D85123 V-9 II 8/8 17.6 端部凹線3条，体部外面中央から下半部へラミガキ，

内面へラ削り

624 包含層 V-9 IV 1/4 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
体部磨滅のため調整不明

625 S D85123 V-9 II 1/8 24.4 口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目
口縁端部四線 3条，体部外面 ハケ原体の押圧文

口縁部内外面 ヨコナデ

626 S P -70 C-5 II 1/4 22.8 体部外面 26条/2.8仰のハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線3条

627 S D85010 A-6 II 1/4 28.6 
口縁部内外商 ヨコナデ，体部内外面ハケ目

口縁端部凹線3条
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(型~3 一 (2))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

608 包含層 II 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

口縁端部凹線 3条

609 S D85035 C.D-5 II 1/8 13.8 
口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

610 S D85010 A-6 II 1/8 33.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面 ナデ

口縁端部回線2条

611 S D85037 E-4 II 1/8 16.9 口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

612 S D85015 8-5 IV 1/8 16.0 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

613 S D85010 A-6 II 1/2 32.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ハケ目
頚部外面刺突文，ロ縁端部凹線5条

614 S D85010 A-6 IV 1/8 13.4 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ハケ目
口縁端部凶線 2条

615 S D85102 X-9 1/8 14.8 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

616 S D85036 D-4 II 1/4 14.8 
日縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 5条/cmのハケ目

口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ

617 S D85036 D-5 I 3/4 13.9 体部外面 5条/cmのハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線2条

618 S D85123 V-9 II 8/8 17.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目

体部内面下半へラ削り，口縁端部回線3条

619 包含層 II 1/2 19.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明

口縁端部凹線4条，体部外面刻白文

口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面上半ハケ目

620 S D85121 W-9 II 1/8 17.2 体部外面下半へラミガキ，体部外面貝殻の押圧文，
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目

621 S D85032 C-5 II 3/4 17.5 体部外面中央刻目文，下半へラミガキ
口縁端部凹線 3条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部中央内外面ハケ目，体

622 S D85010 A-6 II 1/2 17.0 (30.9) 部外面下半ヘラミガキ.体部内面下半へラ削り
口縁端部凹線2条

口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ナデ，口縁

623 S D85123 V-9 II 8/8 17.6 端部凹線3条，体部外面中央から下半部へラミガキ，

内面へラ削り

624 包含層 V-9 IV 1/4 24.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線3条
体部磨滅のため調整不明

625 S D85123 V-9 II 1/8 24.4 口縁部内外面 ヨコナデ，体部上半内外面ハケ目
口縁端部四線 3条，体部外面 ハケ原体の押圧文

口縁部内外面 ヨコナデ

626 S P -70 C-5 II 1/4 22.8 体部外面 26条/2.8仰のハケ目，内面 ナデ

口縁端部凹線3条

627 S D85010 A-6 II 1/4 28.6 
口縁部内外商 ヨコナデ，体部内外面ハケ目

口縁端部凹線3条
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(聾3一(2)・(3))

番実測号図 遺構番号 ク、リッド 胎土 残存度 口径 器両 備 考

628 S 085030 II 1/8 (13.4) 口縁端部凹線 2条
磨滅のため調整不明

629 S B85014 A.B-5・6 IV 1/8 14.5 口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

630 S B85111 V-9 IV 1/8 14.4 体部外面ハケ日，内面ナデ
口縁端部凹線 2条

631 
S B85104 

V-9 1/8 
口縁部内外面 ヨコナデ

Q 16.6 
口縁端部四線2条

632 S 085121 W-9 IV 1/4 15.8 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

633 S 085036 0-5 II 1/8 16.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線 2条

634 包含層 IV 1/8 15.3 
口縁部外商 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁部内面竹管文

635 S 085036 0-4 II 1/4 15.2 口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

636 S 085013 A.B-6 IV 1/8 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 2条

637 S 085010 A-6 II 1/8 12.4 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

638 S 085121 W-9 IV 1/8 13.4 口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

639 S 085120 W-9 IV 1/4 16.2 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

640 S 085102 X-9 I 1/4 15.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部四線(不明瞭)

641 S 085102 X-9 III 1/4 15.0 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

642 S 085121 W-9 IV 1/8 14.6 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線(不明瞭)

643 S 085102 X-9 II 1/4 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条(不明瞭)

644 包含層 X-8 II 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線2条(不明瞭)

645 S 085031 B.C-5・6 II 1/2 14.0 
口縁端部回線 2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ
646 包含層 X-8 II 1/4 14.6 体部外面 7条/c閣のハケ目・へラミガキ，内面 ナデ

口縁端部回線2条

647 S 085101 W-8 II 1/8 14.8 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
口縁部内外面 ヨコナデ
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番実測号図 遺構番号 ク、リッド 胎土 残存度 口径 器両 備 考

628 S 085030 II 1/8 (13.4) 口縁端部凹線 2条
磨滅のため調整不明

629 S B85014 A.B-5・6 IV 1/8 14.5 口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

630 S B85111 V-9 IV 1/8 14.4 体部外面ハケ日，内面ナデ
口縁端部凹線 2条

631 
S B85104 

V-9 1/8 
口縁部内外面 ヨコナデ

Q 16.6 
口縁端部四線2条

632 S 085121 W-9 IV 1/4 15.8 
口縁端部回線2条
磨滅のため調整不明

633 S 085036 0-5 II 1/8 16.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線 2条

634 包含層 IV 1/8 15.3 
口縁部外商 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁部内面竹管文

635 S 085036 0-4 II 1/4 15.2 口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

636 S 085013 A.B-6 IV 1/8 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線 2条

637 S 085010 A-6 II 1/8 12.4 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

638 S 085121 W-9 IV 1/8 13.4 口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

639 S 085120 W-9 IV 1/4 16.2 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

640 S 085102 X-9 I 1/4 15.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部四線(不明瞭)

641 S 085102 X-9 III 1/4 15.0 
口縁端部凹線 1条
磨滅のため調整不明

642 S 085121 W-9 IV 1/8 14.6 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線(不明瞭)

643 S 085102 X-9 II 1/4 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部凹線3条(不明瞭)

644 包含層 X-8 II 1/8 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目
口縁端部凹線2条(不明瞭)

645 S 085031 B.C-5・6 II 1/2 14.0 
口縁端部回線 2条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ
646 包含層 X-8 II 1/4 14.6 体部外面 7条/c閣のハケ目・へラミガキ，内面 ナデ

口縁端部回線2条

647 S 085101 W-8 II 1/8 14.8 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
口縁部内外面 ヨコナデ
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(費1，ー(3))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

648 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 13.8 
口縁端部凹線 l条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

649 包含層 W-9 IV 1/8 12.7 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線(不明瞭)

650 S D85102 X-9 11 1/8 14.8 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

651 包含層 X-8 I 1/8 23.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 3~4条/crnのハケ目
口縁端部凹線2条

652 包含層 X-8 11 1/4 14.0 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

653 S P -3 X-8 (N) I 1/4 24.8 
口縁部外面 ヨコナデ，体部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条(不明瞭)

654 S D85106 X-9 11 1/8 13.4 
ロ縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

655 S D85010 A-6 11 1/8 (25.3) 
ロ縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

656 包含層 W-8 III 1/4 16.0 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

657 包含層 11 1/8 24.8 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

658 S D85036 D-5 I 1/8 10.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

659 S D85010 A-6 11 1/4 23.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条

660 S D85102 X-9 11 1/8 15.4 
口縁端部回線(不明瞭)
磨滅のため調整不明

661 S D85101 W-8 1/8 25.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ自

口縁部内外面 ヨコナデ
662 S D85036 D-5 IV 1/4 15.6 体部外面 11条/αn，内面 11条/αnのハケ目

口縁端部凹線3条(不明瞭)

663 SPー 7 B-5 1 1/8 (26.8) 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条(不明瞭)

664 S D85036 D-5 IV 1/8 17.4 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線1条(不明瞭)

665 包含層 11 1/8 29.0 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ナデ

ロ縁部内外面 ヨコナデ

666 包含層 X-8 11 1/8 17.3 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部回線3条

667 S X85004 B-6 IV 1/8 31.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線状のヨコナデ
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実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

648 S D85031 B・C-5・6 IV 1/8 13.8 
口縁端部凹線 l条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

649 包含層 W-9 IV 1/8 12.7 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線(不明瞭)

650 S D85102 X-9 11 1/8 14.8 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

651 包含層 X-8 I 1/8 23.0 
ロ縁部内外面 ヨコナデ，体部外面 3~4条/crnのハケ目
口縁端部凹線2条

652 包含層 X-8 11 1/4 14.0 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

653 S P -3 X-8 (N) I 1/4 24.8 
口縁部外面 ヨコナデ，体部外面へラミガキ
口縁端部凹線2条(不明瞭)

654 S D85106 X-9 11 1/8 13.4 
ロ縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

655 S D85010 A-6 11 1/8 (25.3) 
ロ縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

656 包含層 W-8 III 1/4 16.0 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

657 包含層 11 1/8 24.8 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

658 S D85036 D-5 I 1/8 10.6 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

659 S D85010 A-6 11 1/4 23.6 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線2条

660 S D85102 X-9 11 1/8 15.4 
口縁端部回線(不明瞭)
磨滅のため調整不明

661 S D85101 W-8 1/8 25.8 口縁部内外面 ヨコナデ，体部外面ハケ自

口縁部内外面 ヨコナデ
662 S D85036 D-5 IV 1/4 15.6 体部外面 11条/αn，内面 11条/αnのハケ目

口縁端部凹線3条(不明瞭)

663 SPー 7 B-5 1 1/8 (26.8) 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部回線2条(不明瞭)

664 S D85036 D-5 IV 1/8 17.4 
口縁部内面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
口縁端部凹線1条(不明瞭)

665 包含層 11 1/8 29.0 口縁部内外面 ヨコナデ，体部内外面ナデ

ロ縁部内外面 ヨコナデ

666 包含層 X-8 11 1/8 17.3 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部回線3条

667 S X85004 B-6 IV 1/8 31.4 
口縁部内外面 ヨコナデ
口縁端部回線状のヨコナデ
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(聾sー (3))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

668 包含層 E-4 II 1/8 18.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

669 包含層 W-8 II 1/4 27.4 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

670 5085102 X-8 (5) IV 1/8 19.6 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

671 
5 B85103 X-8 (N) II 1/8 

口縁部内外面 ヨコナデ
⑫ 

19.0 
口縁端部凹線2条(不明瞭)

672 5 B85104 V-9 IV 1/4 16.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

673 5085036 0-4 II 1/8 17.4 体部外面 9条/cmのハケ目，内面 ナデ
ロ縁端部回線2条

674 5085010 A-6 II 1/8 18.5 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

675 5085036 0-4 II 1/4 17.5 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

676 5 X85005 E-4 III 1/4 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

677 5085102 X-8 (5) 1v 1/8 18.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条(不明瞭)

678 5085037 E-4 IV 1/8 19.2 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

679 5 B85014 A.B-5・6 II 1/8 (20.3) 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

680 包含層 X-9 1/8 20.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
ロ縁端部凹線 1条

681 包含層 X-8 II 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
体部磨滅のため調整不明

682 5085120 W-9 II 1/8 21.8 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

683 5085101 Y-9 I 1/8 (19.2) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
体部磨滅のため調整不明

684 5085101 X-8 (5) I 1/8 (21.6) 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

685 5 X85005 E-4 II 1/8 21.8 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部回線3条(不明瞭)

口縁部内外面 ヨコナデ

686 5085036 0-5 IV 1/8 20.2 体部外面 10条/cm，内面 7条/cmのノケ自
口縁端部 回線状のヨコナデ

687 5085031 B'C-5・6 II 1/8 20.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部回線状のヨコナデ
体部磨滅のため調整不明
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実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

668 包含層 E-4 II 1/8 18.2 磨滅のため凹線の数，調整不明

669 包含層 W-8 II 1/4 27.4 
口縁端部凹線2条
磨滅のため調整不明

670 5085102 X-8 (5) IV 1/8 19.6 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

671 
5 B85103 X-8 (N) II 1/8 

口縁部内外面 ヨコナデ
⑫ 

19.0 
口縁端部凹線2条(不明瞭)

672 5 B85104 V-9 IV 1/4 16.1 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

673 5085036 0-4 II 1/8 17.4 体部外面 9条/cmのハケ目，内面 ナデ
ロ縁端部回線2条

674 5085010 A-6 II 1/8 18.5 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

675 5085036 0-4 II 1/4 17.5 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

676 5 X85005 E-4 III 1/4 18.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

677 5085102 X-8 (5) 1v 1/8 18.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
口縁端部凹線3条(不明瞭)

678 5085037 E-4 IV 1/8 19.2 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

679 5 B85014 A.B-5・6 II 1/8 (20.3) 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

680 包含層 X-9 1/8 20.8 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
ロ縁端部凹線 1条

681 包含層 X-8 II 1/8 19.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
体部磨滅のため調整不明

682 5085120 W-9 II 1/8 21.8 
口縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

683 5085101 Y-9 I 1/8 (19.2) 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)
体部磨滅のため調整不明

684 5085101 X-8 (5) I 1/8 (21.6) 
口縁端部回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

口縁部内外面 ヨコナデ

685 5 X85005 E-4 II 1/8 21.8 体部外面ハケ目，内面ナデ
口縁端部回線3条(不明瞭)

口縁部内外面 ヨコナデ

686 5085036 0-5 IV 1/8 20.2 体部外面 10条/cm，内面 7条/cmのノケ自
口縁端部 回線状のヨコナデ

687 5085031 B'C-5・6 II 1/8 20.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，ロ縁端部回線状のヨコナデ
体部磨滅のため調整不明
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(聾3一(3)，聾(後期)) 

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

688 S D85102 x-8 (S) IV 1/8 (23.0) 磨滅のため凹線の数，調整不明

口縁部内外面ナデ，体部外面上半 9条/cmのハケ目，中
689 S D85036 D-5 11 1/4 15.2 央から下半へラミガキ，体部内面へラ削り，口縁端

部凹線2条(不明瞭)，体部外面中央貝殻押圧文

690 S D85036 D-4 III 8/8 14.2 
口縁部内外面ナデ
体部外面 5条/cmのハケ臼，内面へラ削り

691 S D85036 D-4 III 1/2 14.4 
口縁部内外面 磨滅のため調整不明
体部外面ハケ日，内面へラ削り

口縁部から体部外商 3条/cmのハケ目
692 S D85036 D-4 11 1/4 14.6 口縁部から体部内面上半 4条/cmのハケ日

体部内面へラ削り

693 S D85102 X-9 11 1/8 15.4 
口縁部内外面ナデ
体部外商 4条/cmのハケ目，内面へラ削り

694 S D85036 D-4 III 1/4 15.6 口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

695 S D85036 D-5 III 1/4 14.2 体部内面ヘラ削り
磨滅のため調整不明

696 S D85036 D-4 11 1/4 14.6 
口縁部内外面ナデ，体部内外面ハケ目

体部内面へラ削り

697 S D85036 D-4 III 1/4 15.3 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
体部外面 ハケ目，磨滅のため調整不明

698 S D85036 D-4 11 3/4 14.0 
口縁部内外面 ナデ，体部外商 5~6条/cmのハケ目
頚部内面 6条/cmのノケ目

699 S D85036 D-4 11 1/4 15.4 
器壁外面 タタキ目の上からナデ

体部内面へラ削り

700 包含層 D-4 III 1/8 17.4 磨滅のため調整不明

701 S D85036 D-4 III 1/8 18.1 磨滅のため調整不明

702 S D85018 Z -6・7 11 1/8 17.4 体部外面ハケ目
磨滅のため調整不明

703 S D85036 D-5 III 1/4 16.6 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面 7~10条/cmのノ、ヶ目，内面へラ削り

704 S D85036 D-4 11 1/8 18.6 
口縁部内外面ナデ
体部外面 8条/cmのハケ目，内面へラ削り

705 S D85036 D-4 III 1/2 15.4 
口縁部外面 ナデ，内面 8条/cmのハケ目
体部外面 9条/cmのハケ巨

706 S D85035 C'D-5 11 1/4 14.2 磨滅のため調整不明

707 S D85018 Z -6・7 III 1/4 11.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面ハケ目，内面へラ削り
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番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

688 S D85102 x-8 (S) IV 1/8 (23.0) 磨滅のため凹線の数，調整不明

口縁部内外面ナデ，体部外面上半 9条/cmのハケ目，中
689 S D85036 D-5 11 1/4 15.2 央から下半へラミガキ，体部内面へラ削り，口縁端

部凹線2条(不明瞭)，体部外面中央貝殻押圧文

690 S D85036 D-4 III 8/8 14.2 
口縁部内外面ナデ
体部外面 5条/cmのハケ臼，内面へラ削り

691 S D85036 D-4 III 1/2 14.4 
口縁部内外面 磨滅のため調整不明
体部外面ハケ日，内面へラ削り

口縁部から体部外商 3条/cmのハケ目
692 S D85036 D-4 11 1/4 14.6 口縁部から体部内面上半 4条/cmのハケ日

体部内面へラ削り

693 S D85102 X-9 11 1/8 15.4 
口縁部内外面ナデ
体部外商 4条/cmのハケ目，内面へラ削り

694 S D85036 D-4 III 1/4 15.6 口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

695 S D85036 D-5 III 1/4 14.2 体部内面ヘラ削り
磨滅のため調整不明

696 S D85036 D-4 11 1/4 14.6 
口縁部内外面ナデ，体部内外面ハケ目

体部内面へラ削り

697 S D85036 D-4 III 1/4 15.3 
口縁端部凹線3条(不明瞭)
体部外面 ハケ目，磨滅のため調整不明

698 S D85036 D-4 11 3/4 14.0 
口縁部内外面 ナデ，体部外商 5~6条/cmのハケ目
頚部内面 6条/cmのノケ目

699 S D85036 D-4 11 1/4 15.4 
器壁外面 タタキ目の上からナデ

体部内面へラ削り

700 包含層 D-4 III 1/8 17.4 磨滅のため調整不明

701 S D85036 D-4 III 1/8 18.1 磨滅のため調整不明

702 S D85018 Z -6・7 11 1/8 17.4 体部外面ハケ目
磨滅のため調整不明

703 S D85036 D-5 III 1/4 16.6 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面 7~10条/cmのノ、ヶ目，内面へラ削り

704 S D85036 D-4 11 1/8 18.6 
口縁部内外面ナデ
体部外面 8条/cmのハケ目，内面へラ削り

705 S D85036 D-4 III 1/2 15.4 
口縁部外面 ナデ，内面 8条/cmのハケ目
体部外面 9条/cmのハケ巨

706 S D85035 C'D-5 11 1/4 14.2 磨滅のため調整不明

707 S D85018 Z -6・7 III 1/4 11.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面ハケ目，内面へラ削り
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(費(後期))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

708 S D85018 Z-6・7 II 1/8 (15.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，内面ハケ目
体部外面ハケ自，内面へラ削り

709 S D85037 E-4 II 1/8 12.0 
口縁部外面 ヨコナデ
体部外面 6条/ロnのハケ目，内面へラ削り

710 S D85036 D-4 III 1/2 15.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面 6条/cmのハケ目，内面へラ削り

711 S D85036 D-4 II 1/8 15.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面 10条/αnのハケ目

712 S D85035 C'D-5 m 1/8 11.6 磨滅のため調整不明

713 S D85037 E-4 II 1/2 12.0 
体部外面 7条/αnのハケ目
磨滅のため調整不明

714 S D85036 D-4 II 1/8 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cm.内面 5~6条/cmのノ、ヶ目

715 S D85036 D-5 III 1/2 13.6 
体部内面 7条/舗のハケ目
磨滅のため調整不明

716 S D85036 D-5 II 1/8 11.6 
口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ. 10条/cmのハケ目
体部外面 9条/αnのハケ自

717 S D85036 D-4 III 1/2 16.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面 7条/cmのハケ目，内面へラ削り

718 S D85036 D-4 IV 1/2 14.2 
口縁部内外面ナデ
体部外面 5~6条/cmのノ、ヶ目

719 S D85036 D-5 III 1/4 13.4 磨滅のため調整不明

720 S X85005 E-4 II 1/4 14.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ

721 S D85101 Y-9 II -1/8 20.4 
口縁部外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目

722 S D85036 D-4 II 1/4 14.4 体部外面 9条/cmのハケ目
磨滅のため調整不明

723 S D85036 D-5 II 1/4 12.3 
口縁部内外面 ナデ
体部外面 8条/ロnのハケ目，内面へラ削り

724 S D85037 E-4 IV 1/8 13.8 
口縁部内外面ナデ，ロ縁端部凹線2条(不明瞭)
体部外面 6条/cmのハケ目，内面ナデ

725 包含層 C-6 II 1/4 12.8 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
体部外面 3条/cmのハケ目

726 S D85036 D-4 III 1/4 15.4 磨滅のため調整不明

727 包含層 Y'Z-7 IV 1/8 15.2 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁部から体部内面 ハケ目
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(費(後期))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

708 S D85018 Z-6・7 II 1/8 (15.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ，内面ハケ目
体部外面ハケ自，内面へラ削り

709 S D85037 E-4 II 1/8 12.0 
口縁部外面 ヨコナデ
体部外面 6条/ロnのハケ目，内面へラ削り

710 S D85036 D-4 III 1/2 15.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面 6条/cmのハケ目，内面へラ削り

711 S D85036 D-4 II 1/8 15.0 
口縁部外面 ヨコナデ，内面磨滅のため調整不明
体部外面 10条/αnのハケ目

712 S D85035 C'D-5 m 1/8 11.6 磨滅のため調整不明

713 S D85037 E-4 II 1/2 12.0 
体部外面 7条/αnのハケ目
磨滅のため調整不明

714 S D85036 D-4 II 1/8 15.8 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 7条/cm.内面 5~6条/cmのノ、ヶ目

715 S D85036 D-5 III 1/2 13.6 
体部内面 7条/舗のハケ目
磨滅のため調整不明

716 S D85036 D-5 II 1/8 11.6 
口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ. 10条/cmのハケ目
体部外面 9条/αnのハケ自

717 S D85036 D-4 III 1/2 16.0 
口縁部内外面ナデ
体部外面 7条/cmのハケ目，内面へラ削り

718 S D85036 D-4 IV 1/2 14.2 
口縁部内外面ナデ
体部外面 5~6条/cmのノ、ヶ目

719 S D85036 D-5 III 1/4 13.4 磨滅のため調整不明

720 S X85005 E-4 II 1/4 14.2 口縁部外面 ヨコナデ，内面ナデ

721 S D85101 Y-9 II -1/8 20.4 
口縁部外面 ヨコナデ
体部外面ハケ目

722 S D85036 D-4 II 1/4 14.4 体部外面 9条/cmのハケ目
磨滅のため調整不明

723 S D85036 D-5 II 1/4 12.3 
口縁部内外面 ナデ
体部外面 8条/ロnのハケ目，内面へラ削り

724 S D85037 E-4 IV 1/8 13.8 
口縁部内外面ナデ，ロ縁端部凹線2条(不明瞭)
体部外面 6条/cmのハケ目，内面ナデ

725 包含層 C-6 II 1/4 12.8 
口縁部外面 ヨコナデ，磨滅のため調整不明
体部外面 3条/cmのハケ目

726 S D85036 D-4 III 1/4 15.4 磨滅のため調整不明

727 包含層 Y'Z-7 IV 1/8 15.2 
口縁部内面 ヨコナデ，外面磨滅のため調整不明
口縁部から体部内面 ハケ目

第49表土器観察表側
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(聾(後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

728 S X85005 E-4 II 1/4 14.4 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 1条(不明瞭)

729 S D85036 D-5 II 1/8 14.8 磨滅のため調整不明

730 S D85036 D-4 II 1/4 12.4 磨滅のため調整不明

731 S D85036 D-5 I 3/4 14.2 磨滅のため調整不明

732 S D85036 D-5 III 1/4 15.4 体部内面中央へラ削り
磨滅のため調整不明

733 S D85036 D-4 III 1/4 16.3 
体部内面ナデ
磨滅のため調整不明

734 S D85036 D-4 II 1/2 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 1条
体部外面 7条/cmのハケ目，内面 ナデ

735 包含層 III 1/4 14.7 磨滅のため調整不明

736 S D85036 D-5 II 1/2 14.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 5~6条/cmのノ、ヶ目

737 包含層 III 1/4 15.6 磨滅のため調整不明

738 S D85036 D-4 III 1/4 17.2 磨滅のため調整不明

739 S D85036 D-4 III 1/8 16.4 
体部内面へラ削り
磨滅のため調整不明

740 S D85036 D-4 III 3/4 15.4 磨滅のため調整不明

741 S D85036 D-5 1/8 17.0 
口縁端部凹線 1条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

742 S D85036 D-5 III 1/4 17.8 体部内面へラ削り
磨滅のため調整不明

743 S D85018 Z -6・7 II 1/8 (17.0) 
体部外面ハケ目
磨滅のため調整不明

744 S D85036 D-4 III 1/4 14.4 24.0 磨滅のため調整不明

745 S D85036 D-4 III 1/4 14.0 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面 タタキ目・ハケ目
器壁内面磨滅のため調整不明

746 包含層 IV 1/2 15.6 磨滅のため調整不明

体部外面 5~10条/αnのハケ目，口縁部内面 4~9条/口n
747 S D85036 D-4 III 1/2 16.3 のハケ目

磨滅のため調整不明

第50表土器観察表側)
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(聾(後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

728 S X85005 E-4 II 1/4 14.4 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線 1条(不明瞭)

729 S D85036 D-5 II 1/8 14.8 磨滅のため調整不明

730 S D85036 D-4 II 1/4 12.4 磨滅のため調整不明

731 S D85036 D-5 I 3/4 14.2 磨滅のため調整不明

732 S D85036 D-5 III 1/4 15.4 体部内面中央へラ削り
磨滅のため調整不明

733 S D85036 D-4 III 1/4 16.3 
体部内面ナデ
磨滅のため調整不明

734 S D85036 D-4 II 1/2 15.4 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 1条
体部外面 7条/cmのハケ目，内面 ナデ

735 包含層 III 1/4 14.7 磨滅のため調整不明

736 S D85036 D-5 II 1/2 14.2 
口縁部内外面 ヨコナデ
体部外面 5~6条/cmのノ、ヶ目

737 包含層 III 1/4 15.6 磨滅のため調整不明

738 S D85036 D-4 III 1/4 17.2 磨滅のため調整不明

739 S D85036 D-4 III 1/8 16.4 
体部内面へラ削り
磨滅のため調整不明

740 S D85036 D-4 III 3/4 15.4 磨滅のため調整不明

741 S D85036 D-5 1/8 17.0 
口縁端部凹線 1条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

742 S D85036 D-5 III 1/4 17.8 体部内面へラ削り
磨滅のため調整不明

743 S D85018 Z -6・7 II 1/8 (17.0) 
体部外面ハケ目
磨滅のため調整不明

744 S D85036 D-4 III 1/4 14.4 24.0 磨滅のため調整不明

745 S D85036 D-4 III 1/4 14.0 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面 タタキ目・ハケ目
器壁内面磨滅のため調整不明

746 包含層 IV 1/2 15.6 磨滅のため調整不明

体部外面 5~10条/αnのハケ目，口縁部内面 4~9条/口n
747 S D85036 D-4 III 1/2 16.3 のハケ目

磨滅のため調整不明

第50表土器観察表側)
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(聾(後期))

実測図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考番号

1/2 16.6 (26.0) 
口縁部外面 ヨコナデ

748 S D85036 D-4 IV 
体部外面 7~8条/crnのノ、ヶ目，内面へラ削り

1/4 15.4 
体部外面下半 6~7条/crnのハケ目

749 包含層 V-9 III 
器壁内外面上半磨滅のため調整不明

第51表土器観察表側

⑤鉢(弥生時代中期)

鉢として分類したものの中には，口縁部だけで断定できず，後述する高杯Aが含まれている可

能性もある。

鉢 1 (750~766) 口縁端部に回線文がないものである。器形・大きさなどは一定でない。口縁

端部の形態は.(1)丸く収めているもの.(2)拡張せずに平坦面を造り出しているもの.(3)左右両方

に強く拡張し，平坦面を造り出しているもの，に分けられる。

(1)の口縁部内外面はナデにより調整されている。体部の器形は750にみられるように，わずか

に内轡しながら立ち上がり，体部上半で屈曲し内反する。 (2)・(3)の口縁部内外面はヨコナデが施

されている。しかしヨコナデの範囲はせまく，口縁端部より内外面ともに 2cm以内におさまる。

(2)の体部以下の器形については，体部が外反しながら立ち上がるもの (758)と内轡しながら立ち

上がるもの (759~762) とがある。 (3)については口径で比較的大きいものが多い。端面は，いず

れもほぼ水平に造り出されている。拡張した口縁端部の外端すぐ下に 1条の回線が認められるが

回線文で加飾するという意味合いのものではなく，ここでは強いヨコナデと考えたい。体部の器

形については，遺存する例がないが，口縁部がやや内反することより.750にみられるような器形

を呈すると思われる。

調整については，体部外面はハケ目の上から縦方向のへラミガキが施されるのが一般的だと思

われる。体部内面は横方向のハケ目が施された上から横方向のへラミガキが施されているもの

(754・765).ハケ目だけが認められるもの (753・756・758・766) へラミガキだけが認められ

るもの (760)などがある。

766は，内管する体部が上半部で屈曲し，そこより口縁部が外反する器形を呈している。体部外

面にも横方向のハケ自が認められるなど鉢1では特異な例といえる。

鉢2 (767~772) 口縁端部に回線文以外の文様が施されているものであるが，口縁端部外端に

刻目文が施されているものがほとんどである。それ以外の文様は772に斜格子文が施されている

だけである。

体部から口縁部の器形はいずれも，ゆるやかに内脅しながら立ち上がる。口縁端部は拡張され

-187-

(聾(後期))

実測図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考番号

1/2 16.6 (26.0) 
口縁部外面 ヨコナデ

748 S D85036 D-4 IV 
体部外面 7~8条/crnのノ、ヶ目，内面へラ削り

1/4 15.4 
体部外面下半 6~7条/crnのハケ目

749 包含層 V-9 III 
器壁内外面上半磨滅のため調整不明

第51表土器観察表側

⑤鉢(弥生時代中期)

鉢として分類したものの中には，口縁部だけで断定できず，後述する高杯Aが含まれている可

能性もある。

鉢 1 (750~766) 口縁端部に回線文がないものである。器形・大きさなどは一定でない。口縁

端部の形態は.(1)丸く収めているもの.(2)拡張せずに平坦面を造り出しているもの.(3)左右両方

に強く拡張し，平坦面を造り出しているもの，に分けられる。

(1)の口縁部内外面はナデにより調整されている。体部の器形は750にみられるように，わずか

に内轡しながら立ち上がり，体部上半で屈曲し内反する。 (2)・(3)の口縁部内外面はヨコナデが施

されている。しかしヨコナデの範囲はせまく，口縁端部より内外面ともに 2cm以内におさまる。

(2)の体部以下の器形については，体部が外反しながら立ち上がるもの (758)と内轡しながら立ち

上がるもの (759~762) とがある。 (3)については口径で比較的大きいものが多い。端面は，いず

れもほぼ水平に造り出されている。拡張した口縁端部の外端すぐ下に 1条の回線が認められるが

回線文で加飾するという意味合いのものではなく，ここでは強いヨコナデと考えたい。体部の器

形については，遺存する例がないが，口縁部がやや内反することより.750にみられるような器形

を呈すると思われる。

調整については，体部外面はハケ目の上から縦方向のへラミガキが施されるのが一般的だと思

われる。体部内面は横方向のハケ目が施された上から横方向のへラミガキが施されているもの

(754・765).ハケ目だけが認められるもの (753・756・758・766) へラミガキだけが認められ

るもの (760)などがある。

766は，内管する体部が上半部で屈曲し，そこより口縁部が外反する器形を呈している。体部外

面にも横方向のハケ自が認められるなど鉢1では特異な例といえる。

鉢2 (767~772) 口縁端部に回線文以外の文様が施されているものであるが，口縁端部外端に

刻目文が施されているものがほとんどである。それ以外の文様は772に斜格子文が施されている

だけである。

体部から口縁部の器形はいずれも，ゆるやかに内脅しながら立ち上がる。口縁端部は拡張され
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ほぽ水平の端面が造り出されている。ヨコナデの範囲は鉢1と同様にせまい。調整についても鉢1

と同様であると思われる。

772は，口径46.6cmと大きく，口縁端部の内端がさらに斜め上方向に拡張され，口縁端部には斜

格子文が施されているなどの点で，鉢2の中では特異な例であるといえる。

鉢3 (773~779) 口縁端部に回線文が施されているものであるが，回線文はいずれも浅く不明

瞭なものが多い。 774の回線文はヨコナデによる起伏ともみられ， 774は鉢1となる可能性が強い。

また779は口縁端部に片口が造り出され，ほとんど拡張されていない口縁端部に細い回線文が 3

条施されている。体部から口縁部の器形も含めて鉢sでは特異な例である。

それ以外のものは.外反もしくはゆるやかに内襲撃する体部が上半部で襲撃曲し口縁部が内轡ある

いは直立方向に立ち上がる器形となる。口縁端部は内外両方に拡張されているものであるが，や

や内側が低くなる側面を造り出している。口縁部外面に 2条の回線文をもつものもあり，それに

ともないヨコナデの範囲も鉢1 ・鉢2と比較すると広くなっている。

調整については， 773・776の体部外面に縦方向のへラミガキ， 773には縦方向のハケ目と横方

向のへラミガキが認められることより，鉢1・鉢2と同様になるものと思われる。 774の体部内面

には縦方向のへラ削りが認められる。

鉢4一(1)(780"'-'787) 口縁部外面に 2~6 条の比較的数多い回線文が施され，口縁端部か口縁

部外面にあわせて他の文様も施されているものである。口径が30cmを越える大型のものが多い。

784の器形が体部から口縁部にかけてゆるやかに内轡しながら立ち上がるのを除くと，鉢3に一般

的にみられた器形と同様になる。口縁端部は内外両方に拡張されており 端面は水平のものと内

側がやや下がるものとがみられる。

口縁端部には斜格子文 (785)波状文 (787)が施されている例がある。口縁部外面の回線文の

位置には，刻目文が認められる。

口縁部外面に回線文が数多く施されていることにともない，口縁部内面のヨコナデの範囲も鉢

3よりもさらに広がっており，通常，体部と口縁部の屈曲部あたりまでおよんでいる。それ以外の

調整については鉢l~鉢s にみられる一般的な調整が施されていると思われる。

鉢4一(2)(788~814) 口縁部外面に 2~5 条の回線文だけが他の文様と併用されずに施され

ているものである。

回線文は，口縁部に施されるものと比較すると，いずれも幅の広いものであるが，(1)深く明瞭

なものと(2)浅く不明瞭なものに分けられる。口縁端部の形態は， (a)内外両方に広い平坦面を造り

出しているもの， (b)拡張せずに平坦面を造り出しているもの (c)丸く収めているものに分けられ

る。

回線文と口縁端部の形態の関係は，おおむね， (1)と(a)，(2)と(b)，(c)という組み合せとなる。全

体的には(1)と(a)が鉢4一(2)では多い。 (2)と(b)，(c)のものについては，後期の鉢との関係でいえば(1)
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ほぽ水平の端面が造り出されている。ヨコナデの範囲は鉢1と同様にせまい。調整についても鉢1

と同様であると思われる。

772は，口径46.6cmと大きく，口縁端部の内端がさらに斜め上方向に拡張され，口縁端部には斜

格子文が施されているなどの点で，鉢2の中では特異な例であるといえる。

鉢3 (773~779) 口縁端部に回線文が施されているものであるが，回線文はいずれも浅く不明

瞭なものが多い。 774の回線文はヨコナデによる起伏ともみられ， 774は鉢1となる可能性が強い。

また779は口縁端部に片口が造り出され，ほとんど拡張されていない口縁端部に細い回線文が 3

条施されている。体部から口縁部の器形も含めて鉢sでは特異な例である。

それ以外のものは.外反もしくはゆるやかに内襲撃する体部が上半部で襲撃曲し口縁部が内轡ある

いは直立方向に立ち上がる器形となる。口縁端部は内外両方に拡張されているものであるが，や

や内側が低くなる側面を造り出している。口縁部外面に 2条の回線文をもつものもあり，それに

ともないヨコナデの範囲も鉢1 ・鉢2と比較すると広くなっている。

調整については， 773・776の体部外面に縦方向のへラミガキ， 773には縦方向のハケ目と横方

向のへラミガキが認められることより，鉢1・鉢2と同様になるものと思われる。 774の体部内面

には縦方向のへラ削りが認められる。

鉢4一(1)(780"'-'787) 口縁部外面に 2~6 条の比較的数多い回線文が施され，口縁端部か口縁

部外面にあわせて他の文様も施されているものである。口径が30cmを越える大型のものが多い。

784の器形が体部から口縁部にかけてゆるやかに内轡しながら立ち上がるのを除くと，鉢3に一般

的にみられた器形と同様になる。口縁端部は内外両方に拡張されており 端面は水平のものと内

側がやや下がるものとがみられる。

口縁端部には斜格子文 (785)波状文 (787)が施されている例がある。口縁部外面の回線文の

位置には，刻目文が認められる。

口縁部外面に回線文が数多く施されていることにともない，口縁部内面のヨコナデの範囲も鉢

3よりもさらに広がっており，通常，体部と口縁部の屈曲部あたりまでおよんでいる。それ以外の

調整については鉢l~鉢s にみられる一般的な調整が施されていると思われる。

鉢4一(2)(788~814) 口縁部外面に 2~5 条の回線文だけが他の文様と併用されずに施され

ているものである。

回線文は，口縁部に施されるものと比較すると，いずれも幅の広いものであるが，(1)深く明瞭

なものと(2)浅く不明瞭なものに分けられる。口縁端部の形態は， (a)内外両方に広い平坦面を造り

出しているもの， (b)拡張せずに平坦面を造り出しているもの (c)丸く収めているものに分けられ

る。

回線文と口縁端部の形態の関係は，おおむね， (1)と(a)，(2)と(b)，(c)という組み合せとなる。全

体的には(1)と(a)が鉢4一(2)では多い。 (2)と(b)，(c)のものについては，後期の鉢との関係でいえば(1)
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と(a)のものより後出するものと思われる。

器形については，体部はやや内湾しながら立ち上がり上半部で湾曲し，口縁部が内管する。口

縁端部は内側が下がっていうという器形のものが多い。それ以外のものとしては鉢1で751，鉢4

一(1)で784にみられるような，ゆるやかに内饗しながら立ち上がるもの (788・790・798・814)が

ある。

調整については，前述した鉢にみられる一般的な調整が施されているものが多いと思われる。

793・802の例では体部内面下半にへラ削りが認められる。他の土器でも磨滅のため断定はできな

いが，同じ位置にへラ削りが施されていると思われるものが数点あった。また805・806には体部

内面に縦方向のへラミガキが認められる。この 2点については，体部の傾きより大型の高杯Aで

ある可能性が高いと思われる。
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⑥鉢(弥生時代後期)

鉢の胎土で最も多いものは.弥生時代後期の聾で記述した胎土IIのものである。壷では多くみ

られた胎土IIIのものは比較的少ない。

器形については，体部が内轡しながら立ち上がるものと内轡しながら立ち上がり上半部で屈曲

し，屈曲部より口縁部が外反するものの 2つに分けられる。口縁端部は，ほとんど拡張せずに平

坦面を造り出しているものと丸くおさめているものとがある。底部については815・816・823・8

24にみられるように，底部外面にナデを施すことによって，高台状に底部を造り出しているもの

がある。また.821にみられるように丸底に近い底部のものもある。

調整については弥生時代中期の鉢と比較するとやや異なる。体部外面上半部はハケ目.下半部

は縦方向のへラミガキが施されているもの (824)については，中期の鉢と同様の調整である。体

部外面全体であるいは下半にハケ目が認められるもの (815-----817・825)が多い。それ以上に弥生

時代後期の鉢の特徴として体部内面にへラ削りが認められるもの (818・819・824) が多いとい

うことがあげられる。これは鉢4一(2)でも，少数で認められた特徴であるが，後期では一般的な調

整上の特徴といえる。

823の底部には円形の穿孔が認められ これ以外には鉢の中では他に例をみない。
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(鉢..I本:.)

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

番号

IV 1/4 15.4 
体部内面上半ナデ，下半ハケ目

750 S 085101 Y-9 
体部外面磨滅のため調整不明

I 1/8 14.0 体部外面上半 7条/crnのハケ目751 包 含膚 W-8 
磨滅のため調整不明

I 1/8 (22.1) 口縁部内外面 ヨコナデ752 S 085037 E-4 
体部外面 6条/crnのハケ目，内面ナデ

11 1/8 26.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ753 包含層
体部内面ハケ呂

1/8 25.0 口縁部内外面 ヨコナデ754 包含層
体部内面ハケ目，へラミガキ

IV 1/8 26.0 
口縁部外面 ヨコナデ

755 包含層
磨滅のため調整不明

IV 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

756 包含膚
体部内外面ハケ目

757 S X85004 B-6 I 1/8 29.6 口縁部内面 ヨコナデ，へラミガキ

1/2 13.4 7.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ758 包 含層 U-9 I 
体部外面へラミガキ，内面 8条/1.4crnのハケ目

IV 1/4 7.0 体部外面へラミガキ759 S X85004 B-6 
磨滅のため調整不明

760 包含層 I 1/8 14.0 7.5 体部外面へラミガキ，内面下半へラミガキ

I 1/8 22.3 体部外面ハケ目761 S X85004 B-6 
磨滅のため調整不明

1/4 22.2 口縁部内外面 ヨコナデ762 包 含膚 W-9 I 体部外面上半1l~12条/佃のハケ目，下半へラミガキ

1/4 23.2 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面下半ハケ目
763 S 085037 E-4 11 

内面磨滅のため調整不明

1/8 (23.4) 口縁部内外面 ヨコナデ764 S 085124 V-9 I 
体部外面へラミガキ

1/8 31.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

765 包含層 W 
体部内外面へラミガキ

1/8 39.0 
口縁部外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

766 S 085101 Y-9 W ロ縁部から体部内面ハケ目

X-8 (N) 1/8 (23.8) ロ縁端部外端刻回文767 SK85104 
磨滅のため調整不明

S B85104 1/8 16.2 ロ縁端部外端刻目文768 。V-9 
口縁部内外面ナデ

1/8 23.6 ロ縁端部外端刻目文769 SX85004 B-6 I 
磨滅のため調整不明

第52表土器観察表側
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(鉢..I本:.)

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

番号

IV 1/4 15.4 
体部内面上半ナデ，下半ハケ目

750 S 085101 Y-9 
体部外面磨滅のため調整不明
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I 1/8 (22.1) 口縁部内外面 ヨコナデ752 S 085037 E-4 
体部外面 6条/crnのハケ目，内面ナデ

11 1/8 26.0 ロ縁部内外面 ヨコナデ753 包含層
体部内面ハケ呂

1/8 25.0 口縁部内外面 ヨコナデ754 包含層
体部内面ハケ目，へラミガキ

IV 1/8 26.0 
口縁部外面 ヨコナデ

755 包含層
磨滅のため調整不明

IV 1/8 29.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

756 包含膚
体部内外面ハケ目
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I 1/8 22.3 体部外面ハケ目761 S X85004 B-6 
磨滅のため調整不明

1/4 22.2 口縁部内外面 ヨコナデ762 包 含膚 W-9 I 体部外面上半1l~12条/佃のハケ目，下半へラミガキ

1/4 23.2 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面下半ハケ目
763 S 085037 E-4 11 

内面磨滅のため調整不明

1/8 (23.4) 口縁部内外面 ヨコナデ764 S 085124 V-9 I 
体部外面へラミガキ

1/8 31.0 
口縁部内外面 ヨコナデ

765 包含層 W 
体部内外面へラミガキ

1/8 39.0 
口縁部外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

766 S 085101 Y-9 W ロ縁部から体部内面ハケ目

X-8 (N) 1/8 (23.8) ロ縁端部外端刻回文767 SK85104 
磨滅のため調整不明

S B85104 1/8 16.2 ロ縁端部外端刻目文768 。V-9 
口縁部内外面ナデ

1/8 23.6 ロ縁端部外端刻目文769 SX85004 B-6 I 
磨滅のため調整不明

第52表土器観察表側
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(鉢2. 鉢3. 鉢4ー (1)・(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

770 S 085101 X-8(S) IV 1/8 31.0 
口縁端部外端刻目文，口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面ノ、ヶ目，へラミガキ

771 
S B85104 

V-9 1/8 
口縁部内外面 ヨコナデ。 34.0 
体部外面へラミガキ，内面 6条/cmのハケ自

772 S 085010 A-6 1/8 46.6 口縁端部斜格子文
磨滅のため調整不明

773 S P -37 V-9 1/8 27.4 口縁端部凹線2条，口縁部外面凹線2条
体部内外面へラミガキ

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(ヨコナ
774 包含層 U-9 1/8 14.2 デによる起伏か)

体部外面ハケ目・へラミガキ，内面へラ削り

775 S 085013 A.B-6 11 1/8 28.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)

776 S X85002 A-6 11 1/8 30.0 口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線2条
体部外面ハケ目，内面磨滅のため調整不明

777 S 085031 B.C-5・6 田 1/8 (34.0) 口縁端部凹線3条，口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

778 包含層 X-8 IV 1/4 38.2 
口縁端部凹線4条，口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

779 S 085037 E-4 IV 1/8 44.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

780 S B85013 A.B-6 1/8 35.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線6条，刻目文
体部内外面ノ、ヶ目，へラミガキ

781 S 085036 0-5 1/8 32.1 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条. ~J白文
体部磨滅のため調整不明

782 S 085101 W-8 I 1/8 32.0 口縁端部外端刻呂文
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条

783 S 085101 X-8 1/4 30.0 
口縁部外面凹線3条
体部外商へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

784 包 含層 W-9 11 1/8 28.3 ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線5条，刻目文
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

785 S 085036 0-4 1/8 49.2 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条，刻目文
ロ縁端部斜格子文

786 S 085102 X-8 III 1/8 (50.0) 口縁部外面凹線5条，刻目文
磨滅のため調整不明

787 包含層 U-9 IV 1/8 (56.6) 
口縁部外商回線(条数不明)
口縁端部波状文

788 包含層 W-8 I 1/8 19.2 口縁部外面回線4条

789 S 085036 0-4 11 3/4 22.0 口縁部外面凹線3条，内面 ヨコナデ
体部外面へラミガキ，内面ナデ

第53表土器観察表制
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(鉢2. 鉢3. 鉢4ー (1)・(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

770 S 085101 X-8(S) IV 1/8 31.0 
口縁端部外端刻目文，口縁部内外面 ヨコナデ
体部内面ノ、ヶ目，へラミガキ
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体部外面へラミガキ，内面 6条/cmのハケ自

772 S 085010 A-6 1/8 46.6 口縁端部斜格子文
磨滅のため調整不明
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体部内外面へラミガキ

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(ヨコナ
774 包含層 U-9 1/8 14.2 デによる起伏か)

体部外面ハケ目・へラミガキ，内面へラ削り

775 S 085013 A.B-6 11 1/8 28.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線2条(不明瞭)

776 S X85002 A-6 11 1/8 30.0 口縁端部凹線 1条，口縁部外面凹線2条
体部外面ハケ目，内面磨滅のため調整不明

777 S 085031 B.C-5・6 田 1/8 (34.0) 口縁端部凹線3条，口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

778 包含層 X-8 IV 1/4 38.2 
口縁端部凹線4条，口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

779 S 085037 E-4 IV 1/8 44.0 口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部凹線3条
磨滅のため調整不明

780 S B85013 A.B-6 1/8 35.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線6条，刻目文
体部内外面ノ、ヶ目，へラミガキ

781 S 085036 0-5 1/8 32.1 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条. ~J白文
体部磨滅のため調整不明

782 S 085101 W-8 I 1/8 32.0 口縁端部外端刻呂文
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条

783 S 085101 X-8 1/4 30.0 
口縁部外面凹線3条
体部外商へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

784 包 含層 W-9 11 1/8 28.3 ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線5条，刻目文
体部外面ハケ目，内面へラミガキ

785 S 085036 0-4 1/8 49.2 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条，刻目文
ロ縁端部斜格子文

786 S 085102 X-8 III 1/8 (50.0) 口縁部外面凹線5条，刻目文
磨滅のため調整不明

787 包含層 U-9 IV 1/8 (56.6) 
口縁部外商回線(条数不明)
口縁端部波状文

788 包含層 W-8 I 1/8 19.2 口縁部外面回線4条

789 S 085036 0-4 11 3/4 22.0 口縁部外面凹線3条，内面 ヨコナデ
体部外面へラミガキ，内面ナデ

第53表土器観察表制
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(鉢4ー(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

790 S D85036 D-5 1/8 26.1 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部外面ノ、ヶ目，へラミガキ

791 S D85036 D-4 1/8 26.8 
口縁部外面回線4条(不明瞭)
口縁端部外端 ~J目文，磨滅のため調整不明

792 包含層 1/4 20.0 
口縁部外面凹線3条
体部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

793 包含層 II 1/8 26.0 
ロ縁部外面凹線5条(不明瞭)
体部外面へラミガキ，内面ハケ自，へラ削り

794 包含層 X-8 IV 1/8 (28.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部外面へラミガキ，内面ハケ目，へラミガキ

795 S D85123 V-9 II 1/8 29.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面白線3条
体部外面へラミガキ

796 包含層 W-8 11 1/4 15.4 口縁端部凹線2条，口縁部外面回線2条
体部内面へラミガキ

797 S D85036 D-5 1/8 (30.7) 口縁部内面 ヨコナデ，体部外面凹線4条

798 S X85001 A-6 II 1/8 17.6 口縁部外面回線(条数不明)
磨滅のため調整不明

799 S D85121 W-9 IV 1/8 31.0 
口縁部外面回線4条
磨滅のため調整不明

800 S D85101 X-8 I 1/8 19.0 
口縁部外面凹線3条
磨滅のため調整不明

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線4条
801 S D85036 D-4 11 1/2 30.0 14.9 体部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明，口

縁部に片口

口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条
802 S X85005 E-4 11 3/4 16.8 9.2 体部外商へラミガキ

内面上半ハケ目，下半へラ削り

803 
S B85104 

V-9 I 1/8 
口縁部外面回線(条数不明)。 22.6 
磨滅のため調整不明

804 S D85101 X-8 IV 1/8 41.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
体部外面へラミガキ，内面ハケ目，へラミガキ

805 S D85037 E-4 IV 1/8 (45.7) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条
体部内外面へラミガキ

806 S X85005 E-4 II 1/8 48.4 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部内外面へラミガキ

807 S D85101 X-8 I 1/8 48.0 ロ縁部外面凹線4条
体部外面ハケ目，内面磨滅のため調整不明

808 S D85037 E-4 IV 1/8 48.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面回線5条
体部外面へラミガキ

809 S D85121 W-9 II 1/8 55.0 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
体部外面ハケ目，へラミガキ

第54表土器観察表側
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(鉢4ー(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

790 S D85036 D-5 1/8 26.1 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部外面ノ、ヶ目，へラミガキ

791 S D85036 D-4 1/8 26.8 
口縁部外面回線4条(不明瞭)
口縁端部外端 ~J目文，磨滅のため調整不明

792 包含層 1/4 20.0 
口縁部外面凹線3条
体部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

793 包含層 II 1/8 26.0 
ロ縁部外面凹線5条(不明瞭)
体部外面へラミガキ，内面ハケ自，へラ削り

794 包含層 X-8 IV 1/8 (28.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部外面へラミガキ，内面ハケ目，へラミガキ

795 S D85123 V-9 II 1/8 29.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面白線3条
体部外面へラミガキ

796 包含層 W-8 11 1/4 15.4 口縁端部凹線2条，口縁部外面回線2条
体部内面へラミガキ

797 S D85036 D-5 1/8 (30.7) 口縁部内面 ヨコナデ，体部外面凹線4条

798 S X85001 A-6 II 1/8 17.6 口縁部外面回線(条数不明)
磨滅のため調整不明

799 S D85121 W-9 IV 1/8 31.0 
口縁部外面回線4条
磨滅のため調整不明

800 S D85101 X-8 I 1/8 19.0 
口縁部外面凹線3条
磨滅のため調整不明

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線4条
801 S D85036 D-4 11 1/2 30.0 14.9 体部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明，口

縁部に片口

口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条
802 S X85005 E-4 11 3/4 16.8 9.2 体部外商へラミガキ

内面上半ハケ目，下半へラ削り

803 
S B85104 

V-9 I 1/8 
口縁部外面回線(条数不明)。 22.6 
磨滅のため調整不明

804 S D85101 X-8 IV 1/8 41.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
体部外面へラミガキ，内面ハケ目，へラミガキ

805 S D85037 E-4 IV 1/8 (45.7) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条
体部内外面へラミガキ

806 S X85005 E-4 II 1/8 48.4 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
体部内外面へラミガキ

807 S D85101 X-8 I 1/8 48.0 ロ縁部外面凹線4条
体部外面ハケ目，内面磨滅のため調整不明

808 S D85037 E-4 IV 1/8 48.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面回線5条
体部外面へラミガキ

809 S D85121 W-9 II 1/8 55.0 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
体部外面ハケ目，へラミガキ

第54表土器観察表側
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(鉢4ー (2)，鉢(後期))

実現j図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考番号

1/8 35.8 
口縁部外面凹線(条数不明)

810 S D85120 W-9 I 
磨滅のため調整不明

1/8 16.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条811 S B85015 B-5 11 
磨滅のため調整不明

1/8 (37.4) 
口縁部内薗 ヨコナデ，外面凹線4条812 S D85101 W-8 I 
体部外面へラミガキ，内面ハケ呂，へラミガキ

1/8 (16.2) 
口縁部外面凹線4条813 S B85014 A'B-5・6 W 
磨滅のため調整不明

S B85104 
1/8 15.1 ロ縁部外面 回線(条数不明)814 @ V-9 m 

磨滅のため調整不明

(凶3お/読4書 14.0 7.9 ロ縁部内外面ナデ815 S D85036 D-4 11 
体部外面下半 6条/crnのハケ目，内面 ナデ

(1弼8/8割問 8.8 6.0 
口縁部内外面ナデ816 S D85036 D-4 11 
体部外面 7条/crnのハケ目，内面 ナデ

m 1/2 15.4 13.0 
体部外面 7~11条/舗のハケ目817 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

11 1/8 22.6 体部内面ヘラ削り818 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

IV 1/8 18.4 体部内面へラ削り819 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

1/8 27.0 口縁端部閉線 1条(不明瞭)820 S D85036 D-5 11 
磨滅のため調整不明

821 S D85018 Z-6・7 11 1/2 17.0 磨滅のため調整不明

1/8 28.9 口縁端部凹線 1条(不明瞭)822 S D85036 D-5 11 
磨滅のため調整不明

11 1/8 20.3 13.75 
底部外面ナデ823 S D85035 C'D-5 
磨滅のため調整不明，底部に円孔

1/2 24.2 16.0 口縁部内外面ナデ824 S D85036 D-4 11 
体部外面へラミガキ，内面へラ削り

11 1/8 (39.0) 
体部外面ハケ目

825 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

826 S D85036 D-4 皿 1/8 28.6 磨滅のため調整不明

第55表土器観察表制
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(鉢4ー (2)，鉢(後期))

実現j図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考番号

1/8 35.8 
口縁部外面凹線(条数不明)

810 S D85120 W-9 I 
磨滅のため調整不明

1/8 16.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条811 S B85015 B-5 11 
磨滅のため調整不明

1/8 (37.4) 
口縁部内薗 ヨコナデ，外面凹線4条812 S D85101 W-8 I 
体部外面へラミガキ，内面ハケ呂，へラミガキ

1/8 (16.2) 
口縁部外面凹線4条813 S B85014 A'B-5・6 W 
磨滅のため調整不明

S B85104 
1/8 15.1 ロ縁部外面 回線(条数不明)814 @ V-9 m 

磨滅のため調整不明

(凶3お/読4書 14.0 7.9 ロ縁部内外面ナデ815 S D85036 D-4 11 
体部外面下半 6条/crnのハケ目，内面 ナデ

(1弼8/8割問 8.8 6.0 
口縁部内外面ナデ816 S D85036 D-4 11 
体部外面 7条/crnのハケ目，内面 ナデ

m 1/2 15.4 13.0 
体部外面 7~11条/舗のハケ目817 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

11 1/8 22.6 体部内面ヘラ削り818 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

IV 1/8 18.4 体部内面へラ削り819 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

1/8 27.0 口縁端部閉線 1条(不明瞭)820 S D85036 D-5 11 
磨滅のため調整不明

821 S D85018 Z-6・7 11 1/2 17.0 磨滅のため調整不明

1/8 28.9 口縁端部凹線 1条(不明瞭)822 S D85036 D-5 11 
磨滅のため調整不明

11 1/8 20.3 13.75 
底部外面ナデ823 S D85035 C'D-5 
磨滅のため調整不明，底部に円孔

1/2 24.2 16.0 口縁部内外面ナデ824 S D85036 D-4 11 
体部外面へラミガキ，内面へラ削り

11 1/8 (39.0) 
体部外面ハケ目

825 S D85036 D-4 
磨滅のため調整不明

826 S D85036 D-4 皿 1/8 28.6 磨滅のため調整不明

第55表土器観察表制
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⑦高杯(弥生時代中期)

高杯A

杯部の器形は鉢とほぼ同様の器形となる。杯部は内轡しながら立ち上がり上半部でさらに響曲

するものと，そのまま立ち上がるものがある。口縁端部は内外両側に拡張し平坦面を造り出して

いるものが多い。

高杯A1 (827~831) 口縁端部に回線文が認められないもの。口縁部内外面の調整はナデのも

の (827) とヨコナデのものとがある。 827の器壁外面は板ナデ，杯部内面はハケ自が施されてい

る。脚部内面はナデにより調整されている。 829器壁外面は縦方向のへラミガキ，杯部内面もへラ

ミガキ，脚部内面はナデが施されている。高杯A 2 • A4などでは杯部内外面の調整が829と同様の

ものが多いために.829の調整は高杯A1の一般的な調整といえる。 827は口縁端部の拡張も顕著

でなく口縁部にナデが施されていることより高杯A1の中でも古い様相のものであろう。口縁部

端面は水平のもの，内側が下がるもの，外側が下がるものがある。内側が下がるものは，口縁端

部，口縁部外面に回線状の起伏がみられるために高杯A1以外に分類される可能性もある。

高杯A2 (832~835) 口縁端部外端に刻目文が施されたものである。口縁部内外面にはヨコナ

デが施されているが，範囲はせまし〉。口縁端部は内外両側に強く拡張され端面は外下がりのもの

が多い。 833は口縁部に円孔をもっ。

高杯A4一(1)(836~838) 口縁部外面に回線文を持ち，口縁端部，回線文の突起部分に刻目文

が合わせて施されているものである。 836~838の 3 例しかないが，いずれも口径30cmを越える大

型のものである。回線文の数は 2~3 条と比較的少ない。

口縁部内外面にはヨコナデが施されている。内面のヨコナデは，杯部内面から口縁部にかけて

へラミガキが施されているために本来の範囲は不明であるが，口縁部が響曲する位置までおよん

でいたものと思われる。杯部外面下半にはへラミガキが認められるもの (838)がある。

高杯A4一(2)(839~865) 口縁部外面に 2~4 条の凹線文が施されているものである。回線文

は(1)広く，深く明瞭なもの.(2)広いが浅く不明瞭なもの，に分けられる。口縁端部は内外両方に

拡張され，拡張が顕著なものと，あまり拡張されていないものがある。凹線文と口縁端部の拡張

には規則性は認められず，口縁端部の拡張が顕著なものでも(1).(2)両方の場合がある。口縁端部

には浅く不明瞭な回線が施されているものが多い。口縁部端面は内側が下がるものが多く，水平

のもの，外側が下がるものは少ない。

調整については口縁部内面は，ヨコナデが施されている。ヨコナデがおよぶ範囲は，おおむね

体部と口縁部の響曲部まである。杯部外面には縦方向のへラミガキ，内面にも縦方向のへラミガ

キが認められる例が多い。脚部については遺存するものはないが.847にみられるように，脚部内

面はへラ削りが施されている。これは後述する高杯脚台3一(2)の内面はほとんどへラ削りが施さ

れていることより高杯A4-(2)の一般的な調整といえる。
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⑦高杯(弥生時代中期)

高杯A

杯部の器形は鉢とほぼ同様の器形となる。杯部は内轡しながら立ち上がり上半部でさらに響曲

するものと，そのまま立ち上がるものがある。口縁端部は内外両側に拡張し平坦面を造り出して

いるものが多い。

高杯A1 (827~831) 口縁端部に回線文が認められないもの。口縁部内外面の調整はナデのも

の (827) とヨコナデのものとがある。 827の器壁外面は板ナデ，杯部内面はハケ自が施されてい

る。脚部内面はナデにより調整されている。 829器壁外面は縦方向のへラミガキ，杯部内面もへラ

ミガキ，脚部内面はナデが施されている。高杯A 2 • A4などでは杯部内外面の調整が829と同様の

ものが多いために.829の調整は高杯A1の一般的な調整といえる。 827は口縁端部の拡張も顕著

でなく口縁部にナデが施されていることより高杯A1の中でも古い様相のものであろう。口縁部

端面は水平のもの，内側が下がるもの，外側が下がるものがある。内側が下がるものは，口縁端

部，口縁部外面に回線状の起伏がみられるために高杯A1以外に分類される可能性もある。

高杯A2 (832~835) 口縁端部外端に刻目文が施されたものである。口縁部内外面にはヨコナ

デが施されているが，範囲はせまし〉。口縁端部は内外両側に強く拡張され端面は外下がりのもの

が多い。 833は口縁部に円孔をもっ。

高杯A4一(1)(836~838) 口縁部外面に回線文を持ち，口縁端部，回線文の突起部分に刻目文

が合わせて施されているものである。 836~838の 3 例しかないが，いずれも口径30cmを越える大

型のものである。回線文の数は 2~3 条と比較的少ない。

口縁部内外面にはヨコナデが施されている。内面のヨコナデは，杯部内面から口縁部にかけて

へラミガキが施されているために本来の範囲は不明であるが，口縁部が響曲する位置までおよん

でいたものと思われる。杯部外面下半にはへラミガキが認められるもの (838)がある。

高杯A4一(2)(839~865) 口縁部外面に 2~4 条の凹線文が施されているものである。回線文

は(1)広く，深く明瞭なもの.(2)広いが浅く不明瞭なもの，に分けられる。口縁端部は内外両方に

拡張され，拡張が顕著なものと，あまり拡張されていないものがある。凹線文と口縁端部の拡張

には規則性は認められず，口縁端部の拡張が顕著なものでも(1).(2)両方の場合がある。口縁端部

には浅く不明瞭な回線が施されているものが多い。口縁部端面は内側が下がるものが多く，水平

のもの，外側が下がるものは少ない。

調整については口縁部内面は，ヨコナデが施されている。ヨコナデがおよぶ範囲は，おおむね

体部と口縁部の響曲部まである。杯部外面には縦方向のへラミガキ，内面にも縦方向のへラミガ

キが認められる例が多い。脚部については遺存するものはないが.847にみられるように，脚部内

面はへラ削りが施されている。これは後述する高杯脚台3一(2)の内面はほとんどへラ削りが施さ

れていることより高杯A4-(2)の一般的な調整といえる。
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高杯B

内轡する杯部から口縁部を強く内側に屈曲させている。屈曲の形状は rCJ字状のものと「く」

字状のものがある。口縁端部は rCJ字状のものは丸く「く J字状のものは平坦に造っているが

内外への拡張はない。

高杯B1 (866"-'887) 口縁端部，口縁部外面に凹線文が施されていないものである。口縁部内

外面はヨコナデにより調整されているが，杯部内外面のへラミガキが口縁部にまでおよぶもの

(872・873・883・887)があり本来のヨコナデの範囲は不明である。

調整は高杯A4とほぼ同様であるが，杯部外面に横方向のへラミガキが施されている点がやや

異なる。

高杯B4 (888"-'895) 口縁部外面に 2"-'3条の凹線文が施されている。凹線文は不明瞭なもの

が多い。口縁部の屈曲は「く」字状を呈するものがほとんどである。 894は rCJ字状を呈する口

縁部外面に 1条だけ凹線文が施されているが，高杯B4では特異な例といえる。調整については

高杯B1と同様である。

高杯C

しもぶくれした椀状の杯部をもっ。口縁部は先細りで丸く収めているものが多い。

高杯C1 (896"-'899) 杯部から脚部の全容が解るもの (896)がある。口縁部先端がわずかに

欠損しているが推定の器高は約17cmを計る。比較的細身の脚をもち，脚端部は上方に拡張され，

そこに 2条の回線文が施されている。脚部外面は縦方向のへラミガキ 内面はへラ削りが施され

ている。杯部は外面下半が縦方向の，上半が横方向のへラミガキが施されている。杯部内面には

横方向のハケ目が遺存する。口縁部内外面はナデが施されている可能性が強い。他も896とほぼ

同様になると思われる。

高杯C4 (900) 900の l点だけである。口縁部外面に 4条の凹線が施されている。口縁端部が

拡張している点で高杯C1と異なっている。

高杯D

内管する杯部上半から屈曲し口縁部が水平にのびるもの。屈曲する位置には内傾する隆起帯を

もつものもある。

高杯D2 (901・902) 口縁端部に刻目文が施されている。端部の拡張はほとんどみられない。

口縁部内外面には.901は磨滅で明確ではないがヨコナデが施されていると思われる。 902はナデ

調整が施されている。 901の屈曲部には内傾する背の低い隆起帯が認められる。 902の杯部外面は

ハケ目の上から横方向のへラミガキ，内面は横方向のへラミガキが施されている。

高杯D3一(1)(903) 903の 1点だけである。口縁端部を上下にやや拡張させ回線文 2条と刻目

文が施されている。口縁部内外面はナデにより調整されていると思われる。杯部の調整は高杯D

2と同様である。口縁部の屈曲部に内傾する小さい隆起帯をもっ。
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高杯B

内轡する杯部から口縁部を強く内側に屈曲させている。屈曲の形状は rCJ字状のものと「く」
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横方向のハケ目が遺存する。口縁部内外面はナデが施されている可能性が強い。他も896とほぼ

同様になると思われる。

高杯C4 (900) 900の l点だけである。口縁部外面に 4条の凹線が施されている。口縁端部が

拡張している点で高杯C1と異なっている。

高杯D

内管する杯部上半から屈曲し口縁部が水平にのびるもの。屈曲する位置には内傾する隆起帯を

もつものもある。

高杯D2 (901・902) 口縁端部に刻目文が施されている。端部の拡張はほとんどみられない。

口縁部内外面には.901は磨滅で明確ではないがヨコナデが施されていると思われる。 902はナデ

調整が施されている。 901の屈曲部には内傾する背の低い隆起帯が認められる。 902の杯部外面は

ハケ目の上から横方向のへラミガキ，内面は横方向のへラミガキが施されている。

高杯D3一(1)(903) 903の 1点だけである。口縁端部を上下にやや拡張させ回線文 2条と刻目

文が施されている。口縁部内外面はナデにより調整されていると思われる。杯部の調整は高杯D

2と同様である。口縁部の屈曲部に内傾する小さい隆起帯をもっ。
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高杯D3 - (3) (904~906) 水平に開く口縁部が短いもの (904・905) と長いもの (906) があ

る。口縁端部をやや拡張させ不明瞭な凹線文が施されている。 904・905は磨滅のため調整不明で

あるが， 905は口縁部に円孔をもっ。ともに屈曲部に内傾する隆起帯が認められる。 906の口縁部

は屈曲部でやや上がり先端が上がっている。杯部外面には縦方向のハケ目が施されている。内面

上半には横方向のハケ目，下半はへラ削りがそれぞれ施されている。杯部内面下半のへラ削りに

ついては，鉢4-(2)にも認められたものである。
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上半には横方向のハケ目，下半はへラ削りがそれぞれ施されている。杯部内面下半のへラ削りに
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⑧高杯(弥生時代後期)

弥生時代中期の高杯と比較して形態上で明確な差が認められる。内湾する杯部が屈曲し，口縁

部はその位置から外湾しながら立ち上がる。屈曲部を境にして上下別々に作ったものを貼り合わ

せたものである。その様子が910の例より知ることができる。口縁端部は丸く収めているもの，先

細りのもの，平坦面を造り出しているものに分かれるが拡張しているものはみられない。

調整については，いずれも磨滅が著しいために不明とせざるをえない。しかし，鉢4-(2)の新し

い様相を呈すると思われる調整が後期の鉢にも受け継がれていることより，これらの高杯も，弥

生時代中期の新しい様相をもっ高杯の調整を受け継いでいるものと思われる。
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(高i杯A山 A，-(1)・(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部内外面ナデ，杯部外面ナデ，内面 17条/crnの
827 S D85101 Y-9 I 完形 20.4 11.5 ハケ目

脚部外面板ナデ，内面ナデ

828 包含層 V-9 W 1/4 18.0 
杯部外面へラミガキ
磨滅のため調整不明

829 包含層 U-9 W 1/8 14.4 8.0 
口縁部磨滅のため調整不明

，器壁外面へラミガキ

830 S D85123 V-9 I 1/8 22.6 磨滅のため調整不明

831 S D85101 X-8 I 1/4 19.4 
口縁端部 ヨコナデ
杯部外面下半へラミガキ

832 S D85101 X-8 W 1/8 26.2 
口縁端部外端 1羽田文
磨滅のため調整不明

833 S X85004 B-6 I 1/8 20.8 
口縁端部外端刻目文，口縁部内外面 ヨコナデ
杯部外面下半 へラミガキ，口縁部に円孔

834 S X85004 B-6 I 1/8 31.0 
口縁端部外端刻呂文
磨滅のため調整不明

835 S X85004 B-6 国 1/8 18.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部外端 ~JEI文
杯部内面ハケ目

836 S D85010 A-6 II 1/8 34.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 4条(不明
瞭).外端刻目文，口縁部外面凶線(条数不明)

837 S D85025 C-6 I 1/8 (34.4) 口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部外端刻目文
口縁部外面凹線2条，刻目文，杯部内面へラミガキ

口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部外端刻白文
838 S D85101 X-8 1/4 32.0 口縁部外面凹線2条，杯部外面下半・内面へラミガ

キ

839 包含層 V-9 II 1/4 26.0 
口縁部外面回線3条
磨滅のため調整不明

840 S D85121 W-9 IV 1/8 18.0 
口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

841 S D85036 D-4 II 1/8 27.0 
口縁部外商凹線3条
杯部外面へラミガキ

842 S P -25 V-9 1/8 (10.0) 口縁端部回線2条，ロ縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

843 S D85036 D-4 IV 1/4 28.0 
口縁部外面凹線2条，杯部外面下半へラミガキ
磨滅のため調整不明

844 包含層 V-9 II 1/8 (22.8) 口縁部内面 ヨコナデ，口縁部外面回線2条
杯部外面 4条/0.9cmのハケ目

845 
S B85104 V-9 II 1/8 

口縁端部凹線 l条，口縁部外面凹線(条数不明)
Q 23.0 

口縁部内面 ヨコナデ

846 包含層 U-9 II 1/8 22.2 
口縁部外面凹線2条
杯部外面下半へラミガキ

第56表土器観察表例
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(高i杯A山 A，-(1)・(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部内外面ナデ，杯部外面ナデ，内面 17条/crnの
827 S D85101 Y-9 I 完形 20.4 11.5 ハケ目

脚部外面板ナデ，内面ナデ

828 包含層 V-9 W 1/4 18.0 
杯部外面へラミガキ
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口縁端部 ヨコナデ
杯部外面下半へラミガキ
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口縁端部外端 1羽田文
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杯部外面下半 へラミガキ，口縁部に円孔

834 S X85004 B-6 I 1/8 31.0 
口縁端部外端刻呂文
磨滅のため調整不明

835 S X85004 B-6 国 1/8 18.0 
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杯部内面ハケ目

836 S D85010 A-6 II 1/8 34.0 
口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 4条(不明
瞭).外端刻目文，口縁部外面凶線(条数不明)

837 S D85025 C-6 I 1/8 (34.4) 口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部外端刻目文
口縁部外面凹線2条，刻目文，杯部内面へラミガキ

口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部外端刻白文
838 S D85101 X-8 1/4 32.0 口縁部外面凹線2条，杯部外面下半・内面へラミガ

キ

839 包含層 V-9 II 1/4 26.0 
口縁部外面回線3条
磨滅のため調整不明

840 S D85121 W-9 IV 1/8 18.0 
口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

841 S D85036 D-4 II 1/8 27.0 
口縁部外商凹線3条
杯部外面へラミガキ

842 S P -25 V-9 1/8 (10.0) 口縁端部回線2条，ロ縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

843 S D85036 D-4 IV 1/4 28.0 
口縁部外面凹線2条，杯部外面下半へラミガキ
磨滅のため調整不明

844 包含層 V-9 II 1/8 (22.8) 口縁部内面 ヨコナデ，口縁部外面回線2条
杯部外面 4条/0.9cmのハケ目

845 
S B85104 V-9 II 1/8 

口縁端部凹線 l条，口縁部外面凹線(条数不明)
Q 23.0 

口縁部内面 ヨコナデ

846 包含層 U-9 II 1/8 22.2 
口縁部外面凹線2条
杯部外面下半へラミガキ

第56表土器観察表例
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(高杯九一(2)，高杯 8，)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線2条
847 5 D85036 D-5 II 1/2 27.2 杯部外面へラミガキ，内面 9条/佃のハケ目，へラミ

ガキ，脚部内面へラ削り

848 5 D85036 D-5 II 1/8 23.9 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線4条

849 5 D85102 X-8 II 1/8 (28.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線1条

850 5 X85005 E-4 IV 1/4 24.0 
口縁部外面回線3条
磨滅のため調整不明

851 5 D85036 D-5 II 1/8 27.5 
口縁部外面回線2条
磨滅のため調整不明

852 5P-2 B-5 1/8 (24.2) 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部回線1条(不明瞭)
口縁部外面回線3条

口縁部外面回線(条数不明)，口縁端部回線2条(不
853 5 P -7 B-5 IV 1/8 (28.0) 明瞭)

磨滅のため調整不明

854 5 D85024 C-6 II 1/8 (26.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部回線3条(不明瞭)
口縁部外面凹線3条

855 5 D85036 D-4 I 1/8 28.1 口縁部外面凹線2条，杯部外面へラミガキ
磨滅のため調整不明

856 5 D85025 C-6 II 1/8 (28.0) 口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

857 
5 B85104 V-9 IV 1/8 32.0 

口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
@ 口縁端部凹線2条(不明瞭)

858 5 B85104 V-9 II 1/8 33.0 口縁部内面・杯部内面 9条/0.9舗のハケ目
@ 口縁部外面回線3条(不明瞭)

ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
859 5 D85036 D-4 II 1/8 33.1 口縁端部回線3条(不明瞭)，杯部内面 5条/αEのハ

ケ目

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
860 5 D85025 C-6 II 1/4 34.0 杯部外商へラミガキ，内面上半 7条/1.2anのハケ目，

下半へラミガキ

861 包含層 U-9 IV 1/8 36.0 
ロ縁部内面ヨコナデ，外面凹線3条
杯部内面ハケ目

口縁部外面回線4条(不明瞭)，口縁端部回線3条(不
862 5 D85101 X-8 (5) 1/8 34.2 明瞭)

磨滅のため調整不明

863 5 D85031 B・C-5・6 II 1/8 27.4 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線2条(不明瞭)

864 包含層 U-9 II 1/8 38.0 
口縁部外商回線3条
磨滅のため謂整不明

865 5 D85010 A-6 II 1/4 36.4 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条
杯部内外面へラミガキ

866 5 D85031 B・C-5・6 II 1/8 20.0 
口縁部磨滅のため調整不明
杯部外面へラミガキ

第57表土器観察表側
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(高杯九一(2)，高杯 8，)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線2条
847 5 D85036 D-5 II 1/2 27.2 杯部外面へラミガキ，内面 9条/佃のハケ目，へラミ

ガキ，脚部内面へラ削り

848 5 D85036 D-5 II 1/8 23.9 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線4条

849 5 D85102 X-8 II 1/8 (28.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線1条

850 5 X85005 E-4 IV 1/4 24.0 
口縁部外面回線3条
磨滅のため調整不明

851 5 D85036 D-5 II 1/8 27.5 
口縁部外面回線2条
磨滅のため調整不明

852 5P-2 B-5 1/8 (24.2) 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部回線1条(不明瞭)
口縁部外面回線3条

口縁部外面回線(条数不明)，口縁端部回線2条(不
853 5 P -7 B-5 IV 1/8 (28.0) 明瞭)

磨滅のため調整不明

854 5 D85024 C-6 II 1/8 (26.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，口縁端部回線3条(不明瞭)
口縁部外面凹線3条

855 5 D85036 D-4 I 1/8 28.1 口縁部外面凹線2条，杯部外面へラミガキ
磨滅のため調整不明

856 5 D85025 C-6 II 1/8 (28.0) 口縁部外面凹線2条
磨滅のため調整不明

857 
5 B85104 V-9 IV 1/8 32.0 

口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
@ 口縁端部凹線2条(不明瞭)

858 5 B85104 V-9 II 1/8 33.0 口縁部内面・杯部内面 9条/0.9舗のハケ目
@ 口縁部外面回線3条(不明瞭)

ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条
859 5 D85036 D-4 II 1/8 33.1 口縁端部回線3条(不明瞭)，杯部内面 5条/αEのハ

ケ目

口縁部内面 ヨコナデ，外面回線3条
860 5 D85025 C-6 II 1/4 34.0 杯部外商へラミガキ，内面上半 7条/1.2anのハケ目，

下半へラミガキ

861 包含層 U-9 IV 1/8 36.0 
ロ縁部内面ヨコナデ，外面凹線3条
杯部内面ハケ目

口縁部外面回線4条(不明瞭)，口縁端部回線3条(不
862 5 D85101 X-8 (5) 1/8 34.2 明瞭)

磨滅のため調整不明

863 5 D85031 B・C-5・6 II 1/8 27.4 口縁部内面 ヨコナデ，外面回線2条(不明瞭)

864 包含層 U-9 II 1/8 38.0 
口縁部外商回線3条
磨滅のため謂整不明

865 5 D85010 A-6 II 1/4 36.4 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線4条
杯部内外面へラミガキ

866 5 D85031 B・C-5・6 II 1/8 20.0 
口縁部磨滅のため調整不明
杯部外面へラミガキ

第57表土器観察表側
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(高杯 81)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

867 S D85102 X-8 II 1/8 (22.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

868 S D85036 D-5 II 1/8 22.1 磨滅のため調整不明

869 S D85120 W-9 II 1/8 25.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外商へラミガキ

870 S D85036 D-4 IV 1/4 22.8 磨滅のため調整不明

871 S D85036 D-5 II 1/8 26.8 磨滅のため調整不明

872 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (25.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

873 包含層 W-9 1/8 23.0 
口縁部内外商 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

874 包含層 W-9 II 1/8 27.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外商へラミガキ

875 S D85013 A.B-6 IV 1/8 25.0 磨滅のため調整不明

876 S D85028 C-6 II 1/8 (25.4) 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部外面へラミガキ

877 包含層 W-9 II 1/4 25.6 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内面へラミガキ

878 
S B85103 X-8 (N) II 1/8 16.0 

口縁部内外面 ヨコナデ。 杯部内外面へラミガキ

879 S D85102 X-8 IV 1/8 (20.4) 
口縁部内函 ヨコナデ

磨滅のため調整不明

880 包含層 U-9 IV 1/8 16.8 
杯部外面へラミガキ

磨滅のため調整不明

881 S D85031 B.C-5・6 IV 1/8 (28.0) 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内面へラミガキ

882 S D85036 D-5 II 1/8 19.8 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部外面 8条/cmのハケ目

883 S D85031 B.C-5・6 II 1/2 28.2 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

884 包含層 W-8 W 1/8 21.0 
杯部外面へラミガキ

磨滅のため調整不明

885 S D85102 X-9 IV 1/8 (30.0) 磨滅のため調整不明

886 S D85017 B-5 II 1/8 20.6 磨滅のため調整不明

第58表土器観察表側

-211一

(高杯 81)

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

867 S D85102 X-8 II 1/8 (22.0) 口縁部内外面 ヨコナデ

868 S D85036 D-5 II 1/8 22.1 磨滅のため調整不明

869 S D85120 W-9 II 1/8 25.6 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外商へラミガキ

870 S D85036 D-4 IV 1/4 22.8 磨滅のため調整不明

871 S D85036 D-5 II 1/8 26.8 磨滅のため調整不明

872 S D85031 B.C-5・6 II 1/8 (25.0) 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

873 包含層 W-9 1/8 23.0 
口縁部内外商 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

874 包含層 W-9 II 1/8 27.4 
口縁部内外面 ヨコナデ

杯部外商へラミガキ

875 S D85013 A.B-6 IV 1/8 25.0 磨滅のため調整不明

876 S D85028 C-6 II 1/8 (25.4) 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部外面へラミガキ

877 包含層 W-9 II 1/4 25.6 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内面へラミガキ

878 
S B85103 X-8 (N) II 1/8 16.0 

口縁部内外面 ヨコナデ。 杯部内外面へラミガキ

879 S D85102 X-8 IV 1/8 (20.4) 
口縁部内函 ヨコナデ

磨滅のため調整不明

880 包含層 U-9 IV 1/8 16.8 
杯部外面へラミガキ

磨滅のため調整不明

881 S D85031 B.C-5・6 IV 1/8 (28.0) 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内面へラミガキ

882 S D85036 D-5 II 1/8 19.8 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部外面 8条/cmのハケ目

883 S D85031 B.C-5・6 II 1/2 28.2 
口縁部内面 ヨコナデ

杯部内外面へラミガキ

884 包含層 W-8 W 1/8 21.0 
杯部外面へラミガキ

磨滅のため調整不明

885 S D85102 X-9 IV 1/8 (30.0) 磨滅のため調整不明

886 S D85017 B-5 II 1/8 20.6 磨滅のため調整不明

第58表土器観察表側
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(高杯 B

実番測号図 遺精番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

887 包含層 W-9 II 1/4 31.6 
口縁部内面 ヨコナデ
器壁外商 へラミヵ・キ，杯部内面 へラミガキ

888 包含層 U-9 II 1/8 17.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
杯部外面へラミガキ

889 5 X85005 E-4 II 1/8 20.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
杯部外商へラミガキ

890 包含層 Y-9 1/4 23.5 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条(不明瞭)
杯部内外面へラミガキ

891 包含層 IV 1/8 24.4 
杯部外面へラミガキ
磨滅のため調整不明

892 5085030 C-5 IV 1/8 (26.0) 口縁部外面凹線 l条，口縁端部回線1条
磨滅のため調整不明

893 包含層 C-5 II 1/8 204 
口縁部内薗 ヨコナデ，外面回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

894 5085028 C-6 II 1/8 (25.4) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線 1条(不明瞭)

895 5085031 B・C-5・6 IV 1/8 (33.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)

器壁内面へラミガキ，杯部内面ハケ目，脚端部凶
896 包含層 W-8 II 3/4 7.5 線 2条

脚内面へラ削り

897 5085102 X-9 I 1/8 10.4 磨滅のため調整不明

898 包含層 Y-9 II 1/4 7.0 口縁部内面 ナデ，杯部外面下半へラミガキ

899 5085102 X-8 (5) I 1/4 11.4 
杯部内面ハケ目
磨滅のため調整不明

900 包含層 E-3 I 1/8 17.6 
口縁部外面凹線4条
磨滅のため調整不明

901 5085101 X-8 (5) IV 1/4 21.0 
口縁部内面 ヨコナデか，口縁端部刻目文
杯部磨滅のため調整不明

902 包含層 W-9 1/4 24.3 
口縁部内外面ナデ
杯部外面ハケ目，へラミガキ，内面へラミガキ

903 包含層 Y-lO 1/8 26.1 
ロ縁部内外面ナデか
口縁端部回線2条. ~J日文

904 包含層 W-8 1/8 18.2 ロ縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

905 5085101 W-8(N) IV 1/8 19.8 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明，ロ縁部に円孔

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 1条
906 包含層 8-5 II 1/4 26.0 杯部外薗 8条/cmのハケ目，内面上半 7~8条/cmのハ

ケ自，下半へラ削り

第59表土器観察表仰)
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(高杯 B

実番測号図 遺精番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

887 包含層 W-9 II 1/4 31.6 
口縁部内面 ヨコナデ
器壁外商 へラミヵ・キ，杯部内面 へラミガキ

888 包含層 U-9 II 1/8 17.8 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
杯部外面へラミガキ

889 5 X85005 E-4 II 1/8 20.0 
口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)
杯部外商へラミガキ

890 包含層 Y-9 1/4 23.5 
ロ縁部内面 ヨコナデ，外面凹線3条(不明瞭)
杯部内外面へラミガキ

891 包含層 IV 1/8 24.4 
杯部外面へラミガキ
磨滅のため調整不明

892 5085030 C-5 IV 1/8 (26.0) 口縁部外面凹線 l条，口縁端部回線1条
磨滅のため調整不明

893 包含層 C-5 II 1/8 204 
口縁部内薗 ヨコナデ，外面回線3条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

894 5085028 C-6 II 1/8 (25.4) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線 1条(不明瞭)

895 5085031 B・C-5・6 IV 1/8 (33.0) 口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条(不明瞭)

器壁内面へラミガキ，杯部内面ハケ目，脚端部凶
896 包含層 W-8 II 3/4 7.5 線 2条

脚内面へラ削り

897 5085102 X-9 I 1/8 10.4 磨滅のため調整不明

898 包含層 Y-9 II 1/4 7.0 口縁部内面 ナデ，杯部外面下半へラミガキ

899 5085102 X-8 (5) I 1/4 11.4 
杯部内面ハケ目
磨滅のため調整不明

900 包含層 E-3 I 1/8 17.6 
口縁部外面凹線4条
磨滅のため調整不明

901 5085101 X-8 (5) IV 1/4 21.0 
口縁部内面 ヨコナデか，口縁端部刻目文
杯部磨滅のため調整不明

902 包含層 W-9 1/4 24.3 
口縁部内外面ナデ
杯部外面ハケ目，へラミガキ，内面へラミガキ

903 包含層 Y-lO 1/8 26.1 
ロ縁部内外面ナデか
口縁端部回線2条. ~J日文

904 包含層 W-8 1/8 18.2 ロ縁端部回線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明

905 5085101 W-8(N) IV 1/8 19.8 
口縁端部凹線2条(不明瞭)
磨滅のため調整不明，ロ縁部に円孔

口縁部内外面 ヨコナデ，口縁端部回線 1条
906 包含層 8-5 II 1/4 26.0 杯部外薗 8条/cmのハケ目，内面上半 7~8条/cmのハ

ケ自，下半へラ削り
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{高杯(後期))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

907 S D85036 D-5 11 1/4 17.0 磨滅のため調整不明

908 包含層 D-5 11 1/8 (30.6) 磨滅のため調整不明

909 S D85018 Z-6・7 皿 1/8 24.0 磨滅のため調整不明

910 S D85018 Z-6・7 11 1/8 磨滅のため調整不明

911 S D85018 Z-6・7 11 1/8 34.2 磨滅のため調整不明

912 包含層 11 1/8 33.0 磨滅のため調整不明

第60表土器観察表側

⑨高杯脚台(弥生時代中期)

高杯脚台1 (913~922) 脚端部に回線文が施されていないものである。脚端部の形態は，全く

拡張していないもの，内側を拡張しているもの，内外両方を拡張しているものがあるが拡張の度

合いは少ない。脚端面は水平のものと外側が上がっているものとがある。

脚部内外面下半にはヨコナデが施されているものとナデが施されているものがあるが，脚端部

や脚端面との相関関係はない。脚部内面上半はナデにより仕上げられている。脚部外面に文様を

もたないものは，杯部外面から続いて縦方向のへラミガキが施されている。 914は脚部外面と内

面下半にハケ目が施されている点で特異である。

脚部外面に施される文様は，櫛描直線文，三角形状と長方形状の透孔がある。高杯脚台3一(2)・

(3)と比較すると加飾は少ないといえる。

高杯脚台3一(2)(923~960) 脚端部の拡張が著しく端面に 2条あるいは 3条の回線文を施し

ているもの。脚端部の外側を上方に強く拡張しているものがほとんどである。脚端面は全て外上

がりになっており.45。よりも直立に近い角度で立っているものが多い。

脚部外面下方はヨコナデが施されている。それとともに高杯脚台3一(2)に特徴的な調整は脚部

内面に認められるへラ削りである。通常横方向でへラ削りは施されている。へラ削りにともない

脚部の器壁は下方部が厚く上方にいくに従って薄く造り出されている。脚部内面にへラ削りが施

されないものの器壁はほぼ一定の厚さとなっている。それらは脚端部の拡張が顕著でないものか

端面が45。程度の傾きのものに限られる。脚部外面の調整はへラミガキ，ハケ目，ナデなどが認

められるがナデのものが最も多い。

脚部外面に施される文様には，櫛描直線文，螺旋状直線文，刺突文(三角形状，紡錘形状).紡

qa 

唱

E
4

n
L
 

{高杯(後期))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

907 S D85036 D-5 11 1/4 17.0 磨滅のため調整不明

908 包含層 D-5 11 1/8 (30.6) 磨滅のため調整不明

909 S D85018 Z-6・7 皿 1/8 24.0 磨滅のため調整不明

910 S D85018 Z-6・7 11 1/8 磨滅のため調整不明

911 S D85018 Z-6・7 11 1/8 34.2 磨滅のため調整不明

912 包含層 11 1/8 33.0 磨滅のため調整不明

第60表土器観察表側

⑨高杯脚台(弥生時代中期)

高杯脚台1 (913~922) 脚端部に回線文が施されていないものである。脚端部の形態は，全く

拡張していないもの，内側を拡張しているもの，内外両方を拡張しているものがあるが拡張の度

合いは少ない。脚端面は水平のものと外側が上がっているものとがある。

脚部内外面下半にはヨコナデが施されているものとナデが施されているものがあるが，脚端部

や脚端面との相関関係はない。脚部内面上半はナデにより仕上げられている。脚部外面に文様を

もたないものは，杯部外面から続いて縦方向のへラミガキが施されている。 914は脚部外面と内

面下半にハケ目が施されている点で特異である。

脚部外面に施される文様は，櫛描直線文，三角形状と長方形状の透孔がある。高杯脚台3一(2)・

(3)と比較すると加飾は少ないといえる。

高杯脚台3一(2)(923~960) 脚端部の拡張が著しく端面に 2条あるいは 3条の回線文を施し

ているもの。脚端部の外側を上方に強く拡張しているものがほとんどである。脚端面は全て外上

がりになっており.45。よりも直立に近い角度で立っているものが多い。

脚部外面下方はヨコナデが施されている。それとともに高杯脚台3一(2)に特徴的な調整は脚部

内面に認められるへラ削りである。通常横方向でへラ削りは施されている。へラ削りにともない

脚部の器壁は下方部が厚く上方にいくに従って薄く造り出されている。脚部内面にへラ削りが施

されないものの器壁はほぼ一定の厚さとなっている。それらは脚端部の拡張が顕著でないものか

端面が45。程度の傾きのものに限られる。脚部外面の調整はへラミガキ，ハケ目，ナデなどが認

められるがナデのものが最も多い。

脚部外面に施される文様には，櫛描直線文，螺旋状直線文，刺突文(三角形状，紡錘形状).紡
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錘形状の透孔などがみられる。櫛描直線文は数が少ない平行の直線文で 施された線は比較的太

い。螺旋状直線文は，一見数多い平行の直線のようにみえるが，一本の直線である。これは，細

く鋭い線のものが多l'。透孔は高杯脚台3-(3)によくみられる三角形状の透孔は全くみられず，

紡錘形の小さい透孔が施されているだけである。

高杯脚台3一(3)(961 ~994) 拡張された脚端部に 1条の凹線 もしくは凹線に近いヨコナデが

施されているものである。高杯脚台3-(3)には(a)古い様相を呈するものと(b)新しい様相を呈する

ものが合わせて分類されている。これは凹線文の初期段階のものと退化期段階のものである。脚

端部の形態・回線文が類似しているために合わせて分類せざるをえなかった。

細かい部分の形態・調整については(a)，(b)で差が認められる。脚端部の拡張についていえば，

いずれも脚端部外側が上方へ拡張されている。脚端部の内側については， (1)強く拡張されている

もの， (2)わずかに拡張されているもの， (3)全く拡張されていないものがある。(1)， (2)については

三角形状の透孔をもっ例が多く 脚部内面にはへラ削りが施されているものは少ない。 (3)は脚部

外面に刺突文，櫛描直線文などが認められる例が多く，脚部内面にへラ削りが施されているもの

が多い。高杯脚台1と高杯脚台3-(2)より(1)， (2)は(a)，(3)は(b)になるといえる。

(a)については脚部下半内外面はヨコナデが施されている。脚部内面はナデにより調整されてい

るものが多いが，ハケ目が認められるもの (964・991) もある。 962・990は横方向のへラ削りが

遺存するが，内面下端いっぱいにまではおよんでおらず内面下端にはヨコナデが施されている。

(b)のへラ削りが内面下端いっぱいにまでおよんでいるのと比較するとやや異なる。脚部外面は文

様が全く認められないものについては縦方向のへラミガキが認められるもの (962・963・966・9

90)が多い。それ以外にハケ目が認められるもの (961) もある。脚部外面の文様で最も特徴的な

ものは三角形状，長方形状の透孔である。 964は二段にわたりそれが認められる。それ以外の文様

は断面三角形状の突帯，刻日突帯文が脚部上半に施されているものがある。また櫛描直線文，螺

旋状直線文が認められる o 965の螺旋状直線文は高杯脚台 3-(2)のものと比較すると歪みも多く太

い。ヘラ状の工具で施されたものと思われる。透孔のまわりをへラ措の直線状の文様で飾ったも

の (964・988)，脚部下半に施された円孔などがある。

(b)については，脚部内面のへラ削り以外に脚部外面の箆，櫛，竹などで施された文様が特徴的

である。櫛描直線文，螺旋状直線文，斜格子文，斜線文，刻目文，刺突文，列点文などがある。そ

れ以外に円孔，紡錘形状の透孔なども認められる。刻日文，列点文，刺突文は施文の最下端に位

置することが多い。全くそれらの文様が認められないものは少ない。
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様が全く認められないものについては縦方向のへラミガキが認められるもの (962・963・966・9

90)が多い。それ以外にハケ目が認められるもの (961) もある。脚部外面の文様で最も特徴的な

ものは三角形状，長方形状の透孔である。 964は二段にわたりそれが認められる。それ以外の文様

は断面三角形状の突帯，刻日突帯文が脚部上半に施されているものがある。また櫛描直線文，螺

旋状直線文が認められる o 965の螺旋状直線文は高杯脚台 3-(2)のものと比較すると歪みも多く太

い。ヘラ状の工具で施されたものと思われる。透孔のまわりをへラ措の直線状の文様で飾ったも

の (964・988)，脚部下半に施された円孔などがある。

(b)については，脚部内面のへラ削り以外に脚部外面の箆，櫛，竹などで施された文様が特徴的

である。櫛描直線文，螺旋状直線文，斜格子文，斜線文，刻目文，刺突文，列点文などがある。そ
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⑮高杯脚台(弥生時代後期)

弥生時代後期の高杯脚台については高杯と同様に形態上の顕著な特徴がある。脚部上半は比較

その位置より脚部下半部は強く的細身に造られているが，脚部中央部あるいは下半部で屈曲し，

横方向に向かつて開く。脚端部は，丸く収めているもの，平坦面を造り出しているもの，先細り

のものがあるが端部を拡張しているものは少ない。 995は脚部内面にへラ削りが施され，外面に

刺突文，螺旋状直線文が施されていることより高杯脚台s一(2)か(3)になる可能性が強い。

胎土は弥生時代後期の聾にみられた11・IIIのものがほとんどである。調整については高杯脚台3
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横方向に向かつて開く。脚端部は，丸く収めているもの，平坦面を造り出しているもの，先細り

のものがあるが端部を拡張しているものは少ない。 995は脚部内面にへラ削りが施され，外面に

刺突文，螺旋状直線文が施されていることより高杯脚台s一(2)か(3)になる可能性が強い。
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(2). (3)で顕著にみられた脚部内面のへラ削りが認められるものが少なくなる。磨滅のため不明

なものが多いが内面はハケ目・ナデにより調整されていると思われる。脚部外面は，ハケ目・へ

ラミガキが認められる。

脚外面の文様は簡素化し，櫛描直線文，円子L.紡錘形状の透孔がみられるだけとなる。なかで

も円孔だけが単独で施される例 (998・1000・1004・1007・1010)が多い。
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(高i杯脚台"，一(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

913 包含層 W-8 1/2 12.0 
脚部外面上半櫛描直線文，下半三角形透子L9
磨滅のため調整不明

914 包含層 0-5 1/4 11.4 
脚部外面 11条/1.2αnのハケ目，内面 8条/0.8cmのハ
ケ目

915 包含層 Y-9 IV 1/8 11.2 脚部下半内外面 ヨコナデ，上半磨滅のため調整不明

916 包含層 V-9 IV 8/8 11.8 脚部下半内外面ナデ

917 包含層 W-9 8/8 11.4 腕部下半内外面 ヨコナデ，上半磨滅のため調整不明

918 S 085037 E-4 IV 1/4 12.0 脚部下半内面ナデ，上半磨滅のため調整不明

919 S 085101 Y-9 1/4 12.6 
磨滅のため調整不明
脚部外面櫛描直線文，長方形透孔

920 S K85104 X-8 (N) 1/2 13.8 脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面へラミガキ

921 包含層 W-9 3/4 13.9 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

922 包含層 W-9 1/2 13.1 脚部下半外面 ヨコナデ，へラミガキ，内面ナデ

923 S 085031 B・C-5・6 11 1/4 7.6 
脚部内面へラ削り，脚端部刺突文，櫛描直線文
脚端部凹線2条

924 
S B85104 V-9 11 1/8 9.7 

脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ。 脚端部凹線2条，脚部外面櫛摘直線文

925 包含層 C-5 IV 1/4 9.6 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条，脚部外面刺突文，櫛捕直線文

926 包含層 B-5 11 1/2 12.0 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線2条

927 S 085036 0-5 11 1/2 8.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線3条，脚部外面紡錘形透孔

928 S 085036 0-5 11 1/4 11.3 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条

929 S 085036 0-5 11 1/2 10.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部回線2条

930 S 085036 0-5 11 1/4 12.0 
脚部内面へラ削り，脚部下半内外面ナデ
脚端部凹線2条

931 包含層 C-5 11 1/8 (11.6) 腕部内面へラ削り，脚部外面刺突文，櫛描直線文
脚端部回線3条

932 S 085036 0-5 1/4 11.3 
磨滅のため調整不明
脚端部回線2条
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(高i杯脚台"，一(2))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

913 包含層 W-8 1/2 12.0 
脚部外面上半櫛描直線文，下半三角形透子L9
磨滅のため調整不明

914 包含層 0-5 1/4 11.4 
脚部外面 11条/1.2αnのハケ目，内面 8条/0.8cmのハ
ケ目

915 包含層 Y-9 IV 1/8 11.2 脚部下半内外面 ヨコナデ，上半磨滅のため調整不明

916 包含層 V-9 IV 8/8 11.8 脚部下半内外面ナデ

917 包含層 W-9 8/8 11.4 腕部下半内外面 ヨコナデ，上半磨滅のため調整不明

918 S 085037 E-4 IV 1/4 12.0 脚部下半内面ナデ，上半磨滅のため調整不明

919 S 085101 Y-9 1/4 12.6 
磨滅のため調整不明
脚部外面櫛描直線文，長方形透孔

920 S K85104 X-8 (N) 1/2 13.8 脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面へラミガキ

921 包含層 W-9 3/4 13.9 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

922 包含層 W-9 1/2 13.1 脚部下半外面 ヨコナデ，へラミガキ，内面ナデ

923 S 085031 B・C-5・6 11 1/4 7.6 
脚部内面へラ削り，脚端部刺突文，櫛描直線文
脚端部凹線2条

924 
S B85104 V-9 11 1/8 9.7 

脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ。 脚端部凹線2条，脚部外面櫛摘直線文

925 包含層 C-5 IV 1/4 9.6 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条，脚部外面刺突文，櫛捕直線文

926 包含層 B-5 11 1/2 12.0 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線2条

927 S 085036 0-5 11 1/2 8.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線3条，脚部外面紡錘形透孔

928 S 085036 0-5 11 1/4 11.3 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条

929 S 085036 0-5 11 1/2 10.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部回線2条

930 S 085036 0-5 11 1/4 12.0 
脚部内面へラ削り，脚部下半内外面ナデ
脚端部凹線2条

931 包含層 C-5 11 1/8 (11.6) 腕部内面へラ削り，脚部外面刺突文，櫛描直線文
脚端部回線3条

932 S 085036 0-5 1/4 11.3 
磨滅のため調整不明
脚端部回線2条
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(高杯脚台s一(2))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

933 5 D85036 D-5 1/4 9.6 
脚部内面へラ削り，外面へラミガキ
脚端部閉線2条

934 5 D85036 D-4 I 1/8 11.4 
脚部内外面 ヨコナデ，脚部外面へラミガキ
脚端部回線2条

935 5 D85102 X-8 (5) II 1/8 10.0 
磨滅のため調整不明
脚端部回線2条

936 包含層 E-4 IV 1/4 12.2 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線3条

937 5 D85037 E-4 IV 1/4 11.4 
磨滅のため調整不明，脚部外面下半 利突文
脚端部凹線2条

938 5 X85005 E-4 II 1/4 10.6 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線2条

939 5 D85036 D-4 II 1/2 10.5 
脚部内面へラ削り
脚端部回線2条

940 5 D85028 C-6 II 1/4 10.8 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条

941 5 X85005 E-4 II 1/4 10.3 
脚部内面へラ削り，脚部外面ヘラミガキ
脚端部凹線2条

942 包含層 1/2 11.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面ハケ目
脚端部回線2条

943 5 D85013 A.B-6 II 1/8 15.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線3条

脚部内面へラ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透
944 包含層 W-9 II 1/4 14.0 孔

脚端部凹線2条

945 5 D85028 C-6 II 1/8 14.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面櫛錨直線文
脚端部凹線2条

946 5 P -2 B-5 II 1/4 10.2 
磨滅のため調整不明，脚部外面刺突文，櫛描直線文
脚端部凹線2条

947 5 D85030 C-5 II 1/8 14.4 
脚子L部内面 へフ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透

脚端部凹線3条

948 5 D85036 D-5 II 1/4 12.6 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線 1条

949 5 D85018 Z-6・7 II 1/4 12.8 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条

950 包含層 U-9 II 1/2 13.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚部外面紡錘形透孔

951 5 D85013 A.B-6 II 1/8 12.9 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部回線2条

952 5 D85102 X-8 (5) II 1/8 11.8 
脚部内面へラ削り
脚端部回線3条
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(高杯脚台s一(2))

実番測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

933 5 D85036 D-5 1/4 9.6 
脚部内面へラ削り，外面へラミガキ
脚端部閉線2条

934 5 D85036 D-4 I 1/8 11.4 
脚部内外面 ヨコナデ，脚部外面へラミガキ
脚端部回線2条

935 5 D85102 X-8 (5) II 1/8 10.0 
磨滅のため調整不明
脚端部回線2条

936 包含層 E-4 IV 1/4 12.2 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線3条

937 5 D85037 E-4 IV 1/4 11.4 
磨滅のため調整不明，脚部外面下半 利突文
脚端部凹線2条

938 5 X85005 E-4 II 1/4 10.6 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線2条

939 5 D85036 D-4 II 1/2 10.5 
脚部内面へラ削り
脚端部回線2条

940 5 D85028 C-6 II 1/4 10.8 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条

941 5 X85005 E-4 II 1/4 10.3 
脚部内面へラ削り，脚部外面ヘラミガキ
脚端部凹線2条

942 包含層 1/2 11.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面ハケ目
脚端部回線2条

943 5 D85013 A.B-6 II 1/8 15.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線3条

脚部内面へラ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透
944 包含層 W-9 II 1/4 14.0 孔

脚端部凹線2条

945 5 D85028 C-6 II 1/8 14.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面櫛錨直線文
脚端部凹線2条

946 5 P -2 B-5 II 1/4 10.2 
磨滅のため調整不明，脚部外面刺突文，櫛描直線文
脚端部凹線2条

947 5 D85030 C-5 II 1/8 14.4 
脚子L部内面 へフ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透

脚端部凹線3条

948 5 D85036 D-5 II 1/4 12.6 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線 1条

949 5 D85018 Z-6・7 II 1/4 12.8 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部凹線2条

950 包含層 U-9 II 1/2 13.2 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚部外面紡錘形透孔

951 5 D85013 A.B-6 II 1/8 12.9 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半 ヨコナデ
脚端部回線2条

952 5 D85102 X-8 (5) II 1/8 11.8 
脚部内面へラ削り
脚端部回線3条
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(高杯脚台3ー(2)・(3))

番実測l図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

脚部内面へフ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透
953 5 D85037 E-4 II 1/8 12.2 子L

脚端部凹線2条

954 5 D85037 E-4 II 8/8 12.3 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条

955 5 D85036 D-4 1/2 12.0 
脚部内面へラ削り，杯部内外面へラミガキ
脚端部回線2条

磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文，紡錘形
956 5 D85120 W-9 II 1/4 12.0 透孔

脚端部凹線2条

磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文，長方形
957 5 D85037 E-4 II 1/8 15.4 透孔

脚端部回線2条

958 包 含層 C-5 IV 1/4 11.6 
磨滅のため調整不明，脚部外面 平行直線文，刺突文
脚端部凹線2条

959 5 P - 1 B-5 II 1/8 (21.0) 脚部内面へラ削り
脚端部凹線 2条

960 包含層 W-9 II 1/4 10.8 
脚部内面へラ削り，脚部外面蝶施状直線文，刺突文
脚端部凹線2条

脚端部凹線 1条，脚部内面下半 ヨコナデ，上半ナ
961 包含層 W-9 I 1/4 16.9 デ，脚部外面下半 凹線4条，脚部外面 8条/cmのハケ

目，鮎り付け凸帯，三角形透孔

脚端部凹線 1条，脚部内面へラ削り，下半 ヨコナ
962 包含層 II 1/8 16.0 ア

脚部外面へラミガキ

963 包含層 W-9 I 3/4 12.2 
脚部外面へラミガキ
脚端部回線 1条

脚端部凹線 l条，脚部内面ハケ目
964 5 X85004 B-6 1/8 15.8 脚部外面貼り付け凸帯，三角形透孔2段，斜線文，直

線文

脚端部凹線 1条，脚部内面ナデ，杯部外面へラミ
965 5 D85101 X-8 (5) 8/8 14.2 ガキ，杯部内面ハケ目，へラミガキ，脚部外面螺施

状直線文，三角形透孔

966 包含層 U-9 II 1/2 13.0 
脚部下半内外商 ヨコナデ，脚端部凹線 1条

器壁外面へラミガキ，杯部内面へラミガキ

967 包含層 W-8 II 1/4 8.4 
脚部内面へラ削り，脚部外面平行直線文，刺突文
脚端部回線 1条

968 5 X85001 A-6 II 1/8 
脚部内面へラ削り，脚部外面斜線文，刺突文
脚端部凹線 1条

969 5 D85031 B.C-5・6 II 1/2 7.6 脚部内面へラ削り，脚部外面螺施状直線文，刺突文

970 包含層 W-8 1/8 7.0 
脚部内面へラ削り
脚端部回線 1条

脚部内面へ7削り，脚部外面蝶施状直線文，斜格子

971 包含層 C-5 IV 1/4 11.6 文，刺突文
脚端部凹線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ
972 包含層 W-8 II 1/8 11.8 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

脚端部回線 1条
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(高杯脚台3ー(2)・(3))

番実測l図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

脚部内面へフ削り，脚部外面櫛描直線文，紡錘形透
953 5 D85037 E-4 II 1/8 12.2 子L

脚端部凹線2条

954 5 D85037 E-4 II 8/8 12.3 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条

955 5 D85036 D-4 1/2 12.0 
脚部内面へラ削り，杯部内外面へラミガキ
脚端部回線2条

磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文，紡錘形
956 5 D85120 W-9 II 1/4 12.0 透孔

脚端部凹線2条

磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文，長方形
957 5 D85037 E-4 II 1/8 15.4 透孔

脚端部回線2条

958 包 含層 C-5 IV 1/4 11.6 
磨滅のため調整不明，脚部外面 平行直線文，刺突文
脚端部凹線2条

959 5 P - 1 B-5 II 1/8 (21.0) 脚部内面へラ削り
脚端部凹線 2条

960 包含層 W-9 II 1/4 10.8 
脚部内面へラ削り，脚部外面蝶施状直線文，刺突文
脚端部凹線2条

脚端部凹線 1条，脚部内面下半 ヨコナデ，上半ナ
961 包含層 W-9 I 1/4 16.9 デ，脚部外面下半 凹線4条，脚部外面 8条/cmのハケ

目，鮎り付け凸帯，三角形透孔

脚端部凹線 1条，脚部内面へラ削り，下半 ヨコナ
962 包含層 II 1/8 16.0 ア

脚部外面へラミガキ

963 包含層 W-9 I 3/4 12.2 
脚部外面へラミガキ
脚端部回線 1条

脚端部凹線 l条，脚部内面ハケ目
964 5 X85004 B-6 1/8 15.8 脚部外面貼り付け凸帯，三角形透孔2段，斜線文，直

線文

脚端部凹線 1条，脚部内面ナデ，杯部外面へラミ
965 5 D85101 X-8 (5) 8/8 14.2 ガキ，杯部内面ハケ目，へラミガキ，脚部外面螺施

状直線文，三角形透孔

966 包含層 U-9 II 1/2 13.0 
脚部下半内外商 ヨコナデ，脚端部凹線 1条

器壁外面へラミガキ，杯部内面へラミガキ

967 包含層 W-8 II 1/4 8.4 
脚部内面へラ削り，脚部外面平行直線文，刺突文
脚端部回線 1条

968 5 X85001 A-6 II 1/8 
脚部内面へラ削り，脚部外面斜線文，刺突文
脚端部凹線 1条

969 5 D85031 B.C-5・6 II 1/2 7.6 脚部内面へラ削り，脚部外面螺施状直線文，刺突文

970 包含層 W-8 1/8 7.0 
脚部内面へラ削り
脚端部回線 1条

脚部内面へ7削り，脚部外面蝶施状直線文，斜格子

971 包含層 C-5 IV 1/4 11.6 文，刺突文
脚端部凹線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ
972 包含層 W-8 II 1/8 11.8 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

脚端部回線 1条
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(高i杯脚台sー (3))

番実演a~号E 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

脚部内面下半 ヨコナデ，脚部外面櫛描直線文，ニ角
973 5 P -6 X-8 1/8 12.4 形透子L(貫通していない)

脚端部凹線 1条

974 5 D85102 X-9 II 1/4 10.8 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線 1条

975 5 D85102 X-9 II 1/8 11.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面紡錘形透孔
脚端部凹線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外箇円孔，平行直線
976 包 含層 U-9 I 1/4 10.1 文，斜線文

脚端部凹線 1条

977 包 含層 II 1/8 9.6 
脚端部回線 l条
脚部外面円孔

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面平行直線文刻j

978 包 含層 U-9 IV 1/8 14.0 回文，刺突文
脚部内外面ナデ

979 5 D85037 E-4 II 1/4 10.0 
脚端部回線 1条
脚部外面平行直線文，刻白文，円孔

980 包 含層 V-I0 II 1/8 13.7 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半列点文
脚端部回線 1条

981 包含層 X-9 1/8 (15.4) 
磨滅のため調整不明
脚部外面下半斜格子文

982 5 X85004 8-6 II 1/4 11.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ
脚端部回線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面 円孔，へラミガ
983 5 D85101 X-8 I 1/8 16.8 キ

脚端部回線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面ニ角形透孔，円
984 5 K85104 X-8 (N) I 8/8 13.8 孔

脚端部回線 1条

985 包 含層 W-9 IV 8/8 14.0 
磨滅のため調整不明，脚部外面三角形透孔
脚端部凹線 1条

986 5 X85001 A-6 II 1/8 13.4 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線 1条

987 5 D85102 X-8 (5) IV 1/8 12.2 磨滅のため調整不明

988 包 含層 1/4 15.2 
磨滅のため調整不明，脚部外面長方形透孔，平行直線
文，刺突文，斜線文，脚端部凹線 1条

989 5 D85101 Y-9 1/8 11.8 
磨滅のため調整不明，脚部外面 三角形透孔
脚端部回線 1条

990 5 D85102 X-9 II 1/2 10.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面へラミガキ
脚端部回線 1条

脚部外商へフミガキ，脚部外面櫛描直線文ニ角形
991 5 K85104 X-8 (N) 8/8 13.6 透孔

脚端部凹線 1条

992 5 P -13 U-9 IV 1/4 7.8 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条
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(高i杯脚台sー (3))

番実演a~号E 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

脚部内面下半 ヨコナデ，脚部外面櫛描直線文，ニ角
973 5 P -6 X-8 1/8 12.4 形透子L(貫通していない)

脚端部凹線 1条

974 5 D85102 X-9 II 1/4 10.8 
脚部内面へラ削り
脚端部凹線 1条

975 5 D85102 X-9 II 1/8 11.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面紡錘形透孔
脚端部凹線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外箇円孔，平行直線
976 包 含層 U-9 I 1/4 10.1 文，斜線文

脚端部凹線 1条

977 包 含層 II 1/8 9.6 
脚端部回線 l条
脚部外面円孔

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面平行直線文刻j

978 包 含層 U-9 IV 1/8 14.0 回文，刺突文
脚部内外面ナデ

979 5 D85037 E-4 II 1/4 10.0 
脚端部回線 1条
脚部外面平行直線文，刻白文，円孔

980 包 含層 V-I0 II 1/8 13.7 
脚部内面へラ削り，脚部外面下半列点文
脚端部回線 1条

981 包含層 X-9 1/8 (15.4) 
磨滅のため調整不明
脚部外面下半斜格子文

982 5 X85004 8-6 II 1/4 11.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ
脚端部回線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面 円孔，へラミガ
983 5 D85101 X-8 I 1/8 16.8 キ

脚端部回線 1条

脚部下半内外面 ヨコナデ，脚部外面ニ角形透孔，円
984 5 K85104 X-8 (N) I 8/8 13.8 孔

脚端部回線 1条

985 包 含層 W-9 IV 8/8 14.0 
磨滅のため調整不明，脚部外面三角形透孔
脚端部凹線 1条

986 5 X85001 A-6 II 1/8 13.4 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線 1条

987 5 D85102 X-8 (5) IV 1/8 12.2 磨滅のため調整不明

988 包 含層 1/4 15.2 
磨滅のため調整不明，脚部外面長方形透孔，平行直線
文，刺突文，斜線文，脚端部凹線 1条

989 5 D85101 Y-9 1/8 11.8 
磨滅のため調整不明，脚部外面 三角形透孔
脚端部回線 1条

990 5 D85102 X-9 II 1/2 10.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面へラミガキ
脚端部回線 1条

脚部外商へフミガキ，脚部外面櫛描直線文ニ角形
991 5 K85104 X-8 (N) 8/8 13.6 透孔

脚端部凹線 1条

992 5 P -13 U-9 IV 1/4 7.8 
磨滅のため調整不明
脚端部凹線2条
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(高杯脚台3一(3)，高杯御台(後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

993 S D85010 A-6 1II 1/4 11.8 脚部内面へラ削り，脚部外面三角形透孔

994 S D85037 E-4 IV 1/4 14.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面刺突文
脚端部回線 1条

995 S D85120 W-9 II 
脚部内面ヘラ削り，外面へラミガキ，螺施状直線文，

刺突文

996 S D85036 D-5 II 
杯部外面へラミガキ
脚部外面螺施状直線文，刺突文

997 S D85036 D-4 1II 1/4 10.7 脚部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

998 包含層 U-9 1II 1/4 9.6 
脚部内面 へラ削り，外面 磨滅のため調整不明
脚部外面 円子L(貫通していない)

999 包含層 A-6 II 1/4 12.2 脚部外面 9条/cmのハケ目

1000 S X85005 E-4 II 1/4 7.2 磨滅のため調整不明，脚部外面 円孔

1001 S D85036 D-5 II 脚部外面 へラミガキ，紡錘形透孔

1002 包含層 II 8/8 7.6 磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文

1003 S D85036 D-4 1II 1/2 11.6 磨滅のため調整不明

1004 包含層 X-8 II 
磨滅のため調整不明

脚部外面円孔

1005 S D85018 Z -6・7 1II 磨滅のため調整不明

1006 S D85036 D-5 II 
脚部外面 5条/cmのハケ臼，螺施状直線文，紡錘形透孔

杯部内面へラミガキ

1007 S D85036 D-4 II 3/4 19.0 
脚 部 外 面 ハ ケ 目 ， 内 面 ナ デ

脚部外面円孔

1008 S D85102 X-9 II 1/4 12.4 器壁外商へラミガキ，杯部内面へラミガキ

1009 S D85019 Z -6・7 II 1/4 16.8 磨滅のため調整不明

1010 S D85036 D-4 1II 1/4 19.0 
磨滅のため調整不明
脚部外面円孔

第65表土器観察表側

つdq'u 
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(高杯脚台3一(3)，高杯御台(後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口 f圭 器高 備 考

993 S D85010 A-6 1II 1/4 11.8 脚部内面へラ削り，脚部外面三角形透孔

994 S D85037 E-4 IV 1/4 14.0 
脚部内面へラ削り，脚部外面刺突文
脚端部回線 1条

995 S D85120 W-9 II 
脚部内面ヘラ削り，外面へラミガキ，螺施状直線文，

刺突文

996 S D85036 D-5 II 
杯部外面へラミガキ
脚部外面螺施状直線文，刺突文

997 S D85036 D-4 1II 1/4 10.7 脚部外面へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

998 包含層 U-9 1II 1/4 9.6 
脚部内面 へラ削り，外面 磨滅のため調整不明
脚部外面 円子L(貫通していない)

999 包含層 A-6 II 1/4 12.2 脚部外面 9条/cmのハケ目

1000 S X85005 E-4 II 1/4 7.2 磨滅のため調整不明，脚部外面 円孔

1001 S D85036 D-5 II 脚部外面 へラミガキ，紡錘形透孔

1002 包含層 II 8/8 7.6 磨滅のため調整不明，脚部外面 螺施状直線文

1003 S D85036 D-4 1II 1/2 11.6 磨滅のため調整不明

1004 包含層 X-8 II 
磨滅のため調整不明

脚部外面円孔

1005 S D85018 Z -6・7 1II 磨滅のため調整不明

1006 S D85036 D-5 II 
脚部外面 5条/cmのハケ臼，螺施状直線文，紡錘形透孔

杯部内面へラミガキ

1007 S D85036 D-4 II 3/4 19.0 
脚 部 外 面 ハ ケ 目 ， 内 面 ナ デ

脚部外面円孔

1008 S D85102 X-9 II 1/4 12.4 器壁外商へラミガキ，杯部内面へラミガキ

1009 S D85019 Z -6・7 II 1/4 16.8 磨滅のため調整不明

1010 S D85036 D-4 1II 1/4 19.0 
磨滅のため調整不明
脚部外面円孔

第65表土器観察表側
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⑪蓋(弥生時代中期・後期)

蓋の口縁部に凹線文が認められるもの(1011~1015 ・ 1019) と認められないもの(1020~1023) 

に区別される。 1016~1018は頂部だけが遺存するので回線文の有無は不明である。凹線文が施さ

れているものには，口縁端部に施されているものと，口縁部外面に施されているものがある。 101

1・1012・1019は口縁端部を上下に拡張させ，いずれも 2条の凹線文が施されている。調整につ

いては外側面には縦方向のハケ目，内側面には縦方向のへラミガキが施されている。

口縁部外面に凹線文が施されているものが 3 点 (1013~1015) ある。いずれも比較的幅の広い

凹線が 2条認められる。直立する口縁部から頂部がほぽ90。の角度で屈曲し平坦な頂面をもっ。

器高はいずれも2.5cm程度で背の低い盤状を呈する。口縁部の屈曲部から約 2cmの位置に円孔が

認められる。 1015の頂部外面にはへラミガキが遺存する。他に例をみないために断定はできない

が蓋である可能性が強い。

回線文をみないものについては 口縁端部の形態が 丸く収まるもの(1020) と平坦面を造り

出しているもの(1021~1023) がある。口縁端部の拡張はない。 1021 ・ 1022 ・については口縁端

部に回線文を持つものと比較して 口縁部，頂部の器形にやや差が認められる。 1020・1023は，

それらより後出性を感じさせる。調整については磨滅が著しく 1020の外側面にハケ目が遺存する

だけである。 1023・1016の頂部には円孔が穿たれている。

器形・胎土などから判断して. 1011~1015 ・ 1018 ・ 1019は弥生時代中期. 1016 ・ 1017 ・ 1020~

1023は弥生時代後期のものであると思われる。さらに弥生時代中期のものについては. 1011・10

12・1019が第 3手法. 1013~1015は第 4 手法の土器である。
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⑪蓋(弥生時代中期・後期)

蓋の口縁部に凹線文が認められるもの(1011~1015 ・ 1019) と認められないもの(1020~1023) 

に区別される。 1016~1018は頂部だけが遺存するので回線文の有無は不明である。凹線文が施さ

れているものには，口縁端部に施されているものと，口縁部外面に施されているものがある。 101

1・1012・1019は口縁端部を上下に拡張させ，いずれも 2条の凹線文が施されている。調整につ

いては外側面には縦方向のハケ目，内側面には縦方向のへラミガキが施されている。

口縁部外面に凹線文が施されているものが 3 点 (1013~1015) ある。いずれも比較的幅の広い

凹線が 2条認められる。直立する口縁部から頂部がほぽ90。の角度で屈曲し平坦な頂面をもっ。

器高はいずれも2.5cm程度で背の低い盤状を呈する。口縁部の屈曲部から約 2cmの位置に円孔が

認められる。 1015の頂部外面にはへラミガキが遺存する。他に例をみないために断定はできない

が蓋である可能性が強い。

回線文をみないものについては 口縁端部の形態が 丸く収まるもの(1020) と平坦面を造り

出しているもの(1021~1023) がある。口縁端部の拡張はない。 1021 ・ 1022 ・については口縁端

部に回線文を持つものと比較して 口縁部，頂部の器形にやや差が認められる。 1020・1023は，

それらより後出性を感じさせる。調整については磨滅が著しく 1020の外側面にハケ目が遺存する

だけである。 1023・1016の頂部には円孔が穿たれている。

器形・胎土などから判断して. 1011~1015 ・ 1018 ・ 1019は弥生時代中期. 1016 ・ 1017 ・ 1020~

1023は弥生時代後期のものであると思われる。さらに弥生時代中期のものについては. 1011・10

12・1019が第 3手法. 1013~1015は第 4 手法の土器である。
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⑫体部(弥生時代中期・後期)

体部については，全てが壷の体部である。体部の形態については， (1)体部中央で最大腹径をも

つもの， (2)体部中央よりやや上半で最大腹径をもつもの (1038・1040・1041)， (3)球形状を呈する

もの(1039)がある。(1)についてはさらに， (a)上下に圧縮されそろばんの玉状を呈するもの(102

8・1032・1034)， (b)正六角形状を呈するもの(1027)， (c)(b)よりも最大腹径の部分が丸味を帯びる

もの(1042)がある。

(1)については小型のもの (1025・1026・1030・1031)がみられる。これらは査D3一(3)の体部に

なると思われる。 1026については頚部の破損部分が，直立方向に立っているため査D以外の分類

が考えられる。(1)一(a)の大型のものは査C2，Dの体部の可能性が強い。(1)一(b)，(c)については査

A・Fの体部と思われる。 (2)については査A3一(3)の時期に多い体部である。また(3)については

費G4に多くみられる。

調整については体部外面上半が縦方向のハケ日，中央から下半部はへラミガキが施されてい

る。体部内面にはハケ目，ナデが施されるという査にみられる一般的な調整が施されているもの

が多い。 1039・1042の体部外面には下半部にまでハケ目が認められることにより，後期の査の可

能性も強い。

体部外面にみられる文様は刻目突帯文，櫛描直線文，斜格子文，波状文，列点文，押圧文，刻目

文などがある。これら以外の例として1029がある。 1029も査の体部であると思われるが，へラ状

工具により木の葉の文様が描かれている。
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⑫体部(弥生時代中期・後期)

体部については，全てが壷の体部である。体部の形態については， (1)体部中央で最大腹径をも

つもの， (2)体部中央よりやや上半で最大腹径をもつもの (1038・1040・1041)， (3)球形状を呈する

もの(1039)がある。(1)についてはさらに， (a)上下に圧縮されそろばんの玉状を呈するもの(102

8・1032・1034)， (b)正六角形状を呈するもの(1027)， (c)(b)よりも最大腹径の部分が丸味を帯びる

もの(1042)がある。

(1)については小型のもの (1025・1026・1030・1031)がみられる。これらは査D3一(3)の体部に

なると思われる。 1026については頚部の破損部分が，直立方向に立っているため査D以外の分類

が考えられる。(1)一(a)の大型のものは査C2，Dの体部の可能性が強い。(1)一(b)，(c)については査

A・Fの体部と思われる。 (2)については査A3一(3)の時期に多い体部である。また(3)については

費G4に多くみられる。

調整については体部外面上半が縦方向のハケ日，中央から下半部はへラミガキが施されてい

る。体部内面にはハケ目，ナデが施されるという査にみられる一般的な調整が施されているもの

が多い。 1039・1042の体部外面には下半部にまでハケ目が認められることにより，後期の査の可

能性も強い。

体部外面にみられる文様は刻目突帯文，櫛描直線文，斜格子文，波状文，列点文，押圧文，刻目

文などがある。これら以外の例として1029がある。 1029も査の体部であると思われるが，へラ状

工具により木の葉の文様が描かれている。
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⑬底部(弥生時代中期・後期)

底部については，査，聾，鉢がある。底部外面に施される調整はナデのものが多い。それ以外

に底部内面にハケ原体の圧痕が遺存するもの (1058・1060・1061) も多い。そのうち 1061は特に

明瞭に認められる。また1046は底部外面にハケ目が施されているという点で特異で、ある。

聾の底部については上げ底というよりもむしろ高台状を呈すると表現する方がよいと思われる

もの (1048・1050・1062・1063) もある。それ以外に聾の底部には穿孔を持つ例が多い。そのう

ち5点だけ図化した。 1057が焼成前に穿孔されたものである以外は，全て焼成後に穿孔されたも

のである。 1057は正円形のきれいな円孔であるのに対して，他は円形状は呈しているものの破損

のため形が歪んでいる。

1065・1066は器形・調整より弥生時代後期の土器であると思われる。

(董(中期・後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1011 包含層 B-6 II 1/4 27.2 
側面外面ヘラミガキ，内面磨滅のため調整不明
端部凹線2条

側面外面ハケ目，内面へラミガキ

1012 S D85101 A-6 II 完形 19.8 7.0 蓋口縁部内外面 ヨコナデ，端部凹線2条. 1頁部ナ
ア

1013 包含層 W-9 IV 1/8 21.2 
蓋口縁部外面凹線 2条
磨滅のため調整不明

1014 包含層 W-9 II 1/4 20.8 ( 2.5) 蓋口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条
頂部外面へラミガキ，内面 ナデ，円孔

1015 S D85037 E-4 IV 1/8 19.3 
蓋口縁苦11外面凹線 2条，内面磨滅のため調整不明
頂部外面へラミガキ，円孔

1016 包含層 X-8 IV 8/8 4.6 頂部円子L2個

磨滅のため調整不明

1017 S P -15 C-5 1 3/4 4.4 磨滅のため調整不明

1018 S D85024 C-6 IV 3/4 3.0 磨滅のため調整不明

1019 包含層 X-8 III 1/2 15.5 
端部凹線2条
磨滅のため調整不明

1020 S D85036 D-4 IV 8/8 2.8 
側面外面ハケ目

磨滅のため調整不明

1021 S X85004 B-6 1/8 18.0 7.3 磨滅のため調整不明

1022 包含層 A-6 IV 1/8 17.0 5.4 磨滅のため調整不明，円孔

1023 S D85102 X-9 IV 3/4 11.6 ( 9.0) 
頂部円孔 2{回
磨滅のため調整不明

第66表土器観察表例
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⑬底部(弥生時代中期・後期)

底部については，査，聾，鉢がある。底部外面に施される調整はナデのものが多い。それ以外

に底部内面にハケ原体の圧痕が遺存するもの (1058・1060・1061) も多い。そのうち 1061は特に

明瞭に認められる。また1046は底部外面にハケ目が施されているという点で特異で、ある。

聾の底部については上げ底というよりもむしろ高台状を呈すると表現する方がよいと思われる

もの (1048・1050・1062・1063) もある。それ以外に聾の底部には穿孔を持つ例が多い。そのう

ち5点だけ図化した。 1057が焼成前に穿孔されたものである以外は，全て焼成後に穿孔されたも

のである。 1057は正円形のきれいな円孔であるのに対して，他は円形状は呈しているものの破損

のため形が歪んでいる。

1065・1066は器形・調整より弥生時代後期の土器であると思われる。

(董(中期・後期))

実番測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1011 包含層 B-6 II 1/4 27.2 
側面外面ヘラミガキ，内面磨滅のため調整不明
端部凹線2条

側面外面ハケ目，内面へラミガキ

1012 S D85101 A-6 II 完形 19.8 7.0 蓋口縁部内外面 ヨコナデ，端部凹線2条. 1頁部ナ
ア

1013 包含層 W-9 IV 1/8 21.2 
蓋口縁部外面凹線 2条
磨滅のため調整不明

1014 包含層 W-9 II 1/4 20.8 ( 2.5) 蓋口縁部内面 ヨコナデ，外面凹線2条
頂部外面へラミガキ，内面 ナデ，円孔

1015 S D85037 E-4 IV 1/8 19.3 
蓋口縁苦11外面凹線 2条，内面磨滅のため調整不明
頂部外面へラミガキ，円孔

1016 包含層 X-8 IV 8/8 4.6 頂部円子L2個

磨滅のため調整不明

1017 S P -15 C-5 1 3/4 4.4 磨滅のため調整不明

1018 S D85024 C-6 IV 3/4 3.0 磨滅のため調整不明

1019 包含層 X-8 III 1/2 15.5 
端部凹線2条
磨滅のため調整不明

1020 S D85036 D-4 IV 8/8 2.8 
側面外面ハケ目

磨滅のため調整不明

1021 S X85004 B-6 1/8 18.0 7.3 磨滅のため調整不明

1022 包含層 A-6 IV 1/8 17.0 5.4 磨滅のため調整不明，円孔

1023 S D85102 X-9 IV 3/4 11.6 ( 9.0) 
頂部円孔 2{回
磨滅のため調整不明

第66表土器観察表例
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⑭脚・台・支脚・その他(弥生時代中期・後期)

器種が明確なものとそうでないものがある。 1067~1078については，壷，聾，鉢，高杯の脚，台

である。査の脚と思われるものは1067である。おそらく査Dの脚であろう。 1071・1072・1074は

聾の台である。 1068・1070・1073・1076・1078は鉢の台であろう。そのうち1068の上部について

は，細身で細長い鉢になると思われる。 1075・1077は高杯の脚である可能性が強い。

1079・1080・1083については上方に平坦面を造り出した土器である。 1083ではそこにへラミガ

キが認められる。外面の平坦面が丁寧に作られているのと比較して，内面は指頭圧痕が残るなど

粗雑な仕上げである。全容については不明であるので土器の上下も定かではない。器種は不明と

せざるをえない。 1085も同様の造りであるが 平坦面と側面の形態がやや異なる。

1081・1082・1084・1086・1087は支脚である。器形・胎土より弥生時代後期のものである。

1088~1091は全容が不明であるために 上下も定かでない土器である。 1088・1090・1091は10

83などと類似した器形をもっ。 1088・1091は図の下方においた面が襲撃曲するという点で違いがあ

る。下方面の外面はヨコナデ・ナデを，側面外面にはへラミガキを施し丁寧に仕上げている。器

壁内面にも丁寧なナデを施しているという点でも 1083などとは異なる。 1089は，器形で違いが明

確である。器壁内外面ともへラミガキ ナデなどで丁寧に仕上げているという点では共通してい

る。 1068のような鉢状を呈する底部が下方へ下がったものとも考えられるが断定はできない。

⑮祭杷遺物(弥生時代中期・後期)

矢ノ塚遺跡で出土した祭杷遺物は，分銅形土製品 4点，ミニチュア土器 9点，銅剣形土製品 1

点，鳥形土製品 1点である。

分銅形土製品の表面の文様は，貝殻による押圧文，櫛描直線文がある。 1095は磨滅が著しいた

めに断定できないが，表面中心部に刻目文が施されているものと思われる。 1092以外は裏面から

側面に貫通する円孔が穿たれている。 1093は破片のため推定径になるが15cmをはるかに越える大

型のものである。

ミニチュア土器には比較的丁寧に作られているもの (1100・1101) と粗雑なものがある。 1100

の器壁外面には縦方向のへラミガキが認められる。 1101は全面にわたり丁寧なナデ調整を施して

いる。それ以外のものは器壁外面に指頭圧痕が残るなど組雑な仕上げである。また左右対称でな

いものも多い。 1100・1101はSD85101から出土したもので， 1092・1106も合わせてほぼ同一地

点、から出土した。

1105は銅剣形土製品と思われる。中央で折れて先端部の一部を欠損しているもののほぼ完形に

復原できる。現存長13.3cm，幅2.7cm，厚さ1.7cmを計る。鋒・茎・関などを表現し，関の位置に

は2孔が穿たれている。中央部を山形に造り側面の両面を指で押さえ細く造り出している。樋の

表現が認められないことより，鉄剣を模した土製品の可能性もある。

1106は完形の鳥形土製品である。長さ 4.6cm，高さ 3.4cmを計る。おそらく水鳥を模したものと
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⑭脚・台・支脚・その他(弥生時代中期・後期)

器種が明確なものとそうでないものがある。 1067~1078については，壷，聾，鉢，高杯の脚，台

である。査の脚と思われるものは1067である。おそらく査Dの脚であろう。 1071・1072・1074は

聾の台である。 1068・1070・1073・1076・1078は鉢の台であろう。そのうち1068の上部について

は，細身で細長い鉢になると思われる。 1075・1077は高杯の脚である可能性が強い。

1079・1080・1083については上方に平坦面を造り出した土器である。 1083ではそこにへラミガ

キが認められる。外面の平坦面が丁寧に作られているのと比較して，内面は指頭圧痕が残るなど

粗雑な仕上げである。全容については不明であるので土器の上下も定かではない。器種は不明と

せざるをえない。 1085も同様の造りであるが 平坦面と側面の形態がやや異なる。

1081・1082・1084・1086・1087は支脚である。器形・胎土より弥生時代後期のものである。

1088~1091は全容が不明であるために 上下も定かでない土器である。 1088・1090・1091は10

83などと類似した器形をもっ。 1088・1091は図の下方においた面が襲撃曲するという点で違いがあ

る。下方面の外面はヨコナデ・ナデを，側面外面にはへラミガキを施し丁寧に仕上げている。器

壁内面にも丁寧なナデを施しているという点でも 1083などとは異なる。 1089は，器形で違いが明

確である。器壁内外面ともへラミガキ ナデなどで丁寧に仕上げているという点では共通してい

る。 1068のような鉢状を呈する底部が下方へ下がったものとも考えられるが断定はできない。

⑮祭杷遺物(弥生時代中期・後期)

矢ノ塚遺跡で出土した祭杷遺物は，分銅形土製品 4点，ミニチュア土器 9点，銅剣形土製品 1

点，鳥形土製品 1点である。

分銅形土製品の表面の文様は，貝殻による押圧文，櫛描直線文がある。 1095は磨滅が著しいた

めに断定できないが，表面中心部に刻目文が施されているものと思われる。 1092以外は裏面から

側面に貫通する円孔が穿たれている。 1093は破片のため推定径になるが15cmをはるかに越える大

型のものである。

ミニチュア土器には比較的丁寧に作られているもの (1100・1101) と粗雑なものがある。 1100

の器壁外面には縦方向のへラミガキが認められる。 1101は全面にわたり丁寧なナデ調整を施して

いる。それ以外のものは器壁外面に指頭圧痕が残るなど組雑な仕上げである。また左右対称でな

いものも多い。 1100・1101はSD85101から出土したもので， 1092・1106も合わせてほぼ同一地

点、から出土した。

1105は銅剣形土製品と思われる。中央で折れて先端部の一部を欠損しているもののほぼ完形に

復原できる。現存長13.3cm，幅2.7cm，厚さ1.7cmを計る。鋒・茎・関などを表現し，関の位置に

は2孔が穿たれている。中央部を山形に造り側面の両面を指で押さえ細く造り出している。樋の

表現が認められないことより，鉄剣を模した土製品の可能性もある。

1106は完形の鳥形土製品である。長さ 4.6cm，高さ 3.4cmを計る。おそらく水鳥を模したものと
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思われる。表面は指ナデによる調整が施され，丁寧に作られている。噴・頭・首・胴の区別が明

瞭で顔にあたる部分には目も表現されている。

⑬弥生土器(その他)

1107・1108・1110は1085と同様の形態をもつが，器壁の厚さ，大きさなどで差が認められる。

おそらく大型の土器の底部になると思われる。器壁外面には荒い縦方向のへラミガキ，ハケ目が

施されている。内面にはへラ削り，ナデが認められる。

1109・1111は大型器台の可能性を持つ土器である。いずれも口縁端部を上下に強く拡張させ 8

条の回線文を施している。口縁部内外面にはヨコナデが施されている。

1112・1113は鉢状を呈する土器である。ともに器壁外面は荒いハケ目が遺存する。内面はナデ

により仕上げられている。歴史時代の土師器である可能性もある。

1114は口縁部が水平方向に開く，査の可能性をもっ土器である。口縁端部を上方に拡張させ 2

条の回線文を施している。口縁部外面は縦方向，内面は横方向のへラミガキが施されている。器

壁の厚さなどより蓋である可能性も考えられる。

1115は口縁端部に凹線状の凹みが認められる土器である。磨滅のため調整は不明である。口縁

部の屈曲部分にはわずかに指頭圧痕が認められる。器形は中世の土鍋状を呈するが，胎土は弥生

土器のIIIである。弥生土器であるとしたら器種は不明とせざるをえない。

1116は器形・胎土ともに他の弥生土器と著しく異なる。底部の一部を欠損するもののほぽ完形

である。口径10.2叩，器高17.4仰を計る。色調は黒灰色を呈し胎土は 1皿以下の砂粒を多く含み

組い。口縁部内面にナデが施されている以外は磨滅のため調整は不明とせざるをえない。底部外

面はへラミガキを施したように器壁は細かくなっている。朝鮮系無文土器の可能も考えられる。

1117は細身の鉢部をもっ台付鉢であろう。体部は内脅して立ち上がり口縁部先端はわずかに内

側に傾いている。

1118は組雑な作りの鉢であろう。底部に焼成前の穿孔が認められる点で他の鉢と異なる。体部

外面および内面上半にはハケ目が施され，体部内面のハケ目以下にはへラ削りが認められる。胎

土・器形より後期の土器である。

1119査形のミニチュア土器の形状を呈する土製品である。全面にわたり指頭圧痕が遺存する。

用途については不明とせざるをえない。

1120は中心部に円形状の穿孔のある土製品である。用途は不明である。

1121-----1123は紡錘車あるいは，紡錘車の未製品と思われるものである。 1122は部分的に欠損し

ているものの中央に貫通した円孔が認められることより紡錘車といえる。 1121は両面に浅い凹み

が. 1123は一面に浅い凹みが認められる。 1123は面がやや湾曲しているため紡錘車の未製品でな

い可能性もある。 1121は紡錘車の未製品の可能性が強い。

1124は把手である。磨滅のため調整は不明であるがナデにより仕上げられているものと思われる。
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思われる。表面は指ナデによる調整が施され，丁寧に作られている。噴・頭・首・胴の区別が明

瞭で顔にあたる部分には目も表現されている。

⑬弥生土器(その他)

1107・1108・1110は1085と同様の形態をもつが，器壁の厚さ，大きさなどで差が認められる。

おそらく大型の土器の底部になると思われる。器壁外面には荒い縦方向のへラミガキ，ハケ目が

施されている。内面にはへラ削り，ナデが認められる。

1109・1111は大型器台の可能性を持つ土器である。いずれも口縁端部を上下に強く拡張させ 8

条の回線文を施している。口縁部内外面にはヨコナデが施されている。

1112・1113は鉢状を呈する土器である。ともに器壁外面は荒いハケ目が遺存する。内面はナデ

により仕上げられている。歴史時代の土師器である可能性もある。

1114は口縁部が水平方向に開く，査の可能性をもっ土器である。口縁端部を上方に拡張させ 2

条の回線文を施している。口縁部外面は縦方向，内面は横方向のへラミガキが施されている。器

壁の厚さなどより蓋である可能性も考えられる。

1115は口縁端部に凹線状の凹みが認められる土器である。磨滅のため調整は不明である。口縁

部の屈曲部分にはわずかに指頭圧痕が認められる。器形は中世の土鍋状を呈するが，胎土は弥生

土器のIIIである。弥生土器であるとしたら器種は不明とせざるをえない。

1116は器形・胎土ともに他の弥生土器と著しく異なる。底部の一部を欠損するもののほぽ完形

である。口径10.2叩，器高17.4仰を計る。色調は黒灰色を呈し胎土は 1皿以下の砂粒を多く含み

組い。口縁部内面にナデが施されている以外は磨滅のため調整は不明とせざるをえない。底部外

面はへラミガキを施したように器壁は細かくなっている。朝鮮系無文土器の可能も考えられる。

1117は細身の鉢部をもっ台付鉢であろう。体部は内脅して立ち上がり口縁部先端はわずかに内

側に傾いている。

1118は組雑な作りの鉢であろう。底部に焼成前の穿孔が認められる点で他の鉢と異なる。体部

外面および内面上半にはハケ目が施され，体部内面のハケ目以下にはへラ削りが認められる。胎

土・器形より後期の土器である。

1119査形のミニチュア土器の形状を呈する土製品である。全面にわたり指頭圧痕が遺存する。

用途については不明とせざるをえない。

1120は中心部に円形状の穿孔のある土製品である。用途は不明である。

1121-----1123は紡錘車あるいは，紡錘車の未製品と思われるものである。 1122は部分的に欠損し

ているものの中央に貫通した円孔が認められることより紡錘車といえる。 1121は両面に浅い凹み

が. 1123は一面に浅い凹みが認められる。 1123は面がやや湾曲しているため紡錘車の未製品でな

い可能性もある。 1121は紡錘車の未製品の可能性が強い。

1124は把手である。磨滅のため調整は不明であるがナデにより仕上げられているものと思われる。

-231-



HIli 
， 

1070 

1076 

~一 マω

?l ~u 
γ-庁ZJJf

LA r!1o~ 

ijllトL

1086 

1089 

川〈
1071 

斗1
1078 

凋
且
『

ワ
ι

、3

8

α

 

nu

唱

i

l
 

口

第157図弥生土器脚・台・支脚実測図
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1125はひしゃく状を呈する土器である。柄の部分は短く先端に杯状を呈する器がついていたも
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その部分が欠損したものと思われる。ので
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(体部(中期・後期))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1024 S D85101 X-8 II 1/4 体部外面 ハケ目，櫛描直線文，波状文

1025 包含層' 8/8 5.3 体部外面下半へラミガキ，体部内面上半へラ削り

1026 S D85036 D-4 II 8/8 6.0 
体部外面上半 8条/cmのハケ目，円形浮文

体部外面円形浮文

1027 包含層 W-9 III 3/4 6.1 体部外面下半 へラミカーキ，内面下半 8条/cmのハケ目

体部外面上半 9条/cmのノケ目，下半 へ7 ミガキ，体

1028 包含層 W-9 8/8 部内面 18条/cmのハケ目

体部外面櫛描直線文，波状文，斜格子文

1029 S D85036 D-4 II 1/8 体部内面 12条/cmのハケ目，外面木の葉の文様

1030 包含層 V-9 IV 1/2 
磨滅のため調整不明

頚部外面 目占り付け凸帯

1031 包含層 V-10 1/4 5.6 
体部外面上半 8条/cmのノケ，下半 へラミガキ

体部内面ナデ

体部外面上半 8条/cmのハケ目，中央刺突文，下半

1032 包含層 V-10 II 8/8 へラミガキ

体部内面上半板ナデ，下半 10条/αnのハケ目

1033 S D85018 Z-6・7 II 1/8 8.8 11.7 体部外函上半ハケ目，下半へラミガキ

包含層 1/2 
体部半部外外面面上状刻/1半目 5条文/ケcm列白の点，ハ、文体ケ，部目体外，部面下内半面櫛へ7 ミガキ， 下格頚

1034 W-9 9.0 7条波 .7叩凸帯列のハ ， 上描半直線文ナ，デ，斜
子文， 文， 点文

1035 S D85036 D-4 II 1/8 磨滅のため調整不明，頚部外面 貼り付け凸帯，円孔

1036 S X85005 E-4 II 1/2 
体部内外面ハケ目，頚部外面 ヨコナデ，内面ナデ
頚部外面貼り付け凸帯

1037 S D85010 A-6 II 1/2 
体部外面上半ハケ目，下半へラミガキ

頚部外面貼り付け凸帯，円子L2個

体部外面上半 7条/cmのハケ目，内面 磨滅のため調整

1038 包含層 W-9 IV 3/4 7.8 不明

体部中央列点文

1039 S D85036 D-4 II 8/8 4.5 体部外面下半ハケ目，内面へラ削り

1040 S D85036 D-5 3/4 7.0 
体部外面下半へラミガキ，内面下半 ハケ目

体部外面中央 ハケ原体の押圧文

体部外面上半 9~10条/cmのハケ 13. へブミガキ，刻目
1041 S D85036 D-4 II 3/4 8.4 文

体部外面下半 へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

1042 包含層 U-9 1/2 6.8 
体部外面 8条/1.6αnのハケ目，内面 8条/1.6cmのハ

ケ目

1043 包含層 III 
頚部から体部外面上半 ハケ目

頚部刻目凸帯文
」 L__ 

第67表土器観察表岡
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(体部(中期・後期))

番実測図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1024 S D85101 X-8 II 1/4 体部外面 ハケ目，櫛描直線文，波状文

1025 包含層' 8/8 5.3 体部外面下半へラミガキ，体部内面上半へラ削り

1026 S D85036 D-4 II 8/8 6.0 
体部外面上半 8条/cmのハケ目，円形浮文

体部外面円形浮文

1027 包含層 W-9 III 3/4 6.1 体部外面下半 へラミカーキ，内面下半 8条/cmのハケ目

体部外面上半 9条/cmのノケ目，下半 へ7 ミガキ，体

1028 包含層 W-9 8/8 部内面 18条/cmのハケ目

体部外面櫛描直線文，波状文，斜格子文

1029 S D85036 D-4 II 1/8 体部内面 12条/cmのハケ目，外面木の葉の文様

1030 包含層 V-9 IV 1/2 
磨滅のため調整不明

頚部外面 目占り付け凸帯

1031 包含層 V-10 1/4 5.6 
体部外面上半 8条/cmのノケ，下半 へラミガキ

体部内面ナデ

体部外面上半 8条/cmのハケ目，中央刺突文，下半

1032 包含層 V-10 II 8/8 へラミガキ

体部内面上半板ナデ，下半 10条/αnのハケ目

1033 S D85018 Z-6・7 II 1/8 8.8 11.7 体部外函上半ハケ目，下半へラミガキ

包含層 1/2 
体部半部外外面面上状刻/1半目 5条文/ケcm列白の点，ハ、文体ケ，部目体外，部面下内半面櫛へ7 ミガキ， 下格頚

1034 W-9 9.0 7条波 .7叩凸帯列のハ ， 上描半直線文ナ，デ，斜
子文， 文， 点文

1035 S D85036 D-4 II 1/8 磨滅のため調整不明，頚部外面 貼り付け凸帯，円孔

1036 S X85005 E-4 II 1/2 
体部内外面ハケ目，頚部外面 ヨコナデ，内面ナデ
頚部外面貼り付け凸帯

1037 S D85010 A-6 II 1/2 
体部外面上半ハケ目，下半へラミガキ

頚部外面貼り付け凸帯，円子L2個

体部外面上半 7条/cmのハケ目，内面 磨滅のため調整

1038 包含層 W-9 IV 3/4 7.8 不明

体部中央列点文

1039 S D85036 D-4 II 8/8 4.5 体部外面下半ハケ目，内面へラ削り

1040 S D85036 D-5 3/4 7.0 
体部外面下半へラミガキ，内面下半 ハケ目

体部外面中央 ハケ原体の押圧文

体部外面上半 9~10条/cmのハケ 13. へブミガキ，刻目
1041 S D85036 D-4 II 3/4 8.4 文

体部外面下半 へラミガキ，内面磨滅のため調整不明

1042 包含層 U-9 1/2 6.8 
体部外面 8条/1.6αnのハケ目，内面 8条/1.6cmのハ

ケ目

1043 包含層 III 
頚部から体部外面上半 ハケ目

頚部刻目凸帯文
」 L__ 
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(底部(中期・後期))

実番司自j図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1044 包含層 II 8/8 11.4 穿孔(焼成後)，磨滅のため調整不明

1045 S X85002 A-6 8/8 11.4 底部内外商 ナデ，底部より 1.2cmにヨコナデ

1046 S D85036 D-4 II 8/8 4.6 底部内面・外面 9条/cmのハケ目

1047 S X85004 6-6 IV 3/4 6.0 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1048 S D85037 E-4 IV 1/2 6.9 底部内外面ナデ

1049 S D85031 6.C-5・6 IV 3/4 5.8 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1050 包含層 V-9 I 8/8 5.8 底部外面 ヨコナデ，内面ナデ

1051 S K85104 X-8 (N) II 8/8 7.8 底部外面ナデ，側面ナデ

1052 包含層 II 8/8 9.6 底部外面ナデ，内面ノ、ヶ目

1053 S D85025 C-6 8/8 7.6 磨滅のため調整不明，穿子L(焼成後)

1054 包含層 W-9 3/4 5.8 底部内外面ナデ

1055 S D85031 B・C-5・6 IV 1/2 6.8 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1056 包含層 IV 8/8 6.6 底部内面ハケ目，外面ナデ

1057 S D85037 E-4 3/4 4.4 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1058 S D85102 X-8 (S) IV 1/4 14.0 磨滅のため調整不明，底部内面 ハケ原体の圧痕

1059 S D85036 D-4 II 8/8 7.0 底部内外面 ナデ，穿子L(焼成後)

1060 S D85124 V-9 II 1/4 7.8 底部内外面ナデ，外面ハケ原体の圧痕

1061 S 685014 A.6-5・6 II 8/8 6.0 底部内外面ナデ，内面ハケ原体の圧痕

1062 包含層 8/8 7.0 底部内外面ナデ，底部側面ナデ

1063 包含層 U-9 II 3/4 5.8 底部内外面ナデ，底部側面ナデ
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(底部(中期・後期))

実番司自j図号 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1044 包含層 II 8/8 11.4 穿孔(焼成後)，磨滅のため調整不明

1045 S X85002 A-6 8/8 11.4 底部内外商 ナデ，底部より 1.2cmにヨコナデ

1046 S D85036 D-4 II 8/8 4.6 底部内面・外面 9条/cmのハケ目

1047 S X85004 6-6 IV 3/4 6.0 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1048 S D85037 E-4 IV 1/2 6.9 底部内外面ナデ

1049 S D85031 6.C-5・6 IV 3/4 5.8 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1050 包含層 V-9 I 8/8 5.8 底部外面 ヨコナデ，内面ナデ

1051 S K85104 X-8 (N) II 8/8 7.8 底部外面ナデ，側面ナデ

1052 包含層 II 8/8 9.6 底部外面ナデ，内面ノ、ヶ目

1053 S D85025 C-6 8/8 7.6 磨滅のため調整不明，穿子L(焼成後)

1054 包含層 W-9 3/4 5.8 底部内外面ナデ

1055 S D85031 B・C-5・6 IV 1/2 6.8 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1056 包含層 IV 8/8 6.6 底部内面ハケ目，外面ナデ

1057 S D85037 E-4 3/4 4.4 磨滅のため調整不明，穿孔(焼成後)

1058 S D85102 X-8 (S) IV 1/4 14.0 磨滅のため調整不明，底部内面 ハケ原体の圧痕

1059 S D85036 D-4 II 8/8 7.0 底部内外面 ナデ，穿子L(焼成後)

1060 S D85124 V-9 II 1/4 7.8 底部内外面ナデ，外面ハケ原体の圧痕

1061 S 685014 A.6-5・6 II 8/8 6.0 底部内外面ナデ，内面ハケ原体の圧痕

1062 包含層 8/8 7.0 底部内外面ナデ，底部側面ナデ

1063 包含層 U-9 II 3/4 5.8 底部内外面ナデ，底部側面ナデ
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(底部，脚，台，支脚(中期・後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1064 S D85036 D-4 II 8/8 3.5 底部内面へラ削り，外面ハケ目，高台状

1065 S D85035 C.D-5 II 8/8 5.8 磨滅のため調整不明

1066 S D85018 Z -6・7 III 8/8 4.4 底部内面へラ削り，外面ナデ

1067 包含層 X-8 1/8 11.6 
磨滅のため調整不明
脚部外面貼り付け凸帯，三角形透孔

1068 包含層 8/8 9.6 
脚部内面ナデ
磨滅のため調整不明

1069 S X85004 B-6 II 1/8 8.3 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

1070 包含層 W-9 IV 3/4 14.4 器壁外面へラミガキ，脚部内面ナデ

1071 S D85028 C-6 II 8/8 8.6 脚部内面へラ削り，外面ナデ

1072 S D85016 B-5 IV 1/4 7.6 脚部内外面ナデ

1073 S D85102 X-9 IV 1/2 13.4 脚部内面ナデ，外面へラミガキ

1074 包含層 W-9 3/4 5.9 脚部内外面ナデ

1075 S X85004 B-6 I 1/2 10.8 
脚部内面下半 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

1076 S D85102 X-9 1/8 15.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ
脚部外面櫛描直線文，斜格子文

1077 S D85101 W-8 1/4 10.0 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

1078 S D85101 X-8 I 3/4 9.6 脚部外面へラミガキ，内面 ヨコナデ

1079 包含層 W-8 I 1/8 19.4 磨滅のため調整不明

1080 S D85036 D-5 I 1/8 19.0 磨滅のため調整不明

1081 S D85036 D-4 III 
ほl;r 上10.6 12.9 磨滅のため調整不明
tプEjfgノ 下11.0

1082 S D85036 D-4 III ほぽ 上 9.5 12.5 磨滅のため調整不明
'ア三tJf:ノノ 下12.4

1083 S D85127 V-9 I 1/4 21.4 器雪量外面へラミガキ，内商 指ナデ

」一一一
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(底部，脚，台，支脚(中期・後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1064 S D85036 D-4 II 8/8 3.5 底部内面へラ削り，外面ハケ目，高台状

1065 S D85035 C.D-5 II 8/8 5.8 磨滅のため調整不明

1066 S D85018 Z -6・7 III 8/8 4.4 底部内面へラ削り，外面ナデ

1067 包含層 X-8 1/8 11.6 
磨滅のため調整不明
脚部外面貼り付け凸帯，三角形透孔

1068 包含層 8/8 9.6 
脚部内面ナデ
磨滅のため調整不明

1069 S X85004 B-6 II 1/8 8.3 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

1070 包含層 W-9 IV 3/4 14.4 器壁外面へラミガキ，脚部内面ナデ

1071 S D85028 C-6 II 8/8 8.6 脚部内面へラ削り，外面ナデ

1072 S D85016 B-5 IV 1/4 7.6 脚部内外面ナデ

1073 S D85102 X-9 IV 1/2 13.4 脚部内面ナデ，外面へラミガキ

1074 包含層 W-9 3/4 5.9 脚部内外面ナデ

1075 S X85004 B-6 I 1/2 10.8 
脚部内面下半 ヨコナデ
磨滅のため調整不明

1076 S D85102 X-9 1/8 15.4 
脚部下半内外面 ヨコナデ
脚部外面櫛描直線文，斜格子文

1077 S D85101 W-8 1/4 10.0 脚部外面へラミガキ，内面ナデ

1078 S D85101 X-8 I 3/4 9.6 脚部外面へラミガキ，内面 ヨコナデ

1079 包含層 W-8 I 1/8 19.4 磨滅のため調整不明

1080 S D85036 D-5 I 1/8 19.0 磨滅のため調整不明

1081 S D85036 D-4 III 
ほl;r 上10.6 12.9 磨滅のため調整不明
tプEjfgノ 下11.0

1082 S D85036 D-4 III ほぽ 上 9.5 12.5 磨滅のため調整不明
'ア三tJf:ノノ 下12.4

1083 S D85127 V-9 I 1/4 21.4 器雪量外面へラミガキ，内商 指ナデ

」一一一
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(脚，台，支脚(中期・後期)，祭把遺物)

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考番守

1084 包含層 C-6 IV 磨滅のため調整不明

1/4 15.8 
外側面へラミガキ

1085 包含層 I 
磨滅のため調整不明

包含層 II 1/2 上 7.5 10.9 磨滅のため調整不明1086 下 7目9

1087 S D85018 Z -6・7 I 8/8 10.1 7.5 磨滅のため調整不明

8/8 12.6 
外側面へラミガキ

1088 包含層 V-10 
底部内外面ナデ

8/8 10.7 
外側面へラミガキ

1089 包含層 W-9 I 
底部内面，外側面下半 ヨコナデ，底部内面 ナデ

1090 S D85101 X-8 1/4 11.2 磨滅のため調整不明

3/4 12.0 
外側面へラミガキ

1091 S D85101 W-8(N) 
底部外面 ヨコナデ

1/2 
分銅形土製品

1092 S D85101 X-8 (S) 
一面に櫛描直線文，貝殻による押圧文

1/4 
分銅形土製品

1093 S D85037 E-4 IV 
一面に列点文，一面に穿孔

1/4 
分銅形土製品

1094 S D85101 X-8 II 
一面に櫛描直線文，貝殻による押圧文，一面に穿子L

1/2 
分銅形土製品

1095 包含層 IV 
磨滅のため文様不明瞭，一面中央に刻目文，一面に穿孔

ほfa: 3.6 6.2 
ミニチュア土器

1096 S D85037 E-4 IV 完形 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

ほぽ 3.6 6.2 
ミニチュア土器

1097 S D85032 C-5 IV 完形 口縁部に指頭圧痕，磨滅のため調整不明

ほぽ 3.3 5.1 
ミニチュア土器

1098 包含膚 IV 
dア¥3Jfノノ 口縁部に指頭庄痕，磨滅のため調整不明

ほfa: 4.2 6.0 
ミニチュア土器

1099 包含層 II 完形 器壁外面全体に指頭圧痕

j三じGJf:ノ~ 3.8 6.4 
ミニチュア土器

1100 S D85101 X-8 (S) 
器壁外面へラミガキ

完形 5.6 3.0 
ミニチュア土器

1101 S D8510 1IX-8(S) 
器壁内外面ナデ

ほぽ 2.15 3.1 
ミニチュア土器

1102 S D85036 D-5 IV 完形 器壁内外面ナデ

Ilfa: 2.6 3.3 
ミニチュア土器

1103 包含層 V-9 II 
に7土tJfノ4 器壁内外面ナデ
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(脚，台，支脚(中期・後期)，祭把遺物)

実測図
遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考番守

1084 包含層 C-6 IV 磨滅のため調整不明

1/4 15.8 
外側面へラミガキ

1085 包含層 I 
磨滅のため調整不明

包含層 II 1/2 上 7.5 10.9 磨滅のため調整不明1086 下 7目9

1087 S D85018 Z -6・7 I 8/8 10.1 7.5 磨滅のため調整不明

8/8 12.6 
外側面へラミガキ

1088 包含層 V-10 
底部内外面ナデ

8/8 10.7 
外側面へラミガキ

1089 包含層 W-9 I 
底部内面，外側面下半 ヨコナデ，底部内面 ナデ

1090 S D85101 X-8 1/4 11.2 磨滅のため調整不明

3/4 12.0 
外側面へラミガキ

1091 S D85101 W-8(N) 
底部外面 ヨコナデ

1/2 
分銅形土製品

1092 S D85101 X-8 (S) 
一面に櫛描直線文，貝殻による押圧文

1/4 
分銅形土製品

1093 S D85037 E-4 IV 
一面に列点文，一面に穿孔

1/4 
分銅形土製品

1094 S D85101 X-8 II 
一面に櫛描直線文，貝殻による押圧文，一面に穿子L

1/2 
分銅形土製品

1095 包含層 IV 
磨滅のため文様不明瞭，一面中央に刻目文，一面に穿孔

ほfa: 3.6 6.2 
ミニチュア土器

1096 S D85037 E-4 IV 完形 口縁部外面 ヨコナデ，体部外面ハケ目

ほぽ 3.6 6.2 
ミニチュア土器

1097 S D85032 C-5 IV 完形 口縁部に指頭圧痕，磨滅のため調整不明

ほぽ 3.3 5.1 
ミニチュア土器

1098 包含膚 IV 
dア¥3Jfノノ 口縁部に指頭庄痕，磨滅のため調整不明

ほfa: 4.2 6.0 
ミニチュア土器

1099 包含層 II 完形 器壁外面全体に指頭圧痕

j三じGJf:ノ~ 3.8 6.4 
ミニチュア土器

1100 S D85101 X-8 (S) 
器壁外面へラミガキ

完形 5.6 3.0 
ミニチュア土器

1101 S D8510 1IX-8(S) 
器壁内外面ナデ

ほぽ 2.15 3.1 
ミニチュア土器

1102 S D85036 D-5 IV 完形 器壁内外面ナデ

Ilfa: 2.6 3.3 
ミニチュア土器

1103 包含層 V-9 II 
に7土tJfノ4 器壁内外面ナデ
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(祭犯逮物，器種不明土器(中期・後期))

番実沸j号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1104 S D85101 X-8 1/4 
ミニチュア土器
器壁外面ナデ

1105 S D85037 E-4 I ほl;f 銅剣形土製品，全面に指頭圧痕
完形 全面に指頭圧痕

1106 S D85101 X-8 (S) 完形
鳥形土製品
全面にナデ

1107 S X85004 B-6 1/4 21.0 
外側面へラミガキ，内側面へラ削り，ナデ
底部外商 ナデ，器種不明

1108 包含層 III 8/8 20.6 
底部外面，外側面へラミガキ
器壁内面磨滅のため調整不明，器種不明

1109 包含層 III 1/8 (29.0) 
磨滅のため調整不明，端部回線(条数不明)
器種不明

1110 S D85036 D-5 1/4 17.0 
外側面 3条/crnのハケ目，内側面磨滅のため調整不明
底部外面へラミガキ，器種不明

1111 包含層 IV 1/8 (37.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面ハケ目
端部凹線8条，器種不明

1112 包含層 II 1/8 (29.8) 器壁外面ハケ目，内面ナデ，土銅器か

1113 包含層 IV 1/8 (36.0) 器壁外面ハケ目，内面ナデ，土師器か

1114 S D85036 D-5 II 1/8 40.8 
器壁内面へラミガキ，外側面へラミガキ
ロ縁部外薗 ヨコナデ，口縁端部回線2条

1115 S D85014 A-6 III 1/8 (44.8) 磨滅のため調整不明

1116 SP X-8 IV 完ほ形ぽ 10.2 17.4 
口縁部内外面 ナデ，体部内外面磨滅のため調整不明
底部外面 へラミガキか，朝鮮系無文土器か

1117 包含層 U-9 I 1/8 13.0 18.6 
口縁部内外面 ナデ，体部内外面へラミガキ
脚部外面へラミガキ，内面ナデ，台付鉢か

1118 S D85036 D-4 II 制8裁/8鯵 12.0 約14.0
体部外面 6~7条/αnのノ、ヶ目，内面上半 7条/αnのハ
ケ目，下半へラ削り，底部穿子L(焼成前)

1119 S D85036 D-5 IV 完形
全面に指頭圧痕
器種不明

1120 S D85104 X-9 磨滅のため調整不明
中央部に穿孔，器種不明

1121 包含層 W-8 IV 中央部両面に凹み，紡錘車の未製品か

1122 包含層 X-8 中央部穿子L.紡錘車か

1123 包含層 W-9 I 中央部一面に凹み，紡錘車の未製品か

第71表土器観察表側

-240-

(祭犯逮物，器種不明土器(中期・後期))

番実沸j号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1104 S D85101 X-8 1/4 
ミニチュア土器
器壁外面ナデ

1105 S D85037 E-4 I ほl;f 銅剣形土製品，全面に指頭圧痕
完形 全面に指頭圧痕

1106 S D85101 X-8 (S) 完形
鳥形土製品
全面にナデ

1107 S X85004 B-6 1/4 21.0 
外側面へラミガキ，内側面へラ削り，ナデ
底部外商 ナデ，器種不明

1108 包含層 III 8/8 20.6 
底部外面，外側面へラミガキ
器壁内面磨滅のため調整不明，器種不明

1109 包含層 III 1/8 (29.0) 
磨滅のため調整不明，端部回線(条数不明)
器種不明

1110 S D85036 D-5 1/4 17.0 
外側面 3条/crnのハケ目，内側面磨滅のため調整不明
底部外面へラミガキ，器種不明

1111 包含層 IV 1/8 (37.0) 
口縁部内面 ヨコナデ，外面ハケ目
端部凹線8条，器種不明

1112 包含層 II 1/8 (29.8) 器壁外面ハケ目，内面ナデ，土銅器か

1113 包含層 IV 1/8 (36.0) 器壁外面ハケ目，内面ナデ，土師器か

1114 S D85036 D-5 II 1/8 40.8 
器壁内面へラミガキ，外側面へラミガキ
ロ縁部外薗 ヨコナデ，口縁端部回線2条

1115 S D85014 A-6 III 1/8 (44.8) 磨滅のため調整不明

1116 SP X-8 IV 完ほ形ぽ 10.2 17.4 
口縁部内外面 ナデ，体部内外面磨滅のため調整不明
底部外面 へラミガキか，朝鮮系無文土器か

1117 包含層 U-9 I 1/8 13.0 18.6 
口縁部内外面 ナデ，体部内外面へラミガキ
脚部外面へラミガキ，内面ナデ，台付鉢か

1118 S D85036 D-4 II 制8裁/8鯵 12.0 約14.0
体部外面 6~7条/αnのノ、ヶ目，内面上半 7条/αnのハ
ケ目，下半へラ削り，底部穿子L(焼成前)

1119 S D85036 D-5 IV 完形
全面に指頭圧痕
器種不明

1120 S D85104 X-9 磨滅のため調整不明
中央部に穿孔，器種不明

1121 包含層 W-8 IV 中央部両面に凹み，紡錘車の未製品か

1122 包含層 X-8 中央部穿子L.紡錘車か

1123 包含層 W-9 I 中央部一面に凹み，紡錘車の未製品か

第71表土器観察表側
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(器種不明土器(中期・後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1124 S 085036 0-4 IV 
磨滅のため調整不明
把手

1125 S 085101 x-8 (S) IV 
器壁全面ナデ
器種不明

第72表土器観察表側

(2) 石器

矢ノ塚遺跡の調査によって，石器とその破片が1，003点出土した。出土した石器は弥生時代のものを

中心とするが，旧石器時代・縄文時代のものを含み，時代・用途の明らかでないものもある。弥生時代

の遺構及び包含層から出土した石器は278点を数えるが，その中にも旧石器時代のもの(1・ 3'"'-'5・

7)，縄文時代のもの (10・14)，縄文時代を中心として一部弥生時代に下る打製石斧 (15・17・21)な

どが含まれる。ここでは弥生時代の遺構及び包含層から出土した石器を中心に報告する。

a 旧石器(第161図1'"'-'第162図8)

1'"'-'3は横長剥片を素材としたナイフ形石器である。 2はほぽ完形でるが， 1・3は基部を欠失する。

いずれも主要剥離面の打面部に腹面から調整を加える。 2は基部付近の刃部にも腹面からの調整を持つ。

1はきわめて狭い背面と， 2面からなる腹面を持ち， 2の背面は 3面の剥離面から， 3の底面は 2面の

剥離面からなる。

4は翼状剥片の打面部に，主要剥離面からの大きな調整を持つ。ナイフ形石器の未製品か。 5は山形

の打面と，背面に大きなネガティプな剥離面を持つが，底面は複数の剥離面からなり，横長剥片とする

ことができる。打面部上端には，主要剥離面からの小さな調整を持つが，これが意図的なものであれ

ば，ナイフ形石器の未製品となろう。

6・7は横長剥片である。 6は背面からの打面調整を持つが， 7には認められない。 6の背面下部に

はネガティプな剥離面を持つが，これの加撃点と加撃方向は主要剥離面のそれと大きく異なっている。

8は断面が三角形をした縦長剥片で，下端部を欠失する。風化のため，縁辺部に鋭利さはみられない。

背面の片側は石核の側面からなり，他の片側は縦長剥片を剥離したネガティプな剥離面からなる。

b 縄文時代の石器(第162図9'"'-'14) 

9は有舌尖頭器の頭部で，両面とも丁寧な押圧剥離が施されている。

10'"'-'12は縦型の石匙である。 10は両側縁に丁寧な調整を施すが， 12は一方の側縁にのみ調整を施し，

11は一方を丁寧に，一方を粗く調整する。

13・14は横型の石匙である。両者とも横長剥片の末端部を刃部とし， 13は両面から，14は片面(主要

剥離面)から加えられた調整を持つ。

C 打製石斧(第163図15'"'-'第164図21)

-241-

(器種不明土器(中期・後期))

番実測号図 遺構番号 グリッド 胎土 残存度 口径 器高 備 考

1124 S 085036 0-4 IV 
磨滅のため調整不明
把手

1125 S 085101 x-8 (S) IV 
器壁全面ナデ
器種不明

第72表土器観察表側

(2) 石器

矢ノ塚遺跡の調査によって，石器とその破片が1，003点出土した。出土した石器は弥生時代のものを

中心とするが，旧石器時代・縄文時代のものを含み，時代・用途の明らかでないものもある。弥生時代

の遺構及び包含層から出土した石器は278点を数えるが，その中にも旧石器時代のもの(1・ 3'"'-'5・

7)，縄文時代のもの (10・14)，縄文時代を中心として一部弥生時代に下る打製石斧 (15・17・21)な

どが含まれる。ここでは弥生時代の遺構及び包含層から出土した石器を中心に報告する。

a 旧石器(第161図1'"'-'第162図8)

1'"'-'3は横長剥片を素材としたナイフ形石器である。 2はほぽ完形でるが， 1・3は基部を欠失する。

いずれも主要剥離面の打面部に腹面から調整を加える。 2は基部付近の刃部にも腹面からの調整を持つ。

1はきわめて狭い背面と， 2面からなる腹面を持ち， 2の背面は 3面の剥離面から， 3の底面は 2面の

剥離面からなる。

4は翼状剥片の打面部に，主要剥離面からの大きな調整を持つ。ナイフ形石器の未製品か。 5は山形

の打面と，背面に大きなネガティプな剥離面を持つが，底面は複数の剥離面からなり，横長剥片とする

ことができる。打面部上端には，主要剥離面からの小さな調整を持つが，これが意図的なものであれ

ば，ナイフ形石器の未製品となろう。

6・7は横長剥片である。 6は背面からの打面調整を持つが， 7には認められない。 6の背面下部に

はネガティプな剥離面を持つが，これの加撃点と加撃方向は主要剥離面のそれと大きく異なっている。

8は断面が三角形をした縦長剥片で，下端部を欠失する。風化のため，縁辺部に鋭利さはみられない。

背面の片側は石核の側面からなり，他の片側は縦長剥片を剥離したネガティプな剥離面からなる。

b 縄文時代の石器(第162図9'"'-'14) 

9は有舌尖頭器の頭部で，両面とも丁寧な押圧剥離が施されている。

10'"'-'12は縦型の石匙である。 10は両側縁に丁寧な調整を施すが， 12は一方の側縁にのみ調整を施し，

11は一方を丁寧に，一方を粗く調整する。

13・14は横型の石匙である。両者とも横長剥片の末端部を刃部とし， 13は両面から，14は片面(主要

剥離面)から加えられた調整を持つ。

C 打製石斧(第163図15'"'-'第164図21)
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短冊状を呈し，完形品はないが，大きいもので長さ約14.5cm・幅約8佃，小さいもので幅約4.5舗を計

る。 15・17・19・20は両側縁のやや上部に浅い挟りを持つ。 16は刃部にわずかな磨滅が認められる。 17

・20は扇平な自然石を用いる。 17は讃岐岩質安山岩，他はサヌカイトである。

d 弥生時代の遺構・包含層出土石器

石器を出土した弥生時代の遺構を，出土土器からみると，弥生時代中期前半 (SD85018)，中期中葉

(S B85103) ，中期後半 (SD85025・SD85031・SD85037・SD85123・SB85104・SX85005)に

分けることができる。さらに，包含層の「谷筋」・「暗灰褐色土J，及びSD8510lからは中期前半~後

半の土器を， S D85102・SD85036は中期後半~後期前半の土器を出土するほか， S B85101も弥生時

代の掘立柱建物跡と考えられる。以下，弥生剛tの遺構・包含層から出土した弥生時代の石器につい

て，共伴土器の古い順に述べる。

弥生噺t中期前半 (SD850l8，第167図42'"'-'44) 石器を出土した遺構・包含層の中で，最も時期が遡

るのは中期前半と考えられる SD850l8で，模状石器(42)，打製石庖丁(43)，周平片刃石斧(44)が 1点ず

つ出土している。

打製石庖丁(43)は，直線状の刃部とやや外湾する背部を持つ。長方形を呈するが，一方の幅が狭くな

るなど，やや不定形なものである。扇平片刃石斧(44)の刃部は鈍くなり，献打痕が認められる。

中期中葉 (SB 85103 ，第205図376・377) 中期中葉と考えられる石器は 2点出土している。 376は両面

を丁寧に調整し，断面を凸レンズ状にしたもので，石槍の破片と思われる。 377は下縁に細かな調整又は

刃こぽれをもち，下縁を刃部とするスクレイパーあるいは刃器である。

中期後半 (SD85025・SD85031・SD85037・SD85123・SB85104・SX85005，第169図58・第170

64'"'-'66・第176図100'"'-'第177図114・第203図350'"'-'353・第206図378'"'-'第207図382・第213図423'"'-'426)

中期後半の石器には，石鯨・石庖丁・スクレイパー・模状石器・太型蛤刃石斧・砥石・凹み石・石皿・

その他が出土している。

石鉱は10点出土し，凹基式5点(100'"'-'103・350)，平基式 l点 (104)，凸基式2点(105・423)，有茎

式2点 (424・425)か認められる。また，凹基式石錬には凹部が浅いもの(102・103) と，深いもの

(100・101・350)がある。重さは1.2g(425) '"'-'2.9 (104・350)で，特に重いものはないが， 350 (凹

基式)は長さ36.2mm，幅26.05阻を計る大型品である。

64・378・379は打製石庖丁の破片で，扶りの部分を残す。 353は一方の側端部を欠失する打製石庖丁

で， 43と同じく，背部がやや外湾し，一方の幅が狭くなる。刃部は片面調整で，調整のない面には使用

による磨滅が認められる。

スクレイパーは 5点 (58・107・108・352・380)出土している。 380は両面調整した縁辺を刃部とする

が.他の 4点はネガティプな剥離面の縁辺に片面調整を施して刃部とする。刃部は58が外湾し， 107・1

08・380は直線状となる。

106は模状石器で，やや幅広い平行四辺斉タ伏を呈し，両側面を裁断している。
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短冊状を呈し，完形品はないが，大きいもので長さ約14.5cm・幅約8佃，小さいもので幅約4.5舗を計

る。 15・17・19・20は両側縁のやや上部に浅い挟りを持つ。 16は刃部にわずかな磨滅が認められる。 17

・20は扇平な自然石を用いる。 17は讃岐岩質安山岩，他はサヌカイトである。

d 弥生時代の遺構・包含層出土石器

石器を出土した弥生時代の遺構を，出土土器からみると，弥生時代中期前半 (SD85018)，中期中葉

(S B85103) ，中期後半 (SD85025・SD85031・SD85037・SD85123・SB85104・SX85005)に

分けることができる。さらに，包含層の「谷筋」・「暗灰褐色土J，及びSD8510lからは中期前半~後

半の土器を， S D85102・SD85036は中期後半~後期前半の土器を出土するほか， S B85101も弥生時

代の掘立柱建物跡と考えられる。以下，弥生剛tの遺構・包含層から出土した弥生時代の石器につい

て，共伴土器の古い順に述べる。

弥生噺t中期前半 (SD850l8，第167図42'"'-'44) 石器を出土した遺構・包含層の中で，最も時期が遡

るのは中期前半と考えられる SD850l8で，模状石器(42)，打製石庖丁(43)，周平片刃石斧(44)が 1点ず

つ出土している。

打製石庖丁(43)は，直線状の刃部とやや外湾する背部を持つ。長方形を呈するが，一方の幅が狭くな

るなど，やや不定形なものである。扇平片刃石斧(44)の刃部は鈍くなり，献打痕が認められる。

中期中葉 (SB 85103 ，第205図376・377) 中期中葉と考えられる石器は 2点出土している。 376は両面

を丁寧に調整し，断面を凸レンズ状にしたもので，石槍の破片と思われる。 377は下縁に細かな調整又は

刃こぽれをもち，下縁を刃部とするスクレイパーあるいは刃器である。

中期後半 (SD85025・SD85031・SD85037・SD85123・SB85104・SX85005，第169図58・第170

64'"'-'66・第176図100'"'-'第177図114・第203図350'"'-'353・第206図378'"'-'第207図382・第213図423'"'-'426)

中期後半の石器には，石鯨・石庖丁・スクレイパー・模状石器・太型蛤刃石斧・砥石・凹み石・石皿・

その他が出土している。

石鉱は10点出土し，凹基式5点(100'"'-'103・350)，平基式 l点 (104)，凸基式2点(105・423)，有茎

式2点 (424・425)か認められる。また，凹基式石錬には凹部が浅いもの(102・103) と，深いもの

(100・101・350)がある。重さは1.2g(425) '"'-'2.9 (104・350)で，特に重いものはないが， 350 (凹

基式)は長さ36.2mm，幅26.05阻を計る大型品である。

64・378・379は打製石庖丁の破片で，扶りの部分を残す。 353は一方の側端部を欠失する打製石庖丁

で， 43と同じく，背部がやや外湾し，一方の幅が狭くなる。刃部は片面調整で，調整のない面には使用

による磨滅が認められる。

スクレイパーは 5点 (58・107・108・352・380)出土している。 380は両面調整した縁辺を刃部とする

が.他の 4点はネガティプな剥離面の縁辺に片面調整を施して刃部とする。刃部は58が外湾し， 107・1

08・380は直線状となる。

106は模状石器で，やや幅広い平行四辺斉タ伏を呈し，両側面を裁断している。
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113太型蛤刃石斧であるが，頭部と刃部に敵打痕が認められるので，叩き石として再利用したもので

あることがわかる。

66・382は磨石である。 66の両面と382の片面は，中央部を敵打し，その周囲を磨くが， 382の片面には

敵打が施されていない。

112は砥石の破片で，上下両面と側面の一部が磨かれている。

114は石皿で，片面が磨かれ，わずかに凹んでいる。381の一部も磨かれているようであり，石皿の可能

性がある。

65・109"-'111・351・426は側縁に調整をもっ石器の破片である。

中期前半~後半 (SD85101・谷筋・暗灰褐色土，第178図118"-'第186図203・第228図566"-'第244図704)

S D85101・谷筋・暗灰褐色土とも中期前半~後半の土器を出土しているが， S D85101の出土土器は

中期中葉以前のものが多い。また，谷筋と称した包含層は，暗灰褐色土が落込み，削平を受けていない

部分であり，両包含層は共に中期中葉の土器を多く出土している。

石鍛は49点を出土し，形態の内訳は，凹基式28点 (57%)，平基式11点 (23%)，凸基式 3点 (6%)， 

不明 7点(14%にである。有茎式石錬は出土しなかった。凹基式石鯨には， 126・573のように凹部の非

常に浅いものが9点，やや深いもの・深いものが19点あり，凸基式石鉱にも基部の突出の小さなものが

1点 (133)，大きいものが 2点 (585・586)ある。完形及びほぽ完形の石鯨22点 (119"-'121・123・125

・126・129・131・133・567・569・572・573・576・578・580・582・585・586・666・670・671)の重

さをみれば， 2.4g以下が16点 (72.2%に 3.5g~10.lgのものが 6 点 (27.3%) である。 3.5g 以上の

重さの石鯨は，点数も少なく，分布も散漫であり，特に集中する傾向は認められない。

587は打製石槍の先端部であるが，画面ともに各 1面の摩滅した面をもつことが注目される。

137と673は石錐である。 673は錐先部を欠失する。いずれも扇平な剥片を加工して細長い錐先部を作

り出している。

片方または両方の側縁部を上あるいは下から裁断しているものを模状石器とした。 139~144 ・ 589~5

93 ・ 674~676の14点があり いずれも上縁と下縁に階段状剥離の多い調整をもっ。形のわかる13点のう

ち，方柱状を呈するものが 4 点(139 ・ 589~591) ，長方形を呈するものが6点(142・144・592・593・

675・676)，一方がやや幅広くなり，三角形状を呈するものが3点 (140・141・674)ある。このうち，

両側縁に裁断面をもつものは， 139・142・590・592の4点で，方柱状のもの，長方形のものが各 2点で

ある。

石庖丁は28点出土した。形態から大きく三つに分類することができ 基本的には I類からIII類へと変

化したものと思われる。第 I類は背部又は刃部あるいは両方とも外湾し，半月形ないしは紡錘形を呈す

るものである。これは，刃部・背部とも外湾するが，刃部の外湾が大きい I-A類(153・603・617)， 

逆に背部が外湾し，刃部が直線状ないしやや外湾する I-B類(151・184・594・680)に区分すること

ができる。 145・146は刃部の形状が不明であるが第 I類に属することは明らかである。
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重さの石鯨は，点数も少なく，分布も散漫であり，特に集中する傾向は認められない。

587は打製石槍の先端部であるが，画面ともに各 1面の摩滅した面をもつことが注目される。

137と673は石錐である。 673は錐先部を欠失する。いずれも扇平な剥片を加工して細長い錐先部を作

り出している。

片方または両方の側縁部を上あるいは下から裁断しているものを模状石器とした。 139~144 ・ 589~5

93 ・ 674~676の14点があり いずれも上縁と下縁に階段状剥離の多い調整をもっ。形のわかる13点のう

ち，方柱状を呈するものが 4 点(139 ・ 589~591) ，長方形を呈するものが6点(142・144・592・593・

675・676)，一方がやや幅広くなり，三角形状を呈するものが3点 (140・141・674)ある。このうち，

両側縁に裁断面をもつものは， 139・142・590・592の4点で，方柱状のもの，長方形のものが各 2点で

ある。

石庖丁は28点出土した。形態から大きく三つに分類することができ 基本的には I類からIII類へと変

化したものと思われる。第 I類は背部又は刃部あるいは両方とも外湾し，半月形ないしは紡錘形を呈す

るものである。これは，刃部・背部とも外湾するが，刃部の外湾が大きい I-A類(153・603・617)， 

逆に背部が外湾し，刃部が直線状ないしやや外湾する I-B類(151・184・594・680)に区分すること

ができる。 145・146は刃部の形状が不明であるが第 I類に属することは明らかである。
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第II類は，背部・刃部とも直線状のものである。これは両端部が丸くて小判形のIl-A類 (598)，両

端部が角張り，長方形を呈する II-B類 (147・152・599・648・678)，扶りの上部文は下部の一方が突

出する II-C類 (600) に区分することができる。 148・601もII類に含まれるものである。

第III類は，背部・刃部の両方文は一方がわずかに内湾するもので 149・602・677がこれにあたる。

I類-----III類の割合をみると， 1類は 9点 (47%に II類は 7点 (37%)，III類は 3点(16%) となる。

I類が約半数を占めて最も多く， III類は約6分の lで最も少ない。

石庖丁の調整をみると，背部は両面調整を施したのち敵打したものが多いが， 1類の刃部は片面がよ

り丁寧な両面加工を主体とし， II類の刃部は両面加工と 片面がより丁寧な両面加工の両者が同程度み

られ， III類はすべて両面加工である。 I類からII類，さらに皿類の順に刃部の両面加工の割合が多くな

るのは，石庖丁の使用によって刃部に損傷をこうむった結果，刃部を再生するための調整加工を多く施

したためであろう。

24点をスクレイパーとしたが，このほかに刃部状の調整をもっ器種不明の破片が多数出土しており，

この多くもスクレイパーになるものと思われる。スクレイパーにはさまざまな形態があるが， 157・163

・164などは石庖Tと同じく，背部に調整をしたのち敵打し 刃潰し加工としている。 163は紡錘形を呈

し，刃部に摩滅が認められるので，挟りはないものの，石庖丁と同じ目的で使用されたと考えられる。

157・159は， 163に類似した形態をもっ小型品である。さらに， 162・164は横長の刃部をもっ大型のスク

レイパーで， 163と同じ使用目的をもつものであろう。 164は一方の側端部が基部状になる。 610は内湾し

た刃部をもち，背部を敵打している。

604と690は剥片剥離によって形成された鋭いエッジを刃部として用いた刃器である。 604は片面に， 6 

90は両面に顕著な刃こぼれが認められる。

磨製石斧は 6点出土した。いずれも破片である。 659は太型蛤刃石斧の頭部であるが，敵打痕があるこ

とから叩き石として利用していることがわかる。 660は片面の一部を残しており，刃部は外湾し，片刃に

仕上げられている。 198・199・698は柱状片刃石斧の破片と思われる小片である。

201は孔をもっ扇平な棒状の石製品である。舌のようにもみえるが，子しには組等でつり下げたことを

示す磨滅もなく，用途はあきらかでない。両側縁は，断面が丸くなるが，磨きは認められない。孔は中

央部からやや離れた位置に両面から開けられている。石製品の両端とも欠損しているようであるが，両

端とも欠損後の磨滅がわずかに認められる。用材は軟質の結晶片岩で，両面には長軸と直交したノミ先

状の加工痕が残り，一部に磨きも認められる。

202は叩き石である。下端に敵打痕をもち，細長い砂岩の尖った方を使用している。左図の上部には

2ヶ所の磨かれた部分をもつので，磨石としても使用されたことがわる。 701は方柱状の砂岩を利用し

たもので，下端に敵打痕がわずかに認められることから これも叩き石と思われる。

203は磨かれた 2面をもっ石器で，分厚い角柱状を呈することから，砥石としておく。

661は円離を用いた磨石で片面の中央部を磨いている。 699も片面をわずかに磨いているようであ
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り，磨石と考えておきたい。

662は円醸を用いた石錘である。両側縁に打欠きの後磨いたと思われる扶りをもっ。片面の挟りは両

側から溝状になってのびるが，つながらない。

663 ・ 664 ・ 702~704の 5 点は砂岩を用いた石皿である。 663 ・ 703は片面に 664・702・704は両面に

磨かれた面をもっ。 663 ・ 664 ・ 702~704は磨かれた面が平面ないしわずかな凹面をなすが665はわずか

な凸面をなす。

700は扇平な河原石の両面にわずかな敵打痕が認められる。

中期後半~後期前半 (SD85036・SD85102 ，第171図69~第175図99 ・第186図204~第193図279)

S D85036の埋土は上層の黒色粘質土と下層の暗灰褐色粘質土に分類され，上層から弥生時代中期後

半~後期前半の土器が多量に出土し 下層から中期後半の土器が少量出土した。 SD85102の埋土は基

本的には黒色粘質土の単一土層で 中期後半~後期前半の土器が多く出土している。

ここでは両溝出土の石器をまとめて紹介する。

石鯨はSD85102から21点出土した。形態の内訳は，凹基式8点 (38%) ，凸基式6点 (29%)，有茎

式2点 (9%)，不明 5点 (24%)である。凹基式のうち， 204は小型幅広で， 204 ・ 209~211の 4 点は凹

部が非常に浅い。また， 6点の凸基式のうち， 212~216の 5 点も基部の突出が非常に小さく，平基式に

近い。完形及びほぽ完形の 8 点 (206~208 ・ 218 ・ 211 ・ 213 ・ 214 ・ 217) をみると，重さは0.8g~2 .4 g

までの範囲に 7点が比較的集中し，有茎式の217のみが6.3gと特に重く作られている。幅は1.7cm~2.1 

倒までにおさまるが，長さは2.1cm~3.6佃までが 7 点， 217のみは5.7仰をこえる。前述した SD85101・

谷筋・暗灰褐色土出土の中期前半~後半の石鉱と比較すると，重さ2.4g以下のものが大部分を占める

ことは共通するものの， S D85101 ・谷筋・暗灰褐色土出土の石鯨は，長さが 2cm~3. 5cm，幅が 1cm~

2.5cmの範囲に集中し，幅の変化がやや大きいことがわかる。

ともあれ，以上のことからきわめて大胆な推定を下すならば，矢ノ塚遺跡の中期後半噴の石錬は，長

さ 2cm~3. 5cm，幅 1cm~2.5cm，重さ 2 .4 g以下のものが大部分を占め これに長さ・幅・重さともに超

える大型品を含む構成であったと考えることができょう。

模状石器は 7点出土し，方柱状のものが 3点 (70・225・226)，方形又は縦長の長方形のものが 2点

(228・229)，横長の長方形のものが 1点 (231)ある。このうち，裁断面を両側に持つものは，方柱状

のもの 2点，横長の長方形のもの 1点である。 71・230の下縁には敵打も認められる。 231は模状石器の

素材の可能性もある。

90は粘板岩製の磨製石庖丁である。小型品であるが，幅広で，幅が長さの約半分もある。背部は強く

外湾し，背部寄りに両側から穿たれた 2孔をもっ。刃部は直線状で，片刃ぎみの両刃がつけられている。

打製石庖丁は 8点出土した。前述した基準にあてはめると， 73・236は I-A類， 74・233はII-B

類， 89・235はIII類に分類される。 232はI-A類と考えることもできるが 側端部の幅がやや広いう

え，かつ角張っていることや，破片がやや小さいこともあり，分類は保留しておきたい。 232を除くと，
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類， 89・235はIII類に分類される。 232はI-A類と考えることもできるが 側端部の幅がやや広いう

え，かつ角張っていることや，破片がやや小さいこともあり，分類は保留しておきたい。 232を除くと，
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I 類~III類の割合はそれぞれ33.3% (1 : 1 : 1)となり，前述した中期前半~後半の石庖丁と比較す

ると. 1類の割合が減少するとともに.III類の割合が特に高くなっている。 III類 (89・235)の背部は調

整が粗雑であったり，省略が認められるので，時期が下ると，石庖丁の背部の調整を簡略化する傾向が

あるといえるかもしれない。

69 ・ 72 ・ 76~88 ・ 234 ・ 2犯~274はスクレイパーとその破片，及び石庖丁などの破片である。いずれ

も1辺以上に加工が施されている。

69は石剣又は石槍の破片のようにもみえるが，右図の右側縁の下半部に刃潰しの敵打を施しているの

で，左側縁を用いたスクレイパーと考えることができる。 72は下縁に小突起をっくり出しているが，用

途は明らかでない。 79は扇状の器形の外湾する l辺に調整を施したスクレイノfーで.78もそれに近い形

をもっ。 80は小型三角形状のスクレイパーで. 2辺に加工が施されている。

242と254のー側面は上方から裁断されているので，模状石器と考えることもできょう。 256は幅広の

短冊形をしており，小型打製石斧の可能性も考えられる。 269は湾曲して鎌のような形をしているが，下

縁の一部には敵打が加えられ，鈍くなっている。

237は下縁部と側縁の一部に刃潰し加工を加えているので，主要剥離面の末端の鋭いエッジを用いた

刃器であろう。

磨製石斧は 3点出土した。 91は小型の柱状石斧の破片である。 92は，太型蛤刃石斧と比べるとやや扇

平で小さく，頭部が細くなっているので，縄文時代の磨製石斧であろうと思われる。 275は太型蛤刃石斧

の刃部付近の破片で，刃先は摩滅のため鈍くなっている。

276は両面が磨かれた磨製石器の破片である。破片が小さいため，全形がわからないが，扇平片刃石斧

の刃部の可能性も考えられる。

93は属平な長円形の砂岩を用いた石錘である。両方の長側に 2個ずつの打ち欠きによる扶りをいれて

いる。

磨石は 7 点 (94 ・ 96 ・ 98 ・ 277~279) 出土した。 94のみは讃岐岩質安山岩を用いるが，他は砂岩を用

いている。 7点の磨石は形態と使用痕の違いから二つに分けられる。一方は，断面が円形に近い厚みの

ある長円醸を用い，長さが 6~8cmほどの大きさをもっ。 94 ・ 96がそれで 94は表面全体が磨かれてお

り.96は両面の上下部分が使用によって磨かれている。敵打は認められない。

これに対して. 97 ・ 98 ・ 277~279は扇平な丸石を用い，長さが1O~12佃ほどの大きさをもっ。しかも

表裏又は一方の面の中央部が敵打され，その周囲に磨かれた面をもっている。さらに.99は外周の下半

部に敵打痕があり.278は全周に敵打痕が残されていることからして，これらは磨石として94・96とは

異なる用いられ方をしたと共に，一部は叩き石としても用いられたことが分かる。また.98の両側縁の

中央部には浅い扶りも認められる。

95は上下両面を磨かれている。磨石文は石皿として用いられたものであろう。

99は石皿である。厚みのある砂岩の両面を部分的に磨いている。
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以上のほか，弥生時代の掘立柱建物跡と考えられる SB85101の柱の堀り形から出土した石器がある。

375がそれで，一方の側縁を下から裁断しているので，模状石器の素材かとも思われるが，上縁には調整

の後に敵打も加えているので，両側端を欠失した石庖丁文はスクレイパーになる可能性も考えられる。
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

1 
国府型

サヌカイト (68.55) 29.00 16.50 24.7 
ANW-9 下がは施端2部画さ。れを打欠て面失い。部る底。に面主，要剥背面離面は共倒Iかに一ら面粗。い調背面整

ナイフ形石器 谷筋

2 ナイフ形石器 11 80.10 25.85 13.55 23.8 
F-3 (E) 上端面要部一三部面薗を欠り失な。る底打面が施面→腹部さ面底は共面基に一部面共，に
遺構面直上 背主幹はj離側よから調。整 れている。

3 11 11 (67.25) 25.15 10.80 20.0 
ANY-9 

両端欠失。背面，腹面は各一面，底面は 2面。
5085101上層

4 
ナイフ形石器

11 (53.25) 27.65 7.40 12.5 
ANW-9 

下打を半施面部部す。をに欠翼は失状主。要剥背剥片面離を使，面底用か面から，一。腹面面の大は各き一な面剥。離
未整品 谷筋

5 横長剥片 M (47.20) 39.00 7.45 
ANC-5 下面小半部台を欠失打宮町l。面離底端が面部あは複数主 背剥面離面は側広く 断16.1 
5085035 はさな形調。整 にる。は要 からの

6 11 11 49.60 35.80 13.65 18.9 
ANF-3(E) 

完打形面。部基に部背面が仰広lがかるら形調。整が施されている。
遺構面直上

7 11 H 41.95 19.15 5.90 3.2 
ANW-9 打カt面は平坦面。背面には複数の小さな剥離面|
谷筋 みられる。

ANE-4 下断端面失部を欠角形失。 一風化方の背面は石核側縁の側部面か。
8 縦長剥片 11 002.60) 23.30 19.90 46.2 

遺構面直上
は三 。 がやや進み の鋭さ

をう。

9 有舌尖頭器 11 (55.15) 23.{)5 6.30 7.0 
ANA6E 

先も端押圧部剥お離よびを施下半す部。断を面欠失は。凸柳レ葉ン形ズ状。。両面と
5 X85002 

ANX-8 (5) 下右色両端面風図調側化部縁整。の一部なを欠失。 縦る型。 側縁部は丁寧な
10 石匙 11 (100.65) 30.90 8.25 28.8 

5085101 が部に階さ段れ状て剥い離。が多くみられる。 白

11 H 11 (72.00) 43.40 11目85 38.6 
AN表採 上整部端がに著部自然をし面欠い。失を。下残縦縁す。型の。み右両図面側調縁整。・ 下左縁図左に側は縁調
(試掘)

12 11 N 38.65 (48.90) 6.20 
ANA6E 施下白端部を欠失。 縦他側型縁，部一側に縁部自は片面面を調残整が

15.1 
5 X85002 色さ風れ化て。おり， は 然 す。

13 11 11 43.45 (30.50) 7.60 10.2 
ANX9 

横に型両。面横加半工。分挟をり欠部失分。に刃は部細，かつなま敵み打部を上施縁す共。
黒色土

14 11 11 61.20 (96.90) 9.40 58.7 
AN 両整端が施部を欠失。横型。白下色縁風部化は丁寧な片面調
5 B85103 に されている。 。

ANX-8(5) 下に半わ部。。ず頭左かを欠な扶右失に。側自り上縁が然縁部面あ部のるをは弧両すり状側付n に突に一出。部線両敵側打磨縁滅を15 打製石斧 11 (77.35) 58.60 17.40 95.7 
5085101 施あすり 部図 。残挟 縁近の稜 に

ANU-9 上滅減半部部ががに敵ああを打欠るる失を施。左短す図冊形両刃。面部刃部全も稜体は直線的線にに状 両側な16 H 11 (74.15) 46.15 12.25 43.7 
黒色土 縁磨磨 。。 。の にと わわずずかかな

讃岐岩質 ANE-4 下上半部残部すにを欠ず扇失 上縁部は孤状に突面共出。 両自側然縁面
17 11 (111. 00) 66.25 18.20 170.0 を 。わ 平かなな挟自然り礁があを利る。用両。 に安山岩 5085037 

AN 上
欠部を残失の。一す長部。縦楕に長蔽円形打喜朗j。片を施刃を部利す。用は弧左状図のに突全体出。に18 打製石斧? H (81.80) 54.95 22.80 91.5 

試掘包含層

19 11 " 044.55) 80.20 17.15 210.2 
ANC-5 

事平縁部聖かを書刃のに部挟一控部とりす識あをる欠りス。失課ク3日レ富曹イ冊系はパ型査書ー員主串の状開ほ可。ぽ骨副Z右諸主央図も部のあ問2 にる荷。
5085027 

ANZ-6 
下然半る。半面分部扶をに残右欠り失部図す。。分の右短以鳳冊外平%型のなと上。両サ側縁両ヌ側縁部ヵ縁，イに上敵左ト部打図原右石にを扶施上を部利すり。用が，。左あ自20 11 " (114.15) 78.30 19.00 227.5 5 085019第 2

層

第73表石器観察表(1)

ー 359-

実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

1 
国府型

サヌカイト (68.55) 29.00 16.50 24.7 
ANW-9 下がは施端2部画さ。れを打欠て面失い。部る底。に面主，要剥背面離面は共倒Iかに一ら面粗。い調背面整

ナイフ形石器 谷筋

2 ナイフ形石器 11 80.10 25.85 13.55 23.8 
F-3 (E) 上端面要部一三部面薗を欠り失な。る底打面が施面→腹部さ面底は共面基に一部面共，に
遺構面直上 背主幹はj離側よから調。整 れている。

3 11 11 (67.25) 25.15 10.80 20.0 
ANY-9 

両端欠失。背面，腹面は各一面，底面は 2面。
5085101上層

4 
ナイフ形石器

11 (53.25) 27.65 7.40 12.5 
ANW-9 

下打を半施面部部す。をに欠翼は失状主。要剥背剥片面離を使，面底用か面から，一。腹面面の大は各き一な面剥。離
未整品 谷筋

5 横長剥片 M (47.20) 39.00 7.45 
ANC-5 下面小半部台を欠失打宮町l。面離底端が面部あは複数主 背剥面離面は側広く 断16.1 
5085035 はさな形調。整 にる。は要 からの

6 11 11 49.60 35.80 13.65 18.9 
ANF-3(E) 

完打形面。部基に部背面が仰広lがかるら形調。整が施されている。
遺構面直上

7 11 H 41.95 19.15 5.90 3.2 
ANW-9 打カt面は平坦面。背面には複数の小さな剥離面|
谷筋 みられる。

ANE-4 下断端面失部を欠角形失。 一風化方の背面は石核側縁の側部面か。
8 縦長剥片 11 002.60) 23.30 19.90 46.2 

遺構面直上
は三 。 がやや進み の鋭さ

をう。

9 有舌尖頭器 11 (55.15) 23.{)5 6.30 7.0 
ANA6E 

先も端押圧部剥お離よびを施下半す部。断を面欠失は。凸柳レ葉ン形ズ状。。両面と
5 X85002 

ANX-8 (5) 下右色両端面風図調側化部縁整。の一部なを欠失。 縦る型。 側縁部は丁寧な
10 石匙 11 (100.65) 30.90 8.25 28.8 

5085101 が部に階さ段れ状て剥い離。が多くみられる。 白

11 H 11 (72.00) 43.40 11目85 38.6 
AN表採 上整部端がに著部自然をし面欠い。失を。下残縦縁す。型の。み右両図面側調縁整。・ 下左縁図左に側は縁調
(試掘)

12 11 N 38.65 (48.90) 6.20 
ANA6E 施下白端部を欠失。 縦他側型縁，部一側に縁部自は片面面を調残整が

15.1 
5 X85002 色さ風れ化て。おり， は 然 す。

13 11 11 43.45 (30.50) 7.60 10.2 
ANX9 

横に型両。面横加半工。分挟をり欠部失分。に刃は部細，かつなま敵み打部を上施縁す共。
黒色土

14 11 11 61.20 (96.90) 9.40 58.7 
AN 両整端が施部を欠失。横型。白下色縁風部化は丁寧な片面調
5 B85103 に されている。 。

ANX-8(5) 下に半わ部。。ず頭左かを欠な扶右失に。側自り上縁が然縁部面あ部のるをは弧両すり状側付n に突に一出。部線両敵側打磨縁滅を15 打製石斧 11 (77.35) 58.60 17.40 95.7 
5085101 施あすり 部図 。残挟 縁近の稜 に

ANU-9 上滅減半部部ががに敵ああを打欠るる失を施。左短す図冊形両刃。面部刃部全も稜体は直線的線にに状 両側な16 H 11 (74.15) 46.15 12.25 43.7 
黒色土 縁磨磨 。。 。の にと わわずずかかな

讃岐岩質 ANE-4 下上半部残部すにを欠ず扇失 上縁部は孤状に突面共出。 両自側然縁面
17 11 (111. 00) 66.25 18.20 170.0 を 。わ 平かなな挟自然り礁があを利る。用両。 に安山岩 5085037 

AN 上
欠部を残失の。一す長部。縦楕に長蔽円形打喜朗j。片を施刃を部利す。用は弧左状図のに突全体出。に18 打製石斧? H (81.80) 54.95 22.80 91.5 

試掘包含層

19 11 " 044.55) 80.20 17.15 210.2 
ANC-5 

事平縁部聖かを書刃のに部挟一控部とりす識あをる欠りス。失課ク3日レ富曹イ冊系はパ型査書ー員主串の状開ほ可。ぽ骨副Z右諸主央図も部のあ問2 にる荷。
5085027 

ANZ-6 
下然半る。半面分部扶をに残右欠り失部図す。。分の右短以鳳冊外平%型のなと上。両サ側縁両ヌ側縁部ヵ縁，イに上敵左ト部打図原右石にを扶施上を部利すり。用が，。左あ自20 11 " (114.15) 78.30 19.00 227.5 5 085019第 2

層

第73表石器観察表(1)

ー 359-



実調l図 法 量 (凹)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

21 打製石斧 サヌカイト (64.60) (44.50) 16.30 
X~ 8 (S) 

上な両半部面調を整欠失を。施小す型。短冊形。両側縁とも顕著
S 085101下層

22 石鍍 11 (35.40) 2.45 7.45 6.7 S 085001 先端部を欠失。凸基大型石銭。

23 /1 /1 28.95 13.90 3.75 1.5 ノy 完形。凸基。

24 打製石庖丁 /1 (34.85) 33.55 7.20 13.0 /1 右慣をIJ施端図左す部。半は刃狭分部をくは，欠直小失線。さ状上なで縁挟両部り面はあか両りら面。調調整整を，施敵す打。

25 /1 /1 (27.25) 45.75 8.50 11.8 /1 側上端縁部部のみ打残存。比較的大きな扶りをもち，
に蔽がみとめられる。

26 /1 34.20 (15.60) 6.45 3.1 /1 下端部に両面から調整が施されている。

一部面欠階段失を状。残上縁離， 下縁に両面から加右工が施縁さ
27 /1 29.10 (22.0) 8.45 6.7 /1 れ，然 剥がみられる。右図下側に

自す。

一部階図段左欠状失半。剥部下離縁部然多に両面調整が施され.右図28 /1 (42.90) (38.60) 10.00 18.9 /1 に がくみられる。
左 に自面を残す。

29 /1 58.90 (34.20) 12.60 38.5 S 085008 ;;ipi;47争縁吉i堅持型縁が 近オlの稜線る。に主磨ミ 。 槽の
ヵ、。

30 ノ/ (37.25) (41.00) 21. 45 22.2 /1 
一部欠失。れ上縁部は直線状，両面調整で，蔽
打がみら る。

31 /1 41.00 (33.35) 11.80 16.5 S 085010 
状折損剥部離以外多に両面上調縁整蔽を施打す 下縁施部は階段

がい。 に が若干されてい
る。

刃部の一部を欠失。刃部剥は直剥線離状 剥離上角縁度
32 スクレイノf 万 (59.80) 74.05 12.30 63.3 /1 はゆ自るしを残両面からの 片 である。

に然面 す。

スクレイパー 左上部階ず段欠状失 長離方形多。 刃部欠は直部線状， 両滅面蔽調打
整で がい。 のぞ33 つ

ノ/ 52.15 42.70 9.95 32.9 /1 がわ かに毒認剤lめられる。両面失の稜を線に磨き あ

り。

34 石鍬 /1 (30.50) 13.60 3.10 1.5 S 085011 先端部欠失。長三角形。基部は凸基ぎみ。

35 /1 47.70 (26.10) 7.20 14.4 S 085013 上石縁庖，丁下か縁。とも両面調整。下縁部に蔽打あり。

36 /1 34.40 (23.00) 6.50 7.1 /1 上縁向， 下縁と離も両面模調状整石。器側面の一部は上下
方からの剥。 か。

37 ノ/ (27.20) (22.16) 5.50 3.9 11 一部欠失。下縁とー側縁は両面調整。

38 凹み石 砂 岩 121.25 121. 20 34.20 755 S 085012 完央形部。扇敵打平な河原石ずを利用。む両国ともほぼ中
を し，わかに凹。

39 磨製石斧 結晶 片 岩 (69.20) 30.85 (15.00) 42.7 S 085016 上端部，下半部，片面を欠失。柱状片刃石斧
由、。

40 石鍍 サヌカイト (11.45) 13.00 3.40 S 085017 先端部を欠失。凹基。

第74表石器観察表(2)

一360

実調l図 法 量 (凹)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

21 打製石斧 サヌカイト (64.60) (44.50) 16.30 
X~ 8 (S) 

上な両半部面調を整欠失を。施小す型。短冊形。両側縁とも顕著
S 085101下層

22 石鍍 11 (35.40) 2.45 7.45 6.7 S 085001 先端部を欠失。凸基大型石銭。

23 /1 /1 28.95 13.90 3.75 1.5 ノy 完形。凸基。

24 打製石庖丁 /1 (34.85) 33.55 7.20 13.0 /1 右慣をIJ施端図左す部。半は刃狭分部をくは，欠直小失線。さ状上なで縁挟両部り面はあか両りら面。調調整整を，施敵す打。

25 /1 /1 (27.25) 45.75 8.50 11.8 /1 側上端縁部部のみ打残存。比較的大きな扶りをもち，
に蔽がみとめられる。

26 /1 34.20 (15.60) 6.45 3.1 /1 下端部に両面から調整が施されている。

一部面欠階段失を状。残上縁離， 下縁に両面から加右工が施縁さ
27 /1 29.10 (22.0) 8.45 6.7 /1 れ，然 剥がみられる。右図下側に

自す。

一部階図段左欠状失半。剥部下離縁部然多に両面調整が施され.右図28 /1 (42.90) (38.60) 10.00 18.9 /1 に がくみられる。
左 に自面を残す。

29 /1 58.90 (34.20) 12.60 38.5 S 085008 ;;ipi;47争縁吉i堅持型縁が 近オlの稜線る。に主磨ミ 。 槽の
ヵ、。

30 ノ/ (37.25) (41.00) 21. 45 22.2 /1 
一部欠失。れ上縁部は直線状，両面調整で，蔽
打がみら る。

31 /1 41.00 (33.35) 11.80 16.5 S 085010 
状折損剥部離以外多に両面上調縁整蔽を施打す 下縁施部は階段

がい。 に が若干されてい
る。

刃部の一部を欠失。刃部剥は直剥線離状 剥離上角縁度
32 スクレイノf 万 (59.80) 74.05 12.30 63.3 /1 はゆ自るしを残両面からの 片 である。

に然面 す。

スクレイパー 左上部階ず段欠状失 長離方形多。 刃部欠は直部線状， 両滅面蔽調打
整で がい。 のぞ33 つ

ノ/ 52.15 42.70 9.95 32.9 /1 がわ かに毒認剤lめられる。両面失の稜を線に磨き あ

り。

34 石鍬 /1 (30.50) 13.60 3.10 1.5 S 085011 先端部欠失。長三角形。基部は凸基ぎみ。

35 /1 47.70 (26.10) 7.20 14.4 S 085013 上石縁庖，丁下か縁。とも両面調整。下縁部に蔽打あり。

36 /1 34.40 (23.00) 6.50 7.1 /1 上縁向， 下縁と離も両面模調状整石。器側面の一部は上下
方からの剥。 か。

37 ノ/ (27.20) (22.16) 5.50 3.9 11 一部欠失。下縁とー側縁は両面調整。

38 凹み石 砂 岩 121.25 121. 20 34.20 755 S 085012 完央形部。扇敵打平な河原石ずを利用。む両国ともほぼ中
を し，わかに凹。

39 磨製石斧 結晶 片 岩 (69.20) 30.85 (15.00) 42.7 S 085016 上端部，下半部，片面を欠失。柱状片刃石斧
由、。

40 石鍍 サヌカイト (11.45) 13.00 3.40 S 085017 先端部を欠失。凹基。

第74表石器観察表(2)

一360



実測図 法 量 (凹)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

41 スクレイノfー サヌカイト (95.25) 52.30 13.65 53.9 S 085017 両右打片端面が図調認部左整側めを縁欠でら失剥部れ。離にる刃。は自部密然は面で直あを線残るで。し横剥，離長調剥角整度片剥はを離緩使と用く蔽， 。

42 模状石器 /ノ 25.10 20.55 8.10 5.7 S 085018 
完縁形 長縁方形状両 両調側整面楕を上状方から裁断見， 上

，。下とも。面 で段剥離がられ
る。

一端直ず線を状欠な失 長面方形整。上施縁縁部は凸図線状上 刃部
43 .打製石底丁 11 (62.30) 42.50 9.50 31. 7 11 は で減拘調をす。厚左左綾部に

わか磨方 あり。上がく下縁はややう
すい。ー に挟りの部が残る。

44 扇平片刃石斧 結晶片岩 87.10 39.60 13.50 135 11 完打形痕。刃部側がやや幅広。刃部は直線状で蔽
が見られる。

45 石銀 サヌカイト (24.90) 15.60 3.85 1.6 S 085019 上端部一方の下端部を欠失。凹基。

46 11 11 (24.15) (16.35) 4.60 2.2 11 上に端凹部基。と一方の下端部を欠失。基部はわずか

47 11 万 (22.45) 22.80 4.20 2.7 11 上半部を欠失。大型凹基石鍍。

48 模状石器 11 40.00 16.70 9.35 7.2 11 下方柱縁状部。上・状下方からの裁断面をもっ。左図
に階段剥離がみられる。

打製石庖丁 (72.60) 端を欠端失部。 長直下線部方状形。 上縁部は直線状， 磨両面
49 ノ/ 41.20 10.60 46.8 11 加顕工。刃は で片面調挟整。あ片面は滅

著。側の に小さなりり。

50 11 36.30 (36.20) 8.20 13.3 11 両端ず部欠失敵。打上が縁認，下縁共に両面加工を施~，
わかな められる。

51 スクレイパー 11 (38.50) (25.70) 4.55 5.1 11 刃部整の一部を残す。刃部は両面にやや丁寧な
調が施される。

52 石錐? 11 (42.20) 21.80 5.60 5.3 11 錐先部を欠失。

53 11 49.90 34.90 12.25 32.7 11 模多状く石器か。一部破損下端部に階段状剥離が
見られる。

54 磨石 砂 岩 121.10 9.80 44.55 665 11 下面縁中部央部の一を敵部打を欠し，失。右扇図平敵打な丸の石右側を利を用磨。く。両

55 石皿 11 135.90 13.55 34.95 820 11 
完形。磨扇平な河中原央石部を使上用端 端に部敵付打近の表面
がややかれ と 部 らしきも
のが見られる。

56 磨製石斧 結晶片岩 (69.10) 33.60 07.65) 44.9 S 085020 片石面質欠失。こ体酷部似のす一る部。を残す。柱状片刃石斧。
は39'

57 襖状石器 サヌカイト 20.30 8.30 6.25 2.0 S 085023 一側面を下方から載断。上縁，下縁共に両面
加工。

58 スクレイパー 11 (59.80) (46.70) 6.50 22.3 S 085025 刃部整の一部を残す。刃部は凸線状でやや粗い
調である。

59 スクレイノ{- (80.15) 
一側剥縁残離欠施失。刃部は凸線状で部片面に丁部寧な動

11 62.20 14.55 57.6 S 085027 面片 がされている。上縁のーに自然
をす。

60 11 50.55 (23.05) 10.40 16.6 11 両端部を欠失。上縁部に敵打痕あり。

第75表石器観察表(3)
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実測図 法 量 (凹)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

41 スクレイノfー サヌカイト (95.25) 52.30 13.65 53.9 S 085017 両右打片端面が図調認部左整側めを縁欠でら失剥部れ。離にる刃。は自部密然は面で直あを線残るで。し横剥，離長調剥角整度片剥はを離緩使と用く蔽， 。

42 模状石器 /ノ 25.10 20.55 8.10 5.7 S 085018 
完縁形 長縁方形状両 両調側整面楕を上状方から裁断見， 上

，。下とも。面 で段剥離がられ
る。

一端直ず線を状欠な失 長面方形整。上施縁縁部は凸図線状上 刃部
43 .打製石底丁 11 (62.30) 42.50 9.50 31. 7 11 は で減拘調をす。厚左左綾部に

わか磨方 あり。上がく下縁はややう
すい。ー に挟りの部が残る。

44 扇平片刃石斧 結晶片岩 87.10 39.60 13.50 135 11 完打形痕。刃部側がやや幅広。刃部は直線状で蔽
が見られる。

45 石銀 サヌカイト (24.90) 15.60 3.85 1.6 S 085019 上端部一方の下端部を欠失。凹基。

46 11 11 (24.15) (16.35) 4.60 2.2 11 上に端凹部基。と一方の下端部を欠失。基部はわずか

47 11 万 (22.45) 22.80 4.20 2.7 11 上半部を欠失。大型凹基石鍍。

48 模状石器 11 40.00 16.70 9.35 7.2 11 下方柱縁状部。上・状下方からの裁断面をもっ。左図
に階段剥離がみられる。

打製石庖丁 (72.60) 端を欠端失部。 長直下線部方状形。 上縁部は直線状， 磨両面
49 ノ/ 41.20 10.60 46.8 11 加顕工。刃は で片面調挟整。あ片面は滅

著。側の に小さなりり。

50 11 36.30 (36.20) 8.20 13.3 11 両端ず部欠失敵。打上が縁認，下縁共に両面加工を施~，
わかな められる。

51 スクレイパー 11 (38.50) (25.70) 4.55 5.1 11 刃部整の一部を残す。刃部は両面にやや丁寧な
調が施される。

52 石錐? 11 (42.20) 21.80 5.60 5.3 11 錐先部を欠失。

53 11 49.90 34.90 12.25 32.7 11 模多状く石器か。一部破損下端部に階段状剥離が
見られる。

54 磨石 砂 岩 121.10 9.80 44.55 665 11 下面縁中部央部の一を敵部打を欠し，失。右扇図平敵打な丸の石右側を利を用磨。く。両

55 石皿 11 135.90 13.55 34.95 820 11 
完形。磨扇平な河中原央石部を使上用端 端に部敵付打近の表面
がややかれ と 部 らしきも
のが見られる。

56 磨製石斧 結晶片岩 (69.10) 33.60 07.65) 44.9 S 085020 片石面質欠失。こ体酷部似のす一る部。を残す。柱状片刃石斧。
は39'

57 襖状石器 サヌカイト 20.30 8.30 6.25 2.0 S 085023 一側面を下方から載断。上縁，下縁共に両面
加工。

58 スクレイパー 11 (59.80) (46.70) 6.50 22.3 S 085025 刃部整の一部を残す。刃部は凸線状でやや粗い
調である。

59 スクレイノ{- (80.15) 
一側剥縁残離欠施失。刃部は凸線状で部片面に丁部寧な動

11 62.20 14.55 57.6 S 085027 面片 がされている。上縁のーに自然
をす。

60 11 50.55 (23.05) 10.40 16.6 11 両端部を欠失。上縁部に敵打痕あり。

第75表石器観察表(3)
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実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

石庖自丁然未面製残蔽品か。 縁方の側縁丁寧を欠失 他加側縁
61 サヌカイト 129.30 55.50 14.25 103 S 085027 に をす。上部に な両商工と

刃つぶしの打が施されている。

62 磨製石器 結晶 片 岩 96.55 34.60 6.95 41. 9 11 片面を欠失。

一慣調1)縁見整部施を欠失。 長方形挟。 刃部は直上線縁状部。 両敵
63 打製石庖丁 サヌカイト (74.00) 65.00 10.75 59.6 S 085029 打聞 を している。 りあり。 に

ヵt られる。

64 11 11 (34.80) 52.30 6.50 14.1 S 085031 
一個線1)縁状部を欠縁面失 長方形面個l上縁部厳 刃挟部見共に
直か。上は両 でがられ
る。刃部は片 部調整。 調縁整上部に打浅い りあ
り。

65 11 (34.70) 21.85 6.15 5.2 11 下縁多部の一部を残し，両面調整で階段状剥離
が く見られる。

66 凹み石 五少 岩 125.50 114.50 34.50 700 ノ/
完周形 擦属平な河原石左を利右用 側中央面部を蔽条打し

辺をっている。 図上 に6 の切
り込みがみられる。

67 打製石庖丁 サヌカイト (24.15) (43.90) 6.15 6.0 S 085034 側縁の一部を残す。挟りあり。

68 11 11 (33.85) 54.70 9.05 21.3 11 一刃側部打縁扶共部に直部と線他分側状縁での両挟面調り部整分を施を欠す。失。上上縁縁部部に， 

敵 り がみられる。

下左半図部左を欠部調失。 両下側半縁部敵に両面見調整を施す
69 スクレイパー 11 (63.65) (34.05) 10.85 24.5 S 085036 慢部1)縁事 の に打がられる。下端

部の L 整あり。

70 襖状石器 11 36.70 17.65 10.15 7.2 11 完仁形。 方柱縁状共。 両階段側面状剥を上下から載断する。
縁，下 に 離がみられる。

71 11 11 43.25 30.75 9.40 16.9 11 
一縁個l縁，下を縁欠共失に。両上面方調か整らをの施載し断，が 1面部ある。打
上 下縁に敵
痕がみられる。

72 11 (63.60) (67.20) 9.90 18.0 11 打製石庖丁又は石錐か。

73 打製石庖丁 11 (52.50) 49.90 10.20 27.6 11 
が てい。る で図 に差方上はの端藷や部量整組れを欠失。る上縁刃部部は直面半線夫月(J状形左部で，)片両面面

語丁整と調 縁やなの一部がL当。が見磨左ら滅れ図のし扶がて.いり裏かiる主。ら にかのけ調て

74 11 ノ/ (46.85) 36.45 7.95 16.6 11 一線状側縁で階を段欠状失。剥長離ず方が形多な。く上み縁ら部れ，両面刃部調整共がに施直

されている。わか挟りあり o

75 11 11 (34.60) 70.10 8.95 20.6 11 端施部のみ残存。上縁部，挟下縁あ部共に両面加工
をしている。大きなり り。

76 スクレイパー 11 (42.50) 69.15 13.70 46.8 11 
刃部は直線状で剥図離右側角度縁が急な自片然面面調整残が施
されている。左 部に をす。
エンドスクレイパーか。

77 11 11 32.20 40.40 7.15 11.0 11 施刃部す。は直線状。階段状剥離が多い片面調整を

78 11 11 67.50 47.25 7.70 26.4 ， 11 刃部面の 部右を欠左失。側不定部形。自刃部面はやや粗い
両加工。図 縁に然を残す。

79 万 11 79.20 69.05 17.90 90.5 11 完縁形。不部定形蔽。打刃部は凸線状で片面調整。上
のーに 痕あり。

80 11 24.95 20.20 3.80 1.5 11 右図右側縁部に丁寧な調整が施されている。

第76表石器観察表(4)
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実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

石庖自丁然未面製残蔽品か。 縁方の側縁丁寧を欠失 他加側縁
61 サヌカイト 129.30 55.50 14.25 103 S 085027 に をす。上部に な両商工と

刃つぶしの打が施されている。

62 磨製石器 結晶 片 岩 96.55 34.60 6.95 41. 9 11 片面を欠失。

一慣調1)縁見整部施を欠失。 長方形挟。 刃部は直上線縁状部。 両敵
63 打製石庖丁 サヌカイト (74.00) 65.00 10.75 59.6 S 085029 打聞 を している。 りあり。 に

ヵt られる。

64 11 11 (34.80) 52.30 6.50 14.1 S 085031 
一個線1)縁状部を欠縁面失 長方形面個l上縁部厳 刃挟部見共に
直か。上は両 でがられ
る。刃部は片 部調整。 調縁整上部に打浅い りあ
り。

65 11 (34.70) 21.85 6.15 5.2 11 下縁多部の一部を残し，両面調整で階段状剥離
が く見られる。

66 凹み石 五少 岩 125.50 114.50 34.50 700 ノ/
完周形 擦属平な河原石左を利右用 側中央面部を蔽条打し

辺をっている。 図上 に6 の切
り込みがみられる。

67 打製石庖丁 サヌカイト (24.15) (43.90) 6.15 6.0 S 085034 側縁の一部を残す。挟りあり。

68 11 11 (33.85) 54.70 9.05 21.3 11 一刃側部打縁扶共部に直部と線他分側状縁での両挟面調り部整分を施を欠す。失。上上縁縁部部に， 

敵 り がみられる。

下左半図部左を欠部調失。 両下側半縁部敵に両面見調整を施す
69 スクレイパー 11 (63.65) (34.05) 10.85 24.5 S 085036 慢部1)縁事 の に打がられる。下端

部の L 整あり。

70 襖状石器 11 36.70 17.65 10.15 7.2 11 完仁形。 方柱縁状共。 両階段側面状剥を上下から載断する。
縁，下 に 離がみられる。

71 11 11 43.25 30.75 9.40 16.9 11 
一縁個l縁，下を縁欠共失に。両上面方調か整らをの施載し断，が 1面部ある。打
上 下縁に敵
痕がみられる。

72 11 (63.60) (67.20) 9.90 18.0 11 打製石庖丁又は石錐か。

73 打製石庖丁 11 (52.50) 49.90 10.20 27.6 11 
が てい。る で図 に差方上はの端藷や部量整組れを欠失。る上縁刃部部は直面半線夫月(J状形左部で，)片両面面

語丁整と調 縁やなの一部がL当。が見磨左ら滅れ図のし扶がて.いり裏かiる主。ら にかのけ調て

74 11 ノ/ (46.85) 36.45 7.95 16.6 11 一線状側縁で階を段欠状失。剥長離ず方が形多な。く上み縁ら部れ，両面刃部調整共がに施直

されている。わか挟りあり o

75 11 11 (34.60) 70.10 8.95 20.6 11 端施部のみ残存。上縁部，挟下縁あ部共に両面加工
をしている。大きなり り。

76 スクレイパー 11 (42.50) 69.15 13.70 46.8 11 
刃部は直線状で剥図離右側角度縁が急な自片然面面調整残が施
されている。左 部に をす。
エンドスクレイパーか。

77 11 11 32.20 40.40 7.15 11.0 11 施刃部す。は直線状。階段状剥離が多い片面調整を

78 11 11 67.50 47.25 7.70 26.4 ， 11 刃部面の 部右を欠左失。側不定部形。自刃部面はやや粗い
両加工。図 縁に然を残す。

79 万 11 79.20 69.05 17.90 90.5 11 完縁形。不部定形蔽。打刃部は凸線状で片面調整。上
のーに 痕あり。

80 11 24.95 20.20 3.80 1.5 11 右図右側縁部に丁寧な調整が施されている。

第76表石器観察表(4)

362-



実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

81 サヌカイト (44.80) (35.25) 7.40 8.2 S D85036 下縁部に丁寧な両面調整が施されている。

. スクレイパーか 側面縁調。，整左下縁施の一部を残す
に丁 がされている左

82 " (49.80) (33.05) 6.20 11.4 " 下図縁左部上方に寧敵打な両あり。 図左側縁部に自然面

を残す。

83 ノj (36.15) (27.20) 7.35 6.5 " 
一方の慣施IJ端部を欠失。下端部には丁寧な両面
調整が されている。

84 " (31.25) 26.75 7.25 8.1 " 
下縁整部が施の一部を残す。下縁部には丁寧な両面
調 されている。

85 " 39.35 (35.55) 7.25 12.5 " 
施両端部を欠失。下上縁縁部は直線粗状¥，で両面面加調整が

されている。 部には 両 工が施
されている。

86 " (46.15) (38.80) 7.10 11.7 " 両面調整が施された下縁部をもつ。

87 " (75.35) (53.50) 9.30 43.4 " 
両側縁を右欠失。上・下縁部に階部段状自剥然離がみ
られる。 図，左下側縁のーに 面を残
す。

88 " (43.30) (36.45) 8.30 17.9 " 
下縁多部の一部れを残両す。調整下縁施部には階段状剥離
がくみら， 面 がされている。

89 打製石庖丁 " (72.20) 46.05 13.10 41.4 " 
一方の端刃部部及び挟直線りの一部両面を欠失整。 長施方形。
上縁部 とも 状で 調がされて
いる o

90 磨製石庖丁 粘板 岩 83.90 43.55 5.65 32.2 " 
刃部の一部を持欠失。中央部やや上方に直径約 3
皿の穴を 2つ つ。刃 は片刃ぎみの両刃。

91 磨製石器 結品 片 岩 67.40 22.25 4.45 12.4 " 
片斧面片及び上下両端を欠失。小型の柱状片刃石

か。

92 磨製石斧 " (108.20) (44.65) 23.95 176 " 
刃部を欠失。刃部慣IJが幅広で，頭部はせばま
る。

93 石鍾 砂 岩 64.80 127.90 27.95 345 ノ/
完形。扇平な河原石を使用。両側に 2個ずつ
の挟りあり。

94 磨石
讃岐岩質

63.55 41.65 38.95 141 " 
完打形痕。卵形。全面が磨かれている。 ー部に敵

安山岩 ヵtある。

95 石皿又は磨石 不 明 (38.10) (34.85) (29.10) 47.0 11 小片。表面と裏面が磨かれている。

96 磨石 砂 岩 83.95 67.25 43.50 305 " 
縁完形部。敵両面打の上下端が磨痕かれている。下半側

に と思われるがある。

97 " " 10.00 71.10 25.80 " 
完く形。上両端面'と打も痕中央部を蔽打し，周辺部を磨

。 1:敵 あり。

98 
完失形 属面平な河男原央石語を使用ず。 上端敵部一部片を欠

" " 125.30 97.20 32.90 575 " 。中両央 とも をわかに打~. 面
は より下をく。

99 石皿 刀 211.80 119.50 52.00 2050 " 
左下慣!縁部を欠失。両面とも部分的に磨かれ
ている。

100 石鍛 サヌカイト (18.25) (13.70) 2.40 0.5 S D85037 逆刺の端部を欠失。凹基。白色風化。

第77表石器観察表(5)
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

81 サヌカイト (44.80) (35.25) 7.40 8.2 S D85036 下縁部に丁寧な両面調整が施されている。

. スクレイパーか 側面縁調。，整左下縁施の一部を残す
に丁 がされている左

82 " (49.80) (33.05) 6.20 11.4 " 下図縁左部上方に寧敵打な両あり。 図左側縁部に自然面

を残す。

83 ノj (36.15) (27.20) 7.35 6.5 " 
一方の慣施IJ端部を欠失。下端部には丁寧な両面
調整が されている。

84 " (31.25) 26.75 7.25 8.1 " 
下縁整部が施の一部を残す。下縁部には丁寧な両面
調 されている。

85 " 39.35 (35.55) 7.25 12.5 " 
施両端部を欠失。下上縁縁部は直線粗状¥，で両面面加調整が

されている。 部には 両 工が施
されている。

86 " (46.15) (38.80) 7.10 11.7 " 両面調整が施された下縁部をもつ。

87 " (75.35) (53.50) 9.30 43.4 " 
両側縁を右欠失。上・下縁部に階部段状自剥然離がみ
られる。 図，左下側縁のーに 面を残
す。

88 " (43.30) (36.45) 8.30 17.9 " 
下縁多部の一部れを残両す。調整下縁施部には階段状剥離
がくみら， 面 がされている。

89 打製石庖丁 " (72.20) 46.05 13.10 41.4 " 
一方の端刃部部及び挟直線りの一部両面を欠失整。 長施方形。
上縁部 とも 状で 調がされて
いる o

90 磨製石庖丁 粘板 岩 83.90 43.55 5.65 32.2 " 
刃部の一部を持欠失。中央部やや上方に直径約 3
皿の穴を 2つ つ。刃 は片刃ぎみの両刃。

91 磨製石器 結品 片 岩 67.40 22.25 4.45 12.4 " 
片斧面片及び上下両端を欠失。小型の柱状片刃石

か。

92 磨製石斧 " (108.20) (44.65) 23.95 176 " 
刃部を欠失。刃部慣IJが幅広で，頭部はせばま
る。

93 石鍾 砂 岩 64.80 127.90 27.95 345 ノ/
完形。扇平な河原石を使用。両側に 2個ずつ
の挟りあり。

94 磨石
讃岐岩質

63.55 41.65 38.95 141 " 
完打形痕。卵形。全面が磨かれている。 ー部に敵

安山岩 ヵtある。

95 石皿又は磨石 不 明 (38.10) (34.85) (29.10) 47.0 11 小片。表面と裏面が磨かれている。

96 磨石 砂 岩 83.95 67.25 43.50 305 " 
縁完形部。敵両面打の上下端が磨痕かれている。下半側

に と思われるがある。

97 " " 10.00 71.10 25.80 " 
完く形。上両端面'と打も痕中央部を蔽打し，周辺部を磨

。 1:敵 あり。

98 
完失形 属面平な河男原央石語を使用ず。 上端敵部一部片を欠

" " 125.30 97.20 32.90 575 " 。中両央 とも をわかに打~. 面
は より下をく。

99 石皿 刀 211.80 119.50 52.00 2050 " 
左下慣!縁部を欠失。両面とも部分的に磨かれ
ている。

100 石鍛 サヌカイト (18.25) (13.70) 2.40 0.5 S D85037 逆刺の端部を欠失。凹基。白色風化。

第77表石器観察表(5)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種、 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚き

101 石鯨 サヌカイ卜 (22.25) (20.65) 2.95 1.0 S D85037 一方の逆刺を欠失。凹基。

102 11 H (21.40) 16.70 3.25 1.4 H 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

103 11 H 21.65 18.25 3.90 1.5 11 完形。基部はわずかに内湾する。

104 11 H (23.00) 21.00 4.60 2.9 11 先端部を欠失。平基。

105 11 H (33.50) 10.70 5.70 1.8 11 上端部を欠失。細身。凸基。

106 
襖状石器の

H 40.85 38.10 9.75 22.3 11 完方形か。ら一蔵縁方断。の側上縁面.敵を下下打縁方痕共かにら一階段方状の lj離薗がを上み
素材 られ下の一部に が認められる。

107 スクレイノfー 11 41.50 40.10 5.85 11.9 11 両は端側面部がを丁欠寧失。だ横が長.剥他面片はを使粗用雑。。刃部の調整

一方面の端粗縁部調を整左欠失図を。施長す。縁方形調部 剥刃自部離然は直角線残度状すはで108 11 11 (42.00) 37.00 9.80 18.1 11 両にい 。整の 緩
い。上部と 左側部に 函を

109 11 (52.05) 37.05 8.55 20.3 11 上施縁す，。 下縁共に階段状剥離が多い両面調整を

110 11 (52.35) 46.10 8.00 18.1 11 両ら端れ，部一を欠部失に。厳上打縁痕部あにり階。段状自由l離が多くみ

ス。縁ク右部レ図イに左パや上ーや側か丁。縁寧下の縁な一部両部面とに側劃自縁整然のが面一施を部さ残をれす残て。しし， 111 11 (46.50) (27.00) 5.80 8.8 11 下 3

る

112 砥石 砂 岩 53.90 43.70 48.10 107.6 11 小る。片。火表熱面を受と裏け面て若と側干縁赤変の一す部る。が磨かれてい

113 太型蛤3ヨ石斧 11 45.10 (71.10) 44.50 680 11 
下端ら部れの一部叩を欠き失石。刃部側利が幅広部で敵打部が
み るので として用。刃のー
に棟痕が認められる。

114 石皿 11 038.20) 117 .80 40.80 955 H 一方の端部左を下欠失方。磨周平な河原痕石広を使が用。中
央よりやや にかれたが る。

115 石鎌 サヌカイト (51.50) 19.70 6.30 6.5 S D85039 基部の一部を欠失。不整な柳葉形。

116 打製石庖丁 11 (41.40) 49.50 8.80 27.6 11 
がみ さにつぶしの が両施両る端面。さ調上部れ整を欠失。ら上打れ刃縁痕，部部は直線状でやや蔽丁寧打な

。 縁て部いにる。敵 あは片らり。面調刃叢が施されてい

117 砥石 流紋岩 (51.30) 30.85 8.05 27.4 S D85052 下ら半れ部る。を欠失。表面，裏面共に使用痕が認め

118 石鍍 11 02.00) 01.80) 1.55 0.1 11 一白色方風の端化部。を欠失。凹基。長い逆剰をもっ。

119 11 H 18.40 15.50 3.00 0.6 11 完形。凹基。白色風化。

120 11 H 13.25 15.50 3.10 0.7 11 上自端然部面をを残わずす。かに欠失。凹基。右図中央部に

第78表石器観察表(6)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種、 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚き

101 石鯨 サヌカイ卜 (22.25) (20.65) 2.95 1.0 S D85037 一方の逆刺を欠失。凹基。

102 11 H (21.40) 16.70 3.25 1.4 H 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

103 11 H 21.65 18.25 3.90 1.5 11 完形。基部はわずかに内湾する。

104 11 H (23.00) 21.00 4.60 2.9 11 先端部を欠失。平基。

105 11 H (33.50) 10.70 5.70 1.8 11 上端部を欠失。細身。凸基。

106 
襖状石器の

H 40.85 38.10 9.75 22.3 11 完方形か。ら一蔵縁方断。の側上縁面.敵を下下打縁方痕共かにら一階段方状の lj離薗がを上み
素材 られ下の一部に が認められる。

107 スクレイノfー 11 41.50 40.10 5.85 11.9 11 両は端側面部がを丁欠寧失。だ横が長.剥他面片はを使粗用雑。。刃部の調整

一方面の端粗縁部調を整左欠失図を。施長す。縁方形調部 剥刃自部離然は直角線残度状すはで108 11 11 (42.00) 37.00 9.80 18.1 11 両にい 。整の 緩
い。上部と 左側部に 函を

109 11 (52.05) 37.05 8.55 20.3 11 上施縁す，。 下縁共に階段状剥離が多い両面調整を

110 11 (52.35) 46.10 8.00 18.1 11 両ら端れ，部一を欠部失に。厳上打縁痕部あにり階。段状自由l離が多くみ

ス。縁ク右部レ図イに左パや上ーや側か丁。縁寧下の縁な一部両部面とに側劃自縁整然のが面一施を部さ残をれす残て。しし， 111 11 (46.50) (27.00) 5.80 8.8 11 下 3

る

112 砥石 砂 岩 53.90 43.70 48.10 107.6 11 小る。片。火表熱面を受と裏け面て若と側干縁赤変の一す部る。が磨かれてい

113 太型蛤3ヨ石斧 11 45.10 (71.10) 44.50 680 11 
下端ら部れの一部叩を欠き失石。刃部側利が幅広部で敵打部が
み るので として用。刃のー
に棟痕が認められる。

114 石皿 11 038.20) 117 .80 40.80 955 H 一方の端部左を下欠失方。磨周平な河原痕石広を使が用。中
央よりやや にかれたが る。

115 石鎌 サヌカイト (51.50) 19.70 6.30 6.5 S D85039 基部の一部を欠失。不整な柳葉形。

116 打製石庖丁 11 (41.40) 49.50 8.80 27.6 11 
がみ さにつぶしの が両施両る端面。さ調上部れ整を欠失。ら上打れ刃縁痕，部部は直線状でやや蔽丁寧打な

。 縁て部いにる。敵 あは片らり。面調刃叢が施されてい

117 砥石 流紋岩 (51.30) 30.85 8.05 27.4 S D85052 下ら半れ部る。を欠失。表面，裏面共に使用痕が認め

118 石鍍 11 02.00) 01.80) 1.55 0.1 11 一白色方風の端化部。を欠失。凹基。長い逆剰をもっ。

119 11 H 18.40 15.50 3.00 0.6 11 完形。凹基。白色風化。

120 11 H 13.25 15.50 3.10 0.7 11 上自端然部面をを残わずす。かに欠失。凹基。右図中央部に
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実調q図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(酎 出土位置 観 察

長さ e 幅 厚さ

121 石鍛 サヌカイト (22.45) 11.30 3.20 0.9 S D85101 上端部と一方の逆刺先端部を欠失。四基。

122 /1 /1 (21. 25) 15.45 3.00 1.0 /1 上端部を欠失。凹基。

123 /1 /1 26.70 20.60 5.25 2.1 /1 完形。凹基。

124 /1 /1 (21.20) 19.45 5.95 2.1 /1 上半部欠失。凹基。

125 刀 /1 32.05 24.30 8.75 5.4 /1 完形。凹基。大型石鉱。

126 /1 /1 (29.85) 8.10 3.75 14 /1 上端部欠失。凹基。

127 /1 /1 (18.95) 16.00 5.75 1.7 /1 下半部欠失。調整剥離は粗雑。

128 /1 /1 (21. 25) (18.15) 3.60 1.3 /1 側縁と下縁の 部を残す。平基。

129 /1 /1 (24.15) (13.75) 4.00 1.4 /1 先端部を欠失。平基。

130 /1 /1 (35.55) 17.65 5.10 2.9 11 先端部を欠失。平基。石錐の可能性もある。

131 /1 /1 29.50 20.65 6.00 3.5 完形。平基。調整剥離は丁寧。

132 11 /1 (20.20) (16.10) 3.90 1.2 ノ/ 両下端部を欠失。平基か。

133 /1 /1 (35.80) 22.90 9.00 7.4 /1 先端部を欠失。凸基。内厚な素材を用いる。

134 11 刀 30.95 (l7.30) 7.20 3.6 /1 下端部欠失。左図は先端部のみ調整を施す。

135 /1 /1 (14.90) 02.50) 2.40 0.6 /1 上半部欠失。平基。薄手。

136 /1 11 (22.25) 11.25 4.05 1.1 /1 上半部欠失。平基。

137 石錐 11 42.20 29.05 6.80 6.3 /1 完形。先端，縁辺の一部磨滅痕あり。

138 石鍍 /1 (24.30) (13.25) 3.50 1.1 11 上，下端部欠失。

139 模状石器 /1 29.00 8.60 9.55 2.1 /1 完形調。整両剥側離面を上方から載断。上縁，下縁共
に がみられる。

140 /1 /1 32.00 34.05 6.45 6.0 /1 完上形縁。部三と角下形縁。部左に図調の整右を側加面えをる下。方から裁断。
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実調q図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(酎 出土位置 観 察

長さ e 幅 厚さ

121 石鍛 サヌカイト (22.45) 11.30 3.20 0.9 S D85101 上端部と一方の逆刺先端部を欠失。四基。

122 /1 /1 (21. 25) 15.45 3.00 1.0 /1 上端部を欠失。凹基。

123 /1 /1 26.70 20.60 5.25 2.1 /1 完形。凹基。

124 /1 /1 (21.20) 19.45 5.95 2.1 /1 上半部欠失。凹基。

125 刀 /1 32.05 24.30 8.75 5.4 /1 完形。凹基。大型石鉱。

126 /1 /1 (29.85) 8.10 3.75 14 /1 上端部欠失。凹基。

127 /1 /1 (18.95) 16.00 5.75 1.7 /1 下半部欠失。調整剥離は粗雑。

128 /1 /1 (21. 25) (18.15) 3.60 1.3 /1 側縁と下縁の 部を残す。平基。

129 /1 /1 (24.15) (13.75) 4.00 1.4 /1 先端部を欠失。平基。

130 /1 /1 (35.55) 17.65 5.10 2.9 11 先端部を欠失。平基。石錐の可能性もある。

131 /1 /1 29.50 20.65 6.00 3.5 完形。平基。調整剥離は丁寧。

132 11 /1 (20.20) (16.10) 3.90 1.2 ノ/ 両下端部を欠失。平基か。

133 /1 /1 (35.80) 22.90 9.00 7.4 /1 先端部を欠失。凸基。内厚な素材を用いる。

134 11 刀 30.95 (l7.30) 7.20 3.6 /1 下端部欠失。左図は先端部のみ調整を施す。

135 /1 /1 (14.90) 02.50) 2.40 0.6 /1 上半部欠失。平基。薄手。

136 /1 11 (22.25) 11.25 4.05 1.1 /1 上半部欠失。平基。

137 石錐 11 42.20 29.05 6.80 6.3 /1 完形。先端，縁辺の一部磨滅痕あり。

138 石鍍 /1 (24.30) (13.25) 3.50 1.1 11 上，下端部欠失。

139 模状石器 /1 29.00 8.60 9.55 2.1 /1 完形調。整両剥側離面を上方から載断。上縁，下縁共
に がみられる。

140 /1 /1 32.00 34.05 6.45 6.0 /1 完上形縁。部三と角下形縁。部左に図調の整右を側加面えをる下。方から裁断。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

141 棋状石器 サヌカイト 30.70 29.95 6.60 5.9 S D85101 完下形縁。部三に両角形面。調整一側を施面すを下。方から載断。 上，

142 11 11 67.05 41.15 20.80 70.0 11 完形階段。状両側剥面離を上多方から裁断。上縁，れ下縁共
に のい両面調整が施きる。

143 11 H 23.55 29.95 6.25 6.0 11 .上ら縁裁断と側。縁の一部を残す。上側縁部を上方か

144 11 11 26.10 28.60 6.60 5.9 11 
一か方ら裁の端断部。上を欠，失下。縁長部方共形に状両。面一調側整縁が施を上さ方れ

ている。

145 石庖了 M (49.35) (53.20) 7.60 23.3 H 

上縁やと側寧め縁なの 調部痕整を残す。さ上縁部は外湾刃し，
や丁 両敵面打 が施れている つぶ
しのたの あり。側端部にわずかな挟
りあり。

146 H 11 (44.75) (51.15) 9.50 26.0 
上縁寧打痕なと側両縁面の一部が施を残す。上縁部は外湾し，

11 丁 調整 され刃つぶしのための
敵 がみられる。租IJ端部に小さな扶りあり。

面方の端整刃部部が施はを直欠さ糧失れ法。， 上縁部は直線敵状打痕で丁が寧みな
147 11 11 (36.10) 48.85 13.15 20.6 H 

両 調 刃つぶしの ら
施れる。れ でやや丁あ寧な両面調整が

きている。 の挟り り。

両敵調が端打整認部がを欠失。る上縁刃部は両直図線刃面状調部整側でが施され，面
148 11 11 (54.45) 49.15 10.85 35.6 みられ 。 な両

11 が施されており部，右は 部側稜丁寧線に磨滅
められる。

149 11 11 92.15 37.35 11.80 52.2 11 
書完形 長方敵打形。敵を施上打縁がす部刃は直部線は状若。干粗内湾い両ぎ面み調。

湾の後部，分には 。施され，刃つぶしされて
いるo

150 11 11 (34.60) 54.35 8.90 19.4 11 両端擦部泊を欠失。上縁部部は直片線面状で，蔽打のの
ちりれている。刃は 調整。

151 11 11 (57.00) 55.55 7.25 24.7 11 
左半方図月形の刃端。部部上(図縁をは部欠上失に下。は逆刃刃部，つ上，ぶ縁上し部縁の分部敵)と打にも磨が外滅あ湾がりし。認， 

められる。

152 H 11 (29.50) 42.40 6.10 7.7 11 一方整剥の端離部施を欠失。長方形。刃部には小さな
調 がされている。

153 11 (76.95) 60.95 15.45 71.5 11 話21iiii番号明白臨
154 11 28.20 27.80 7.00 7.8 11 

両端部を欠失。上・下縁に両面調整が施され
ている。

右図の左離端角部度を欠や失。緩長方形。刃粗部は直調線状

155 スクレイパー 11 68.65 32.30 11.20 28.2 11 
で，剥 がややかなややい整が

施右さ上れている。部上'縁自部然の両を側残に敵打痕あり。
図縁の L 面 す。

156 11 11 (39.15) 27.10 3.90 5.4 11 細刃部の一部整を残施す。刃部はわずかに外湾し，
かな調をす。

157 11 11 70.05 32.45 9.45 19.7 11 完部形。刃部部敵は打外湾がし， 両商調整をもっ。上縁
のーに みられる。

158 11 11 43.80 48.75 5.55 14.5 
完両片形面面。 刃部細施(図の上縁整)はわずかに外湾し，も

11 からのかな調をもっ。両側縁部に
調整がされている。

159 11 11 63.25 33.95 8.75 19.3 
完形 上・端下縁部に調整を施す。両縁とも刃部

11 か。左基部図左状 には調整がなく，自然面を残
して をなす。

160 
下図の上縁斜整に両大面加く工をもち 刃部状縁辺となる

11 11 52.10 56.65 7.10 19.9 11 縁はに き割れているが， にわず
かな調をもっ。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

141 棋状石器 サヌカイト 30.70 29.95 6.60 5.9 S D85101 完下形縁。部三に両角形面。調整一側を施面すを下。方から載断。 上，

142 11 11 67.05 41.15 20.80 70.0 11 完形階段。状両側剥面離を上多方から裁断。上縁，れ下縁共
に のい両面調整が施きる。

143 11 H 23.55 29.95 6.25 6.0 11 .上ら縁裁断と側。縁の一部を残す。上側縁部を上方か

144 11 11 26.10 28.60 6.60 5.9 11 
一か方ら裁の端断部。上を欠，失下。縁長部方共形に状両。面一調側整縁が施を上さ方れ

ている。

145 石庖了 M (49.35) (53.20) 7.60 23.3 H 

上縁やと側寧め縁なの 調部痕整を残す。さ上縁部は外湾刃し，
や丁 両敵面打 が施れている つぶ
しのたの あり。側端部にわずかな挟
りあり。

146 H 11 (44.75) (51.15) 9.50 26.0 
上縁寧打痕なと側両縁面の一部が施を残す。上縁部は外湾し，

11 丁 調整 され刃つぶしのための
敵 がみられる。租IJ端部に小さな扶りあり。

面方の端整刃部部が施はを直欠さ糧失れ法。， 上縁部は直線敵状打痕で丁が寧みな
147 11 11 (36.10) 48.85 13.15 20.6 H 

両 調 刃つぶしの ら
施れる。れ でやや丁あ寧な両面調整が

きている。 の挟り り。

両敵調が端打整認部がを欠失。る上縁刃部は両直図線刃面状調部整側でが施され，面
148 11 11 (54.45) 49.15 10.85 35.6 みられ 。 な両

11 が施されており部，右は 部側稜丁寧線に磨滅
められる。

149 11 11 92.15 37.35 11.80 52.2 11 
書完形 長方敵打形。敵を施上打縁がす部刃は直部線は状若。干粗内湾い両ぎ面み調。

湾の後部，分には 。施され，刃つぶしされて
いるo

150 11 11 (34.60) 54.35 8.90 19.4 11 両端擦部泊を欠失。上縁部部は直片線面状で，蔽打のの
ちりれている。刃は 調整。

151 11 11 (57.00) 55.55 7.25 24.7 11 
左半方図月形の刃端。部部上(図縁をは部欠上失に下。は逆刃刃部，つ上，ぶ縁上し部縁の分部敵)と打にも磨が外滅あ湾がりし。認， 

められる。

152 H 11 (29.50) 42.40 6.10 7.7 11 一方整剥の端離部施を欠失。長方形。刃部には小さな
調 がされている。

153 11 (76.95) 60.95 15.45 71.5 11 話21iiii番号明白臨
154 11 28.20 27.80 7.00 7.8 11 

両端部を欠失。上・下縁に両面調整が施され
ている。

右図の左離端角部度を欠や失。緩長方形。刃粗部は直調線状

155 スクレイパー 11 68.65 32.30 11.20 28.2 11 
で，剥 がややかなややい整が

施右さ上れている。部上'縁自部然の両を側残に敵打痕あり。
図縁の L 面 す。

156 11 11 (39.15) 27.10 3.90 5.4 11 細刃部の一部整を残施す。刃部はわずかに外湾し，
かな調をす。

157 11 11 70.05 32.45 9.45 19.7 11 完部形。刃部部敵は打外湾がし， 両商調整をもっ。上縁
のーに みられる。

158 11 11 43.80 48.75 5.55 14.5 
完両片形面面。 刃部細施(図の上縁整)はわずかに外湾し，も

11 からのかな調をもっ。両側縁部に
調整がされている。

159 11 11 63.25 33.95 8.75 19.3 
完形 上・端下縁部に調整を施す。両縁とも刃部

11 か。左基部図左状 には調整がなく，自然面を残
して をなす。

160 
下図の上縁斜整に両大面加く工をもち 刃部状縁辺となる

11 11 52.10 56.65 7.10 19.9 11 縁はに き割れているが， にわず
かな調をもっ。

第80表石器観察表(8)
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実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

上縁が小(施図のさ一部を欠失。 側劃用下J縁縁片か剥の折離上自損縁然で部生分に縁鋭辺加縁様
161 スクレイノfー サヌカイト (61. 65) (51. 05) 9.05 37.0 S D85101 工 され護ている。使 じ た い

辺 の上宮町j )あを 。 に刃こぼれ
の な り。 に面をもっ。

完が形施自。刃部は，る直線上状縁で，と左やや粗左側い両縁面調整部
162 H 11 98.85 52.80 26.65 132 11 されてい。 部 図 のー

に然面を残す。

完形。 木葉形。部。上に縁刃刃部部は外湾部加し，が自両然面面れ調整残が施 I163 11 H 108.90 46.45 14.35 66.7 11 外されている のーに をし，
側の縁辺 つぶし工きている。

完形で。あ長方形剥縁。部片刃虫剤j部離蔽の剥離粗角度いはややゆるや164 N H 125.35 52.90 10.95 75.9 ノ/ か る。上 で痕やや 調整が施され
ている。 に打あり。

完両形面工自。調然を整施刃面部をは直つ線。。状右下で事上部j縁離の部角度左部方がゆと右る側やか部辺な
165 H 11 68.75 70.05 20.00 98.7 11 に を残もす 縁図 ーに細かな縁縁

加す。

166 11 (24.85) 21.65 5.05 2.8 11 石鍍か。両面調整をもっー側縁部を残す。

167 11 23.60 21.95 4.25 27 H 完右形側議方形詠上下両片縁面に整片面施調整きをもち，る左
のーにも 調が れてい。

168 11 (35.90) (23.95) 7.30 4.5 11 小片。調整をもっ縁辺の一部が残存。

169 11 (27.70) (26.75) 6.05 5.3 11 小片。両面加工を施された縁辺の一部を残す。

170 11 (31.60) (21.60) 4.45 3.0 H 小片。右図右側縁に粗い両面加工をもっ。

171 11 24.45 (20.75) 5.55 3.2 11 両端部を欠失。下縁部に両面調整をもっ。

172 11 (34.00) (28.20) 9.10 8.6 11 側整縁が施と下縁の一縁部部を残す。敵打両側縁とも両面調
され，下 には がみられる。

173 11 (36.05) 31.20 8.35 10.3 11 一方の端部欠失。上・下両縁に両面加工あり。

174 11 34.65 19.55 8.50 7.1 11 上・下敵縁打痕部に両面調整が施両され， 下縁折部損に顕
著な がみられる。 側面とも か。

175 11 (34.55) (26.25) 6.85 6.0 11 下寧縁な部片面と側調縁整のを一施部す。を残す。 下縁部にやや丁

176 刀 (38.25) (28.55) 7.35 7.4 11 下整縁を施部と側縁の一部敵打を残痕す。下縁れ部に両面調
し，一部に がみらる。

177 11 (26.10) (20.70) 2.90 1.4 11 薄な手両面の剥調整片がを利施用さ。れ下る縁。部の一部を残し細か

178 11 (24.90) (19.40) 12.10 8.4 H 調厚整手の施剥片を利厳用。打痕下縁の一部が残り，両面
が され， がみられる。

179 11 (43.45) 41.35 9.05 19.0 H 下右う縁。側若上部縁干縁磨はに両部縁滅面辺に調加両整面工加のを後施工，しし刃刃右つ部ぶ図下をし作縁の厳付る打。近右のを行稜図

が する。

180 11 43.25 24.15 8.05 12.4 11 上方・下ら縁のに両断面面調整を施す。左図右側縁は下
か載か。

第81表石器観察表(9)

-367-

実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

上縁が小(施図のさ一部を欠失。 側劃用下J縁縁片か剥の折離上自損縁然で部生分に縁鋭辺加縁様
161 スクレイノfー サヌカイト (61. 65) (51. 05) 9.05 37.0 S D85101 工 され護ている。使 じ た い

辺 の上宮町j )あを 。 に刃こぼれ
の な り。 に面をもっ。

完が形施自。刃部は，る直線上状縁で，と左やや粗左側い両縁面調整部
162 H 11 98.85 52.80 26.65 132 11 されてい。 部 図 のー

に然面を残す。

完形。 木葉形。部。上に縁刃刃部部は外湾部加し，が自両然面面れ調整残が施 I163 11 H 108.90 46.45 14.35 66.7 11 外されている のーに をし，
側の縁辺 つぶし工きている。

完形で。あ長方形剥縁。部片刃虫剤j部離蔽の剥離粗角度いはややゆるや164 N H 125.35 52.90 10.95 75.9 ノ/ か る。上 で痕やや 調整が施され
ている。 に打あり。

完両形面工自。調然を整施刃面部をは直つ線。。状右下で事上部j縁離の部角度左部方がゆと右る側やか部辺な
165 H 11 68.75 70.05 20.00 98.7 11 に を残もす 縁図 ーに細かな縁縁

加す。

166 11 (24.85) 21.65 5.05 2.8 11 石鍍か。両面調整をもっー側縁部を残す。

167 11 23.60 21.95 4.25 27 H 完右形側議方形詠上下両片縁面に整片面施調整きをもち，る左
のーにも 調が れてい。

168 11 (35.90) (23.95) 7.30 4.5 11 小片。調整をもっ縁辺の一部が残存。

169 11 (27.70) (26.75) 6.05 5.3 11 小片。両面加工を施された縁辺の一部を残す。

170 11 (31.60) (21.60) 4.45 3.0 H 小片。右図右側縁に粗い両面加工をもっ。

171 11 24.45 (20.75) 5.55 3.2 11 両端部を欠失。下縁部に両面調整をもっ。

172 11 (34.00) (28.20) 9.10 8.6 11 側整縁が施と下縁の一縁部部を残す。敵打両側縁とも両面調
され，下 には がみられる。

173 11 (36.05) 31.20 8.35 10.3 11 一方の端部欠失。上・下両縁に両面加工あり。

174 11 34.65 19.55 8.50 7.1 11 上・下敵縁打痕部に両面調整が施両され， 下縁折部損に顕
著な がみられる。 側面とも か。

175 11 (34.55) (26.25) 6.85 6.0 11 下寧縁な部片面と側調縁整のを一施部す。を残す。 下縁部にやや丁

176 刀 (38.25) (28.55) 7.35 7.4 11 下整縁を施部と側縁の一部敵打を残痕す。下縁れ部に両面調
し，一部に がみらる。

177 11 (26.10) (20.70) 2.90 1.4 11 薄な手両面の剥調整片がを利施用さ。れ下る縁。部の一部を残し細か

178 11 (24.90) (19.40) 12.10 8.4 H 調厚整手の施剥片を利厳用。打痕下縁の一部が残り，両面
が され， がみられる。

179 11 (43.45) 41.35 9.05 19.0 H 下右う縁。側若上部縁干縁磨はに両部縁滅面辺に調加両整面工加のを後施工，しし刃刃右つ部ぶ図下をし作縁の厳付る打。近右のを行稜図

が する。

180 11 43.25 24.15 8.05 12.4 11 上方・下ら縁のに両断面面調整を施す。左図右側縁は下
か載か。

第81表石器観察表(9)
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実測図 法 量 (田)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

181 サヌカイト (27.40) (11.45) 4.75 1.7 S D85101 刃部片の小破片。左図刃部は磨滅が顕著。石庖
丁か。

182 石鍍 11 45.15 (26.75) 7.40 9.2 M 基部の一部欠失。大型石鉱か。

183 11 43.90 (24.25) 8.30 10.2 11 両面端調整部を施欠失。下上縁縁部部は階段状剥離が多い両
を す。 も両面調整を施す。

184 打製石庖丁 H 35.75 (35.10) 9.30 10.5 11 一方部の側紡端錘部形のみ残存。小さな挟りをもち.
体は と!曹、われる。

185 11 (56.25) 26.55 11.00 20.3 11 一調方整のを端施部す。を上欠縁失。部上に縁蔽部打，痕下あ縁り。部共に両面

186 11 44.75 26.15 7.45 8.9 11 下る。縁左部図ににや広や範了閤寧なな自両然面面調を整残がす施。されてい

187 11 (47.75) 36.20 11.00 22.0 一縁方部の端部を欠失。の川3敵L側打A縁hをに加ス両え面る調。整を施し，11 上には刃つぷし 両面共に
一 わずかな磨滅カみられる。

188 11 (25.00) (13.95) 4.30 1.3 H 下整縁部施の一部を残す。下縁部に丁寧な両面調
がされている。

189 刀 (20.45) 19.90 4.00 2.0 H 
上下端部を欠失。両側縁に両面調整が施され
ている。

190 ノ/ 56.20 (39.00) 15.10 27.4 11 両側部を欠失。上・下縁に調整を施す。

191 11 (46.00) (37.75) 8.25 17.0 11 両面調整のある縁辺部の破片。

192 11 55.95 34.50 8.95 17.8 11 一側調縁整を施欠失。れ完形。上縁下縁共に丁寧な両
面がさる。

193 11 40.55 38.50 12.30 29.1 11 
下縁部に両面調整が施され，敵打が加えられ
ている。

194' 刀 (61. 75) (38.80) 14.40 36.9 11 下敵縁打部に階段状剥。右離図の上多縁い部両に面自調然整面がを施残さすれ。
がみられる 。

195 11 50.90 45.70 11，.60 35.1 11 
下施端さ部れを欠失。両上側縁縁共に丁寧縁な両面調整が

ている。 の一部に 辺加工が認め
られる。

196 打製石鹿丁 11 33.40 (27.80) 9.00 11.1 慣側1)端縁部部のみ残存。挟上・下縁に片面加工を施し，
に小さな りをつける。

197 11 56.70 54.50 17.20 50.7 11 上 ・下縁に両製面石調斧整破を行損¥>，左右両側面を戴
断する。打 の 品か。

198 磨製石器 結晶 片 岩 (45.75) (34.80) (4.70) 12.2 11 破片。側面および上面の一部を残す。

199 磨製石斧 H (53.60) (21.95) (8.80) 18.7 H 上・下部と片面を欠失。

200 11 (90.65) (61. 85) 11.20 98.4 11 
下縁~， j思P'I)縁を加工し，縁辺の角を除いている
ょっにわれる。

第82表石器観察表制
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実測図 法 量 (田)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

181 サヌカイト (27.40) (11.45) 4.75 1.7 S D85101 刃部片の小破片。左図刃部は磨滅が顕著。石庖
丁か。

182 石鍍 11 45.15 (26.75) 7.40 9.2 M 基部の一部欠失。大型石鉱か。

183 11 43.90 (24.25) 8.30 10.2 11 両面端調整部を施欠失。下上縁縁部部は階段状剥離が多い両
を す。 も両面調整を施す。

184 打製石庖丁 H 35.75 (35.10) 9.30 10.5 11 一方部の側紡端錘部形のみ残存。小さな挟りをもち.
体は と!曹、われる。

185 11 (56.25) 26.55 11.00 20.3 11 一調方整のを端施部す。を上欠縁失。部上に縁蔽部打，痕下あ縁り。部共に両面

186 11 44.75 26.15 7.45 8.9 11 下る。縁左部図ににや広や範了閤寧なな自両然面面調を整残がす施。されてい

187 11 (47.75) 36.20 11.00 22.0 一縁方部の端部を欠失。の川3敵L側打A縁hをに加ス両え面る調。整を施し，11 上には刃つぷし 両面共に
一 わずかな磨滅カみられる。

188 11 (25.00) (13.95) 4.30 1.3 H 下整縁部施の一部を残す。下縁部に丁寧な両面調
がされている。

189 刀 (20.45) 19.90 4.00 2.0 H 
上下端部を欠失。両側縁に両面調整が施され
ている。

190 ノ/ 56.20 (39.00) 15.10 27.4 11 両側部を欠失。上・下縁に調整を施す。

191 11 (46.00) (37.75) 8.25 17.0 11 両面調整のある縁辺部の破片。

192 11 55.95 34.50 8.95 17.8 11 一側調縁整を施欠失。れ完形。上縁下縁共に丁寧な両
面がさる。

193 11 40.55 38.50 12.30 29.1 11 
下縁部に両面調整が施され，敵打が加えられ
ている。

194' 刀 (61. 75) (38.80) 14.40 36.9 11 下敵縁打部に階段状剥。右離図の上多縁い部両に面自調然整面がを施残さすれ。
がみられる 。

195 11 50.90 45.70 11，.60 35.1 11 
下施端さ部れを欠失。両上側縁縁共に丁寧縁な両面調整が

ている。 の一部に 辺加工が認め
られる。

196 打製石鹿丁 11 33.40 (27.80) 9.00 11.1 慣側1)端縁部部のみ残存。挟上・下縁に片面加工を施し，
に小さな りをつける。

197 11 56.70 54.50 17.20 50.7 11 上 ・下縁に両製面石調斧整破を行損¥>，左右両側面を戴
断する。打 の 品か。

198 磨製石器 結晶 片 岩 (45.75) (34.80) (4.70) 12.2 11 破片。側面および上面の一部を残す。

199 磨製石斧 H (53.60) (21.95) (8.80) 18.7 H 上・下部と片面を欠失。

200 11 (90.65) (61. 85) 11.20 98.4 11 
下縁~， j思P'I)縁を加工し，縁辺の角を除いている
ょっにわれる。

第82表石器観察表制
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(問 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

201 磨製石製品 結晶片岩 (112.05) 31.10 7.75 53.8 S 085101 両孔部端。(孔部両面のを欠なと失いもu長側直軸)径両に3直面.5角に皿磨のの加き穴工がを痕認持がめつあら。両れり，面る端。穿

202 叩き石 砂 岩 147.60 63.30 40.30 540 11 完表形面。下端部所に滅敵打痕痕あが認められる。左図の
に2ヵ磨 り。

讃岐岩 質 下端部を欠失表 左側特縁に部良の一部と表面滑が磨か
203 砥石 (218.80) 99.80 54.30 2.650 11 れている。 。面は く磨かれ， らかで

安 山岩 ある。

204 石鍍 サヌカイト (11.05) 15.95 2.70 0.5 S 085102 先端部を欠失。凹基。

205 11 11 (20.80) (18.60) 3.10 0.8 一方の逆刺四端部部あを欠失。凹基。一方の側縁に
挟り状の り。

206 11 11 30.55 17.45 3.60 1.2 完形。凹基。

207 11 11 (23.90) 18.45 4.55 1.4 上端部を欠失。凹基。

208 11 11 21.30 (17.15) 3.75 0.8 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

209 11 11 (20.20) 13.25 6.95 0.9 S 085012 先側端縁部扶を欠失あ。基部はわずかに内湾する。両
にりり。

210 11 11 28.70 (18.55) 5.70 2.3 11 一'方内の下す端る部をわずかに欠失。基部はわずか
L 湾

211 11 H 35.20 (20.75) 4.10 2目4 11 一方内の下す端部をわずかに欠失。基部はわずか
に湾る。

212 11 11 (12.10) 19.75 3.95 1.4 11 上半部を欠失。基部はわずかに外湾する。

213 11 H 24.20 19.90 5.20 2.2 11 
議形o認基部はわずかに外部湾両する。先磨端滅部が著に磨

がめられる。(先端 側面の し
po) 

214 11 H 25.40 17.60 5.10 2.2 H 完形。基部はわずかに外湾する。

215 11 H (31. 25) 21.10 5.00 3.6 H 主端部部を欠ず失。鍍外湾身中す央部がややふくらむ。
はわかに る。

216 11 11 34.75 (15.60) 6.95 4.3 刀 一方の下端部を欠失。厚手の素材を利用。

217 11 11 (57.40) 20.25 5.65 6.3 11 上端部を欠失。有茎大型石銭。

218 H 11 (21.05) 19.60 4.00 2.0 11 上下端部を欠失。

219 H 11 (28.90) (18.10) 5.25 1.9 万 下半部を欠失。先端部は鋭利。

220 11 11 (26.05) 12.30 4.00 1.4 11 先端部(図では下端部)を欠失。凸基。

第83表石器観察表側
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(問 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

201 磨製石製品 結晶片岩 (112.05) 31.10 7.75 53.8 S 085101 両孔部端。(孔部両面のを欠なと失いもu長側直軸)径両に3直面.5角に皿磨のの加き穴工がを痕認持がめつあら。両れり，面る端。穿

202 叩き石 砂 岩 147.60 63.30 40.30 540 11 完表形面。下端部所に滅敵打痕痕あが認められる。左図の
に2ヵ磨 り。

讃岐岩 質 下端部を欠失表 左側特縁に部良の一部と表面滑が磨か
203 砥石 (218.80) 99.80 54.30 2.650 11 れている。 。面は く磨かれ， らかで

安 山岩 ある。

204 石鍍 サヌカイト (11.05) 15.95 2.70 0.5 S 085102 先端部を欠失。凹基。

205 11 11 (20.80) (18.60) 3.10 0.8 一方の逆刺四端部部あを欠失。凹基。一方の側縁に
挟り状の り。

206 11 11 30.55 17.45 3.60 1.2 完形。凹基。

207 11 11 (23.90) 18.45 4.55 1.4 上端部を欠失。凹基。

208 11 11 21.30 (17.15) 3.75 0.8 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

209 11 11 (20.20) 13.25 6.95 0.9 S 085012 先側端縁部扶を欠失あ。基部はわずかに内湾する。両
にりり。

210 11 11 28.70 (18.55) 5.70 2.3 11 一'方内の下す端る部をわずかに欠失。基部はわずか
L 湾

211 11 H 35.20 (20.75) 4.10 2目4 11 一方内の下す端部をわずかに欠失。基部はわずか
に湾る。

212 11 11 (12.10) 19.75 3.95 1.4 11 上半部を欠失。基部はわずかに外湾する。

213 11 H 24.20 19.90 5.20 2.2 11 
議形o認基部はわずかに外部湾両する。先磨端滅部が著に磨

がめられる。(先端 側面の し
po) 

214 11 H 25.40 17.60 5.10 2.2 H 完形。基部はわずかに外湾する。

215 11 H (31. 25) 21.10 5.00 3.6 H 主端部部を欠ず失。鍍外湾身中す央部がややふくらむ。
はわかに る。

216 11 11 34.75 (15.60) 6.95 4.3 刀 一方の下端部を欠失。厚手の素材を利用。

217 11 11 (57.40) 20.25 5.65 6.3 11 上端部を欠失。有茎大型石銭。

218 H 11 (21.05) 19.60 4.00 2.0 11 上下端部を欠失。

219 H 11 (28.90) (18.10) 5.25 1.9 万 下半部を欠失。先端部は鋭利。

220 11 11 (26.05) 12.30 4.00 1.4 11 先端部(図では下端部)を欠失。凸基。

第83表石器観察表側
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実調tl図 法 i量 (凹)

醤号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

221 石銭 サヌカイト (19.75) (12.65) 5.65 1.1 S 085102 下半部を欠失。横断面三角形。

222 " " (31.00) (21. 95) 5.05 2.8 " 下半部を欠失。幅広。先端は鋭利。

223 " " (27.30) (8.00) 4.00 1.2 11 下半部を欠失。幅狭。

224 " 11 (37.85) 26.15 13.10 7.2 " 
下半部凸基を欠鍍失。と有考茎大型石鍍か。き上下逆にし
て， 石 えることもでる。

225 襖状石器 " 46.90 12.60 9.35 7.0 " 

226 " " 38.50 24.10 11.50 10.6 11 完面形調。整両す側る。面を上方から裁断。上下両端を両

完縁部辺形に ー側な面両施面すを下調整方か施ら載さ断。 四辺形 下縁227 " " 30.00 27.40 8.15 8.4 " 
。丁寧 が れている。。上縁に
加工を 。

228 " " 33.70 29.50 4.75 5.9 N 完上形縁。部，四下辺縁形部。共右に図両右面側調縁整をが上施方さかれらて載い断る。。

完部片形 四辺調施形整。 一施側き面下段を状下縁方から載断急 上縁
229 " 11 31.20 21.85 7.40 6.5 11 に両調整面 が れ 部制には， 角度の

面 がされ，階 離がみられる。

230 " 11 35.60 35.05 14.15 25.9 11 
完上形縁 四辺面形調 一施方の側れ面蔽を上方から裁断。

。は片 。整が き ， 打がみられる。
下縁は両面調整ののち，敵打を施す。

231 " 27.75 (32.80) 9.70 11.7 11 両も側両面面調を上整を・下施方す。から載断する。上・下縁と|

232 打製石庖丁 11 (43.55) 49.00 10.65 24.7 11 

側敵端打部がのみ残。れ扶存る。 上縁部部に両面面調多整が施され
みら 。刃は にく整が施

されている。 り部は片面片のみの簡調単な調整
でつくる。

233 11 11 (32.00) 52.00 11.10 20.4 11 端両刃部面部調のは整直み残線が弧存施状状。でさ上れ，や縁.両や顕面部大著加はき直工ない線蔽扶で状打刃りが部でをやみっやらく丁れり寧出る。なし

ている。の もつ。

234 11 (31. 50) 50.45 9.10 20.0 H が。み刃らる 図央整 範囲にたり襲警の事事f官 tく重苦白書
然り商，石を残庖丁す。と加も縁考中え 部れにる。わずかな挟りがあ

235 H 11 (67.80) 48.20 13.50 39.5 11 上丁寧縁部と一調方整の端が施部を欠失。 刃部。挟は直線あ状りで
r な片面 されている り 。

236 H H (42.10) 41.10 8.15 21.0 11 一方の端整部施を欠失。上縁部は凸あ線状で丁寧な
片面調がされている。挟り。

完刃形。刃部(図の上縁)は直(線状下厳で縁，打小きな

237 刃器 " 44.40 23.55 5.45 4.6 11 
こぽれがみられる。上縁 図の )は両

面調整を行い，刃つぶしのための もみら
tlる。

238 11 32.70 (25.00) 6.30 5.9 " 
下調半整部を施を欠す。失。両側縁部に片面を主体とした

239 11 (26.35) (20.90) 4.15 3.5 " 下縁と個IJ縁の一部残す。両面に調整を施す。

240 " (43.65) 37.70 13.00 12.7 11 下敵縁打の一部を残し，丁寧な両面調整を施きれ，
がみられる。
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実調tl図 法 i量 (凹)

醤号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

221 石銭 サヌカイト (19.75) (12.65) 5.65 1.1 S 085102 下半部を欠失。横断面三角形。

222 " " (31.00) (21. 95) 5.05 2.8 " 下半部を欠失。幅広。先端は鋭利。

223 " " (27.30) (8.00) 4.00 1.2 11 下半部を欠失。幅狭。

224 " 11 (37.85) 26.15 13.10 7.2 " 
下半部凸基を欠鍍失。と有考茎大型石鍍か。き上下逆にし
て， 石 えることもでる。

225 襖状石器 " 46.90 12.60 9.35 7.0 " 

226 " " 38.50 24.10 11.50 10.6 11 完面形調。整両す側る。面を上方から裁断。上下両端を両

完縁部辺形に ー側な面両施面すを下調整方か施ら載さ断。 四辺形 下縁227 " " 30.00 27.40 8.15 8.4 " 
。丁寧 が れている。。上縁に
加工を 。

228 " " 33.70 29.50 4.75 5.9 N 完上形縁。部，四下辺縁形部。共右に図両右面側調縁整をが上施方さかれらて載い断る。。

完部片形 四辺調施形整。 一施側き面下段を状下縁方から載断急 上縁
229 " 11 31.20 21.85 7.40 6.5 11 に両調整面 が れ 部制には， 角度の

面 がされ，階 離がみられる。

230 " 11 35.60 35.05 14.15 25.9 11 
完上形縁 四辺面形調 一施方の側れ面蔽を上方から裁断。

。は片 。整が き ， 打がみられる。
下縁は両面調整ののち，敵打を施す。

231 " 27.75 (32.80) 9.70 11.7 11 両も側両面面調を上整を・下施方す。から載断する。上・下縁と|

232 打製石庖丁 11 (43.55) 49.00 10.65 24.7 11 

側敵端打部がのみ残。れ扶存る。 上縁部部に両面面調多整が施され
みら 。刃は にく整が施

されている。 り部は片面片のみの簡調単な調整
でつくる。

233 11 11 (32.00) 52.00 11.10 20.4 11 端両刃部面部調のは整直み残線が弧存施状状。でさ上れ，や縁.両や顕面部大著加はき直工ない線蔽扶で状打刃りが部でをやみっやらく丁れり寧出る。なし

ている。の もつ。

234 11 (31. 50) 50.45 9.10 20.0 H が。み刃らる 図央整 範囲にたり襲警の事事f官 tく重苦白書
然り商，石を残庖丁す。と加も縁考中え 部れにる。わずかな挟りがあ

235 H 11 (67.80) 48.20 13.50 39.5 11 上丁寧縁部と一調方整の端が施部を欠失。 刃部。挟は直線あ状りで
r な片面 されている り 。

236 H H (42.10) 41.10 8.15 21.0 11 一方の端整部施を欠失。上縁部は凸あ線状で丁寧な
片面調がされている。挟り。

完刃形。刃部(図の上縁)は直(線状下厳で縁，打小きな

237 刃器 " 44.40 23.55 5.45 4.6 11 
こぽれがみられる。上縁 図の )は両

面調整を行い，刃つぶしのための もみら
tlる。

238 11 32.70 (25.00) 6.30 5.9 " 
下調半整部を施を欠す。失。両側縁部に片面を主体とした

239 11 (26.35) (20.90) 4.15 3.5 " 下縁と個IJ縁の一部残す。両面に調整を施す。

240 " (43.65) 37.70 13.00 12.7 11 下敵縁打の一部を残し，丁寧な両面調整を施きれ，
がみられる。
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実調tl図 法 量 (mm) 

番 号
器 種 石 質 重量(鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

241 サヌカイト 21.55 19.65 5.80 2.6 S D85102 小片。一側縁部にやや丁寧な両面調整が施さ
れている。

242 刃器 M (32.00) (27.70) 18.00 8.1 11 小片片刃。状下の縁刃部部はがやっやく丁り寧出なさ両れ面て調い整るが。施され，

243 11 11 49.45 23.80 4.40 5.7 11 小両側片。端上縁，下縁共に両面調整が施される。
を欠失か。

244 11 11 16.30 10.15 4.00 0.6 11 
小片。左図下縁と右側縁に両面調整が施され
ている。凹基石鉱の逆刺部か。

245 11 H (31.65) (18.75) 7.75 6.5 刀 小片。下縁の一部に両面調整が施されている。

246 11 11 (29.10) (22.15) 5.55 3.2 11 
側縁と下縁の一部を残し両面調整が施されて
いるo

247 11 11 25.20 (9.85) 3.00 0.9 11 薄施手の素材を用いた小片。一側縁に両面調整
がされている。

248 11 (29.80) 20.95 5.30 3.2 11 石除鍛か。両上端調部整を欠失。右図右側縁の一部を
き， 面 を施す。

249 11 (32.40) 28.75 10.45 7.7 11 
一方敵の端打部を欠失。上縁下部縁に両面調整が施さ
れ， がみられる。 部に片刃状の刃部
をつくり出す。

250 11 32.65 (20.40) 9.05 5.5 11 一方の端部を欠失。個IJ縁部に粗い両面調整を
施す。

251 11 (34.30) (21. 90) 4.60 4.4 11 
小片。下縁部に両面調整が施され，刃部とす
る。

252 11 35.10 (37.35) 6.40 10.0 H 下両縁面部に両整面調加整が施され，一方の側縁にも
に調がえられている。

253 11 30.75 33.35 10.35 14.9 11 
両側施部を欠失 下縁部はやや丁寧面な両面施調整
がされ上縁部にはやや粗い両調整が さ
れている。

254 11 40.75 13.60 13.50 5.0 11 上はい磨刃・下滅部縁(と左はと図なもの両ら方面なが調L磨3整0滅がが施顕さ著れ)。る。下両縁面部下は部鋭

255 H 51.15 25.00 6.95 14.8 11 
両側部欠失。上・下縁とも両面調整が施され
ている。

256 11 52.95 40.60 12.65 31.2 11 
小型打製石斧か。右図右側縁部には敵打も認
められる。上縁部は欠失の可能性もある。

257 11 (50.00) (37.00) 8.10 13.8 11 一方の端調部を欠失。上縁，下縁共に片面を主
体とした 整が施されている。

258 ノF (43.00) (32.80) 10.70 11.2 11 一方の端部を欠失。上縁，下縁共に丁寧な両
面調整が施され，蔽打がみられる。

259 11 (36.35) 28.80 8.90 8.9 H 上下調端整部施を欠失。一方の側縁部にやや粗い片
面 がされている。

260 11 47.60 32.00 9.70 12.7 11 下縁部に片面調整が施されている。

第85表石器観察表ω

-371-

実調tl図 法 量 (mm) 

番 号
器 種 石 質 重量(鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

241 サヌカイト 21.55 19.65 5.80 2.6 S D85102 小片。一側縁部にやや丁寧な両面調整が施さ
れている。

242 刃器 M (32.00) (27.70) 18.00 8.1 11 小片片刃。状下の縁刃部部はがやっやく丁り寧出なさ両れ面て調い整るが。施され，

243 11 11 49.45 23.80 4.40 5.7 11 小両側片。端上縁，下縁共に両面調整が施される。
を欠失か。

244 11 11 16.30 10.15 4.00 0.6 11 
小片。左図下縁と右側縁に両面調整が施され
ている。凹基石鉱の逆刺部か。

245 11 H (31.65) (18.75) 7.75 6.5 刀 小片。下縁の一部に両面調整が施されている。

246 11 11 (29.10) (22.15) 5.55 3.2 11 
側縁と下縁の一部を残し両面調整が施されて
いるo

247 11 11 25.20 (9.85) 3.00 0.9 11 薄施手の素材を用いた小片。一側縁に両面調整
がされている。

248 11 (29.80) 20.95 5.30 3.2 11 石除鍛か。両上端調部整を欠失。右図右側縁の一部を
き， 面 を施す。

249 11 (32.40) 28.75 10.45 7.7 11 
一方敵の端打部を欠失。上縁下部縁に両面調整が施さ
れ， がみられる。 部に片刃状の刃部
をつくり出す。

250 11 32.65 (20.40) 9.05 5.5 11 一方の端部を欠失。個IJ縁部に粗い両面調整を
施す。

251 11 (34.30) (21. 90) 4.60 4.4 11 
小片。下縁部に両面調整が施され，刃部とす
る。

252 11 35.10 (37.35) 6.40 10.0 H 下両縁面部に両整面調加整が施され，一方の側縁にも
に調がえられている。

253 11 30.75 33.35 10.35 14.9 11 
両側施部を欠失 下縁部はやや丁寧面な両面施調整
がされ上縁部にはやや粗い両調整が さ
れている。

254 11 40.75 13.60 13.50 5.0 11 上はい磨刃・下滅部縁(と左はと図なもの両ら方面なが調L磨3整0滅がが施顕さ著れ)。る。下両縁面部下は部鋭

255 H 51.15 25.00 6.95 14.8 11 
両側部欠失。上・下縁とも両面調整が施され
ている。

256 11 52.95 40.60 12.65 31.2 11 
小型打製石斧か。右図右側縁部には敵打も認
められる。上縁部は欠失の可能性もある。

257 11 (50.00) (37.00) 8.10 13.8 11 一方の端調部を欠失。上縁，下縁共に片面を主
体とした 整が施されている。

258 ノF (43.00) (32.80) 10.70 11.2 11 一方の端部を欠失。上縁，下縁共に丁寧な両
面調整が施され，蔽打がみられる。

259 11 (36.35) 28.80 8.90 8.9 H 上下調端整部施を欠失。一方の側縁部にやや粗い片
面 がされている。

260 11 47.60 32.00 9.70 12.7 11 下縁部に片面調整が施されている。

第85表石器観察表ω
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実測図 法 量 (岨)

番号
器 種石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

261 サヌカイト (38.40 ) I (31. 80) 8.80 13.5 S D85102 側な縁両，面下調縁整の一部を残蔽す。下縁部にやや丁寧
が施され打がみられる。

262 
側縁施 下縁の一部。下を縁残部すは。両側面縁調部整はが片施面さ調れ整， 

" (50.75) (30.30) 8.30 12.1 " がされている。
階段状剥離が多くみられる。

263 " 42.30 27.55 11.10 17.0 " 
下縁厳部打は両認面調整が施される。上縁.下縁共
に がめられる。

264 " 46.15 29.95 7.45 10.4 " 
縁下縁部部に打片面施調整が施されている。右図右側

に敵がされている。

265 
両く端部出を欠失 上縁部には片刃状の刃部が施がつ

" 44.10 (42.10) 7.50 16.9 " り され，下縁部には粗い両面調整 さ
れている。

266 " 55.55 (45.20) 12.55 41. 3 
上端く部出を欠失。右図左左側左縁側に片刃状の刃部が

" つ り される。 図 縁の一部に自然面
を残す。

267 " 54.00 58.00 15.00 53.5 " 上右図・下右縁上に縁両の面一調部整にを自施然す面。両側縁を欠失か。
を残す。

268 " 31. 95 (23.35) 11.75 10.1 " 
下縁の一部を残 L.片刃状の刃部が作り出さ
れている。

269 N (76.00) 40.80 9.35 29.7 " 
一方の端施部を欠失。上縁，下縁共に粗い両面
調整が される。

270 " 55.20 56.75 9.00 25.6 
スクレイパーか。下縁方部は両面調整で片刃状

" の刃部面が作整がら施れ，ー の側縁には刃つぶし状
の片調 されている o

271 " 48.10 40.85 11.85 26.2 " 
下左縁図部右に両縁面調整部を施したのち敵打を施す。

側の に自然面を残す。

272 " 49.75 32.85 8.25 15.0 1) 
上縁部が刃部状をなし，下縁部にも調整が施
されている。

273 " (73.70) 59.80 10.90 72.9 
打製粗石斧またはスクレイパーか。下自縁扶部はや

" ゃ い両図面右側調整が施され上縁施部に ""面を残
す。左 縁に片面加工がされる。

274 " 96.80 53.00 19.70 98.5 上敵整縁打で部，下縁部共に丁1図寧左な慣両n縁面部調に整事が施さi面れ調， 

" がみられる。り右出 粗い両
刃部をつく す。

275 太型蛤刃石斧 81. 00 58.90 31. 70 300 " 
上半部を欠失。刃部は外湾し，厳打がみられ
る。

276 磨製石製品 結品片岩 50.00 24.75 8.55 15.9 " 
下半部を欠側失。縁一方の側縁は両刃の刃部状と
なり一方の は分厚t'0 

277 磨石 砂 岩 105.45 82.40 42.75 570 " 
完央形部。扇平な河打原石を使用。表，裏面共に中

を若干厳 しその周囲が磨かれる。

278 " " 121. 20 92.85 45.50 770 " 
完形厳。打扇平な河原石を使用。両面共に中央部
に を施し，その周囲を磨く。

279 " " 63.10 53.65 31. 90 182 " 
上縁厳，打側を縁の一部を残す。表裏面共に中央部
に 施l.c.その周囲を磨く。

280 石鍍 サヌカイト 23.95 15.40 3.60 1.1 S D85103 完形。凹基。
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q
r
“
 

ヴ
d

q
J
 

実測図 法 量 (岨)

番号
器 種石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

261 サヌカイト (38.40 ) I (31. 80) 8.80 13.5 S D85102 側な縁両，面下調縁整の一部を残蔽す。下縁部にやや丁寧
が施され打がみられる。

262 
側縁施 下縁の一部。下を縁残部すは。両側面縁調部整はが片施面さ調れ整， 

" (50.75) (30.30) 8.30 12.1 " がされている。
階段状剥離が多くみられる。

263 " 42.30 27.55 11.10 17.0 " 
下縁厳部打は両認面調整が施される。上縁.下縁共
に がめられる。

264 " 46.15 29.95 7.45 10.4 " 
縁下縁部部に打片面施調整が施されている。右図右側

に敵がされている。

265 
両く端部出を欠失 上縁部には片刃状の刃部が施がつ

" 44.10 (42.10) 7.50 16.9 " り され，下縁部には粗い両面調整 さ
れている。

266 " 55.55 (45.20) 12.55 41. 3 
上端く部出を欠失。右図左左側左縁側に片刃状の刃部が

" つ り される。 図 縁の一部に自然面
を残す。

267 " 54.00 58.00 15.00 53.5 " 上右図・下右縁上に縁両の面一調部整にを自施然す面。両側縁を欠失か。
を残す。

268 " 31. 95 (23.35) 11.75 10.1 " 
下縁の一部を残 L.片刃状の刃部が作り出さ
れている。

269 N (76.00) 40.80 9.35 29.7 " 
一方の端施部を欠失。上縁，下縁共に粗い両面
調整が される。

270 " 55.20 56.75 9.00 25.6 
スクレイパーか。下縁方部は両面調整で片刃状

" の刃部面が作整がら施れ，ー の側縁には刃つぶし状
の片調 されている o

271 " 48.10 40.85 11.85 26.2 " 
下左縁図部右に両縁面調整部を施したのち敵打を施す。

側の に自然面を残す。

272 " 49.75 32.85 8.25 15.0 1) 
上縁部が刃部状をなし，下縁部にも調整が施
されている。

273 " (73.70) 59.80 10.90 72.9 
打製粗石斧またはスクレイパーか。下自縁扶部はや

" ゃ い両図面右側調整が施され上縁施部に ""面を残
す。左 縁に片面加工がされる。

274 " 96.80 53.00 19.70 98.5 上敵整縁打で部，下縁部共に丁1図寧左な慣両n縁面部調に整事が施さi面れ調， 

" がみられる。り右出 粗い両
刃部をつく す。

275 太型蛤刃石斧 81. 00 58.90 31. 70 300 " 
上半部を欠失。刃部は外湾し，厳打がみられ
る。

276 磨製石製品 結品片岩 50.00 24.75 8.55 15.9 " 
下半部を欠側失。縁一方の側縁は両刃の刃部状と
なり一方の は分厚t'0 

277 磨石 砂 岩 105.45 82.40 42.75 570 " 
完央形部。扇平な河打原石を使用。表，裏面共に中

を若干厳 しその周囲が磨かれる。

278 " " 121. 20 92.85 45.50 770 " 
完形厳。打扇平な河原石を使用。両面共に中央部
に を施し，その周囲を磨く。

279 " " 63.10 53.65 31. 90 182 " 
上縁厳，打側を縁の一部を残す。表裏面共に中央部
に 施l.c.その周囲を磨く。

280 石鍍 サヌカイト 23.95 15.40 3.60 1.1 S D85103 完形。凹基。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重蛍(剖 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

281 石鍍 サヌカイト (18.65) (20.20) 4.45 1.7 S D85103 先端部と，逆刺部の一部を欠失。凹基。

282 JI JI (39.80) (20.45) 7.35 3.6 H 逆先端刺部と，達逆刺部の一部基を欠失。長三角形。
が発している。凹。

283 H 11 35.75 (20.75) 4.10 2.8 N 逆刺部の一部を欠失。凹基。

284 JI JI (32.75) (13.50) 4.60 1.9 11 先刺端発部達と逆し刺部の一部を欠失。長三角形。逆
が ている。凹基。

285 JI JI 38.80 21.30 4.70 2.9 11 逆刺部の一部を欠失。凹基。

286 JI JI (35.25) (20.20) 3.90 2.0 11 先端部と逆刺部の一部を欠失。凹基。

287 H H (17.90) (u目70) 4.10 0.9 11 先端部と下端部の一部を欠失。平基。

288 JI JI 31.25 13.50 4.10 2.0 JI 完形。凹基。体部中央が幅広となる。

289 H JI (27.60) 20.10 3.90 2.0 11 先端部を欠失。基部はわずかに内湾。

290 襖状石器 JI 26.20 9.15 7.50 1.9 JI 上端下部縁を部欠失。両方面柱調状。が施一側さ面を上方より戴
断。 に 整 れている。

291 JI JI 27.70 14.90 6.45 2.9 H 三角面調形状整。一側面を下方より裁断。下縁部に
両 が施されている。

292 11 JI 34.80 29.25 6.75 4.1 JI 三面角形調状整。一施側き面を下方から裁断。下縁部に
片 が れている。

293 H JI 28.10 24.65 7.85 6.1 JI 完下形縁。台も形両状面。調一側施面を上方より載断。上-
と 整がきれている。

294 H JI 35.65 30.85 8.75 1l.4 JI 
完縁形部。 四辺縁形部状共。に一側面面を下寧方より載断整 上施
され，る。下 片 が 了 な 両 面 調 。を

295 打製石庖丁 JI (29.85) 52.45 7.40 13.3 11 一方の端部のみ残存。浅くて幅広の挟りがあ
る。

一線方状使一の端用で部痕部両に面がを調欠整失。 長施方形。 上縁部右左刃部図共に
296 JI 60.30 48.60 7.55 がされており， のM 32.8 JI 

縁直部に みられ残る。す挟りあり。 図左上刃
の 自然面を

スクレイノ{- 完小形。左な下S図~J.縁左t部側が縁にあ調整又は刃部こぽれとみられる297 
又は刃器

11 64.55 59.50 12.20 41.5 11 き 部る。上自縁然 に蔽残打す痕がみられ
る。 に 薗を 。

298 JI (33.90) (28.90) 9.50 14.4 11 下縁の一部を残し，両面に調整が施されてい
る。

完形。 刃部は直上線縁然状部面で敵残片打刃す状痕に両面調整が施左299 スクレィ ，I'~- JI 73.35 48.60 12.85 51.1 JI されてい部る。 に がみられる。
図左側縁に自 を

300 JI (32.00) (31.10) 1l.30 12.2 11 上・下縁の一部を残す。下縁部に厳打痕がみ
られる。

第87表石 器 観察表仰
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重蛍(剖 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

281 石鍍 サヌカイト (18.65) (20.20) 4.45 1.7 S D85103 先端部と，逆刺部の一部を欠失。凹基。

282 JI JI (39.80) (20.45) 7.35 3.6 H 逆先端刺部と，達逆刺部の一部基を欠失。長三角形。
が発している。凹。

283 H 11 35.75 (20.75) 4.10 2.8 N 逆刺部の一部を欠失。凹基。

284 JI JI (32.75) (13.50) 4.60 1.9 11 先刺端発部達と逆し刺部の一部を欠失。長三角形。逆
が ている。凹基。

285 JI JI 38.80 21.30 4.70 2.9 11 逆刺部の一部を欠失。凹基。

286 JI JI (35.25) (20.20) 3.90 2.0 11 先端部と逆刺部の一部を欠失。凹基。

287 H H (17.90) (u目70) 4.10 0.9 11 先端部と下端部の一部を欠失。平基。

288 JI JI 31.25 13.50 4.10 2.0 JI 完形。凹基。体部中央が幅広となる。

289 H JI (27.60) 20.10 3.90 2.0 11 先端部を欠失。基部はわずかに内湾。

290 襖状石器 JI 26.20 9.15 7.50 1.9 JI 上端下部縁を部欠失。両方面柱調状。が施一側さ面を上方より戴
断。 に 整 れている。

291 JI JI 27.70 14.90 6.45 2.9 H 三角面調形状整。一側面を下方より裁断。下縁部に
両 が施されている。

292 11 JI 34.80 29.25 6.75 4.1 JI 三面角形調状整。一施側き面を下方から裁断。下縁部に
片 が れている。

293 H JI 28.10 24.65 7.85 6.1 JI 完下形縁。台も形両状面。調一側施面を上方より載断。上-
と 整がきれている。

294 H JI 35.65 30.85 8.75 1l.4 JI 
完縁形部。 四辺縁形部状共。に一側面面を下寧方より載断整 上施
され，る。下 片 が 了 な 両 面 調 。を

295 打製石庖丁 JI (29.85) 52.45 7.40 13.3 11 一方の端部のみ残存。浅くて幅広の挟りがあ
る。

一線方状使一の端用で部痕部両に面がを調欠整失。 長施方形。 上縁部右左刃部図共に
296 JI 60.30 48.60 7.55 がされており， のM 32.8 JI 

縁直部に みられ残る。す挟りあり。 図左上刃
の 自然面を

スクレイノ{- 完小形。左な下S図~J.縁左t部側が縁にあ調整又は刃部こぽれとみられる297 
又は刃器

11 64.55 59.50 12.20 41.5 11 き 部る。上自縁然 に蔽残打す痕がみられ
る。 に 薗を 。

298 JI (33.90) (28.90) 9.50 14.4 11 下縁の一部を残し，両面に調整が施されてい
る。

完形。 刃部は直上線縁然状部面で敵残片打刃す状痕に両面調整が施左299 スクレィ ，I'~- JI 73.35 48.60 12.85 51.1 JI されてい部る。 に がみられる。
図左側縁に自 を

300 JI (32.00) (31.10) 1l.30 12.2 11 上・下縁の一部を残す。下縁部に厳打痕がみ
られる。

第87表石 器 観察表仰
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(鉛 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

301 スクレイノマー サヌカイ卜 51.30 33.50 6.70 10.5 S D85103 
刃部れはわずかに縁内湾し，縁小さな両面調然整面が施
き ている。上と側の一部に自"を残
す。

302 JI (50.90) (17.80) 9.45 8.7 JI 下整縁が施の一さ部れをる残。す。階段状剥離の多い両面調

303 JI 26.40 13.90 7.75 3.5 H '下左縁側部縁部に片に面自然を主面体を残とすし。た調整を施す。 左図

304 JI 32.80 (21.90) 10.05 11.0 1/ 
下縁の一部に両面調整が施され，敵打がみら

， れる。

305 H (37.40) (28.95) 7.80 10.1 H 両石面庖調丁整の破され片たか下。縁部に小さな扶りがある。

306 1/ (28.55) (21. 00) 2.80 1.8 H スクレ整イパーか。れ両端部を欠失。下縁部には
両面調が施き ている。

307 H 31.80 (30.70) 9.50 11.4 JI 下縁の一部を残す。両面調整が施されている。

308 一側方うの端部部両側を縁欠面失調 =施角に形はし状，敵。刃打下部が縁状部と一方JI 32.80 (31.40) 10.80 9.8 JI の 縁 に 。整ーを とする。
も一方の の一部 みられる。

309 石庖丁 JI (44.45) (28.85) 8.45 8.8 JI 刃部くの一部，を左残図すに。ま下顕縁著部なに磨片滅刃が状みのら刃れ部るを。
つり出し l 。

310 JI (53.65) (40.40) 10.65 24.6 JI 側が縁と下れ縁の一部縁に両面部調に整自が然施面され， 厳打
みらる。下の一 面を残す。

311 石庖丁 JI (31.10) (29.35) 5.20 7.2 1/ 刃部の一部面を残磨す。刃部には片面調整が施さ
れ一方のに減がみられる。

312 JI 62.05 33.35 11.85 32.4 1/ 上打縁が，施下さ縁れ共に両面調整が施され， さらに敵
ている。

313 1/ 46.40 33.05 8.60 19.7 1/ 
下鯨に両面調整が施されている。上縁部は
刃 にならな"0

314 1/ 51.55 32.65 11.60 22.2 
下霊縁長部に小さな両右面図調の整磨滅が施部され1両横面方に磨

1/ みられる。る 分にま 向の
がみられ 。

315 1/ 43.80 30.30 10.85 14.1 1/ 下敵縁打部を行に両な面'調整一方を施の側L縁，部さら'に刃つぶしの
つ。 1;::調整あり。

316 砥石 砂 岩(160∞) 102.00 78.00 1，950 1/ 上下磨端滅部がを欠失。一方の側縁と表裏面の一部
に みられる。

317 石錘 M 65.90 128.10 31. 75 390.0 1/ 完き形。挟扇り平な河原石を使用。両側縁に打ち欠
の をもっ。

318 磨石 JI 88.20 60.80 43.90 340.0 1/ 完形敵。打両部面やのや一上部ににわ若ず干かのな敵磨打滅がが施みさられれ，右図
の る。

319 凹み石
完付形近れ。扇平な河た痕原石を使用 表裏面共に中央

JI 97.55 85.10 31.35 385.0 ノ/ に叩かれ があり，周辺部に磨滅がみ
らる。

320 磨石 JI (67.80) (40目25) 31.15 115.2 1/ 側側縁縁部の一に部若干を残の敵す。打両痕面がとみもらわれずるか。に磨滅し，

第88表石器観察表。。
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(鉛 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

301 スクレイノマー サヌカイ卜 51.30 33.50 6.70 10.5 S D85103 
刃部れはわずかに縁内湾し，縁小さな両面調然整面が施
き ている。上と側の一部に自"を残
す。

302 JI (50.90) (17.80) 9.45 8.7 JI 下整縁が施の一さ部れをる残。す。階段状剥離の多い両面調

303 JI 26.40 13.90 7.75 3.5 H '下左縁側部縁部に片に面自然を主面体を残とすし。た調整を施す。 左図

304 JI 32.80 (21.90) 10.05 11.0 1/ 
下縁の一部に両面調整が施され，敵打がみら

， れる。

305 H (37.40) (28.95) 7.80 10.1 H 両石面庖調丁整の破され片たか下。縁部に小さな扶りがある。

306 1/ (28.55) (21. 00) 2.80 1.8 H スクレ整イパーか。れ両端部を欠失。下縁部には
両面調が施き ている。

307 H 31.80 (30.70) 9.50 11.4 JI 下縁の一部を残す。両面調整が施されている。

308 一側方うの端部部両側を縁欠面失調 =施角に形はし状，敵。刃打下部が縁状部と一方JI 32.80 (31.40) 10.80 9.8 JI の 縁 に 。整ーを とする。
も一方の の一部 みられる。

309 石庖丁 JI (44.45) (28.85) 8.45 8.8 JI 刃部くの一部，を左残図すに。ま下顕縁著部なに磨片滅刃が状みのら刃れ部るを。
つり出し l 。

310 JI (53.65) (40.40) 10.65 24.6 JI 側が縁と下れ縁の一部縁に両面部調に整自が然施面され， 厳打
みらる。下の一 面を残す。

311 石庖丁 JI (31.10) (29.35) 5.20 7.2 1/ 刃部の一部面を残磨す。刃部には片面調整が施さ
れ一方のに減がみられる。

312 JI 62.05 33.35 11.85 32.4 1/ 上打縁が，施下さ縁れ共に両面調整が施され， さらに敵
ている。

313 1/ 46.40 33.05 8.60 19.7 1/ 
下鯨に両面調整が施されている。上縁部は
刃 にならな"0

314 1/ 51.55 32.65 11.60 22.2 
下霊縁長部に小さな両右面図調の整磨滅が施部され1両横面方に磨

1/ みられる。る 分にま 向の
がみられ 。

315 1/ 43.80 30.30 10.85 14.1 1/ 下敵縁打部を行に両な面'調整一方を施の側L縁，部さら'に刃つぶしの
つ。 1;::調整あり。

316 砥石 砂 岩(160∞) 102.00 78.00 1，950 1/ 上下磨端滅部がを欠失。一方の側縁と表裏面の一部
に みられる。

317 石錘 M 65.90 128.10 31. 75 390.0 1/ 完き形。挟扇り平な河原石を使用。両側縁に打ち欠
の をもっ。

318 磨石 JI 88.20 60.80 43.90 340.0 1/ 完形敵。打両部面やのや一上部ににわ若ず干かのな敵磨打滅がが施みさられれ，右図
の る。

319 凹み石
完付形近れ。扇平な河た痕原石を使用 表裏面共に中央

JI 97.55 85.10 31.35 385.0 ノ/ に叩かれ があり，周辺部に磨滅がみ
らる。

320 磨石 JI (67.80) (40目25) 31.15 115.2 1/ 側側縁縁部の一に部若干を残の敵す。打両痕面がとみもらわれずるか。に磨滅し，

第88表石器観察表。。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

321 磨石 砂 岩 123.30 (80.25) 43.35 585.0 S D85103 上片面下両の端一部部がを磨欠滅失。す両る面。とも中央部を敵打L.

322 H 11 100.30 79.65 31.30 385.0 H 裏片か面面れ共のて一にい部中る央。を付欠近失。に鳳敵平打痕な河が原あ石り周を使辺用部。が表磨 I

323 11 M (86.20) (118.70) 48.80 675.0 11 下み半ら部れをる。欠裏失。面左(右図左図側)中に若央干部磨を厳か打れたし痕てが凹

める。

324 砥石 M 004.55) (82.10) 43.75 490.0 11 縁火を受部けて残赤褐す色に変面色している。上縁，側
のーを 。片に磨滅がみられる。

325 11 11 (88.30) (59.25) (53.15) 310.0 11 側縁の一部を残す。表裏及び側面に磨滅が認
められる。

326 砥石文は石皿 H (82.85) (84.20) 50.85 520.0 H 一方の端，下部縁を部欠失 左打下痕端が部残付近に磨滅が認
められ に敵 されている。

327 111 11 187.50 92.70 43.40 1.300 N 完が形認。め扇平な河原石を使用。表裏面共に磨滅
られる。

328 石鍍 サヌカイト 17.30 (14.75) 3.50 0.8 S D85104 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

329 11 (15.40) (13.45) 7.15 2.1 11 小破片。下縁部に片面調整が施されている。

330 M 30.30 21.80 7.40 5.5 11 下左縁図部右上に縁両面に調片整面調が施整がさ施れ，さ厳れ打るが。みられる。

一施縁方の側れ縁部上縁を欠失。敵な上打調整も・下縁には両。に施面左調図整左
331 11 73.70 (69.50) 24.90 162111 がさ，部 には みられる

側 の ー に も 小 さ が部分的 され
ている。

332 M (29.35) 28.95 6.70 7.9 11 一方の端部を欠失。上・下縁部に組い調整が
施される。

スクレイパーか。両下縁者部と一離方角の側度縁部急を片
333 11 44.50 35.10 5.90 15.1 11 面調整している。 とも剥 はであ

る。

334 11 58.50 (42.30) 15.20 47.2 11 打両製面石調斧整かを施。上し下，他端方部にを粗欠い失片。面一調方整のを側施縁すに。

335 石鍛 H 30.90 (12.35) 4.65 1.6 S D85105 一方の端部を欠失。平基。

336 11 H 25.90 14.65 3.05 1.3 H 完形。凸基。

337 11 11 (l7 .25) (14.70) 4.05 0.9 ノJ 下半部を欠失。

338 11 11 (36.60) 23.55 6.75 6.8 11 上・下端部を欠失。大型石鍍。

339 11 (31.55) (23.05) 8.30 6.8 11 上認め・下ら両れ縁る。に両両側面縁調と整もを裁施断し面，の上可縁能に性敵あ打りが。

340 11 (33.40) (24.40) 7.50 6.5 11 上半部を欠失。下縁部に自然面を残す。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

321 磨石 砂 岩 123.30 (80.25) 43.35 585.0 S D85103 上片面下両の端一部部がを磨欠滅失。す両る面。とも中央部を敵打L.

322 H 11 100.30 79.65 31.30 385.0 H 裏片か面面れ共のて一にい部中る央。を付欠近失。に鳳敵平打痕な河が原あ石り周を使辺用部。が表磨 I

323 11 M (86.20) (118.70) 48.80 675.0 11 下み半ら部れをる。欠裏失。面左(右図左図側)中に若央干部磨を厳か打れたし痕てが凹

める。

324 砥石 M 004.55) (82.10) 43.75 490.0 11 縁火を受部けて残赤褐す色に変面色している。上縁，側
のーを 。片に磨滅がみられる。

325 11 11 (88.30) (59.25) (53.15) 310.0 11 側縁の一部を残す。表裏及び側面に磨滅が認
められる。

326 砥石文は石皿 H (82.85) (84.20) 50.85 520.0 H 一方の端，下部縁を部欠失 左打下痕端が部残付近に磨滅が認
められ に敵 されている。

327 111 11 187.50 92.70 43.40 1.300 N 完が形認。め扇平な河原石を使用。表裏面共に磨滅
られる。

328 石鍍 サヌカイト 17.30 (14.75) 3.50 0.8 S D85104 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

329 11 (15.40) (13.45) 7.15 2.1 11 小破片。下縁部に片面調整が施されている。

330 M 30.30 21.80 7.40 5.5 11 下左縁図部右上に縁両面に調片整面調が施整がさ施れ，さ厳れ打るが。みられる。

一施縁方の側れ縁部上縁を欠失。敵な上打調整も・下縁には両。に施面左調図整左
331 11 73.70 (69.50) 24.90 162111 がさ，部 には みられる

側 の ー に も 小 さ が部分的 され
ている。

332 M (29.35) 28.95 6.70 7.9 11 一方の端部を欠失。上・下縁部に組い調整が
施される。

スクレイパーか。両下縁者部と一離方角の側度縁部急を片
333 11 44.50 35.10 5.90 15.1 11 面調整している。 とも剥 はであ

る。

334 11 58.50 (42.30) 15.20 47.2 11 打両製面石調斧整かを施。上し下，他端方部にを粗欠い失片。面一調方整のを側施縁すに。

335 石鍛 H 30.90 (12.35) 4.65 1.6 S D85105 一方の端部を欠失。平基。

336 11 H 25.90 14.65 3.05 1.3 H 完形。凸基。

337 11 11 (l7 .25) (14.70) 4.05 0.9 ノJ 下半部を欠失。

338 11 11 (36.60) 23.55 6.75 6.8 11 上・下端部を欠失。大型石鍍。

339 11 (31.55) (23.05) 8.30 6.8 11 上認め・下ら両れ縁る。に両両側面縁調と整もを裁施断し面，の上可縁能に性敵あ打りが。

340 11 (33.40) (24.40) 7.50 6.5 11 上半部を欠失。下縁部に自然面を残す。
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実測図 法 量 (四)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

341 サヌカイト (45.90) (37.65) 11.90 21. 7 S 085105 
両端部を欠失 上・下両稜縁線と沿も両面調わ整ずが施
されている。両面共に にって かな
磨滅が認められる。

342 H (57.20) (24.00) 9.50 12.2 " 
スクレイパーか。下縁の一部を残す。両面調
整が認められる。

343 太型蛤刃石斧 ハンレイ岩? (49.40) (64.80) (45.40) 355 " 
頭残部る。の一部と下半部を欠失。表面に敵打痕が

344 石鍾 砂 岩 84.40 76.85 18.90 153 " 
扶完形。を加持熱のため赤な変。原両端を使に打欠きによる

り つ。周平河石 用する。

345 石鍍 サヌカイト 09.65) 21.00 6.10 2.9 S 085106 上内半湾部すると。一方の端部を欠失。基部はわずかに

346 ノF 31.60 25.50 5.90 5.3 " 
下調縁整部が認に両面調整が施され，上縁の一部にも

められる。

347 " 26.35 17.30 3.70 1.6 S 085109 下縁の一部を残L-.両面調整が施されている。

348 磨製石斧 結晶片岩 (94.45) 43.35 09.50) 137 H 下半部と片面を欠失。

349 石鍍 サヌカイト 34.95 14.25 5.00 2.2 S 085115 側縁の一部をわずかに欠失。凸基。

350 刀

" 36.20 26.05 4.90 2.9 S 085123 完形。凹基。大型石鉱

石調調庖整整丁がか。さ両れ端部を欠失。縁上部録端部面に粗両側い両面
351 H 40.20 (27.20) 8.60 13.1 H 施施 ている。下 の にも

がされている。

352 スクレイパー 11 (75.65) (61.00) 10.50 62.2 H 側整縁が残と下り縁，下の縁一部にを自残然面す。を両残側す縁。の一部に調

353 打製石庖丁 11 (91.65) 54.15 11.35 66.8 H ている の部lま一豪幹語害一室緊孟事?室長平施吉野れ禁法時五一面弓部なz自 はを 扶ていりある。り。上縁と恥ーに

354 石鉱 " 25.35 (l7 .60) 4.10 1.6 S 085124 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

355 11 " 25.90 17.30 6.05 2.5 11 完形も。わ基ず部とー整側縁を加に調整を施し.他の側縁
に かに調 える。

356 H 11 33.20 18.05 3.70 1.9 11 完形。有茎。

357 打製石庖丁 (48.80) 一方両Eの端君影部を響欠失。れ長方形話。 上縁部れは直線下状縁

" 44.40 10.10 31.1 11 で き ， 蔽 が み ら る 。
部は 刃状の刃を作りだす。

358 スクレイパー M (43.35) (23.40) 6.25 6.2 11 
上震と刃部の一部を欠失。刃部には両面調整
をす。

359 11 35.90 18.60 7.75 7.5 11 上縁整がに加粗い両面調整が施され，下縁には片面
調 えられている。

360 11 47.50 28.50 9.50 15.5 " 上縁部に片面調整を施す。
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実測図 法 量 (四)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

341 サヌカイト (45.90) (37.65) 11.90 21. 7 S 085105 
両端部を欠失 上・下両稜縁線と沿も両面調わ整ずが施
されている。両面共に にって かな
磨滅が認められる。

342 H (57.20) (24.00) 9.50 12.2 " 
スクレイパーか。下縁の一部を残す。両面調
整が認められる。

343 太型蛤刃石斧 ハンレイ岩? (49.40) (64.80) (45.40) 355 " 
頭残部る。の一部と下半部を欠失。表面に敵打痕が

344 石鍾 砂 岩 84.40 76.85 18.90 153 " 
扶完形。を加持熱のため赤な変。原両端を使に打欠きによる

り つ。周平河石 用する。

345 石鍍 サヌカイト 09.65) 21.00 6.10 2.9 S 085106 上内半湾部すると。一方の端部を欠失。基部はわずかに

346 ノF 31.60 25.50 5.90 5.3 " 
下調縁整部が認に両面調整が施され，上縁の一部にも

められる。

347 " 26.35 17.30 3.70 1.6 S 085109 下縁の一部を残L-.両面調整が施されている。

348 磨製石斧 結晶片岩 (94.45) 43.35 09.50) 137 H 下半部と片面を欠失。

349 石鍍 サヌカイト 34.95 14.25 5.00 2.2 S 085115 側縁の一部をわずかに欠失。凸基。

350 刀

" 36.20 26.05 4.90 2.9 S 085123 完形。凹基。大型石鉱

石調調庖整整丁がか。さ両れ端部を欠失。縁上部録端部面に粗両側い両面
351 H 40.20 (27.20) 8.60 13.1 H 施施 ている。下 の にも

がされている。

352 スクレイパー 11 (75.65) (61.00) 10.50 62.2 H 側整縁が残と下り縁，下の縁一部にを自残然面す。を両残側す縁。の一部に調

353 打製石庖丁 11 (91.65) 54.15 11.35 66.8 H ている の部lま一豪幹語害一室緊孟事?室長平施吉野れ禁法時五一面弓部なz自 はを 扶ていりある。り。上縁と恥ーに

354 石鉱 " 25.35 (l7 .60) 4.10 1.6 S 085124 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

355 11 " 25.90 17.30 6.05 2.5 11 完形も。わ基ず部とー整側縁を加に調整を施し.他の側縁
に かに調 える。

356 H 11 33.20 18.05 3.70 1.9 11 完形。有茎。

357 打製石庖丁 (48.80) 一方両Eの端君影部を響欠失。れ長方形話。 上縁部れは直線下状縁

" 44.40 10.10 31.1 11 で き ， 蔽 が み ら る 。
部は 刃状の刃を作りだす。

358 スクレイパー M (43.35) (23.40) 6.25 6.2 11 
上震と刃部の一部を欠失。刃部には両面調整
をす。

359 11 35.90 18.60 7.75 7.5 11 上縁整がに加粗い両面調整が施され，下縁には片面
調 えられている。

360 11 47.50 28.50 9.50 15.5 " 上縁部に片面調整を施す。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

加下縁と側縁の一部を残図し そこに両面稜破調線片整が
361 サヌカイト 44.00 (39.95) 8.75 15.4 S D85124 えられている。右下縁を庖中心に に沿

って一部磨滅がみられる。石 了の か。

362 11 36.10 21.90 6.40 6.5 11 上下両縁に両面調整が施されている。

363 11 (80.00) 38.35 12.75 42.5 11 一方体の端調部整を欠失。上下両縁とも右図の面を
主に している。

364 石 鍍 11 (25.65) (14.70) 3.85 1.2 S D85127 上下端部を欠失。凹基。

365 11 45.95 24.00 6.15 10.1 11 
下縁に片面調整を施し一部に敵打を加えてい
る。

366 石鯨 刀 31.50 (16.80) 3.95 2.0 S D85128 逆耳目iの端部を欠失。凹基。

367 !! 11 18.85 15.25 3.60 0.8 11 完形。凹基。

368 !! ノ/ (18.70) (13.70) 4.10 0.9 11 下半部を欠失。

側裏方端面部のみ残存認打。刃部には。れ片扶る面。あ調り整。が挟施ヵされ上， 369 打製石庖丁 !! (28.90) 45.20 7.75 11.7 11 に磨滅がめられる 当ら
にかけて敵痕がみら

側整端部のみ残存。長下縁方形部。上縁片部面はあ体まり調
370 11 11 (37.40) (45.10) 10.25 15.4 11 されていない。t には を主 とし

た調整が加えらしている。

371 スクレイパー 11 (51. 90) 45.70 7.70 16.1 11 両さ端れ部ていを欠る。失左。図刃右部上は縁外の湾一L部，自片然面面調を整残がす施。

一方の端部調整を欠加失。刃部は外湾し 縁片面を粗主
372 !! 11 (49.40) 41. 70 13.45 29.5 刀 体とした整がえられている。上には

-'両面調 が施されている。

373 紡錘車未製品 結品片 岩 48.55 44.15 6.95 25.6 !! 完中形央。部扇平穿な河原石を使用。周縁をこする。
に 孔のくぼみがある。

374 スクレイノマー サヌカイト 41.10 (36.10) 7.80 16.1 S B85009 
上縁部に磨両面滅調整が施されており，片稜面線調に沿
って一部 がみられる。刃部は 整で
ある。

375 11 (59.55) 33.70 7.55 22.7 S B8510lへ 上方縁，蔽釘下縁共に丁寧な両面調整が施され，一
に がみらttる。

石槍施近か。のさ上・下端方部蔽を打欠失。 両側縁に両左面図調中
376 !! (36.60) 22.90 9.45 10.9 S B85103-に 要が tL，部ーに がみられる。

付 ーに磨滅がみられる。

377 11 57.50 57.00 8.00 18.1 11 
刃部の一部を残す。片面を主体とした小さな
調整又は刃こぼれが認められる。

慣面IJ縁調と刃部施の一部を残す 刃側部部は幅直線広状で片

378 打製石庖丁 11 (38.20) (38.35) 11.60 16.3 S B85104ーい 整が 蔽線されている。減側左縁図 に い挟部 り
をつくり 打沿を施す 縁から刃に
かけて，稜にって磨がみられる。

379 刀 I! (28.00) (42.00) 12.80 16.0 S B85104 へ 力上日縁側縁の一部を残す。上縁側縁とも敵打を
えている。

一方の端上縁部部あを欠失 下縁な部調に両施面調整が施さ
380 スクレイパー 11 (31.15) 35.15 6.50 8.8 S B85104 は れる。鋭 には細か 整はされていな

いが利でる。

一L 

第91表石器観察表制
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

加下縁と側縁の一部を残図し そこに両面稜破調線片整が
361 サヌカイト 44.00 (39.95) 8.75 15.4 S D85124 えられている。右下縁を庖中心に に沿

って一部磨滅がみられる。石 了の か。

362 11 36.10 21.90 6.40 6.5 11 上下両縁に両面調整が施されている。

363 11 (80.00) 38.35 12.75 42.5 11 一方体の端調部整を欠失。上下両縁とも右図の面を
主に している。

364 石 鍍 11 (25.65) (14.70) 3.85 1.2 S D85127 上下端部を欠失。凹基。

365 11 45.95 24.00 6.15 10.1 11 
下縁に片面調整を施し一部に敵打を加えてい
る。

366 石鯨 刀 31.50 (16.80) 3.95 2.0 S D85128 逆耳目iの端部を欠失。凹基。

367 !! 11 18.85 15.25 3.60 0.8 11 完形。凹基。

368 !! ノ/ (18.70) (13.70) 4.10 0.9 11 下半部を欠失。

側裏方端面部のみ残存認打。刃部には。れ片扶る面。あ調り整。が挟施ヵされ上， 369 打製石庖丁 !! (28.90) 45.20 7.75 11.7 11 に磨滅がめられる 当ら
にかけて敵痕がみら

側整端部のみ残存。長下縁方形部。上縁片部面はあ体まり調
370 11 11 (37.40) (45.10) 10.25 15.4 11 されていない。t には を主 とし

た調整が加えらしている。

371 スクレイパー 11 (51. 90) 45.70 7.70 16.1 11 両さ端れ部ていを欠る。失左。図刃右部上は縁外の湾一L部，自片然面面調を整残がす施。

一方の端部調整を欠加失。刃部は外湾し 縁片面を粗主
372 !! 11 (49.40) 41. 70 13.45 29.5 刀 体とした整がえられている。上には

-'両面調 が施されている。

373 紡錘車未製品 結品片 岩 48.55 44.15 6.95 25.6 !! 完中形央。部扇平穿な河原石を使用。周縁をこする。
に 孔のくぼみがある。

374 スクレイノマー サヌカイト 41.10 (36.10) 7.80 16.1 S B85009 
上縁部に磨両面滅調整が施されており，片稜面線調に沿
って一部 がみられる。刃部は 整で
ある。

375 11 (59.55) 33.70 7.55 22.7 S B8510lへ 上方縁，蔽釘下縁共に丁寧な両面調整が施され，一
に がみらttる。

石槍施近か。のさ上・下端方部蔽を打欠失。 両側縁に両左面図調中
376 !! (36.60) 22.90 9.45 10.9 S B85103-に 要が tL，部ーに がみられる。

付 ーに磨滅がみられる。

377 11 57.50 57.00 8.00 18.1 11 
刃部の一部を残す。片面を主体とした小さな
調整又は刃こぼれが認められる。

慣面IJ縁調と刃部施の一部を残す 刃側部部は幅直線広状で片

378 打製石庖丁 11 (38.20) (38.35) 11.60 16.3 S B85104ーい 整が 蔽線されている。減側左縁図 に い挟部 り
をつくり 打沿を施す 縁から刃に
かけて，稜にって磨がみられる。

379 刀 I! (28.00) (42.00) 12.80 16.0 S B85104 へ 力上日縁側縁の一部を残す。上縁側縁とも敵打を
えている。

一方の端上縁部部あを欠失 下縁な部調に両施面調整が施さ
380 スクレイパー 11 (31.15) 35.15 6.50 8.8 S B85104 は れる。鋭 には細か 整はされていな

いが利でる。

一L 

第91表石器観察表制
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実測図 法 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

381 石皿 砂 岩 271.00 255.00 55.00 5.950 S B85104 へ 明磨IJ縁，下縁の一部を欠失。左図下部がわずかに
かれているものと思われる。

382 11 180.00 195.00 75.00 4.050 S B85104ーほ 完形。裏片面は央中央部部を敵打したのち周囲を磨
き， 面は中 を磨いている。

383 (144.50) (7510) (17.90) 290 S B85111ーは 砥石か。片面と上部を欠失。表面を磨く。

上下縁両端下と一方の側縁部を欠失 表面を磨く。
384 f分 岩 88.10 (68.50) (78.20) 545 11 他両 ・縁及び側の一部に敵打痕がある。

の石器を再利用した叩き石か。

385 石鯨 サヌカイト 34.10 (18.20) 3.95 1.8 ピット 20 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

386 11 11 (28.45) (21. 40) 6.70 4.0 ピ y ト1 先端部と逆刺の端部を欠失。白色風化。

387 11 11 27.60 11.00 3.45 1.3 ピット 56 完形。平基。

388 11 11 33.85 (18.00) 5.70 3.4 ピット Y
一方の整下端部施を欠失 平基 →側粗縁は丁寧調な
両面調をすが，他の側縁はい片面整
を加える。

389 石錐 11 30.15 13.10 3.40 1.0 ピット 24 完形。先端部に磨滅あり。

390 模状石器 11 22.95 22.30 8.25 6.6 ピット 27
縁完形部。上縁打，下縁共に両面調方整が施され.方下

に敵がみられる。ーの側面を下よ
り裁断。

391 11 11 39.35 36.35 8.65 15.7 ピット 38
完下形。部方形状小。上縁調部は加片面調整が施され.
縁にも さな整がえられる。一方の

側面を下方から裁断。

392 11 11 40.80 16.00 14.45 8.8 ピット 2 完剥形離。が方多柱く状み。ら上れ縁る。は両平面坦個。IJを下上縁方部かにら階載段断状。

393 11 11 51. 30 27.40 14.10 17.1 ピッ卜 1 完形。三角方形状側。面下縁部方に縁辺の敵打が施さ
れる。ーの を上より載断。

394 打製石庖丁 11 (75.70) 49.30 9.30 43.4 ピット 36 や片部しりや面てをと紡加加中い錘央え工る形。。部て。再左の一方用の側部上端縁稜と{部は耳目縁両部を面昔欠分日加失した後刃 挟韓減は
利図やのや。刃下は 線 ，を右中工;心図のに損磨部Ij 

両襲端状さ部を欠失。 上縁打部痕は外湾し， 両面調部両整慎はIJ が
395 11 11 108.55 46.70 11. 70 56.7 ピット 30 れたのち，敵 がみられる。刃 端直

で片刃状方の調尖起整が施されている。
とも挟り下の を欠失。

方施施の端ささ部を敵欠失打。上縁部は外湾l..-. 片面調

396 11 11 (48.35) 39.55 8.80 22.7 ピット 9 整襲が れ， がみられる。刃部は両然面面調
が れている。上縁部の部に自 を
す。

397 11 30.85 (34.20) 8.60 6.7 ピット 22 一側縁に両面調整がみられる。

398 スクレイパー 11 100.60 58.90 11.50 58.2 ピット 15
完施形。 三角形状残外。面刃部調は外湾粗し， 両左面図調左側整を
部すに。自但然面し，を す。の 整は い。 縁

399 石鍬 11 24.40 21. 90 9.00 5.5 ピット 9 先粗端部を欠失か。厚手の素材を用l'.調整は
し泊。

400 11 (25.40) (21. 40) 7.80 5.0 ピット 24
下方半部側を欠失献 両側面に両面調上整縁部を施し 一

の縁に打がみられる。 に自然面
を残す。

第92表石器観察表側

378~ 

実測図 法 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

381 石皿 砂 岩 271.00 255.00 55.00 5.950 S B85104 へ 明磨IJ縁，下縁の一部を欠失。左図下部がわずかに
かれているものと思われる。

382 11 180.00 195.00 75.00 4.050 S B85104ーほ 完形。裏片面は央中央部部を敵打したのち周囲を磨
き， 面は中 を磨いている。

383 (144.50) (7510) (17.90) 290 S B85111ーは 砥石か。片面と上部を欠失。表面を磨く。

上下縁両端下と一方の側縁部を欠失 表面を磨く。
384 f分 岩 88.10 (68.50) (78.20) 545 11 他両 ・縁及び側の一部に敵打痕がある。

の石器を再利用した叩き石か。

385 石鯨 サヌカイト 34.10 (18.20) 3.95 1.8 ピット 20 一方の逆刺端部を欠失。凹基。

386 11 11 (28.45) (21. 40) 6.70 4.0 ピ y ト1 先端部と逆刺の端部を欠失。白色風化。

387 11 11 27.60 11.00 3.45 1.3 ピット 56 完形。平基。

388 11 11 33.85 (18.00) 5.70 3.4 ピット Y
一方の整下端部施を欠失 平基 →側粗縁は丁寧調な
両面調をすが，他の側縁はい片面整
を加える。

389 石錐 11 30.15 13.10 3.40 1.0 ピット 24 完形。先端部に磨滅あり。

390 模状石器 11 22.95 22.30 8.25 6.6 ピット 27
縁完形部。上縁打，下縁共に両面調方整が施され.方下

に敵がみられる。ーの側面を下よ
り裁断。

391 11 11 39.35 36.35 8.65 15.7 ピット 38
完下形。部方形状小。上縁調部は加片面調整が施され.
縁にも さな整がえられる。一方の

側面を下方から裁断。

392 11 11 40.80 16.00 14.45 8.8 ピット 2 完剥形離。が方多柱く状み。ら上れ縁る。は両平面坦個。IJを下上縁方部かにら階載段断状。

393 11 11 51. 30 27.40 14.10 17.1 ピッ卜 1 完形。三角方形状側。面下縁部方に縁辺の敵打が施さ
れる。ーの を上より載断。

394 打製石庖丁 11 (75.70) 49.30 9.30 43.4 ピット 36 や片部しりや面てをと紡加加中い錘央え工る形。。部て。再左の一方用の側部上端縁稜と{部は耳目縁両部を面昔欠分日加失した後刃 挟韓減は
利図やのや。刃下は 線 ，を右中工;心図のに損磨部Ij 

両襲端状さ部を欠失。 上縁打部痕は外湾し， 両面調部両整慎はIJ が
395 11 11 108.55 46.70 11. 70 56.7 ピット 30 れたのち，敵 がみられる。刃 端直

で片刃状方の調尖起整が施されている。
とも挟り下の を欠失。

方施施の端ささ部を敵欠失打。上縁部は外湾l..-. 片面調

396 11 11 (48.35) 39.55 8.80 22.7 ピット 9 整襲が れ， がみられる。刃部は両然面面調
が れている。上縁部の部に自 を
す。

397 11 30.85 (34.20) 8.60 6.7 ピット 22 一側縁に両面調整がみられる。

398 スクレイパー 11 100.60 58.90 11.50 58.2 ピット 15
完施形。 三角形状残外。面刃部調は外湾粗し， 両左面図調左側整を
部すに。自但然面し，を す。の 整は い。 縁

399 石鍬 11 24.40 21. 90 9.00 5.5 ピット 9 先粗端部を欠失か。厚手の素材を用l'.調整は
し泊。

400 11 (25.40) (21. 40) 7.80 5.0 ピット 24
下方半部側を欠失献 両側面に両面調上整縁部を施し 一

の縁に打がみられる。 に自然面
を残す。

第92表石器観察表側
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実測図 1去 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

401 サヌカイト (23.10) (19.30) 7.40 3.7 ピット 67 一方の端部を欠失。周縁部に両面調整を施す。

402 I! 33.00 16.40 7.10 4.2 ピット 15 模状れ石器か。一下方縁の部側に面やをや上粗方いか両ら面載調断整すが施
き ている。 る。

403 !I (38.55) 30.10 7.15 8.2 ピット 19
下半部を欠失。両側縁共に両面調整が施され
ている。

404 /1 (39.65) (25.20) 8.40 9.3 ピット 15 石庖縁部丁か'。両上面縁加部工にを縁加辺え加る工。が挟施りさあれている。
下 L り。

405 I! 25.95 (25.10) 5.10 4.6 ピット F 一方の端部を欠失。下縁部に両面調整が施き
tlている。

406 /1 (22.45) 18.30 4.40 2.0 ピット 14 上下整端施部を欠失。両側縁に反対方向から片面
調がされている。

407 I! 65.20 (57.45) 14.80 64.5 ピット 2
上半部を欠失。下縁，側縁部に両面調整が施さ
れている。

408 !I (31. 90) (19.20) 4.40 2.9 ピット 15 下縁調部整の 部を残G.部分的に干郎通両面とな
る を力日える。

409 /1 (43.10) 23.85 8.30 9.0 ピット 4 一方の端部を欠失。下縁部に草色、片面調整が
施されている。

刃部方の一部部を欠弧失。側描縁部は一方が直線状
410 磨製石斧 蛇紋岩 109.00 70.10 26.20 335 ピット 26 他は頭す から を いて刃部に至る。刃部

は外湾る。

411 砥石 砂 岩 (82.60) 82.95 (54.80) 665 ピット 8
上，下磨端滅部及び片面を欠失熱。表面，若側面に顧
著な が み ら れ る 。 火 の た め 干 赤 変 す
る。

412 磨石 /1 90.60 86.75 35.60 435 ピット 5 完形。部扇平敵な河原周石部を使用。中央部と周縁部
の を 打 し 辺 を 磨 く 。

413 叩き石 /1 141. 90 92.15 50.10 995 ピット A 完打痕形。あ扇り平。な河原石を使用。表面中央部に蔽

414 サヌカイト 32.10 31. 90 4.10 4.4 ピットNo不明 一伊l縁に両面加工が施され，わずかな厳打が
みられる。

415 磨石 砂 岩 117.30 107.00 45.75 755 /1 

上面および側面上を磨く 上面の中央厳部がわず
かにく I~む。 面の一部にわずかな 打痕が
ある。

416 石鍬 サヌカイト 27.00 15.05 3.65 1.4 S K85101 
下端部の一部を欠失。基部はわずかに外湾す
る。

417 /1 (42.70) (41.10) 10.20 17.4 S K85102 恒Ij縁部敵t下端認部共に両面加工が施され，わず
かに Tがめられる。

418 /1 (31. 55) 20.85 5.50 4.7 S X85001 石鉱施か。上下端部欠失。両側縁部は両面加工
を している。

419 打製石庖丁 (47.15) 
長方形線上 一方両の端打調整痕部を欠失。上縁部， 刃部共

/1 43.55 9.75 26.4 /1 に直状縁で厳面 が施されている。挟りあ
り。 部に が認められる。

叩き石 結晶片 岩
表面に磨き，打失および敵部打が認められる。下上部部

420 116.90 43.70 41.10 380 /1 の一著部を敵欠 O痕上縁認 に挟れ りがある。 端
に顕な がめらる o

第93表石器観察 表(21)
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実測図 1去 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

401 サヌカイト (23.10) (19.30) 7.40 3.7 ピット 67 一方の端部を欠失。周縁部に両面調整を施す。

402 I! 33.00 16.40 7.10 4.2 ピット 15 模状れ石器か。一下方縁の部側に面やをや上粗方いか両ら面載調断整すが施
き ている。 る。

403 !I (38.55) 30.10 7.15 8.2 ピット 19
下半部を欠失。両側縁共に両面調整が施され
ている。

404 /1 (39.65) (25.20) 8.40 9.3 ピット 15 石庖縁部丁か'。両上面縁加部工にを縁加辺え加る工。が挟施りさあれている。
下 L り。

405 I! 25.95 (25.10) 5.10 4.6 ピット F 一方の端部を欠失。下縁部に両面調整が施き
tlている。

406 /1 (22.45) 18.30 4.40 2.0 ピット 14 上下整端施部を欠失。両側縁に反対方向から片面
調がされている。

407 I! 65.20 (57.45) 14.80 64.5 ピット 2
上半部を欠失。下縁，側縁部に両面調整が施さ
れている。

408 !I (31. 90) (19.20) 4.40 2.9 ピット 15 下縁調部整の 部を残G.部分的に干郎通両面とな
る を力日える。

409 /1 (43.10) 23.85 8.30 9.0 ピット 4 一方の端部を欠失。下縁部に草色、片面調整が
施されている。

刃部方の一部部を欠弧失。側描縁部は一方が直線状
410 磨製石斧 蛇紋岩 109.00 70.10 26.20 335 ピット 26 他は頭す から を いて刃部に至る。刃部

は外湾る。

411 砥石 砂 岩 (82.60) 82.95 (54.80) 665 ピット 8
上，下磨端滅部及び片面を欠失熱。表面，若側面に顧
著な が み ら れ る 。 火 の た め 干 赤 変 す
る。

412 磨石 /1 90.60 86.75 35.60 435 ピット 5 完形。部扇平敵な河原周石部を使用。中央部と周縁部
の を 打 し 辺 を 磨 く 。

413 叩き石 /1 141. 90 92.15 50.10 995 ピット A 完打痕形。あ扇り平。な河原石を使用。表面中央部に蔽

414 サヌカイト 32.10 31. 90 4.10 4.4 ピットNo不明 一伊l縁に両面加工が施され，わずかな厳打が
みられる。

415 磨石 砂 岩 117.30 107.00 45.75 755 /1 

上面および側面上を磨く 上面の中央厳部がわず
かにく I~む。 面の一部にわずかな 打痕が
ある。

416 石鍬 サヌカイト 27.00 15.05 3.65 1.4 S K85101 
下端部の一部を欠失。基部はわずかに外湾す
る。

417 /1 (42.70) (41.10) 10.20 17.4 S K85102 恒Ij縁部敵t下端認部共に両面加工が施され，わず
かに Tがめられる。

418 /1 (31. 55) 20.85 5.50 4.7 S X85001 石鉱施か。上下端部欠失。両側縁部は両面加工
を している。

419 打製石庖丁 (47.15) 
長方形線上 一方両の端打調整痕部を欠失。上縁部， 刃部共

/1 43.55 9.75 26.4 /1 に直状縁で厳面 が施されている。挟りあ
り。 部に が認められる。

叩き石 結晶片 岩
表面に磨き，打失および敵部打が認められる。下上部部

420 116.90 43.70 41.10 380 /1 の一著部を敵欠 O痕上縁認 に挟れ りがある。 端
に顕な がめらる o
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 賀 重量(同 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

421 不明 サヌカイト 53.70 48.15 10.75 33.1 9 X85004 痕石面庖調~ì丁整みかがら。れ施両るさ側。れ縁右t図を縁右欠部失下と。方下上に縁録磨部，滅中下あ央縁り共。に敵に両打

422 模状石器素材 JI 44.25 42.80 10.75 25.2 JI iipiifiif語48135課長
423 石鍍 JI 37.95 14.30 4.55 2.2 S X85005 完形。凸基。木葉形。

424 JI " (32.80) 15.30 4.40 2.4 JI 有茎，茎先端部を欠失。

425 JI JI 27.00 14.40 3.30 1.2 H 完形。有茎。一側縁に片面調整を施す。

426 JI 52.20 50.50 10.50 38.2 JI 上縁敵，打下痕縁共に両面調整が施される。下縁部
に がみられる。

427 スクレイノfー JI (69.65) 39.25 6.85 15.7 S X85006 下片半面部調整を欠が施失。さ三れ角る形。。横刃長部剥片は直を線使状用。で粗白色い

風化。

428 砥石 結品片岩 (86.05) 67.75 42.20 535 JI 上下く左右四面あを磨いている。上面に蔽打によ
る lifみカ5 る。

429 石鉱 サヌカイト (20.40) 15.45 3.30 0.8 遺構面直上 逆刺部両端を欠失。凹基。

430 JI JI 20.20 24.30 4.15 1.6 H 完形。凹基。基部の扶りが大きい。

431 JI JI (21. 30) (15.80) 3.50 1.0 JI 先整端は部丁寧と逆。刺の一端を欠失。凹基。両面の調

432 n JI (21.00) (17.05) 3.70 1.3 H 先端部と逆刺部両端を欠失。凹基。

433 n JI 29.65 20.40 5.30 2.7 JI 調石鎌整未を施製品す。か。基部および一方の置ij縁に荷面

434 JI H 24.80 (15.10) 2.65 0.8 JI 一方の逆刺部を欠失。

435 JI JI 59.40 27.40 5.10 7.5 " 大型凹基石銭。片面調整。完形。

436 JI H (23.50) 18.00 3.55 1.2 JI 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

437 " JI (25.60) 20.10 4.45 2.1 JI 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

438 n JI 20.50 18.30 3.50 1.3 JI 完形。基部はわずかに内湾する。

439 H JI (23.30) 20.80 4.90 2.3 JI 先内端湾部すをる。欠失。不整三角形。基部はわずかに

440 H JI 25.35 (22.80) 5.20 2.5 JI 下縁部一端を欠失。基部はわずかに内湾する。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 賀 重量(同 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

421 不明 サヌカイト 53.70 48.15 10.75 33.1 9 X85004 痕石面庖調~ì丁整みかがら。れ施両るさ側。れ縁右t図を縁右欠部失下と。方下上に縁録磨部，滅中下あ央縁り共。に敵に両打

422 模状石器素材 JI 44.25 42.80 10.75 25.2 JI iipiifiif語48135課長
423 石鍍 JI 37.95 14.30 4.55 2.2 S X85005 完形。凸基。木葉形。

424 JI " (32.80) 15.30 4.40 2.4 JI 有茎，茎先端部を欠失。

425 JI JI 27.00 14.40 3.30 1.2 H 完形。有茎。一側縁に片面調整を施す。

426 JI 52.20 50.50 10.50 38.2 JI 上縁敵，打下痕縁共に両面調整が施される。下縁部
に がみられる。

427 スクレイノfー JI (69.65) 39.25 6.85 15.7 S X85006 下片半面部調整を欠が施失。さ三れ角る形。。横刃長部剥片は直を線使状用。で粗白色い

風化。

428 砥石 結品片岩 (86.05) 67.75 42.20 535 JI 上下く左右四面あを磨いている。上面に蔽打によ
る lifみカ5 る。

429 石鉱 サヌカイト (20.40) 15.45 3.30 0.8 遺構面直上 逆刺部両端を欠失。凹基。

430 JI JI 20.20 24.30 4.15 1.6 H 完形。凹基。基部の扶りが大きい。

431 JI JI (21. 30) (15.80) 3.50 1.0 JI 先整端は部丁寧と逆。刺の一端を欠失。凹基。両面の調

432 n JI (21.00) (17.05) 3.70 1.3 H 先端部と逆刺部両端を欠失。凹基。

433 n JI 29.65 20.40 5.30 2.7 JI 調石鎌整未を施製品す。か。基部および一方の置ij縁に荷面

434 JI H 24.80 (15.10) 2.65 0.8 JI 一方の逆刺部を欠失。

435 JI JI 59.40 27.40 5.10 7.5 " 大型凹基石銭。片面調整。完形。

436 JI H (23.50) 18.00 3.55 1.2 JI 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

437 " JI (25.60) 20.10 4.45 2.1 JI 先端部を欠失。基部はわずかに内湾する。

438 n JI 20.50 18.30 3.50 1.3 JI 完形。基部はわずかに内湾する。

439 H JI (23.30) 20.80 4.90 2.3 JI 先内端湾部すをる。欠失。不整三角形。基部はわずかに

440 H JI 25.35 (22.80) 5.20 2.5 JI 下縁部一端を欠失。基部はわずかに内湾する。
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実測図 .法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重鍾{回 出土位置 観 察

畏さ 幅 厚さ

441 石鍛 サヌカイト 28.20 26.80 4.30 2.8 遺構面直上 完形。不繋三角形。基部はわずかに内湾する。

442 11 11 07.30) 15.90 4.40 1.0 11 先端部，下端部の一端を欠失。平基。

443 M 11 (22.20) 07.00) 4.20 1.5 11 先端部，下部両端欠失。平基。

444 M 11 (27.70) 16.50 3.60 l目7 11 先端部と下縁部を欠失。平基。

445 11 H (32.20) 20.50 5.10 2.7 11 完形。平基。

446 H H 28.10 12.75 3.40 1.4 11 一方の側基縁部と，下縁部の一端をわずかに欠
失。平

447 H H (33.10) 19.50 4.60 3.5 11 先端部を欠失。凸基。

448 H 11 (22.75) 10.85 3.20 1.0 11 先端部，下端部を欠失。凸基。

449 11 11 42.00 24.10 4.35 5.2 11 完加形。大型凸基石鍍。木葉形。両面とも縁辺
工。

450 11 11 40.30 10.80 4.50 1.9 11 完形。凸基。細身。

451 11 11 46.10 19.70 6.60 2.9 11 完形。有茎か。

452 11 11 (33.90) 19.90 5.30 3.6 11 下半部を欠失。

453 ρ 11 (25.60) 14.90 3目70 1.4 11 先端部と下半部を欠失。

454 11 H 07.50) (18.30) 4.00 1.0 11 先端部のみ残存。

455 石錐 11 (36.00) (26.70) 4.65 3.2 H 著先端。部を欠失。錐先部は片面からの加工が顕

456 模状石器 11 24.50 (16.75) 7.65 3.3 11 縁完形と。も右両図面左調側獲面を施を上す。方から裁断。 上縁， 下

完縁形 右両中面央図左調の側整稜面線で蔽を上打方から裁断 上縁右 下部457 H H 36.75 24.50 12.20 16.3 11 と図も が著しい。滅右あ図下
と左 にわずかな磨 り。

458 11 11 32.10 10.85 7.60 2.6 H 方下柱縁状と。も完両形面。調両整側を面施をす下。方左か図ら下裁部断に。磨上滅縁あ， 

り。

三縁角形 完縁形 右両図面左調側整面を上方縁から載敵打断
459 11 H 29.65 21.65 9.05 6.3 H 上，れ。下と。も で，上には。が

みらる。

460 11 M 29.55 10.60 9.20 3.3 11 下方柱縁状と。も完両形面。調両整側を薗施をす上。方から裁断。上縁，

第95表石器観察表仰

-381-

実測図 .法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重鍾{回 出土位置 観 察

畏さ 幅 厚さ

441 石鍛 サヌカイト 28.20 26.80 4.30 2.8 遺構面直上 完形。不繋三角形。基部はわずかに内湾する。

442 11 11 07.30) 15.90 4.40 1.0 11 先端部，下端部の一端を欠失。平基。

443 M 11 (22.20) 07.00) 4.20 1.5 11 先端部，下部両端欠失。平基。

444 M 11 (27.70) 16.50 3.60 l目7 11 先端部と下縁部を欠失。平基。

445 11 H (32.20) 20.50 5.10 2.7 11 完形。平基。

446 H H 28.10 12.75 3.40 1.4 11 一方の側基縁部と，下縁部の一端をわずかに欠
失。平

447 H H (33.10) 19.50 4.60 3.5 11 先端部を欠失。凸基。

448 H 11 (22.75) 10.85 3.20 1.0 11 先端部，下端部を欠失。凸基。

449 11 11 42.00 24.10 4.35 5.2 11 完加形。大型凸基石鍍。木葉形。両面とも縁辺
工。

450 11 11 40.30 10.80 4.50 1.9 11 完形。凸基。細身。

451 11 11 46.10 19.70 6.60 2.9 11 完形。有茎か。

452 11 11 (33.90) 19.90 5.30 3.6 11 下半部を欠失。

453 ρ 11 (25.60) 14.90 3目70 1.4 11 先端部と下半部を欠失。

454 11 H 07.50) (18.30) 4.00 1.0 11 先端部のみ残存。

455 石錐 11 (36.00) (26.70) 4.65 3.2 H 著先端。部を欠失。錐先部は片面からの加工が顕

456 模状石器 11 24.50 (16.75) 7.65 3.3 11 縁完形と。も右両図面左調側獲面を施を上す。方から裁断。 上縁， 下

完縁形 右両中面央図左調の側整稜面線で蔽を上打方から裁断 上縁右 下部457 H H 36.75 24.50 12.20 16.3 11 と図も が著しい。滅右あ図下
と左 にわずかな磨 り。

458 11 11 32.10 10.85 7.60 2.6 H 方下柱縁状と。も完両形面。調両整側を面施をす下。方左か図ら下裁部断に。磨上滅縁あ， 

り。

三縁角形 完縁形 右両図面左調側整面を上方縁から載敵打断
459 11 H 29.65 21.65 9.05 6.3 H 上，れ。下と。も で，上には。が

みらる。

460 11 M 29.55 10.60 9.20 3.3 11 下方柱縁状と。も完両形面。調両整側を薗施をす上。方から裁断。上縁，

第95表石器観察表仰
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(同 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

461 模状石器 サヌカイト 33.25 18.40 7.70 5.1 遺構面直上 三上縁角磨形下状縁滅。あと完もり形。両。面右調図整左で側あ面るを。上右方図か中ら央裁の断稜。

線に

長上方形下 完形は。平右坦面図左側残面を上方面から裁側縁断。
462 !I !I 39.40 25.10 10.40 12.6 !I 縁施に もり。両から に

調整をす。

463 !I !I 47.70 35.80 9.20 18.5 !I 右整図左側上縁面部を上方片から載整断。下縁部を両面調
1..-， を面調する。

四辺縁刃形下 完形。 右両著面図左調あ側整面を下上縁方から裁打断。464 !I !I 34.95 33.85 9.50 12.6 /1 上 縁ともに で， は献によ
るつぶれが顕でる。

下付方柱縁近状。 完形両 両調著側整面蔽を上方から載断左 上縁縁465 /1 11 49.35 16.00 8.20 9.1 11 と磨もに顕面 で打を施す。 図上
は滅が である。

466 !I 11 37.10 32.30 7.80 12.8 11 長上縁整方形，。下粗完縁い形。と。も右に図両の面左調側整面をを施上す方。よ側り縁載部断の。

調は

467 /1 11 48.45 24.40 5.75 7.3 /1 四の辺み形両。蘭調右図整のを施左側す面。を下方から裁断。上縁

468 11 11 48.65 36.75 9.10 19.5 !I 長下然縁方面形のを。残み完両す形面。。調右整図をの施左す側。面右を図下右方側か縁ら部裁に断自。

三角形上状縁左。 完下部形縁。 右図両面の左側整面施を上方から戴部
469 !I 11 37.05 32.20 10.00 13.1 11 断。左 ，上 と然も 面を調残 をす。上縁

と図 に自 す。

470 打製石庖丁 11 (38.95) 38.30 9.75 15.1 11 長上左る方縁。図形一のは。刃方自一部然に方挟面にの使をり側残用あ端痕しり部。てとを思い欠わる失。れ刃。る刃部磨部は滅片はが直面み線加ら状工れ。。

長調失方形上 方下打。の側縁上が端部と一線方の扶りの上部を欠
471 11 11 50.00 49.80 6.90 15.4 11 整 縁，敵 ともに直 状。下本縁来片には縁両整面部

後の みられるので の上
とみられる 縁側部(刃部)は面調。

長方形 一状部方。のも側上両端縁面部部加工はを両欠失面 上縁部蔽部 刃施部
472 刀 11 43.20 43.00 6.35 17.1 11 

ともに。直線刃 。加工で ， 打が
される。あ である。刃にやや
磨滅がる。

473 11 11 (36.80) 37.65 6.90 14.4 11 上長上が縁縁施方形部部さ。れ一刃，刃方磨部部の滅とと端しもも部にてにと直い両他線る面方状。加刃の。工扶一部。の方は下上図に縁扶部の部上がりは縁欠あ敵失かり打。o。

施長直線方さ形状れ。 一縁方刃端部部部を面面欠加加失。 上縁敵部打刃部ずともに474 11 11 (33.15) 36.35 6.25 12.3 11 。上 は両両 工で がわかに
る。 も 工である。

475 11 11 (65.55) 46.90 17.20 44.3 11 輯右方るをの端上敵縁す縁打部左部がわを施図欠ずは両失さ 上加がる縁工。わ ・施刃刃図か部部のと上減片も若面部す加干「外工自湾然右で
自す 。詰:こ ま詰き謀り。2字書は 主。

一方の端部を部欠失。片上縁加は両面あ加工で敵図打が
476 11 11 (78.45) 42.75 10.70 41.0 11 施さ部れる磨。刃は面工でる。左の挟

の下が滅する。

477 ノ/ 11 (80.45) 49.55 9.20 49.0 11 長直線部方形状。。片上一面縁加方は工の両側。刃面端部加部両工を衝し欠に.失敵磨。滅打上がが縁施や， さ刃れ部るは。
刃は や顕著。

478 H 11 99.50 49.20 13.20 87.2 JJ 

長欠方失形。一方が狭まる 一方打敵り挟使左りの上部上央縁を

自と刃然面部すがはる残が両，面る縁加。工の。一部上縁を敵は 打し。て 用図。中 に

479 11 JJ 115.90 60.90 10.80 79.7 11 状長静。方に警形両使官端，用上痕に縁臨挟と部思り主のがわ軍一れあ部事るる!を磨。盤欠上滅失縁が上。部あ上正はる縁指。や部や証と厚刃書〈部景品両は直面線調守

480 スクレイパー JJ 39.10 22.00 6.35 7.0 11 長左方図形下。縁刃に部丁寧(図なの調上整縁を)施にす両。面調整を施す。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(同 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

461 模状石器 サヌカイト 33.25 18.40 7.70 5.1 遺構面直上 三上縁角磨形下状縁滅。あと完もり形。両。面右調図整左で側あ面るを。上右方図か中ら央裁の断稜。

線に

長上方形下 完形は。平右坦面図左側残面を上方面から裁側縁断。
462 !I !I 39.40 25.10 10.40 12.6 !I 縁施に もり。両から に

調整をす。

463 !I !I 47.70 35.80 9.20 18.5 !I 右整図左側上縁面部を上方片から載整断。下縁部を両面調
1..-， を面調する。

四辺縁刃形下 完形。 右両著面図左調あ側整面を下上縁方から裁打断。464 !I !I 34.95 33.85 9.50 12.6 /1 上 縁ともに で， は献によ
るつぶれが顕でる。

下付方柱縁近状。 完形両 両調著側整面蔽を上方から載断左 上縁縁465 /1 11 49.35 16.00 8.20 9.1 11 と磨もに顕面 で打を施す。 図上
は滅が である。

466 !I 11 37.10 32.30 7.80 12.8 11 長上縁整方形，。下粗完縁い形。と。も右に図両の面左調側整面をを施上す方。よ側り縁載部断の。

調は

467 /1 11 48.45 24.40 5.75 7.3 /1 四の辺み形両。蘭調右図整のを施左側す面。を下方から裁断。上縁

468 11 11 48.65 36.75 9.10 19.5 !I 長下然縁方面形のを。残み完両す形面。。調右整図をの施左す側。面右を図下右方側か縁ら部裁に断自。

三角形上状縁左。 完下部形縁。 右図両面の左側整面施を上方から戴部
469 !I 11 37.05 32.20 10.00 13.1 11 断。左 ，上 と然も 面を調残 をす。上縁

と図 に自 す。

470 打製石庖丁 11 (38.95) 38.30 9.75 15.1 11 長上左る方縁。図形一のは。刃方自一部然に方挟面にの使をり側残用あ端痕しり部。てとを思い欠わる失。れ刃。る刃部磨部は滅片はが直面み線加ら状工れ。。

長調失方形上 方下打。の側縁上が端部と一線方の扶りの上部を欠
471 11 11 50.00 49.80 6.90 15.4 11 整 縁，敵 ともに直 状。下本縁来片には縁両整面部

後の みられるので の上
とみられる 縁側部(刃部)は面調。

長方形 一状部方。のも側上両端縁面部部加工はを両欠失面 上縁部蔽部 刃施部
472 刀 11 43.20 43.00 6.35 17.1 11 

ともに。直線刃 。加工で ， 打が
される。あ である。刃にやや
磨滅がる。

473 11 11 (36.80) 37.65 6.90 14.4 11 上長上が縁縁施方形部部さ。れ一刃，刃方磨部部の滅とと端しもも部にてにと直い両他線る面方状。加刃の。工扶一部。の方は下上図に縁扶部の部上がりは縁欠あ敵失かり打。o。

施長直線方さ形状れ。 一縁方刃端部部部を面面欠加加失。 上縁敵部打刃部ずともに474 11 11 (33.15) 36.35 6.25 12.3 11 。上 は両両 工で がわかに
る。 も 工である。

475 11 11 (65.55) 46.90 17.20 44.3 11 輯右方るをの端上敵縁す縁打部左部がわを施図欠ずは両失さ 上加がる縁工。わ ・施刃刃図か部部のと上減片も若面部す加干「外工自湾然右で
自す 。詰:こ ま詰き謀り。2字書は 主。

一方の端部を部欠失。片上縁加は両面あ加工で敵図打が
476 11 11 (78.45) 42.75 10.70 41.0 11 施さ部れる磨。刃は面工でる。左の挟

の下が滅する。

477 ノ/ 11 (80.45) 49.55 9.20 49.0 11 長直線部方形状。。片上一面縁加方は工の両側。刃面端部加部両工を衝し欠に.失敵磨。滅打上がが縁施や， さ刃れ部るは。
刃は や顕著。

478 H 11 99.50 49.20 13.20 87.2 JJ 

長欠方失形。一方が狭まる 一方打敵り挟使左りの上部上央縁を

自と刃然面部すがはる残が両，面る縁加。工の。一部上縁を敵は 打し。て 用図。中 に

479 11 JJ 115.90 60.90 10.80 79.7 11 状長静。方に警形両使官端，用上痕に縁臨挟と部思り主のがわ軍一れあ部事るる!を磨。盤欠上滅失縁が上。部あ上正はる縁指。や部や証と厚刃書〈部景品両は直面線調守

480 スクレイパー JJ 39.10 22.00 6.35 7.0 11 長左方図形下。縁刃に部丁寧(図なの調上整縁を)施にす両。面調整を施す。
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実測図 法 量 (圃)

番 号
器 種 石 質 重量{鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

481 スクレイパー サヌカイト (69.85) (37.45) 9.40 27.9 遺構面直上 長て施方形さ。れ刃る部。残縦すは直長線剥状片がで小素材さ。な調刃整部がの反断続対側し

に自然面を

482 111 11 45.50 30.55 7.00 11.6 H 不縁定形。敵刃打部を加は外湾し，両面加工を施す。上
には える。

483 111 11 51.25 40.30 11.75 18.9 11 縁上辺縁の一部部に両に面は加刃工を施し，み刃部とする。
部の一 つぶしがられる。

上長打縁方を形施は。両す刃面部需は直を施線状しで，刃片面加工を施す。敵484 111 11 38.80 51.35 10.00 23.8 M 聾 ， つぷしのための
。

485 111 11 64.85 41.20 7.10 22.9 H 長な調方形整。が施刃部されは直線。状縦長で 刃こぼれ状の細か
る 蜘j片を用いている。

486 111 H (50.40) 32.80 8.60 11.9 11 
刃部は直線状で片面が丁寧な両面加工を施
す。

487 111 M 53.25 20.65 3.90 4.8 11 刃部は若干外湾し，両面加工を施す。

488 111 11 54.00 68.60 14.20 52.0 11 不も整やだや磨円形滅。が全あ周る。に両面加工を施す。両面と

489 111 11 (37.75) 39.15 9.10 17.3 M 長寧縁方で形があ。両る。刃方部上縁は直部に線欠に状一失部で両刃面つ加ぶ工しがを施あする。。 側丁
部 とも 失している。

490 111 11 43.10 38.60 6.50 11.9 11 上縁部と下縁部に両面加工を施す。

491 111 H 31.85 39.25 6.50 12.6 11 三菌角形加。工刃施部は直線状で刃こぽれ状の細かな
片 をす。

492 111 11 135.00 69.35 15.45 87.9 11 三角形fiJ状片。を刃用部は粗く両面自に調整を施す。横
長の いている。 z形。

493 H 81.85 (56.70) 13.85 71.6 11 僻部l縁と右の一図左部下か縁刃部の状一部をなにす自。然面左図を残左下す。縁の一

494 M 70.05 25.90 14.40 27.8 11 一側。方縁側彫のに縁側上器の縁方か載。かを断上ら面方樋に状か上剥ら方載離か断をら施し小たしさ，のなちさ剥，ら反に対をも施のと
の 離を
す

495 H (53.35) 24.75 7.25 9.8 11 下縁の一部を残し，組い両面調整を施す。

496 H (39.50) 36.20 13.60 28.0 11 下縁の一部るに丁寧な両面調整が施され，敵打
がみられ 。

497 11 (30.70) (21.10) 14.20 13.7 11 側両も縁面蔽調打と下整を縁施が施のす一。さ部れ，を残敵打す。が下み縁られにやるや。側丁寧縁なに

498 H (34.80) (31.75) 6.95 7.1 11 側縁の一部に両面加工を施す。

499 11 (29.40) (23.80) 6.80 6.4 11 下縁の一部階段を残状剥し，離丁寧多な両面ら調整るが施され
ており， がくみれ。

500 11 (37.20) 27.45 8.15 9.7 11 両さ端れ，部敵を打欠失が。み上ら縁れ，る下。縁共に両面調整が施
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実測図 法 量 (圃)

番 号
器 種 石 質 重量{鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

481 スクレイパー サヌカイト (69.85) (37.45) 9.40 27.9 遺構面直上 長て施方形さ。れ刃る部。残縦すは直長線剥状片がで小素材さ。な調刃整部がの反断続対側し

に自然面を

482 111 11 45.50 30.55 7.00 11.6 H 不縁定形。敵刃打部を加は外湾し，両面加工を施す。上
には える。

483 111 11 51.25 40.30 11.75 18.9 11 縁上辺縁の一部部に両に面は加刃工を施し，み刃部とする。
部の一 つぶしがられる。

上長打縁方を形施は。両す刃面部需は直を施線状しで，刃片面加工を施す。敵484 111 11 38.80 51.35 10.00 23.8 M 聾 ， つぷしのための
。

485 111 11 64.85 41.20 7.10 22.9 H 長な調方形整。が施刃部されは直線。状縦長で 刃こぼれ状の細か
る 蜘j片を用いている。

486 111 H (50.40) 32.80 8.60 11.9 11 
刃部は直線状で片面が丁寧な両面加工を施
す。

487 111 M 53.25 20.65 3.90 4.8 11 刃部は若干外湾し，両面加工を施す。

488 111 11 54.00 68.60 14.20 52.0 11 不も整やだや磨円形滅。が全あ周る。に両面加工を施す。両面と

489 111 11 (37.75) 39.15 9.10 17.3 M 長寧縁方で形があ。両る。刃方部上縁は直部に線欠に状一失部で両刃面つ加ぶ工しがを施あする。。 側丁
部 とも 失している。

490 111 11 43.10 38.60 6.50 11.9 11 上縁部と下縁部に両面加工を施す。

491 111 H 31.85 39.25 6.50 12.6 11 三菌角形加。工刃施部は直線状で刃こぽれ状の細かな
片 をす。

492 111 11 135.00 69.35 15.45 87.9 11 三角形fiJ状片。を刃用部は粗く両面自に調整を施す。横
長の いている。 z形。

493 H 81.85 (56.70) 13.85 71.6 11 僻部l縁と右の一図左部下か縁刃部の状一部をなにす自。然面左図を残左下す。縁の一

494 M 70.05 25.90 14.40 27.8 11 一側。方縁側彫のに縁側上器の縁方か載。かを断上ら面方樋に状か上剥ら方載離か断をら施し小たしさ，のなちさ剥，ら反に対をも施のと
の 離を
す

495 H (53.35) 24.75 7.25 9.8 11 下縁の一部を残し，組い両面調整を施す。

496 H (39.50) 36.20 13.60 28.0 11 下縁の一部るに丁寧な両面調整が施され，敵打
がみられ 。

497 11 (30.70) (21.10) 14.20 13.7 11 側両も縁面蔽調打と下整を縁施が施のす一。さ部れ，を残敵打す。が下み縁られにやるや。側丁寧縁なに

498 H (34.80) (31.75) 6.95 7.1 11 側縁の一部に両面加工を施す。

499 11 (29.40) (23.80) 6.80 6.4 11 下縁の一部階段を残状剥し，離丁寧多な両面ら調整るが施され
ており， がくみれ。

500 11 (37.20) 27.45 8.15 9.7 11 両さ端れ，部敵を打欠失が。み上ら縁れ，る下。縁共に両面調整が施
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種石 質 重量(鶴 出土位置 観 察

長さ 幅 厚吉

501 サヌカイト (43.90) 32.00 9.10 17 1遺構面直上 両す端上部縁を欠部失。上縁・下縁とも両面調整を施
。 には蔽打も施される。

502 万 (34.50) (21.60) 6.80 5.4 11 
上部を欠失。一方の側縁に両面調整が施され
ている。

503 11 32.50 20.00 10.65 10.1 11 
一方の側縁に丁寧な両面調繋が施され，厳打
がみられる。

504 11 31.60 28.40 5.50 5.8 11 一方の側縁縁に，丁寧な両面調整が施され，他
方の側 に片面調整が加えられる。

505 11 35.∞ 23.60 6.85 6.5 H 
端敵部打のを加み残え存る。。 側側縁縁部付近に調の整一部を施に自L-.然一面部を残に

す。

506 11 22.10 21.00 6.05 3.5 11 上縁・下縁に両薗調整を施す。

507 M 62.85 30.30 11. 70 22.9 11 下敵縁打部が加に片面調整が施されるほか，側縁部に
えられている。

508 11 (36.15) 22.35 6.40 6.5 11 端上縁部をと下欠縁失。に反対側から片面調整を施す。両

509 11 38.80 27.60 7.85 8.6 11 
-個IJ縁の一部を残存。丁寧な両面調整が施され

ている。

510 11 (48.35) 31.20 9.60 12.5 11 周施縁す。は欠損部分が多いが，一部に片面調整を

511 ノ/ (36.25) (30.50) 6.85 7.1 H 側縁に丁寧な片面調整施す。スクレイパーか。

512 11 42.80 11.35 10.00 5.5 11 
スポールか。一側縁に丁寧な両面調整が施さ
れ，他の側縁部を上方から裁断する。

513 11 48.00 37.80 7.70 10.6 11 
スクレイパーか。下縁にやや丁寧な片面調整
が施されている。

514 、 11 40.00 33.95 5.40 7.4 11 
スクレイパーか。下縁部に，片面が丁寧な両
面調整で片刃状の刃部を作りだしている。

515 11 68.30 51.00 9.10 31.5 11 模断状す石器の素材か。一方の側面を上方から載
る。上縁・下縁とも両面調整を施す。

516 万 (24.65) 02.25) 6.90 3.0 11 下認縁めの一部を残し，片面に丁寧な両面調整が
られる。

517 11 32.85 24.00 5.80 4.9 11 模上状縁石器下縁か。右図左側縁を上方から裁断する。
とも両面調整を施す。

518 11 22.80 (27.70) 6.80 6.6 
一方打の端加部を欠下失。縁上部縁は部両に面両調面整調で整刃を部施をし作， 

11 高査 すを える。
りだ 。

519 11 (36.10) (29.80) 5.70 6.7 H 
スクレイパーか。下縁の一部を残し，片面に
大きな調整を，片面に細かな調整を施す。

520 11 (55.20) 
石打底が丁か 上縁の一部部を残し，両右面図調右整側 厳

40.45 10.45 28.4 H みられる。残下す縁。 は破損。 縁上
部に自然商を
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種石 質 重量(鶴 出土位置 観 察

長さ 幅 厚吉

501 サヌカイト (43.90) 32.00 9.10 17 1遺構面直上 両す端上部縁を欠部失。上縁・下縁とも両面調整を施
。 には蔽打も施される。

502 万 (34.50) (21.60) 6.80 5.4 11 
上部を欠失。一方の側縁に両面調整が施され
ている。

503 11 32.50 20.00 10.65 10.1 11 
一方の側縁に丁寧な両面調繋が施され，厳打
がみられる。

504 11 31.60 28.40 5.50 5.8 11 一方の側縁縁に，丁寧な両面調整が施され，他
方の側 に片面調整が加えられる。

505 11 35.∞ 23.60 6.85 6.5 H 
端敵部打のを加み残え存る。。 側側縁縁部付近に調の整一部を施に自L-.然一面部を残に

す。

506 11 22.10 21.00 6.05 3.5 11 上縁・下縁に両薗調整を施す。

507 M 62.85 30.30 11. 70 22.9 11 下敵縁打部が加に片面調整が施されるほか，側縁部に
えられている。

508 11 (36.15) 22.35 6.40 6.5 11 端上縁部をと下欠縁失。に反対側から片面調整を施す。両

509 11 38.80 27.60 7.85 8.6 11 
-個IJ縁の一部を残存。丁寧な両面調整が施され

ている。

510 11 (48.35) 31.20 9.60 12.5 11 周施縁す。は欠損部分が多いが，一部に片面調整を

511 ノ/ (36.25) (30.50) 6.85 7.1 H 側縁に丁寧な片面調整施す。スクレイパーか。

512 11 42.80 11.35 10.00 5.5 11 
スポールか。一側縁に丁寧な両面調整が施さ
れ，他の側縁部を上方から裁断する。

513 11 48.00 37.80 7.70 10.6 11 
スクレイパーか。下縁にやや丁寧な片面調整
が施されている。

514 、 11 40.00 33.95 5.40 7.4 11 
スクレイパーか。下縁部に，片面が丁寧な両
面調整で片刃状の刃部を作りだしている。

515 11 68.30 51.00 9.10 31.5 11 模断状す石器の素材か。一方の側面を上方から載
る。上縁・下縁とも両面調整を施す。

516 万 (24.65) 02.25) 6.90 3.0 11 下認縁めの一部を残し，片面に丁寧な両面調整が
られる。

517 11 32.85 24.00 5.80 4.9 11 模上状縁石器下縁か。右図左側縁を上方から裁断する。
とも両面調整を施す。

518 11 22.80 (27.70) 6.80 6.6 
一方打の端加部を欠下失。縁上部縁は部両に面両調面整調で整刃を部施をし作， 

11 高査 すを える。
りだ 。

519 11 (36.10) (29.80) 5.70 6.7 H 
スクレイパーか。下縁の一部を残し，片面に
大きな調整を，片面に細かな調整を施す。

520 11 (55.20) 
石打底が丁か 上縁の一部部を残し，両右面図調右整側 厳

40.45 10.45 28.4 H みられる。残下す縁。 は破損。 縁上
部に自然商を
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

模敵加状打石加器か。上縁下縁側共縁に部両の面縁調辺整にがも施敵さ打れが， 
521 サヌカイト 42.40 28.20 10.40 17.1 遺構面直上 がえられる。

えられている。

522 " 47.50 44.30 5.30 16.0 刀 上縁部に縁両面部調整片面を施調し， わ部ずかに蔽打を加
える。下 に 整で刃を作りだす。

523 " (40.80) (35.20) 8.50 14.7 " 下縁の一部を残し片面調整が施される。

一方の端施部部蔽を打欠失。下縁部は両上縁面調部整が施両さ
524 " (63.15) 51.65 9.40 32.6 " れ，整ー に がみられる。 にも面

調をす。

525 ノ/ 84.60 39.00 9.65 34.9 " 
上縁所，挟下縁共に両面調挟整部を施分す 打下縁部に 2
ヶのりがある。 り は献によって
刃つぶしされている。

526 " (35.80) (33.15) 5.15 5.6 " 
石庖丁か。下縁の一部を残し，両面調整が施
さtlている。

527 " 76.60 44.05 9.30 33.8 " 面下面縁調調整整の側でを縁施刃部部し，にを敵作厳打打りだをを施加す。えし右，る側。図縁右部上縁に幸部郎に通両両

スクレイパーか。側施縁と下縁の一部左図を残下す
528 " 54.40 40.95 8.20 23.1 " 側縁白に両面面調残整が されている。 縁部

に然をす。

529 " 23.20 18.60 2.65 1.5 " 上縁部に片面調整が施されている。

530 " 28.70 20.80 3.25 2.5 " 
一方の端縁部部を欠両面失。調上縁施部は片れ面調整が施さ
れ.下 は 整がきている。

下縁施部部の縁状辺には両面から調整が加縁えられー塗|
531 " 43.80 35.65 8.10 19.0 " ーが扶り となる。両側縁，上にも調

がされている。

532 " 30.70 4.50 5.85 3.1 " 
上縁部・下縁敵とも施両面調整が施されている。下
縁には打もされる。

533 H 31.10 26.30 7.00 7.6 " 下縁部に粗い両面加工を施される。

スクレイパーか。側片縁残面と下整縁の一部を残す
534 " (48.00) (37.40) 7.10 19.8 " 右下縁側縁部に急'角自度然の 調 が施される。右図

部ん 面をす。

535 万 (56.90) (40.50) 9.50 25.6 " 
石粗庖丁両か 側整縁と下縁の一部部を残部し，挟片面が
い薗調を施す。側縁のーがられ

る。

536 " 56.15 35.40 10.30 21. 7 " 
端部片のみ残整存施。上縁に両面調整を施L-.下縁
に面調をす。

537 " (65.90) 51.15 15.00 60.3 " 両片端面部が粗を欠い失両。面上調縁整にを両施面す調。整を施し，下縁に

538 " (45.35) 40.10 7.90 16.0 " 
上縁れの一部を残し，やや丁寧な片面調整が施
きている。

539 " (48.45) (38.40) 11. 90 23.7 " 下縁の一部を残し片面調整が施されている。

540 ノ1 44.80 32.80 9.75 15.6 " 柔一オ自lf方然る長薗。の1側を縁残1平部す語。に扶左if古図り書下あ量部り豊。に雲左若孟図干左磨33滅上1側切が縁認!部めZFにら
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

模敵加状打石加器か。上縁下縁側共縁に部両の面縁調辺整にがも施敵さ打れが， 
521 サヌカイト 42.40 28.20 10.40 17.1 遺構面直上 がえられる。

えられている。

522 " 47.50 44.30 5.30 16.0 刀 上縁部に縁両面部調整片面を施調し， わ部ずかに蔽打を加
える。下 に 整で刃を作りだす。

523 " (40.80) (35.20) 8.50 14.7 " 下縁の一部を残し片面調整が施される。

一方の端施部部蔽を打欠失。下縁部は両上縁面調部整が施両さ
524 " (63.15) 51.65 9.40 32.6 " れ，整ー に がみられる。 にも面

調をす。

525 ノ/ 84.60 39.00 9.65 34.9 " 
上縁所，挟下縁共に両面調挟整部を施分す 打下縁部に 2
ヶのりがある。 り は献によって
刃つぶしされている。

526 " (35.80) (33.15) 5.15 5.6 " 
石庖丁か。下縁の一部を残し，両面調整が施
さtlている。

527 " 76.60 44.05 9.30 33.8 " 面下面縁調調整整の側でを縁施刃部部し，にを敵作厳打打りだをを施加す。えし右，る側。図縁右部上縁に幸部郎に通両両

スクレイパーか。側施縁と下縁の一部左図を残下す
528 " 54.40 40.95 8.20 23.1 " 側縁白に両面面調残整が されている。 縁部

に然をす。

529 " 23.20 18.60 2.65 1.5 " 上縁部に片面調整が施されている。

530 " 28.70 20.80 3.25 2.5 " 
一方の端縁部部を欠両面失。調上縁施部は片れ面調整が施さ
れ.下 は 整がきている。

下縁施部部の縁状辺には両面から調整が加縁えられー塗|
531 " 43.80 35.65 8.10 19.0 " ーが扶り となる。両側縁，上にも調

がされている。

532 " 30.70 4.50 5.85 3.1 " 
上縁部・下縁敵とも施両面調整が施されている。下
縁には打もされる。

533 H 31.10 26.30 7.00 7.6 " 下縁部に粗い両面加工を施される。

スクレイパーか。側片縁残面と下整縁の一部を残す
534 " (48.00) (37.40) 7.10 19.8 " 右下縁側縁部に急'角自度然の 調 が施される。右図

部ん 面をす。

535 万 (56.90) (40.50) 9.50 25.6 " 
石粗庖丁両か 側整縁と下縁の一部部を残部し，挟片面が
い薗調を施す。側縁のーがられ

る。

536 " 56.15 35.40 10.30 21. 7 " 
端部片のみ残整存施。上縁に両面調整を施L-.下縁
に面調をす。

537 " (65.90) 51.15 15.00 60.3 " 両片端面部が粗を欠い失両。面上調縁整にを両施面す調。整を施し，下縁に

538 " (45.35) 40.10 7.90 16.0 " 
上縁れの一部を残し，やや丁寧な片面調整が施
きている。

539 " (48.45) (38.40) 11. 90 23.7 " 下縁の一部を残し片面調整が施されている。

540 ノ1 44.80 32.80 9.75 15.6 " 柔一オ自lf方然る長薗。の1側を縁残1平部す語。に扶左if古図り書下あ量部り豊。に雲左若孟図干左磨33滅上1側切が縁認!部めZFにら
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

541 サヌカイト (59.70) 48.60 8.50 25.7 遺構面直上 下縁縁に両部面調調整整が施が施きされている。仰l縁の一部
に辺 れている。

上施一縁方さ部に両面面調整方が向施され，角敵度打のが調み整ら剥れ離るを。
542 H 50.00 33.00 13.80 22.7 " の側はー から急

れている。

543 " (65.85) (53.55) 16.25 73.9 " 側が縁施さと下れ縁右図の右一部側縁を残部すに。自下然縁面部を残に両す面。調整

544 H (54.00) (25.35) 7.70 13.8 " 
上縁の一部を残し，細かな片面調整が施され
ている。

545 " 86.60 (53.25) 14.25 49.9 " 段上状端部fiJ離をが欠失多。く下み縁ら部れにる片。面調整が施され.階

546 スクレイパー " 117.55 40.35 14.00 83.7 " 
上面縁調部整がに施片面さ調れ整る。が施右図され上下縁縁部部には自丁然寧面なを両残

す。

547 磨製石斧破片 結晶片岩 (65.70) (30.65) (5.75) 14.1 " 柱状石斧か。表面の一部を残す。

548 磨製石斧 " (58.30) (15.10) (7.20) 12.8 J/ 下欠端失部。を欠失。小型柱状片刃石斧か。刃部を

549 柱状石斧 11 95.00 28.85 12.70 65.8 H 
滅両面側縁割部面中央に粗損後い擦も痕使がみられ部る。は左図表磨
。はれ。破 用か。刃やや

550 石斧 泥 岩 116.85 56.20 30.40 290 " 
磨を製欠石失斧。未製品か。表面は敵打状態。下端部

551 柱状石斧 結晶片岩 104.00 29.60 23.60 103 H 表面と側面の一部を残す。

552 
滑石製有孔石

滑 石 26.95 28.95 9.40 10.3 N 左図の辺面から断穿の孔加さ工れ痕たが直み径ら5.5醐の穴を持
製品 つ。周に切 れる。

553 柱状石斧 結晶片岩 (68.00) 25.70 13.95 30.4 " 表面と側面の一部を欠失。

554 石錘 砂 岩 57.40 75.80 15.50 230 H 完形。両側と一方の薗に横に走る溝をもっ。

555 砥石 11 67.00 60.60 15.50 89.9 11 下外半に擦部痕を欠失。平たい河原石を利用。裏面以
がみられる。

556 磨製石製品 不 明 (35.00) 37.35 8.20 19.2 H 不定形の四辺形。全面を磨く。

557 砥石 結晶片岩 121. 70 81.80 21.00 355 11 表雲線き・状裏が著面・，同い側心3面杭円状の左一の図切部のをり表残込面すみは。をわ左もず図っか。のに表磨面きは， 

558 凹み石 砂 岩 94.85 84.15 37.50 395 その他包含層 完形。表面，裏面と両側縁に敵打痕あり。

559 磨石 " 70.20 63.90 29.00 181 遺構面直上
側面の一部を欠失。表面，裏面共に磨滅がみ
られる。

560 凹み石 11 173.00 (89.90) 50.10 1.000 " 
左加半熱部のたを欠め赤失。変表。面の中央部に敵打痕あり。
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-386-

実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

541 サヌカイト (59.70) 48.60 8.50 25.7 遺構面直上 下縁縁に両部面調調整整が施が施きされている。仰l縁の一部
に辺 れている。

上施一縁方さ部に両面面調整方が向施され，角敵度打のが調み整ら剥れ離るを。
542 H 50.00 33.00 13.80 22.7 " の側はー から急

れている。

543 " (65.85) (53.55) 16.25 73.9 " 側が縁施さと下れ縁右図の右一部側縁を残部すに。自下然縁面部を残に両す面。調整

544 H (54.00) (25.35) 7.70 13.8 " 
上縁の一部を残し，細かな片面調整が施され
ている。

545 " 86.60 (53.25) 14.25 49.9 " 段上状端部fiJ離をが欠失多。く下み縁ら部れにる片。面調整が施され.階

546 スクレイパー " 117.55 40.35 14.00 83.7 " 
上面縁調部整がに施片面さ調れ整る。が施右図され上下縁縁部部には自丁然寧面なを両残

す。

547 磨製石斧破片 結晶片岩 (65.70) (30.65) (5.75) 14.1 " 柱状石斧か。表面の一部を残す。

548 磨製石斧 " (58.30) (15.10) (7.20) 12.8 J/ 下欠端失部。を欠失。小型柱状片刃石斧か。刃部を

549 柱状石斧 11 95.00 28.85 12.70 65.8 H 
滅両面側縁割部面中央に粗損後い擦も痕使がみられ部る。は左図表磨
。はれ。破 用か。刃やや

550 石斧 泥 岩 116.85 56.20 30.40 290 " 
磨を製欠石失斧。未製品か。表面は敵打状態。下端部

551 柱状石斧 結晶片岩 104.00 29.60 23.60 103 H 表面と側面の一部を残す。

552 
滑石製有孔石

滑 石 26.95 28.95 9.40 10.3 N 左図の辺面から断穿の孔加さ工れ痕たが直み径ら5.5醐の穴を持
製品 つ。周に切 れる。

553 柱状石斧 結晶片岩 (68.00) 25.70 13.95 30.4 " 表面と側面の一部を欠失。

554 石錘 砂 岩 57.40 75.80 15.50 230 H 完形。両側と一方の薗に横に走る溝をもっ。

555 砥石 11 67.00 60.60 15.50 89.9 11 下外半に擦部痕を欠失。平たい河原石を利用。裏面以
がみられる。

556 磨製石製品 不 明 (35.00) 37.35 8.20 19.2 H 不定形の四辺形。全面を磨く。

557 砥石 結晶片岩 121. 70 81.80 21.00 355 11 表雲線き・状裏が著面・，同い側心3面杭円状の左一の図切部のをり表残込面すみは。をわ左もず図っか。のに表磨面きは， 

558 凹み石 砂 岩 94.85 84.15 37.50 395 その他包含層 完形。表面，裏面と両側縁に敵打痕あり。

559 磨石 " 70.20 63.90 29.00 181 遺構面直上
側面の一部を欠失。表面，裏面共に磨滅がみ
られる。

560 凹み石 11 173.00 (89.90) 50.10 1.000 " 
左加半熱部のたを欠め赤失。変表。面の中央部に敵打痕あり。
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実測図 法 量 (幽)

番号
器 種 石 質 重量(周 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

561 凹み石 砂 岩(100.90) 93.70 57.10 755 遺構面直上 上半部叩を石欠失。し両面使と下用端に敵打痕がみられ
る。 きとても 。

562 1/ 1/ (172.00) 162.00 60.00 2.200 H 下端部を欠失。表面中央部に蔽打痕あり。

563 叩き右 ホルン7ェルス 117.25 65.60 54.40 600 1/ 完形。上端部に厳打痕あり。

564 M 結晶片岩 (85.90) 31.80 37.25 180 1/ 下斧端の部転用を欠か。失。柱状部の表面は磨製。柱状石

下半部がを欠失。 右左下図右磨方部中く央部若干に磨敵きでは痕ない
565 石皿 砂 岩(105.45) (106.50) 37.40 475 1/ 凹あみみ図られ，表 に かれたが

る。左の薗を 。

566 石鍍 サヌカイ卜 (20.00) (14.30) 2.35 0.6 谷筋 先端部と逆刺の一方を欠失。凹基。

567 1/ 1/ 19.40 14.75 4.05 0.9 1/ 完形。凹基。

568 1/ H (19.95) 25.45 4.95 1.4 1/ 先端部を欠失。凹基。基部は幅広。

569 1/ 1/ 30.70 17.25 3.75 1.5 M 完形。凹基。長三角形。

570 1/ 1/ (21.20) 16.50 3.35 0.9 1/ 下半部を欠失。

571 1/ 1/ (21. 50) 24.35 4.05 1.9 H 先端部を欠失。凹基。

572 1/ 1/ 53.30 25.40 6.70 10.1 1/ 完縁形辺。部大の形み石両銭面。加凹工基。。右図に自然面を残す。

573 H H (15.50) 10.25 2.65 0.4 H 先端部欠失。わずかに回基。

574 H H 22.15 (13.60) 4.00 1.2 1/ 基部の一方を欠失。平基か。

575 H M (27.75) (24.15) 4.30 2.9 1/ 先端部と基部の一端を欠失。わずかに凹基。

576 1/ H 39.90 33.95 7.70 7.8 1/ 完形。大型石鍍。凹基。一方の逆刺は短い。

577 1/ n (23.40) (17，00) 3.50 0.9 1/ 先端部と下半部を欠失。

578 1/ 1/ 30.70 19.35 4.35 2.4 1/ 先端部を欠失。わずかに凹基。

579 1/ 1/ 26.25 18.80 (5.45) 2.4 1/ 基部の一端を欠失。平基か。

580 1/ 1/ 40，65 23.55 5.10 4.5 1/ 完形。大型石銭。わずかに凹基。
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実測図 法 量 (幽)

番号
器 種 石 質 重量(周 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

561 凹み石 砂 岩(100.90) 93.70 57.10 755 遺構面直上 上半部叩を石欠失。し両面使と下用端に敵打痕がみられ
る。 きとても 。

562 1/ 1/ (172.00) 162.00 60.00 2.200 H 下端部を欠失。表面中央部に蔽打痕あり。

563 叩き右 ホルン7ェルス 117.25 65.60 54.40 600 1/ 完形。上端部に厳打痕あり。

564 M 結晶片岩 (85.90) 31.80 37.25 180 1/ 下斧端の部転用を欠か。失。柱状部の表面は磨製。柱状石

下半部がを欠失。 右左下図右磨方部中く央部若干に磨敵きでは痕ない
565 石皿 砂 岩(105.45) (106.50) 37.40 475 1/ 凹あみみ図られ，表 に かれたが

る。左の薗を 。

566 石鍍 サヌカイ卜 (20.00) (14.30) 2.35 0.6 谷筋 先端部と逆刺の一方を欠失。凹基。

567 1/ 1/ 19.40 14.75 4.05 0.9 1/ 完形。凹基。

568 1/ H (19.95) 25.45 4.95 1.4 1/ 先端部を欠失。凹基。基部は幅広。

569 1/ 1/ 30.70 17.25 3.75 1.5 M 完形。凹基。長三角形。

570 1/ 1/ (21.20) 16.50 3.35 0.9 1/ 下半部を欠失。

571 1/ 1/ (21. 50) 24.35 4.05 1.9 H 先端部を欠失。凹基。

572 1/ 1/ 53.30 25.40 6.70 10.1 1/ 完縁形辺。部大の形み石両銭面。加凹工基。。右図に自然面を残す。

573 H H (15.50) 10.25 2.65 0.4 H 先端部欠失。わずかに回基。

574 H H 22.15 (13.60) 4.00 1.2 1/ 基部の一方を欠失。平基か。

575 H M (27.75) (24.15) 4.30 2.9 1/ 先端部と基部の一端を欠失。わずかに凹基。

576 1/ H 39.90 33.95 7.70 7.8 1/ 完形。大型石鍍。凹基。一方の逆刺は短い。

577 1/ n (23.40) (17，00) 3.50 0.9 1/ 先端部と下半部を欠失。

578 1/ 1/ 30.70 19.35 4.35 2.4 1/ 先端部を欠失。わずかに凹基。

579 1/ 1/ 26.25 18.80 (5.45) 2.4 1/ 基部の一端を欠失。平基か。

580 1/ 1/ 40，65 23.55 5.10 4.5 1/ 完形。大型石銭。わずかに凹基。
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実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

581 石錬 サヌカイト (24.40) 12.25 4.50 1.4 谷筋
先端部欠失。平基か。鍍身中央部が最大幅と
なる。

582 I! I! (22.40) 10.85 3.10 0.7 11 先端部欠失。凸基。

583 11 11 (26.90) 18.05 3.00 1.6 11 下半部を欠失。鎌身中央部が最大幅となる。

584 11 11 (24.80) (28.80) 6.10 6.0 I! 上半部を欠失。大型石鍍。わずかに凹基。

585 11 I! 35.45 11.45 4.80 1.8 11 完形。柳葉形。

586 11 I! (30.35) 13.25 2.80 1.1 11 下端部を欠失。柳葉形。

587 石槍 11 (78.40) 28.65 12.20 26.6 11 
先蔽端打と下半部右を欠左失。図側縁中部央中磨央にわずかな

あり。 図， の に減がみられ
る。

588 11 (37.40) 25.80 8.35 7.7 I! 
上部を欠失。石槍か。両側縁に両面調整を施
す。

完離戴形。施長台形状で上縁，左下縁側ともに階方段か状剥
589 模状石器 11 33.50 18.50 9.30 8.0 11 がされる。右図， 図縁に下 らの

断がある。

590 11 11 39.25 20.85 17.05 11.9 11 
完縁形。両両側面加に上工方からの載断下が部ある。刃上下両

とも を施すが， 縁は部とな
らな~，。

591 11 ノJ 52.80 15.75 7.65 7.8 11 
完上形縁。 右下縁図左側側縁縁に上部方からの裁調整断が施ある。れ

と のーに両面 がさ
ている。

592 H 11 32.05 26.05 7.10 7.3 11 
施左下図方右上端載断を欠失あ。 不整上四辺形縁。 右両図面左加側に

す。から がる。下両に 工を

593 11 11 38.10 32.05 8.10 16.2 11 完上打形縁が。，顕台下著形縁で状あと。るも右。に図両やの面や左加風側工化縁をしを施て上いし方，るか。下ら縁裁は断敵。

594 打製石庖丁 11 (46.85) (42.50) 7.80 16.2 11 定部側上早吾両に顕主面下台整部言な語磨で語滅稜あ調線ある整がり。手あも左磨長ら図昇滅Lのミ。2が挟ま扶ありる2りの2。のJま上わF部り雪の. 

ま.zの

595 11 11 (48.00) (41.35) (6.10) 12.3 I} 
一方の扶縁り部調整分と上全縁体の一部軽を磨残滅す。上縁は
側面の辺 。 的にい が見られ
る。

596 11 11 (40.80) (40.70) 9.15 16.6 11 右湾挟図しり左両あ半面り調。部整と。上中縁央を部欠稜失線。に刃磨部滅はがわ見ずらかれにる外。

上縁直部線上状縁と右図片左調稜半部整線を欠あ失。 扶右りあり 刃部挟597 11 11 (57.70) 40.00 7.75 20.4 11 は で函 でる。減見図の刃部、
り， 近くの 部に磨がられる。

右図の線左敵打半上部を欠失。扶りあり 上縁上 下縁
598 11 11 (39.45) 43.40 7.25 18.2 11 部とも直 でていねいな両面調整。 縁の一

には が見られる。

右図の左縁整あ半部を欠挟見部失。 個あIJ縁に lつ.上縁縁部に2
599 11 11 (55.95) 42.15 12.05 38.2 11 つ 下滅調 に1つの り り。上縁部図 下央 稜と線も

両磨面 で厳打上が られる。右刃 中 | 
に り。縁がもとの か。

600 11 11 (58.40) 38.05 8.85 21.5 11 
右施は図突稜すの出左。敵上半打縁部，見を下欠ら縁失。ると挟も直右り線図あ状のり。上で挟縁両面部り調のと上扶整部をり

の 線。にわずもかな磨れ滅。あり。
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実測図 法 量 (mm) 

番号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

581 石錬 サヌカイト (24.40) 12.25 4.50 1.4 谷筋
先端部欠失。平基か。鍍身中央部が最大幅と
なる。

582 I! I! (22.40) 10.85 3.10 0.7 11 先端部欠失。凸基。

583 11 11 (26.90) 18.05 3.00 1.6 11 下半部を欠失。鎌身中央部が最大幅となる。

584 11 11 (24.80) (28.80) 6.10 6.0 I! 上半部を欠失。大型石鍍。わずかに凹基。

585 11 I! 35.45 11.45 4.80 1.8 11 完形。柳葉形。

586 11 I! (30.35) 13.25 2.80 1.1 11 下端部を欠失。柳葉形。

587 石槍 11 (78.40) 28.65 12.20 26.6 11 
先蔽端打と下半部右を欠左失。図側縁中部央中磨央にわずかな

あり。 図， の に減がみられ
る。

588 11 (37.40) 25.80 8.35 7.7 I! 
上部を欠失。石槍か。両側縁に両面調整を施
す。

完離戴形。施長台形状で上縁，左下縁側ともに階方段か状剥
589 模状石器 11 33.50 18.50 9.30 8.0 11 がされる。右図， 図縁に下 らの

断がある。

590 11 11 39.25 20.85 17.05 11.9 11 
完縁形。両両側面加に上工方からの載断下が部ある。刃上下両

とも を施すが， 縁は部とな
らな~，。

591 11 ノJ 52.80 15.75 7.65 7.8 11 
完上形縁。 右下縁図左側側縁縁に上部方からの裁調整断が施ある。れ

と のーに両面 がさ
ている。

592 H 11 32.05 26.05 7.10 7.3 11 
施左下図方右上端載断を欠失あ。 不整上四辺形縁。 右両図面左加側に

す。から がる。下両に 工を

593 11 11 38.10 32.05 8.10 16.2 11 完上打形縁が。，顕台下著形縁で状あと。るも右。に図両やの面や左加風側工化縁をしを施て上いし方，るか。下ら縁裁は断敵。

594 打製石庖丁 11 (46.85) (42.50) 7.80 16.2 11 定部側上早吾両に顕主面下台整部言な語磨で語滅稜あ調線ある整がり。手あも左磨長ら図昇滅Lのミ。2が挟ま扶ありる2りの2。のJま上わF部り雪の. 

ま.zの

595 11 11 (48.00) (41.35) (6.10) 12.3 I} 
一方の扶縁り部調整分と上全縁体の一部軽を磨残滅す。上縁は
側面の辺 。 的にい が見られ
る。

596 11 11 (40.80) (40.70) 9.15 16.6 11 右湾挟図しり左両あ半面り調。部整と。上中縁央を部欠稜失線。に刃磨部滅はがわ見ずらかれにる外。

上縁直部線上状縁と右図片左調稜半部整線を欠あ失。 扶右りあり 刃部挟597 11 11 (57.70) 40.00 7.75 20.4 11 は で函 でる。減見図の刃部、
り， 近くの 部に磨がられる。

右図の線左敵打半上部を欠失。扶りあり 上縁上 下縁
598 11 11 (39.45) 43.40 7.25 18.2 11 部とも直 でていねいな両面調整。 縁の一

には が見られる。

右図の左縁整あ半部を欠挟見部失。 個あIJ縁に lつ.上縁縁部に2
599 11 11 (55.95) 42.15 12.05 38.2 11 つ 下滅調 に1つの り り。上縁部図 下央 稜と線も

両磨面 で厳打上が られる。右刃 中 | 
に り。縁がもとの か。

600 11 11 (58.40) 38.05 8.85 21.5 11 
右施は図突稜すの出左。敵上半打縁部，見を下欠ら縁失。ると挟も直右り線図あ状のり。上で挟縁両面部り調のと上扶整部をり

の 線。にわずもかな磨れ滅。あり。
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実測図 法 量 (田)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

601 打製石庖丁 サヌカイト (67.30) 44.25 13.20 41.1 谷筋 縁両端部敵を打欠失 上縁は直線状で両面調整。上
には が。見られる。両面に磨滅あり。

602 1/ 1/ 102.20 42.00 9.75 51.1 1/ 縁両側はの扶内り湾の上部両を欠失 長方形状。上下両
やや 。 面とも稜はわずかに磨滅。

603 1/ 1/ 138.00 57.00 13.00 97.4 1/ 

下図ややの左外側湾。扶下り図の刃上部部，の中み央欠稜失線。部上磨・滅下。縁上と・

下打も縁施とも片面に丁寧な両面加工。上縁部に敵
がされている。

604 刃器 H 32.00 31.15 4.70 5.8 1/ 刃部面調(右整状図の右認側縁)には細かな刃こぼれが
片 にめられる。

605 H (62.45) 38.50 16.00 52.4 1/ 段分状厚い剥難片顕を用著いる。下縁部は両面調整で階
剰 が である。

606 スクレイパー H (25.25) 34.45 3.35 3.8 M 
刃部の一部のみ残す。刃部は直線で粗い両面
調整を施す。

607 H 1/ (66.00) 37.05 11.65 31.2 1/ 右剥図離の右度下縁部を欠失。刃部は直線状で急な
角の片面調整を施す。

608 1/ 1/ (37.60) 32.05 4.35 6.1 11 三右角側形 刃部白は直面線状で両面調整を施す。右
図 禄に然を残す。やや風化している。

609 1/ 1/ 59.40 43.80 12.45 36.3 H 思円形施上縁部を欠失。欠失部を徐き，両面
工をす。

610 1/ H (46.85) 52.20 11.20 26.6 
右を施図右す半下分縁を欠失。面を上縁は内湾敵打し，を片面加工

IJ 禄 は両面 加工し、 施す。左
図右側lに自然 残す。

611 H 1/ 54.35 43.00 9.00 23.1 完縁打形。下り縁三。角形両然 調刃部整左図はを直施左線側す状縁。上でに両面調整部。上11 と に面面 縁のーに敵
あ。自が 残る。

612 1/ 11 69.55 54.05 10.65 43.1 
両丁端寧を欠両失面。調上縁を施は両面調上縁整， 下縁打は片面に

な 整 す。 に蔽が施され
ている。

613 調整剥片 1/ 18.90 18.55 2.70 1.0 右図下縁部に調整剥離が認められる。

614 スクレイノfー 11 (64.45) 47.80 12.05 37.5 
両台側形部。刃を部欠失は直し線た状のでち敵両打面調を施整。し上、使縁用とす左る図。

の左裂に臨がいちじるしい。左図の刃部の
左 に がある。

615 11 38.00 25.50 9.30 9.9 上縁，下縁ともに両面調整を施す。

616 スクレイノfー 11 (55.25) (46.20) 9.10 28.6 刃部の一部を残す。刃部は外湾し，片面調整。
右図の湾曲部の刃部にわずかな磨滅あり。

617 石庖丁 11 (30.85) 36.10 7.45 9.1 右調図整の左敵打半部を施を欠失。挟りあり。上縁は両面
で す。下縁は調整せず。

618 H (32.10) 38.25 7.95 10.0 下縁部に片面調整を施L.裏面刃部に磨滅あ
り。

619 スクレイノ~- 11 (55.95) 57.55 13.40 24.2 刃部は直線状でていねいな両面調整を施す。

620 1/ 39.50 (47 .00) 9.25 16.2 右上縁図部の左側も両を欠面調失。整下縁ーは両面調整を施し，
に が認められる。
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実測図 法 量 (田)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

601 打製石庖丁 サヌカイト (67.30) 44.25 13.20 41.1 谷筋 縁両端部敵を打欠失 上縁は直線状で両面調整。上
には が。見られる。両面に磨滅あり。

602 1/ 1/ 102.20 42.00 9.75 51.1 1/ 縁両側はの扶内り湾の上部両を欠失 長方形状。上下両
やや 。 面とも稜はわずかに磨滅。

603 1/ 1/ 138.00 57.00 13.00 97.4 1/ 

下図ややの左外側湾。扶下り図の刃上部部，の中み央欠稜失線。部上磨・滅下。縁上と・

下打も縁施とも片面に丁寧な両面加工。上縁部に敵
がされている。

604 刃器 H 32.00 31.15 4.70 5.8 1/ 刃部面調(右整状図の右認側縁)には細かな刃こぼれが
片 にめられる。

605 H (62.45) 38.50 16.00 52.4 1/ 段分状厚い剥難片顕を用著いる。下縁部は両面調整で階
剰 が である。

606 スクレイパー H (25.25) 34.45 3.35 3.8 M 
刃部の一部のみ残す。刃部は直線で粗い両面
調整を施す。

607 H 1/ (66.00) 37.05 11.65 31.2 1/ 右剥図離の右度下縁部を欠失。刃部は直線状で急な
角の片面調整を施す。

608 1/ 1/ (37.60) 32.05 4.35 6.1 11 三右角側形 刃部白は直面線状で両面調整を施す。右
図 禄に然を残す。やや風化している。

609 1/ 1/ 59.40 43.80 12.45 36.3 H 思円形施上縁部を欠失。欠失部を徐き，両面
工をす。

610 1/ H (46.85) 52.20 11.20 26.6 
右を施図右す半下分縁を欠失。面を上縁は内湾敵打し，を片面加工

IJ 禄 は両面 加工し、 施す。左
図右側lに自然 残す。

611 H 1/ 54.35 43.00 9.00 23.1 完縁打形。下り縁三。角形両然 調刃部整左図はを直施左線側す状縁。上でに両面調整部。上11 と に面面 縁のーに敵
あ。自が 残る。

612 1/ 11 69.55 54.05 10.65 43.1 
両丁端寧を欠両失面。調上縁を施は両面調上縁整， 下縁打は片面に

な 整 す。 に蔽が施され
ている。

613 調整剥片 1/ 18.90 18.55 2.70 1.0 右図下縁部に調整剥離が認められる。

614 スクレイノfー 11 (64.45) 47.80 12.05 37.5 
両台側形部。刃を部欠失は直し線た状のでち敵両打面調を施整。し上、使縁用とす左る図。

の左裂に臨がいちじるしい。左図の刃部の
左 に がある。

615 11 38.00 25.50 9.30 9.9 上縁，下縁ともに両面調整を施す。

616 スクレイノfー 11 (55.25) (46.20) 9.10 28.6 刃部の一部を残す。刃部は外湾し，片面調整。
右図の湾曲部の刃部にわずかな磨滅あり。

617 石庖丁 11 (30.85) 36.10 7.45 9.1 右調図整の左敵打半部を施を欠失。挟りあり。上縁は両面
で す。下縁は調整せず。

618 H (32.10) 38.25 7.95 10.0 下縁部に片面調整を施L.裏面刃部に磨滅あ
り。

619 スクレイノ~- 11 (55.95) 57.55 13.40 24.2 刃部は直線状でていねいな両面調整を施す。

620 1/ 39.50 (47 .00) 9.25 16.2 右上縁図部の左側も両を欠面調失。整下縁ーは両面調整を施し，
に が認められる。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

621 サヌカイト 40.50 50.80 11.50 26.1 右片面図の左縁側辺縁加部をを上下から裁断する。上縁の
に 工施し，仰l縁にも調整を施す。

622 M 18.25 (13.55) 5.45 1.7 刃部の一部を残す。下縁に片面調整を施す。

623 n (26.35) 19.50 5.05 3.1 刃部の一部を残す。下縁部に両面調整を施す。

624 H (41. 35) 21.40 5.75 4.5 刃部の一部を残す。下縁部に片面調整を施す。

625 H 31.00 (25.05) 4.60 4.9 谷筋 右し，図の左縁側部を欠失敵。打下縁・上縁とも両面調整
下 には も認められる。

626 " 24.40 (26.80) 4.90 3.7 " 
模る状。石下縁器部か。右両異面の左側を施面を上方から裁断す

に調整す。

627 " 34.90 (31.90) 7.70 11.0 M 上左縁縁下部縁に自と然も直面線を状残です両。面調整を施す。 左図

628 H (29.00) 24.60 6.60 5.3 " 
大型石鉱か。両側縁は外湾し，両面調整を施
す。

629 " (25.55) (25.15) 8.15 6.4 " 
下縁部に両面調整があり敵打が施されてい
る。

630 " 32.45 28.15 8.15 7.8 上縁下左調縁整図と左施も両側す面面調整上で上縁に厳打しがみられ

" 縁る。' の は方から裁断たのち上
L を

631 " (27.35) 26.25 4.40 5.3 " 下縁に両面調整を施す。

632 " (44.70) (22目15) 7.30 9.0 H 下右縁図は外右湾側し.こ片片函面が自丁寧な両面調整を施す。
の 縁』 調整をもっ。

633 " 41.80 (32.45) 10.40 18.4 " 
下縁はていねいな両面調整で敵打が施されて
いる。

634 " 52.90 (50.50) 13.80 32.9 " 
上縁両下面縁とも両面施調整。右図の左側縁中央部
の に調整がされている。

634 H 37.70 (36.05) 7.05 8.9 H 下縁部に片面調整を施す。

636 " (50.40) 44.20 11.25 34.6 " 
上縁下縁る。ともに両丁面の調破整で，上縁に敵打が認
めりれ 石庖 片か。

637 H (28.75) 27.45 9.50 8.1 " 
右丁寧図のな左両半面部調整を欠を施失。す上。縁， 下縁とも片面が

638 " (41.10) 38.80 11.25 21.9 " 
両片側面部調整を欠を施失。し上縁は組い両面調整， 下縁は

，刃部とする。

639 " (33.30) (28.90) 6.95 7.9 " 
下薗縁を部残すに両。面調整を施す。右図右側縁に自然

640 " (31.45) 22.90 5.65 5.4 " 下縁部に粗い両面調整を施す。

第104表石器観察衰(却
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

621 サヌカイト 40.50 50.80 11.50 26.1 右片面図の左縁側辺縁加部をを上下から裁断する。上縁の
に 工施し，仰l縁にも調整を施す。

622 M 18.25 (13.55) 5.45 1.7 刃部の一部を残す。下縁に片面調整を施す。

623 n (26.35) 19.50 5.05 3.1 刃部の一部を残す。下縁部に両面調整を施す。

624 H (41. 35) 21.40 5.75 4.5 刃部の一部を残す。下縁部に片面調整を施す。

625 H 31.00 (25.05) 4.60 4.9 谷筋 右し，図の左縁側部を欠失敵。打下縁・上縁とも両面調整
下 には も認められる。

626 " 24.40 (26.80) 4.90 3.7 " 
模る状。石下縁器部か。右両異面の左側を施面を上方から裁断す

に調整す。

627 " 34.90 (31.90) 7.70 11.0 M 上左縁縁下部縁に自と然も直面線を状残です両。面調整を施す。 左図

628 H (29.00) 24.60 6.60 5.3 " 
大型石鉱か。両側縁は外湾し，両面調整を施
す。

629 " (25.55) (25.15) 8.15 6.4 " 
下縁部に両面調整があり敵打が施されてい
る。

630 " 32.45 28.15 8.15 7.8 上縁下左調縁整図と左施も両側す面面調整上で上縁に厳打しがみられ

" 縁る。' の は方から裁断たのち上
L を

631 " (27.35) 26.25 4.40 5.3 " 下縁に両面調整を施す。

632 " (44.70) (22目15) 7.30 9.0 H 下右縁図は外右湾側し.こ片片函面が自丁寧な両面調整を施す。
の 縁』 調整をもっ。

633 " 41.80 (32.45) 10.40 18.4 " 
下縁はていねいな両面調整で敵打が施されて
いる。

634 " 52.90 (50.50) 13.80 32.9 " 
上縁両下面縁とも両面施調整。右図の左側縁中央部
の に調整がされている。

634 H 37.70 (36.05) 7.05 8.9 H 下縁部に片面調整を施す。

636 " (50.40) 44.20 11.25 34.6 " 
上縁下縁る。ともに両丁面の調破整で，上縁に敵打が認
めりれ 石庖 片か。

637 H (28.75) 27.45 9.50 8.1 " 
右丁寧図のな左両半面部調整を欠を施失。す上。縁， 下縁とも片面が

638 " (41.10) 38.80 11.25 21.9 " 
両片側面部調整を欠を施失。し上縁は組い両面調整， 下縁は

，刃部とする。

639 " (33.30) (28.90) 6.95 7.9 " 
下薗縁を部残すに両。面調整を施す。右図右側縁に自然

640 " (31.45) 22.90 5.65 5.4 " 下縁部に粗い両面調整を施す。

第104表石器観察衰(却
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

641 サヌカイト (35.45) 28.05 6.20 7.3 谷筋 上部縁を下欠縁失。ともに両面調整を施す。右図の左側

642 11 38.00 (32.25) 11.10 14.6 ノf 上縁す， 右下縁図ともに両面自調然整面で上縁部に敵打を
施。 右側縁に を残す。

643 11 31.45 19.80 4.75 3.0 11 右図の左縁側縁除の一部を欠施失。す この部分が錐部
か。上をき，調整を 。

644 11 (34.20) (34.60) 8.05 9.2 11 下右縁側は上片面方に丁敵寧打な両見面調整である。右図の
縁 に がられる。

645 11 48.65 22.35 8.55 17.1 11 
上縁著，下縁とも両面調整で上縁は階段状剥離
カ1 しし'0

646 11 (59.90) 36.85 10.55 33.5 11 打縁側製縁・石一斧状縁中。心は一片方の側丁縁寧部な両を欠面調失。整上を施縁す・下。
部側を に面敵打ががみられる。

647 11 (31. 30) (30.80) 8.70 8.5 ノ/ 上縁，下縁とも両面調整で階段状flJ離が多い。

648 石庖丁 (60.15) 40.85 10.50 上が然縁顕面，著下縁見とー側縁は両図面調右整側で上縁に厳打自
11 30.5 11 にられる。右の 縁の一部に

を残す。挟りの一部を残す。

649 万 (34.70) (23.90) 6.95 6.4 11 右両図面調の左整側を部施すを。欠失。上縁， 下縁とー側縁に

650 11 61. 00 (50.00) 12.80 44.6 11 
上部を欠片面失 右整図をの右す側縁右は両縁面調敵整打， 左側
縁には 調 施。慣IJ に が認め
られる。

651 11 38.05 (24.00) 11.70 11.6 11 上縁，下縁ともに粗い両面調整を施す。

652 11 (38.35) (30.65) 9.75 8.8 11 右図の左側辺部部を欠粗失。調上縁に両面調整を施す
ほか，縁 にい整を加える。

653 11 54.45 (34.50) 11.85 16.2 11 
下縁施の 部に扶りをいれるほか，周縁に調整
をす。

654 11 52.45 (31. 85) 10.00 16.1 11 下縁に両面調整を施す。

右調自図整然の左側部上を縁欠失。蔽上縁あ， 下縁左と左もに縁両面
655 11 (51.10) 50.40 11.80 36.9 11 である Dす に打り。図側に

面を残 。

656 万 (49.20) 32.30 10.00 19.3 11 上部打を欠失。上縁以外は両面調整。両側縁に
蔽あり。

657 11 (60.50) (35.00) 7.20 12.8 11 一方の側施縁と上・と下上両縁縁にの蔽一打部がを認残めすら。両面
調整をし，側縁 れる。

658 柱状片刃石斧 結 晶 片 岩 (43.85) 33.95 5.65 13.7 11 側面の一部を除いて欠失。

659 蛤刃石斧 効 岩 (78.65) 68.40 47.70 430 11 下部半部多を残欠失。頭部に蔽打痕あり。小さい凹
カ1 くる。

660 磨製石斧 結 品 片 岩 (83.50) 33.90 (8.75) 39.9 11 一部を残して欠失。

第105表石器観察表(33)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

641 サヌカイト (35.45) 28.05 6.20 7.3 谷筋 上部縁を下欠縁失。ともに両面調整を施す。右図の左側

642 11 38.00 (32.25) 11.10 14.6 ノf 上縁す， 右下縁図ともに両面自調然整面で上縁部に敵打を
施。 右側縁に を残す。

643 11 31.45 19.80 4.75 3.0 11 右図の左縁側縁除の一部を欠施失。す この部分が錐部
か。上をき，調整を 。

644 11 (34.20) (34.60) 8.05 9.2 11 下右縁側は上片面方に丁敵寧打な両見面調整である。右図の
縁 に がられる。

645 11 48.65 22.35 8.55 17.1 11 
上縁著，下縁とも両面調整で上縁は階段状剥離
カ1 しし'0

646 11 (59.90) 36.85 10.55 33.5 11 打縁側製縁・石一斧状縁中。心は一片方の側丁縁寧部な両を欠面調失。整上を施縁す・下。
部側を に面敵打ががみられる。

647 11 (31. 30) (30.80) 8.70 8.5 ノ/ 上縁，下縁とも両面調整で階段状flJ離が多い。

648 石庖丁 (60.15) 40.85 10.50 上が然縁顕面，著下縁見とー側縁は両図面調右整側で上縁に厳打自
11 30.5 11 にられる。右の 縁の一部に

を残す。挟りの一部を残す。

649 万 (34.70) (23.90) 6.95 6.4 11 右両図面調の左整側を部施すを。欠失。上縁， 下縁とー側縁に

650 11 61. 00 (50.00) 12.80 44.6 11 
上部を欠片面失 右整図をの右す側縁右は両縁面調敵整打， 左側
縁には 調 施。慣IJ に が認め
られる。

651 11 38.05 (24.00) 11.70 11.6 11 上縁，下縁ともに粗い両面調整を施す。

652 11 (38.35) (30.65) 9.75 8.8 11 右図の左側辺部部を欠粗失。調上縁に両面調整を施す
ほか，縁 にい整を加える。

653 11 54.45 (34.50) 11.85 16.2 11 
下縁施の 部に扶りをいれるほか，周縁に調整
をす。

654 11 52.45 (31. 85) 10.00 16.1 11 下縁に両面調整を施す。

右調自図整然の左側部上を縁欠失。蔽上縁あ， 下縁左と左もに縁両面
655 11 (51.10) 50.40 11.80 36.9 11 である Dす に打り。図側に

面を残 。

656 万 (49.20) 32.30 10.00 19.3 11 上部打を欠失。上縁以外は両面調整。両側縁に
蔽あり。

657 11 (60.50) (35.00) 7.20 12.8 11 一方の側施縁と上・と下上両縁縁にの蔽一打部がを認残めすら。両面
調整をし，側縁 れる。

658 柱状片刃石斧 結 晶 片 岩 (43.85) 33.95 5.65 13.7 11 側面の一部を除いて欠失。

659 蛤刃石斧 効 岩 (78.65) 68.40 47.70 430 11 下部半部多を残欠失。頭部に蔽打痕あり。小さい凹
カ1 くる。

660 磨製石斧 結 品 片 岩 (83.50) 33.90 (8.75) 39.9 11 一部を残して欠失。

第105表石器観察表(33)

一391



実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

661 磨石 砂 岩 55.15 53.70 28.00 123 谷筋 完わ形。平磨減たい同様ら。れ片面中央部に使用痕と思
れる がみ る。

662 石鍾 " 74.40 84.10 28.05 255 " 
完形。平思たい円棟扶。り両側円に打ち欠きの後磨
いたとわれる をもっ。

663 石皿 H (88.90) (82.70) 41.60 470 " 
一部打痕を残あす。片面の中央部を磨く。右側縁に
敵り。

664 " " (117 .10) 141.80 72.80 1.650 " 
下用図の下め半磨分欠失。両面と下図の左側蘭が使

のた かれている

665 石皿文は砥石 11 (161.00) (160.00) 89.00 26.00 11 下半部部と側帯縁状の一部れを欠失。る上面全体と下面
のーが に磨かてい。

666 石鍍 サヌカイト 34.85 24.60 3.50 2.2 暗灰褐色土 完形。凹基。了寧な両面加工を施す。

667 11 " 32.10 (21. 70) 5.40 2.6 H 左図の左側縁を欠失。田基。

668 11 M (24.50) 21. 70 3.55 1.7 11 先端部を欠失。凹基。

669 " 
H (17.90) 18.65 2.95 1.1 H 先端部を欠失。出基。

670 11 " 30.20 18.80 4.85 2.4 11 完形。基部はわずかに凹基。

671 11 " (21. 05) 13.75 3.60 0.9 11 先端部欠失。基部はわずかに凹基。

672 11 11 24.50 13.00 3.20 11 完形。長三角形。基部はわずかに凹基。

673 石錐 11 (33.95) 24.65 6.00 4.8 11 上端と錐部先端を欠失。

674 模状石器 11 49.50 34.00 16.80 25.8 11 
長縁整台形施両状面す 左整図をの右側縁上縁を上方から裁縁断 下

にと 調。 施L-. の両面に辺部調

675 H n 42.50 35.85 11.30 24.5 11 台図形の右状側。上縁縁を下下縁方ともに両断面す調整を施す。 左
から載 る。 I

676 11 刀 47.15 37.30 9.90 20.6 11 上方縁下縁裁断ともに両面上調縁整。わ左図の右敵側打縁を下
から する。 にずかな あり。

677 打製石庖丁 11 (42.70) (36.10) 8.55 15.4 " 
下湾縁と伺両j縁面の一部を施を残す。刃部はわずかに内

し， 調整 している。個IJ縁に扶りが
ある。

右図直の左線部状半部。敵上打を縁欠あ失。 長左部方形状 上縁調下整刃に。部磨と
678 N 

" (37.55) 39.75 9.80 19.5 11 縁あもにー ' ・刃 ともに両り面 上滅
の L り。 図の挟の
り。

減両敵端打ががあを顕欠る著失。 施上縁さ，れ刃部は両図面調主整なで上縁に679 H N (39.05) 55.75 8.75 29.8 " に る。右の 稜線に磨
。

680 H M 76.20 38.20 10.05 右湾警図の左縁部然下部直線残部を状欠すに敵。失で。上打長縁あ方形 上縁右はに側両や縁や面調上外
29.11" 1 :;:"。に刃上白 面はのーを り・。刃部右図とのも
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

661 磨石 砂 岩 55.15 53.70 28.00 123 谷筋 完わ形。平磨減たい同様ら。れ片面中央部に使用痕と思
れる がみ る。

662 石鍾 " 74.40 84.10 28.05 255 " 
完形。平思たい円棟扶。り両側円に打ち欠きの後磨
いたとわれる をもっ。

663 石皿 H (88.90) (82.70) 41.60 470 " 
一部打痕を残あす。片面の中央部を磨く。右側縁に
敵り。

664 " " (117 .10) 141.80 72.80 1.650 " 
下用図の下め半磨分欠失。両面と下図の左側蘭が使

のた かれている

665 石皿文は砥石 11 (161.00) (160.00) 89.00 26.00 11 下半部部と側帯縁状の一部れを欠失。る上面全体と下面
のーが に磨かてい。

666 石鍍 サヌカイト 34.85 24.60 3.50 2.2 暗灰褐色土 完形。凹基。了寧な両面加工を施す。

667 11 " 32.10 (21. 70) 5.40 2.6 H 左図の左側縁を欠失。田基。

668 11 M (24.50) 21. 70 3.55 1.7 11 先端部を欠失。凹基。

669 " 
H (17.90) 18.65 2.95 1.1 H 先端部を欠失。出基。

670 11 " 30.20 18.80 4.85 2.4 11 完形。基部はわずかに凹基。

671 11 " (21. 05) 13.75 3.60 0.9 11 先端部欠失。基部はわずかに凹基。

672 11 11 24.50 13.00 3.20 11 完形。長三角形。基部はわずかに凹基。

673 石錐 11 (33.95) 24.65 6.00 4.8 11 上端と錐部先端を欠失。

674 模状石器 11 49.50 34.00 16.80 25.8 11 
長縁整台形施両状面す 左整図をの右側縁上縁を上方から裁縁断 下

にと 調。 施L-. の両面に辺部調

675 H n 42.50 35.85 11.30 24.5 11 台図形の右状側。上縁縁を下下縁方ともに両断面す調整を施す。 左
から載 る。 I

676 11 刀 47.15 37.30 9.90 20.6 11 上方縁下縁裁断ともに両面上調縁整。わ左図の右敵側打縁を下
から する。 にずかな あり。

677 打製石庖丁 11 (42.70) (36.10) 8.55 15.4 " 
下湾縁と伺両j縁面の一部を施を残す。刃部はわずかに内

し， 調整 している。個IJ縁に扶りが
ある。

右図直の左線部状半部。敵上打を縁欠あ失。 長左部方形状 上縁調下整刃に。部磨と
678 N 

" (37.55) 39.75 9.80 19.5 11 縁あもにー ' ・刃 ともに両り面 上滅
の L り。 図の挟の
り。

減両敵端打ががあを顕欠る著失。 施上縁さ，れ刃部は両図面調主整なで上縁に679 H N (39.05) 55.75 8.75 29.8 " に る。右の 稜線に磨
。

680 H M 76.20 38.20 10.05 右湾警図の左縁部然下部直線残部を状欠すに敵。失で。上打長縁あ方形 上縁右はに側両や縁や面調上外
29.11" 1 :;:"。に刃上白 面はのーを り・。刃部右図とのも
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

681 打製石庖丁 サヌカイト (28.20) 38.85 11.30 13.4 暗灰褐色土
右(図刃の左)側部片面を調欠整失。上縁縁部は両面調整 下縁

部は 。側 に小さな挟りが
ある。

682 スクレイノ{- " (49.95) 49.80 13.45 30.2 " 
刃部部には自外然湾面をし，残小す。さな両面調整を施す。上縁

683 " H (44.10) 54.75 6.20 14.5 " 
右整な。図ら下の左縁半部部は大を部左欠側失分。縁に上敵に縁打自，が然下施面縁さをれと.すも刃片面部調に

ない。左図 残。

684 " " (59.40) 50.80 9.55 26.1 " 下左し部ト図刃右を部側欠と失縁す。のる右一。図部上のに縁右自に側然刃縁面つのをぶ両残し面す加。に工調を整施をす施。

685 " 38.65 (30.20) 12.30 18.9 " 
両あ端り。を欠失。上縁，下縁とも両面調整で敵打

686 H 48.50 30.75 9.70 13.3 " 
下上縁縁部とーに側自縁然面は両を面残調す整。で上縁は片面調整。

687 n 51. 75 48.40 14.55 30.6 " 
完の形突。出石部錐をかつ。く両り側出縁す。に挟上縁り部をいにれ自，然剣面先を状残

す。

688 " (38.50) (24.60) 5.05 5.3 " 下縁部に両面調整を施す。

689 " (34.05) 23.55 5.10 4，0 H 下縁部に両面調整を施す。

下部下右を部欠失。刃右図の左側恩縁わ上部に面自加然面を施も
690 刃器 " 85.20 77.20 12.15 60.7 11 ち， につぶしと れる片 工を

す。 側縁には刃こぼれが認められる。

691 " (36.75) (18.05) 10.20 7.4 11 右面調図整の左を側施部す。を欠失。側縁は弧状に凹出し両

692 " (52.40) 40.25 6.10 14.4 11 両施端す。を欠失。上縁，下縁とも粗い両面調整を
スクレイパーか。

693 H (32.80) 35.20 7.80 12.6 11 上両側縁縁に敵を打欠失を。施上す縁。石下庖縁丁のと破も両片面か調。整で，

694 H (52.20) 38.55 11.00 29.6 11 下両端縁を欠蔽失l打上も縁施，下縁と上も縁両の面調調整整はを粗施Lす。
には さtl， 為。

695 " (36.65) 42.65 6.95 14.2 11 一慣l縁を欠調失整。を上施縁す， 下上縁縁.に側自縁然に片面残を主
体とした 。 面をす。

696 1} (42.65) 40.90 10.25 17.2 1} 両を側施端す部。を欠失。上縁，下縁ともに両面調整

697 1} (59.40) (55.40) 13.15 54.7 " 
一両側面。縁石ののみ残な稜す。線両に面わ調ず整かでな敵磨打滅もが見認らめれらるれ。
る。 主庖要了か。

698 磨製石斧 結晶片岩 (58.80) 21.10 (8.10) 17.4 1} 上，斧下半部及び体部の裏面を欠失。柱状片刃
石。

上様縁部左の一部表欠面失を 属ず平な磨川原石。平たい性同
699 磨石? 砂 岩 96.30 79.00 38.60 425 " 。り 図の 。わかにいている可能

あ

700 凹み石 " 220.00 130.0 56.00 2，800 " 
完蔽打形。痕偏あ平り。な川原石を使用。両面にわずかな
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

681 打製石庖丁 サヌカイト (28.20) 38.85 11.30 13.4 暗灰褐色土
右(図刃の左)側部片面を調欠整失。上縁縁部は両面調整 下縁

部は 。側 に小さな挟りが
ある。

682 スクレイノ{- " (49.95) 49.80 13.45 30.2 " 
刃部部には自外然湾面をし，残小す。さな両面調整を施す。上縁

683 " H (44.10) 54.75 6.20 14.5 " 
右整な。図ら下の左縁半部部は大を部左欠側失分。縁に上敵に縁打自，が然下施面縁さをれと.すも刃片面部調に

ない。左図 残。

684 " " (59.40) 50.80 9.55 26.1 " 下左し部ト図刃右を部側欠と失縁す。のる右一。図部上のに縁右自に側然刃縁面つのをぶ両残し面す加。に工調を整施をす施。

685 " 38.65 (30.20) 12.30 18.9 " 
両あ端り。を欠失。上縁，下縁とも両面調整で敵打

686 H 48.50 30.75 9.70 13.3 " 
下上縁縁部とーに側自縁然面は両を面残調す整。で上縁は片面調整。

687 n 51. 75 48.40 14.55 30.6 " 
完の形突。出石部錐をかつ。く両り側出縁す。に挟上縁り部をいにれ自，然剣面先を状残

す。

688 " (38.50) (24.60) 5.05 5.3 " 下縁部に両面調整を施す。

689 " (34.05) 23.55 5.10 4，0 H 下縁部に両面調整を施す。

下部下右を部欠失。刃右図の左側恩縁わ上部に面自加然面を施も
690 刃器 " 85.20 77.20 12.15 60.7 11 ち， につぶしと れる片 工を

す。 側縁には刃こぼれが認められる。

691 " (36.75) (18.05) 10.20 7.4 11 右面調図整の左を側施部す。を欠失。側縁は弧状に凹出し両

692 " (52.40) 40.25 6.10 14.4 11 両施端す。を欠失。上縁，下縁とも粗い両面調整を
スクレイパーか。

693 H (32.80) 35.20 7.80 12.6 11 上両側縁縁に敵を打欠失を。施上す縁。石下庖縁丁のと破も両片面か調。整で，

694 H (52.20) 38.55 11.00 29.6 11 下両端縁を欠蔽失l打上も縁施，下縁と上も縁両の面調調整整はを粗施Lす。
には さtl， 為。

695 " (36.65) 42.65 6.95 14.2 11 一慣l縁を欠調失整。を上施縁す， 下上縁縁.に側自縁然に片面残を主
体とした 。 面をす。

696 1} (42.65) 40.90 10.25 17.2 1} 両を側施端す部。を欠失。上縁，下縁ともに両面調整

697 1} (59.40) (55.40) 13.15 54.7 " 
一両側面。縁石ののみ残な稜す。線両に面わ調ず整かでな敵磨打滅もが見認らめれらるれ。
る。 主庖要了か。

698 磨製石斧 結晶片岩 (58.80) 21.10 (8.10) 17.4 1} 上，斧下半部及び体部の裏面を欠失。柱状片刃
石。

上様縁部左の一部表欠面失を 属ず平な磨川原石。平たい性同
699 磨石? 砂 岩 96.30 79.00 38.60 425 " 。り 図の 。わかにいている可能

あ

700 凹み石 " 220.00 130.0 56.00 2，800 " 
完蔽打形。痕偏あ平り。な川原石を使用。両面にわずかな
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実調1)図 法 量 (皿)

書号
器 種 石 質 重量(gl 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

701 叩き石? 砂 岩 005.151 35.50 31.70 230 暗灰褐色士 叩打き石か。ず上半部認欠失。方柱状。下端部に敵
痕がわかにめられる。

702 石皿 11 (88.551 (67.901 (42.601 285 11 両面に使用による磨滅をもっ。

703 11 11 178.00 (112.001 45.00 1.350 11 下縁あ部を欠失。上面に使用痕と思われる磨滅
fJ{ るo

完形打使 痕不定形。右図の滅中央部， 左上図の下部半上部
704 11 11 177.00 124.00 42.50 1.000 11 に痕用とみられる磨がある。 端 に

高査 をもっ。

705 石鎌 サヌカイト 28.00 26.50 4.00 2.3 黒色土 完形。凹基。

706 11 11 (26.401 (28.851 3.85 l.4 11 先端部と逆刺の両端部を欠失。凹基。

707 11 11 (33.251 (21.951 4.00 2.6 11 逆刺の両端部を欠失。四基。

708 11 11 45.10 30.75 3.65 5.5 11 完形。大型石銭。凹基。

709 11 11 (21.701 (21.351 4.85 l.8 11 上端部と逆刺の両端を欠失。凹基。

710 11 11 06.401 05.751 2.50 0.9 11 凹基石鍍か。

711 11 11 (23.451 (25.601 4.45 l.9 11 上半部と下端部の大部分を欠失。凹基。

712 11 11 (33.101 06.401 4.40 l.8 11 逆刺の両端部を欠失。凹基。

713 11 11 (32.351 36.50 10.00 11.0 11 上半分部厚を欠素失材。を大型石鯨。凹基。鋲身は幅広
でい 用いる。

714 11 11 24.00 22.00 4.00 l.8 11 完形。凹基。一方の逆刺が長~'0 

715 11 11 (23.101 17 .10 4.20 l.4 11 先端部を欠失。わずかに凹基。

716 11 11 (25.601 19.35 3.90 l.9 11 先端部を欠失。わずかに凹基。

717 11 ノ/ (36.601 30.00 6.45 7.0 11 先端部を欠失。大型石銭。わずかな凹基

718 11 11 25.50 15.00 4.00 l.5 ノ/ 完形。平基。長三角形。

719 11 11 24.00 16.00 4.00 l.4 11 完形。わずかに凹基。

720 11 11 30.00 22.00 5.00 2.6 11 完形。わずかに凸基。
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実調1)図 法 量 (皿)

書号
器 種 石 質 重量(gl 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

701 叩き石? 砂 岩 005.151 35.50 31.70 230 暗灰褐色士 叩打き石か。ず上半部認欠失。方柱状。下端部に敵
痕がわかにめられる。

702 石皿 11 (88.551 (67.901 (42.601 285 11 両面に使用による磨滅をもっ。

703 11 11 178.00 (112.001 45.00 1.350 11 下縁あ部を欠失。上面に使用痕と思われる磨滅
fJ{ るo

完形打使 痕不定形。右図の滅中央部， 左上図の下部半上部
704 11 11 177.00 124.00 42.50 1.000 11 に痕用とみられる磨がある。 端 に

高査 をもっ。

705 石鎌 サヌカイト 28.00 26.50 4.00 2.3 黒色土 完形。凹基。

706 11 11 (26.401 (28.851 3.85 l.4 11 先端部と逆刺の両端部を欠失。凹基。

707 11 11 (33.251 (21.951 4.00 2.6 11 逆刺の両端部を欠失。四基。

708 11 11 45.10 30.75 3.65 5.5 11 完形。大型石銭。凹基。

709 11 11 (21.701 (21.351 4.85 l.8 11 上端部と逆刺の両端を欠失。凹基。

710 11 11 06.401 05.751 2.50 0.9 11 凹基石鍍か。

711 11 11 (23.451 (25.601 4.45 l.9 11 上半部と下端部の大部分を欠失。凹基。

712 11 11 (33.101 06.401 4.40 l.8 11 逆刺の両端部を欠失。凹基。

713 11 11 (32.351 36.50 10.00 11.0 11 上半分部厚を欠素失材。を大型石鯨。凹基。鋲身は幅広
でい 用いる。

714 11 11 24.00 22.00 4.00 l.8 11 完形。凹基。一方の逆刺が長~'0 

715 11 11 (23.101 17 .10 4.20 l.4 11 先端部を欠失。わずかに凹基。

716 11 11 (25.601 19.35 3.90 l.9 11 先端部を欠失。わずかに凹基。

717 11 ノ/ (36.601 30.00 6.45 7.0 11 先端部を欠失。大型石銭。わずかな凹基

718 11 11 25.50 15.00 4.00 l.5 ノ/ 完形。平基。長三角形。

719 11 11 24.00 16.00 4.00 l.4 11 完形。わずかに凹基。

720 11 11 30.00 22.00 5.00 2.6 11 完形。わずかに凸基。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

721 石鉱 サヌカイト 35.20 33.60 7.95 8.6 黒色土 完形。大型石銭。一方の側端部は突出しない。

722 " H (18.65) 17.95 3.55 1.3 H 先半部を欠失。平基。

723 H " (23.85) (16.10) 5.20 1.6 " 下縁部と側縁の一部を欠失。平基か。

724 " H (23.30) 22.10 4.60 2.4 " 上端部を欠失。わずかに凹基。

725 H JI 29.00 24.50 4.00 2.9 " 一方の側縁部の下端を欠失。平基。

726 " " 34.55 27.00 6.20 5.2 N 完形。平基。周縁の調整は粗い。

727 " " 25.00 12.50 3.00 1.2 H 完形。凸基。木葉形。

728 刀 M (26.10) 12.80 3.55 1.4 " 下端部欠失。凸基か。

729 H M 27.00 14.45 4.50 1.7 H 下端部を欠失。

730 " " (26.80) (1ι00) 3.40 1.1 " 下半部を欠失。先端は鋭利に尖る。

731 H JI 29.50 10.50 3.00 1.1 JI 完形。槍先状の鉱身をもっ。平基。

732 " M (33.55) 14.60 3.50 1.8 " 
先最端大幅部を欠失。わずかに凹基。鎌身中央部が

となる。

733 M JI 34.50 14.00 3.50 1.8 JI 完形。凸基。木葉形。

734 " JI (19.75) 12.65 4.60 1.2 JI 下半部を欠失。

735 JI H 27.05 12.50 4.10 1.5 JI 完形。幅広の茎をもっ。

736 H JI 27.40 (16.65) 5.00 1.8 JI 一方の側縁下端を欠失。基部はわずかに凹基。

737 " JI (20.35) 15.50 4.35 1.3 JI 先端部を欠失。三角形状の小さな茎をもっ。

738 JI H (24.40) (19.30) 4.50 1.7 JI 下施半部さを欠失。な右図の周縁にはほとんど調整
が れてい~'0 

739 " JI (26.80) (14.90) 5.10 2.2 JI 先端部と下端部を欠失。

740 JI H (36.25) 15.00 3.90 2.4 JI 上端部と下端を欠失。中央部がふくらむ。

」一一
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

721 石鉱 サヌカイト 35.20 33.60 7.95 8.6 黒色土 完形。大型石銭。一方の側端部は突出しない。

722 " H (18.65) 17.95 3.55 1.3 H 先半部を欠失。平基。

723 H " (23.85) (16.10) 5.20 1.6 " 下縁部と側縁の一部を欠失。平基か。

724 " H (23.30) 22.10 4.60 2.4 " 上端部を欠失。わずかに凹基。

725 H JI 29.00 24.50 4.00 2.9 " 一方の側縁部の下端を欠失。平基。

726 " " 34.55 27.00 6.20 5.2 N 完形。平基。周縁の調整は粗い。

727 " " 25.00 12.50 3.00 1.2 H 完形。凸基。木葉形。

728 刀 M (26.10) 12.80 3.55 1.4 " 下端部欠失。凸基か。

729 H M 27.00 14.45 4.50 1.7 H 下端部を欠失。

730 " " (26.80) (1ι00) 3.40 1.1 " 下半部を欠失。先端は鋭利に尖る。

731 H JI 29.50 10.50 3.00 1.1 JI 完形。槍先状の鉱身をもっ。平基。

732 " M (33.55) 14.60 3.50 1.8 " 
先最端大幅部を欠失。わずかに凹基。鎌身中央部が

となる。

733 M JI 34.50 14.00 3.50 1.8 JI 完形。凸基。木葉形。

734 " JI (19.75) 12.65 4.60 1.2 JI 下半部を欠失。

735 JI H 27.05 12.50 4.10 1.5 JI 完形。幅広の茎をもっ。

736 H JI 27.40 (16.65) 5.00 1.8 JI 一方の側縁下端を欠失。基部はわずかに凹基。

737 " JI (20.35) 15.50 4.35 1.3 JI 先端部を欠失。三角形状の小さな茎をもっ。

738 JI H (24.40) (19.30) 4.50 1.7 JI 下施半部さを欠失。な右図の周縁にはほとんど調整
が れてい~'0 

739 " JI (26.80) (14.90) 5.10 2.2 JI 先端部と下端部を欠失。

740 JI H (36.25) 15.00 3.90 2.4 JI 上端部と下端を欠失。中央部がふくらむ。

」一一
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実測図 法 量 (皿)

醤号
器 種 石 質 重量(創 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

741 石槍フ サヌカイト (45.25) 25.70 9.10 9.2 黒色土 両仕側上に両面調整を施し，断面は凹レンズ状に
，)'る。

742 石鯨 1/ 29.50 8.00 2.50 0.6 1/ 長い茎をもっ柳葉形の小型石銭。

743 模状石器 1/ 34.30 21. 00 7.75 5.9 11 完上形縁。下方縁柱と状も。に右両図面の調左整側を縁施をす下。方から載断。

744 1/ 1/ 34.20 12.90 7.85 3.2 11 完に形両。面調方柱整状を。施再す慣。IJ縁を上方から裁断。上縁

745 1/ 1/ 46.35 24.55 9.95 12.9 11 完断形。長方方形側状縁。右図の左側縁施を下方から戴 i
。ーの は両面調整をす。

完裁形断。長上方形状下。縁右図の左側縁を上・下から
746 1/ 1/ 46.70 26.30 11.35 15.4 1/ 蔽 縁・ ともに両面調整を施し，と

もに nがある。

747 11 11 54.30 13.60 11.15 11.8 11 完下著形縁に。みと方もら柱れに状両る。。面両調側整縁をを施下L方，か階ら段載状断剥。離上が縁顕・

完方多形。右歓図断の左慣縁上IJ縁を上方から 右慣状~縁剥を下
748 11 11 32.35 22.50 8.25 7.0 1/ から 。下は両面調打整で階段 離が

くみられる。 縁に厳 がみられる。

749 柱状石器? 1/ (29.20) (33.50) 8.65 10.2 1/ 右調図整の左側縁面を下面調方から裁断打。あ下縁部は両面
。上は片 整で敵 り。

750 
模状石器素

材 ?
11 38.80 75.55 11.10 33.2 1/ 完断形。。上縁長下方形縁状と。も右に両図面の左調側整面を施を下す。方から裁

右整上図の左半部下部縁を部欠失。 上縁打面 ・下な縁とも両面調
751 打製石庖丁 11 (37.30) 44.40 10.10 20.1 11 縁減を施部L.刃 には蔽両 が されている。干

が をなす。 とも稜線部が若
磨する。

右部図)の左半両浅面部を幅整欠失施。長方形上。縁上縁蔽・下打縁力(刃
752 11 11 (59.10) 34.00 11.40 26.5 1/ とも 調をし， 部に ま見

られる。 くて 広の挟りをもっ。

右図の挟左打白半部見面を欠失。慣扶上j縁縁り部部あははり丸。両く面右お調図さ整のま挟をり施り， 
(38.55) し蔽 られる。

753 1/ 1/ 41.40 8.10 13.5 11 周，辺に然も を残す。
小さな りをもっ。

754 11 1/ (49.45) 47.90 6.70 25.8 1/ 両で側厳端打れ部あ磨をり。滅欠下失縁。上部縁は部片面は直調線整状で，で使両面用調痕整と

忠、わる あり。

右図直の状左半部片面を調欠整磨失す。上縁図は両部側面調扶整。 刃部整部
755 11 1/ (34.00) 61. 90 6.45 13.2 11 は線痕で 。減右あ の刃と りに

使用と思扶われる り。縁部に調は
なし白面を残。

右整丁図の滅左打再半部調顕見を欠失。 上縁部は外直湾線使し， 両片面面思調
756 11 11 (64.15) 47.70 9.45 31.0 11 。寧献もられる。図刃は 状用で が

な面整箸。左の刃部に 痕とわ
れる磨が である。

(35.60) 
側線縁状残の一部面と下整縁の一部のみ残す。下縁白は直面I

757 1/ 11 (44.35) 8.20 15.4 11 で片調。左図の中央に大きな然
をす。

758 1/ 11 (51.00) (44.15) 13.00 31. 2 1/ 線刃状部ので両一部面調と扶整。りの一部のみ残す。刃部は直

759 スクレイパー 1/ (26.70) 36.70 5.40 7.0 11 右整図の左図左半側部縁を欠'失自。然刃部は直線状で両面調
。左 人面を残す。

760 11 1/ (58.60) 48.45 12.20 39.9 1/ 線両端状部両を面欠調失。整長施方形状・上縁丁 ・下縁とも直
で をす。石庖か。

第110表石器観察表(苅)
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実測図 法 量 (皿)

醤号
器 種 石 質 重量(創 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

741 石槍フ サヌカイト (45.25) 25.70 9.10 9.2 黒色土 両仕側上に両面調整を施し，断面は凹レンズ状に
，)'る。

742 石鯨 1/ 29.50 8.00 2.50 0.6 1/ 長い茎をもっ柳葉形の小型石銭。

743 模状石器 1/ 34.30 21. 00 7.75 5.9 11 完上形縁。下方縁柱と状も。に右両図面の調左整側を縁施をす下。方から載断。

744 1/ 1/ 34.20 12.90 7.85 3.2 11 完に形両。面調方柱整状を。施再す慣。IJ縁を上方から裁断。上縁

745 1/ 1/ 46.35 24.55 9.95 12.9 11 完断形。長方方形側状縁。右図の左側縁施を下方から戴 i
。ーの は両面調整をす。

完裁形断。長上方形状下。縁右図の左側縁を上・下から
746 1/ 1/ 46.70 26.30 11.35 15.4 1/ 蔽 縁・ ともに両面調整を施し，と

もに nがある。

747 11 11 54.30 13.60 11.15 11.8 11 完下著形縁に。みと方もら柱れに状両る。。面両調側整縁をを施下L方，か階ら段載状断剥。離上が縁顕・

完方多形。右歓図断の左慣縁上IJ縁を上方から 右慣状~縁剥を下
748 11 11 32.35 22.50 8.25 7.0 1/ から 。下は両面調打整で階段 離が

くみられる。 縁に厳 がみられる。

749 柱状石器? 1/ (29.20) (33.50) 8.65 10.2 1/ 右調図整の左側縁面を下面調方から裁断打。あ下縁部は両面
。上は片 整で敵 り。

750 
模状石器素

材 ?
11 38.80 75.55 11.10 33.2 1/ 完断形。。上縁長下方形縁状と。も右に両図面の左調側整面を施を下す。方から裁

右整上図の左半部下部縁を部欠失。 上縁打面 ・下な縁とも両面調
751 打製石庖丁 11 (37.30) 44.40 10.10 20.1 11 縁減を施部L.刃 には蔽両 が されている。干

が をなす。 とも稜線部が若
磨する。

右部図)の左半両浅面部を幅整欠失施。長方形上。縁上縁蔽・下打縁力(刃
752 11 11 (59.10) 34.00 11.40 26.5 1/ とも 調をし， 部に ま見

られる。 くて 広の挟りをもっ。

右図の挟左打白半部見面を欠失。慣扶上j縁縁り部部あははり丸。両く面右お調図さ整のま挟をり施り， 
(38.55) し蔽 られる。

753 1/ 1/ 41.40 8.10 13.5 11 周，辺に然も を残す。
小さな りをもっ。

754 11 1/ (49.45) 47.90 6.70 25.8 1/ 両で側厳端打れ部あ磨をり。滅欠下失縁。上部縁は部片面は直調線整状で，で使両面用調痕整と

忠、わる あり。

右図直の状左半部片面を調欠整磨失す。上縁図は両部側面調扶整。 刃部整部
755 11 1/ (34.00) 61. 90 6.45 13.2 11 は線痕で 。減右あ の刃と りに

使用と思扶われる り。縁部に調は
なし白面を残。

右整丁図の滅左打再半部調顕見を欠失。 上縁部は外直湾線使し， 両片面面思調
756 11 11 (64.15) 47.70 9.45 31.0 11 。寧献もられる。図刃は 状用で が

な面整箸。左の刃部に 痕とわ
れる磨が である。

(35.60) 
側線縁状残の一部面と下整縁の一部のみ残す。下縁白は直面I

757 1/ 11 (44.35) 8.20 15.4 11 で片調。左図の中央に大きな然
をす。

758 1/ 11 (51.00) (44.15) 13.00 31. 2 1/ 線刃状部ので両一部面調と扶整。りの一部のみ残す。刃部は直

759 スクレイパー 1/ (26.70) 36.70 5.40 7.0 11 右整図の左図左半側部縁を欠'失自。然刃部は直線状で両面調
。左 人面を残す。

760 11 1/ (58.60) 48.45 12.20 39.9 1/ 線両端状部両を面欠調失。整長施方形状・上縁丁 ・下縁とも直
で をす。石庖か。

第110表石器観察表(苅)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

761 スクレイパー サヌカイト (31.45) 17.75 6.10 2.8 黒色土 完調形整。か。横長刃部剥片は直を線使状用。で密でていねいな片面

762 11 11 (73.60) 43.10 8.10 31. 9 11 
右書図先の左端厳半部打部を欠失 刃部目は直線状で両面調薗
。整で はあ刃り。こぼれが立つ。上縁は両

763 11 11 (46.05) 09.40) 4.75 4.1 11 左刃部図の一部部を磨残滅す。認刃部は丁寧な両面調整で
の刃に がめられる。

764 11 11 48.70 32.90 6.25 7.0 H 右B図日の右る側縁部を欠失。左側縁と上縁に調整
をえ。

765 11 11 (37目ω) (42.55) 6.35 10.6 11 側両縁面と整刃部の一部のみ縁残す。自然刃部面は直残線状で
調。右図の右側に をす。

766 M 11 81. 70 49.60 12.85 42.6 N 
毒搾面守をの高れ富る霊暫長部討孟l緑欠失。聖聖刃部側存はわ君ず主警か官に震外

義手: 事部と下縁部自然

767 H 11 (38.15) (20.00) 7.30 5.1 H 刃部整の一部すを残す。刃部はやや外湾し，外面
調を施

768 11 11 44.00 24.65 6.10 7.5 11 語刃部を施の一す部。右の図み残の右す。側縁刃部にはも縁外湾辺部し，の調両面整調を

える。

刃部調整をと側縁施けの一部側石縁庖を残す 刃部をは直線.状小で両なI769 11 H (32.25) (25.10) 6.85 5.6 11 面挟 をす。 に自然面残し き
りつる。 丁か。

770 11 11 (44.50) 30.40 6.80 11.6 11 右整図の縁左半'部自然を面欠失。残刃部は外湾し，両面調
。上 L をす。

771 H 11 68.65 45.40 9.20 20.0 11 側刃縁部はにわ自然ず面かにを残外湾す。L.， 両面調整。 右図の左

上縁両部面両調縁端整部を施刃欠失。 四辺縁形状 上打縁・下縁と
772 11 11 (84.20) 49.75 8.55 39.1 H も をし，下には。厳も認められ

る。上 を部とする。

773 11 23.30 18.80 3.35 1.5 11 両く側下出方の両石面鯨に調製整品を加え， 三角形状につ
りす。 未か。

774 H (50.45) 33.95 890 17.6 11 右調右側図整縁のを左施半し部，小上欠さ縁失な。に上は縁敵打も・下も縁加えとるも。粗丁右いか両図面の
には 挟りをつ。石庖 。

775 H (38.65) 45.10 8.30 13.6 11 両側l部残を欠両失面。調下整縁は片め面調れ整。上縁はわず
かにり が認らる。

776 M (41. 40) 34.25 6.25 11.4 11 両上側縁部を部欠失。な上縁・下縁石と庖も丁にか両。面調整で，
は刃をきなし」 。

777 11 (53.95) 47.50 14.40 39.0 11 完り形刃部階か。段を下縁きは両面調上縁整部を施にすもが両，面れ調敵る打整がを施あ
し， 状な剥離ながい顕。著にみとめら 。

模状石器
完縁形部。 右両図図面の左側縁部を上方から載断出あする。 下上

778 11 45.55 29.35 12.70 20.0 11 は 縁調整辺で刃状にっくり すが，
縁は左の を敵打するのみでる。

779 スクレイパー 11 (29.55) 45.45 6.10 11.5 11 童図の左縁半'部自然を面欠失。残刃部は直線状で両面識
。上 L をす。

780 11 (44.60) 42.20 11.25 18.9 11 行刃部う。の一部を残す。刃部には粗い片面調整を
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-397-

実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

761 スクレイパー サヌカイト (31.45) 17.75 6.10 2.8 黒色土 完調形整。か。横長刃部剥片は直を線使状用。で密でていねいな片面

762 11 11 (73.60) 43.10 8.10 31. 9 11 
右書図先の左端厳半部打部を欠失 刃部目は直線状で両面調薗
。整で はあ刃り。こぼれが立つ。上縁は両

763 11 11 (46.05) 09.40) 4.75 4.1 11 左刃部図の一部部を磨残滅す。認刃部は丁寧な両面調整で
の刃に がめられる。

764 11 11 48.70 32.90 6.25 7.0 H 右B図日の右る側縁部を欠失。左側縁と上縁に調整
をえ。

765 11 11 (37目ω) (42.55) 6.35 10.6 11 側両縁面と整刃部の一部のみ縁残す。自然刃部面は直残線状で
調。右図の右側に をす。

766 M 11 81. 70 49.60 12.85 42.6 N 
毒搾面守をの高れ富る霊暫長部討孟l緑欠失。聖聖刃部側存はわ君ず主警か官に震外

義手: 事部と下縁部自然

767 H 11 (38.15) (20.00) 7.30 5.1 H 刃部整の一部すを残す。刃部はやや外湾し，外面
調を施

768 11 11 44.00 24.65 6.10 7.5 11 語刃部を施の一す部。右の図み残の右す。側縁刃部にはも縁外湾辺部し，の調両面整調を

える。

刃部調整をと側縁施けの一部側石縁庖を残す 刃部をは直線.状小で両なI769 11 H (32.25) (25.10) 6.85 5.6 11 面挟 をす。 に自然面残し き
りつる。 丁か。

770 11 11 (44.50) 30.40 6.80 11.6 11 右整図の縁左半'部自然を面欠失。残刃部は外湾し，両面調
。上 L をす。

771 H 11 68.65 45.40 9.20 20.0 11 側刃縁部はにわ自然ず面かにを残外湾す。L.， 両面調整。 右図の左

上縁両部面両調縁端整部を施刃欠失。 四辺縁形状 上打縁・下縁と
772 11 11 (84.20) 49.75 8.55 39.1 H も をし，下には。厳も認められ

る。上 を部とする。

773 11 23.30 18.80 3.35 1.5 11 両く側下出方の両石面鯨に調製整品を加え， 三角形状につ
りす。 未か。

774 H (50.45) 33.95 890 17.6 11 右調右側図整縁のを左施半し部，小上欠さ縁失な。に上は縁敵打も・下も縁加えとるも。粗丁右いか両図面の
には 挟りをつ。石庖 。

775 H (38.65) 45.10 8.30 13.6 11 両側l部残を欠両失面。調下整縁は片め面調れ整。上縁はわず
かにり が認らる。

776 M (41. 40) 34.25 6.25 11.4 11 両上側縁部を部欠失。な上縁・下縁石と庖も丁にか両。面調整で，
は刃をきなし」 。

777 11 (53.95) 47.50 14.40 39.0 11 完り形刃部階か。段を下縁きは両面調上縁整部を施にすもが両，面れ調敵る打整がを施あ
し， 状な剥離ながい顕。著にみとめら 。

模状石器
完縁形部。 右両図図面の左側縁部を上方から載断出あする。 下上

778 11 45.55 29.35 12.70 20.0 11 は 縁調整辺で刃状にっくり すが，
縁は左の を敵打するのみでる。

779 スクレイパー 11 (29.55) 45.45 6.10 11.5 11 童図の左縁半'部自然を面欠失。残刃部は直線状で両面識
。上 L をす。

780 11 (44.60) 42.20 11.25 18.9 11 行刃部う。の一部を残す。刃部には粗い片面調整を

第111表石器観察表(39)
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実測図 法 量 (凹)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

781 サヌカイト (35.15) 30.75 4.85 4.8 黒色土 刃全部面のに一自部然面を残を残す。す刃。部はやや外湾し， 右図

782 11 (59.30) 34.20 13.15 29.8 11 iifiii点き望書道;fiii
ヌ，.。

783 11 (33.80) 33.05 10.20 12.1 ノ/ 右も両図面の右調半整部を施と左す側。縁を欠失。上縁， 下縁と

784 11 (43.90) (28.10) 6.35 10.0 !! 
下縁部と側施は縁厳すの一部見を残す。下側縁縁はに両は面粗調い整両で面， 
ーに 打がられる。
加工を 。

785 11 (36.35) (32.25) 7.60 9.2 11 下縁に両面調整を施す。

786 11 48.65 35.75 16.95 31. 3 11 下縁に両面調整を施したのち，蔽打を加える。

787 11 (25.40) (14.75) 5.35 1.9 11 
下縁と側刃縁部の一部を残す。側下縁縁は両片面面調調整整を
もつが の鋭さはなし」 に を
もつ。

788 11 23.80 (23.40) 4.10 2.3 11 上調半部整を施欠失。下縁の一部と一方の側縁に両
商 を す 。

789 11 32.95 18.50 6.95 5.2 11 下縁に両面調整を加えたのち，厳打を施す。

790 11 22.25 (15.95) 5.10 1.9 11 方の側縁施と下縁の一部を残す。慣IJ縁部に両
面調整をす。

791 11 (25.05) (25.00) 4.65 3.0 11 側寧縁なと下面縁加の一部認を残し，る いずれも片面が丁
両 工がめられ。

792 11 38.05 (28.80) 8.80 5.7 11 
下縁の 部のみ残し，両面調整が施されてい
る。

793 11 (30.45) (19.25) 6.10 2.8 11 下縁と側縁に両面調整が施されている。

794 11 18.90 20.75 8.90 4.7 11 下縁に両面調整を施す。

795 11 (38.80) 34.45 9.30 12.7 11 上縁，下縁ともに両面調整を施す。

796 11 24.60 (22.00) 8.60 6.4 11 下縁の一部のみ残し，丁寧な片面調整を施す。

797 11 (30.90) (22.45) 7.85 5.9 11 下縁に両面調整を施し敵打を加える。

798 11 31. 30 (28.65) 7.20 6.9 11 下縁磨に片面認調整を施し，その部分に使用によ
る滅がめられる。

799 11 31.45 (22.80) 6.65 5.1 11 上端方部と下面部調を欠施失。す一側縁には両面調整を，
他は片 整を

800 11 (31.35) 28.80 5.55 5.3 11 下縁に組い両面調整を施す。
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実測図 法 量 (凹)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

781 サヌカイト (35.15) 30.75 4.85 4.8 黒色土 刃全部面のに一自部然面を残を残す。す刃。部はやや外湾し， 右図

782 11 (59.30) 34.20 13.15 29.8 11 iifiii点き望書道;fiii
ヌ，.。

783 11 (33.80) 33.05 10.20 12.1 ノ/ 右も両図面の右調半整部を施と左す側。縁を欠失。上縁， 下縁と

784 11 (43.90) (28.10) 6.35 10.0 !! 
下縁部と側施は縁厳すの一部見を残す。下側縁縁はに両は面粗調い整両で面， 
ーに 打がられる。
加工を 。

785 11 (36.35) (32.25) 7.60 9.2 11 下縁に両面調整を施す。

786 11 48.65 35.75 16.95 31. 3 11 下縁に両面調整を施したのち，蔽打を加える。

787 11 (25.40) (14.75) 5.35 1.9 11 
下縁と側刃縁部の一部を残す。側下縁縁は両片面面調調整整を
もつが の鋭さはなし」 に を
もつ。

788 11 23.80 (23.40) 4.10 2.3 11 上調半部整を施欠失。下縁の一部と一方の側縁に両
商 を す 。

789 11 32.95 18.50 6.95 5.2 11 下縁に両面調整を加えたのち，厳打を施す。

790 11 22.25 (15.95) 5.10 1.9 11 方の側縁施と下縁の一部を残す。慣IJ縁部に両
面調整をす。

791 11 (25.05) (25.00) 4.65 3.0 11 側寧縁なと下面縁加の一部認を残し，る いずれも片面が丁
両 工がめられ。

792 11 38.05 (28.80) 8.80 5.7 11 
下縁の 部のみ残し，両面調整が施されてい
る。

793 11 (30.45) (19.25) 6.10 2.8 11 下縁と側縁に両面調整が施されている。

794 11 18.90 20.75 8.90 4.7 11 下縁に両面調整を施す。

795 11 (38.80) 34.45 9.30 12.7 11 上縁，下縁ともに両面調整を施す。

796 11 24.60 (22.00) 8.60 6.4 11 下縁の一部のみ残し，丁寧な片面調整を施す。

797 11 (30.90) (22.45) 7.85 5.9 11 下縁に両面調整を施し敵打を加える。

798 11 31. 30 (28.65) 7.20 6.9 11 下縁磨に片面認調整を施し，その部分に使用によ
る滅がめられる。

799 11 31.45 (22.80) 6.65 5.1 11 上端方部と下面部調を欠施失。す一側縁には両面調整を，
他は片 整を

800 11 (31.35) 28.80 5.55 5.3 11 下縁に組い両面調整を施す。

第112表 石 器 観察表側
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実測図 法 量 (田)

番号
器 種 石 賀 重量(鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

801 サヌカイト 34.30 (33.15) 9.45 12.0 黒色土 側縁に両面調整を施す。

802 11 29.90 (27.35) 4.85 4.8 H 両す端。を欠失。上縁，下縁ともに両薗調整を施

803 11 (26.75) 22.40 6.60 5.1 H 下縁部に両面調整を施す。

804 11 37.40 (28.25) 6.95 8.7 11 右縁図に調の左整半を加部をえ欠る失。。恒g縁の一部と上縁・下

805 H 30.10 (21.95) 5.95 3.4 11 下縁，側縁ともに両面調整を施す。

806 11 28.15 29.30 8.60 7.2 11 伺l縁に両面調整を施す。

807 11 (29.75) (32.55) 7.25 6.9 11 下を施半部すを右欠失図。 上右縁側縁と一方敵打の側が縁認に両面調整
。 の に められる。

808 調整剥片 M 39.80 17.25 5.15 3.2 11 左図の左側縁に調整が認められる。

809 H 45.00 19.25 13.50 8.7 H 
下縁に両面識整を施し，上縁部にも調整が認
められる。

810 11 (38.85) 38.85 10.10 15.2 11 両す端。下部縁を欠失。部上縁厳下打縁がともに両面調整を施
のーに みられる。

811 H 31.50 (30.55) 11. 70 9.0 11 右工図が施の左さ半れ部る。と下縁を欠失。周縁部に両面加 I

812 M 35.45 30.85 11.25 9.3 11 
三角形状。側縁に両面調整又は片面調整を施
す。

813 H 42.45 23.95 9.35 8.9 11 
下状整端のを部小も9を~J離欠失が。認一方の側縁。右は鋭〈 側刃'ぽれ

つ。 められる 図の左縁に調

814 11 (34.55) 21.65 9.90 9.7 11 下縁に両面調整を施したのち，蔽打を加える。

815 H (36.00) 23.90 4.10 3.8 H 左図の左半部を欠失。周縁に両面調整を施す。|

816 H (37.30) (29.55) 15.80 16.4 11 一え方，他の側方縁の仰にi両縁面に調敵整打をを施加えしたる。のち敵打を加

817 11 (41.50) (24.40) 8.40 11.8 11 側に縁両面と下調縁整のの一の部ち敵を残打すを。施側す縁。の一部と下縁

両両と端面す部調整を欠失上庖J。縁了上縁，厳下打縁を施ともにていねい部な818 11 46.55 (39.35) 9.05 22.6 11 石 には し，下縁を刃
る。 昌弘

819 H 43.90 40.70 7.90 14.2 11 上図端の部左側を縁欠失に。は両刃側つ縁ぶにし両状面の調敵整打をを施加すえ。る右。

820 11 50.65 51.20 19.60 51.0 M 
上に縁厳部打，を下施縁す。部右と図も両の面左調侭l整~をを施下方し，か上ら縁裁部断
する。

第113表石器観 察表制
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実測図 法 量 (田)

番号
器 種 石 賀 重量(鈎 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

801 サヌカイト 34.30 (33.15) 9.45 12.0 黒色土 側縁に両面調整を施す。

802 11 29.90 (27.35) 4.85 4.8 H 両す端。を欠失。上縁，下縁ともに両薗調整を施

803 11 (26.75) 22.40 6.60 5.1 H 下縁部に両面調整を施す。

804 11 37.40 (28.25) 6.95 8.7 11 右縁図に調の左整半を加部をえ欠る失。。恒g縁の一部と上縁・下

805 H 30.10 (21.95) 5.95 3.4 11 下縁，側縁ともに両面調整を施す。

806 11 28.15 29.30 8.60 7.2 11 伺l縁に両面調整を施す。

807 11 (29.75) (32.55) 7.25 6.9 11 下を施半部すを右欠失図。 上右縁側縁と一方敵打の側が縁認に両面調整
。 の に められる。

808 調整剥片 M 39.80 17.25 5.15 3.2 11 左図の左側縁に調整が認められる。

809 H 45.00 19.25 13.50 8.7 H 
下縁に両面識整を施し，上縁部にも調整が認
められる。

810 11 (38.85) 38.85 10.10 15.2 11 両す端。下部縁を欠失。部上縁厳下打縁がともに両面調整を施
のーに みられる。

811 H 31.50 (30.55) 11. 70 9.0 11 右工図が施の左さ半れ部る。と下縁を欠失。周縁部に両面加 I

812 M 35.45 30.85 11.25 9.3 11 
三角形状。側縁に両面調整又は片面調整を施
す。

813 H 42.45 23.95 9.35 8.9 11 
下状整端のを部小も9を~J離欠失が。認一方の側縁。右は鋭〈 側刃'ぽれ

つ。 められる 図の左縁に調

814 11 (34.55) 21.65 9.90 9.7 11 下縁に両面調整を施したのち，蔽打を加える。

815 H (36.00) 23.90 4.10 3.8 H 左図の左半部を欠失。周縁に両面調整を施す。|

816 H (37.30) (29.55) 15.80 16.4 11 一え方，他の側方縁の仰にi両縁面に調敵整打をを施加えしたる。のち敵打を加

817 11 (41.50) (24.40) 8.40 11.8 11 側に縁両面と下調縁整のの一の部ち敵を残打すを。施側す縁。の一部と下縁

両両と端面す部調整を欠失上庖J。縁了上縁，厳下打縁を施ともにていねい部な818 11 46.55 (39.35) 9.05 22.6 11 石 には し，下縁を刃
る。 昌弘

819 H 43.90 40.70 7.90 14.2 11 上図端の部左側を縁欠失に。は両刃側つ縁ぶにし両状面の調敵整打をを施加すえ。る右。

820 11 50.65 51.20 19.60 51.0 M 
上に縁厳部打，を下施縁す。部右と図も両の面左調侭l整~をを施下方し，か上ら縁裁部断
する。

第113表石器観 察表制
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実調j図 j去 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

821 扇平片刃石斧 結晶片 岩 62.50 43.00 15.00 86.7 黒色土 完形。刃部に使用痕がわずかに認められる。

822 磨製石斧 " (46.20) (27.00) (8.35) 8.8 " 表面の一部を残す。

823 " " (69.90) 35.00 13.00 60.8 /ノ 上部・下部，裏部を欠失する。

824 柱状石斧 " 99.00 28.50 22.00 117.9 11 完形。刃体部部は頭瞭部片(図では下端)ほど薄くな
り， は明な刃にならない。

825 " " (109.15) 36.60 29.00 215 11 
刃痕部及び体部の一部石を破損 刃部と頭部に敵
打があり，叩き として使われたことがわ
かる。

826 石錘 砂 岩 88.60 68.30 27.20 245 刀
完形方。平たい円擦を使用他。方両は側打に欠挟きりlをもっ。
ー はわずかに凹み， こよって
凹みをつける。

827 磨製石斧 結品片岩 (31. 85) (24.05) 6.30 7.5 " 柱状片刃石斧の刃部の一部のみを残す。

828 11 11 (29.40) 36.00 11. 70 14.3 11 柱状片刃石斧の頭部の一部のみを残す。

829 石錘 砂 岩 70.35 48.60 (36.50) 160 " 
溝片面を欠失。加球熱状擦を使赤用。幅約 9皿の浅い

をもつ。 により 変。

830 叩き石
角閃石輝石

68.10 48.25 41. 35 200 " 
完形使。用卵痕形の河原石を壁打用。上端部，下端部 I

安山岩 に と思われる敵あり。

831 石皿又は砥石 砂 岩 (89.20) (78.75) 36.85 335 " 
両面の一部を磨くほか，左図の下部に敵打痕
をもっ。

832 石鍬 サヌカイ卜 14.15 13.00 2.75 0.6 その他の包含層
一方の逆刺先端部を欠失。側縁は外湾する。
四基。

833 " 11 (16.05) (16.25) 3.40 0.8 11 先端部と一方の逆刺を欠失。凹基。

834 " 11 26.10 19.90 4.15 1.7 11 完形。凹基。

835 ノ/

" 27.60 (15.95) 4.00 1.4 11 一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

836 11 11 (24.95) 22.70 4.50 1.8 " 先端部を欠失。凹基。基部は幅広。

837 11 11 (25.35) (21.30) 3.45 1.4 " 側縁と一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

838 11 11 (28.10) (23.70) 4.20 2.6 " 先端部と逆刺両端部を欠失。四基。

839 " 11 23.40 16.65 4.65 1.3 11 一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

840 " 11 13.85 13.45 2.05 0.3 ノf 完形。凹基。

第114表石器観察表側
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実調j図 j去 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

821 扇平片刃石斧 結晶片 岩 62.50 43.00 15.00 86.7 黒色土 完形。刃部に使用痕がわずかに認められる。

822 磨製石斧 " (46.20) (27.00) (8.35) 8.8 " 表面の一部を残す。

823 " " (69.90) 35.00 13.00 60.8 /ノ 上部・下部，裏部を欠失する。

824 柱状石斧 " 99.00 28.50 22.00 117.9 11 完形。刃体部部は頭瞭部片(図では下端)ほど薄くな
り， は明な刃にならない。

825 " " (109.15) 36.60 29.00 215 11 
刃痕部及び体部の一部石を破損 刃部と頭部に敵
打があり，叩き として使われたことがわ
かる。

826 石錘 砂 岩 88.60 68.30 27.20 245 刀
完形方。平たい円擦を使用他。方両は側打に欠挟きりlをもっ。
ー はわずかに凹み， こよって
凹みをつける。

827 磨製石斧 結品片岩 (31. 85) (24.05) 6.30 7.5 " 柱状片刃石斧の刃部の一部のみを残す。

828 11 11 (29.40) 36.00 11. 70 14.3 11 柱状片刃石斧の頭部の一部のみを残す。

829 石錘 砂 岩 70.35 48.60 (36.50) 160 " 
溝片面を欠失。加球熱状擦を使赤用。幅約 9皿の浅い

をもつ。 により 変。

830 叩き石
角閃石輝石

68.10 48.25 41. 35 200 " 
完形使。用卵痕形の河原石を壁打用。上端部，下端部 I

安山岩 に と思われる敵あり。

831 石皿又は砥石 砂 岩 (89.20) (78.75) 36.85 335 " 
両面の一部を磨くほか，左図の下部に敵打痕
をもっ。

832 石鍬 サヌカイ卜 14.15 13.00 2.75 0.6 その他の包含層
一方の逆刺先端部を欠失。側縁は外湾する。
四基。

833 " 11 (16.05) (16.25) 3.40 0.8 11 先端部と一方の逆刺を欠失。凹基。

834 " 11 26.10 19.90 4.15 1.7 11 完形。凹基。

835 ノ/

" 27.60 (15.95) 4.00 1.4 11 一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

836 11 11 (24.95) 22.70 4.50 1.8 " 先端部を欠失。凹基。基部は幅広。

837 11 11 (25.35) (21.30) 3.45 1.4 " 側縁と一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

838 11 11 (28.10) (23.70) 4.20 2.6 " 先端部と逆刺両端部を欠失。四基。

839 " 11 23.40 16.65 4.65 1.3 11 一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

840 " 11 13.85 13.45 2.05 0.3 ノf 完形。凹基。

第114表石器観察表側
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

841 石鍍 サヌカイト 21.55 16.60 3.65 1.1 その他の包含層 完形。凹基。

842 11 11 (21. 60) 21.90 3.90 1.7 11 先端部と逆刺先端部を欠失。凹基。

843 11 11 (21.00) 19.55 5.10 1.7 11 上端部を欠失。わずかに凹基。

844 11 11 (18.85) (22.20) (4.45) 2.0 11 先端部と一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

845 11 11 28.00 19.20 4.55 2.1 11 完形。凹基。

846 11 11 31.85 (20.45) 5.10 2.7 H 一方の側端部を欠失。わずかに凹基。

847 11 H (17.55) (1ι15) 2.60 0.6 11 先端部と一方の側端部を欠失。わずかに凹基。

848 11 11 17.85 13.60 3.85 0.9 11 一方の側端部を欠失。

849 H H (18.10) 16.85 4.35 1.4 11 先端部を欠失。平基。

850 H 11 22.20 17.90 3.70 1.3 11 完形。平基。

851 11 H (24.40) 15.80 3.20 1.2 11 下端部を欠失。

852 11 H 21.60 18.80 3.15 1.3 11 完形。平基。

853 11 11 25.00 21.37 3.70 2.2 11 先端部と両側端部を欠失。平基。

854 11 11 (24.50) 23.00 4.40 2.6 11 先部端は部わずを欠失。内基湾部すはわずかに外湾し， 両側
由刈こ る。

855 11 11 (13.60) (11目45) 2.25 0.5 11 先端，基部ともに欠失。

856 11 11 (27.00) 16.80 5.60 2.5 11 先端部を欠失。凸基。

857 11 11 (25.80) 16.70 4.30 1.8 M 先端部を欠失。平基。

858 11 11 (27.90) 15.60 4.70 2.1 11 先端部と一方の下端部を欠失。平基か。

859 11 11 (31.35) 19.80 5.40 3.8 先端部と下端部を欠失。

860 H 11 (28.35) 22.30 5.60 3.8 先端部を欠失。平基。

第115表石器観察衰附
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

841 石鍍 サヌカイト 21.55 16.60 3.65 1.1 その他の包含層 完形。凹基。

842 11 11 (21. 60) 21.90 3.90 1.7 11 先端部と逆刺先端部を欠失。凹基。

843 11 11 (21.00) 19.55 5.10 1.7 11 上端部を欠失。わずかに凹基。

844 11 11 (18.85) (22.20) (4.45) 2.0 11 先端部と一方の逆刺先端部を欠失。凹基。

845 11 11 28.00 19.20 4.55 2.1 11 完形。凹基。

846 11 11 31.85 (20.45) 5.10 2.7 H 一方の側端部を欠失。わずかに凹基。

847 11 H (17.55) (1ι15) 2.60 0.6 11 先端部と一方の側端部を欠失。わずかに凹基。

848 11 11 17.85 13.60 3.85 0.9 11 一方の側端部を欠失。

849 H H (18.10) 16.85 4.35 1.4 11 先端部を欠失。平基。

850 H 11 22.20 17.90 3.70 1.3 11 完形。平基。

851 11 H (24.40) 15.80 3.20 1.2 11 下端部を欠失。

852 11 H 21.60 18.80 3.15 1.3 11 完形。平基。

853 11 11 25.00 21.37 3.70 2.2 11 先端部と両側端部を欠失。平基。

854 11 11 (24.50) 23.00 4.40 2.6 11 先部端は部わずを欠失。内基湾部すはわずかに外湾し， 両側
由刈こ る。

855 11 11 (13.60) (11目45) 2.25 0.5 11 先端，基部ともに欠失。

856 11 11 (27.00) 16.80 5.60 2.5 11 先端部を欠失。凸基。

857 11 11 (25.80) 16.70 4.30 1.8 M 先端部を欠失。平基。

858 11 11 (27.90) 15.60 4.70 2.1 11 先端部と一方の下端部を欠失。平基か。

859 11 11 (31.35) 19.80 5.40 3.8 先端部と下端部を欠失。

860 H 11 (28.35) 22.30 5.60 3.8 先端部を欠失。平基。

第115表石器観察衰附
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 祭

長さ 幅 厚さ

861 石鎌 サヌカイト 30.35 10.80 3.75 1.2 完形。小さな茎をもっ。

862 11 11 36.85 15.65 3.90 2.0 完形。凸基。木葉形。

863 11 11 32.30 15.00 8.60 2.1 完形。有茎。

864 11 H (38.10) 17.50 4.20 2.9 有茎石銀。茎の先端部を欠失。

865 H H (35.40) 15.80 5.45 2.0 茎の先端を欠失。先端は鋭く尖る。

866 11 11 (28.70) 17.35 4.40 1目7 先端部を欠失。有茎。右図に自然面をもっ。

867 H 11 (16.90) 12.65 4.40 0.9 下半部を欠失。

868 11 11 (21.85) 16.80 4.60 1.5 下半部を欠失。

869 11 11 (26.60) (27.55) 6.20 3.1 上端部と下半部を欠失。

870 11 11 (26.60) (22.10) 3.60 1.9 下半部を欠失。

871 石槍 11 (53.25) 30.20 10.80 23.6 上加半え部.横を断欠失面。が両凸側レ縁ンズ・下状縁の体の両部面をつに調く整る。を

872 石鯨 11 (36.80) 21.00 6.55 4.6 その他の包含曙 先端部を欠失。大型石銭。わずかに凹基。

873 石錐 11 (28.05) 23.55 6.95 3.7 H 完形。錐部は丁寧に両面加工されている。

874 11 11 (34.90) 20.40 4.85 3.0 11 錐部先端を欠失。左図上部に自然面を残す。

875 11 11 (35.70) 22.75 5.70 2.4 S D85101 錐部先端を欠失。錐部は属平。

876 模状石器 H 27.55 24.50 6.90 5.0 その他の包含層 右下縁図のと左も側に縁両面を上調方整かを施ら裁す。断。方形状。上縁，

877 11 H 31.80 32.80 10.60 8.8 11 方下形方状か。ら上裁縁断。の上一部縁を・下欠縁失。と右も両図面の左調側整縁を施を

す。

縁四辺下形縁載。断と上・下敵縁打ともに両面調整両側を施縁す 上方
878 11 H 32.05 19.70 5.70 4.3 H すもに がみられる。 を上

から る。

879 11 11 34.80 12.75 6.50 2.6 11 方柱施状さ。れ上縁は両。両面側調縁整を。上下方縁かのら一裁部断にす蔽る打。が ている

880 11 11 26.20 13.25 6.20 3.1 11 方上柱縁状・。下右縁図の左側整縁が施を上き方から裁断する。
とも調 れている。

」

第116表石器観察表榊
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実測図 法 量 (醐)

番号
器 種 石 質 重量(剖 出土位置 観 祭

長さ 幅 厚さ

861 石鎌 サヌカイト 30.35 10.80 3.75 1.2 完形。小さな茎をもっ。

862 11 11 36.85 15.65 3.90 2.0 完形。凸基。木葉形。

863 11 11 32.30 15.00 8.60 2.1 完形。有茎。

864 11 H (38.10) 17.50 4.20 2.9 有茎石銀。茎の先端部を欠失。

865 H H (35.40) 15.80 5.45 2.0 茎の先端を欠失。先端は鋭く尖る。

866 11 11 (28.70) 17.35 4.40 1目7 先端部を欠失。有茎。右図に自然面をもっ。

867 H 11 (16.90) 12.65 4.40 0.9 下半部を欠失。

868 11 11 (21.85) 16.80 4.60 1.5 下半部を欠失。

869 11 11 (26.60) (27.55) 6.20 3.1 上端部と下半部を欠失。

870 11 11 (26.60) (22.10) 3.60 1.9 下半部を欠失。

871 石槍 11 (53.25) 30.20 10.80 23.6 上加半え部.横を断欠失面。が両凸側レ縁ンズ・下状縁の体の両部面をつに調く整る。を

872 石鯨 11 (36.80) 21.00 6.55 4.6 その他の包含曙 先端部を欠失。大型石銭。わずかに凹基。

873 石錐 11 (28.05) 23.55 6.95 3.7 H 完形。錐部は丁寧に両面加工されている。

874 11 11 (34.90) 20.40 4.85 3.0 11 錐部先端を欠失。左図上部に自然面を残す。

875 11 11 (35.70) 22.75 5.70 2.4 S D85101 錐部先端を欠失。錐部は属平。

876 模状石器 H 27.55 24.50 6.90 5.0 その他の包含層 右下縁図のと左も側に縁両面を上調方整かを施ら裁す。断。方形状。上縁，

877 11 H 31.80 32.80 10.60 8.8 11 方下形方状か。ら上裁縁断。の上一部縁を・下欠縁失。と右も両図面の左調側整縁を施を

す。

縁四辺下形縁載。断と上・下敵縁打ともに両面調整両側を施縁す 上方
878 11 H 32.05 19.70 5.70 4.3 H すもに がみられる。 を上

から る。

879 11 11 34.80 12.75 6.50 2.6 11 方柱施状さ。れ上縁は両。両面側調縁整を。上下方縁かのら一裁部断にす蔽る打。が ている

880 11 11 26.20 13.25 6.20 3.1 11 方上柱縁状・。下右縁図の左側整縁が施を上き方から裁断する。
とも調 れている。

」

第116表石器観察表榊
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l実測図 法 量 (皿)
器 種 石 質 重量(同 出土位置 観 察

番号 長さ 幅 厚さ

881 襖状石器 サヌカイト (3自.60) 37.20 10.95 17.2 その他の包含膚 四辺縁形。下右縁図の左両側面縁調整を上施方から裁断する。
上・とも をす。

882 1/ 1/ 37.35 11.35 10.45 5.4 H 側方断形。面状は。上下方縁と下のみ方両か面ら調，整右側を施面すは。下右方図かのら左載

883 1/ 1/ 50.80 63.40 13.15 44.6 N 長材の左方か形側。。縁上を下上両方端からと裁も両断面す調る整。模を施状石す。器右の図素

884 打製石庖丁 11 (31. 85) 41.90 7.40 11.2 H 右面り図がをの丁も左寧っ。半な部上両下面を調欠両縁失整。，と下伺も縁l縁直は部線片状に面大か調。き整上くを開縁施はくす扶片。

885 1/ 11 (58.00) 54.44 7.20 22.3 1/ 右里。図方の一に左方自半然の部側面縁をを欠部残失すに。扶。上り縁あはり直。線左状図ので両左面側調縁

886 1/ (39.40) 37.60 7.60 12.4 M 
両端を欠部失。は上直縁線は外湾し，も刃つぶ加しを施を施さ
れる。刃 状で，とに両面工
される。

右図れのには左直片る線。半面状調側部。整縁を上部欠で縁失，には。調浅両長整い面挟方の調形なり整状いあで。面り敵上。に打縁磨を滅，施刃がす部認。887 打製石庖丁 H (60.20) 47.85 10.80 37.5 1/ 刃と部も

めら

事挟図の字半部長ぞ仰l空上部長存失。上空・刃
888 1/ 1/ (34.55) 50.95 9.30 19.5 1/ をわかに ， 縁に がみらる。

りあり。

889 1/ 1/ (59.50) (49.15) 8.95 27.9 H 上縁面と扶整りの一部敵を残打すが。み上縁は密で丁寧な
両調を施し， られる。

890 1/ 1/ 107.85 50.75 13.95 84.4 H 側直面縁線を部状残でと刃両部面刃調部の一整'部を施敵を打欠す。失が。上認上縁め縁の，一部刃部に自と然も
す。 九も られる。

891 H (30.25) 44.60 6.60 10.6 H 高縁整図に。敵の打左刃半部あ部はり直。を線欠状失。で上，縁上部縁，は刃外湾部すとるも両。面上

892 打製石庖丁 H (39.30) (37.45) 8.15 11.7 1/ 刃部左の一部のみ残磨す。滅刃部あは直線状で両面調
整。 図の刃部に がる。

893 11 1/ (27.55) 29.90 7.80 6.4 11 刃片部面とー側縁の一部を残す。刃部は直線状で
調整。

894 11 11 (32.30) 37.35 11.00 19.9 11 両面端調整部をを施欠失す。。 上上縁縁，部刃に部蔽打とがもみに直ら線れ状る。で両

895 11 11 (38.45) 65.10 12.75 43.2 1/ 両著恩端でわ部あをる欠失。部上著は縁片し部面調は両整面で右調整図では使敵打用痕が顕と
れる磨。滅刃が い。

896 1/ 1/ (23.20) 39.65 9.00 9.2 1/ 租上1)縁縁部を厳残打す。古上縁 刃部ともに両面あ調整。
のみ さみられる。浅い挟り り。

897 1/ M (77.70) 51.80 12.80 37.1 11 右面図直をの左半部縁あ辺を欠失わ 上縁調部は直調を施線整状すをで刃自部然
も 線残状す。で るがに， 側ず面かなにの整み 。施す。

上縁外使部湾用痕しと一方恩片の側調縁整部を欠失。右刃図部は部わ左ずか898 M H (90.60) 35.80 9.15 35.5 1/ に ，と面 で滅ある。り の刃 側
に われる磨あ。

899 1/ 11 111.85 49.15 9.90 75.4 11 事宮然子富面角Zを高残査製畠す襲。喜弘寺普警毒雲語寺義F:Z至菌高室署官若長干空ま語警古訟書

900 スクレイノfー 11 (44.05) 44.00 6.70 15.2 11 上す端白石部材を欠失白。色風刃化部は直線状で片面調整を施
。 は している。

第117表石器観 察表側

-403-

l実測図 法 量 (皿)
器 種 石 質 重量(同 出土位置 観 察

番号 長さ 幅 厚さ

881 襖状石器 サヌカイト (3自.60) 37.20 10.95 17.2 その他の包含膚 四辺縁形。下右縁図の左両側面縁調整を上施方から裁断する。
上・とも をす。

882 1/ 1/ 37.35 11.35 10.45 5.4 H 側方断形。面状は。上下方縁と下のみ方両か面ら調，整右側を施面すは。下右方図かのら左載

883 1/ 1/ 50.80 63.40 13.15 44.6 N 長材の左方か形側。。縁上を下上両方端からと裁も両断面す調る整。模を施状石す。器右の図素

884 打製石庖丁 11 (31. 85) 41.90 7.40 11.2 H 右面り図がをの丁も左寧っ。半な部上両下面を調欠両縁失整。，と下伺も縁l縁直は部線片状に面大か調。き整上くを開縁施はくす扶片。

885 1/ 11 (58.00) 54.44 7.20 22.3 1/ 右里。図方の一に左方自半然の部側面縁をを欠部残失すに。扶。上り縁あはり直。線左状図ので両左面側調縁

886 1/ (39.40) 37.60 7.60 12.4 M 
両端を欠部失。は上直縁線は外湾し，も刃つぶ加しを施を施さ
れる。刃 状で，とに両面工
される。

右図れのには左直片る線。半面状調側部。整縁を上部欠で縁失，には。調浅両長整い面挟方の調形なり整状いあで。面り敵上。に打縁磨を滅，施刃がす部認。887 打製石庖丁 H (60.20) 47.85 10.80 37.5 1/ 刃と部も

めら

事挟図の字半部長ぞ仰l空上部長存失。上空・刃
888 1/ 1/ (34.55) 50.95 9.30 19.5 1/ をわかに ， 縁に がみらる。

りあり。

889 1/ 1/ (59.50) (49.15) 8.95 27.9 H 上縁面と扶整りの一部敵を残打すが。み上縁は密で丁寧な
両調を施し， られる。

890 1/ 1/ 107.85 50.75 13.95 84.4 H 側直面縁線を部状残でと刃両部面刃調部の一整'部を施敵を打欠す。失が。上認上縁め縁の，一部刃部に自と然も
す。 九も られる。

891 H (30.25) 44.60 6.60 10.6 H 高縁整図に。敵の打左刃半部あ部はり直。を線欠状失。で上，縁上部縁，は刃外湾部すとるも両。面上

892 打製石庖丁 H (39.30) (37.45) 8.15 11.7 1/ 刃部左の一部のみ残磨す。滅刃部あは直線状で両面調
整。 図の刃部に がる。

893 11 1/ (27.55) 29.90 7.80 6.4 11 刃片部面とー側縁の一部を残す。刃部は直線状で
調整。

894 11 11 (32.30) 37.35 11.00 19.9 11 両面端調整部をを施欠失す。。 上上縁縁，部刃に部蔽打とがもみに直ら線れ状る。で両

895 11 11 (38.45) 65.10 12.75 43.2 1/ 両著恩端でわ部あをる欠失。部上著は縁片し部面調は両整面で右調整図では使敵打用痕が顕と
れる磨。滅刃が い。

896 1/ 1/ (23.20) 39.65 9.00 9.2 1/ 租上1)縁縁部を厳残打す。古上縁 刃部ともに両面あ調整。
のみ さみられる。浅い挟り り。

897 1/ M (77.70) 51.80 12.80 37.1 11 右面図直をの左半部縁あ辺を欠失わ 上縁調部は直調を施線整状すをで刃自部然
も 線残状す。で るがに， 側ず面かなにの整み 。施す。

上縁外使部湾用痕しと一方恩片の側調縁整部を欠失。右刃図部は部わ左ずか898 M H (90.60) 35.80 9.15 35.5 1/ に ，と面 で滅ある。り の刃 側
に われる磨あ。

899 1/ 11 111.85 49.15 9.90 75.4 11 事宮然子富面角Zを高残査製畠す襲。喜弘寺普警毒雲語寺義F:Z至菌高室署官若長干空ま語警古訟書

900 スクレイノfー 11 (44.05) 44.00 6.70 15.2 11 上す端白石部材を欠失白。色風刃化部は直線状で片面調整を施
。 は している。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

901 スクレイパー サヌカイト (50.40) (37.95) (10.10) 17.5 その他の包含膚 両図端上縁欠失に。自刃然部面はを残片面す。が丁寧な両面調整。 右

902 11 11 47.40 (37.85) 6.75 14.6 11 
右両図面の右整上端施部を欠失。刃湾部はや粗や内湾両し

調をす。上縁は外し， い面調
整を施す。上縁も刃部か。

903 11 11 (41. 45) 59.90 10.35 17.1 11 側す縁部左と刃部左端を残部す。白刃部面には両面加工を施
。図の に然を残す。

904 11 11 (29.70) 39.30 9.25 12.1 11 左線図状の右側両縁面の一部と左半部敵打を欠失。刃部は
直 で 調整。上縁に あり。

(52.07) 
右寧図の左画半調部整欠失。部刃部は直線状で縁片面が丁

905 11 11 38.45 11.10 31. 3 11 な両 。あーに敵打あり。上部は両
面調整，敵打り。

906 11 11 (27.80) 35.60 5.85 59 11 
右図内の右側縁両と左半部上を縁欠部失。刃部両はわずか
に湾し， 面調整。 にも面調整を
施す。

907 11 11 (61. 30) (46.55) 12.90 38.6 11 左右図図右の右側縁半部にを自欠然失面。を刃残部すに。両面調整を施す。

908 11 11 (46.35) 38.30 8.55 15.0 11 刃部側は内湾白し，面細かな片面調整を施す。上縁
と 縁 に 然 を 残 す 。

909 11 11 (64.15) 51.00 8.25 34.4 11 
両端蔽を打欠失。加下縁は直線縁状で，部両面調両整を施
し をえる上のーには画調整
を施L，一部には片面調整を施す。

横長5両調~J片面整を使整施用。施刃部は直縁線状で片面調整部ぎ

910 11 11 90.50 40.10 10.55 34.1 11 みの 調をす上と一方部の側自縁に
残片面 をす。右図の右側縁に然面を

す。

911 刀 (l2 .80) (18.30) 2.95 1.0 11 
下縁と側縁の一部を残す。下縁に両面調整が
認められる。

912 11 18.95 16.15 5.00 1.8 11 上縁・下縁ともに両面調整を施す。

913 11 (22.95) (13.35) 3.95 1.7 11 
上半部欠失。折損部以外に調整が施されてい
る。

914 11 24.75 (22.20) 7.20 4.4 11 上端図・の下中端央をの欠面失と。稜両線側に縁磨に滅両が面み調ら整tを施す。
左 Lる。

915 11 (20.60) (14.90) 3.90 1.2 11 両側縁と上縁に両面調整を施す。

916 11 (18.50) 18.30 3.25 1.4 11 
両側施端部を欠失。上縁，下縁ともに両面調整
が されている。

917 11 29.90 26.40 3.45 3.0 11 上縁と側縁の一部に片面調整を施す。

918 ノy (24.20) (16.90) 5.40 1.8 11 側縁の一部のみ残す。石庖丁の扶り部分か。

919 11 (24.20) (22.00) 9.40 4.7 11 
左施図の上部を欠失。その他の縁辺に両面調整
をす。

920 11 23.40 (16.15) 6.05 3.3 11 上縁。・左下図縁全と体もににわ両ず面か調な整磨を滅施がL認， 刃部状と
する められる。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(副 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

901 スクレイパー サヌカイト (50.40) (37.95) (10.10) 17.5 その他の包含膚 両図端上縁欠失に。自刃然部面はを残片面す。が丁寧な両面調整。 右

902 11 11 47.40 (37.85) 6.75 14.6 11 
右両図面の右整上端施部を欠失。刃湾部はや粗や内湾両し

調をす。上縁は外し， い面調
整を施す。上縁も刃部か。

903 11 11 (41. 45) 59.90 10.35 17.1 11 側す縁部左と刃部左端を残部す。白刃部面には両面加工を施
。図の に然を残す。

904 11 11 (29.70) 39.30 9.25 12.1 11 左線図状の右側両縁面の一部と左半部敵打を欠失。刃部は
直 で 調整。上縁に あり。

(52.07) 
右寧図の左画半調部整欠失。部刃部は直線状で縁片面が丁

905 11 11 38.45 11.10 31. 3 11 な両 。あーに敵打あり。上部は両
面調整，敵打り。

906 11 11 (27.80) 35.60 5.85 59 11 
右図内の右側縁両と左半部上を縁欠部失。刃部両はわずか
に湾し， 面調整。 にも面調整を
施す。

907 11 11 (61. 30) (46.55) 12.90 38.6 11 左右図図右の右側縁半部にを自欠然失面。を刃残部すに。両面調整を施す。

908 11 11 (46.35) 38.30 8.55 15.0 11 刃部側は内湾白し，面細かな片面調整を施す。上縁
と 縁 に 然 を 残 す 。

909 11 11 (64.15) 51.00 8.25 34.4 11 
両端蔽を打欠失。加下縁は直線縁状で，部両面調両整を施
し をえる上のーには画調整
を施L，一部には片面調整を施す。

横長5両調~J片面整を使整施用。施刃部は直縁線状で片面調整部ぎ

910 11 11 90.50 40.10 10.55 34.1 11 みの 調をす上と一方部の側自縁に
残片面 をす。右図の右側縁に然面を

す。

911 刀 (l2 .80) (18.30) 2.95 1.0 11 
下縁と側縁の一部を残す。下縁に両面調整が
認められる。

912 11 18.95 16.15 5.00 1.8 11 上縁・下縁ともに両面調整を施す。

913 11 (22.95) (13.35) 3.95 1.7 11 
上半部欠失。折損部以外に調整が施されてい
る。

914 11 24.75 (22.20) 7.20 4.4 11 上端図・の下中端央をの欠面失と。稜両線側に縁磨に滅両が面み調ら整tを施す。
左 Lる。

915 11 (20.60) (14.90) 3.90 1.2 11 両側縁と上縁に両面調整を施す。

916 11 (18.50) 18.30 3.25 1.4 11 
両側施端部を欠失。上縁，下縁ともに両面調整
が されている。

917 11 29.90 26.40 3.45 3.0 11 上縁と側縁の一部に片面調整を施す。

918 ノy (24.20) (16.90) 5.40 1.8 11 側縁の一部のみ残す。石庖丁の扶り部分か。

919 11 (24.20) (22.00) 9.40 4.7 11 
左施図の上部を欠失。その他の縁辺に両面調整
をす。

920 11 23.40 (16.15) 6.05 3.3 11 上縁。・左下図縁全と体もににわ両ず面か調な整磨を滅施がL認， 刃部状と
する められる。
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

下縁面と側整縁の一部若を残す 下縁見・側縁と右もに
921 サヌカイト (29.90) (28.75) 9.20 8.2 その他の包含層 両調を施し，部 干敵打がられる。 図

左図ともに中央 にわずかな磨滅がある。

922 11 (32.40) (29.55) 8.30 7.6 11 下左縁図と一方の側縁自を残す。残下す縁。部は両面調整。
の左側縁に 然面を

923 11 (33.90) 19.70 4.45 3.8 η 下縁の一部のみ残す。下縁に間面調整を施す。

924 11 (45.95) (24.55) 6.55 7.2 11 刃部の一磨部減を残す。刃部は片面調整で，裏面
に顕著な が認められる。

925 11 (46.20) (22.35) 7.00 7.2 11 上縁と下縁に粗l'調整を加える o

926 11 (41. 90) (33.25) 8.25 10.8 11 
右側図縁の左部半部守両欠失面。調下縁に片す面調整図を施中し"

のーに 整を施。左の央L
磨滅あり。

927 11 42.40 41. 60 8.65 17.6 11 襖断状石器上素縁材・か。縁右ψ 図両の左調慣整Ij縁施を上方から載
し， 下人聞をす。

928 11 54.95 (39.10) 16.20 40.6 11 下斜縁離の一部を残す。下縁は両面調整で階段状
が多くみられる。

929 11 37.90 (34.10) 7.85 10.7 11 下縁に組い調整が施されている。

930 11 37.75 (26.30) 9.55 11.8 11 
右辺図の左半調部整を施欠失。欠失縁部分をのぞいて縁

に両面 がされ，上には敵打がみら
れる。

左図縁線の右半部両と左側整縁のー部を欠図失 上縁部 ・
931 11 (38.35) (31. 85) 6.35 8.8 ノ/ 下稜 と磨もに面調を施す。左の下半の

に減あり。

932 11 (42.90) (29.10) 6.30 10.1 11 下左縁図のと側左縁側縁の一に部自然を残面すを。残下す縁。は両面調整。

933 11 (41. 95) 44.20 5.90 15.1 11 
左図の右半両部面と上縁の一部を欠失 上縁面・下残
縁ともに 調整。左図の左側に自然を
す。

934 11 39.50 36.85 11.45 19.3 11 上縁を ・下縁ともに両面調整を施 L.上縁に厳
打加える。

935 11 (42.55) (35.70) 7.60 14.7 11 
刃部整の一部を残す。刃部に片面が丁寧な両面
調を施す。

右施図の左半部方を側欠失。部然上縁片・下縁整に両面調整
936 11 39.25 33.10 14.35 18.5 11 を しーの縁自に残面調す を施す。右

図の右側縁下部に 面を

937 11 58.40 (34.90) 10.45 22.7 11 調左図整のを左施半す部。を欠失。上縁・下縁ともに両面

938 刀 (55.30) 46.30 10.30 29.4 11 左整図施の右半部上縁欠失。上縁・厳下縁打ともに両面調
を し， にわずかに がみられる。

939 11 (42.10) 33.30 6.55 12.8 11 両側施端す部を欠失。上縁・下縁ともに両面調整
を。

940 11 (49.20) 36.40 11. 75 23.5 11 
両施側端部右を欠図失 上縁・下縁ともに両面調滅整
を す。 の下縁部付近にわずかな磨が
認められる。

第119表石器観察表仰)
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実測図 法 量 (皿)

番 号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

下縁面と側整縁の一部若を残す 下縁見・側縁と右もに
921 サヌカイト (29.90) (28.75) 9.20 8.2 その他の包含層 両調を施し，部 干敵打がられる。 図

左図ともに中央 にわずかな磨滅がある。

922 11 (32.40) (29.55) 8.30 7.6 11 下左縁図と一方の側縁自を残す。残下す縁。部は両面調整。
の左側縁に 然面を

923 11 (33.90) 19.70 4.45 3.8 η 下縁の一部のみ残す。下縁に間面調整を施す。

924 11 (45.95) (24.55) 6.55 7.2 11 刃部の一磨部減を残す。刃部は片面調整で，裏面
に顕著な が認められる。

925 11 (46.20) (22.35) 7.00 7.2 11 上縁と下縁に粗l'調整を加える o

926 11 (41. 90) (33.25) 8.25 10.8 11 
右側図縁の左部半部守両欠失面。調下縁に片す面調整図を施中し"

のーに 整を施。左の央L
磨滅あり。

927 11 42.40 41. 60 8.65 17.6 11 襖断状石器上素縁材・か。縁右ψ 図両の左調慣整Ij縁施を上方から載
し， 下人聞をす。

928 11 54.95 (39.10) 16.20 40.6 11 下斜縁離の一部を残す。下縁は両面調整で階段状
が多くみられる。

929 11 37.90 (34.10) 7.85 10.7 11 下縁に組い調整が施されている。

930 11 37.75 (26.30) 9.55 11.8 11 
右辺図の左半調部整を施欠失。欠失縁部分をのぞいて縁

に両面 がされ，上には敵打がみら
れる。

左図縁線の右半部両と左側整縁のー部を欠図失 上縁部 ・
931 11 (38.35) (31. 85) 6.35 8.8 ノ/ 下稜 と磨もに面調を施す。左の下半の

に減あり。

932 11 (42.90) (29.10) 6.30 10.1 11 下左縁図のと側左縁側縁の一に部自然を残面すを。残下す縁。は両面調整。

933 11 (41. 95) 44.20 5.90 15.1 11 
左図の右半両部面と上縁の一部を欠失 上縁面・下残
縁ともに 調整。左図の左側に自然を
す。

934 11 39.50 36.85 11.45 19.3 11 上縁を ・下縁ともに両面調整を施 L.上縁に厳
打加える。

935 11 (42.55) (35.70) 7.60 14.7 11 
刃部整の一部を残す。刃部に片面が丁寧な両面
調を施す。

右施図の左半部方を側欠失。部然上縁片・下縁整に両面調整
936 11 39.25 33.10 14.35 18.5 11 を しーの縁自に残面調す を施す。右

図の右側縁下部に 面を

937 11 58.40 (34.90) 10.45 22.7 11 調左図整のを左施半す部。を欠失。上縁・下縁ともに両面

938 刀 (55.30) 46.30 10.30 29.4 11 左整図施の右半部上縁欠失。上縁・厳下縁打ともに両面調
を し， にわずかに がみられる。

939 11 (42.10) 33.30 6.55 12.8 11 両側施端す部を欠失。上縁・下縁ともに両面調整
を。

940 11 (49.20) 36.40 11. 75 23.5 11 
両施側端部右を欠図失 上縁・下縁ともに両面調滅整
を す。 の下縁部付近にわずかな磨が
認められる。

第119表石器観察表仰)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量甑回 出土位置 観 察

長き 幅 厚き

941 サヌカイト (37.55) (75.05) 12.30 39.8 その他の包含膚 両を側施l端す部。石を欠庖失丁。か上。縁・下縁ともに両面調整

942 " (42.45) (30.75) 7.25 12.4 M 左整。図左の左図半下部縁付欠近失。に上磨縁滅あ・下り縁。ともに両面調

943 " 42.65 27.50 10.90 14.3 " 
・両上端縁部部にを厳欠打失。あ土り縁。・下縁に両面調整を施す。

944 " 40.60 (37.20) 5.15 9.3 " 下れ縁状のに両小面事j調離整が認を施めすら。れ右る。図の上縁に刃こぼ

945 H 38.55 33.90 8.15 13.5 H 事端れをも両欠失面。調上整縁を施は山す形。 ・下縁は直線状。 い

946 扇平片刃石斧 蛇紋岩 (43.75) (24.90) 9.95 15.7 " 刃部と側縁部の一部のみ残す。

947 有溝石錘 花嗣岩 40.95 29.00 33.90 57.4 " 
一部をぐ欠失す。球状の礁を使用。浅い溝を縦位
にめら。

948 M 砂 岩 50.35 66.60 54.00 235 " 
完さ形5~球3 皿状の礁溝を横使位用。 幅15.5~17.5皿。 深

の を にめぐらす。

949 磨石 M 101.50 74.10 44.05 500 " 
完側る形面 平敵打たい円礁を使用両。面両磨面のが中央認部と両
。。を している。 にき められ

950 " M (67.45) 58.80 (41.70) 21日、
" 約を磨4分き，の側1縁ほ部ど残を存厳。打球す状る。の礁を使用。 両面

951 石皿 " (53.75) 65.90 20.75 135 " 
上縁・下磨縁いを欠失。中央部を厳打し，そのま
わりを ている。

952 不明 不 明 (27.40) (35.60) 10.00 8.2 " 
砥石又は石皿。一部のみ残存。右図全体が磨
かれている。

953 石鎌 サヌカイト (23.00) 13.20 3.20 1.0 表採 下端部欠失。凸基と思われる。

954 H H (27.55) 13.25 3.00 1.2 " 先端部欠失。平基。

955 H " 29.55 (20.40) 5.35 2.4 " 逆刺の一端を欠失。凹基。

956 M H (24.10) 32.50 6.05 4.9 " 上半部欠失。平基の大型石録。

957 " " (38.15) 03.95) 3.75 1.8 " 右図の左半部を欠失。

958 " " 31.55 08.30) 4.80 2.5 " 基部の一端を欠失。基部はわずかに内湾する。

959 " n (46.60) 21.60 7.05 6.8 M 基部を欠失。大型石銭。

960 H M (38.80) 28.25 8.20 11.6 " 上半部を欠失。平基の大型石銭。
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量甑回 出土位置 観 察

長き 幅 厚き

941 サヌカイト (37.55) (75.05) 12.30 39.8 その他の包含膚 両を側施l端す部。石を欠庖失丁。か上。縁・下縁ともに両面調整

942 " (42.45) (30.75) 7.25 12.4 M 左整。図左の左図半下部縁付欠近失。に上磨縁滅あ・下り縁。ともに両面調

943 " 42.65 27.50 10.90 14.3 " 
・両上端縁部部にを厳欠打失。あ土り縁。・下縁に両面調整を施す。

944 " 40.60 (37.20) 5.15 9.3 " 下れ縁状のに両小面事j調離整が認を施めすら。れ右る。図の上縁に刃こぼ

945 H 38.55 33.90 8.15 13.5 H 事端れをも両欠失面。調上整縁を施は山す形。 ・下縁は直線状。 い

946 扇平片刃石斧 蛇紋岩 (43.75) (24.90) 9.95 15.7 " 刃部と側縁部の一部のみ残す。

947 有溝石錘 花嗣岩 40.95 29.00 33.90 57.4 " 
一部をぐ欠失す。球状の礁を使用。浅い溝を縦位
にめら。

948 M 砂 岩 50.35 66.60 54.00 235 " 
完さ形5~球3 皿状の礁溝を横使位用。 幅15.5~17.5皿。 深

の を にめぐらす。

949 磨石 M 101.50 74.10 44.05 500 " 
完側る形面 平敵打たい円礁を使用両。面両磨面のが中央認部と両
。。を している。 にき められ

950 " M (67.45) 58.80 (41.70) 21日、
" 約を磨4分き，の側1縁ほ部ど残を存厳。打球す状る。の礁を使用。 両面

951 石皿 " (53.75) 65.90 20.75 135 " 
上縁・下磨縁いを欠失。中央部を厳打し，そのま
わりを ている。

952 不明 不 明 (27.40) (35.60) 10.00 8.2 " 
砥石又は石皿。一部のみ残存。右図全体が磨
かれている。

953 石鎌 サヌカイト (23.00) 13.20 3.20 1.0 表採 下端部欠失。凸基と思われる。

954 H H (27.55) 13.25 3.00 1.2 " 先端部欠失。平基。

955 H " 29.55 (20.40) 5.35 2.4 " 逆刺の一端を欠失。凹基。

956 M H (24.10) 32.50 6.05 4.9 " 上半部欠失。平基の大型石録。

957 " " (38.15) 03.95) 3.75 1.8 " 右図の左半部を欠失。

958 " " 31.55 08.30) 4.80 2.5 " 基部の一端を欠失。基部はわずかに内湾する。

959 " n (46.60) 21.60 7.05 6.8 M 基部を欠失。大型石銭。

960 H M (38.80) 28.25 8.20 11.6 " 上半部を欠失。平基の大型石銭。
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実測図 法 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

961 石錐 サヌカイト (18.60) 6.70 3.00 0.4 表採 錐滅先あのり。み残す。両面中央部に長輸に沿って磨

962 模状石器 ノ/ 35.30 30.35 8.00 12.0 台下形縁状は。両右面図調の整左を側施面Lを，上上方縁かにらは載蔽断打。も上施縁さ， 

れる。

963 !I ノ1 44.65 25.90 10.00 14.9 ノ/
長方形 両面部側調面整。磨を上下滅縁方がに見かのららみ載れ蔽断る打。。が上石施縁庖さ，丁れ下のる縁転。
左と図も下に縁両 には

用か。

964 ノ/ !I 43.35 23.20 10.35 13.6 長下縁方形と。も右両図面の調左整側で面敵を打上あ方りか。ら裁断。上縁，

965 !I !I 45.35 44.00 12.55 33.0 !I 五縁，角下形縁状と。 も右両図面の調左整側で面，を上上縁方にかはら敵載打断あ。り上。

右整図施縁の左部す側面右を上方から裁断ず。 下縁磨に両面左調図
966 万 !I 41.10 20.45 8.35 6.8 !I 下を 。ほ 図全の下縁磨にわ かな 滅。

の ぼ面に滅あり。

967 打製石庖丁 !I (57.65) 53.00 8.75 29.9 I! 厳草完皇打委譲官を加官2童2え話耕る偵。下雲縁団寺は?粗経;控い線片に百面磨五調号滅整あ車@り右。詣図左の図誕中の央扶キ稜上

上縁君の 襲挟部と側縁撃の 加部のみ残右す 上縁Zに両部
968 刀 I! (31.10) (32.00) ι15 7.8 I! 面 整縁図上を し， 打磨を える。 図の 央図

右と のーに滅がみられる。 の
恒IJ にりあり。

969 I! !I (57.25) 47.80 14.95 43.9 !I -右背背あ図部部り。のに(左下右は縁半敵図打部)の，右をと刃加側刃部縁部えるに(上(上。小縁縁両さ))面なと扶のにも一わり両部がず面かあを調欠なる整磨。失で。滅， 

970 !I I! (43.00) 45.30 10.45 29.1 I! 
両状端で部両面を調欠整失。。 直上方縁形に。敵上打縁あ，り刃。部両面とにも直磨線滅

が認められる。

両縁部周端辺)に部両を調面減欠整失。 上施寧ら縁れなし，両は敵わ面打調ずを整か加でにえ外，る湾右。す図下のる縁。刃( 上971 I! !I (58.50) 50.10 11.90 50.9 11 
は'磨面片が見丁を 刃部
1: カf らる。

972 スクレイノ{- !I (99.35) 82.45 14.65 120.6 I! 事中残要専すケ部。完に富事樫滅あ都り。季空語図去ゐ需書関首謀縁に説色素z面iを
下縁の一部あのみ残右す。全下面縁は両図面下調半整部が施磨さ

973 !I (25.40) (18.25) 4.40 2.8 I! れ，見敵打り。図 と左 に 減
がられる。

974 I! (25.70) (14.55) 4.10 1.6 !I 一部のみ残が存認。め両面の縁辺に調整を施す。両
面に磨滅 られる。

975 !I (35.50) 27.00 7.80 9.0 !I 両す端両を面欠失。わ上ず縁，な磨下縁滅と認もに両面調整を施
。 に か がめられる。

976 !I (30.55) 52.35 8.50 19.3 I! 
右上縁図のに左自半然部面をを残欠失す。。下両縁面にに両磨面滅調が整認をめ施らすれ。

る。

左書図面の右整半部敵打見を欠施失れ。さ上縁部はやや外滅片湾面調し，整
977 I! (64.45) 49.25 12.85 50.6 I! 

両調 がれる刃部は
をす。扶がらる。両面とも磨がやや
顕

978 石鍍 万 (30.45) 22.20 6.60 4.5 I! 先端部と基部を欠失。

979 I! (19.80) (24.00) 4.75 2.3 I! 滅左部図に認の片右面半調部整をを施欠失す。。 下右縁図部の左と右側縁図稜の線右側に縁磨

がめられる。

980 I! (38.75) 26.60 10.00 10.6 !I 左両図面調の左整半を施部すを。欠失。 上下両縁， 側縁に組い

第121表石器観察表側

-407-

実測図 法 量 (四)

番号
器 種 石 質 重量(回 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

961 石錐 サヌカイト (18.60) 6.70 3.00 0.4 表採 錐滅先あのり。み残す。両面中央部に長輸に沿って磨

962 模状石器 ノ/ 35.30 30.35 8.00 12.0 台下形縁状は。両右面図調の整左を側施面Lを，上上方縁かにらは載蔽断打。も上施縁さ， 

れる。

963 !I ノ1 44.65 25.90 10.00 14.9 ノ/
長方形 両面部側調面整。磨を上下滅縁方がに見かのららみ載れ蔽断る打。。が上石施縁庖さ，丁れ下のる縁転。
左と図も下に縁両 には

用か。

964 ノ/ !I 43.35 23.20 10.35 13.6 長下縁方形と。も右両図面の調左整側で面敵を打上あ方りか。ら裁断。上縁，

965 !I !I 45.35 44.00 12.55 33.0 !I 五縁，角下形縁状と。 も右両図面の調左整側で面，を上上縁方にかはら敵載打断あ。り上。

右整図施縁の左部す側面右を上方から裁断ず。 下縁磨に両面左調図
966 万 !I 41.10 20.45 8.35 6.8 !I 下を 。ほ 図全の下縁磨にわ かな 滅。

の ぼ面に滅あり。

967 打製石庖丁 !I (57.65) 53.00 8.75 29.9 I! 厳草完皇打委譲官を加官2童2え話耕る偵。下雲縁団寺は?粗経;控い線片に百面磨五調号滅整あ車@り右。詣図左の図誕中の央扶キ稜上

上縁君の 襲挟部と側縁撃の 加部のみ残右す 上縁Zに両部
968 刀 I! (31.10) (32.00) ι15 7.8 I! 面 整縁図上を し， 打磨を える。 図の 央図

右と のーに滅がみられる。 の
恒IJ にりあり。

969 I! !I (57.25) 47.80 14.95 43.9 !I -右背背あ図部部り。のに(左下右は縁半敵図打部)の，右をと刃加側刃部縁部えるに(上(上。小縁縁両さ))面なと扶のにも一わり両部がず面かあを調欠なる整磨。失で。滅， 

970 !I I! (43.00) 45.30 10.45 29.1 I! 
両状端で部両面を調欠整失。。 直上方縁形に。敵上打縁あ，り刃。部両面とにも直磨線滅

が認められる。

両縁部周端辺)に部両を調面減欠整失。 上施寧ら縁れなし，両は敵わ面打調ずを整か加でにえ外，る湾右。す図下のる縁。刃( 上971 I! !I (58.50) 50.10 11.90 50.9 11 
は'磨面片が見丁を 刃部
1: カf らる。

972 スクレイノ{- !I (99.35) 82.45 14.65 120.6 I! 事中残要専すケ部。完に富事樫滅あ都り。季空語図去ゐ需書関首謀縁に説色素z面iを
下縁の一部あのみ残右す。全下面縁は両図面下調半整部が施磨さ

973 !I (25.40) (18.25) 4.40 2.8 I! れ，見敵打り。図 と左 に 減
がられる。

974 I! (25.70) (14.55) 4.10 1.6 !I 一部のみ残が存認。め両面の縁辺に調整を施す。両
面に磨滅 られる。

975 !I (35.50) 27.00 7.80 9.0 !I 両す端両を面欠失。わ上ず縁，な磨下縁滅と認もに両面調整を施
。 に か がめられる。

976 !I (30.55) 52.35 8.50 19.3 I! 
右上縁図のに左自半然部面をを残欠失す。。下両縁面にに両磨面滅調が整認をめ施らすれ。

る。

左書図面の右整半部敵打見を欠施失れ。さ上縁部はやや外滅片湾面調し，整
977 I! (64.45) 49.25 12.85 50.6 I! 

両調 がれる刃部は
をす。扶がらる。両面とも磨がやや
顕

978 石鍍 万 (30.45) 22.20 6.60 4.5 I! 先端部と基部を欠失。

979 I! (19.80) (24.00) 4.75 2.3 I! 滅左部図に認の片右面半調部整をを施欠失す。。 下右縁図部の左と右側縁図稜の線右側に縁磨

がめられる。

980 I! (38.75) 26.60 10.00 10.6 !I 左両図面調の左整半を施部すを。欠失。 上下両縁， 側縁に組い

第121表石器観察表側

-407-



実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(釦 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

981 サヌカイト (31. 40) (30.40) 6.40 5.6表採 刃部の一部風のみ残す。下縁は組い両面調整。
やや白色化。両面ともやや磨滅。

982 JI 37.70 (23.35) 6.70 5.4 JI 下縁に粗い片面調整を施す。

983 JI 35.00 (22.80) 5.80 5.3 JI 上縁と側縁に片面調整を施す。

984 JI (32.70) 34.60 9.50 11.1 ノ/ 両調端整部を施を欠す。失。上縁は片面調整， 刃部は両面

985 JI 50.50 35.15 10.45 14.4 JI 施刃部の一部が残存。刃部に丁寧な両面調整を
す。

986 JI 39.90 36.45 8.25 16.7 JI 状全縁周に調整を施l.左図の左側縁に鈍い刃部
辺をつくり出す。

987 JI (45.70) 43.45 9.85 15.9 JI 
下縁のみ残存する。下縁に粗し〉両面調整を施
す。

988 JI (34.60) 38.40 7.10 11.7 JI 左整図の右半部を欠失。上縁，下縁とも両面調
を施す。

方のが施端部を欠失 上縁部部はやや丁寧面な両面

989 JI (57.10) 34.30 12.85 30.5 JI 
調施整 される。下縁は，粗い両調整が

され，一部然に厳打残がみられる。左図下縁の
部に，白面をす。

990 往状片刃石斧 結品片岩 (94.20) (35.10) (14.00) 71.4 JI 刃部部(先上端縁と頭部，及び体部の片面を欠失。刃
)と下縁に蔽打痕が認められる。

991 磨製石斧 JI (65.00) (19.00) (14.35) 31.1 JI 
表面と側面の一部を残す。表面に磨かれた痕
カtみらt"Lる。

992 磨石 砂 岩 116.75 67.45 28.30 350 11 
扇平敵打な河痕原石の両側右縁を扶る。両左面の中央部
に 部を分もち， 図の上部， 図の上下に
磨かれた をもっ。

993 太型齢刃石斧 結晶片岩 (150.50) 81.80 (46.20) 1.000 11 刃部と頭痕部，及び体部表面の一部を欠失。表
面に擦が多く残る。

994 有孔石製品 流紋岩 (60.20) 45.65 11.10 31. 9 11 
一方径の端部を欠失。右図の表面に擦痕あり
直 5.5皿から3.5mmの片面穿孔が認められ
る。

995 石皿
讃岐岩質

133.00 (81.00) (77.50) 1.500 下半見部を欠失。片面が磨かれ表面に擦痕が多
安山岩

ノ/
く られる。

996 磨石 砂 岩 82.85 85.45 22.10 280 11 完一形。擦痕両面共に中央部に敵打痕あり。その周
辺に がある。扇平な河原石を使用。

997 凹み石 JI 185.00 190.00 59.00 3.250 11 側縁厳の一部を欠失。表面中央部下方にわずか
に打痕あり。

998 JI (84.20) 107.10 (65.00) 545 11 
片面と左右両人端為部的を欠失。表面中央部断に凹部
があるが， なものかどうかは 定でき
なP，

999 石皿 JI 1.600 11 両表面と下縁を欠失。左図表面全域と右図左下
面の一部に磨かれた部分を残す。

1000 11 (72.40) (92.10) (37.45) 255.01 11 
表面と側面の一部を残す。表面が磨かれてい
る。

第122表石器観察表(切)
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実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(釦 出土位置 観 察

長き 幅 厚さ

981 サヌカイト (31. 40) (30.40) 6.40 5.6表採 刃部の一部風のみ残す。下縁は組い両面調整。
やや白色化。両面ともやや磨滅。

982 JI 37.70 (23.35) 6.70 5.4 JI 下縁に粗い片面調整を施す。

983 JI 35.00 (22.80) 5.80 5.3 JI 上縁と側縁に片面調整を施す。

984 JI (32.70) 34.60 9.50 11.1 ノ/ 両調端整部を施を欠す。失。上縁は片面調整， 刃部は両面

985 JI 50.50 35.15 10.45 14.4 JI 施刃部の一部が残存。刃部に丁寧な両面調整を
す。

986 JI 39.90 36.45 8.25 16.7 JI 状全縁周に調整を施l.左図の左側縁に鈍い刃部
辺をつくり出す。

987 JI (45.70) 43.45 9.85 15.9 JI 
下縁のみ残存する。下縁に粗し〉両面調整を施
す。

988 JI (34.60) 38.40 7.10 11.7 JI 左整図の右半部を欠失。上縁，下縁とも両面調
を施す。

方のが施端部を欠失 上縁部部はやや丁寧面な両面

989 JI (57.10) 34.30 12.85 30.5 JI 
調施整 される。下縁は，粗い両調整が

され，一部然に厳打残がみられる。左図下縁の
部に，白面をす。

990 往状片刃石斧 結品片岩 (94.20) (35.10) (14.00) 71.4 JI 刃部部(先上端縁と頭部，及び体部の片面を欠失。刃
)と下縁に蔽打痕が認められる。

991 磨製石斧 JI (65.00) (19.00) (14.35) 31.1 JI 
表面と側面の一部を残す。表面に磨かれた痕
カtみらt"Lる。

992 磨石 砂 岩 116.75 67.45 28.30 350 11 
扇平敵打な河痕原石の両側右縁を扶る。両左面の中央部
に 部を分もち， 図の上部， 図の上下に
磨かれた をもっ。

993 太型齢刃石斧 結晶片岩 (150.50) 81.80 (46.20) 1.000 11 刃部と頭痕部，及び体部表面の一部を欠失。表
面に擦が多く残る。

994 有孔石製品 流紋岩 (60.20) 45.65 11.10 31. 9 11 
一方径の端部を欠失。右図の表面に擦痕あり
直 5.5皿から3.5mmの片面穿孔が認められ
る。

995 石皿
讃岐岩質

133.00 (81.00) (77.50) 1.500 下半見部を欠失。片面が磨かれ表面に擦痕が多
安山岩

ノ/
く られる。

996 磨石 砂 岩 82.85 85.45 22.10 280 11 完一形。擦痕両面共に中央部に敵打痕あり。その周
辺に がある。扇平な河原石を使用。

997 凹み石 JI 185.00 190.00 59.00 3.250 11 側縁厳の一部を欠失。表面中央部下方にわずか
に打痕あり。

998 JI (84.20) 107.10 (65.00) 545 11 
片面と左右両人端為部的を欠失。表面中央部断に凹部
があるが， なものかどうかは 定でき
なP，

999 石皿 JI 1.600 11 両表面と下縁を欠失。左図表面全域と右図左下
面の一部に磨かれた部分を残す。

1000 11 (72.40) (92.10) (37.45) 255.01 11 
表面と側面の一部を残す。表面が磨かれてい
る。

第122表石器観察表(切)

-408-



実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

1001 砂 岩 (142.00) (136.00) (84.00) 185.0 表採
表面と側部面の一部を残す。表面が磨かれてい
るほか， 分的に敵打が加えられている。

下上部半部磨を磨欠かな河失れか 痕左図の下部に敵打表痕面広をもち，
1002 石皿 H (150.5) 158.0 41.0 1.750 " 

に たがある。右図 範囲に

著わた扇り，平 れた痕をがあり，中央部は特に顕
原石使用。

1003 " H (147.00) 133.00 42.00 1.050 ノ/
下半部を欠失。表面に磨かれた痕がある。扇
平な河原石を使用。

第123表石器観察表(51)
業備考重量の精度は以下の通りである。

100gまで O.U単位

300gまで u単位

1.000gまで 5g単位

1.000g以上 50g単位

-409-

実測図 法 量 (皿)

番号
器 種 石 質 重量(g) 出土位置 観 察

長さ 幅 厚さ

1001 砂 岩 (142.00) (136.00) (84.00) 185.0 表採
表面と側部面の一部を残す。表面が磨かれてい
るほか， 分的に敵打が加えられている。

下上部半部磨を磨欠かな河失れか 痕左図の下部に敵打表痕面広をもち，
1002 石皿 H (150.5) 158.0 41.0 1.750 " 

に たがある。右図 範囲に

著わた扇り，平 れた痕をがあり，中央部は特に顕
原石使用。

1003 " H (147.00) 133.00 42.00 1.050 ノ/
下半部を欠失。表面に磨かれた痕がある。扇
平な河原石を使用。

第123表石器観察表(51)
業備考重量の精度は以下の通りである。

100gまで O.U単位

300gまで u単位

1.000gまで 5g単位

1.000g以上 50g単位

-409-



2 .奈良時代以降の遺物

(1) 土師器

土師器の椀・杯・皿・小皿については観察表で残存度，口径，器高指数を記した。口径を示す

数字のうち. ( )がつくものは底部径を表している。備考の欄には各土器について色調，胎土，

焼成をこの順番で記述した。土師器のそれ以外の器種については器高指数は省いた。また口径を

示す数字で( )がつくものは残存度が低いために推定口径が正確でないことを示すものであ

る。その他の欄については土師器の椀などと同様の記述である。

①椀

体部と底部の境界に貼り付けの高台をもっ。外側に向かつて踏ん張るものが多く，断面の形状

は三角形のもの.台形のもの，長方形のものに区別される。体部は内管しながら立ち上がり，口

縁端部は丸く収めている。

色調は淡い黄色系のものと淡い燈色系のものが多い。 1130・1131は白灰色を呈し，他と異な

る。調整はヨコナデ.ナデにより仕上げられているものが多いが.1137の器壁内面には不定方向

のハケ目が全面に遺存する。

②杯

杯については，奈良時代と思われるものから中世後半のものまで時期差がある。また土器の大

きさも大小の差が大きい。

体部の形態はほとんどが，底部との屈曲部からほぽ45' の方向で外反しながら立ち上がる。体

部と底部の屈曲部は角張るものと湾曲するものがある。底部に高台をもつものはないが，底部を

高台状に造り出している例 (1159・1166・1168・1181)が認められる。

色調は黄色系.樺色系.茶色系のいずれかに分かれる。胎土は 1皿以下の微砂粒を含むものが

多いが全体としては精轍なものが多い。焼成もほとんどのものが良好である。

調整についてはナデ・ヨコナデにより仕上げられている例が多い。中世の時期の杯だと思われ

るものについては，底部はへラ切りのものが多い。そのうち，板目状圧痕が認められるものもあ

る。底部が糸切りのもの (1145・1150・1175・1187・1189) は少ない。

1191・1192については色調がともに淡灰黒色を呈し器壁が他と比較して厚く造られている。こ

れらは，焼成不良の須恵器の可能性もある。

③皿

小皿や比較的小さい杯との区別は必ずしも明確とはいえない。口径が広く，器高の低いものを

皿とした。

体部は，外反するものが多い。色調は黄色系と樺色系に 2分される。底部は糸切りのもの(120

3)は少なくへラ切りのものが多い。

④小皿
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2 .奈良時代以降の遺物

(1) 土師器

土師器の椀・杯・皿・小皿については観察表で残存度，口径，器高指数を記した。口径を示す

数字のうち. ( )がつくものは底部径を表している。備考の欄には各土器について色調，胎土，
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示す数字で( )がつくものは残存度が低いために推定口径が正確でないことを示すものであ

る。その他の欄については土師器の椀などと同様の記述である。

①椀

体部と底部の境界に貼り付けの高台をもっ。外側に向かつて踏ん張るものが多く，断面の形状

は三角形のもの.台形のもの，長方形のものに区別される。体部は内管しながら立ち上がり，口
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色調は淡い黄色系のものと淡い燈色系のものが多い。 1130・1131は白灰色を呈し，他と異な

る。調整はヨコナデ.ナデにより仕上げられているものが多いが.1137の器壁内面には不定方向

のハケ目が全面に遺存する。

②杯

杯については，奈良時代と思われるものから中世後半のものまで時期差がある。また土器の大

きさも大小の差が大きい。

体部の形態はほとんどが，底部との屈曲部からほぽ45' の方向で外反しながら立ち上がる。体

部と底部の屈曲部は角張るものと湾曲するものがある。底部に高台をもつものはないが，底部を
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調整についてはナデ・ヨコナデにより仕上げられている例が多い。中世の時期の杯だと思われ

るものについては，底部はへラ切りのものが多い。そのうち，板目状圧痕が認められるものもあ

る。底部が糸切りのもの (1145・1150・1175・1187・1189) は少ない。

1191・1192については色調がともに淡灰黒色を呈し器壁が他と比較して厚く造られている。こ

れらは，焼成不良の須恵器の可能性もある。

③皿

小皿や比較的小さい杯との区別は必ずしも明確とはいえない。口径が広く，器高の低いものを

皿とした。

体部は，外反するものが多い。色調は黄色系と樺色系に 2分される。底部は糸切りのもの(120

3)は少なくへラ切りのものが多い。

④小皿
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小皿については 5つの器形に分類することができる。(1)比較的深いもので体部が内轡するも

の， (2)比較的深いもので体部が外反するもの， (3)比較的深いもので体部が外轡するもの，(4)比較

的浅いもので体部が外反するもの， (5)比較的浅いもので体部と底部の区別が不明瞭なもの，以上

の 5つである。このうち(1)に大きいものが多く (4)，(5)に小さいものが多い。

胎土については0.3mm程度の微砂粒を多く含むものがみられる。これは椀，杯，皿にもみられた

ものであるが，おそらく黒雲母であると思われる。色調は，やはり黄色系，檀色系のものに 2分

されるが，白色がかった樟色を呈するものが最も多い。

底部は杯，皿と同様にへラ切りのものが多い。へラ切りのもののほとんどはへラ切りの後にナ

デ調整を施している。そのうち板ナデを施しているものも多く，底部に板目状圧痕をとどめるも

のがある。それ以外に静止糸切り，回転糸切りの例もみられる。

⑤聾

色調が褐色系の聾である。口縁部は体部との屈曲部から斜め上方向に外反する。底部まで遺存

するものがなかったために全体の器形については不明とせざるをえない。体部上半は1267がやや

肩が張る器形を呈するが それ以外は，垂直方向でまっすぐに立っている。口縁部内外面にはヨ

コナデが施されている。 1267の体部外面にはハケ目が認められるが 他は指頭圧痕が遺存するも

のが多く指ナデにより仕上げられていると思われる。胎土は 1~ 5皿程度の砂粒が多く含まれ組

いものがほとんどである。 9~10世紀頃の時期が比定される。

⑥土釜，土釜(脚)

土釜には，形態でいくつかに分類されるが，調整についてはいずれもほぼ同様で一般化でき

る。

口縁部内外面にヨコナデが施されている。体部外面の鍔より下半には，指頭圧痕が広く残り，

ナデ，指ナデが施されている。体部内面には横方向のハケ目が遺存するものが多い。また体部外

面には多くのものは煤が付着している。 1279の体部外面にはハケ目が認められやや特異な例とい

える。

全体の器形については，体部から底部まで遺存するものがないために，不明な部分が多い。 127

0などの比較的残りのよい例を見る限り半球状を呈するものが多い。体部上半から口縁部にかけ

ての形態はいくつかに分類される。体部上半については，(1)直立するもの， (2)外反するもの， (3) 

内襲撃するもの， (4)内反するものに分けられる。このうち(2)は少なく (3)が最もよくみられる。口縁

部も体部上半と同じく(1)~(4)の形態に分かれる。体部上半と口縁部の関係は(3) ， (4)については(3)

一(3)，(4)一(4) という組み合わせが成り立つ。体部上半が(1)の口縁部は， (1)， (2)， (4)の3種類の

例がある。また体部上半が(2)については(1)， (2)の口縁部の形態になる。

鍔の位置は口縁端部から最も離れているもの (1268)でも，口縁端部より約2.5cmで，それ以外

はほとんどが 2cm以内に収まる。横方向に幅の広い鍔を持つ例 (1268・1269・1270・1279・133
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3)は極めて少なく，多くは断面が三角形の突帯状を呈するものである。長い鍔を持つものは口縁

端部に平坦面が造り出されているもの (1270・1269・1279・1333)か，口縁部の形態が(2)のもの

(1268・1269) に限られ形態上でやや違った特色を持つ。

したがって矢ノ塚遺跡で一般的な土釜の形態は，体部上半から口縁部にかけて内反あるいは，

内管するもので，口縁端部から近い位置に三角形状の背の低い突帯のような鍔をもつものといえ

る。これらの形態と色調・胎土の聞には深い関係は認められない。

土釜の脚については，へラ状の工具で面を削った後にナデにより調整を施しているものが一般

的である。まれにハケ目が認められるものもある。体部との接着部分をみると体部内面に指頭圧

痕が多く遺存することにより接着する際には内面から押さえつけた様子がうかがえる。色調・胎

土・焼成については，体部などとほぼ同様である。

⑦土鍋

土鍋に分類したものは，形態上の特色で 3つに分けることができる。(1)体部上半が外反し口径

が40cm前後の大きいもの。 (2)体部上半が直立し口径が33cm前後のもの。 (3)体部上半が外反し比較

的小さいもの。以上の 3つである。(1).(2)については調整上の特徴にも違いがみられる。(1)は口

縁部内外面にヨコナデが施され，体部内面には横方向のハケ目が遺存する。体部外面は煤が付着

しているために調整はよみとりにくいが，指ナデにより仕上げられていると思われる。 (2)は口縁

部内外面，体部内面については(1)と同様であるが，体部外面に縦方向のハケ目が遺存することで

は)と違いが認められる。

1343の例にみられるように(1)は口径の割には背の低い器形になると思われる。 (2)は体部上半の

形態よりかなり深い胴部を持つ器形になると思われる。また(1)は口縁端部を丸く収めているもの

が多いのに対して(2)は口縁端部をわずかに上方に拡張させ直立する端面を造り出しているものが

多い。 (3)については(1)とほぼ同様のもので比較的小型のものといえるが.1351は器形が他と異な

る。

⑧鉢，槽鉢

体部がやや内轡気味に立ち上がる摺鉢である。 1355の体部内面には条溝が認められないことに

より鉢である。調整については体部内面にはナデが施されその上がら条溝が施されているものが

多い。それ以外に横方向のハケ目が施されその上から条溝が施されたもの (1353・1357)もある。

体部外面にはほぼ全面に指頭圧痕が残る。 1354には，わずかにハケ目が認められる。口縁端部の

形態は肥厚しているものといないもの，平坦面を造り出しているものと丸く収めているものの区

別がある。

⑨聾，その他

1361~1363は聾であると思われる。口縁部だけが遺存するために全体の器形は不明とせざるを

えない。 1362・1363は口縁端部を外側に肥厚させ丸く収めている。
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1364は盤状を呈する背の低い器形になると思われる。口縁部内外面にはヨコナデが施され，体

部と口縁部の屈曲部外面には指頭圧痕が遺存する。器壁外面には全面に煤が付着する。

1365・1373は査であると思われる。ともに体部外面には縦方向の内面には横方向のハケ目が認

められる。

1366・1374は器種不明であるが同様の形態をもっ。器壁内面には内側に突出する突帯状のもの

が造り出されている。 1366はその突帯より下半部には煤の付着が認められるが， 1374はヨコナデ

により丁寧に調整されている。

1367~1372は土錘である。 1367~1369 ， 1371は長さ約 6cmの円柱状を呈する土錘である。上下

ともに円孔が穿たれている。 1370・1372は有孔管状土錘である。 1370は幅0.9cm，1372は幅4.0cm

を計る。 1372を除くと器壁外面はナデが施され，丁寧に仕上げられている。
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(土師器椀，杯)

実番視u図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1126 S D85006 Z-8 1/4 (5.0) 淡黄色，精徹，良好

1127 S D85004 Z.A-8 1/4 (6.2) 淡黄色，精鰍，良好

1148 包含層 E-4 1/4 (6.6) 淡い燈色，精鰍，良好

1129 包含層 E-3 8/8 (6.6) 淡黄色，精鰍，良好

1130 S D85008 Z-8 3/4 (7.1) 白灰色回程度の微砂粒堅徽，良好

1131 S D85006 Z-8 1/4 (5.4) 白 灰 色 回 以 下 の 微 砂 粒 堅徽，良好

1132 包含膚 1/2 (7.4) 燈色皿以下の微砂粒 堅徽，良好
4 

1133 S D85008 Z-8 1/4 (7.0) 淡黄色，精微，良好

1134 S D85004 Z.A-8 1/2 (7.0) 淡い樟色，精微，良好

1135 包含層 G-5 1/4 (7.6) 外面淡黄色，内面樫色，精鰍，良好

1136 S P -32 X-9 完形 11.6 4.3 37.1 淡黒灰色と暗い燈色が混じる，精微，良好

1137 S D85004 Z.A-8 1/2 6.6 
淡黄色，堅徽，良好
内面 9条/cmのハケ目

1138 S D85001 Z.A-6・7・8 1/8 14.2 白黄色，精微，良好

1139 S X85006 E-4 1/4 15.3 内面淡黄色，外面白黄色，精微，良好

1140 S D85008 Z-8 1/4 15.1 5.6 37.1 .白黄灰色，堅徽，良好

1141 包含層 X-9 1/4 16.0 3.7 23.1 白黄色，口縁部黒灰色，精微，良好

1142 包含層 X-9 1/4 17.0 4.5 26.5 臼味がかった燈色，精微，良好

1143 S D85006 Z-8 1/4 14.9 淡黄色，精微，良好

1144 包含層 Z-6 1/8 14.6 3.2 21. 9 淡黄色，精微，良好

1145 S D85052 F-3 (E) 1/8 13.4 3.0 22.4 
白色がかった鐙色皿以下の砂粒，良好

底部回転糸切り，板白状圧痕

第124表土器観 察表制
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(土師器椀，杯)

実番視u図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1126 S D85006 Z-8 1/4 (5.0) 淡黄色，精徹，良好

1127 S D85004 Z.A-8 1/4 (6.2) 淡黄色，精鰍，良好

1148 包含層 E-4 1/4 (6.6) 淡い燈色，精鰍，良好

1129 包含層 E-3 8/8 (6.6) 淡黄色，精鰍，良好

1130 S D85008 Z-8 3/4 (7.1) 白灰色回程度の微砂粒堅徽，良好

1131 S D85006 Z-8 1/4 (5.4) 白 灰 色 回 以 下 の 微 砂 粒 堅徽，良好

1132 包含膚 1/2 (7.4) 燈色皿以下の微砂粒 堅徽，良好
4 

1133 S D85008 Z-8 1/4 (7.0) 淡黄色，精微，良好

1134 S D85004 Z.A-8 1/2 (7.0) 淡い樟色，精微，良好

1135 包含層 G-5 1/4 (7.6) 外面淡黄色，内面樫色，精鰍，良好

1136 S P -32 X-9 完形 11.6 4.3 37.1 淡黒灰色と暗い燈色が混じる，精微，良好

1137 S D85004 Z.A-8 1/2 6.6 
淡黄色，堅徽，良好
内面 9条/cmのハケ目

1138 S D85001 Z.A-6・7・8 1/8 14.2 白黄色，精微，良好

1139 S X85006 E-4 1/4 15.3 内面淡黄色，外面白黄色，精微，良好

1140 S D85008 Z-8 1/4 15.1 5.6 37.1 .白黄灰色，堅徽，良好

1141 包含層 X-9 1/4 16.0 3.7 23.1 白黄色，口縁部黒灰色，精微，良好

1142 包含層 X-9 1/4 17.0 4.5 26.5 臼味がかった燈色，精微，良好

1143 S D85006 Z-8 1/4 14.9 淡黄色，精微，良好

1144 包含層 Z-6 1/8 14.6 3.2 21. 9 淡黄色，精微，良好

1145 S D85052 F-3 (E) 1/8 13.4 3.0 22.4 
白色がかった鐙色皿以下の砂粒，良好

底部回転糸切り，板白状圧痕

第124表土器観 察表制

-427-



(土師器杯)

実番現l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1146 S D85109 W-9 1/8 15.6 淡黄色，精微，良好

1147 包含層 l-6 1/8 11.0 2.9 26.4 
外商黄色がかった燈色
内面淡灰黄色皿以下の微砂粒堅徹，良好

1148 S D 013 G-5 1/8 8.5 2.4 28.2 白色がかった檀色，精鰍，良好

1149 包含層 H-5 1/4 11.0 2.5 22.7 白色がかった慣色，糟徹，良好

1150 S P -8 D-4 1/4 9.8 
淡黄色皿以下の微砂粒，良好
底部回転糸切り

1151 包含層 X-9 3/4 (6.4) 黄茶色 1~2皿の砂粒粗~'.不良

1152 S P -30 日-4 1/4 10.1 2.25 22.3 
白色がかった燈色皿以 Fの微砂粒，精敏，良好
底部へラ切り 板目状圧痕

1153 包含層 1 -4 1/8 13.0 赤茶色皿以下の微砂粒，普通

1154 s P - 1 F-4(E) 1/4 (9.0) 
外面黒茶色
内 面 黒 灰 色 凹 以 下 の 微 砂 粒 精 微 ， 良 好

1155 s P -38 H-4 1/8 8.1 2.4 29.6 白黄色皿以下の微砂粒，良好

1156 S E 001 G-5 1/4 10.4 2.4 23.1 白色がかった燈色，精微，良好

1157 S P -19 H-4 1/8 11.0 2.3 20.9 白色がかった燈色岨以下の微砂粒，良好

1158 包含層 F-3(E) 1/4 15.2 4.0 26.3 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精微，良好

1159 包含層 1 -4 1/8 (8.8) 茶色皿以下の微砂粒やや組い，普通

1160 S P -4 G-5 1/4 9.0 2.8 31.1 淡灰色，精微，良好

1161 包含層 F-3(E) 1/4 13.8 4.0 29.0 白色がかった燈色皿以下の微砂粒 やや粗い，普通

1162 包含層 H-5 1/8 12.4 2.5 20.2 淡茶灰色，精微，良好

1163 包含層 G-5 1/4 9.0 2.1 23.3 白色がかった樺色，精微，良好

1164 S E 001 G-5 1/8 12.2 3.3 27.0 淡灰黒色回以下の微砂粒精微，普通

1165 S P -38 H-4 8/8 (6.0) 淡灰黄色阻以下の微砂粒精微，普通

第125表土器観察表制

-428-

(土師器杯)

実番現l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1146 S D85109 W-9 1/8 15.6 淡黄色，精微，良好

1147 包含層 l-6 1/8 11.0 2.9 26.4 
外商黄色がかった燈色
内面淡灰黄色皿以下の微砂粒堅徹，良好

1148 S D 013 G-5 1/8 8.5 2.4 28.2 白色がかった檀色，精鰍，良好

1149 包含層 H-5 1/4 11.0 2.5 22.7 白色がかった慣色，糟徹，良好

1150 S P -8 D-4 1/4 9.8 
淡黄色皿以下の微砂粒，良好
底部回転糸切り

1151 包含層 X-9 3/4 (6.4) 黄茶色 1~2皿の砂粒粗~'.不良

1152 S P -30 日-4 1/4 10.1 2.25 22.3 
白色がかった燈色皿以 Fの微砂粒，精敏，良好
底部へラ切り 板目状圧痕

1153 包含層 1 -4 1/8 13.0 赤茶色皿以下の微砂粒，普通

1154 s P - 1 F-4(E) 1/4 (9.0) 
外面黒茶色
内 面 黒 灰 色 凹 以 下 の 微 砂 粒 精 微 ， 良 好

1155 s P -38 H-4 1/8 8.1 2.4 29.6 白黄色皿以下の微砂粒，良好

1156 S E 001 G-5 1/4 10.4 2.4 23.1 白色がかった燈色，精微，良好

1157 S P -19 H-4 1/8 11.0 2.3 20.9 白色がかった燈色岨以下の微砂粒，良好

1158 包含層 F-3(E) 1/4 15.2 4.0 26.3 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精微，良好

1159 包含層 1 -4 1/8 (8.8) 茶色皿以下の微砂粒やや組い，普通

1160 S P -4 G-5 1/4 9.0 2.8 31.1 淡灰色，精微，良好

1161 包含層 F-3(E) 1/4 13.8 4.0 29.0 白色がかった燈色皿以下の微砂粒 やや粗い，普通

1162 包含層 H-5 1/8 12.4 2.5 20.2 淡茶灰色，精微，良好

1163 包含層 G-5 1/4 9.0 2.1 23.3 白色がかった樺色，精微，良好

1164 S E 001 G-5 1/8 12.2 3.3 27.0 淡灰黒色回以下の微砂粒精微，普通

1165 S P -38 H-4 8/8 (6.0) 淡灰黄色阻以下の微砂粒精微，普通

第125表土器観察表制
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(土師器杯)

実番視l号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径; 器高 器高指数 備 考

1166 s p ~ 6 W~9 
ほ，~

15.7 4.3 27.4 黄色がかった樟色皿以下の微砂粒 普通，良好
完形

1167 s p ~ 22 G~5 1/4 13.0 2.8 21.5 黄色がかった燈色，精紋，良好

1168 s p ~ 7 F~ 3 (E) 1/4 9.1 2.9 31.9 淡黄色，精微，良好

1169 包含層 F~ 3 (E) 1/4 14.4 4.4 30.6 茶色がかった燈色皿以下の微砂粒 普通，普通

1170 包含層 G~5 1/8 13.0 白色がかった燈色，精微，良好

1171 5P~11 G~5 1/8 10.0 2.4 24.0 灰茶色，精微，良好

1172 包含層 G~5 1/8 10.6 2.8 26.4 淡黄色，精微，良好

1173 包含層 F~ 3 (E) 1/8 14.4 4.2 29.2 黄灰色皿以下の微砂粒，普通

1174 包含層 G~5 1/8 13.0 黄色がかった樺色，精微，良好

1175 5 P ~ 8 D~4 1/4 11.0 
茶灰黒色皿以下の微砂粒良好
底部回転糸切り

1176 包含層 F~ 3 (E) 1/4 15.4 4.4 28.6 白色がかった燈色. 1 ~2 皿の微砂粒 やや粗L、普通

1177 包含層 X~9 1/8 12.8 3.3 25.8 白黄色，精鰍，良好

1178 5 P ~ 45 H~4 1/8 11.2 2.7 24.1 
外面黄茶色
内面淡灰茶色回以下の微砂粒，良好

1179 包含層 F~ 3 (E) 1/8 14.0 4.2 30.0 
外面淡黄茶色
内面淡黒褐色皿以下の微砂粒，普通

1180 包含層 F~ 3 (E) 1/8 12.8 3.5 27.3 淡黄茶色. 1皿以下の微砂粒普通，普通

1181 包含層 X~9 1/2 (6.4) 淡茶色，精微，良好

1182 包含層 X~ 8 (5) 1/2 12.8 3.3 25.8 
外面黄茶色
内面赤黄茶色，精鰍，良好

1183 包含層 1 ~ 4 1/8 13.2 3.4 25.8 
外面 白色がかった燈色
内面淡黄茶色皿以下の微砂粒，普通

1184 包含層 H~4 1/2 12.4 3.1 25.0 白色がかった燈色，精微，良好

1185 包含層 G~4 1/8 12.0 赤茶色，精微，良好

」一一

第126表土器観察表制
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(土師器杯)

実番視l号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径; 器高 器高指数 備 考

1166 s p ~ 6 W~9 
ほ，~

15.7 4.3 27.4 黄色がかった樟色皿以下の微砂粒 普通，良好
完形

1167 s p ~ 22 G~5 1/4 13.0 2.8 21.5 黄色がかった燈色，精紋，良好

1168 s p ~ 7 F~ 3 (E) 1/4 9.1 2.9 31.9 淡黄色，精微，良好

1169 包含層 F~ 3 (E) 1/4 14.4 4.4 30.6 茶色がかった燈色皿以下の微砂粒 普通，普通

1170 包含層 G~5 1/8 13.0 白色がかった燈色，精微，良好

1171 5P~11 G~5 1/8 10.0 2.4 24.0 灰茶色，精微，良好

1172 包含層 G~5 1/8 10.6 2.8 26.4 淡黄色，精微，良好

1173 包含層 F~ 3 (E) 1/8 14.4 4.2 29.2 黄灰色皿以下の微砂粒，普通

1174 包含層 G~5 1/8 13.0 黄色がかった樺色，精微，良好

1175 5 P ~ 8 D~4 1/4 11.0 
茶灰黒色皿以下の微砂粒良好
底部回転糸切り

1176 包含層 F~ 3 (E) 1/4 15.4 4.4 28.6 白色がかった燈色. 1 ~2 皿の微砂粒 やや粗L、普通

1177 包含層 X~9 1/8 12.8 3.3 25.8 白黄色，精鰍，良好

1178 5 P ~ 45 H~4 1/8 11.2 2.7 24.1 
外面黄茶色
内面淡灰茶色回以下の微砂粒，良好

1179 包含層 F~ 3 (E) 1/8 14.0 4.2 30.0 
外面淡黄茶色
内面淡黒褐色皿以下の微砂粒，普通

1180 包含層 F~ 3 (E) 1/8 12.8 3.5 27.3 淡黄茶色. 1皿以下の微砂粒普通，普通

1181 包含層 X~9 1/2 (6.4) 淡茶色，精微，良好

1182 包含層 X~ 8 (5) 1/2 12.8 3.3 25.8 
外面黄茶色
内面赤黄茶色，精鰍，良好

1183 包含層 1 ~ 4 1/8 13.2 3.4 25.8 
外面 白色がかった燈色
内面淡黄茶色皿以下の微砂粒，普通

1184 包含層 H~4 1/2 12.4 3.1 25.0 白色がかった燈色，精微，良好

1185 包含層 G~4 1/8 12.0 赤茶色，精微，良好

」一一

第126表土器観察表制
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(土師緑杯，血)

実番習割号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1186 S 085105 x.y・4・9 1/8 (7.8) 白黄色，精鰍，良好

p-4 ('E) 信Y士10t白YJ 

， 白色がかった檀色皿以下の微砂粒精微，良好
1187 S P -12 12.3 3.9 31. 7 

底部回転糸切り

1188 包含層 1 -4 1/4 13.0 3.3 25.4 
白灰色皿以下の微砂粒普通，良好
底部上げ底，静止糸切り

外面白色が強い燈色，

1189 包含層 H-5 1/8 12.6 3.1 24.6 内面 白色がかった燈色，精徹，良好
底部静止糸切り

1190 包含層 G-4 3/4 (7.5) 暗茶色，精徹，良好
(底部)

1191 S 085104 X-9 1/4 13.2 4.9 37.1 
体部自灰黒色
底部外商赤茶色 lmm以下の微砂粒，良好，須恵器か

1192 S 085104 X-9 1/4 13.2 3.8 28.8 白灰黒色回以下の砂粒，堅敏，良好，須恵器か

1193 S 085006 Z-8 1/8 14.4 3.7 25.7 白色がかった糧色，精微，良好

1194 包含層 F-3 (E) 1/8 15.0 3.9 26.0 白色がかった樺色皿以下の微砂粒，普通

1195 S E 001 G-5 1/8 12.1 2.0 16.5 白色がかった燈色皿以下の微砂粒，良好

1196 S 085103 X-8 (N) 1/2 10.6 2.3 21. 7 
檀色回以下の微砂粒，良好
底部へラ切り

1197 包含層 G-4 1/8 11.2 2.6 23.2 白色がかった燈色，精微，良好

1198 包含層 H-5 1/8 13.0 1.7 13.1 白色が強い樺色醐以下の微砂粒，精微，良好

」

1199 S 085103 X-8 (N) 3/4 10.4 2.4 23.1 暗黄茶色 lmm以下の微砂粒普通，普通

1200 包含層 X-8 (S) 1/8 11.2 2.4 21.4 淡黄色皿以下の微砂粒精紋，普通

1201 包含層 G-5 1/4 13.2 2.5 18.9 白色がかった樫色，精徹，良好

1202 S P -15 G-5 1/2 12.1 2.4 19.8 
後色，精鰍，良好
底部回転へラ切り

1203 S E 001 G-5 3/4 12.5 2.6 20.8 
自黄色，精鍬，良好
底部静止糸切り

1204 S P -43 F-6 1/8 13.8 2.6 18.8 黄白色，精微，良好

1205 S E 001 G-5 3/4 12.9 2.3 17.8 
赤色がかった横色皿以下の微砂粒精鰍，良好
底部回転へラ切り

第127表土器観察表制
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(土師緑杯，血)

実番習割号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1186 S 085105 x.y・4・9 1/8 (7.8) 白黄色，精鰍，良好

p-4 ('E) 信Y士10t白YJ 

， 白色がかった檀色皿以下の微砂粒精微，良好
1187 S P -12 12.3 3.9 31. 7 

底部回転糸切り

1188 包含層 1 -4 1/4 13.0 3.3 25.4 
白灰色皿以下の微砂粒普通，良好
底部上げ底，静止糸切り

外面白色が強い燈色，

1189 包含層 H-5 1/8 12.6 3.1 24.6 内面 白色がかった燈色，精徹，良好
底部静止糸切り

1190 包含層 G-4 3/4 (7.5) 暗茶色，精徹，良好
(底部)

1191 S 085104 X-9 1/4 13.2 4.9 37.1 
体部自灰黒色
底部外商赤茶色 lmm以下の微砂粒，良好，須恵器か

1192 S 085104 X-9 1/4 13.2 3.8 28.8 白灰黒色回以下の砂粒，堅敏，良好，須恵器か

1193 S 085006 Z-8 1/8 14.4 3.7 25.7 白色がかった糧色，精微，良好

1194 包含層 F-3 (E) 1/8 15.0 3.9 26.0 白色がかった樺色皿以下の微砂粒，普通

1195 S E 001 G-5 1/8 12.1 2.0 16.5 白色がかった燈色皿以下の微砂粒，良好

1196 S 085103 X-8 (N) 1/2 10.6 2.3 21. 7 
檀色回以下の微砂粒，良好
底部へラ切り

1197 包含層 G-4 1/8 11.2 2.6 23.2 白色がかった燈色，精微，良好

1198 包含層 H-5 1/8 13.0 1.7 13.1 白色が強い樺色醐以下の微砂粒，精微，良好

」

1199 S 085103 X-8 (N) 3/4 10.4 2.4 23.1 暗黄茶色 lmm以下の微砂粒普通，普通

1200 包含層 X-8 (S) 1/8 11.2 2.4 21.4 淡黄色皿以下の微砂粒精紋，普通

1201 包含層 G-5 1/4 13.2 2.5 18.9 白色がかった樫色，精徹，良好

1202 S P -15 G-5 1/2 12.1 2.4 19.8 
後色，精鰍，良好
底部回転へラ切り

1203 S E 001 G-5 3/4 12.5 2.6 20.8 
自黄色，精鍬，良好
底部静止糸切り

1204 S P -43 F-6 1/8 13.8 2.6 18.8 黄白色，精微，良好

1205 S E 001 G-5 3/4 12.9 2.3 17.8 
赤色がかった横色皿以下の微砂粒精鰍，良好
底部回転へラ切り

第127表土器観察表制
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(土師緑皿，小皿)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1206 包含層 H-5 1/4 14.4 1.8 12.5 白黄色がかった燈色皿以下の微砂粒，良好

1207 包含層 G-5 1/4 6.7 1.5 22.4 燈色，精微，良好

1208 S D 013 G-5 1/8 7.6 1.4 18.4 白黄赤色，精微，良好

1209 包含層 X-9 1/4 7.4 1.5 20.3 
黄白色，精敏，良好
底部回転糸切り

1210 包含層 H-4 1/4 7.9 1.4 17.7 黄白色，精鰍，良好

1211 S P -40 X-9 1/4 7.4 1.1 14.9 暗茶色，精微，良好

1212 包含層
G-6~ 

1/4 8.1 1.4 17.3 淡黄色，精鰍，良好
H-6 

1213 包含層 H-5 1/8 8.4 1.4 16.7 白色がかった燈色 lmm以下の微砂粒，精徹，良好

1214 包含層 H-5 1/8 8.8 1.3 14.8 白色が強い檀色皿以下の微砂粒，精微，良好

1215 包含層 H-3 1/8 9.0 1.8 20.0 白色がかった櫨色回以下の微砂粒，精微，良好

1216 包含層 F-3 (E) 1/4 9.0 1.5 16.7 淡黄色，精微，良好

1217 包含層 1 -4 1/8 8.0 1.4 17.5 黄白色がかった償色 lmm以下の微砂粒，良好

1218 S E 001 G-5 1/2 8.6 1.7 19.8 白色がかった燈色 lmm以下の微砂粒，良好

1219 S P -10 F-3 (E) 1/2 8.6 1.5 17.4 自黄色，精微，良好

1220 包含層 G-5 1/4 9.0 1.8 20.0 黄白色皿以下の微砂粒，精鰍，良好

1221 包含層 G-5 1/8 9.2 1.9 20.7 燈色皿以下の微砂粒，精微，良好

1222 S D85008 Z-8 1/8 10.1 白色がかった樺色，精撤，良好

1223 SP-71 H-4 1/8 10.4 1.4 13.5 檀色醐以下の微砂粒，良好

1224 包含層 X-9 1/8 8.6 1.4 1.3 白黄色，精鰍，良好

1225 包含層 H-4 1/4 8.2 1.3 15.9 権色，糟鰍，良好

第128表土器観察表(65)
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(土師緑皿，小皿)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1206 包含層 H-5 1/4 14.4 1.8 12.5 白黄色がかった燈色皿以下の微砂粒，良好

1207 包含層 G-5 1/4 6.7 1.5 22.4 燈色，精微，良好

1208 S D 013 G-5 1/8 7.6 1.4 18.4 白黄赤色，精微，良好

1209 包含層 X-9 1/4 7.4 1.5 20.3 
黄白色，精敏，良好
底部回転糸切り

1210 包含層 H-4 1/4 7.9 1.4 17.7 黄白色，精鰍，良好

1211 S P -40 X-9 1/4 7.4 1.1 14.9 暗茶色，精微，良好

1212 包含層
G-6~ 

1/4 8.1 1.4 17.3 淡黄色，精鰍，良好
H-6 

1213 包含層 H-5 1/8 8.4 1.4 16.7 白色がかった燈色 lmm以下の微砂粒，精徹，良好

1214 包含層 H-5 1/8 8.8 1.3 14.8 白色が強い檀色皿以下の微砂粒，精微，良好

1215 包含層 H-3 1/8 9.0 1.8 20.0 白色がかった櫨色回以下の微砂粒，精微，良好

1216 包含層 F-3 (E) 1/4 9.0 1.5 16.7 淡黄色，精微，良好

1217 包含層 1 -4 1/8 8.0 1.4 17.5 黄白色がかった償色 lmm以下の微砂粒，良好

1218 S E 001 G-5 1/2 8.6 1.7 19.8 白色がかった燈色 lmm以下の微砂粒，良好

1219 S P -10 F-3 (E) 1/2 8.6 1.5 17.4 自黄色，精微，良好

1220 包含層 G-5 1/4 9.0 1.8 20.0 黄白色皿以下の微砂粒，精鰍，良好

1221 包含層 G-5 1/8 9.2 1.9 20.7 燈色皿以下の微砂粒，精微，良好

1222 S D85008 Z-8 1/8 10.1 白色がかった樺色，精撤，良好

1223 SP-71 H-4 1/8 10.4 1.4 13.5 檀色醐以下の微砂粒，良好

1224 包含層 X-9 1/8 8.6 1.4 1.3 白黄色，精鰍，良好

1225 包含層 H-4 1/4 8.2 1.3 15.9 権色，糟鰍，良好

第128表土器観察表(65)
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(土師器小皿)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1226 包含層 H-3 ほ11 8.0 1.4 17.5 
檀色個以下の微砂粒精鰍，良好

完形 底部へラ切り

1227 包含層 G-5 1/4 8.0 1.6 20.0 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精微，良好

1228 包含層 1 -4 1/8 8.0 1.6 20.0 白黄色，堅鰍，良好

1229 包含層 G-5 1/8 8.2 1.3 15.9 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精鍛，良好

1230 包含層 G-6 1/4 8.0 1.5 18.8 淡黄色皿以下の微砂粒，良好

1231 包含層 F-5 1/8 8.4 1.2 14.3 白色がかった橿色，精徹，良好

1232 包含層 H-5 1/4 8.2 1.2 14.6 後色，精微，良好
底部へラ切り

1233 包含層 G-5 1/8 8.6 1.8 20.9 白色がかった燈色，精鰍，良好

1234 包含層 F-5 1/8 8.8 1.6 18.2 淡黄色皿以下の微砂粒精鰍，良好

1235 包含層 X-9 1/4 7.4 1.3 17.6 
淡黄色がかった燈色，精徹，良好

底部回転糸切り

1236 s p -34 X-9 1/2 7.0 1.5 21.4 
白色がかった燈色，精微，普通
底部回転糸切り

1237 s pー? F-3 (E) 1/4 7.4 1.6 21.6 白色がかった檀色，精鰍，普通

1238 
sP-

F-5 1/2 7.4 1.3 17.6 白黄色皿以下の微砂粒，普通
21~30 

1239 s P -6 G-5 1/8 8.1 1.3 16.0 白色がかった燈色，精敏，良好

1240 包含層 X-9 1/4 6.2 1.3 21.0 
淡黄色，精徹，良好

底部回転糸切り

1241 S X85006 E-4 1/2 9.1 1.4 15.4 '淡黄色 1mm以下の微砂粒，良好

1242 S D85104 X-9 1/4 9.0 1.1 12.2 淡赤茶色，精鰍，良好

1243 s P -40 X-9 1/8 9.4 1.5 6.0 灰色がかった檀色，精微，良好

1244 包含層 G-5 1/4 9.2 1.8 19.6 白色がかった燈色回以下の微砂粒精鰍，良好

1245 S E 001 G-5 8/8 8.5 1.7 20.0 
淡黄色皿以下の微砂粒精微，良好

ヘラ切り

第129表土器観察表制
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(土師器小皿)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1226 包含層 H-3 ほ11 8.0 1.4 17.5 
檀色個以下の微砂粒精鰍，良好

完形 底部へラ切り

1227 包含層 G-5 1/4 8.0 1.6 20.0 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精微，良好

1228 包含層 1 -4 1/8 8.0 1.6 20.0 白黄色，堅鰍，良好

1229 包含層 G-5 1/8 8.2 1.3 15.9 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精鍛，良好

1230 包含層 G-6 1/4 8.0 1.5 18.8 淡黄色皿以下の微砂粒，良好

1231 包含層 F-5 1/8 8.4 1.2 14.3 白色がかった橿色，精徹，良好

1232 包含層 H-5 1/4 8.2 1.2 14.6 後色，精微，良好
底部へラ切り

1233 包含層 G-5 1/8 8.6 1.8 20.9 白色がかった燈色，精鰍，良好

1234 包含層 F-5 1/8 8.8 1.6 18.2 淡黄色皿以下の微砂粒精鰍，良好

1235 包含層 X-9 1/4 7.4 1.3 17.6 
淡黄色がかった燈色，精徹，良好

底部回転糸切り

1236 s p -34 X-9 1/2 7.0 1.5 21.4 
白色がかった燈色，精微，普通
底部回転糸切り

1237 s pー? F-3 (E) 1/4 7.4 1.6 21.6 白色がかった檀色，精鰍，普通

1238 
sP-

F-5 1/2 7.4 1.3 17.6 白黄色皿以下の微砂粒，普通
21~30 

1239 s P -6 G-5 1/8 8.1 1.3 16.0 白色がかった燈色，精敏，良好

1240 包含層 X-9 1/4 6.2 1.3 21.0 
淡黄色，精徹，良好

底部回転糸切り

1241 S X85006 E-4 1/2 9.1 1.4 15.4 '淡黄色 1mm以下の微砂粒，良好

1242 S D85104 X-9 1/4 9.0 1.1 12.2 淡赤茶色，精鰍，良好

1243 s P -40 X-9 1/8 9.4 1.5 6.0 灰色がかった檀色，精微，良好

1244 包含層 G-5 1/4 9.2 1.8 19.6 白色がかった燈色回以下の微砂粒精鰍，良好

1245 S E 001 G-5 8/8 8.5 1.7 20.0 
淡黄色皿以下の微砂粒精微，良好

ヘラ切り

第129表土器観察表制
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(土師器小皿)

番実測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 器高指数 備 考

1246 包含層 G-4 1/8 9.4 1.8 19.1 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精敏，良好

1247 包含層 1 -4 1/8 8.6 1.8 20.9 
淡黒灰色がかった樟色 1mm以下の微砂粒精紋，良好 l
底部へラ切り，板目状圧痕

1248 包含層 H-4 1/8 6.0 0.8 13.3 黄茶色皿以下の微砂粒粗P，不良

1249 包含層 1 -4 1/8 
5.6 0.8 14.3 

灰黄茶色，精微，良好
5.2 1.0 19.2 

1250 包含層 1 -4 1/2 6.0 0.7 11.7 白色がかった撞色回以下の微砂粒 精微，良好

1251 包含層 F-5 1/4 4.3 0.7 16.3 茶色がかった燈色，精紋，良好

1252 包含層 1 -4 1/4 6.8 0.8 11.8 黄色がかった燈色 1mm以下の微砂粒精徹，普通

1253 包含層 F-5 1/4 7.2 1.0 13.9 白色がかった燈色 1mm以下の微砂粒精鰍，良好

1254 包含層 X-9 1/2 7.0 1.3 18.6 
灰色がかった燈色，精微，良好
底部回転糸切り

1255 包含層 X-9 1/2 6.8 1.0 14.7 
白色がかった権色，精微，良好
底部回転糸切り

1256 S 885108 Z'A-8 1/2 7.4 1.0 13ぜ5 淡黄色，精敏，良好

1257 包含層 1 -4 1/4 6.4 0.7 10.9 灰黄色皿以下の微砂粒，普通

1258 包含層 Z-8 1/4 7.0 1.2 17.1 灰黄色，精微，良好

1259 包含層 Z-8 ほ11
7.4 1.0 13.5 

燈色 1mm以下の微砂粒，良好
信Y士¥Omノg 底部回転へラ切り

1260 包含層 H-5~H-6 1/8 8.8 0.9 10.2 淡黄灰色，精微，良好

1261 包含層 X-9 1/8 9.1 1.3 14.3 淡黄色，精鰍，良好

1262 包含層 X-8 (S) 1/8 11.6 1.1 9.5 白黄色，精微，普通

第130表土器観察表紡)
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(土師器小皿)

番実測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 器高指数 備 考

1246 包含層 G-4 1/8 9.4 1.8 19.1 白色がかった燈色皿以下の微砂粒精敏，良好

1247 包含層 1 -4 1/8 8.6 1.8 20.9 
淡黒灰色がかった樟色 1mm以下の微砂粒精紋，良好 l
底部へラ切り，板目状圧痕

1248 包含層 H-4 1/8 6.0 0.8 13.3 黄茶色皿以下の微砂粒粗P，不良

1249 包含層 1 -4 1/8 
5.6 0.8 14.3 

灰黄茶色，精微，良好
5.2 1.0 19.2 

1250 包含層 1 -4 1/2 6.0 0.7 11.7 白色がかった撞色回以下の微砂粒 精微，良好

1251 包含層 F-5 1/4 4.3 0.7 16.3 茶色がかった燈色，精紋，良好

1252 包含層 1 -4 1/4 6.8 0.8 11.8 黄色がかった燈色 1mm以下の微砂粒精徹，普通

1253 包含層 F-5 1/4 7.2 1.0 13.9 白色がかった燈色 1mm以下の微砂粒精鰍，良好

1254 包含層 X-9 1/2 7.0 1.3 18.6 
灰色がかった燈色，精微，良好
底部回転糸切り

1255 包含層 X-9 1/2 6.8 1.0 14.7 
白色がかった権色，精微，良好
底部回転糸切り

1256 S 885108 Z'A-8 1/2 7.4 1.0 13ぜ5 淡黄色，精敏，良好

1257 包含層 1 -4 1/4 6.4 0.7 10.9 灰黄色皿以下の微砂粒，普通

1258 包含層 Z-8 1/4 7.0 1.2 17.1 灰黄色，精微，良好

1259 包含層 Z-8 ほ11
7.4 1.0 13.5 

燈色 1mm以下の微砂粒，良好
信Y士¥Omノg 底部回転へラ切り

1260 包含層 H-5~H-6 1/8 8.8 0.9 10.2 淡黄灰色，精微，良好

1261 包含層 X-9 1/8 9.1 1.3 14.3 淡黄色，精鰍，良好

1262 包含層 X-8 (S) 1/8 11.6 1.1 9.5 白黄色，精微，普通

第130表土器観察表紡)
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(土師器聾.土釜)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 備 考

1263 S 085008 Z-8 1/4 36.1 賞褐色皿程度り砂粒粗¥>，普通

1264 S 085008 Z-8 1/8 36.4 
内面暗貧褐色
外面 黒褐色皿程度の砂粒を含み組い，普通

1265 S 085008 Z-8 1/8 30.2 
内面暗貧褐色
外面赤貧褐色， 1 ~2 皿の砂粒粗い，普通

1266 S D85008 Z-8 1/8 31.6 
内面暗赤褐色
外面黒赤褐色， 3~5皿の砂粒粗\>，普通

1267 S 085008 Z-8 1/8 32.0 赤褐色 2~3皿の砂粒粗L、普通

1268 包含層 E-3 1/8 (25.6) i走黄褐色 1~5皿の砂粒組\>，普通

1269 包含層 1 -4 1/2 28.0 赤褐色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1270 S 085007 Z.A-8 ほ11
22.8 14.8 淡黄褐色回以下の徴砂粒精微，良好

信7垂~jf:ノJ 

1271 包含層 1 -4 1/4 23.4 赤褐色 lmm以下の徴砂粒精微，良好

1272 
S p-出土

1/8 22.8 i炎黄褐色皿以下の徴砂粒普通，良好
地点不明

1273 包含層 G-5 1/8 23.6 黄褐色醐以下の徴砂粒普通.普通

1274 包含層 1 -4 1/8 (20.4) 赤褐色醐程度の砂粒普通，普通

1275 包含層 G-5 1/8 21.6 赤褐色凹以下の徴砂粒堅敏，良好

1276 包含層 G-5 1/8 23.4 赤褐色回程度の砂粒やや組¥>，普通

1277 包含層 G-5 1/8 30.0 茶褐色 1~2 皿の砂粒 やや粗い，普通

1278 包含層 F-5 1/8 34.2 赤褐色皿程度の砂粒普通，普通

1279 包含層 B-5 1/8 26.0 淡黄褐色回程度の砂粒やや粗い，普通

1286 包含層 H-4 1/8 20.0 黄褐色凹以下の砂粒普通，普通

1287 包含層 G-5 1/8 24.4 淡黄色皿程度の砂粒普通，良好

1288 包含層
H-5 

1/8 20.4 暗赤褐色， 1~2 凹の砂粒やや粗\>，普通
~H-6 

第131表土器観察表側
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(土師器聾.土釜)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 備 考

1263 S 085008 Z-8 1/4 36.1 賞褐色皿程度り砂粒粗¥>，普通

1264 S 085008 Z-8 1/8 36.4 
内面暗貧褐色
外面 黒褐色皿程度の砂粒を含み組い，普通

1265 S 085008 Z-8 1/8 30.2 
内面暗貧褐色
外面赤貧褐色， 1 ~2 皿の砂粒粗い，普通

1266 S D85008 Z-8 1/8 31.6 
内面暗赤褐色
外面黒赤褐色， 3~5皿の砂粒粗\>，普通

1267 S 085008 Z-8 1/8 32.0 赤褐色 2~3皿の砂粒粗L、普通

1268 包含層 E-3 1/8 (25.6) i走黄褐色 1~5皿の砂粒組\>，普通

1269 包含層 1 -4 1/2 28.0 赤褐色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1270 S 085007 Z.A-8 ほ11
22.8 14.8 淡黄褐色回以下の徴砂粒精微，良好

信7垂~jf:ノJ 

1271 包含層 1 -4 1/4 23.4 赤褐色 lmm以下の徴砂粒精微，良好

1272 
S p-出土

1/8 22.8 i炎黄褐色皿以下の徴砂粒普通，良好
地点不明

1273 包含層 G-5 1/8 23.6 黄褐色醐以下の徴砂粒普通.普通

1274 包含層 1 -4 1/8 (20.4) 赤褐色醐程度の砂粒普通，普通

1275 包含層 G-5 1/8 21.6 赤褐色凹以下の徴砂粒堅敏，良好

1276 包含層 G-5 1/8 23.4 赤褐色回程度の砂粒やや組¥>，普通

1277 包含層 G-5 1/8 30.0 茶褐色 1~2 皿の砂粒 やや粗い，普通

1278 包含層 F-5 1/8 34.2 赤褐色皿程度の砂粒普通，普通

1279 包含層 B-5 1/8 26.0 淡黄褐色回程度の砂粒やや粗い，普通

1286 包含層 H-4 1/8 20.0 黄褐色凹以下の砂粒普通，普通

1287 包含層 G-5 1/8 24.4 淡黄色皿程度の砂粒普通，良好

1288 包含層
H-5 

1/8 20.4 暗赤褐色， 1~2 凹の砂粒やや粗\>，普通
~H-6 

第131表土器観察表側
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(土師器土釜)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 備 考

1289 包含層 H-5 }/8 27.8 淡赤黄色 1~2 四の砂粒普通，普通

1290 包含層 G-5 1/8 27.0 淡赤黄色. 1~2皿の砂粒普通，普通

129). 包含層 1/8 2泡 O 淡黄褐色 1mm程度の砂粒やや粗い，普通

1292 包含層 G-5 1/8 27.8 赤褐色. 2~3皿程度の砂粒粗い，不良

1299 包含層 G-5 1/8 19.2 淡赤黄色. 2~3回程度の砂粒普通，普通

1300 包含層 G-6 1/8 22.4 淡灰黄色 1mm以下の砂粒精鰍，普通

1301 包含層 G-5 1/8 24.8 淡黄褐色 1~2 皿の砂粒やや粗い，不良
a 

1302 包含層 1 -4 1/8 (23.0) 淡 褐色皿程度の砂粒普通，普通

1303 S D 3 G-5 1/8 30.1 茶 褐色醐程度の砂粒堅鰍，良好

1304 S D 3 G-5 1/8 21l.8 暗褐色皿程度の砂粒やや粗L、普通

1305 包含層 1 -4 1/8 (25.0) 赤褐色 1mm程度の砂粒普通，普通

1306 包含層 G-5 1/8 26.4 淡黄赤色皿程度の砂粒普通，普通

1307 包含層 G-5 1/8 26.0 淡黄赤色. 1~2mmの砂粒やや粗い，普通

1308 包含層 G-5 1/8 29.8 淡い糧色皿程度の砂粒精微，良好

1309 S D 015 G-5 1/8 24.9 黒褐色..1回以下の砂粒精微，良好

1310 包含層 G-5 1/4 29.9 
外面灰色
内面黄褐色皿程度の砂粒普通，良好

1319 包含層 1 -4 1/8 (30.8) 赤褐色回程度の砂粒やや粗い，普通

1320 包含層 G-5 1/8 31.8 淡赤褐色 1~2 四の砂粒やや組\>.普通

1321 包含層 G-5 1/8 29.3 暗茶褐色 1~2 皿の砂粒やや粗".普通

1322 包含層 H-5 1/8 23.0 淡黄色皿以下の砂粒精徹，良好

第132表土器観察表側

-435-

(土師器土釜)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 備 考

1289 包含層 H-5 }/8 27.8 淡赤黄色 1~2 四の砂粒普通，普通

1290 包含層 G-5 1/8 27.0 淡赤黄色. 1~2皿の砂粒普通，普通

129). 包含層 1/8 2泡 O 淡黄褐色 1mm程度の砂粒やや粗い，普通

1292 包含層 G-5 1/8 27.8 赤褐色. 2~3皿程度の砂粒粗い，不良

1299 包含層 G-5 1/8 19.2 淡赤黄色. 2~3回程度の砂粒普通，普通

1300 包含層 G-6 1/8 22.4 淡灰黄色 1mm以下の砂粒精鰍，普通

1301 包含層 G-5 1/8 24.8 淡黄褐色 1~2 皿の砂粒やや粗い，不良
a 

1302 包含層 1 -4 1/8 (23.0) 淡 褐色皿程度の砂粒普通，普通

1303 S D 3 G-5 1/8 30.1 茶 褐色醐程度の砂粒堅鰍，良好

1304 S D 3 G-5 1/8 21l.8 暗褐色皿程度の砂粒やや粗L、普通

1305 包含層 1 -4 1/8 (25.0) 赤褐色 1mm程度の砂粒普通，普通

1306 包含層 G-5 1/8 26.4 淡黄赤色皿程度の砂粒普通，普通

1307 包含層 G-5 1/8 26.0 淡黄赤色. 1~2mmの砂粒やや粗い，普通

1308 包含層 G-5 1/8 29.8 淡い糧色皿程度の砂粒精微，良好

1309 S D 015 G-5 1/8 24.9 黒褐色..1回以下の砂粒精微，良好

1310 包含層 G-5 1/4 29.9 
外面灰色
内面黄褐色皿程度の砂粒普通，良好

1319 包含層 1 -4 1/8 (30.8) 赤褐色回程度の砂粒やや粗い，普通

1320 包含層 G-5 1/8 31.8 淡赤褐色 1~2 四の砂粒やや組\>.普通

1321 包含層 G-5 1/8 29.3 暗茶褐色 1~2 皿の砂粒やや粗".普通

1322 包含層 H-5 1/8 23.0 淡黄色皿以下の砂粒精徹，良好

第132表土器観察表側
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(土師器土釜.土鍋)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 備 考

1323 包含層 G-5 1/8 (21.0) 赤褐色阻程度の砂粒やや粗い，普通

1324 包含層 1 -4 1/8 (24.0) 淡褐色回以下の砂粒精微，良好

1330 S D 016 G-5 1/8 24.2 
内面灰黄色
外面淡黄色回程度の砂粒普通，良好

1331 包含層 1 -4 1/8 (26.0) 淡黄色， 1~2 1D11の砂粒普通，良好

1332 包含層 G-5 1/8 (27.0) 内面灰黄色
外面赤褐色 1~2 醐の砂粒やや粗い，普通

1333 包含層 G-5 1/8 28.6 淡赤黄色， 1~2mm程度の砂粒普通，普通

1334 包含層 G-5 1/8 26.8 淡黄褐色， 2~5mmの砂粒組い，普通

1335 包含層 G-4 118 (28.2) 赤褐色 1~2四の砂粒やや粗い，普通

1336 包 含層 G-5 1/8 32.2 淡黄色， 1~2mmの砂粒普通，普通

1337 包 含 層 G-5 1/8 28.3 淡黄色 1~2皿の砂粒普通，普通

1338 S D 3 G-5 1/8 25.4 黒茶褐色， 2~5凹の砂粒組~"普通

1339 包含層 G-5 118 27.4 淡黄色 1mm以下の砂粒精微，良好

1340 包含層 1 -4 1/8 (40.0) 内面黄褐色
外面黒灰黄褐色皿程度の砂粒粗い，普通

1341 包含層 G-5 1/8 41.4 
内面淡黄色
外面黒灰淡黄色 1mm程度の砂粒粗い，普通

1342 S D85004 Z'A-8 1/8 39.0 暗灰褐色回以下の微砂粒普通，普通

1343 SK G-5 1/4 38.0 
内面暗黄褐色
外面黒暗黄褐色皿以下の微砂粒普通，普通

1344 包含層 H-5 1/8 47.6 
内面淡黄色
外面黒灰淡黄色皿程度の砂粒普通，普通

1345 包含層 X-8 1/8 (32.0) 黄褐色. 2~3凹の砂粒粗い，普通

1346 包含層 X-9 1/8 30.2 赤褐色 1~3皿の砂粒粗い，普通

1347 包含層 X-9 1/8 33.0 赤茶色， 1皿程度の砂粒普通，良好

第133表土器観察表例)
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(土師器土釜.土鍋)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 備 考

1323 包含層 G-5 1/8 (21.0) 赤褐色阻程度の砂粒やや粗い，普通

1324 包含層 1 -4 1/8 (24.0) 淡褐色回以下の砂粒精微，良好

1330 S D 016 G-5 1/8 24.2 
内面灰黄色
外面淡黄色回程度の砂粒普通，良好

1331 包含層 1 -4 1/8 (26.0) 淡黄色， 1~2 1D11の砂粒普通，良好

1332 包含層 G-5 1/8 (27.0) 内面灰黄色
外面赤褐色 1~2 醐の砂粒やや粗い，普通

1333 包含層 G-5 1/8 28.6 淡赤黄色， 1~2mm程度の砂粒普通，普通

1334 包含層 G-5 1/8 26.8 淡黄褐色， 2~5mmの砂粒組い，普通

1335 包含層 G-4 118 (28.2) 赤褐色 1~2四の砂粒やや粗い，普通

1336 包 含層 G-5 1/8 32.2 淡黄色， 1~2mmの砂粒普通，普通

1337 包 含 層 G-5 1/8 28.3 淡黄色 1~2皿の砂粒普通，普通

1338 S D 3 G-5 1/8 25.4 黒茶褐色， 2~5凹の砂粒組~"普通

1339 包含層 G-5 118 27.4 淡黄色 1mm以下の砂粒精微，良好

1340 包含層 1 -4 1/8 (40.0) 内面黄褐色
外面黒灰黄褐色皿程度の砂粒粗い，普通

1341 包含層 G-5 1/8 41.4 
内面淡黄色
外面黒灰淡黄色 1mm程度の砂粒粗い，普通

1342 S D85004 Z'A-8 1/8 39.0 暗灰褐色回以下の微砂粒普通，普通

1343 SK G-5 1/4 38.0 
内面暗黄褐色
外面黒暗黄褐色皿以下の微砂粒普通，普通

1344 包含層 H-5 1/8 47.6 
内面淡黄色
外面黒灰淡黄色皿程度の砂粒普通，普通

1345 包含層 X-8 1/8 (32.0) 黄褐色. 2~3凹の砂粒粗い，普通

1346 包含層 X-9 1/8 30.2 赤褐色 1~3皿の砂粒粗い，普通

1347 包含層 X-9 1/8 33.0 赤茶色， 1皿程度の砂粒普通，良好

第133表土器観察表例)
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(土師器土鍋，鉢.聾，その他)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径i器高 備 考

1348 包含層 X-9 1/8 34.4 暗褐色，精微，良好

1349 包含層 X-9 1/8 36.6 黄褐色回以下の砂粒普通，普通

1350 包含層 Z-8 1/8 (30.6) 暗黄茶色皿程度の砂粒普通，普通

1351 包含膚 1/8 22.6 白灰色皿以下の微砂粒 精微，良好

1352 S D85004 Z'A-8 1/8 32.4 
内面暗黄褐色
外面黒 褐 色 皿 以 下 の 微 砂 粒 普 通 ， 普 通

1353 包含層 1 -4 118 27.0 
暗灰黄褐色. 1 ~ 2凹の砂粒普通，普通
内面に条溝

1354 S P -23 G-5 1/8 28.2 内面淡灰褐色
外面暗褐色， 1 ~2 皿の砂粒普通，普通内面に条溝

1355 包含層 G-5 1/8 27.0 暗灰黄褐色， 2 ~ 3 皿の砂粒粗~"普通

1356 S D 016 G-5 1/8 27.0 
暗黄褐色 1~2 皿の砂粒粗し、普通
内面に条溝

1357 包含層 H-4 1/8 27.3 
淡黄色， 3~5 凹の砂粒粗い，普通
内面に条溝

1358 包含層 G-5 1/8 28.7 
黄褐色， 1 ~2 皿の砂粒粗~"普通
内面に条j誇

1359 包含層 G-5 1/8 31.8 
淡い燈色， 3~ 5 凹の砂粒粗~"普通

内面に条溝

1360 包含層 F-5 1/8 35.8 
黄褐色， 2~3mmの砂粒粗い，普通
内面に条溝

1361 S P -3 B-5 1/8 淡黄色回以下の砂粒普通，良好

1362 包含層 G-6 1/8 25.8 黄褐色皿程度の砂粒普通，普通

1363 包含層 G-5 1/8 37.6 内面燈色
外面淡黄褐色皿程度の砂粒普通，普通

1364 包含層 1 -4 1/8 (40.0) 内面赤褐色
外面黒褐色醐以下の砂粒精鰍，良好

1365 包含層 G-4 1/8 24.6 
内面黒褐色

外面暗褐色 1mm程度の砂粒粗~"不良

1366 包含層 G-5 1/8 (23.8) 暗い燈色， 1 ~ 2聞の砂粒普通，普通

1373 包含層 G-5 1/8 35.4 
内面淡黄褐色
外商黒褐色， 1皿以下の砂粒普通，良好

第134表土器観察表。1)
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(土師器土鍋，鉢.聾，その他)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径i器高 備 考

1348 包含層 X-9 1/8 34.4 暗褐色，精微，良好

1349 包含層 X-9 1/8 36.6 黄褐色回以下の砂粒普通，普通

1350 包含層 Z-8 1/8 (30.6) 暗黄茶色皿程度の砂粒普通，普通

1351 包含膚 1/8 22.6 白灰色皿以下の微砂粒 精微，良好

1352 S D85004 Z'A-8 1/8 32.4 
内面暗黄褐色
外面黒 褐 色 皿 以 下 の 微 砂 粒 普 通 ， 普 通

1353 包含層 1 -4 118 27.0 
暗灰黄褐色. 1 ~ 2凹の砂粒普通，普通
内面に条溝

1354 S P -23 G-5 1/8 28.2 内面淡灰褐色
外面暗褐色， 1 ~2 皿の砂粒普通，普通内面に条溝

1355 包含層 G-5 1/8 27.0 暗灰黄褐色， 2 ~ 3 皿の砂粒粗~"普通

1356 S D 016 G-5 1/8 27.0 
暗黄褐色 1~2 皿の砂粒粗し、普通
内面に条溝

1357 包含層 H-4 1/8 27.3 
淡黄色， 3~5 凹の砂粒粗い，普通
内面に条溝

1358 包含層 G-5 1/8 28.7 
黄褐色， 1 ~2 皿の砂粒粗~"普通
内面に条j誇

1359 包含層 G-5 1/8 31.8 
淡い燈色， 3~ 5 凹の砂粒粗~"普通

内面に条溝

1360 包含層 F-5 1/8 35.8 
黄褐色， 2~3mmの砂粒粗い，普通
内面に条溝

1361 S P -3 B-5 1/8 淡黄色回以下の砂粒普通，良好

1362 包含層 G-6 1/8 25.8 黄褐色皿程度の砂粒普通，普通

1363 包含層 G-5 1/8 37.6 内面燈色
外面淡黄褐色皿程度の砂粒普通，普通

1364 包含層 1 -4 1/8 (40.0) 内面赤褐色
外面黒褐色醐以下の砂粒精鰍，良好

1365 包含層 G-4 1/8 24.6 
内面黒褐色

外面暗褐色 1mm程度の砂粒粗~"不良

1366 包含層 G-5 1/8 (23.8) 暗い燈色， 1 ~ 2聞の砂粒普通，普通

1373 包含層 G-5 1/8 35.4 
内面淡黄褐色
外商黒褐色， 1皿以下の砂粒普通，良好

第134表土器観察表。1)
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備 考

暗黄褐色， 1~2皿の砂粒粗い，不良

第135表土器観察表01J

(2) 須恵器

須恵器は杯，皿，杯蓋.鉢，その他などがある。この順番で記述していくが，観察表の口径の欄

に( )がつく数字は，高台径あるいは底部径を表している。

①杯

底部が遺存する例が多い。底部の形態は高台が付かないもの，高台状に底部を造り出している

もの，高台が付くものに分かれる。ほとんどが高台をもっ杯である。高台状に底部を造り出して

いるものは1385だけである。

高台の断面の形状は長方形状を呈するものが多い。それ以外は三角形状のもの(1386)台形状

のもの (1380・1391・1393)があるが数は少ない。高台は体部と底部の境界よりやや内側には

いった位置に付けられているものがほとんどで， 1390だけが体部と底部の境界の位置についてい

る。また，外側にふん張るように付けられているものが多く，直立するように付けられているも

のは少ない。

調整については体部内外面にはヨコナデが施されている。底部内面は全面にヨコナデが施され

ているものと，周辺部だけにヨコナデが施され中央部はナデにより調整されているものがある。

底部外面にはへラ状の工具による条溝が遺存するもの (1376)，板目状の圧痕が遺存するもの (13

95)などもあるが，ナデにより仕上げられている。

②皿

1400を除くと口径約15cm，器高約 2仰を計り，ほぽ企画化された皿である。体部は外反しなが

ら立ち上がり口縁端部は丸く収められている。体部内外面はヨコナデ，底部内外面はナデが施さ

れている。 1396-----1398の色調は淡黄灰色を呈し焼成不良の須恵器である。

③杯董

器形の全てが解るものはない。蓋の先端部の形態は先端部がほぼ90.で屈曲し細く収められて

いるもの (1401-----1403) と内側にかえりをもつもの(1404) とがある。蓋のつまみは頂部が平坦

に造り出されている台形状を呈するものと，頂部が盛り上がり五角形状を呈するものがある。

④鉢

1409は，口縁部に片口が造り出されている鉢である。磨滅のため調整はよみとりにくいが体部

内外面はヨコナデ，底部内外面にはナデが施されていると思われる。体部と底部の境の位置には
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備 考

暗黄褐色， 1~2皿の砂粒粗い，不良

第135表土器観察表01J

(2) 須恵器

須恵器は杯，皿，杯蓋.鉢，その他などがある。この順番で記述していくが，観察表の口径の欄

に( )がつく数字は，高台径あるいは底部径を表している。

①杯

底部が遺存する例が多い。底部の形態は高台が付かないもの，高台状に底部を造り出している

もの，高台が付くものに分かれる。ほとんどが高台をもっ杯である。高台状に底部を造り出して

いるものは1385だけである。

高台の断面の形状は長方形状を呈するものが多い。それ以外は三角形状のもの(1386)台形状

のもの (1380・1391・1393)があるが数は少ない。高台は体部と底部の境界よりやや内側には

いった位置に付けられているものがほとんどで， 1390だけが体部と底部の境界の位置についてい

る。また，外側にふん張るように付けられているものが多く，直立するように付けられているも

のは少ない。

調整については体部内外面にはヨコナデが施されている。底部内面は全面にヨコナデが施され

ているものと，周辺部だけにヨコナデが施され中央部はナデにより調整されているものがある。

底部外面にはへラ状の工具による条溝が遺存するもの (1376)，板目状の圧痕が遺存するもの (13

95)などもあるが，ナデにより仕上げられている。

②皿

1400を除くと口径約15cm，器高約 2仰を計り，ほぽ企画化された皿である。体部は外反しなが

ら立ち上がり口縁端部は丸く収められている。体部内外面はヨコナデ，底部内外面はナデが施さ

れている。 1396-----1398の色調は淡黄灰色を呈し焼成不良の須恵器である。

③杯董

器形の全てが解るものはない。蓋の先端部の形態は先端部がほぼ90.で屈曲し細く収められて

いるもの (1401-----1403) と内側にかえりをもつもの(1404) とがある。蓋のつまみは頂部が平坦

に造り出されている台形状を呈するものと，頂部が盛り上がり五角形状を呈するものがある。

④鉢

1409は，口縁部に片口が造り出されている鉢である。磨滅のため調整はよみとりにくいが体部

内外面はヨコナデ，底部内外面にはナデが施されていると思われる。体部と底部の境の位置には
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断面が台形状を呈する高台が貼り付けられている。

1410は，東播磨系のこね鉢である。口縁部内外面にはヨコナデが施され，体部外面には指頭圧

痕が遺存する。口縁端部は上下両方向に拡張され，とくに上方への拡張が著しいが，端面は丸く

造り出されている。

⑤その他

その他の須恵器には，高杯，底部，口縁部がある。底部のほとんどば査の底部だと思われるが1

414は杯.1424は盤か皿の可能性が強い。口縁部については.1427が短頚査.1428"""1430が鉢.14 

13. 1431"""1435は聾の口縁部だと思われる。 1432の口縁部外面には波状文が認められる。
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断面が台形状を呈する高台が貼り付けられている。

1410は，東播磨系のこね鉢である。口縁部内外面にはヨコナデが施され，体部外面には指頭圧

痕が遺存する。口縁端部は上下両方向に拡張され，とくに上方への拡張が著しいが，端面は丸く

造り出されている。

⑤その他

その他の須恵器には，高杯，底部，口縁部がある。底部のほとんどば査の底部だと思われるが1

414は杯.1424は盤か皿の可能性が強い。口縁部については.1427が短頚査.1428"""1430が鉢.14 

13. 1431"""1435は聾の口縁部だと思われる。 1432の口縁部外面には波状文が認められる。
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(須恵梼杯)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 備 考

1375 包含層 U-9 1/4 (7.6) 黒灰色，堅徹，良好

包含層 E-3 1/4 (8.2) 淡灰色，堅徹，良好

1377 包含層 1/8 (9.2) 内面淡灰色
外面暗灰色凹以下の微砂粒やや粗い，普通

1378 S D85001 Z'A-6・7・8 1/8 (8.8) 白灰色回以下の微砂粒 やや粗い，普通

1379 S D85019 Z -6・7 1/4 (10.2) 灰色阻以下の微砂粒普通，普通

1380 S D85019 Z-6・7 1/4 (10.4) 暗灰色， 1 ~2皿の砂粒粗L、普通

1381 包含層 1/4 9.8 3.6 白灰色，堅鰍，良好
ι 

1382 包含層 Y'Z-7 1/8 (8.0) 灰色 1mm以下の微砂粒堅徽，良好

1383 包含層 Z-6 1/2 00.0) 灰色回程度の砂粒粗¥>，普通

1384 包含層 G-4 1/4 (8.8) 灰色，竪徹，良好

1385 S P -21 G-5 1/4 (5.6) 淡灰白色，堅鰍，良好

1386 包含層 1/2 (7.7) 白灰色 1~2 凹の砂粒粉t" 普通

1387 S D85104 X-9 1/8 (8.0) 白灰色皿程度の砂粒やや組¥>，不良

1388 包含層 1/4 11.4 3.1 淡灰色 1mm以下の砂粒竪鰍，普通

1389 包含層 1/8 12.0 3.3 白灰色，・精鰍，良好

内面黒灰色
1390 包含層 U-9 1/8 (11.4) 外面灰色 1mm以下の微砂粒堅徽，良好

体部外面 自然紬

1391 包含層 Z-6 1/8 (11.2) 黒灰色，堅鰍，良好

1392 SP-x Y-7 1/8 (11.0) 黒灰色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1393 包含層 A-6 1/4 (10.0) 淡灰色，堅敏，良好

1394 S D85019 Z-6・7 1/8 15.0 灰色回以下の微砂粒堅徽，良好

第136表土器観察表側
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(須恵梼杯)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 備 考

1375 包含層 U-9 1/4 (7.6) 黒灰色，堅徹，良好

包含層 E-3 1/4 (8.2) 淡灰色，堅徹，良好

1377 包含層 1/8 (9.2) 内面淡灰色
外面暗灰色凹以下の微砂粒やや粗い，普通

1378 S D85001 Z'A-6・7・8 1/8 (8.8) 白灰色回以下の微砂粒 やや粗い，普通

1379 S D85019 Z -6・7 1/4 (10.2) 灰色阻以下の微砂粒普通，普通

1380 S D85019 Z-6・7 1/4 (10.4) 暗灰色， 1 ~2皿の砂粒粗L、普通

1381 包含層 1/4 9.8 3.6 白灰色，堅鰍，良好
ι 

1382 包含層 Y'Z-7 1/8 (8.0) 灰色 1mm以下の微砂粒堅徽，良好

1383 包含層 Z-6 1/2 00.0) 灰色回程度の砂粒粗¥>，普通

1384 包含層 G-4 1/4 (8.8) 灰色，竪徹，良好

1385 S P -21 G-5 1/4 (5.6) 淡灰白色，堅鰍，良好

1386 包含層 1/2 (7.7) 白灰色 1~2 凹の砂粒粉t" 普通

1387 S D85104 X-9 1/8 (8.0) 白灰色皿程度の砂粒やや組¥>，不良

1388 包含層 1/4 11.4 3.1 淡灰色 1mm以下の砂粒竪鰍，普通

1389 包含層 1/8 12.0 3.3 白灰色，・精鰍，良好

内面黒灰色
1390 包含層 U-9 1/8 (11.4) 外面灰色 1mm以下の微砂粒堅徽，良好

体部外面 自然紬

1391 包含層 Z-6 1/8 (11.2) 黒灰色，堅鰍，良好

1392 SP-x Y-7 1/8 (11.0) 黒灰色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1393 包含層 A-6 1/4 (10.0) 淡灰色，堅敏，良好

1394 S D85019 Z-6・7 1/8 15.0 灰色回以下の微砂粒堅徽，良好

第136表土器観察表側
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(須恵器杯，皿，杯蓋，鉢.その他)

実番測l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口 径i器高 備 考

1395 包含層 V-9 1/8 14.8 5.8 淡灰黄色，堅敏，良好

1396 包含層 Z-7 1/4 15.0 2.0 i炎黄灰色岨以下の砂粒 普通，不良

1397 包含層 X-9 1/2 15.2 1.7 灰色 黄 灰 色 皿 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 不 良

1398 包含 層 1/8 14.0 2.3 淡黄灰色， 1醐以下の砂粒普通，不良

1399 包含層 1/8 15.0 1.9 灰色凹以下の微砂粒堅鰍，良好

1400 S D85019 Z-6・7 112 (6.0) 淡灰色醐以下の砂粒普通，許遇

1401 S D85019 Z-6・7 1/8 12.0 1.5 
内面灰色
外面黒灰色皿以下の砂粒堅徽，良好

1402 包含層 1/8 15.0 灰 色凹以下の砂粒普通，普通

1403 包含層 1/8 16.5 灰色，堅鍛，良好

1404 S D85019 Z-6・7 118 10.8 淡灰色醐以下の砂粒普通，普通

1405 包含層 E-3 淡灰色， 1皿以下の微砂粒 堅徽，良好

1406 包含層 X-8 灰色，堅徽，良好

1407 包含 層 E-4 灰色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1408 包 含層
内面灰色
外面暗灰色， 1 ~ 2皿の砂粒粗(>，普通

1409 S D85008 Z-8 1/2 30.5 13.7 
灰色， 1 ~2 皿の砂粒粗(>，普通
口縁部に片口

1410 包 含層 1 -4 1/8 (26.6) 淡灰色凹以下の砂粒組い，普通

1411 SP-17 G-5 淡灰色， 1回以下の砂粒普通，普通

1412 S D85105 X'Y-8・9 1/8 (10.0) 灰色，堅綴，良好

1413 S D85105 X'Y-8・9 1/8 灰色，堅撤，良好

1414 包含層 V-9 1/8 10.1 灰色，堅徽，良好

第137表土器観察表例
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(須恵器杯，皿，杯蓋，鉢.その他)

実番測l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口 径i器高 備 考

1395 包含層 V-9 1/8 14.8 5.8 淡灰黄色，堅敏，良好

1396 包含層 Z-7 1/4 15.0 2.0 i炎黄灰色岨以下の砂粒 普通，不良

1397 包含層 X-9 1/2 15.2 1.7 灰色 黄 灰 色 皿 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 不 良

1398 包含 層 1/8 14.0 2.3 淡黄灰色， 1醐以下の砂粒普通，不良

1399 包含層 1/8 15.0 1.9 灰色凹以下の微砂粒堅鰍，良好

1400 S D85019 Z-6・7 112 (6.0) 淡灰色醐以下の砂粒普通，許遇

1401 S D85019 Z-6・7 1/8 12.0 1.5 
内面灰色
外面黒灰色皿以下の砂粒堅徽，良好

1402 包含層 1/8 15.0 灰 色凹以下の砂粒普通，普通

1403 包含層 1/8 16.5 灰色，堅鍛，良好

1404 S D85019 Z-6・7 118 10.8 淡灰色醐以下の砂粒普通，普通

1405 包含層 E-3 淡灰色， 1皿以下の微砂粒 堅徽，良好

1406 包含層 X-8 灰色，堅徽，良好

1407 包含 層 E-4 灰色皿以下の微砂粒堅徽，良好

1408 包 含層
内面灰色
外面暗灰色， 1 ~ 2皿の砂粒粗(>，普通

1409 S D85008 Z-8 1/2 30.5 13.7 
灰色， 1 ~2 皿の砂粒粗(>，普通
口縁部に片口

1410 包 含層 1 -4 1/8 (26.6) 淡灰色凹以下の砂粒組い，普通

1411 SP-17 G-5 淡灰色， 1回以下の砂粒普通，普通

1412 S D85105 X'Y-8・9 1/8 (10.0) 灰色，堅綴，良好

1413 S D85105 X'Y-8・9 1/8 灰色，堅撤，良好

1414 包含層 V-9 1/8 10.1 灰色，堅徽，良好

第137表土器観察表例
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(須恵器その他)

実番演l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径; 器高 備 考

1415 包含層 1/8 02.4) 淡灰色，堅鰍，良好

1416 包含層 2-6 1/8 (20.0) 白灰色皿以下の砂粒 やや粗い，普通

1417 包含層 1 -4 1/8 02.0) 黒灰色皿以下の砂粒普通，普通

1418 包含層 V-9 1/8 00.0) 灰色，堅徽，良好

1419 包含層 V-9 1/4 (8.8) 灰色凹以下の微砂粒 堅激，良好

1420 包含層 1 -4 3/4 (9.4) 黒灰色 1~2 皿の砂粒堅敏，普通

1421 包含層 1/8 (12.5) 灰色凹以下の徴砂粒普通，普通

1422 包含層 F-6 1/8 (11.4) 灰色凹以下の微砂粒堅徽，良好

1423 包含層 E-4 1/4 (11.2) 灰色，堅鰍，良好

1424 5 D85019 2-6・7 1/8 00.0) 灰色皿程度の砂粒 やや組い，普通

1425 5 D85008 2-8 1/2 (12.2) 黒灰色. 1回以下の微砂粒堅徽，良好

1426 包含層 X-8 (5) 1/2 (11.2) 淡灰色，堅敏，良好

1427 包含層 1/8 9.8 
内 面黒灰色
外面淡灰色，堅敏，良好

1428 包含層 E-4 1/8 17.0 灰色回 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 普 通

1429 5P 不明 X-9 1/8 25.2 黒灰色. 1皿以下の砂粒普通，普通

1430 包含層 1 -3 1/8 30.4 
灰色凹以下の微砂粒普通，普通
口縁端部に自然紬

1431 5 P - 1 F-5 1/8 32.7 淡灰色皿以下の砂粒普通，普通

灰色回 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 普 通
1432 包含層 X-9 1/8 口縁部内外面 自然紬，

ロ縁部外面波状文

1433 包含層 F-5 1/8 25.8 黒灰色凹程度の砂粒 やや組"，普通

1434 5 B85014 A'B-5・6 118 17.4 白灰色皿以下の微砂粒普通，普通

第138表土器観察表。。
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(須恵器その他)

実番演l図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径; 器高 備 考

1415 包含層 1/8 02.4) 淡灰色，堅鰍，良好

1416 包含層 2-6 1/8 (20.0) 白灰色皿以下の砂粒 やや粗い，普通

1417 包含層 1 -4 1/8 02.0) 黒灰色皿以下の砂粒普通，普通

1418 包含層 V-9 1/8 00.0) 灰色，堅徽，良好

1419 包含層 V-9 1/4 (8.8) 灰色凹以下の微砂粒 堅激，良好

1420 包含層 1 -4 3/4 (9.4) 黒灰色 1~2 皿の砂粒堅敏，普通

1421 包含層 1/8 (12.5) 灰色凹以下の徴砂粒普通，普通

1422 包含層 F-6 1/8 (11.4) 灰色凹以下の微砂粒堅徽，良好

1423 包含層 E-4 1/4 (11.2) 灰色，堅鰍，良好

1424 5 D85019 2-6・7 1/8 00.0) 灰色皿程度の砂粒 やや組い，普通

1425 5 D85008 2-8 1/2 (12.2) 黒灰色. 1回以下の微砂粒堅徽，良好

1426 包含層 X-8 (5) 1/2 (11.2) 淡灰色，堅敏，良好

1427 包含層 1/8 9.8 
内 面黒灰色
外面淡灰色，堅敏，良好

1428 包含層 E-4 1/8 17.0 灰色回 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 普 通

1429 5P 不明 X-9 1/8 25.2 黒灰色. 1皿以下の砂粒普通，普通

1430 包含層 1 -3 1/8 30.4 
灰色凹以下の微砂粒普通，普通
口縁端部に自然紬

1431 5 P - 1 F-5 1/8 32.7 淡灰色皿以下の砂粒普通，普通

灰色回 以 下 の 砂 粒 普 通 ， 普 通
1432 包含層 X-9 1/8 口縁部内外面 自然紬，

ロ縁部外面波状文

1433 包含層 F-5 1/8 25.8 黒灰色凹程度の砂粒 やや組"，普通

1434 5 B85014 A'B-5・6 118 17.4 白灰色皿以下の微砂粒普通，普通
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(須恵器その他)

備 考

淡灰色，堅鰍，良好

第139表土器観察表。。

(3) 黒色土器

黒色土器，瓦器，瓦質土器については器高指数が解るものを観察表で示した。口径の欄の(

は底部径を表す。-色調，胎土，焼成についてはこの順番で備考の欄に示した。

内面だけが黒色を呈するものが多く，内外面ともに黒色のものは1440.1446だけである。黒色

土器の一般的な調整は，器壁内面には多くは縦方向のへラミガキを施し体部外面上半にはヨコナ

デ，下半には横方向のへラミガキを施している。底部外面はヨコナデ，ナデにより仕上げられて

いる。 1441は体部外面下半に指頭圧痕が多く遺存する点でやや特異である。

器高指数が解ったものは.1443-28.8. 1444-38.6. 1445-38.3. 1446-34.9となる。

(4) 瓦器

瓦器の出土は少ない。実測できたものは，わずかに 6点だけである。口縁部から底部までの器

形が解るものは1452の 1点だけである。 1452の体部外面上半には横方向のへラミガキが認めら

れ，下半には指頭圧痕が遺存する。器壁内面には不規則にへラミガキが施されている。高台は断

面形が台形状を呈し，器高指数は26.0となる。

1449・1450の底部には三角形状の小さい高台がつく。また1447・1448・1451の体部内面にはい

ずれも横方向のへラミガキが遺存する。

(5) 瓦質土器

瓦質土器は椀・杯とそれ以外の器種に分けられる。椀・杯については全体の色調は白灰色，淡

灰色となるが，口縁部内外面には黒灰色を呈する帯状の煤の付着が認められる。個体により黒灰

色を呈する部分の幅には差があるが，口縁部が遺存する全てのものに認められる。

調整については体部内外面上半にはヨコナデが施されている。体部内面中央部はへラ削りがそ

のまま遺存するものと，へラ削りの後にナデが施されたものとがある。体部内面下半から底部内

面にかけては内面の調整の最後の段階としてのハケ目が上半から下半に向けて放射状に施されて

いるものが多い。

体部外面の下半部には指ナデの痕が遺存するものが多い。指ナデの下端から高台内面にかけて

はヨコナデが施されている。底部外面の中心部はナデが施されている。高台は背の低い小さいも

ので断面形は三角形状といえるものである。

1453の底部外面には板目状圧痕が遺存する。また1457の高台内面には円形に近い墨書の痕が認
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(須恵器その他)

備 考

淡灰色，堅鰍，良好

第139表土器観察表。。

(3) 黒色土器

黒色土器，瓦器，瓦質土器については器高指数が解るものを観察表で示した。口径の欄の(

は底部径を表す。-色調，胎土，焼成についてはこの順番で備考の欄に示した。

内面だけが黒色を呈するものが多く，内外面ともに黒色のものは1440.1446だけである。黒色

土器の一般的な調整は，器壁内面には多くは縦方向のへラミガキを施し体部外面上半にはヨコナ

デ，下半には横方向のへラミガキを施している。底部外面はヨコナデ，ナデにより仕上げられて

いる。 1441は体部外面下半に指頭圧痕が多く遺存する点でやや特異である。

器高指数が解ったものは.1443-28.8. 1444-38.6. 1445-38.3. 1446-34.9となる。

(4) 瓦器

瓦器の出土は少ない。実測できたものは，わずかに 6点だけである。口縁部から底部までの器

形が解るものは1452の 1点だけである。 1452の体部外面上半には横方向のへラミガキが認めら

れ，下半には指頭圧痕が遺存する。器壁内面には不規則にへラミガキが施されている。高台は断

面形が台形状を呈し，器高指数は26.0となる。

1449・1450の底部には三角形状の小さい高台がつく。また1447・1448・1451の体部内面にはい

ずれも横方向のへラミガキが遺存する。

(5) 瓦質土器

瓦質土器は椀・杯とそれ以外の器種に分けられる。椀・杯については全体の色調は白灰色，淡

灰色となるが，口縁部内外面には黒灰色を呈する帯状の煤の付着が認められる。個体により黒灰

色を呈する部分の幅には差があるが，口縁部が遺存する全てのものに認められる。

調整については体部内外面上半にはヨコナデが施されている。体部内面中央部はへラ削りがそ

のまま遺存するものと，へラ削りの後にナデが施されたものとがある。体部内面下半から底部内

面にかけては内面の調整の最後の段階としてのハケ目が上半から下半に向けて放射状に施されて

いるものが多い。

体部外面の下半部には指ナデの痕が遺存するものが多い。指ナデの下端から高台内面にかけて

はヨコナデが施されている。底部外面の中心部はナデが施されている。高台は背の低い小さいも

ので断面形は三角形状といえるものである。

1453の底部外面には板目状圧痕が遺存する。また1457の高台内面には円形に近い墨書の痕が認
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められる。

1462"-' 1464は瓦質土器の播鉢である。いずれも体部内面に条溝が認められる。 1462・1463は体

部が内管気味に立ち上がり口縁端部が上下両方にわずかに拡張され平坦面をもっという同様の器

形を呈している。 1464は体部が直立方向で立ち上がり口縁端部はほとんど拡張されていない。体

部外面には縦方向，内面には横方向のハケ目が施されており， 1462などと異なる特徴をもっ。

1465は器壁の表裏両面に荒いハケ目が認められ，側面にはへラミガキが施されていると思われ

る。断面が三角形状を呈する台が付くが全体の器形は不明とせざるをえない。

(6) 緑軸陶器

緑柚陶器は 2点だけ出土した。 1466は体部がゆるやかに内管しながら立ち上がり，口縁部先端

でわずかに屈曲し外反する。口縁端部は丸く収められている。器壁全面に淡黄緑色の柚が施され

ている。高台はベタ高台である。洛北産で10世紀初頭頃と思われる。

1467は蛇の目高台をもっ。体部外面下半にはへラ削りの痕が遺存する。暗黄緑色の粕が施され

ている。丹波産で10世紀半ば噴と思われる。

(7) 陶磁器

陶磁器については観察表の備考の欄に粕の色調を示した。

1468は肥前の京焼風陶器である。高台内面以外に緑がかった白色柚が施されている。

1469は青磁と思われるが焼成不良のため柚薬が充分にとけていない。

1470は淡黄色の胎土をもっ陶器である。茶色がかった黄色軸が施されている。

1471は肥前の染付碗である。内面見込み部分には「寿」のくずし字が付されており，呉須は暗

青色に発色している。 18世紀頃と思われる。

1472"-' 1478は青磁， 1479は白磁である。 1472・1473・1476の体部外面にはいずれも鏑蓮弁文が

認められる。 1479の白磁は口縁部の外側を下方に肥厚させている。

1480~1486は陶器である。このうち 1483 ・ 1484以外は備前焼だと思われる。 1480 ・ 1482は火入

れ， 1485・1486は聾である可能性が強い。その他については器種不明とせざるをえない。
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められる。

1462"-' 1464は瓦質土器の播鉢である。いずれも体部内面に条溝が認められる。 1462・1463は体

部が内管気味に立ち上がり口縁端部が上下両方にわずかに拡張され平坦面をもっという同様の器

形を呈している。 1464は体部が直立方向で立ち上がり口縁端部はほとんど拡張されていない。体

部外面には縦方向，内面には横方向のハケ目が施されており， 1462などと異なる特徴をもっ。

1465は器壁の表裏両面に荒いハケ目が認められ，側面にはへラミガキが施されていると思われ

る。断面が三角形状を呈する台が付くが全体の器形は不明とせざるをえない。

(6) 緑軸陶器

緑柚陶器は 2点だけ出土した。 1466は体部がゆるやかに内管しながら立ち上がり，口縁部先端

でわずかに屈曲し外反する。口縁端部は丸く収められている。器壁全面に淡黄緑色の柚が施され

ている。高台はベタ高台である。洛北産で10世紀初頭頃と思われる。

1467は蛇の目高台をもっ。体部外面下半にはへラ削りの痕が遺存する。暗黄緑色の粕が施され

ている。丹波産で10世紀半ば噴と思われる。

(7) 陶磁器

陶磁器については観察表の備考の欄に粕の色調を示した。

1468は肥前の京焼風陶器である。高台内面以外に緑がかった白色柚が施されている。

1469は青磁と思われるが焼成不良のため柚薬が充分にとけていない。

1470は淡黄色の胎土をもっ陶器である。茶色がかった黄色軸が施されている。

1471は肥前の染付碗である。内面見込み部分には「寿」のくずし字が付されており，呉須は暗

青色に発色している。 18世紀頃と思われる。

1472"-' 1478は青磁， 1479は白磁である。 1472・1473・1476の体部外面にはいずれも鏑蓮弁文が

認められる。 1479の白磁は口縁部の外側を下方に肥厚させている。

1480~1486は陶器である。このうち 1483 ・ 1484以外は備前焼だと思われる。 1480 ・ 1482は火入

れ， 1485・1486は聾である可能性が強い。その他については器種不明とせざるをえない。
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(黒色土器，瓦器，瓦質土器)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1436 包含層 X-8 1/8 (8.0) 
内面黒色
外面淡黄赤色皿以下の砂粒普通，普通

内面黒色

1437 包含層 X-8 3/4 (9.6) 外面淡黄赤色皿程度の砂粒粗，"普通
器壁内面へラミガキ外面 ヨコナデ

内面黒色

14~8 S 085109 W-9 1/8 (6.4) 外面淡黄色，精鰍，良好
器壁内面へラミガキ外面下半へラ削り

1439 包含層 X-8 1/4 (8.8) 内面黒色
外面暗黄色皿程度の砂粒普通，普通

1440 包含層 X-8 1/4 (7.6) 内面黒色，体部外面黒色，底部暗赤黄色
l回以下の砂粒普通，普通

1441 s p -5 F-4 (W) 1/4 (6.0) 
内面黒色，外面暗灰黄色，精微，良好
器壁内面へラミガキ，体部外面指頭圧痕

1442 S 085109 W-9 1/8 15.8 
内面黒色，外面淡黄色，堅徽，良好

L 体部内面へラミガキ

1443 包含層 F-3 (E) 1/8 16.0 4.6 28.8 
内面黒色，外面鐙色， 1凹程度の砂粒組い，普通，
磨滅のため調整不明

1444 S 085008 Z-8 1/8 14.0 5.4 38.6 
内面黒色，外面淡黄赤色， 1皿以下の微砂粒精微，
良好，磨滅のため調整不明

内面黒色，外面白黄色， 1皿程度の砂粒やや粗L、
1445 包含層 X-9 1/2 15.4 5.9 38.3 普通，器壁内面へラミガキ，体部外面下半ヘラミガ

キ

内面黒色

1446 S X85006 E-4 1/2 16.6 5.8 34.9 体部上半淡黄色，下半から底部黒色阻以下の微
砂粒精微，良好，器壁内面体部外面へラミガキ

1447 包含層 X-9 1/8 16.2 
黒灰色，精微，良好
内外面へラミガキ

1448 包含層 X-9 1/8 16.2 
黒灰色，精微，良好
内面ヘラミガキ

1449 S 085004 Z'A-8 1/8 (5.2) 黒灰色，精微，良好

1450 S 085004 Z'A-8 1/8 (4.1) 
灰色，精微，良好
内面へラミガキ

黒灰色，精微，良好
1451 包含層 X-9 1/8 18.4 内外面へラミガキ

外面指頭圧痕

淡灰色，精微，良好

1452 S 085004 Z'A-8 1/2 15.2 3.95 26.0 器壁内面へラミガキ，体部外面上半ヘラミガキ，下
半指頭圧痕

1453 
SPー出土

1/4 12.2 2.9 23.8 
淡灰色回以下の微砂粒精微，良好

地点不明 底部外面板目状圧痕

1454 S 085054 G-3・4 1/8 14.4 
白灰色，体部外面上半黒灰色，精微，良好
体部内面ヘラ削り，底部内菌ハケ目

1455 S P -5 F-3 (W) 1/8 16.2 
淡灰色，口縁端部黒灰色，精微，良好
体部内面上半へラ削り，底部内面ハケ目

第140表土器観察表仰)
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(黒色土器，瓦器，瓦質土器)

実番測号図 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1436 包含層 X-8 1/8 (8.0) 
内面黒色
外面淡黄赤色皿以下の砂粒普通，普通

内面黒色

1437 包含層 X-8 3/4 (9.6) 外面淡黄赤色皿程度の砂粒粗，"普通
器壁内面へラミガキ外面 ヨコナデ

内面黒色

14~8 S 085109 W-9 1/8 (6.4) 外面淡黄色，精鰍，良好
器壁内面へラミガキ外面下半へラ削り

1439 包含層 X-8 1/4 (8.8) 内面黒色
外面暗黄色皿程度の砂粒普通，普通

1440 包含層 X-8 1/4 (7.6) 内面黒色，体部外面黒色，底部暗赤黄色
l回以下の砂粒普通，普通

1441 s p -5 F-4 (W) 1/4 (6.0) 
内面黒色，外面暗灰黄色，精微，良好
器壁内面へラミガキ，体部外面指頭圧痕

1442 S 085109 W-9 1/8 15.8 
内面黒色，外面淡黄色，堅徽，良好

L 体部内面へラミガキ

1443 包含層 F-3 (E) 1/8 16.0 4.6 28.8 
内面黒色，外面鐙色， 1凹程度の砂粒組い，普通，
磨滅のため調整不明

1444 S 085008 Z-8 1/8 14.0 5.4 38.6 
内面黒色，外面淡黄赤色， 1皿以下の微砂粒精微，
良好，磨滅のため調整不明

内面黒色，外面白黄色， 1皿程度の砂粒やや粗L、
1445 包含層 X-9 1/2 15.4 5.9 38.3 普通，器壁内面へラミガキ，体部外面下半ヘラミガ

キ

内面黒色

1446 S X85006 E-4 1/2 16.6 5.8 34.9 体部上半淡黄色，下半から底部黒色阻以下の微
砂粒精微，良好，器壁内面体部外面へラミガキ

1447 包含層 X-9 1/8 16.2 
黒灰色，精微，良好
内外面へラミガキ

1448 包含層 X-9 1/8 16.2 
黒灰色，精微，良好
内面ヘラミガキ

1449 S 085004 Z'A-8 1/8 (5.2) 黒灰色，精微，良好

1450 S 085004 Z'A-8 1/8 (4.1) 
灰色，精微，良好
内面へラミガキ

黒灰色，精微，良好
1451 包含層 X-9 1/8 18.4 内外面へラミガキ

外面指頭圧痕

淡灰色，精微，良好

1452 S 085004 Z'A-8 1/2 15.2 3.95 26.0 器壁内面へラミガキ，体部外面上半ヘラミガキ，下
半指頭圧痕

1453 
SPー出土

1/4 12.2 2.9 23.8 
淡灰色回以下の微砂粒精微，良好

地点不明 底部外面板目状圧痕

1454 S 085054 G-3・4 1/8 14.4 
白灰色，体部外面上半黒灰色，精微，良好
体部内面ヘラ削り，底部内菌ハケ目

1455 S P -5 F-3 (W) 1/8 16.2 
淡灰色，口縁端部黒灰色，精微，良好
体部内面上半へラ削り，底部内面ハケ目

第140表土器観察表仰)
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(瓦貧土器，縁軸陶器，陶磁器)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1456 包含層 X-9 1/4 13.8 (5.0) (36.2) 
白灰色，精鰍，良好
内面ハケ目

自灰色，体部外面上半黒灰色. 1回以下の微砂粒精

1457 5085052 F-3 (E) 1/4 13.8 4.8 34.8 徹，良好体部内面下半から底部ハケ目，底部外面
墨書

1458 包含層 X-9 1/4 (5.2) 灰色，精敏，良好
器壁内面ハケ目

1459 包含層 X-9 1/8 13.0 4.2 32.3 
淡灰色
口縁端部黒色皿以下の微砂粒ー精敏，良好

1460 5085104 X-9 1/8 12.6 灰色，精微，良好

1461 5 P -31 X-9 1/2 14.6 4.9 33.6 
白灰色，体部内外面上半 黒灰色，精敏，良好
器壁内面ハケ目，体部外面回転へラ削り

1462 5 P -7 1/8 30.5 
黒灰色皿程度の砂粒普通，普通
体部内面条構

1463 包含層 G-5 1/8 31.5 
黒灰色回程度の砂粒普通，普通
体部内面条構

1464 包含層 H-5 1/8 34.0 
灰色，精徹，普通
体部内面ハケ目条構，外面ハ7:目

1465 包含層 G-5 1/4 4.0 
黒色回程度の砂粒普通，普通
内外面にハケ目 器種不明

1466 包 含層 X-8 1/8 16.6 .4.5 27.1 
淡黄色，精微，良好
淡黄緑色の紬，ベタ高台

1467 包 含層 F-5 1/4 (8.2) 淡黄色，精鰍，良好
暗黄緑色の柚，蛇の目高台

1468 包含層 G-5 8/8 2.6 緑がかった白色粕，カン入が著しい

1469 包含層 1/2 4.6 内面蛇の目紬ハギ，灰色がかった緑色粕

1470 包含層 X-8 3/4 4.6 茶色がかった黄色粕

1471 包含層 G-5 1/2 4.0 
青色がかった白色紬
内面見込み部分「寿」のくずし字

1472 包含 層
灰色がかった緑色紬，
外面鏑蓮弁文

1473 5085004 Z.A-8 1/8 
淡緑色粕
外面鏡蓮弁文

1474 包含層 X-8 (5) 3/4 (5.4) 灰色がかった緑色紬

1475 包含層 G-5 1/2 (4.5) 淡灰緑色紬，カン入が著しい

第141表土器観察表側
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(瓦貧土器，縁軸陶器，陶磁器)

実番測図号 遺構番号 グリッド 残存度 口径 器高 器高指数 備 考

1456 包含層 X-9 1/4 13.8 (5.0) (36.2) 
白灰色，精鰍，良好
内面ハケ目

自灰色，体部外面上半黒灰色. 1回以下の微砂粒精

1457 5085052 F-3 (E) 1/4 13.8 4.8 34.8 徹，良好体部内面下半から底部ハケ目，底部外面
墨書

1458 包含層 X-9 1/4 (5.2) 灰色，精敏，良好
器壁内面ハケ目

1459 包含層 X-9 1/8 13.0 4.2 32.3 
淡灰色
口縁端部黒色皿以下の微砂粒ー精敏，良好

1460 5085104 X-9 1/8 12.6 灰色，精微，良好

1461 5 P -31 X-9 1/2 14.6 4.9 33.6 
白灰色，体部内外面上半 黒灰色，精敏，良好
器壁内面ハケ目，体部外面回転へラ削り

1462 5 P -7 1/8 30.5 
黒灰色皿程度の砂粒普通，普通
体部内面条構

1463 包含層 G-5 1/8 31.5 
黒灰色回程度の砂粒普通，普通
体部内面条構

1464 包含層 H-5 1/8 34.0 
灰色，精徹，普通
体部内面ハケ目条構，外面ハ7:目

1465 包含層 G-5 1/4 4.0 
黒色回程度の砂粒普通，普通
内外面にハケ目 器種不明

1466 包 含層 X-8 1/8 16.6 .4.5 27.1 
淡黄色，精微，良好
淡黄緑色の紬，ベタ高台

1467 包 含層 F-5 1/4 (8.2) 淡黄色，精鰍，良好
暗黄緑色の柚，蛇の目高台

1468 包含層 G-5 8/8 2.6 緑がかった白色粕，カン入が著しい

1469 包含層 1/2 4.6 内面蛇の目紬ハギ，灰色がかった緑色粕

1470 包含層 X-8 3/4 4.6 茶色がかった黄色粕

1471 包含層 G-5 1/2 4.0 
青色がかった白色紬
内面見込み部分「寿」のくずし字

1472 包含 層
灰色がかった緑色紬，
外面鏑蓮弁文

1473 5085004 Z.A-8 1/8 
淡緑色粕
外面鏡蓮弁文

1474 包含層 X-8 (5) 3/4 (5.4) 灰色がかった緑色紬

1475 包含層 G-5 1/2 (4.5) 淡灰緑色紬，カン入が著しい

第141表土器観察表側

-452-



(陶磁器)

実番演l号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 器高指数 備 考

1476 S D85054 G-3・4 1/4 (5.6) 
淡灰緑色紬

外面鏑蓮弁文

1477 包含層 1 -4 1/8 (10.4) 暗灰緑色紬

1478 包含層 H-5 1/8 18.6 暗灰緑色紬

1479 包含層 1/8 16.0 緑がかった白色粕.カン入が著しい

1480 包含層 H-4 1/4 13.2 7.4 56.1 
外面 黒褐色手由
茶色，精徽，良好

1481 包含層
H-5~ 

1/4 (8.3) 内面赤茶色
H-6 外面茶色，精微，良好

1482 包含層 G-6 1/4 (8.0) 
黒黄褐色粕
赤茶色，精徽，良好

1483 包含層 G-6 1/8 27.0 
白灰色回以下の砂粒普通，普通
外面 タタキ目

1484 包含層
G-6~ 

1/8 33.0 黒茶色の紬，精微，良好
H-6 

1485 S D 017 G-5 1/8 (27.0) 黒灰褐色 1~2 凹の砂粒粗('，普通

1486 包含層
H-5~ 

1/8 40.0 灰褐色， 2~3凹の砂粒組\'，普通H-6 

第142表土器観察表側

(8) 木製品

1は口縁部に 1孔をもっ木製漆椀である。約%が遺存する。体部は内襲撃しながら立ち上がる

が，下半部と先端部が細く造り出されている。内外面ともに黒漆が施された上から赤漆を施した

ものである。

2"-'8は中世の柱穴，ピットより検出した柱痕である。下方が太く上方が細い遺存状況を示し

ている。面を整形した際の工具痕などは認められない。しかし下方の部分の断面形からは六角形

状を呈するもの(2・6・8)と八角形状を呈するもの(7)があるということが解る。樹種は櫓で

あると思われる。
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(陶磁器)

実番演l号図 遺構番号 グリッド 残存度 口 f圭 器高 器高指数 備 考

1476 S D85054 G-3・4 1/4 (5.6) 
淡灰緑色紬

外面鏑蓮弁文

1477 包含層 1 -4 1/8 (10.4) 暗灰緑色紬

1478 包含層 H-5 1/8 18.6 暗灰緑色紬

1479 包含層 1/8 16.0 緑がかった白色粕.カン入が著しい

1480 包含層 H-4 1/4 13.2 7.4 56.1 
外面 黒褐色手由
茶色，精徽，良好

1481 包含層
H-5~ 

1/4 (8.3) 内面赤茶色
H-6 外面茶色，精微，良好

1482 包含層 G-6 1/4 (8.0) 
黒黄褐色粕
赤茶色，精徽，良好

1483 包含層 G-6 1/8 27.0 
白灰色回以下の砂粒普通，普通
外面 タタキ目

1484 包含層
G-6~ 

1/8 33.0 黒茶色の紬，精微，良好
H-6 

1485 S D 017 G-5 1/8 (27.0) 黒灰褐色 1~2 凹の砂粒粗('，普通

1486 包含層
H-5~ 

1/8 40.0 灰褐色， 2~3凹の砂粒組\'，普通H-6 

第142表土器観察表側

(8) 木製品

1は口縁部に 1孔をもっ木製漆椀である。約%が遺存する。体部は内襲撃しながら立ち上がる

が，下半部と先端部が細く造り出されている。内外面ともに黒漆が施された上から赤漆を施した

ものである。

2"-'8は中世の柱穴，ピットより検出した柱痕である。下方が太く上方が細い遺存状況を示し

ている。面を整形した際の工具痕などは認められない。しかし下方の部分の断面形からは六角形

状を呈するもの(2・6・8)と八角形状を呈するもの(7)があるということが解る。樹種は櫓で

あると思われる。
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